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人 日 本 生産 仕様 ml 


VF-X 










5 (初頭 一 じ 050 年 代 
@ VF の 始祖 VF-1 と その 後継 者 た ち 信 000 穫 示 頒 2010 年 代 初 頭 -2080 年 代 W2020 和 バネ 
ロ 中 = み VF-1 バル キリ ー 後継 機 の 模索 時 其 みみ 空間 戦闘 用 後継 機 VF-4 ライ トニ ング み 汎 用 型 の 正統 後継 機 
開発 元 : ス トン ウェ ルプ ベル コム / 新 中 州 重工 ノ セ ンチ ネル _- 開発 元 : ゼ ネ ラル - ギ ャ ラク シー VF-11 サン ダー ボル ト 
F-1 と いえ ば 、 全 て の 可変 戦闘 機 (VF) の 始祖 に し て 、 人 類 が 第 一 次 星 間 大 初 の 可変 戦闘 機 の VF-1 で あっ た が 、 了 -_ ーー 2012 年 2 月 量産 開始 a i 
戦 を 乗り 越え た こと を 語る 上 で 欠か せな い 機 体 で ちる 。 本 機 が 第 一 次 星 問 | 第 一 次 星 問 大 戦 当時 は 別 の 機種 を 開 OV LT シシ 2029 年 量産 開始 
大 戦 で の 戦局 は 勿論 、 後 続 の 機体 に 与え た 影響 は 計り 知れ な い 。 こ こ で は 、 発する 時 間 的 余裕 に 乏しかっ た こと も あ VF-X の 追加 試作 機 の A 型 仕様 ーー 
VF-1 の 機体 特性 や バリ エー ショ ン 機 の 改修 点 、 ま た は 後続 機 が 受け 継い だ 点 、 り 、 無 数 の パリ エー ショ ン 機 の 誕生 を 促 | PVFIB い 
受け 継が な か っ た 点 な ど を 例 に 、 汎 用 主力 VF の 進化 の 過程 を 振り 返っ て いく 。 し た 。 これ ら は 本 機 の 汎用 性 の 高 さ が 現地 改修 機 で わる た め 、 型式 番 号 は 正式 な 
な けれ ば 完成 し な か っ た で あろ う 。 も の で は な い 。 ^VF-4 の 試作 還 Y 較 
ーー 2008 年 1 月 量産 1 号機 完成 | ーー 
偽 2 っ 000 年代 中 態 ~ 後 半 ee mmmes EE 
みみ 試作 機 VF-0O フェ ニッ クス ” 伯 察 . 哨 戒 用 PVF-X-2 VF-11B 
開発 元 : ノ ー ス ロッ プ - グ ラマ ンプ スト ン ウ ェ ル 新星 イン ダス トリ ー VF-1 の 競合 機種 の 試作 型 。VF-1 以 上 に DTM を 取り 
入れ て いた が 開発 が 遅れ 、 制式 採 用 に 至ら な か っ た 。 ES 
2004 年 12 月 1 号機 完成 PVF-X-3 る 後期 量産 タイ プ 還 T 軒 
PF | VF-X-4 と の 誠人 試作 に 掛け られ た 試作 機 。 VPS 
上ル | PVF-5 
レク あ 宇宙 専用 の 機体 VF-1 1 の 導入 が 始ま る と 同時 に 順 
^ タ イプ 画 画 四 - 百 | が > ^ 光 年 タ イブ 2 軒 
VF-1A 5 
の み VF-3000 ベ ー ス の 発展 型 YEEKIB 
VF-5000 スタ ー ミ ラー ジュ 
oo 開発 元 : 新 性 イ ンダ スト リー 
a へ 偵察 用 改修 機 
A ve エリ ント シー カー 攻 時 2020 年 量産 開始 YF-19 へ と 
N 量産 タイ プ と 20 
下っ ッ ング Ve gooog 時 時 
i 4 追加 試作 機 画 " 画 ウ 
ーー 開発 元 : ス トン ウェ ルン ベル コム VF-1J 


^ サ ウン ド フ ー ス ター 店 電 2 還 
[2 
第 一 次 星 間 大 戦後 の VF-11D 改 


新 中 州 重工 アセ ンチ ネル VF-1 バ リエ ーション 


熱 核 反 応 タ ー ビ ン ・ エ ンジ ン の 完成 


VF-0 の 開発 に お いて 最も 難航 し た 点 は 、 熱 核 
反応 ター ビン - エ ンジ ン の 開発 で あっ た 。 し か し 
エン ジン が 完成 する と 、VF-0 の 名 パイ ロッ ト と 
し て 活躍 し た ロイ : フ ォ ッ カー が テス トバ イロ ッ ト 
と し て 多大 な 貢献 を 果たし た こと も あり 、VF-1 












人 性 能 向上 型 | zro| 


VF-0S 人 VF-1 1 の 試作 機 | | ン う 


VF-X-11 










人 後期 量産 タイ プ 還 y2 


VFHBOOOG 汎用 主力 機 不在 の 時 其 


この 時 期 は VF の 開発 メー カー の 合併 や 、 新 興 





人 個人 用 カス タム 機 























ム デ ル タ 机 試験 型 の 完成 まで 機体 開発 は 比較 的 スム ー ズ に 進行 VF-1S EE メー カー の 参入 が 見 られ る 。 そ の た め VF-1 の VF-11MAXL 改 
VF_CD 。 し た と 言わ れ て いる 。 7 | 後継 機 の 開発 は コン ペ 形 式 で 行わ れ 、 部 分 的 
本 に VF-1 を 超え る 機体 が 多数 生み 出さ れ た 。 し 
2 2 か し 、VF-1 最 大 の 長所 で ある 高い 汎用 性 を 受 
オプ ショ ン VF-O 用 オプ ショ ン VF-1 用 A 複 座 型 量産 タイ プ け 継 い だ 機 体 は な か な か 誕生 せ ず 、2015 年 








| VF-5000T-G の 生産 終了 まで VF-1 は 運用 され た 。 








pVF-O 用 
リア クティ ブ ア ー マ ー 4GBP-1S 大型 化 に よる 発展 弄 | te | 
加計 プロ テク ター 、 VF-3000 クル セイ ダー 
ウェ ポン シス テム り 開発 元 : ス トン ウェ ルベル コム 


開発 元 : 新 中 州 重工 












人 複 座 型 訓練 機 | u | 


VF-1D 





EXTRR REPODHRTE 


AN 


a し 
VF-1 系 の “ 影 " SV-51 


1 コ = 
SV-51 は 統合 戦争 当時 、VF-1 の 試作 型 に あたる VF-0 の ライ バ 
_ ル 機 で あっ た 。。 本 機 を 開発 し た 反 統 合同 盟 は = 統合 軍 に 先 を じ て 
VF 同 士 の 戦闘 を 想定 。 そ の た め VF-0 よ り 1 一 2 年 ほど 開発 は 先行 
し 、 機 体 の 技術 的 熟成 が な され た 結果 、 実 質 的 に 急造 機 に 近かっ 
た VF-0 を 上 回 る 性 能 を 獲得 じ た 。 統合 戦争 後 も 本 機 を ベー ス と し 
た SV-52 が 開発 ・ 運 用 され る な ど 、。 機 体 の 完成 度 は 高く 評価 され て 
お り 、 反 統合 同盟 が 統合 戦争 に 勝利 し て いた 場合 、SV-51 系 統 の hh 

機体 が 第 一 次 星 間 大 戦 の 主力 と な っ て いた 可能 性 も 否定 で き な い 。 | 












4 エー スバ イロ ッ ト 用 
A カス タム タイ ブ ーー 
_SV-51y 
















it ED | ~ スー バー バ 火力 増強 型 
。 A ス ー バ パー パー ツ ^ 火 力 増強 弄 
コン フォ ー マ ル タン ク 
| 開発 元 : 新 中 敗 箇 エ 琶 男 。 スー バー バー ッ 









る 辺境 惑星 の パト ロー ル 隊 機 


と VF-1X-plus 
人 る 複 座 型 訓練 機 ps 
型 訓 下 芋 を 最新 の も 
VT-1 オス トリ ッ チ REE 
新星 イン ダス トリ ー が 2047 年 に 少数 生産 
し た VF-1Xplus の 発 民 改 修 型 。 主 に 素性 を 
隠す 必要 が ある 特務 部 隊 が 運用 し た 。 






エン ジン や アビ オニ クス な 
ッ プ デー ト し た VF-1 の 総称 。 | 




































大 気 遼 脱出 用 ブー スタ ー 環 【 画 。 へ VT-1 オス トリ ッ チ 用 スー パー バ パーツ 政 環 
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メカ ク ト 


P 開発 系 統 か ら 見 る 傑作 VF く VF-] 系 > 








信 vF-1 パリ ルキ リー 


信 Eo フェ ニッ クス 
VF と いう カテ ゴリ を 創設 し た 不死 伺 












可変 戦闘 機 と いう 概念 を 確 
立 、 実 証し た 記念 すべ き 機 体 。 
機体 の 構造 、 変 形 機構 、 エ ネ 
ルギー 転換 装甲 は この 時 点 で 
ほぼ 完成 し て お り 、 その まま VF- 
1 へ と 受け 継が れ て いる 。 一 方 
で 、 機体 に 見 合う エン ジン が 未 
た め 、 主 機 と し て タ 

ド いら れ 
る な ど 、VF 共 明 期 な ら で は の 
問題 点 を 抱え て いた 。 


4VF-0A 

















アァ ン ・ エ ンジ ン が 用 








貸 vFx 


VF-1 の 完成 に 貢献 し た 試験 飛行 タイ プ 


VF-1 の 各種 機構 、 空 カモ ー 
メン ト の テス ト を 目的 と し た 試作 
機 。 こ の 時 点 で VF-1 の 基本 
的 な フォ ルム は 完成 し て いた 。 
細部 は 開発 の 進行 と と も に 、 
随時 変化 し た 模様 。 








高い 汎用 性 を 備え た 元祖 VF 

VF-0 が 抱え て いた 主機 の 出力 不足 と いう 問題 を 、 
熱 核 反応 ター ビン ・ エ ンジ ン を 搭載 する こと で 克服 。 結 
果 、VF-1 は 本 格 的 に 量産 可能 な 初 の VF と し て 完成 
し た 。 その 汎用 性 は 非常 に 高く 、 
の 追加 や 小 改造 に より 、 


VF-1 の 中 で も 、 


る こと か ら 、 


あら ゆる 任務 に 対応 で きた 。 


軒 第 一 次 星 間 大 戦後 の VF-1 バ リエ ーション 
2030 一 2040 年 代 に な る と 、 新 型 の VF が 次 々 と 開発 ・ 
採用 され て いっ た こと も あり 、 旧 式 機 と 化し た 数 多く の VF-1 
が 民間 へ と 払い 下げ られ て いた 。 特に 辺境 惑星 で は 自衛 
用 、 あ る い は 銀河 クジ ラ 等 へ の 対抗 策 と し て 有効 に 用 い 





























後述 する オプ ショ ン 4 惑星 ソラ 改修 機 

-1C オス トリ ッ チ 

こ 改 修 さ れ た VT-1。 銀河 
、 ハー プー ン 
を 装備 し て いる 


『VT-1 か ら の 変更 点 










や 機体 の 細部 に 差異 
が 見 られ る 






産 数 が 多い タイ ブ で あ 


講 の 惑星 で は 、 2040 年 代 で も VF-1 
れ た 機体 も 少な く 


が 主力 機 と し て 運用 され て いた 模様 





曲 技 


な い 。 こ ちら は エン ジェ ル バ ー ズ 仕様 機 。 





貸 VF-1 パリ ルキ リー 機体 バリエ ーション 


VF-1 に は 一 般 的 な A 型 以外 に も 、 エ ー ス パイ ロ 












































ッ ト 用 、 練 習 用 と いっ た バリ エー ショ ン 機 が 存在 す 機構 の 都合 上 、 外 見 的 に は 多少 変わ っ た 程度 の 
る 。 機体 が 高度 に ユニ ッ ト 化 され て いた た め 、 こ うし 変更 で も 、 実 際 に は エン ジン の 交換 や 電子 機器 の 
た 仕様 の 変更 が 比較 的 容易 で あっ た よう だ 。 ま た 変更 な ど 、 細 部 に 至る まで 手 が 加 えら れ て いた 。 
を 制式 採用 機 バリ エー ショ ン 
4VF-1S AVF-1J 
VF-1A の ライ セン ス 生 産 J り は Japan の 意 。 日 本 で 
け ー ス ロム 社 が 生産 力 強 化 タイ 





プ で 、 S 「 も 生産 
し た 九星 重工 製 の 頭 部 に 
交換 され て いる 。 後 
産 分 で は 、 エ > 
も 改良 が 加え られ た 。 









に 交換 され て いる 。 


開発 : 生 産 : ノ ソース ロム 
専用 頭 部 生産 : 九 星 重工 


開発 生産 : 新 中 州 重工 
専用 頭 部 生産 : 九 星 重工 


A 型 と 同じ く 機体 の カラ ー バ 
リエ ーション は 豊富 だ が 、 コ 
スト の 問題 か ら A 型 と 比べ る 
と 生産 数 は 少な い 。 











| 『VF-1A か ら の 変更 点 

* 頭 部 レー ザー 機銃 の 増設 (A 型 :1 門 一 J 型 :2 門 ) 

の 改良 (後生 分 より ) 

* エン ジン の チュ ー ン ナッ プ に よる 性 能 向 上 (後期 生産 分 より ) 








の 換装 に よる 機動 力 の 向上 (FF-8001D を 採用 ) 








生産 地域 に よっ て も 仕様 に 差異 が び 見 られ た 。 変形 | 


| コク ビッ ト : 


訓練 機 バリ エー ショ ン 


kVF-1D 
機 首 ブロ ッ 
専用 の も の 






座 式 に な っ て い 
る 点 が 特徴 。 練 習 機 で お る も 
の の 、 実 戦 に も 耐え うる 十分 
な 性 能 を 持つ 。 





VF-1A か ら の 変更 点 


* 頭 部 レー ザー 機銃 の 増設 


(A 型 :1 門 一 D 型 2 門 ) 
・ 機 首 ブロ ッ ク の 変 ! 








偵察 機 バリ エー ショ ン 
pVE- 1 UE カー 







新 中 州 重工 開発 の 索敵 空中 管制 用 バッ ク を 
DF- 1 マク ロス の 目 と し て 活 


機体 形状 は VF-1 か ら 大 きく 


















人 AVT-] オ スト リッ チ 

ノー スロ ム 社 が 生産 を 行っ た 
機種 転換 訓練 用 の 機体 。 
ら も 複 座 型 の コク ピッ ト を 採用 
し て いる 。 し か し 、 あ くま で 練 
習 用 の 機体 で ちる た め 、 武装 
は 施さ れ て いな い 。 プ ロペ ベラ 
ント 増し た 、 専 用 の 
スー パー バー ツ を 有する 。 


こち 











機体 の 小 改造 と 専用 バッ ク の 装備 
だ け で 、VF-1 は 債 察 
まれ 変わ っ た と 
用 性 の 高 さ 









『VF-1A か ら の 変更 点 
部 へ の 加 種 セン サー お よび レー ダー アン テ ナ の 増設 
ト の 複 座 化 
PF- 1A か ら の 変更 点 め の 飛行 プログラム の 導入 
* 機体 各部 へ の 各種 セン サー 
お よび レー ダー アン テ ナ の 
増設 
* 頭 部 ユニ ッ ト の 交換 
* 機体 の 非武装 
* 機 首 ゴブ ロック 
コク ピッ ト の 複 座 化 
* 複 座 化 、 練 習 機 化 に 伴う 
専用 の 飛行 プロ グラ ム の 導入 





010 年 頃 まで は 、 任 務 に 合わ せ て VF-1 
以外 の 機種 を 選ぶ こと が 事実 上 、 不 可能 
で あっ た 。 そ の た め 、VF- 1 の み で あら ゆ 
る ミッ ショ ン を こなす 必要 が あり 、 結 果 的 に 
VF-1 は 歴史 に 残る MHRF (マルチ ロー ルフ 
ァ イ タ ー) と し て 人 々 の 記憶 に 残っ た 。 

















@1982 ビッ クウ エス ト @1984 ビッ クウ エス ト @1987 ビッ クウ エス ト 








| み VF-1 用 オプ ショ ン 
高い 汎用 性 を 誇る VF-1 で あっ た が 、 
兵器 で は な い 。 
| 














決し て 万 能 
そこ で 、 戦 況 や 任務 に 応じ る オプ 


4 ス ー パ ー パ ー ツ 


火力 増強 型 





ショ ン パ ー ツ が 開発 され た 。 
は 勿論 


これ ら は VF-1 の 戦果 
、 後 の VF 開 発 に も 多大 な 頁 献 を 果たし た 。 


変形 対応 型 オ プシ ョ ン 


VF の 特徴 で 











“GBP-1S 
プロ テク ター・ の 
ウェ ポン シス テム ロイ ド H 









入 や 単独 迎撃 に 
ョ ン 。 バ ト 







非 寂 形 対 応 型 オ プシ ョ ン 


こと で VF の 特徴 で ある 3 
ショ ン , 引用 傘 誠 衝 に 














島 VF-1 の 後 線 機 た ち 
その 完成 度 の 高 さ が 災い し 、VF-1 の 後継 機種 


あり 、 真 の 意味 で の 後継 機 の 誕生 は 、VF-1 に 匹 











の 開発 は 難航 を 極め た 。 第 一 次 星 間 大 戦後 に 完 





敵 する 汎用 性 を 備え た VF-11 の 完成 まで 待た ね ば 











成 し た 幾つ か の 後続 機 は 機体 特性 に 一 長 一 短 が 


LVF- 4 ライ トニ ング I 
機動 性 を 













増加 に よる 
火力 の 向上 


| VF- OR クル セイ ダー 


な ら な か っ た 。 










・VF-1 の 変形 機構 の 見 直し 
に よる 機体 構造 の 脆弱 性 の | 
















kVF-5000 スタ 
VF-3000 同 様 、VF-1 を ベー ス 
と し た 機体 。 同 種 の コン セプト の 











VF-1 と の 相違 点 


| ・ 大 気 園内 で の 機動 性 の 向上 | 








©1994 ビッ クウ エス ト 


VF-1 1 サン ダー ボル ト 
大 気 圏内 外 問わ ず 、 高 い 性 能 を 
発揮 し た 。VF-4 と VF-5000 の 
長所 を 全て 備 所 を 克服 し た 
真 の 多目的 戦闘 機 で ある 。 









PVF- 1 と の 相違 点 


マク ロス 製作 委員 会 @1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 7 製 作 委員 会 D4424-08 
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メカ ト メカ ニッ クシ ー ト 
Py 開発 系 統 か ら 見 る 傑作 VF く 〈VF-17 系 /VF-19 系 /VF-2 ら 系 〉 P 開発 系 統 か ら 見 る 傑作 VF <YF-524 フ ァ ミ リー> 

















0 ゼネ ラル - ギ ャ ラク シー 社 の 介 040 和 FR Ps 倫 ネ オス タン ダー ド と な っ た YF-24 の 後継 機 計 .2050N ま 
ゝ 三 a a a = AVF 画 は 、 新星 イン ダス トリ ー の 開発 し た YF-19 と 、 ゼ ネ ラ ル 者 は 新 技術 が SW ん だ ん に 盛り 込ま れ た 先進 性 が 特徴 で めった 。 に 上 1 みみ VF-25 メサ イア バリ エー ショ ン 
躍進 と AVF 計 画 の み VF-19 エク スカ リバ ー 機体 バリエ ーション 開発 元 新 星 イ ンタ スト リー キャ ラク シー の VES1 の コン 形式 で 行わ れ k。 本 は 接 村 て し て 策 和 の 明 時 に お いこ 、 ア クティ ブス テル ス の 志 化 や ビン mR oe 0 8 
ーーーーーーーー」 術 な 大 陽 に プラ ッシュ アッ プ し 、 極 根 まで 機動 性 が 追求 され 、 後 ” ポイ ント バリ ア の 小型 化 な どの 技術 革新 が 進 お 成 果 を 生ん だ 。 に 

















変 戦闘 機 (VF) の 歴史 に お いて 、2020 年 代 一 40 年 代 は 慌 2041 年 制式 採用 






























採用 機 0 可変 戦 樹 機 ( 以 下 VF) の 開発 は 一 旦 頂点 を 迎え た 。 だ が 、 同 時 に マク ロス フロ ンティア 船団 の 次 期 主力 機 を 了 | 阿 プ ショ EE 
日 | た しい 時 期 に 当たる 。VF-1 バル キリ ー を 開発 し た 航空 橋 本 機 は 圧倒 的 な 機動 力 | 数 々 の 問題 点 が 頭 在 化し 、 進 化 の 袋小路 へ と 入っ て し まう 。VF の 高 性 能 化 が 進ん だ 結果 戦機 。 | 目標 に 開発 され た 機体 。 新 星 マク ロス フロ ン | 叶 式 尼 察 用 | 


メー カー が 合併 し た 新星 イン ダス トリ ー の 対抗 馬 と し て 、 ゼ ネ ラル . | を 誇っ た も の の 、 操 縦 性 が 
ギャ ラク シー 社 が 台頭 を 見 せ 、 燃 烈 な 開発 競争 が 展開 され た た め ピー キー と いう 欠点 を 抱え て 
だ 。 両 社 の 最も 有名 な 対決 は 、 次 期 全 領 域 戦闘 機 開発 計画 、 す な | いた 。 この 問題 は 改良 が 
わ ち AVF 計 画 に お ける YF-19 と YF-21 の コン ペティ ショ ン だ ろう 。 重ね られ た 結果 、 本 格 的 


と は 不可 分 の 強烈 な G が 機械 的 な 限界 、 あ る い は パイ ロッ ト の 肉体 的 な 限界 を 超え て し まっ た の だ 。 ティ ア 工 店 と 、LA」 社 の 共同 に よ 修正 

し か し 、 こ の 問題 を 解決 する 耐 G 装 備 で ある ISC と EX- ギ ア .: シ ステ ム の 開発 に よっ て 、VF の 開発 は 新た を 加え られ て 完成 し た 。ISC や EX- ギ ア ・ シ ステ 
な ステ ー ジ へ と 突入 する 。 こ れ ら の 技術 を 採用 し た YF-54 は 次 世代 の VF の 在り 方 を 決定 づけ た 。 ま た 後 。 | ム を 導入 し た 初 の 量産 機 で あり 、 政 治 的 理由 
述 機 に 多大 な 影響 を 与え 、 そ の 因子 を 受け 継い だ 機体 が 角 つ も 生み 出さ れ て いる 。 か ら 新 統合 軍 に 代わ っ て 民間 軍事 プロ バイ ダ 











信 2040 年 代 後半 5050 年 代 未 






































































どちら も 当時 の 最新 技術 が 憎しみ な く 投入 され て いた が 、 両社 の yF | “時 茜 タ イズ と な っ た 芽 の の VF-171 ナイ トメ アプ ラス 機体 パリ エー ショ ン 同 寺 : セ ネ ラル ギャ ラク シー 2 絡 の 生 Aom 本 | | ^sPs-25S/MFe5 画 調 ^APs-e5AMFe5 画 調 
EN 段階 で ある 程度 解消 され a on し 2 EXTRR REPDRT か に 上 回 る 性 能 を 発揮 し 、 パ ジュ ラ 戦 役 で は PVF_PB また ASA 
に お ける 開発 指針 の 違い が 、 機 体 特性 お よび コン ベ の 明暗 を 分 ける VF17 の 再 直 財 機 。 者 コス ト や / パ ドイ ロッ の 線 諾 不足 な ど で 印 備 が 進ま な い /N 5 戦果 を 挙げ mm | ra | 
a た 。 E、F 型 で は 、 機体 形状 VF-19 や VF 22 の 代替 機 と し て 開発 され た 。2050 年 代 未 に は 新 統合 軍 の 制 関連 事項 / で 夫人 に お は MS CRN } 
結果 と な っ た 。 ま た 再 設計 機 で お ある VF-17 1 を 含め 、 長 期 に 渡り 運 | の 変更 が 施さ れ た 結果 、 安 へ 初期 量産 タイ プ 画 『 環 ム 後 期 量産 タイ ブ ^ 折 所用 Ep 2 軒 天主 カ 機 と し て 活躍 し た ー 中 " に pp ー = ーー 
用 され 続け た VF-1 7 も この 時 期 に 開発 され た 機体 で ある 。 定性 が 高め られ た 。 | VF-19A VF-19F VF-198 ‘ 0 機体 の 多様 化 を 促し た 工兵 制 度 団 の VF-25 と ギャ ラ 制式 採用 機 
SE / - ms | 区 9 2046 年 初 飛行 「 2040 年 代 以降 は 、 各 移民 和 団 が 工 了 を 持つ の Om 
貸 2030 年 代 前 半 個人 用 050 年 代 の 以降 の 機体 バリエ ーション 0 6 の VF 開発 の 状況 を 
“早産 タイ ィ プ 画 澤 | こと が 当たり 前 と な っ て いる 。- ま た 。- マク ロス ラロ Rs 
2034 年 開発 開始 VF ンティア 船団 内 に 存在 する LAI 社 の よう に 船団 | 
開発 元 : 新 星 イ ンダ スト リー | 


内 の 機械 メー カー が VF 開発 ほ 携わる 例 も 少な く な ドロ の マイ ナー デ ェ 
い 。 その た め 同 じ 機 種 で も 、 船 団 ご と に 差異 が プション も 船団 こと 


見 られ た り 、 無 数 の パリ エー ショ ン が 生み 出さ れる に 改修 が 加え られ 


フォ ー ル ド : ブ ー ス ター ^VF25 用 還 軒 
( 図 の スー パー パー ツ は 含ま な い ) トル ネー ド バ ッ ク 





















ム 指 近 官 用 改修 弄 6 









人 量産 タイ プ Fl 
























































































































































































































































































































i i VF-25A VF_-25S 
ム 笛 仕 タ イブ ^SC っ ae タ イプ = | 結果 と な っ た 。 ま た 各 移民 船団 が それ ぞ れ の 特 < Ca この Ler | Ler | っ 
VF-19 改 - 色 に 合わ せ た 機体 を 運用 する 傾向 が 強まっ た 類 が 豊富 で あっ た 紛 W 2 ( 初 
・ 熟 気 パ バサラ スペ シャル " ムセン サー 機能 強化 タイ プ 本 2 | ^ ム エー スバ イロ ッ ト 用 カス タム タイ プ 本 園 a Sa | ら 050 年 代 未 ら 060 年 代 初 頭 下 ./ 
(ファ イヤ ー バ ルキ リー) VF-19P VF-19 ADVANCE \ 
試作 機 = ー を | で 
Yio 狂っ 040 年 代 初頭 
[4 - CST 上 | = っ | 
| オフ ショ ン Eo 偽 2030 年 代 多 キ ee EE 
| 
| み VF-17 ナイ トメ ア 機体 バ パリ エー ショ ン パッ シブ ステ ルス 技術 が 駆使 され た ステ ルス 型 VF。 コ スト は 比較 的 高い a 
開発 元 : ゼ ネ ラ ル ギ ャ ラク シー も の の 、 火 力 と 機動 性 の 高 さ が 評価 され 、 特 殊 任務 機 と し て 運用 され た 。 PIE | ^i% 用 カス タム 9 画 澤 
| VF-25F VF-25G (F.W.S) 対 応 型 試作 機 
4YF-19 用 。 a Ea YF-29 デュ ラン ダル 人 フォ ー ル ド - デ ィ メ ン シ ョ ナ ルレ ゾ ナ ンス 
FAST バッ ク 2037 年 量産 開始 て 指揮 官 用 改良 型 マ 特 珠 仕様 タイ プ ム 試 作 機 ん 試作 機 区 コ 開発 元 : 新 星 イ ンダ スト リー ン LA 証 軒 シス テム (F.D.R) 対 応 型 試作 機 
VF-178S VF-17T 改 還 4 YF-24 エボ リュ ーション YF-25 プロ フェ シー - ーー < 2 の = 
開発 元 : 新 星 イン ダス トリ ー ン ゼネラル. ギャ ラク シー 開発 元 : 新 星 イ ンダ スト リー LA ニョ オプ ショ ン YF-29 用 時 29MS 太 ロス 
代用 必 人 机 画 澤 | 
YF-19 用 RVF-171 老 ーー <YF-29 用 
フォ ー ル ドブ ー ス ター ら 050 年 代 後 半 スー バー バーツ 
第 一 次 星 間 大 戦 以降 、 分 散 し て いた アオ ブシ ョ ェ み VF-27 ルシファー 機体 バリ エー ショ ン ーー 
5 オプ ショ ン VENIZI 系 用 
VF の 開発 メー カー の 統合 整理 が 進め ム 量 産 タ イプ - 開発 元 : ガ ルド : ワ ー ク ス 
る VF-19 改 用 られ た 。OTM の 研究 機関 で お わっ た オー VF-17D Ps e 三 ーー 14 
サウ ンド ブー スタ ー テッ ク ほ が 数 社 は 80 1 7 年 に 合併 し 、 セ = GS オプ ショ ン VF-27 用 
ネ ラ ル : ギ ャ ラク シー 社 が 発足 する 。 同 | 
社 は OTM の オー ソリ ティ ー と し て 培っ て か VF-17 1 性 Gs 示 四 
さ た 、 ゼ ント ラー ディ の 技術 を ん だ ん ンク ント ジー ス ター YF-24 か ら 分 化し た 2 機種 
“4VF-19 用 に 盛り 込ん だ VF を 次 々 と 開発 。 地 球 仙 ^ ア ー マ ー ド バッ ク 下 画 ^ ァ アー マー ド バ ッ ク 画 澤 ミ の 
外 両用 ブー スタ ー が ゼン トラ ー デ ィ の 技術 を 駆使 で きる よ 開発 当時 の 最新 技術 が 惜しみ な く 投入 され た YF-24 日 RERSRT 
RE は 、 コ ン セ プ ト の 異な る 2 機種 に 分 か れる こと と な っ /N 関連 事項 
ー EE た 。 か くし て 、 常 人 が 扱え る 機体 で ある こと を 目指 し つ \ 
フ = つ 、 よ り 汎 用 性 を 高め た VF-255 と 、 イ ンプ ラン ト 技 術 " 『 
a AVF-17 用 スー パー パーツ AVF-17 用 レ ド ー ム る AVF-17 用 フォ ー ル ドブ ー ス ター Rs) ら 040 年 代 で 身体 能力 を 向上 させ た サイ ボー グ バ イロ ッ ト の 搭乗 を RS 2040 年 代 以 降 の 技術 革新 
ーー 2 本 前 提 と し 、 さ ら な る 性 能 を 求め た VF27 が 誕生 する 。 タ ィ イフ 男 軒 。 
答 ら 050 年 代 前 半 【】 28020 年 代 末 の VF-22 シ ュ ト ゥ ルム フォ ー ゲ ルレ I VF17 の 後継 と な る 特殊 作戦 機 。VF17 を いわ ば この 2 衣 箇 は 宛 学 層 の 較 に ある 。 まだ 、VF 5 V7 還 スー パー フォ ー ル ド - ブ ー ス ター 「 YFL24 と その 子孫 を 語る 上 で 、 以 下 の 技術 は 欠か せな い 。 特 に ISC の 恩恵 は 大 きく 、 押 人 戦 
2022 年 量産 開始 2028 年 量産 開始 機体 パリ エー ショ ソ 潜 能 する 機動 性 と ステ ルス 性 能 を 有 し た が 、 と VF-27 の 実戦 運用 が 進ん だ ら 050 年 代 未 に は YF-29 2 本 デー だ 7 その 下 板 で 55 フォー 
開発 元 : ス トン ウェ ルベル コム 開発 元 : ゼ ネ ラ ル ギ ャ ラク シー 開発 元 : ゼ ネ ラル - ギ ャ ラク シー メッ シー 開発 元 : ゼ ネ ラ ル ギ ャ ラク シー 周 示 に コス ト も 上 回 っ た た め 、 生産 数 は 少な い が 完成 し て いる 。 機 体 構造 的 に VF-25 と VF-27 の 特性 IEeEl 闘 機 で ある ゴー スト シリ ー ズ に 匹敵 する 機動 性 を 機体 に ち お だ ら じ た 。 た だ | 、 その 中 枢 で ある フォ ー 
- 発 区 ee ニー ニー PB コス ト も 6 s 生 作 は 拓 う だ に 2 な 人 代 の 3 ミワ ラス デム ルド クォーツ は 非常 希少 な も の で あり 、 機 体 の コス ト 高 懇 の 原因 と も な っ た 。 
| - ーー (以下 、 F.W.S) を 本 格 的 に 導入 し た 初 の 機体 と な っ た 。 。 
等 aa る フォ ー ル ドブ ー ス ター 2042 年 12 有 特殊 作 戦機 と し で 採用 | eR EE visc マフ ォ ー ル ドク ォ ー ツ を 利用 し た 技術 YEX- ギ ア 
2034 年 開発 開始 = FAST バッ ク 量産 マ 指 近 下 用 改良 ラッ シュ アッ プ さ れ て 再び ひと つと な り 、 画 期 的 な 機 村 a 
開発 元 : ゼ ネ ラ ル : ギ ャ ラク シー i VF-22 VF-228 を 盛り 込ま れ た こと で 野心 作 へ と 変化 し た の だ 。 こ うし 
て 個 陣 す る と 2050 年 代 は 、 まさに YF-24 と その 子孫 
の 時 代 で あっ た と 言っ て も 過言 で は な い 。 









ム ス ペ シャ ル チ ュ ー ン タイ ブ 還 証 
VF-27y 


Inertia Store Converter (慣性 次 積 コン 超 高 純度 フォ ー ル ドク ォ ー ツ を 利用 し た 、 フ VF の 操 終 杏 と 耐 G 装 備 を 
| mF | バー ター) の 略 。 慣 性 を 一 時 的 に 間 積 、 徐々 。 "オー ルド ウェ ニブ. シス テム な どの 画 期 的 な 。、 ね た バ パワ ー ド スー ツ 。 搭 乗 


^ 試 作 機 EE 人 量産 機 ET 人 量産 機 ET 


VF-X-10 VF-9 カッ トラ ス VF-14 バン バイ ア 








に 解放 ずる こと で バイ ロッ ト を 守る 技術 。 エネ ルギー 供給 機構 が 実用 化 さ れ た 。 者 の 生存 性 を 向上 させ る 。 








Do-O5 D50.08 Peo-O5 DeO-Og 








メカ ニッ クシ ー ト 








貸 YEF-ig 


既存 技術 の 集大成 と し て 開発 され た AVF 計 画 の 片 翼 
















本 機 の テス ト は 当初 は 難航 し た が 、 賠 
天才 的 な 操縦 セン ス を 持つ イサ ム ・ 


ピン ポイ ント ・ バ リア ・ シ ステ ム 
と 第 三世 代 ア クティ ブス テル 
ス ・ シ ステ ム を 導入 し た 初 の 
VF。 機体 その も の は ブラ ッ 
シュ アッ プ さ れ た 既存 技術 で 
構成 され て お り 、 信 頼 性 が 
高い 。 また 前 進 械 に より 荻 
異 的 な 大 気 圏 内 で の 運動 
性 能 を 獲得 。 こう し た 機体 
の 完成 度 の 高 さ か ら YF-21 と 
の 採用 コン ペ に 勝利 し た 。 





ダイ ソン が テス トバ パイ 








ッ ト を 務め る 





よう に な っ て 以降 、 飛 躍 的 に 進ん だ 


と 言わ れ て いる 。 








Pp 
YF-19/VF- 
・ 前 進 械 や 空力 制御 装置 の 導入 に よっ て 獲得 し た 圧倒 的 な 運動 性 能 | 


19 の 特性 




















・ 超 Al 採用 型 ア ビオ 

















・ ピン ポイ ント バリ フ 

















の 採用 と それ を 応用 し た 近接 格闘 戦 能 力 の 向上 




















クス や 第 三世 代 ア クティ ブス テル ス の 導入 | 


chani_ sheet 


y 開発 系 統 か ら 見 る 傑作 VF く VF-17 系 プ VF-18 系 / VF- ら ら 系 〉 





貸 F-19 エッ スカ リバ ー 





4VF-198A 
初期 生産 型 で 、 外 観 や 性 能 は ほぼ YF-19 と 変わ ら 
な い 。 や は り 乗 り 手 を 選 応 機体 で あめ る こと か ら 生 
産 数 は 少数 に 留まり 、 エ ー ス パイ ロッ ト 用 の 特殊 
作戦 機 と し て 運用 され た 。 本 タイ プ は 地球 統合 

第 7 ら 7 独 立 戦 隊 VF-X レ イヴ ンズ 所 属 の エイ ジス ・ 
フォ ッ カ ー 機 が 有名 で ある 。 






































腕利き バイ ロッ ト の み が 乗 る こと を 許さ れ た “ 聖 侯 * 

YF-19 の 制式 採用 タイ プ 。 試作 機 の 優れ た 機動 性 を 受け 継い だ が 、 同 時 
に 操縦 の 難易 度 が 高い 機体 と な っ た 。 ま た コス ト の 高 さ と いう 問題 も あ 
り 、 当 初 の 次 期 主力 VF と いう コン セプト に 反し 大 量 配備 は され な か っ た 。 





YE -19 か ら の 変更 点 
* 量産 に 際 し 行わ れ た カメ ラ 
アイ を は じ め と する パー ツ の 
部 変更 再 調 整 
ク ピ ッ ト の 補助 


























席 廃止 | 








VF-19F 
操縦 性 を 改善 する た め 、 
機体 形状 や 機体 制御 0 
S に 変更 が 加え られ た 
モデ ル 。 そ の た め 生 産 
数 も 比較 的 多い 。 








* 搭載 エン ジン を FF-255 
* 主 机 の 大 型 化 





デバ イス の 撤廃 








”VF-19A か ら の 変更 点 


・ カ ナー ド 柚 を は じ め と ずる 郡 空力 





pVF- 
指揮 官 用 の 改 区 
は F 型 ペー ス の も の で 、 
それ まで の 8 型 機体 と 
同じ く 頭 部 が 変更 され 
て いる 。 運 的 上 、 
生産 数 は 少 ね 


8S 














型 。 


























シレ < 
< 



































い 。 








* 搭載 エン ジ 
・ 対 
用 頭 部 に 換装 





























14 = ; 

VF -19F か ら の 変更 
ン を FF- 
空 レ ー ザ ー 機 銃 を 4 門 追加 し た 専 






25g0| 











供 VF-19 エク スカ リバ ー 改修 機 バ リエ ーション 


本 機 は 新 マ クロ ス 級 で の 移民 が 進ん だ 時 期 の 機体 と いう 
こと も あり 、 多く の 移民 船団 で 独自 の バリ エー ショ ン 機 が 
生み 出さ れ て いる 





。 また 本 機 を 操縦 で きる 者 は 必然 的 に 


4VF-19 改 
"熱気 バサラ スペ シャ ル " 




























































































エー スパ イロ ッ ト 、 も し く は それ に 準じ る 者 に 限ら れる た め 、 
優れ た 機体 性 能 も あっ て 伝説 的 な 活躍 を 見 せ た パ イロ ッ ト 


も 少な く な い 。 








































































































































































































者 VF-X-10 


2 カテ 


GG な ら で は の 先駆 的 な テス ト 機 


VF-9 の 空力 特性 や 機構 を 調べ る た め に 開発 さ 
れ た テス ト 機 。 前進 翼 や 大 型 キ ャ ノ ピ ー を 採用 し 
た こと で 生じ た 個性 的 な フォ ルム を 有する 。 イン 
テー ク は 異物 吸引 防止 の た め 回 転 式 で あっ た 。 














讐 VF_9 カト ラス 
挑戦 的 な 機体 構造 を 


有 し た 野心 作 


小型 の 軽 戦闘 機 と いう コン セ 
プ ト で 開発 され た 機体 。 同 
時 代 の VF の 中 で は 、 機体 





島 VF14 バ ンマ ァ 
堅 呈 な 機体 を 誇る 
空 の 吸血 鬼 

VF-11 と 後継 主力 機 の 座 を 
争っ た VF。 主力 機 と し て の 
採用 は 行わ れ な か っ た が 、 
































































































































の 軽量 化 も あっ て 加速 、 上 ライ セン ス 生 産 と いう 形 で 制 

昇 性 能 に 優れ て お り 、 大 気 式 採用 が 行わ れ た 。 

圏内 で の 空戦 能力 が 高い 。 

4 
VF-X- 10 か ら の 変更 点 VF - 14 の 特性 
・OTM の 採用 に よる ドラ ステ ィ ッ ク な 変形 機構 の 採 ・ 大 型 機 ゆ え の 航 続 距 離 の 長 さ と ペイ ロー ド の 大 き さ 
・ 機 体 の 軽量 化 と FF-2019 エ ンジ ン の 採用 に よる 高い 機動 性 ・ 機 体 構造 の 堅 中 さと それ に 起因 する 耐用 年 数 の 長 さ 
・ 機 体 サ イズ と 変形 機構 に 起因 する ペイ ロー ド の 縮小 ・ 固 定 武装 の 豊富 さ 















































作 YEF-」 フ ナイ ィ イト メア 





























WVF-17D 











敵 に 悪夢 を も た ら す ステ ルス 弄 重 VF 


VF-14 の ノウ ハウ を 元 に 開発 され た 機体 。 拠点 へ の ピン ポイ ント 攻撃 
を コン セプト と し 、 そ の た め に 不可 欠 な パッ シブ ステ ルス 機構 を 有する 。 





貸 VF-171 ナイ トメ アプ ラス 
汎用 性 を 増し た VF -17 の 再 設計 機 
VF-17 に 2050 年 代 の 技術 を 盛り 込ん だ 再 
設計 機 。 ピ ン ポ イン ト ・ バ リア ・ シ ステ ム の 導 
入 や アビ オニ クス の 改修 に より 、 扱 いや すい 















































1 イ 


VF-17 の 特性 機体 に 仕上 が っ た 。 


* 徹底 し た 兵 装 の 格納 な ど で 






































































































































”VF-17D か ら の 変 

* 表 部 対空 レー ザー 砲 個 
設 (2 門 一 4 門 ) 

* 索敵 、 通 信 機能 の 強化 

| * 改良 型 エ ンジ ン へ の 交換 





















































































































































































(ファ イヤ ー バ ルキ リー る VF-19P 全 VF-19 ADVANCE 
ッ ク バ ンド [Fire Bomber」 の ボー 辺境 の 惑星 ゾラ の パト ロー ル 隊 に YF-19 の テス ト パ イ ロ ッ ト で あっ た イサ ムダ イ 
リリ スト で ある 熱気 バサラ 用 の カ 配備 され た 固定 武装 強化 タイ プ 。 ソン の 専用 機 。 ベ ー ス 機 は VF-19E で 、A 型 の 
スタ ム 機 。 外 観 や コク ピッ ト が 大 幅 セン サー 系 が 強化 され た 独自 の 頭 パー ツ や YF-19 の 搭載 Al が 組み 込ま れ て いる 。 
こ 変更 され て いる 。 部 が 採用 され て いる 。 
2 - 2 2 了 
VF-19F か ら の 変更 点 VF-19F か ら の 変更 点 VF-19E か ら の 変更 点 
・" 口 "が ある 専用 頭 部 へ の 換装 < 透過 型 バ イザ ー を 採用 し た ・ 一 部 パー ツ を VF- 19A の も の に 変更 
* 搭載 エン ジン を FF-2500F 用 頭 部 へ の 換装 ・ アビ オニ クス の 搭載 AI を YF-13 の も の に 
に 変更 < 時 空 共 振 ス ピー カー ユニ ッ ト 変更 
・ 操 縦 方 法 を ギタ ー 型 コン ト の 実装 | ・ VF-25 用 スー パー パー ツ の 大 型 ブ ー ス タ 
ー ル ステ ィ ッ ク に 変更 | ・ 脚 部 ベン トラ ルフ ィ ン の 増設 | を 流 
] 
YF-19/VF-19 用 オブ ショ ソン 機体 の 推力 に 余裕 が ある た め 、| 史 YF-21/VF-22 用 オプ ル ョ ッ | 影 VF-17 用 オプ ショ ン 9 VF-171EX 用 オプ ショ ン 
\ “AVF-19 比較 的 大 型 の オプ ショ ン が 多 | 機体 の 生産 数 が そもそも | VF-17 は ペイ ロー ド と 推力 に 余裕 が あ | バジ ュ ラ と 渡り 合う た め 、 急 
大 中 い 。 ま た アク ティ ブス テル ス 技 | 少数 で 、 ま た 技術 的 に も | る た め 、 大 型 の オプ ショ ン に 対応 する | 増 な が ら 、 こ れ ま で に な い 
戦闘 可能 時 間 の 全 の 進歩 に より 、 装 備 し た 状 | デリ ケー ト な た めか 、 本 機 | こと が で きた 。 こ れ ら を 駆使 する こと で | レベ ル の 重 武 装 ・ 重 装甲 の 
延長 や 、 機 動 性 態 で も ステ ルス 性 は 維持 され る 。 | 専用 の オプ ショ ン と いう も | 幅広 い ミ ッ シ ョ ン に 対応 し た 。 オプ ショ ン が 用 意 さ れ た 。 
の 向上 させ る オ の は 少な い ら 6 
ショ 9 4 スー パー パ バーツ 
LM リウ ンド ブー スタ ー 大 口径 ビー ム 砲 や 大 量 
PA の ミサ イル を 装備 し た 
ジー を 放す FASTD ク PPT 
2 reg 
共振 ゃ 計 肛 = 
YF-19 用 sa の も の と ほぼ 
FAST パッ ク ラン 同様 だ が 、 ス 
2 備え る 。 自 貼 翌 た が い 1 
コン パク ト だ が 、 行動 も 可能 。 テル ス 性 を 維 ン 
宇宙 で の 航続 距 持 す る た め 極 pp VF-17T 改 用 サウ ンド ブー スタ pp アー マー ド パ ッ ク 
離 を 大 幅 に 向上 限 まで 小型 化 機能 は VF-19 改 の も の と 変わ ら ステ ルス 機能 は 損なう も の の 、 
させ る 。 され て いる 。 な い が 、 出 力 は こち ら が 上 。 防御 力 を 大 幅 に 向上 させ る 。 





































































































































機体 は 軒 量 棚 て お っ た が 、 主 粒 と | 。 新 型 エ ンジ ン の 採用 に よる | | VF - 17 か ら の 変更 点 

0 と 5 宙 機動 性 ・ 再 設計 に よる 機体 の 上 下 厚 の 削減 

倍 の 出力 を 誇る F- で 100X エ ンジ ン を | 。 内 装 火 器 の 豊富 さ に 起因 す | | ・ ビ ピン ポ イン ト . バ リア シス テム の 採 

SNEIGID 音量 | - る 高 火力 ・ 新 型 アビ オニ クス の 導入 に よる 操縦 性 の 向上 

を 獲得 。 主 に エリ ー ト 部 隊 が 運用 し た 。 
pVF-17S VF-17T 改 pVF-171EX RVF-171EX 
通信 機能 が 強化 さ サウ ンド フォ ー ス で バジ ュ ラ に 対抗 する VF-171EX に 改良 
れ た 専用 の 頭 部 ユ 運用 され た カス タム た め 、 エ ンジ ン 出 型 イ ー ジ スル ッ ク を 
ニッ ト と 、 改 良 型 の 機 。 複 座 型 の VF- 力 、 面 G 装 備 、 武装 装備 し た 偵察 早期 

\ エン ジン を 採用 し た 7T を ベー ス に 、 な ど が 大 幅 に 強化 さ 警 成 用 タイ プ 。QF- 
指揮 記 用 タイ プ 。 歌 エネ ルギー の 放 れ た 改良 型 の VF- 4000 コー スト の 
ンジ ン は 約 10 パ ー 出 増 幅 に 対応 すべ 171。 VF-1 際 で は ント ロー ル 機 能 
セン ト 推力 が 向上 し く 細部 に 渡っ て 手 が 、 最 上 位 機 と を 有する 機体 も 存 
て お り 、 機動 性 が 加え られ て いる 。 呼べ る 存在 で ある 。 在 する 。 
向上 し て いる 。 
2 


VF-17D か ら の 変更 点 















































































機体 形状 の 変更 フス 4 8 

改良 型 の FF-2100 VF-17 1 か ら の 変更 点 VF-171EX か ら の 変更 点 球 ? 
ジン を 採 ・FF-2550F エ ンジ ン の 採 ・ イ ー ジ スパ ッ ク ( レ ドー ム + ス タビ ライ ザー 
コク ピッ ト お よび 操縦 シス ・ 新 型 エ ネル ギー 転換 装甲 の 採用 フィ ン ) の 装備 

テム の 大 幅 な 変更 ・EX- ギ ア - シ ステ ム の 導入 ・ 電 子 戦 に 伴う 0 の 変更 


























供 YF-5] 


新 技術 が 多数 導入 され た 
も う ひ と つの 有 片 翼 


AVF 計 画 に お ける YF-19 の 競合 機 。 複合 素材 
を 使用 し た ボディ は 形状 変化 が 可能 で 、 こ れ を 
駆使 する こと で 空力 の 最適 化 や 有機 的 な 可変 を 
行う 。 ま た 独自 の 機構 と し て 、BDI と いう 脳波 操 


縦 シ ステ ム 兼 アビ オニ クス が 採用 され た 。 





YF-21 ノ VF-22 の 特性 
* 新 素材 の 採 
* BDI と 第 三世 代 ア クティ ブス テル ス の 採 
* ピン ポイ ント ・ バ リア ・ シ ステ ム の 搭載 















































に より 実現 し た 形状 変化 型 主 細 の 実装 








ロロ - ロ フ 





C1997 ビッ クウ エス ト 





島 VF-22 シュ トゥ ルム フォ ー ゲ ル I 

ゼネ ラル ・ ギ ャ ラク シー 社 が 

総力 を 挙げ た 特別 任務 

YF-21 の 制式 採用 モデ ル 。 外観 は キャ ノ ピ ー と 
バト ロイ ド の フェ イス 部 を 除け ば 、 ほ ぼ YF-21 と 変 
わら な い 。 操縦 シス テム も クセ が 強 す ぎる BDI が 
撤廃 され 、 通 常 の も の に 変更 され た 。 性 能 と 
比例 し て コス ト も 高かっ た た め 生 産 数 は 少な い 。 








”YF-2 1 か ら の 変更 点 
* 機体 形状 の 一 部 変更 
* 兵 装 ス テー ショ ン の 小型 化 
* 操縦 シス テム を 通常 の も の に 変更 
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chani_ sheet 
メ ピ 4 ト 


P 開発 系 統 か ら 見 る 傑作 VF <YF-24 フ ァ ミ リー> 














貸 YF.24 エボ リュ ーション 貸 VF.25 メサ イア 供 VF- っ 7 ルシファー の VF-25 用 オプション 


VF に 革新 を も た らし た 翼 移民 船団 の “救世 主 " と し て の VF マ VF-25A 人 間 の 限界 を 超え た VF の ひと つの 到達 点 マ VF-87g / VF_25 の オプ ショ ン の 多く は 、 どの 形態 で も 性 能 を 最大 限 発 
対 パ ジュ ラ を 視野 に 入れ て 開発 量産 され た 初 の VF 25 と 同じ く 、YF-24 を 母体 と し て 開発 され た 次 世 | お YOYep 吐 た 古来 の 圭 供 で 
VF。 ピ ン ポ イン ト ・ バ リア システム 、 ア クティ ブス テ 代 型 VF。 マクロス: ギャ ラク シー の 工 訴 、 ガ ルド - ワ ー ク ス は 見 5 られ な か っ た 、 空 戦機 能 を 強化 する 装備 も 開発 され た 
ルス と いっ た 既存 技術 に 加え 、ISC と EX- ギ ア ・ シ ス が 開発 を 担当 し た 。 基 本 的 な 機体 構造 や 変形 シス テム 変形 対応 型 オ プシ ョ ン 1 
テム が 導入 され て いる 。 特に ISC が も た ら す 耐 G 性 は YF-24 を 踏襲 し て いる が 、 イ ンプ ラン ト 技 術 に より 肉体 
能 の 高 さ は 特筆 すべ きも の で 、 新 開発 の エン ジン と を 機械 化し た サイ ボー グ パ イロ ッ ト が 操 綻 する こと を 前 提 と 
相まって 、 こ れ ま で の VF を 湊 遂 する 機動 性 を 獲得 し た 機体 と な っ て いる 。 パ イロ ッ ト の 脳波 と 同調 する た め 
し た 。 ま た 汎用 性 も 高い こと か ら 、 多 く の パリ エー シ 完全 な 思考 操縦 や 、 従 来 の 常識 を 覆す 機動 が 可能 。 
ョ ン や オプ ショ ン が 生み 出さ れ た 。 



















SPS-25S/MF25 
メー パー パーツ 


A て 











040 年 に 発見 さ 
機 。 既 存 の VF を 上 













島 Fs ブロ フュ 
次 世代 の 標準 た る "預言 者 " 

L.A. 社 主導 で 開発 
され た YF-24 の 発展 
型 。 本 機 で VF-25 の 
完成 に 必要 な 各種 機 
構 や 新 技術 の 検証 が 








APS-25A/MF25 
アー マー ドッ タク 





「VF-278 か ら の 変更 点 


・ 各 種 セン 









本 機 は S.MS に 優先 的 に 配備 され た 。 
機 を 除く と 20 機 | 
バジ ュ ラ と の 戦い に お ける フロ ン テ 





その 数 は 30 機 * 





























行わ れ 0 高 VF-25/TW1 
度 な 電子 戦 能 力 を 備 単眼 の メイ ンカ メラ や 1 ; 
えて お り 、 実戦 投入 さ 門 の レ な ど 、 
れ た 記録 も 存在 する 。 頭 部 の 構成 は これ まで | 

の 一 般 用 VF を 中 机 | 
偽 VF25 メサ イア 機体 パリ エー ショ ン 作 VF_25.VF-27 の 後継 機 た ち 





VF-25 は その 性 能 も さる こと な が ら 、 生身 の 人 間 が 扱え る 機体 と いう こと も あ フロ ンティア 船団 に 駐留 する S.M.S の スカ ル 小 隊 は これ ら の バリ エー ショ ン 機 で 
り 、 任 務 に 応じ た 機体 パリ エー ショ ン が 幾つ か 生み 出さ れ た 。 中 で も マク ロス ・ 部 隊 を 構成 し 、 船 団 を 襲う バジ ュ ラ の 群れ を 迎え 討っ た こと で 知ら れ て いる 。 


制式 採用 機 バリエ ーション 偵察 機 バリ エー ショ ン 
pVF-25S VF-25F | »VF-25G 











マ YF-29 デュ ラン ダル マ YF-30 クロ ノ ス 




















る フォールド: ブー スタ ー 


ー ル ド で き 


pHVF-25 








みみ YF-29 用 オプ ショ ン 














運用 の 際 は 、 狙撃 
に 必要 な 幾つ か の 


装備 が まとめ られ 従来 





| 
| 
と スー パー バー ツ 








た スナ イ パ ー パ ッ | 
ク を 装着 する 。 
| 陶 5 ka 
の 変更 点 VF-25A か ら の 変更 点 YF-30 の 特徴 
を 強化 し た も の に 変更 | * メイ ンカ メラ お よび セン 系 の 強化 eF. 採用 に 














め の 各 種 調整 
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デス トロ イド ・ モ ンス ター 
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メカ ニッ クシ ー ト 
サイ ズ 比 較 
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ケル カリ ア 、 ニーー 
126.7m 











に ジル ョ レイン だ だ と 2 ら た り ) 東京 スカ イツ リー デス トロ イド ・ モ ンス ター SDF-1( 強 攻 型 ) 
472m [il 22.46m | wu 較 」2oom 











。 llustration by Yukimasa Shijoh / Sashiba @1982 ビッ クウ エス ト @1992 ビッ クウ エス トマ クロ ス 製作 委員 会 @1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 7 製 作 委員 会 @2002 ビッ クウ エス トマ クロ ス ゼ ロ 製 作 委員 会 
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サイ ズ 比 
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マク ロス 7 
全長 約 7.770m (バト ルフ 含む) 








バロー タ 艦 隊 旗艦 宇宙 空母 
Ec 


ジ た と / バト ルフ 
4 oan 全長 約 1.510m 








メル トラ ン デ ィ 大 型 戦艦 
E30 






ノ プ ティ ・ バ ガニ ス 5631 
全長 約 4.000m 








ケア ドウ ル ・ マ グ ド ミ ラ 10107 
| 都市 宇宙 船 ア ル テ ィ ラ 全長 約 3,.000m 
全幅 約 8.000m 


バト ル ・ フ ロン ティ ア ( 要 密 艦 ) 
全長 1.681m 
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し と 全長 約 1.200m 


lustration by Sashiba 
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サイ ズ 比 較 


so ゼン トラ ー デ ィ 工 場 衛星 ゴア ウジ と と た と < 
代 2OOkm ~ 900km 90km (中 心 部 )※] 全幅 約 500km 


に と 3> 省 3 


フル ブス ・ バ レン ス 級 と 1 マク ロス ・ フ ロン ティ ア 
全高 約 3d90 一 B90km※ ら 全長 約 15km 
LJ F 


マク ロス 7 
全長 約 7.77km 


ゴル ・ ボ ドル ザー ln CE 
Ei Ny 全高 約 1.2km 


工場 衛星 は 中 心 部 の 全幅 が 約 200km。 衛 星 全体 の 全長 は 約 500km に も 及ぶ 。 @1982, 1984 ビッ クウ エス ト @⑤1994 ビ ピック ウエ スト マク ロス 7 製作 委員 会 
フル ブス ・ バ レン ス 級 は 、 各 部 を 構成 する ユニ ッ ト が 自分 生長 する た め 、 大 き さ が 変化 する ( 図 は 全高 約 390km) 。 
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メカ ニッ クシ ー ト 
p VF コク ピッ ト の 変遷 







ケッ ト ] YWYVF-19 改 ": 
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シス テム な ど 、 






















機 で ある VF-0 は 、A 制 御 の 統合 操縦 支援 
当時 の ( 非 OTM の ) 最 新 技術 が 盛り 込ま れ て いる も 
の の 、 コ ク ピ ッ ト の レイ アウ ト 自 体 は 、 当 時 の 航空 機 と さほど 変わ ら 
な い 。 お むしろ 同機 の 運用 記録 を 元 に 、VF-1 以 降 の 機体 の コク ピッ 


ト の 仕様 や レイ アウ ト が 煮詰め られ た と 思わ れる 。 


) バト ロイ ド 形 
席 が 90 度 回 

















と ミ 現用 兵器 か ら の 飛躍 


VF-0、VF-X で の 試験 を 経て 量産 化 に 進ん だ VF-1 は 、 同 世代 の 航空 機 の コ | 
ク ピ ッ ト の レイ アウ ト を 踏襲 し つつ も 、 バ トロ イド に 変形 時 に 各種 情報 を 表示 する モ 
ニタ が 起動 する な ど 、VF 独 自 の 機構 が 盛り 込ま れ て いる 。 一 方 で 従来 の 航空 機 
H シ ー ト の 機構 な ど 、 宇 宙 空 間 で の 生存 性 は まだ 発展 途上 で あっ た 。 
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宇宙 移民 時 代 に 制 








/ 項 


LL 
各 世 代 の VF で は 練習 機 や 
特殊 任務 用 の 機体 と し て 、 複 
を 型 の 機体 が 運用 され て いる 。 
基本 的 に 複 座 型 の VF は 、 航 
空 機 の 伝統 を 踏襲 し 、 前 席 が 
操縦 を 担当 、 後 席 が 計器 類 
の 確認 や 各種 シス テム の 操作 
な ど を 行う 分 担 に な っ て いる 。 


従来 の 航空 機 より も 操縦 が 複雑 化 

















VF-1D は 
訓練 機 で あり 、 指 導 役 が 後 席 に 座 
り 、 操縦 を 指導 する 。 


VF-25 は 、 後部 の 補助 席 を 展開 す 
る こと で 複 座 に で きた 。 写真 の VF- 
25G は 歌手 の 歌 を 増幅 し て 発振 する 
任務 の た め 補 助 席 を 使用 し て いる 。 
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複 座 機 の コク ピッ ト 


コ 

















式 採用 され た VF-11 は 、 
され る 事 を 前 提 に コク ピッ ト の 設計 








が 進め られ た 。 全 周 囲 モ ニタ に よる バト ロイ ド 形 
態 で の 良好 な 視界 の 確保 、 生 存 性 が 向上 し た 
脱出 ポッ ド な ど 、 宇 宙 空 間 で の 活動 に 様々 に 
対応 し た 機構 は 高い 評価 を 受け た 。 


マ バ トロ イド 時 

































7 有人 機 の 極北 


機体 性 能 を 極限 まで 高め る と い 
う 思 想 の も と に 設計 され た 機体 。 コ 
クビ ピッ トレ イア ウト 自体 は 従来 機 と さ 
ほど 変わ ら な い が 、 各 種 機器 や シー 

| ト は 高 G 機 動 に 対応 し た 設計 と な っ 

て いる 。 また 、 高 G 下 で も 自在 に 

機体 を 操れる よう 、 操 縦 欄 の 調整 

は 非常 に 敏感 に な っ て お り 、 誤 達 

し た パイ ロッ ト 以外 に は 真っ 直ぐ 飛 

ば すこ と すら 困難 で あっ た と いう 。 





















a 
る バトロイド 時 マフ ァ イ タ ー 時 
ンス 

で 1 っ 、)) 



















マ バ トロ イド 時 




























機体 性 能 を 突き 詰め た 結果 、 
操縦 者 と 機体 と を リン ク さ せる BDI 
(脳波 感知 )/ シ ステ ム を 備え る に 至 
| っ た 機体 。 コ ク ピ ッ ト に は 操縦 宰 や 
モニ タ を 備え る も の の 、 それ ら は あ 
くま で 緊急 用 で あり 、 通 常 は 機体 
と 一 体 化し た 操縦 者 が 機体 の 全て 
を 感知 し 制御 する と いう 異質 な 機 


| 構 と な っ て いる 。 

1 障 と ク 更 
NF 6 
2 0 全 

WW 







る 人 BDI シス テム 
対応 ヘル メッ ト 





お そら く 、VF の 開発 史 に お いて 最も 奇妙 
な コク ピッ ト が 、 こ の VF-19 改 “熱気 バサラ 
スペ シャ ル " だ ろう 。 同機 の コク ピッ ト に は 操 
縦 欄 や スロ ッ ト ル な ど が 存在 し て お ら ず 、 代 わ 
| り に ギタ ー 型 の コン トロ ー ル ステ ィ ッ ク で 機体 
の 制御 と スロ ッ ト ル の 調節 、 装 備 の 起動 を 行 
う 仕組 み と な っ て いた 。 そ の 上 、 パ イロ ッ ト で 
ある 熱気 バサラ は 、 耐 G ス ー ツ を 着用 せ ず に 
高 G 機 動 を 行っ て いた と の こと で 、 お よる そ 常 


< は 計れ な | = と 言 ラ 
で は 計れ な い 機 体 だ と 言え る 。 人 





















ロー ルス ティ ッ ク を 操り 
顔負け 動 を 行っ て い 








ニテ 


AVF-18 改 の コク ピッ トレ イア ウト 
シー ト は 面 G 性 能 よ り も 、「 演 奏し や す 
さ 」 が 優先 され て いた と いう 。 

















機体 に 





の ISC と いう 突破 口 
| 


上 E じ た G を 一 時 的 に フォ ー ル ド 空 間 に 蓄積 する こと に より 、 人 間 の 肉体 の 限界 | 


を 超え た 高 G 機 動 を 可能 に する 画 期 的 な シス テム 、ISC (慣性 蓄積 コン バー ター) を 搭載 | 


し た 機体 。 








装置 を 兼ね た 
お り 、 コ ク ピ 
な っ て いる 





VF_25 に は 、ISC に 加え 






ISC と EX- ギ ア で 


EX- ギ ア は パワ ー ド ス 
し て も 高 
ロッ ト の 生 f 
献 し た 











サイ ボー グ 兵 ゴ 




















レー 。 サイ ボー グ と いう 端末 上 


の 機体 で あり 、ISC に 加え 、 パ イロ ッ ト の 肉体 その も の の 耐 G 性 能 
を 向上 させ る こと で 、 人 間 を 超越 し た 機動 を 可能 と し て いる 。 また BDI シ ステ ム の 採 月 











り 、 機 体 を 自身 の 肉体 の 延長 と し て 操る こと を 可能 と し て いる 。 











BD シス テム で 機体 と 接続 さ 











@1982 ビッ クウ エス ト 


61995 ビッ クウ エス トマ クロ ス 製 作 委員 会 






@1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 製作 委員 会 @1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 7 製 作 委員 会 
@2002 ビッ クウ エス トマ クロ ス ゼ ロ 製 作 委員 会 @2007 ビッ クウ エス トマ クロ ス F 製 作 委員 会 ・MBS 
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メカ ニッ クシ ー ト 
pp VF-9 カッ トラ ス 





ピー 
) 初 の 旦 産 VF 






る @ デ ー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 
全長 P11.2m 。 人 @ サ イズ 比較 





@ 機体 解説 


ゞ ぶ ネ ラル ・ ギ ャ ラク シー 社 が 開発 し た 軽 VF で 、 大 誌 菩 商 
PR れ た 多目的 戦闘 機 。 a 
年 に 開発 が スタ ー ト し 、 初 飛行 は 202] 年 、 層 の 因 品 人 gs 
\ 開 始 さ れ た 。 こ の 鐘 旬 ムスク ツジ ュー ル か ら 幸 編 起 大 語 
VF-1 1 灰 開 発 さ れる まで の VF 混 迷 期 に 生み 前 
され た 機体 で あわ っ た 。 

上 日 当 じ た ゼネ ラ 沙 : ギ ャ ラク シー 社 は 、 ら 01 7 年 に 
オー テッ ク 祉 を 中 心 ly て | され た 企業 で 、 ゼ ント ラー ディ 
系 の 技術 を 多く 取り 入れ た こと で も 知ら れ て いる 。VF-8 は 
同社 初 の 量産 VF で あり 、 後 に VF-17 の 設計 主任 や YF-21 
部 長 に 抜 握れ た ゼン トラ ー デ ィ 、 ア ル ガ ス - セ ル 
寺 に 携わっ た こと で も 知ら れる 。 な お 、 テ スト パイ 
リア ファリーナ : ジ ー ナ ス 大 尉 (当時 ) で あ - 


CROSS M3] 
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p VF-9 カッ トラ ス 





























ーー 大 気 圏内 で の 運用 を 想定 し た 小型 VF と いう 独 _ は 、 頭 部 で は な く 肩 部 に 連装 タイ プ を 搭載 し て い VF-9 の バト ロイ ド 形 態 は 、 胴 体 と 比較 し て 大 型 の ヨ 
_ ya 。 自 の コン セプト で 設計 され た VF-9 だ が 、 武 装 面 は "る 。 こ れ は 機体 の 小型 化 に 伴い 、 頭 部 へ の 搭載 脚 が 特徴 で ある 。 ま た 、 機 首 が 胴体 中 央 を 構成 する の 
ーー 
リ り 














4 マッ クス 機 の バト ロイ ド 形 態 。 | 朋 
ゼン トラ ー デ ィ 系 バト ルポ ッ ド ン バ 
トル スー ツ 的 な シル エッ ト は 、 ゼ 用 部 
ネ ラ ル - ギ ャ ラク シー 社 系 機 の 特 

徴 と 言え ィ 











る 機 首 両 脇 の パ ネル や 、 
両 扇 を 繋ぐ 基部 バネ ル 、 機 首 の み で 
構成 され た 胴体 中 央 が 見 て 取れ る 


パコ ーー ~ 他 の VF と 同様 、 ガ ン ポ ッ ド と ビー ム 砲 (レー ザー 機 。 が 難し く な っ た こと 、 連 装 化 に よる 火力 の 増強 な ど は VF-1 直 系 機 と 同じ だ が 、 複 雑 に 折り 置 まれ た 主 机 と 

7 いか が 、 低 コス ト で ある こと と 、 頑 丈 で 整備 性 に 銃 ) と いっ た 標準 的 な も の だ っ た 。 た だ し ビー ム 砲 ” が 理由 と 考え られ る 。 カナ ー ド が 胸部 装甲 板 を 構成 する と いう 極め て 独創 的 
優れ る 点 が 評価 され 、 経 済 力 の 低い 辺境 惑星 を 中 _ な 構造 を 採用 し て いる (この 主要 の 折り 方 か ら 、 オ リガ ミ 
心 に 、 主 力 戦闘 機 と し て 多数 が 配備 され て いっ た 。 ファ イタ ー の ニッ ク ネ ー ム で 呼ば れる こと も 多い ) 。 こう 

また 、 第 一 次 星 間 大 戦 以来 の エー スパ イロ ッ ト 、 し た 独特 の 構造 や 、 頭 部 で は な く 右 肩 部 に 配置 され た 
マク シミ リア ン - ジ ー ナ ス と ミリ ア . フ ァ リ ー ナ - ジ ー ナ 連 殺 ビ ー ム 砲 と いっ た VF-9 独 自 の 設計 は 、 小型 機 に 
ス が 所 属し た 特務 部 隊 「 ダ ン シ ン グ - ス カル 」 に 配備 人 
され 、 ミ ッ シ ョ ン に 応じ て 投入 され て いた こ に だ 同 、 ショ ン 
RAE の 装備 が 難し く な る ほか 、 連 装 ビー ム 砲 の 肩 部 装備 は 
られ て いる 。 な お VF-9 の 開発 段階 で テス トバ イロ ッ ガウ ォ ー ク お よび (トロ イド ガン ポッ ド と の 併用 を 限定 する と いっ た 問題 も 指摘 され 
ト も 務め た ミリ ア は 、 ゼ ント ラー ディ 系 の 技術 が 盛 


形態 で は 、 手 持ち 式 と し て 。 て いる 。 
り 込 まれ た 本 機 の 堅実 さ に 好感 を 持っ て いた と いう 。 




































使用 され る ガン ポッ ド 。 ロ 
径 は 35mm で 、VF 用 と し ーー ーー ーー ーー 
て は 時 較 9 小 ロ 算 で ある 。 の 頭 部 











J 
4 


/ 
に 
/ 














ゼネ ラル - ギ ャ ラク シー 系 VF に 
よく 見 られ る 、 大 型 の | 

| アイ ター ガウ ォ ー ク 形態 で は 
機 首 後方 を 構成 する 。 こ れ は 
VF-4 や VF-5000 と 似 た 配置 
で ある 。 





信 ライ ター モー ド 


大 気 圏内 で は 、 最 大 速度 こそ VF-1 に 劣る ママ ックス が 搭乗 し た 青い VF-9 の フ 
VF-9 だ が 、VF-4 を 法令 する 戦闘 機動 性 を 発揮 の 導 此 。 コク ピッ ト の サイ ズ が か 
し た (VF-9 用 の エン ジン で ある FF-2019C は 、 
VF-4 用 エン ジン 以上 の 出力 を 誇る )。 これ は 小 
型 軽量 か つ パ ワー ウェ イト レシ オ ( 推 力 対 重 量 費 ) 
に 優れ る 機体 特性 や 、YF-19 に 先んじ て 採用 さ 
れ た 前 進 械 、 併 設 さ れ た カナ ー ド な ど に よっ て 達成 
され て いる 。 本 機 同様 、 空 力 を 重視 し た VF と し て 
VF-5000 が 知ら れる が 、 こ れ は 比較 的 無難 な ブ 
レン ディ ッ ド ウイ ング ボディ (機体 一 体 要 ) を 採 
た 機体 で 、 前 進 械 と カナ ー ド を 組み 合わ せ た VF-9 ES 
の 村 配 置 は YF-19 を 先取 りす る と 共に 、 ゼ ネ ラ ル ・ > 機 首 付 け 根 の 下 に 連装 ビー ム 砲 を 装備 する 。 ビ ー 
ギャ ラク シー の 新進 気鋭 の 社風 を 体現 し て いる 。 ー ム 砲 基部 は 、 バ トロ イド 形態 時 に は 右 肩 と な る 。 








正面 と 異な り 、 背 面 は 軽装 甲 部 が 目 立 
つ 。 こ れ は 小型 軽量 化 の た め の 措 置 と 思 
われ る 。 勝 部 分 に は 、 後 縁 フ ラッ プ を 畳ん 
だ 主翼 が 見 える 。 












































作 区 有形 シ ー ク エン ス 





スカ ル 時 代 に 搭乗 
VF-9。 塗装 は バー ソナ 
ルカ ラー の 赤 。 



















マ 腕 部 ブロ ッ ク が 倒立 
し て 肩 部 ライ > 











4 
みみ ファイ ター テバ トロ イド 





ご 





に 折り 畳 ま れる 。 














4 機 首 & 肢 部 と 補助 エン ジン 
明和 脱 部 ブロ ッ ク が GO 

へ 回転 し 、 展 開 。 主 機 二 次元 ノ ズ 

\2) ル は 足 部 と な る 。 | 


i| i 
ン * 1 
の 
と ガ ウォ ー ク 時 BA 


ドッ グフ ァ イ ト 能力 を 有 
する 















主要 は 可変 異 で は な く 、 


変形 機構 を 兼ね た 折り 


前 進 細 と カナ ー ド と いう 翼 の 配置 は YF-19 と 同じ だ が 、 機 体 は コン パ P 主 軸 は 3 つの ヒン ジ で \、 \ | 
化 さ れ て いる 。 エ ンジ ン 部 は 、 主 機 と ガウ ォ ー ク ノバ トロ イド 形態 で の 背 | 折り 細 ま れ 、 剛体 装 四 に や / /Vy 
部 補助 エン ジン が 一 体 化 し て 配置 され て いる 。 A 了 腕 部 ブロ ッ ク が 90 度 回 転 し 、 バ トロ イド 形態 の 定 な る 。 腕 部 プ ブロック は 、 

い 後 緑 フラ ッ プ を 折り 畳ん だ 主軸 肌 体 側 は 脇 連結 バネ ル を 中 心 に 左右 
部 と な る 。 それ ぞ れ の 腕 部 に 変形 。 











と 思わ れる , 























島 ュー クモ ー ド 
VF-9 の ガウ ォ ー ク 形態 の 特徴 は 、 機 首 の 自由 
度 が 高い 点 と され る 。 一 般 的 な ガウ ォ ー ク 形態 の 
機 首 は 胴体 と 一 体 化 され 、 特 有 の 前 傾 姿 勢 も あっ 
て 低位 置 と な り が ち で ある 。 だ が 、VF-9 で は 機 首 
が 可動 パネ ル を 介し て 接続 され て お り 、 
に 動か すこ と が 可能 と な っ て いる 。 


べべ 
ンー = 
= Ss へ へ 、 の 
ーー ーー に 


NN = 
\ 了 > 










VF-9 の 試作 機 と 考え られ る の が VF-X-10 で 
ある 。 非 変形 式 の 飛行 テス ト 用 と 思わ れる が 
前 進 械 や カナ ー ド 、 広 面積 の キャ ノ ピ ー と いっ 
た VF-9 フ ァ イ タ ー 形 態 の 特徴 は この 時 点 で 既 
に 確立 され て いた 。VF-X-10 独 自 の 機構 と し 
て は 、 異 物 吸 引 防止 用 の 回 転 式 エ アイ ン テ ー 
ク が 設置 され た 。 し か し 、 こ の 回 転 式 イン テー 
ム ミ リア 機 の ガウ ォ ー ク 形態 。 機 音 が リフ ト アッ プ さ れ ク は 量産 機 に 採用 され な か っ た 。 

て いる こと が わか る 。 連 装 ビ ー ム 砲 は 右 肩 部 に 移動 


ンス 


機体 上 部 に 配 され た 補 
マッ クス 機 の ガウ ォ ー ク 
態 。 各 ブロ ッ ク が 展開 
< 胴体 は 主 軸 と 基部 
バネ ル 程 度 と な っ て いる 。 
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メカ ニッ ク 
p VF-3000 クル セイ ダー 


VF-1 を 大 型 4EC し た 。 、 
EE 上 型 戦 合 




















但 機体 解説 


F-3000 クル セイ ダー は 、 ス トン ウェ ル ・ ベ ルコ ム 社 
が VF-1 の 能力 向上 型 機 開発 計画 に 提示 し た 可変 戦 
闘 機 (VF) で ある 。 本 機 は 、VF- 1 を 大 型 化す る こと で 性 能 
向上 と 装備 の 充実 を 図り 、 同 時 に VF-1 の 豊富 な 運用 デー 
タ を 基 に 改良 を 施す こと で 同機 の 欠点 を 解消 し て こい る 。 そ 
の 結果 、 本 機 は 当初 の 予定 通り に VF-1 を 凌 能 する 性 能 を 
獲得 し た が 、 ほ ば ぼ 同 時 期 に 開発 が 進め られ て いた VF-4 ラ 
イト ニン グ T が 制式 採用 され た た め に 量産 は 見 送ら れ た 。 バリ アブ ル - グ ラー ジ 
特務 部 隊 「 ダ ン シ ン グ ス カ ル 」 で 運用 され 、 マ クシ ミリ アン ・ 
ジー ナス (マッ クス ) や ミリ ア ・ フ ァ リ ー ナ ・ ジ ー ナ ス が 搭乗 し 
た 機体 が 知ら れ て いる 。 
[出典 : MACROSS M3] 


主要 パイ ロッ ト 





メ 1 後退 箇 下 兵 装 ス テー ショ ン X6 他 
開発 系 譜 図 














lllustration by Hidetaka Tenjin CG Works by Masato Takahashi 
D5501 





シー リル ン / 





介 運用 記録 


F-3000 の 開発 は 、VF-1 の 後継 機 問題 が 
tu VF-1 能力 向上 型 機 開 
発 計 画 の プラ ン の ひと つと し て スタ ー ト し た 。 し か 
し 、VF-1 の 後継 機 と し て VF-4 が 制式 採用 され た 
こと で 、 本 機 の 本 格 的 量産 化 は 断念 され 、 少 数 が 
試験 機 と し て 生産 され る に 留まっ た 。 そ の 後 は 、 試 
験 機 の 運用 デー タ が VF-5000 スタ ー ミ ラー ジュ 
の 開発 に 反映 され た ほか 、 試 験 機 の 一 部 が 特務 部 
隊 「 ダ ン シ ン グ ス カ ル 」 に 配備 され た と 言わ れ て いる 
(2080 年 頃 の こと と され る )。 
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p VF-3000 クル セイ ダー 
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ン ベ 







島原 
機体 の 大 型 化 を 図っ た VF-3000 だ が 、 武 装 


に つい て は VF-1 の それ を 踏襲 し て お り 、 カ ガト リン 
グ ・ ガ ン ポ ッ ド と ヘッ ドブ ロッ ク の 対空 レー ザー 機銃 














\ 主 武 装 は 55mm ガ トリ ング ・ ガ 
ン ポ ッ ド (ハワード GU-1 1) で 、 
装備 され た も の と 同じ 。 
ロロ 下部 な ど 細 部 の デ 
ル が 異な る 。 








偽 ライ ター モー ド 

可変 後退 要 構 造 を 採用 し た VF-3000 の ファ 
イタ ー 形 態 は 、VF-1 を 策 御 と させ る フォ ルム が 特 
徴 で 、 同 機 を ベー ス に 設 語 











































また 、 主 機 に は 新 中 州 /P&W/ ロ イス 製 の FF- 
2450A を 採用 し て お り 、 速 力 は VF-1 を 上 回 っ て 
いる 。 

















操 























が 大 型 化 し て いる 点 が 特徴 で 、4 
が X 字 を な す 構 造 と な つっ てい る, 


リア 機 | 
ルカ ラー で あ 
と し た 塗装 が 施さ れ て いる 


人 ム ミ リア 機 
マッ クス 機 の 青 と 同様 に 、 ミ 






を 標準 装備 と する 。 主 翼 下 兵 装 ステ ーション は 
VF-1 で は 4 基 だ っ た も の を 6 基 と し 、 火 力 の 増強 を 
丸 っ て いる 。 














7 】 ヘッ ドブ ロッ ク は 、】 
装 対空 レー ザー 
回 ROV-22) 1 基 を 、 ぞ 









アン 機体 バリエ ーション [出典 : アド バン ス ド バ ルキ リー] 

「 ダ ン シ ン グ ス カ ル 」 と は 別 の 部 隊 に て 運用 さ 
れ て いた VF-3000。 細部 の ディ テー ル や 主要 、 
尾翼 の 形 が 異な る 。 


スカ ル で 運用 され た 
る 後部 の 補助 ノズル 


ンー 4 機体 底面 は ほ 
に wy ぼ 同 じ デ ィ テ ー 
ペル と な っ て いる 





マ 正 面 か ら 見 た 図 。 
着陸 時 、 下 部 尾 異 は ご 

水平 方 向 に 可変 する 。 
N が 機体 側 面 図 。 本 機 は 複 
アー だ が 、1 名 で も 運用 は 可能 
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NN 
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KK 











ス ( フ ァ イ タ ー 形 態 隊 バト ロイ ド 形 態 ) 








14 
を 腸 部 



























は 、 ヒン ジ に よっ 
て 外側 を 回 る よ 
う て 後方 に 




















ナセル 側 部 の カバ ー が 後方 に 
スラ イド し て 折り 畳 ま れ た 下 
部 す 。 同時 に 膝 カバ 
ー と ノズル が 展開 され る 。 


































バト ロイ ドモ ー ド 


VF-3000 は 単に VF-1 を スケ ー ル アッ プ し た だ け の ド 形 態 に は 独自 の 構造 が 多く 見 られ 、 外 観 に もち それ が 
機体 で は な く 、 機 体 構造 や 変形 機構 に 大 幅 な 改良 が 表れ て いる 。 バ トロ イド の フォ ルム は VF-1 を 連想 させ る 
加え られ て いる 点 が 特徴 と 言え る 。 そ の た め 、 バ トロ イ が 、 コ クビ ピッ トブ ロッ ク や レ ド ー ム の 防御 力 向上 を 目的 と 



































ニッ ト が 折り 畳 ま れ 
て 配置 され て いる 
























可変 主 引 基 部 の 下 
バー で 保護 さ + 








み VF-1 と の 対比 
バト ロイ ド 側 面 の VF-1 と の 対 
比 要 を 保護 す 















し た 多紀 
ッ ト と な っ て いる 。 








装甲 化 な ど に よっ て 、 全体 的 に 重厚 な シル エ 


機体 バリ エー ショ ン [出典 : ア ド バ ン ス ド バ ル キリ ー] 

「 ダ ン シ ン グ ス カ ル 」 と は 別 の 部 隊 に て 運用 され て 
いた VF-3000 の バト ロイ ド 形 態 。 背 部 や 前 腕 部 、 
脚 部 の ユニ ッ ト 構 成 が 異な る 。 
















く 変 化し た 部 分 の ひ 
、 人 外観 以上 に 内 部 構 
F-1 と 異な っ て いる こ 
と が わか る 























VF-3000B ボン バー バル キ 


1 コ に | 
VF-3000 の パリ エー ショ ン 機 で 、 機 体 後部 に 水平 安 
定 板 と 垂直 安定 板 を 組み 合わ せ た 尾 因 を 備え る 爆撃 
機 仕様 の 機体 で ある 。 [出典 : ア ドル バン ス ド パ ルキ リー] 



















ボン バー モー ド 
機体 前 部 や コク ピッ トブ ロッ ク に VF-3000 の 印象 を 残し 
て いい る が 機 導 が 長く シャ ー プ な フォ ルム と な っ て いる 。 






















バト ロイ ドモ ー ド 
横 列 双 眼 型 の TV アイ 
が 特徴 の バト ロイ ド 形 
態 。 前 腕 部 や 脚 部 の 
構造 が VF-3000 と 異 
な っ て お り 、 外 観 ば よ 
り ス マー ト な 印象 を 受 
ける 。 
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レタ リー レル / 他 Sheet 03 
VF-4G ライ トニ ング HI /VF-5000B スタ ー ミ ラー ジュ /VA-3M イン ベー ダー/VB-6 ケー ニッ ヒモ ソス ター 分 

















像 VF-4G ライ トニ ング 

VF-1 の 後継 機 で 双発 の エン ジン 部 と 機 
首 ブ ロッ ク で 構成 され る 3 胴 式 の 機体 。 独 
特 の 形状 か ら 「 ア ロー」 の 愛称 で も 呼ば れ 
た 。G 型 は エン ジン 出力 を 向上 させ た 発展 
改良 型 。2047 年 、 ア イド ル グ ル ー プ ・ ミ ル 





設計 を 元 に 、 一 部 ゼン トラ 
ー デ ィ 系 の 技術 を 導入 し た 機体 。 信 頼 性 ・ 
耐久 性 に 秀 で 、2020 年 後半 頃 より VF-4 
か ら 主戦 闘 機 の 座 を 引き 継い だ 。 特 務 
部 隊 ダ ン シ ン グ ・ ス カル は 、2020 年 に 当時 
キー ドー ルズ の 礁 二 作 戦 「 オ ペレ ーション ・ 四 = 最新 鋭 機 で あっ た VF-5000 の 護衛 搬送 任 
オル フェ ウス ] に 投入 され た ほか 、 特務 部 隊 で OSG OGA MSON WE 務 を 行っ て お り 、 任務 後に は 同 隊 で も VF- 
ダン シン グ ・ ス カル で も 運用 され て いた 。 5000 を 運用 し て いる 。 [出典 : MACROSS M3] 
[出典 :MACROSS DIGITAL MISSION VF-X、 MAC- 
ROSS M3] 

















































マヤ 大 気 圏内 の 機動 性 に 優れ 、 
上 空 援護 と 制 空 戦闘 を 担う 。 
カラ ー リ ング は マッ クス 機 。 





母艦 アル ゲニ クス か ら 発進 直 前 の マッ クス 機 。 
[MACROSS M3] 





形態 。 エ ナセル 上 半分 
が 腕 部 、 下 半 分 が 脚 部 に な る 。 










両 腕 と 両脚 に は マイ クロ ミサ 
イル ラン チャ ー が 内 蔵 さ れ て い 
る 。 カ ラー リン グ は ミリ ア 機 。 





は マッ クス 機 。 [MACROSS M3] 





作 VAL3M イ ン ペ ー タ ー 

VA-3 は 地上 攻撃 専用 の FCS を 搭載 し た 全 領域 攻撃 機 と し て 開発 さ 
れ た 。 大 気 較 内 の 低 高度 に お ける 機動 性 と 安定 性 を 重視 し て 設計 され 
た 機体 で あり 、 サ バイ バビ リティ に 優れ る 分 、 速 度 性 能 に は 劣る 。 機体 
に は 多数 の ハー ド ボ イ ント を 持ち 、 合計 で 19.820kg も の 搭載 量 を 有 し て 
いる 。 特務 部 隊 レ イヴ ンズ に て 運用 され 、 淡 水性 の 海 が 地表 の 90% を 
占め る 惑星 エデン 3 で の 任務 な ど に 活用 され た 。 出典 :MACHOSS VF-X2] 

































| 4 頭 部 は 中 央 メイ <, 
/ ンカ メラ の 他 4 つ 
の 補助 カメ ラ を 備 


を パ a 

TD 
と アタ ッ カ ー 時 
の 主 相 下 ポッド 
が 腕 部 、 機 体 後 NN 
部 が 脚 部 と な る 。 迄 









信 M 型 は 水上 離着陸 の た め 主 翼 
下 ポ ッ ド が フロ ー ト と し て 機能 。 


b 水上 着 水 モ ー ド 


人 着 水 時 に 機体 を 水面 か ら 淫 か せる た め 、 フ 
ロー ト で ある 主 柚 下 ポッ ド が 支柱 に より 伸長 。 


る 主翼 先端 を 90 度 折り 土 ん で 全 & 
幅 を 狭め る な ど 、 潜 水 時 は 水 の 抵 
抗 を 減ら す 変形 を 行う 。 
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メカ 
し VF-4G ライ トニ ング /VF-5000B スタ ー ミ ラー ジュ /VA-3M イソ ベー ダー/VB-6 ケー ニッ ヒモ ンス ター 











作 v5-6 ケー ニッ ヒモ ンス ター 
HWR-00-Mk-T モン スタ ー の コン セプト を 受け 継 
ぎ 、 単 独 飛 行 と 高速 展開 を 可能 と し た 可変 爆撃 機 
(VB)。VF 並 の 展開 力 と デス ドロ イド の 大 火力 を 併 
せ 持 つた め 、 単 独 で の 長 距 離 爆撃 や 小 部 隊 で の 制 
圧 任務 な ど に 用 いら れ た 。 特務 部 隊 レ イヴ ンズ に も 
配備 され 、 ハイ ド * ジ ティ に 柳 げ 込ん だ テロ リス トグル ー 
プ 「 ブ ラッ クレ イン ボー」 の 掃討 任務 に 投入 され た 。 
[出典 :MACROSS VF-X2] 























変形 シー クエ ンス 


の 。 
マシ ャ トル モー ド | 
レー ル ガ ン の 超 電 磁 




















ガウ ォ ー ク モー ド 8 も “i | 
遺 違 な く 発揮 で きる . ょ "| ) | 人 る 船体 上 部 の 両 腕 に 4 サイ ル ラ ンチ ャ ー が 展開 、 脚 
スタ ー の 形状 を 受け 継 『 kK | 部 で ある 両翼 は 下 に 90 度 折れ る . 


ぐ が 、 そ の サイ ズ は 原型 機 4 \ 。 
の 2/3 で ある 











マデ スト ロイ ドモ ー ド 
ミサ イル 発射 は 
腕 部 を 1 





| LA/ は 180 度 回 転 し 手首 が せり 出す 





@1997 ビッ クウ エス ト @1997 バン ダイ ビジ ュ ア ル @1999 ピッ クウ エス ト @⑤1999 バン ダイ ビジ ュ ア ル @⑥2000 ビッ クウ エス ト Dea.04 
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p VF-14 バン パイ ア 


@ 機 体 解説 


と と 。 叶 し メッ シー 設計 の 重 可変 戦闘 攻撃 機 。VF-4 ライ トニ ング 
の 後継 主力 機 を 決め る 「 ノ ヴァ . プ ロジ ェクト 」 に て 、VF-11 サン ダー ボル ト と の 競 
合 に 敗れ た 機体 で お る 。 し か し 宇宙 で の 航続 性 能 に 優れ 、 な お か つつ 頑健 で 整備 し や すい 
機体 で めった た め 、 一 部 の 移民 船団 や 辺境 の 移民 惑星 に お いて 重宝 され 量産 に 至っ た 。 
特務 部 隊 ダ ン シ ン グ ス カ ル の マッ クス と ミリ ア が 搭乗 し た と され る 。 

[出典 : MACROSS M3 (ゲー ム )] 





























” 急 デー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 
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Illustration by Hidetaka Tenjin 











































メカ 


介 運用 記録 


ーー- 述 の 通り 、VF-14 バ ン パ イア は 、VF-11 と 

上 の キ カ 機 争い に 取れ た 機体 に な る 。 不 採用 
の 理由 は 、1 つ に は 、 当 時 の VF と し て は か な り 大 型 
の 機体 で お っ た VF-14 が 、 艦 載 機 と し て の 運用 を 前 
提 と し た 主力 機 に は 不適 格 で めった た め と 言わ れる 
(ファ イタ ー 形 態 で 比較 する と 、VF-4 が 全長 14.9m、 
VF-11 が 15.51m と 15m 前 後 で あっ だ の に 対し 、 
VF-14 は 19.58m)。 し か じ な が ふ 、 その 大 型 の 機 
体 が も た ら す 航 続 距離 の 長 さ と & ペイ ロー ド の 大 き 
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p VF-14 バン パイ ア 





作 標準 美人 

VF-14 の 標準 的 な 装備 は 、35mm ガ トリ ング ・ 
ガン ポッ ド と 中 口径 ビー ム 砲 2 門 、 そ れ に 内 蔵 式 
の ミサ イル ラン チャ ー ポ ッ ド 2 基 に な る 。 ま た 部 隊 
に よっ て は 、 バト ロイ ド の 胸部 の ペイ ロー ド 部 に 2 
連装 レー ザー 機銃 や 、 大 口径 ブラ スタ ー 砲 塔 等 
を 装備 し て いた 。 


ガン ポッ ド を 使用 す 
る VF-14。 搭 乗 者 
は ダン シン グ : ス カ 
ル 隊 の マク シミ リ 
アン ・ ジ ー ナ ス , 























S 4 中 口径 ビー ム 砲 
1 | 本 機 の 主力 武装 
で 。 ファ イタ ー 形 昆虫 型 生物 兵器 と 
態 の イン テー ク 上 され る 巨大 生物 と 
部 、 バ トロ イド 形 交戦 する VF-14。 
態 の 肩 部 に 計ら 門 0822 年頃 撮 影 さ 


設置 され て いる 。 れ た 記録 映像 より 。 





さ 、 そ れ に 頑健 な 機体 構造 ば 、 高 く 評価 され 、 移 
惑星 な ど で の ライ セン ズ スズ 生産 と いう 形 で 制式 採用 さ 
れる に 至 ゥ ゅ だ 3 特 | ぶ * ゼ ント ラー ディ の パイ ロッ ト か 
ら の 人 気 は 高き "マイク ローン 化し た ゼン トラ ー デ ィ 
人 で 構成 され る 第 5 次 新 マ クロ ス 級 超 長 距離 移民 星 
団 ( マ クロ ス 5) で は 、VF- 14 と その 派生 機 で ある 可 
変 攻撃 機 VF-14 が 主力 VF と し て 運用 され て いっ た 。 

また 、 統 合 軍 特 務 部 隊 ダ ン シ ン グ ・ ス カル 隊 に も 
配備 され 、 同 隊 の マク シミ リア ンジ ー ナ ス 、 ミ リア ・ 
ファ リー ナジ ー ナ ス ら に よっ て 運用 され た と され る 。 


混成 部 隊 で ある ダ 

. ン シ ン グ . ス カル 
隊 の 活躍 を 記録 し 

¥ た 映像 より 。 左 か 
| / 人 | ら VF-9、 バ リア ブ 
| 8 ル : グ ラー ジ 、 VF- 





























14。 











島 コラ ピッ ルト 

VF-14 は 変形 の 際 に 、 機 首部 分 が 胴体 後方 
に 大 きく 移動 し 、 バ トロ イド の 背面 に コク ピッ ト が 
位置 する こと に な る 。 バト ロイ ド の 中 で も っ と も 頑 
健 な 胴体 の 、 そ の 一 番 奥 に コク ピッ ト を 配 す る こ 
の レイ アウ ト は 、 戦 闘 時 に パイ ロッ ト の 生存 率 を 
高め る た め だ と され る 。 一 方 、 ラ イ バ ル 機 で あっ 
た VF-11 は 、 バ トロ イド 形態 で の コク ピッ ト が 胴体 
前 面 に 配置 され て いる が 、 こ れ は 機体 が 大 破 し た 
際 、 速 や か に コク ピッ トブ ロッ ク を 分 離さ せ 、 撃 墜 
後 の パ イロ ッ ト の 生存 率 を 高め る た めで も あっ た 。 
運用 時 の 頑健 さ を 特に 重視 し た VF-14 と 、( 撃 墜 
後 も 含む ) あ ら ゆ る 事態 に 備え た 万 能 型 の VF-11 
計 思 想 の 差 が コク ピッ ト に も 反映 され て いた 
と 考え る と 興味 深い 。 























(の の 
バト ロイ ド 形 態 の コク ピッ トブ ロッ ク 。 キ ャ ノ ピ ー 部 は 頑丈 な 装 
甲 で カバ ー さ れ 、 面 弾性 を 更に 高め て いる 。 











信 ララ イタ ー モ ー ド 

VF-14 の ファ イタ ー 形 態 は 、VF-4 同 様 、 胴 
体 の 左右 に 推進 器 を レイ アウ ト し た 三 胴 形式 を 採 
用 し て いる 。 そ の 起伏 の 少な い 胴体 の 形状 に 加 
え 主要 に 可変 機構 を 取り 入れ た VF-14 は 、 大 
気 較 内 に お いて は どの 速度 領域 に お いて も 低い 
空気 抵抗 と 最適 な 揚力 を 獲得 で き 、 良 好 な 性 能 
を 発揮 し た と され る 。 な お 、 本 機 の 薄い 胴体 形 
状 や 、 内 側 に 傾斜 し た 垂直 尾 四 な ど は ステ ルス 
性 を 考慮 し て お り 、 本 機 で 得 ら れ た ステ ルス 技術 
の ノウ ハウ は 、 後 に ゼネ ラル ・ ギ ャ ラク シー が 開 
発し た VF-17 ナ イト メア に 継承 され て いる 。 ま た 
VF-14 は 、 大 気 園内 だ け で な く 、 宇 宙 空 間 で も 
良好 な 性 能 を 発揮 し 、 搭 載 量 の 大 き さ に 由来 す 
る 長大 な 航続 距離 は 、 辺 境 で の 運用 を 主 と す る 





























調査 船団 な ど で 歓迎 され た 。 


レデ 








生物 兵器 と の ドッ グフ ァ イ ト を 行う VF- 1 4 マッ クス 機 。 
裕 の ある 本 機 は 、 格 闘 戦 で も 高い 性 能 を 発揮 し た 。 


推力 に 奈 








供 ジュ ォ ー ク モー ド 


VF-14 の ガウ ォ ー ク モー ド は 、 左 右 の エン ジン ブロ ッ ク の 下 半 分 が 胴体 の 前 方 に 移動 し 
つつ 、 エ ンジ ン ブ ロ ッ ク の 上 半分 が 胴体 後方 に 移動 し 、 そ れ ぞ れ 、 脚 部 、 腕 部 に 変形 す 
る 。 腕 部 が 機体 の 最後 方 に 位置 し て いる 独特 の レイ アウ ト は 、 ガ ウォ ー ク で の 格闘 戦 や 
ガン ポッ ド の 取り 回 し に 、 多 少 の 慣れ が 必要 だ っ た と も 言わ れる 。 な お ファ イタ ー 形 態 で は 
径 ビー ム 砲 は 、 ガ ウォ ー ク 形態 に お いて は 肩 の 左右 に 移動 し た こと 

















固定 武装 だ っ た 中 

















で 、 フ レキ シブ ル に 動か せ た た め 、 市 街 地 な ど で の 高速 戦闘 に 重宝 し た と も 言わ れる 。 











Fz-109 エ ル ガ 


ロ 















パ バロー タ 軍 が 運用 し て いた Fz-109 エ ル ガ ー ゾ 
ルン は 、、 VF-14 を 独自 に 改造 し た 機体 で ある 。 
全体 に 武装 ・ 装 甲 が 強化 され て いる が 、 元 々 推 
力 に 余裕 の あっ た VF-14 だ け に 、 改 造 後 も 高い 
格闘 性 能 を 発揮 し て いた 。 
















ぁ 右 図 の 赤 を 主体 と し た 機 
体 は 、 ダ ン シ ン グ - ス カル 所 
属 の ミリ ア - フ ァ リ ー ナ ・ ジ ー 
ナス 搭乗 機 と され る 。 


b 後方 より 。20 世 紀 の ス テル ス 機 、 
SR-71 ブ ラッ ク バ ー ド を 稚 御 と させ 
る 、 三 胴 形 式 の 機体 形状 を 誇る 。 












pFz-109A エル ガー ゾル ン 
右 図 は VF-14 を ベー ス に ブロ ト デ ビ ル 
ン が 改造 し た Fz-109 エ ル ガ ー ゾ ルン 
の ガウ ォ ー ク 形態 。 本 機 と 同様 、 VF-14 
も 、 腕 部 は 機体 の 最後 方 に 位置 する 。 








偽 トロ イド モー ド 


VF-14 の バト ロイ ド 形 態 は 、 胴 体 部 分 が 大 きく 移 
動 す る の が 特徴 で も るる 。 ファイター 形態 で は 後方 を 
向い て いた ブロ ッ ク が 半 回 転 し て 胸部 を 形成 し 、 更 
に コク ピッ トブ ロッ ク が 背面 に 移動 、 最 後に 機 首 が 
背面 か ら 前 方 に 移動 し て 頭 部 に な る と いう 、 複雑 な 
機構 と な っ て いる 。 ガウ ォ ー ク 形態 と 同様 、 肩 部 の 
中 口径 ビー ム 砲 が 自在 に 稼働 し 、 近 接戦 闘 で 威力 
を 発揮 し た と され る 。 



















カラ ー リ ング は マッ 
クス 機 。 バ ロー タ 第 
4 惑星 調査 船団 を 護 
衛 し た ブル ー ラ イナ 
セロ ス 隊 が 用 いて い 
た 機体 は 、 形 状 が 若 
千 異 な る 。 






4 背面 か ら の ショ ッ 
ト 。 後 の VF-19 な 
ど と 同様 、 主 糞 は 





ト さ れる 。 


r ュ 


VF-14 (バロー タ 第 4 惑星 調査 船団 仕様 ) 


ピ ー 
VF-14 の バリ エー ショ ン の 中 で も 有名 な も の 
は 、 写 真 の バロー タ 3198XE 第 4 惑星 特務 調査 


部 隊 の 配備 機体 に な る だ ろう 。 同 部 隊 の VF-14 
は 、 標 準 装備 の 中 口径 レー ザー を ミサ イル ポッ ド 
に 換装 し 、 更 に 胸部 に 2 連装 レー ザー 機銃 2 門 、 
頭 部 に 小口 径 レー ザー 機銃 2 門 を 搭載 し た 重 武 
装 仕様 で あっ た 。 





太股 の 外側 に セッ 


バロー タ 第 4 惑星 に 向かう 
VF-14 部 隊 。 名 機 は 黒 を 基 
調 こし た 塗装 と な っ て いる 。 


パロ ー タ 第 4 惑星 に 上 陸 し 
た 調査 部 隊 の 記録 映像 より 。 
バト ロイ ド で 警備 中 の VF-14。 


@1994 ビッ クウ エス ト @⑥2001 ビッ クウ エス ト 


ロロ a 
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バリ アブ ル ・ グ ラー ジン ネオ ・ グ ラー ジ 5 


偽り ア フル レク ラー ジ 

ゼン トラ ー デ ィ の ワン マン 戦闘 ポッ ドド 、 グ ラー ジ の 統合 軍 仕 様 
発展 系 の 機体 。 地球 側 の 可変 戦闘 機 と 同様 に 、 
ファ イタ ー、 ガ ウォ ー ク 、 バト ロイ ド の 3 形態 に 変形 
する 。 ゼン トラ ー デ ィ の 反乱 分 子 が 地球 技術 を 得 
て 開発 し た 兵器 で ある と 言わ れ て いる が 、 詳 細 は 不 
明 。2018 年 、 反 統合 勢力 が 惑星 クリ スト ラニ ア の 
開発 実験 施設 に 対し て テロ 活動 を 行っ た 際 に 投入 
され 、 特 務 部 隊 ダ ン シ ン グ ス カ ル と 交戦 し た 。 戦闘 
後 、 拘 束 さ れ た 搭乗 者 モア ラミ ア ・ ジ フォ ン は 、6 歳 
の ゼン トラ ー デ ィ 人 の 少女 で ある こと が 判明 。 そ の 
後 彼 女 は 、 ダ ン シ ン グ ス カ ル 隊 の マッ クス 、 ミ リア 夫 
妻 の 養子 に 迎え られ 、 ま た 同 隊 の 隊員 と も な る 。 オ 
リ ジ ナ ル の バリ アブ ル ・ グ ラー ジ は 、 原 型 機 と 同様 ゼ 
ント ラー ディ サイ ズ の コク ピッ ト を 持っ て いた が 、 マ ッ 
クス 夫妻 に 引き 取ら れ た モア ラミ ア が マイ クロ ー ン 化 
し た の を 受け 、 地 球 人 サイ ズ の コク ピッ ト の 機体 へ 
と 改修 され た 。 な お 、 の ち に モア ラミ ア は 、 反 乱 組 
織 が 行っ て いた ゼン トラ ー デ ィ 因 子 解析 の 実験 体 で 
あっ た こと が 明らか に な っ た 。 [出典 :MACROSS M3] 




































第 一 次 星 間 大 戦後 、 銀 河 に 版 図 を 広げ た 
人 類 だ が 、 そ れ に 伴い 統合 政府 の 支配 に 抗 す 
る 無数 の 反乱 勢力 も 生ま れ た 。 2014 年 、 鎮 
圧 部 隊 と し て マク シミ リア ン ・ ジ ー ナ ス と ミリ ア ・ フ 
アァ リー ナ ・ ジ ー ナ ス の 2 名 で 結成 され た の が 特務 
部 隊 ダ ン シ ン グ ス カ ル で ある 。 2022 年 に は 養 
子 と し て 育て て いた モア ラミ ア ・ ジ フォ ン を 隊員 
に 迎え る が 、 両 親 に 依存 する 彼女 を 独り 立ち 
させ る た め 2029 年 に マッ クス と ミリ ア は 部 隊 を 
離れ 、 モ アラ ミア が 任務 を 引き 継い だ 。 
マッ クス の コー ル サ 
イン は ブル ー ス カ 
ル 。 ゼン トラ ー デ ィ 
人 の 子供 モア ラミ 
ア を 養子 に 迎え る 。 



















トバ トロ イド 形態 
が 折れ 、 バ トロ イド の 
部 、 腰 部 を 形成 
共に 本 内 に ! 









ミリ ア の コー ル サ | 
イン は クリ ムツ ンス 
カル 。 ゼ ント ラー | 
ディ 人 の 先達 と し 
て モア ラミ ア を 見 

守る 。 @ 
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メカ ニッ クシ ー ト 
p バリ アブ ル ・ グ ラー ジン ネオ ・ グ ラー ジ 


の み ゼ ント ラー ディ 仕様 
ダン シン グ ス カ ル 隊 と 初 遭遇 し た 際 
の 仕様 。 コ ク ピ ッ ト 周 り 以 外 は 、 統 
合 軍 仕 様 と 変化 は な い 。 マル ファ イタ ー 形 態 。 原 型 と な っ た 
グラ ー ジ 同様 、 コ ク ピ ッ ト は 装甲 で 
覆 わ れ て いる 。 





は 異な 
る 。 左右 の パワ ー ハ ンド は ガン 
ポッ ド な ども 使用 で きた 模様 。 











信 ネオ ナク ラージ 

第 一 次 星 間 大 戦後 、 統 合 軍 に 回 収 され た ゼン ト ベー ス に 反 統 合 勢力 が 改良 し た 機体 が 、 バ リア ブ 
ラー ディ 軍 の 戦闘 ボッ ド 「 グ ラー ジ 」 を 地球 側 の 技術 ル ・ グ ラー ジ か と 思わ れる )。2040 年 の シャ ロン ・ ア ッ 
に よっ て 研究 ・ 改 修 し た 機体 と され る 。 基本 的 に は 外 プル 事件 で シャ ロン ・ ア ッ プ ル に ハッ ク さ れ 、YF-19 と 
観 、 変 形 機 構 共に バリ アブ ル ・ グ ラー ジ と 共通 し て い 交戦 し た と の 説 も ある 。 
る が 、 両 機 の 関係 は 不明 (お そら く は ネオ ・ グ ラー ジ を 出典 :MACROSS PLUS -GAME EDITION-] 














マル ファイ ター 形態 。 オ リ ジ 
ナル の グラ ー ジ が 空戦 機 人 
持た な か っ た の を 、VF の お 
の 導入 に より 克服 し て いる 












人 ガウ ォ ー ク 形態 。 両 腕 は イン パク トキ ャ ノン X ら 
が 装備 され て お り 、 パ ワー ハン ド は 持た な い 。 


@1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 製 作 委員 会 ⑥2000 ビッ クウ エス ト D78-08 
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島 マク ロス 13 



























新 マ クロ ス 級 マク ロス 13 の 戦闘 区 画 で ある 超大 型 
可変 万 能 ス テル ス 宇 宙 攻 撃 空母 。 次 世代 の マク ロ 
ス 艦 の 先行 実験 に 投入 され て いた と され る 。 2050 
年 頃 に 、 地 球 圏 を 中 心 と し た 体制 の 確立 を 唱え る 統 
合 軍 内 の 一 勢 カ ラク テン ス に よっ て 運用 され 、 反 統 
合 政府 派 の 武装 組織 ビン ディ ラン ス の 鎮圧 に も 投入 
され た 。 ミ サイ ル を 無効 化す る ジャ ミン グ ス テ ーション 
を 装備 し て お り 、 強 攻 型 の 頭 部 に 位置 する ブロ ッ ク に 
て ジャ ミン グ を 統括 し て いる 。 [出典 : MACROSS VF-X2] 









































マク ロス ・ キ ャ ノン は 連続 し 
て 発射 可能 で あり 、 a 
ィ ラ ンス 艦 ビー ム を 
拡散 させ て 攻撃 し て いる 。 





バトル 13 強 攻 型 
掌 部 分 は マク ロス ・ ア タッ ク 時 の 強襲 揚陸 ゲー ト に な っ て お り 、 新 
マク ロス 級 の 戦闘 区 画 の 中 で も より 攻撃 的 な 設計 の よう だ 。 





9 





^ ム バト ル 13 要塞 艦 
アク ティ ブス テル ス に 移り 変わ る 途上 の 
艦 で 、 バッ シブ ステ ルス の 形 だ わ 
ら ず 、 内 蔵 以 外 の 武装 が 両 8 ら 
れ て いる 。 
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マク ロス 13/CV-565/VCV-551 ヴァ ル ハ ラ 陣 








CV-565 


統合 軍 第 727 独 立 戦隊 VF-X レ イヴ ンズ の 母艦 と 
し て 運用 され た ステ ルス 空母 。 特殊 な 任務 が 多い た 
め 、 可 変 戦闘 機 の ほか に も 可変 爆撃 機 な ど 多 様 な 
機体 を 搭載 し て いる 。 ケー ニッ ヒモ ンス ター も 配備 し 
て お り 、 甲 板 の 中 央 に 専用 エレ ベー ター が 設置 され 
て いる 。 [出典 : MACROSS VF-X2] 



















































4 連 ノ ズル に より 、 優れ た 巡 
航 速度 を 誇る 。 艦 底 の バー 
ティ カル フィ ン は 、 高速 巡航 
時 に は 折り 畳 まれ る 。 













人 上 面 は 20 世 紀 の 航 空 空母 を 思わ せる シン 
ム だ が 、 艦 底 ・ 艦 尾 代 の 統合 
通し た 、 複雑 な 形状 と な っ て いる 
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ブリ ッ ジ の 前 
スパ ー ク (手前 





と エイ ミウ 


還 ロッ クス ( 奥 )、 石 航 側 の 3D 


キャ プ ブ コ ム に クラ ラキ ャ レッ 
ト が 勤務 











狂 VCV-551 ヴァ ル ハ バラ I 


統合 宇宙 軍 に 所 属す る 強襲 潜航 母艦 。 単独 で 
の 長 距 離 フ ォ ー ル ド 能 力 を 持ち 、 小 型 艦 な が ら 6 機 
(VF-1、 VF-4、VF-11、VF-17、VF-19、VF-22) 
の 可変 戦闘 機 を 搭載 ・ 運 用 で きる 特殊 な 構造 を し て 
いる 。 特殊 任務 の た め に 建造 され た 艦 で あり 、 優 れ 
た ステ ルス 性 能 に より 英 最深 部 へ 単 艦 で 侵入 、 艦 
載 機 に よる 急襲 を 行う と いう コン セプト で 設計 され て 
いる 。 2047 年 、 反 統合 勢力 に 拉致 され た アイ ドル 
グル ー プ ・ ミ ルキ ー ド ー ル ズ の 救出 作戦 の 母艦 と し て 
運用 され た 。 [出典 : MACROSS DIGITAL MISSION VF-X] 








の ほか 4 名 の オペ 





レー ター が 在籍 。 
少数 精鋭 に て 運用 


ら 240 度 旋回 で きる 。 













マス テル ス 潜 航 時 の 第 一 形態 。 全 長 130 一 150m ほ 
どの 艦 体 は ステ ルス 性 を 重視 し た 形状 を 有する , 








掴み 、 放り 投げ る よう に し て 射出 する 。 


©1997 ビッ クウ エス ト @1997 バン ダイ ビジ ュ ア ル 


設け られ た 遠心 カタ パル ト の シャ フト に よっ て 艦載 機 を 


©1999 ビッ クウ エス ト 
















@1999 バン ダイ ビジ ュ ア ル 
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> ハチ エッ ト 級 務 巡 芽 ア ソ テ ィ ム ド / 機 動 兵器 アナ ベラ ・ ラ シオ ドー ラ / メ ルト ラン ディ 軍 強 典 男 獲 艇 / 













ヅ ャ ミソ グ ス テ ー シ ョ ソ 





八 チェ ッ ト 級 駆逐 艦 ア ン テ ィ ム ド 

テロ リス ト 集 団 ビ ン デ ィ ラ ンス が 運用 する 駆逐 艦 。 
クジ ラ 座 タウ 星系 に 集結 する ビン ディ ラン ス 艦 隊 を 叩 
く 特務 部 隊 レ イヴ ンズ に 襲い か か る 。 ま る で 武器 庫 の 
よう に 重 武装 し て お り 、 武 装 ご と に 形態 を 変化 させ て 
戦闘 を 行う 。 [出典 : MACROSS VF-X2] 

















第 1 段階 
増加 装甲 の 多 連 射 小型 ミサ イル の ほか 、 艦 前 
方 と 後方 に 備え た ガト リン グ 砲 で 攻撃 する 。 













第 2 段階 
艦上 部 の レー ダー アレ 
イ は 折り 畳 まれ 、 ブリ ッ 
ジ を 一 段 式 シ ェ ル ター 
が 首 う 。 艦 前 方 の 連 
装 大 型 ミ サイ ル ラ ンチ 
ャ ー 、 背 面 の 隠 
蔽 式 2 連装 ピー ム 特 砲 





y 第 3 段階 
前 方 の ビー ムラ ンチ ャ ー 











WY 機動 

火星 ・ 木 星 間 ア ステ ロイ ド 内 に 建造 中 の 基地 、 セ 
レス ベー ス に 配備 され て いる 機動 兵器 。 民間 企業 ク 
リティ カル パス ・ コ ー ポ レー ショ ン 製 で 、 壁 面 に 6 本 脚 
で 張り 付き 、 基 地 か ら 脱 出し よう と する 突入 部 隊 に 立 
ち は だ か る 。 [出典 : MACROSS VF-X2] 








AN 


mm 
ヴァ ル ハ ラブ 中 ク ルー 
Cl 


反乱 ゼン トラ ー デ ィ 軍 に 誘拐 され た アイ ドル グ 
ルー プ 「 ミ ルキ ー ド ー ル ズ | の 奪還 作戦 「 オ ペレ ー 
ショ ン ・ オ ルフ ェ ウ ス ]」 が 発動 され 、 そ の 任 に 就 い 
た 強襲 潜航 母艦 ヴァ ル ハラ 帳 ” その 乗組 員 は 
若い な が ら も 有 能 な 女性 が 多く 、 機 動 部 隊 を サ 
ポー ト す る 。 

[出典 MACROSS DIGITAL MISSION VF-X] 


ヴァ ル ハ ラ 皿 の オペ レー ター は 揃い の 赤い 制服 を 着用 し て い 
る の が 特徴 で ある (ポワン の み 制 服 の 上 に エプロ ン を 着用 )。 
特務 を 帯び た 機動 部 隊 の 任務 遂行 に は 彼女 ら の 適切 な 指 
示 が 欠か せな か っ た 。 


民需 更 た ペラ ョ ラジ オド 圭 妥 


元 マク ロス 7 船団 バト ル 7 ブ リ 
ッ ジ . オ ペレ ー タ ー。 バ ロー タ 
戦役 か ら 3 年 を 経た ら 6 歳 。 


ポワン - ホ ワン 

10 歳 に し て オペ レー ター を 務 
め る 幼い 少女 で 、 ぬ い ぐ る み 
の ビ コ タ ン が 友人 で ある 。 









ER TRH REPHRT 
“カレ ン ・ ア レン 
大 人 の 色気 を 漂わ せる 24 歳 
の オペ レー ター。 落 ち 着 いた 
対応 で 機動 部 隊 を サポ ー ト し 
て いく 。 


バル キリ ー の 整備 を 任 さ れ て 
いる 17 歳 の 天才 メ カニ ッ ク 。 
機体 の 特性 に も 通じ て いる 。 
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メカ ニッ クシ 
> ハチ ェ ッ ト 抄 了 有 艦 アノ ティ ム ド / 機動 氏 壮 アナ ベラ ・ フ ツ オ ドー ラ / メ ルト ラン ティ 還 放 議 擬 稲 / サ ャ ミノ グ ス テ ー シ ツ ョ ソ 




















ジル クル ラロ ー ジ に レク 
の 艦艇 。 艦 内 部 に 備え た ジャ ミン グ ・ コ イル に よっ て リン ・ ミ ン メ イ 
の 歌声 を 妨害 する 。 [出典 : 超 時 空 要 察 マク ロス 愛 :- お ぼ え て いま すか (ゲー ム 版 )] 








メル トラ ン デ ィ 軍 の 艦艇 。SDF-1 マク 
ロス の 捕獲 に 投入 され 、 全 高 は 350 
500m の 大 き さ を 誇る 。 


[出典 





ゼン トラ ー デ 














要塞 マク ロス 愛 ・ お ぼ え て いま すか (ゲー ム 版 )] 


クロ ー ズ 時 
上 下 に ある 引き 込み 式 の 旋回 






ズ マ キャ ノン を 持つ 。 


NE 


P N 4 ブリ ジッ ト - ス パー ク 
CV-565 ク ルー オペ ルー ター た ちの リー ダー 的 な 存在 。 男 女 か ら 好 感 な 持 
ピ TH 


た れる 大 人 の 女性 で ある 。 
第 727VF-X 部 隊 レ イヴ ンズ の 母艦 に は 、 エ ー ス 級 の パイ ロッ ト だ け で な く 優 
秀 な 乗組 員 が 集う 。 柔軟 な 思考 の 持ち 主 た ち で 、 レ イヴ ンス が 統合 軍 の 一 組 
織 ラク テン ス に 利用 され て いる と 知っ を エイ ジス ・ フ ォ ッ カー が 、 統 合 軍 の 暴走 を 
抑え よう と 集 っ た ビン ディ ラン ス 側 に つい た 際 、 母艦 ご と 合流 し て いる 。 
[出典 :MACRHOSS VF-X2] 


左 か ら 当 麻 朋 、 ギ リア ム ・ ア ング レー ト 、 エ イジ ス 、 
スー ジー・ ニ ロー トレ ッ ト 。 い ずれ も 凄腕 の バル キリ 


クラ ラ ・ キ ャ レッ ド 
オペ レー ター 歴 』 年 の 明る い 新人 だ が 、 見 えな いと ころ で 
努力 を 尽 ら な い 頑 張り 屋 。 


る エ イミ - ク ロッ クス 
公私 共に 隙 が な く 、 的 確 な 指示 を 下す 真面目 
な オペ レー ター。 内 面 に は 情熱 を 秘め て いる 。 





@1997 ビッ クウ エス ト @⑥1999 ビッ クウ エス ト DeB-OB 
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他 Sheet 
際 フェ イオ ス ・ バ ルキ リー/ ク ァ ド ラン ・ ノ ナ / グ ジャ グラ ヴァ ン ・ ヴ ァ ー プ ロー ク ァ ル ノヴァ ンダ ル 07 0 





信 テイ オズ バルキリー 

統合 軍 の 可変 戦闘 機 技術 と ゼン トラ ー デ ィ 軍 の パワ デー タ 
ー ド スー ツ 技 術 が 融合 し て 誕生 し た 可変 戦闘 機 。 第 全長 と 16.25m 全高 421m 
63254109 ゼ ント ラー ディ 外 宇 宙 方 面 軍 に 、 当時 開発 され 0 重量 と 空 上 伺 13.560Kg 
た ば か ! ー ル ド ・ ブ ー ス ター# エン ジン ャ 不明 推 カ 不明 
た ば ) の フォ ー ルド ヲ の 装備 の VFX-11 を 奪っ て HRP 
逃走 し た ゼン トラ ー デ ィ 兵 士 が お り 、 こ れ を きっ か け に 開発 さ M26( 意 度 30.000m 以 上 ) 3 0 
れ た と いう 。 ま た 後に は テロ リス ト 集団 ブラ ッ ク レ イン ボー の 標準 武装 不明 
リー ダー 格 テ ィ モ シー・ ダ ル ダ ン トン が 愛 機 と し た 。 

[出典 :MACHOSS DIGITAL MISSION VF-X] 

















ク を 含む 主 械 周辺 が 上 半 
身 、 底 部 が 下半身 を 成す 。 


ステ ルス を 意識 し た ファ イタ ー 
形態 。 そ の た めか 廃棄 熱 の 遮断 
を 考慮 し た 排気 口 と な っ て いる 。 





























統合 軍 の 次 期 防衛 計画 「 サ ウン ド プロ ジェ ク 
ト 」 の 要 で ある 5 人 組 の アイ ドル グル ー プ 。。 リ ン ・ 
ミン メイ の 歌 を 研究 し て 結成 され 、 歌 を 通じ て 空 
間 と 時 間 を 超え た コミ ュ ニ ケー ショ ン が で きる 。 
AD.2047 年 、 地球 統合 軍 の 創立 記念 祭 セ レモ 
ニー に ゲス ト と し て 招待 され て いた が 、 反 乱 ゼ ント 
ラー ディ 軍 に より 誘拐 され る 。 

[出典 : MACROSS DIGITAL MISSION VF-X] 





川 4 リア トス 






I | した 女性 で 面 仙 見 が 良く (N 炭 男 言葉 を 話す ボー イッ シュ な 少女 。 
| | グル ー プ の まとめ 役 で ある 。 メ ン IA Tp 捕らわれ て いた 際 は 大 好き な 漫画 
| バー の 中 で は 最 年 長 の 19 歳 。 (| パ と お 菓子 に 囲ま れ て いた 。 16 歳 。 
< アオ イツ ワ ブ キ \ 
グル ー プ の 中 心 的 な 存在 。 物 
静か で 口数 は 少な い が 、 秘 め / | ) 
た 歌 エネ ルギー は メン バー の _ ノ 4 グ し 
中 で 一 番 強 い 。 14 歳 ンー トー 
ビオ レッ タ 
理知 的 な クー ルビ ュー ティ ー で あり 、 
吉 く な り 周 ぎ て 歌 が 暴走 し な いよ うに 


抑え と な る メン バー。 18 歳 。 


ルト フリー ジア 
マイ ペー ス で 会 話す る 、 お っ と り し た 性 
格 。 救 出し た 際 に ガウ ォ ー ク を 「 ガ チョ 
ウ さ ん と 表現 する 。 1 7 歳 。 
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メ レ / ト 
> フェ イオ ス ・ バ ルキ リー ノ ク ァ ドラ ン ・ ノ ナン グ ジ ャ グ ラヴ ァ ン ・ ヴ ァ ー プ ロー クア ァ ルプ ヴァンダル 











信 2Z ド ランナ 偽 ジャ グラ ヴァ ン - ヴ ァ ー 

ク ァ ド ラン ・ シ リー ズ の ひと つ 。 テロ リス ト 集団 ブラ ッ ク レ イン ボー が 運用 する 陸戦 用 歩行 兵器 。 豊富 な 武装 を 有 
一 般 兵士 用 の 量産 タス イプ で 、 す 四 脚 式 戦車 で 、 メ イン ター レッ ト に は 主砲 の 誘導 ビー ム 砲 の ほか 、 連 射 グ レネ ー ド 
武装 は ロー と ほぼ 共通 で ある 。 ラン チャ ー、 二 重 旋 回 式 の プラ ズ マ ブラ スタ ー 等 を 備え る 。 [出典 : MACROSS VF-X2] 
[出典 超 時 空 要 窒 マク ロス 愛 ・ お ぼ え 
て いま すか (ゲー ム 版 )] 











































2 ミサ イル ラン チャ ー ル ハッ チ 
















スモ ー ク ディ スチ ャ ー ジ ャ ー 


る メ イン ター レッ ト 以 外 の 武装 も 
多く 、 機 体 前 面 に レー ザー バル カ 
ン 砲 、 機 体 後部 に 高 機動 ミサ イ 
ル ラ ンチ ャ ー、 前 脚 部 に スモ ー ク 
ディ スチ ャ ー ジ ャ ー を 持つ 。 







人 胸部 に 中 口径 イン パク トキ ャ ノン ら 門 、 両 腕 
に レー ザー バル スガ ン 、 大 懇 部 と バッ クボ ッ ド 
に 近接 用 高 機動 ミサ イル ラン チャ ー を 持つ 。 


代 ロー ジル 
多 惑 星 間 企業 クリ ティ カル パス ・ コ ー ポ レー ショ ン が ' 

所 持 す る ステ ルス 無人 潜水 艦 。 

[出典 : MACROSS VF-X2] 

























作 ラン タル 
統合 軍 組 織 、 ラクテン ス の 巨大 ビー ム 
攻撃 砲艦 。 複数 の 対空 旋回 砲塔 の ほ 
か 、 ミサ イル ラン チャ ー で 武装 し て いる 。 
[出典 : MACROSS VF-Xg] / 













^ 両 般 に ある ミサ イル 廊 が 外 
側 に スラ イド し て ミサ イル を 発 
射す る 仕組 み で ある 。 


, 航海 形態 時 は 後方 に 向け られ て 
いる 主砲 身 は 、 戦闘 
へ 180 度 回 転 し 、 虹 ツ 

間 に ビ ー ム 増幅 帯 を 形成 。 ビ ー ム 
集束 誘導 コイ ル か ら 主砲 を 放つ 。 









戦闘 形態 





ミサ イル 倉 スラ イド 
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@ 機体 解説 


F-30 ク ロ ノ ス は 、 民 間 軍 事 プ ロバ イダ ー S.M.S 
3 eisthiogreriieteiRoh ny 
た 可変 戦闘 機 で お る 。 は じ め は 新 統合 軍 総 司令 部 より 
開示 され た YF-24 エボ リュ ーション の 設計 図 が 基本 設 
計 の ベー ス に な っ て いた が 、 途 中 か ら 運 用 方 針 の 革新 
に より 可変 構造 が 大 幅 に 変更 され 、 全 く 別 の 機体 と な 
っ た 。 設計: 開発 を 担当 し た の は 、S.M.S ウ ロボ ロス 支 
社長 で 、 天 才 的 エン ジニ ア で も ある アイ シャ : ブ ラン シェ 
ッ ト 。 機 体内 に 任務 に 応じ た 装備 を 搭載 で きる 大 容量 の 
「 マ ル チ パ ー パ ス ・ コ ン テ ナ ユニ ッ ト 」 を 標準 装備 し て い 
る の が 最大 の 特徴 で ある 。 


[出典 : マク ロス 30 一 銀河 を 繋ぐ 歌声 ] 























急 デ ー タ 
所 属 と S.MS ウ ロボ ロス 支社 
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園 V 園 vyF-30o クロ ノ ス 


@ 運用 記録 


/-30 開 発 計画 、 通称 「YF-30 ブ プロジェクト]」 

1 は 、 惑 星 ウ ロボ ロス に て 進め られ 、2060 年 
頃 に は 飛行 変形 の 可能 な 機体 が 完成 し て いた と さ 
れる 。 機体 の 制御 AI に は 、YF-P5 プ ロフ ェ シ ー に 
搭載 され て いた 特別 製 の も の が 流用 され た 。 な 
お 、 制 御 AlI の 引渡 し の た め に YF-25 を S.M.S セ 
フィ ー ラ 支部 か ら 運 ん で きた パイ ロッ ト 、 リ オン 机 
は 、 惑 星 を 和 覆う フォ ー ル ド 断 層 の 活発 化 に より し ば 
らく 帰投 が 不可 能 と な っ た た め 、 ウ ロボ ロス 支社 で 
働く こと と な り 、YF-30 の 試験 に も 協力 し た (本 来 
の テス ト パ イ ロ ッ ト が テス ト 中 の 事故 で 重傷 を 負っ 
て いた た め 、 ア イシ ャ に と っ て は 渡り に 船 だ っ た と 
いう )。 な お 、 リ オン に よる 試験 運用 の 過程 で エン 
ジン の パワ ー 効 率 を 重視 し た 結果 、 面 久 性 に 問題 
が 生じ て いた こと が 発覚 し 、 エ ンジ ン 周 り の 設計 の 
見 直し が 行わ れ た と いう 。 











YF-30 に は 新 機構 フォ ー 


AN 


mi 
惑星 ウロ ボロ ス 
1 コ ーー 


惑星 ウロ ボロ ス は 、 西 暦 2030 年 に 発見 さ 
れ た 惑星 で ある が 、 惑 星 内 で の 内 紛 が 耐え 
ず 、2060 年 に お いて も 開拓 は さほど 進ん で 


いな いと され る 。 YF-30 の 開発 が ウロ ボロ ス 
で 行わ れ た の は 、 そ うし た 状況 が 機密 保持 に 
向い て いた た め と も 言わ れる 。 























寺 ファ イタ ー モ ー ド 


YF-30 の ファ イタ ー 形 態 は 、 設 計 の 元 と な っ た YF-24. 
同様 、 ク リッ プ ド デル タ 細 が 採用 され て いる 。 非常 に 
オー ソ ド ッ クス な フォ ルム で ある が 、 惑 星 ウ ロボ ロス に 
ある 自動 工場 衛星 が 製造 し た 精度 ・ 剛 性 の 高い パー 
ツ を 使用 し て いる た め 、 性 能 的 に は 同時 代 の VF の 中 
で も 抜き ん 出 て いる 。 コ ク ピ ッ ト に は VF-25 と 同じ EX- 
ギア シス テム が 搭載 され て お り 、 高 機動 時 に パイ ロッ 
ト を 保護 する 。 
















































: コジ シテ ナ ユニ ッ 
や 、 空 力 中 

わせ て 機体 の 制 
る た め 、 機 体 前 部 に カ 


備 し て いる , 





















ガウ ォ ー ク 変形 時 に は 、 主 要 下 
面 の 左右 に レイ アウ ト さ れ た 腕 部 パ 
ー ツ が 前 方 へ 移動 し つつ 、 カ ナー ド 
械 付近 の パー ツ が 折り 畳 ま れ て 「 肩 
部 」 を 形成 する 。 同時 に エン ジン 部 
も 前 方 に 展開 し 、 脚 部 と な る 。 機体 
後部 に レイ アウ ト さ れ た 「 マ ル チ パ ー 
パス ・ コ ン テ ナ ユニ ッ ト 」 は 、 ガ ウォ ー 
ク 形 態 で も 運用 が 可能 で ある 。 














訪 軸 
バト ロイ ドモ ー ド 
バト ロイ ド 形 態 で は 、 マ ル チ パ ー パ ス ・ コ ン テ 
ナ ユ ニッ ト が 頭 部 の 後ろ 側 に 水平 に 展開 可能 。 
マル チ パ ー パ ス ・ コ ン テ ナ ユニ ッ ト は 、 マイ クロ ミ 
サイ ル の みな ら ず 、 補 助 推進 機関 や 電子 戦 シ 
ステ ム な ど 、 様 々 な 機能 を 持っ た ユニ ッ ト を 搭載 
で きる の が 特徴 で ある 。 設計 者 の アイ シャ * ブ ラ 
ン シ ェ ッ ト は 、 こ の コン テ ナ ユ ニッ ト に 絶大 な 自 
信 を 持っ て お り 、 将来 的 に は この ユニ ッ ト が VF 
に 標準 搭載 され る と 豪語 し て いた と いう 。 










































され た その 他 の 機体 































み VF-19 (アイ シャ 機 ) 











る VF-18 の 量 
開発 の 地域 が 多い ウロ ボロ 2 
民 も 足 代わ り に VF を 活用 し て いる (バン 
る 無法 者 へ の 自衛 手段 で も ある ) 





% み VF-27 (リー ロン 機 ) 


惑星 ウロ ボロ ス の ブリ タイ シ 














珠 部 隊 「 ハ ー ヴ ァ マ ー ル . 













ク VF-171EX ( ガ ネ ス 機 ) /!N 関連 事項 


ビ 










同じ く 転送 され て きた 
イサ ム - ダ イソ ン え 











| 装 さ れ て いる 。 


特殊 マ (7A9」 た コ 


ゴ コ 
VF が 乗用 車 並み の 気軽 さ で 活用 
され て いる 惑星 ウロ ボロ ス で は 、 新 統 
合 軍 の 払い 下げ の 機体 や 、 外 装 を 
改修 し た レプ リカ 機体 (か の VF-0 の レ 
プリ カ 機 も あっ た と いう ) 、 果て は 出自 
不明 の 最新 鋭 機 まで 、 様 々 な VF が 
往来 し て いた 。 そう し た バル キリ ー の 
中 に は 、 全 身 に イラ スト を 施し た 、 い 
わ ゆ る " 痛 バ ルキ リー" も 見 か けら れ た 。 








人 ^ 左 が ら YF-29、VF-]1、VF-25 の ' 清 
バル キリ ー'。 ウ ロ ポ ロス 支社 の 人 間 
が 運用 し て いた と も 言わ れる 。 


@1982,1984,1994.1995.1997.1999.2000.2002.2013 ビッ クウ エス ト @⑥2007 ビッ クウ エス トマ クロ ス F 製 作 委員 会 :MBS 
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メカ ニッ ク > 他 Sheet II 間 
ル y VF-X-7 ゴー スト バル キリ ー〆VF-X-11/VA-X-3/V-BR- の プア ス タン ビー ド バ ル キリ ー 分 











信 VF-x-7 コー スト バル キリ ー 

無人 機 ゴ ー ス ト を も と に 可変 戦闘 機 と し て 設計 し た 機体 。 
胴体 は リフ ティ ング ボディ と な っ て お り 高 速 時 に 安定 し た 揚力 ク \ 4 護 は 研二 に 折り 健 ま れ て 収 
を も た ら す 。 大 型 の 4 連 ノ ズル の ほか が 主 机 に も バー ニア を 備 8 x 時 ミー テア 約 さ れ 、 ガ ウォー ク に し て は 珍し く 
E み 出す 。 [出典 : アドバン ス ド バ ルキ リー] ン の 5 頭 部 が 頭 わ に な る 。 











4 連 ノ ズル の 下部 が 両脚 
と な り 、 全 体 的 に 細身 の シ 6 
ル エ ッ ト で ある バト ロイ ド 


人 nisa 人 a 


AFTI(Advanced Fighter Technology Integration) の 実験 機 。 ブ レン デッド ウ 試作 型 の 可変 攻撃 機 で 、 長 大 な 全幅 を 誇る 全 要 爆撃 機 。 尾 環 の 上 面 と 下面 
ィング ボディ で 、 エン ジン は 機体 上 部 に 備わる 。 全長 は VF-1 バル キリ ー よ り 若 干 小 に 4 枚 ず つ 配 され た 双 垂 直 安定 板 に より 、 高速 飛行 時 の 優れ た 方 向 安定 性 を 実現 
さい 。 [出典 : アド バン ス ド バ ルキ リー] し て いる 。 [出典 : アドバ ンス ド バ ル キリ ー] 
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VF-X-7 ゴー スト バル キリ ー ノ VF-X-11/ VA-X-3/V-BR-2/ ス タン ピー ド バ {バルキリー 



























Ex 
EX EH 





人 


超 音 速 偵察 爆撃 機 。 ボンバー モー ド は 両 械 に エン ジン を 備え た VF-4 に 通じ る 三 
胴 型 で 、 機 首 に は 4 枚 の カナ ー ド を 備え る 。 全長 は VF-1 バル キリ ー よ り ふ た 回 りほ 
ど 大 きい 。 [出典 : アド バン ス ド バ ルキ リー] 


人 関連 事項 


1 
その 他 の バル キリ ー 
| 


"航空機 と し て の バル キリ ー が 進化 し た 姿 " を コン セプト と し た 模型 企画 の 「 ア 
ド バ ン ス ド バ ル キリ ー」 で は 、 可 変 戦闘 機 の 様々 な 可能 性 が 描か れ て いる 。 ま 
た アニ メ 誌 に 掲載 うれ た アー マー ドガ ウォ ー ク や 、 ア ニ メ 誌 の 連載 企画 「 マ クロ 
スタ イム ズ 」 で 描か れ た VF-X-4 の ガウ ォ ー ク 形態 な ども 存在 し 、 ゲー ム や 模型 な 
ど で は 多く の バリ エー ショ ン が 展開 され て いる 。 





ロ 


ド ジジ | ツメ アー マー ドガ ウォ ー ク タク. 
MO \ | VF-1J に 増加 ウェ ポン 

2 Q を 装備 し た イメ ー ジ 。 
戦車 の 主砲 の よう な 二 
連装 砲 を 備え る 。 











偽 スタ ン ピ ー ド バル キリ ー = 

火力 と 運動 性 を 高め た バル キリ ー。 宇宙 空間 を 想 
定 し て お り 、 ブ ー ス ター パッ ク に は VF-25 の トル ネー ド 
パッ ク に も 通じ る よう な 高 機 動 用 の バー ニア スタ ビラ イ 
ザー を 持つ 。 [出典 : アド バン ス ド バ ルキ リー] 




























4 大 口径 の 荷電 粒子 砲 、35mm 三 
連 ガ トリ ング 砲 な どの 携行 火器 の ほ 
か 、 ミサ イル ポッ ド と 両脚 に 
クラ スタ ー ミ サイ ルポ ッ ド を 持つ 。 





@ ビ ピック ウエ スト 


D04-10 
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@ 機体 解説 


| 0 可変 戦闘 機 (VF) に 

よっ て 行わ れる 、 人 呼ん で "銀河 一 過激 な エ 
ア ・ レ ー ス "で ある 。 バ ン キ ッシュ は か つて 地球 で 行わ 
れ て いた エア ・ レ ー ス と 同様 、 様 々 な コー ス を 巡り ゴー 
ル を 目指 す 競 技 で ある が 、 道 中 に は ガウ ォ ー ク 形態 限 
定 の 「 ガ ウォ ー ク ・ エ リア 」 や 模擬 弾 を 装填 し た 武装 で 
戦う こと を 許可 され た 「 ブ タッ グ 。〒 リ ア 」 な ど 、 VF の 特 
性 を 最大 限 に 発揮 ま ゐ 必要 の あ る 特殊 エリ ア が 存在 し 
て いる の が 特徴 で ある 新星 イン ダス トリ ー 他 の ワー 
クス チー ム あ 、 個 人 参加 の プラ イベ ー タ ー ら が 、 そ れ 
ぞ れ 改造 し た VK を 投入 し 、 技術 と 技量 を 武器 に 戦う バ 
ン キ ッシュ は 3 2058 年 頃 に ブー ム の 最初 の ビ ピーク を 
迎え た ど さ れ る 。 こ の 当時 の レー ス で は 、 各 船団 に て 
開催 され る 年 間 10 戦 ほど の 「 船 団 カ ッ プ ] を 経て 選抜 さ 


























れ た レー サー が 、「 星 天 カ ッ プ 」 に 参加 し 、 優 勝者 「 キ ン 
グ ・ オ ブ ・ バ ン キ ッシュ 」 を 決定 する と いう 形式 が 採ら れ 
て いた 。 本稿 で は 、2058 年 度 の バン キッ シュ レー ス 
に 参加 し て いた 代表 的 な 機体 を 紹介 し て いく 。 










ファ スケ ス と は 、2058 年 度 の バン キッ シュ レ 
ー ス が 開催 され て いた 当時 に 活動 し て いた 地球 
至上 主義 者 に よる 反 新 統合 政府 組織 で あっ た 。 
2058 年 の 船団 カッ プ に お いて 、 船 団 レー ス の 
開催 地 で あっ た ギャ ラク シー 船団 の リゾ ー ト 艦 レ 
ヴ ナ が ファ スケ ス に より 信 捕 され る と いう 事件 が 
発生 。 こ の 一 件 で ファ スケ ス と の 間 に 因 縁 の 
出来 た 一 部 の バン キッ シュ レー サー は “義勇 航 
空 隊 " と し て 、S.M.S ら と 共に ファ スケ ス 抗 点 制 
圧 任 務 に 参加 し た 。 





















ナレ スワ ン 
ファ スケ ス 総 司令 官 で 地球 と 
その 文化 に 心酔 する 地球 至上 
主義 者 現行 の 移民 船団 国 
家 に よる 自治 体制 を 退廃 と 断 
じ 、 テロ 活動 を 行う 。 









[出典 : マ クロ ス ・ ザ ・ ラ イド ] 














VF-19EF を 元 に デー タ 収 集 用 実験 機 と し て S.M.S 
が L.A.| か ら 委 託 を 受け て 運用 し て いる 機体 。 バ ン キ 
ッシュ レー ス に も 、 デ ー タ 収集 の 一 環 と し て 投入 され 





た も の と 思わ れる 。 要 端 に 装備 され た 可変 型 ウ ィ ン 
グレ ッ ト は 、YF-21 に 装備 され て いた OTM 自 動 変形 











『 機体 制御 の た め | 
Al( 愛 称 : ブ リュ ン ヒ ル デ ) 
を 搭載 。 な お バイ ロッ ト 
の チェ ル シ ー は の ち に 試 
験 運用 中 の YF-25 プ ロフ 
ェ シ ー に 搭乗 . 
















^ ム パイ ロッ ト : 
チェ ル シ ー・ ス カー レッ ト 

















素材 を 使用 し て お り 、 可 断 面 や 加 型 を 状況 に 応じ て 


変化 させ る 。 複雑 な 操縦 系 統 を 持ち 、BDI シ ステ ム 
や イン プラ ント 技術 に よる サポ ー ト 抜き に 乗り こなす に 
は 、 熟練 の パイ ロッ ト の 手腕 が 不可 欠 で ある 。 








の 人 間 の よう な 挙動 
を 見 せ た と いう 





供 SV-52y オリ ヨー ル 


統合 戦争 当時 の 機体 を レス ト ア し た カス タム 機 。 本 
来 の SV-52 は 、 最 初期 の VF で ある SV-51 の 熱 核 反 


応 ター ビン エン ジン 搭載 型 と し て 製作 され た 機体 だ 


が 、 本 機 は SV-52 の 資料 が 少な いこ と も あり 、 む し ろ 


機体 の 外観 は SV-51y に 酷似 し て いる 。 コクピット 


胴体 中 央 の 透明 な バ 
は バト ロイ ド 形 態 時 の 
部 。 レ ー ス 用 の 改造 と し て 
頭 部 の 固定 武装 を 外し 、 セ 
ン サ ー 類 を 搭載 し て いる 。 


ー ツ 





















や フレ ー ム は 極 カ オリジ ナル の も の が 使用 され て いる 
が 、VF-17D に 使わ れ て いた エン ジン を 独自 チュ ー ン 
し て 乗せ て お り 、VF-171 に 比肩 する 機体 性 能 を 発 
揮 す る と いう 。 



















手 に し て いる の は VF-11 フ ルアー 
通 ガン ポッ ド 。 主 相 上 に 搭 
は 、 加速 用 ジェ ッ ト - ブ ー ス ター 


4 パイ ロッ ト : 
マグ ダレ ー ナ ・ ツ ェ ロ ナス カ 


chani_ Sheet 


メカ ニッ ト 
pp バン キッ シュ レー ス 関 連 機 体 








人 独 VF-1x++ タブ ルフ ラス 

2047 年 に 新生 イン ダス トリ ー が 少数 生産 し た VF-1X-Plus の 発展 改修 型 。 第 
一 次 星 間 大 戦 以降 に 得 ら れ た OTM を 使用 し た 素材 が 用 いら れ 、 大 幅 な 軽量 化 と 
強度 の 向上 が 図ら れ て いる 。 さら に 新型 無人 戦闘 機 用 の 試作 エン ジン に 換装 し 
て お り 、 AVF 並 み の 爆 発 的 な 推進 力 を 獲得 し て いる 。 
































| 







下面 と 紅 型 を 中 心 と し 
た の 見 直し 、 姿 勢 制 
御 バ ー ニ ア の 増設 な ど に より 、 
過剰 な まで に 運動 性 に 特 化し 
た 機体 と な っ て いる 。 








八 YF.27.5 シャ ヘル * (フィ メー ル ) 


マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 船団 の 可変 戦闘 機 開発 工 誠 "ガルド ・ ワ ー ク ス " が 開発 し 
た 、 新 型 機 VF-27 の 試作 機 の ひと つ 。 旨 形 状 は YF-24 に 近い も の と な っ て い 
る 。VF-22 直 系 の 発展 型 で 、 BDI シ ステ ム を 進化 させ た 操縦 系 統 に 加え 、 イン プ 
ラン ト 技 術 に よる 脳 直結 型 コ ント ロー ル を 採用 し て いる 。 
































収集 の た め 、 星 天 力 


4 バイ ロッ ト : 
マリ ス ・ ス テラ 


人 専用 の ビー ム ガ ン ポッ ド は 、 腸 体 
下 で は な く 右 主要 下面 に セッ ト さ れ 
る 。 左翼 下面 に は 、 ガ ン ポッ ド 用 の 
反応 炉 ポ ッ ド を 懸 吊 。 


る パイ ロッ ト : 
人 ハク ナ ・ 青 葉 







島 vF-o 改 ジー ク 


VF-1X++ を 失っ た ハク ナ が 搭乗 し た 機体 。 VF-0A の 残骸 を ベー ス と し て いる が 、 
全体 の 約 70% に 当時 の 最新 鋭 機 VF-25 の パー ツ が 投入 され て お り 、 さ ら に VF-25 
と 同等 の 出力 を 生み 出す ステ ー ジ II の FF-3001A エ ンジ ン を 搭載 し た こと で 、 YF-27-5 
に 匹敵 する 性 能 を 発揮 する 。 

























人 る 人 呼ん で 「VF-0 の 皮 を 被っ 
た VF-25」。VF-0A の : 
VF-25 と ほぼ 同 サイ ズ で あっ 
こと も あり 、 VF-25 の バー ツ 
は 容易 に 組み 込め た と いう 。 

























AN 


バン キッ シュ 
1 





パン キッ シュ レー ス は 、 各 参加 チー 
ム に 運営 資金 を も た ら す スポ ン サ ー 
や 、VF の 整備 を 行う メカ ニッ ク ら に 支 
えら れ て いる 。 また 、 銀河 ネッ トワ ー ク 
は バン キッ シュ レー ス の 独占 放映 権 を 
獲得 し て お り 、 こ こ か ら 得 られ た 収益 
が 登録 レー サー に 分 配 さ れ 、 チ ー ム 
の 運営 資金 に 充て られ て いる 。 スポ 





の み ス ポン サー 


る ファミリー レス トラ 
ンチ ェ ー ン 「 ス カイ ラ 
ブ 」 の 社長 コ ェ イン . ラ 
ウ 。 チ ェ ル シー スカ 





ン サ ー、 メカ ニッ ク 、 撮影 スタ ッ フ の 誰 ー レ ッ ト に 目 を つけ 、 
も が 、 レー ス の 重要 な 参加 者 と 言え る SB 
を 行っ て いる 。 


だ ろう 。 








整備 技師 みみ プレス 





上 は 民間 整備 会 社 「 ロ ビン ズ フ ァ ミ リー」 の 
メカ ニッ ク 2 人 。 チ ェ ル シー、 人 ハク ナ の 機 
体 の 整備 を 行う 。 


左 は 銀河 ネッ トワ ー ク の キャ スタ ー、 ロ ー 
ズ ・- グ リュ ー ネ シ ルト 。 そ の 相棒 の D・ ア イ 
ヴォ リー( 右 ) は 取材 用 VF の 操縦 担当 。 
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ーー 2 ーーー 
人 独 YF_25 フロ フェ シー 人 VF-19EF カリ バー ン 
L.A.| 主 導 に より 開発 され た 最新 フロ ンティア 新星 と L.A.| が 共同 開発 し た VF-19E の モン キー モデ ル 。 コク ピッ ト 


鋭 可変 戦闘 機 。VF-25 の 実戦 耐 
試験 に 先立ち 、 変 形 機構 や 性 
能 試 験 、 EX- ギ アシ ステ ム の コン ト 
ロー ル テ ス ト の た め に 数 機 が 生産 さ 
れ た 。 アン ジェ 672 に よっ て 強奪 さ 
れ た ク ァ ド ラン ・ ロ ー を 鎮圧 する た め 、 
チェ ル シ ー・ ス カー レッ ト が 搭乗 。 の 還 
ち に 対 バ ジュ ラ 用 に 試作 され た 重 
装甲 突撃 パッ ク SPS-25P/MF25 三 
(通称 ・ パ ラディ ン パ ッ ク ) を 装備 し 、 
反 新 統合 政府 組織 ファ スケ ス と の 
決戦 に 投入 され る 。 


は EX- ギ アシ ステ ム に 換装 し て あり 、VF-19 の 無茶 な 機動 か の ら パ イロ ッ ト を 保護 す 
る 。 S.M.S ア ポロ 小隊 に 所 属し て いた 当時 の チェ ル シ ー・ ス カー レッ ト の 搭乗 機体 
で 、 武装 は 新型 の GU-17A ガ ン ポッ ド を 装備 。 





































ア = 
島 VF-ijB ノ フー トゥ ング HI 

S.M.S を 除隊 し 、YF-25 を 返還 し た チェ ル シ ー が バン キッ シュ レー ス 新 シー ズン で 
搭乗 し た 新 機体 。 船団 パト ロー ル 部 隊 か ら 払 い 下 げ ら れ た 中 古 機体 3 機 か ら 良 好 
な パー ツ を 集め て 組み 上 げ ら れ た 。 Al「 ブ リュ ン ヒ ル デ Jr.」 の 導入 に よる 機体 制御 
系 の 向上 、 ア クチ ェ ー タ ー の 調整 に よる 変形 速度 の 向上 な ど 、 各 部 が チュ ー ン さ 

















ム バ パラディン パ ッ ク 装備 の YF- W 
25。 手 に 持つ ラン ス は 、 本 体 
の 周囲 に ビン ポイ ント - バ リア 








を 展開 し 打 突 性 能 を 高め る 格 バイ ロッ ト : 
闘 戦 用 兵 装 で ある 。 チェ ル シ ー・ ス カー レッ ト 
島 VF-9E カッ トラ ス 貸 vF-19A エク スカ リバ ー 
バン キッ シュ レー ス の “ 載 王 "ベル ティ エ の 愛 機 。 大 気 圏内 運用 を 重視 し た 軽 戦 新星 イン ダス トリ ー・ フ ロン ティ ア 星 団 支社 の ワー クス チー ム が 開発 し た 機体 で 、 



































闘 機 で 、 最終 型 に あたる E 型 の エン ジン 性 能 は 、VF-22 と ほぼ ば 同等 と され る 。 コン 同 チー ム に 所 属す る " 隻 腕 の アイ ギ ス "こと オス カー・ ブ ラウ ヒッ チ の 愛 機 。VF-19A 
トロ ー ル が 難し く 、 事 故 が 多発 し た 機体 こと か ら 生産 中 止 と と っ て いた が 、 ベ ル テ ィ を ベー ス に VF-19C、VF-19P な どの デー タ を 反映 し た 機体 で ある 。 マク ロス 7 船団 
エ は その 高い 技量 に より 本 機 を 難なく 乗り こなし て いる 。 で 運用 され て いた VF-19 の 改良 試作 機 を レー ス 用 に 転用 し た と の 噂 も ある 。 


























4 バイ ロッ ト ce 
ニコ ラズ スズ: フラ シソ ワー ズ ・ 
ベル ティ エ 






パイ ロッ ト : 
オス カー・ ブ ラウ ヒッ チ 





[出典 : マ クロ ス ・ ザ ・ ラ イド ] 





作 ファド ラン ロー 人 独 ) VF-2 っ 2HG シュ ヴァ ル べ - ツ ヴァ イ 


f 
パン キッ シュ レー ス の 「 星 天 カッ プ 」 の 会 場 に 展示 され て いた 、 セ / VF-22 を ギャ ラク シ 
ント ラー ディ の パト ルス ー ツ 。 展示 用 に 派手 な カラー リン グ が 施さ れ 一 社 が 改良 し た 機体 。 












































て いる 。 ファス ケス の パイ ロッ ト 、 ア ンジ ェ 672 に よっ て 会 場 か ら 強 “原型 機 で ある YF-21 の 
奪 され 、 テロ 活動 に 利用 され た 。 g 「 人 体 と 機械 の 融合 」 


と いう コン セプト に 立ち 
返っ て お り 、 脚 部 を パー 
ジ し た リミッタ ー 解 除 モ 
ー ド も 備え る 反面 、 イ ン 
プラ ント の 補助 な し の 
操縦 は 困難 と され る 。 
アン ジェ 672 が 搭乗 し 、 
チェ ル シ ー と 交戦 し た 。 
VF-22HG は 数 機 し か 
生産 され て お ら ず 、 ア ン 
ジェ 機 は 4 号機 で 、 フ ァ 
スケ ス が ギャ ラク シー の 

















4 パイロット: 

















アン ジェ 67 ら 特務 艦 ご と を 傘 捕 し た 。 
和信 ファ ドラ ン . ア ル マ 独 ネオ クラ ー ジ 
アン ジェ 672 が 、 チェ ル シ ー と ファ スケ ス の 司令 官 ナ レス ワン 


が 搭乗 し て いた 機体 。 第 一 
次 星 間 大 戦後 、 は ぐれ ゼン トラ 
ー デ ィ が VF の 技術 を 取り 入れ 
て 開発 し た 可変 戦闘 ポッ ド を 
ベー ス に 、 マク ロス ・ コ ン ツ ェ ル 
ン が 完成 させ た と いう 、 入り 組 
ん だ 出自 を 持つ 。 グ ラー ジ の 
高い 運動 性 と 高 火 力 と 、 VF の 
長所 と を 兼ね 備え る 。 


の 最終 決戦 に て 搭乗 し た バト ル 
スー ツ 。 銀河 帝国 分 裂 戦争 最 
末期 に キメ リコ ラ 工 版 で 設計 さ 
れ た ク ァ ド ラン ・ シ リー ズ の 最上 
位 機体 の ひと つと され る が 、 詳 
細 は 不明 。 アン ジェ 機 は 高速 
飛行 形態 へ の 変形 や 、 強 力 な 
バリ ヤー な どの 機構 を 持つ 。 

























4 バイ ロッ ト : ナ レス ワン 











頒 Fc ルト イタ セタ 人 独 VF-11D サン ター フォ ー カ ス 寺 ADRO4MkXV ルー カテ ッ ター 
"守護 神 " ア ン ソ ニー・ ク レ メ ン ト の 愛 機 で ほぼ 純正 レー ス を 解説 する レポ ー タ ー、 ロ ー ズ ・ グ リュ ー ネ シ デス トロ イド ・ デ ィ フ ェ ン ダー の 再 設計 型 で 、 両 腕 




















品 の VF-11 を ベー ス と し た カス タム 機 。 特殊 バッ テ ルト と その 相棒 、D・ ア イヴ ォ リ ー が 搭乗 する 複 座 型 に 40mm ガ トリ ング 砲 を 装備 する 。 ギャ ラク シー 船団 
リー に より 、 バ トロ イド 形態 で 短 時 間 ピ ン ボ ポイ ント ・ バ の VF-11。 軍 の 強行 偵察 機 に 匹 英 する 超 長 距離 の 防衛 部 隊 に 配備 され て お り 、 船 団 を 強襲 し た ファ 
リア を 展開 可能 。 最 影 機能 を 持つ 。 スケ ス を 迎撃 し た 。 




















前 部 座席 が パイ 
ロッ ト 、 6 

が カメ ラマ ン シ ー 
ト と な っ て いる 。 





ウス プー 


と > A イロ ッ ト : 
| D・ ア イヴ ォ リ ー 
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MAUCROSSs すす ば すか MFI に 
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echanic_ Sheet ス 
EK 01 


@ 機体 解説 


統合 同盟 陣営 が 異 星人 と の 音 








SV-51y (ガンマ) と 、 一 般 パ イロ ッ ト 用 の SV-51a( ア ルフ ァ ) の ふた 
つの タイ プ ブ が 存在 する 。 


主要 バイ ロッ ト 






反 続 合同 盟 が 開発 し た 
史上 補 の 実戦 用 





いす す すす まず すす ニテ ニー すず ます まず すす か ます まま ー 


echanic_ heet 











ホー イ 、 イ スラ エル ・ エ アク ラフ ト ・ イ ンタ 
リー ズ 、 ドルニエ の 3 社 が : 
た SV-51 は 、VF-0 よ り も 1 ~ 2 年 早く スケ ジュ ー 










際 に 戦力 の 中 心 と な っ 反 統 合同 軸 の DD. イ 
ワ ノ フ 、 ノ ー ラ ・ ポ リャ ンス キー の 両 エ ー ス が 運 
た SV-51Y で 、 こ こ で 解説 する イワ ノ フ 機 は 「 シ ュ 
ワル ベ (Schwalbe) 1」 の コー ル サ イ ン で 呼ば れ 、 
SV-51 部 隊 の 指揮 を 執っ た 


















































入 以 記 志 旬 記 層 

統合 戦争 以前 、 旧 東西 陣営 の 兵器 関連 企業 や 技 
術 者 チー ム が 共同 で 対 異 星人 用 兵器 シス テム の 構想 
を 練っ て いた 時 期 が あっ た 。 SV-51 と VF-0 は 共に 、 
その 際 に 提案 され た 「 変 形 ロボ ッ ト 兵 士 ]」 の デザ イン 案 
を ペー ス と し と な っ て お り 、 こ の こと か ら 、 両 機 の 
変形 シス テム に は 共通 項 が 多く 見 られ る 。 結果 、 本 機 
も VF-0 と 同じ く ガ ウォ ー ク 形態 を 変形 の 一 形態 と し て 
採用 し て お り 、 実 戦 に お ける 運用 法 が 模索 され た 。 ま 
た 、 本 機 の ガウ ォ ー ク は 折り 時 み が 可 能 な 主要 構造 を 
機動 制御 に 利用 し て いる 点 が 特徴 で 、 鳥 が 羽ばたく よ 
うに 主 糞 を 動か すこ と で ホバリング 時 に 高い 機動 性 を 
発揮 し た の で ある 。 特に 、 マ ヤン 島 近海 で の 作戦 で は 
洋上 や 密林 と いっ た 様々 な 環境 で 戦闘 が 行わ れ 、 ガ 
ウォ ー ク 形態 も 状況 に 応じ て 頻繁 に 運用 され た 。 VF- 
ー 0S と の 戦闘 や 統合 軍 空 母 ア スカ に 対す る 奇襲 な ど で 
も 、 本 形態 を 活か し て 戦闘 が 行わ れ て いる 


標準 装備 


固定 武装 の 12.7mm ミ ニ ガ ン 2 基 と バト ロイ ド 
時 は 携行 武装 に な る 55mm ガ ン ポ ッ ド が 主 な 武装 
で 、 さ ら に 増 沖 タ ンク 一 体型 の マイ クロ ミサ イル ラ 
ンチ ャ ー2 基 を 標準 装備 と し て いた 。 ま た 、 上 旧 ワ ル 
シャ ワ 条 約 機 構 軍 の 標準 航空 兵 装 の 大 半 が 装 
備 で きる 仕様 と な っ て いる 


Gsh-37 1 55mm ガ ン ポ ッ ド 

































当 あ 回 9 

操 才 装置 は 設計 母体 で ある スホーイ の 影響 を 
強く 受け て お り 、4 系 統 ア ナ ロ グ 式 の フラ イ ・ バ イ 
- ワ イヤ (SDU-29 電子 遠隔 操 継 装置 ) が 採用 
され て いる 。 また 、 機 体制 御 を 司る CNI シ ステ ム 
(SAU-29) の 下位 プロ グラ ム と し て バト ロイ ド 制 
御用 の SBA-29 シ ステ ム が 組ま れ て いる , 

















A= モモ = ド 
SV-51 の 主機 は 、 ス ホー イ S-37 に 搭載 され て 
いた アビ アド ビ ガ テ ル D-30F6 を OTEC 製 超 耐 
熱 超 軽量 宇宙 合金 で チュ ー ン し た 通常 型 タ ー ボ 
ジェ ッ ト エ ンジ ン で 、 元 に な っ た エン ジン に 比べ て 
数 十 % の 出力 向上 を 実現 し て いる 。 反面 、 燃 料 
効率 が 悪く 航続 距離 も 短い た め 、 フ ァ イ タ ー 形 態 
で は 局 地 戦 闘 機 に 近い 運用 が な され た 。 か つて 
局 の 伝統 を 受け 継い だ 結果 、 高 
機動 空中 戦 能力 が 追求 され て お り 、 亜 音速 領域 
で の 優れ た 機動 性 は 航続 距離 の 短 さ を 補っ て 余 
りあ る も の で あっ た 。 ま た 、 本 機 は 機体 底面 に 配 
置 され た 2 基 の ファ ン と メイ ン 可 変 ノ ズル を 利用 す 
る こと で 、 フ ァ イ タ ー の まま で も VTOL が 可能 と な 
っ て いる 。 これ は VF-0 に は 不可 能 な 機動 で あり 、 
SV-51 の 運用 性 の 高 さ を 際立た せ て いた 。 























イド モー ド 
統合 軍 に よる 後 年 の VF に 比べ て 一 回 り 大 型 で あっ 
=SV-51 は 、「 異 星人 の 戦闘 ポッ ポ ド や ヤ パ ワード スー ツ に 
対抗 可能 な 兵器 ] と いう 観点 で 設計 され て いた 。 それ 
は 各 パ ー ツ の 大 型 化 と 重量 の 増加 を 招き 、 慣 性 モー メ 
ント の 増大 と 変形 用 アク チュ エー ター の 出力 不足 に よ 
り 、VF-0 に 比べ 変形 時 間 が わずか に 長く な っ て いる 
し か し 、 機 体 の 大 型 化 に より 重 装甲 と いう 長所 も 獲 
得 し て お り 、 そ の 効果 は エネ ルギー 転換 装甲 (SW-51) 
を 最大 限 に 活用 で きる パト ロイ ド 形 態 で 発揮 され た ( エ 
ネル ギー キャ パシ ター と エネ ルギー 転換 装甲 の 性 能 は 
VF-0 と ほぼ 同等 と され る ) 。 特徴 的 な 主 翼 の 収 
構造 に よる バト ロイ ド の 独特 な フォ ルム は 、 後 年 に 開 
発 さ れ た どの VF に も 見 られ な いも の で あっ た 。 な お 、 イ 
ワ ノ フ 機 は 空中 戦 で も パト ロイ ド に 変形 し 、 広 範囲 を 射 
界 に 収め る 戦法 を 駆使 し て いた 
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デー 
ュー 、 電 gg 


の し 上 


@ 機体 解説 


の 
所 属 と 反語 周明 
全 民 P2827m 
時 上 量 寺 と 17.BOOkg 


未 デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 





(Gsh-231 18.7mm 旨 約 )X ら 55mm 
エン ジン ょ アビ アド ビ ガ テ ル D-SOF6X タ ー ボ プ - (1085 ド x1(Gsh:371) ノ マイ タロ ミサ イル ラン チャ ー ズ 増 清 タ 
kN、 アラ 一 時 204.7kN)X/VTOL 用 ファ ンジ ェ ッ ト XG ポッ ド x@ ノ マイ ク t 
(バト ロイ ド 形 感 で は 補助 リフ ト フ ァ ン と し て 作動) 15C360 度 バッ シブ 
最大 速度 M2.81( 宮 厨 1 1.000m) ディ スペ ン サ ー (APP.6 
航 貫 和 隊 1.910km (マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー / 載 潮 タ ンク 複 51) / SWAG エ ネル ギー 変換 結 


開発 系 詳 図 サイ ズ 比 較 














サイ ル ( ツ ロボ フ SA19M L/ 計 間 )/8PO- 
チャ フ 8 フ レア 









に sp 友 続 苔 司 違 の 先 庫 を の る 





MRACROSS ます ば すか N す に すま ビビ 
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SV-51y( ノ ー ラ 機 ) 


@ 機体 解説 





@ 連用 記録 


ー ラ が 搭乗 し た SV-51y は 、 で] 


ファ イタ ー モ ー ド 





























り 広 げ ら れ た 異 星人 遺物 奪取 作戦 【 
V-51 の ス ュー ン 機 、SV-51y は 、 ら i 空母 アス カ へ の 看 撃 作戦 で は 主力 と し て 参加 し 
機 の 存在 が され て いる 。D.D. イ ワ ノ フ が 抽 か 、 比 爆弾 を マヤ ン 島 に 投下 、 島 を 火 の 海 
乗 し た 、 (Schwalbe1) の コ サイ と し て い と が 、 直後 に 行わ れ た | 軍 VF-OA と の 









ドッ グフ ァ イ ト の 際 、 復 活 し た 「 鳥 の 人 」 の 攻撃 に 遺 い 、 





、 そ し て ノー ラ : ポ リャ ンス キー が 
搭乗 し シュ ワル ベ ド ッ ゥ ー (Schwalbe2) の コ 
サイ ン を 持つ ワイ ン レ ッ ド の 機体 で ある 

グ と マー キン グ } 
刀 は な い 












カラ ー リ ン 

















SV-51o 量産 機 
反 統 合同 盟 の 一 般 兵 士 用 に 生産 され て いた VF が 、 ク に 設置 する 関係 か ら 、 主 要 構 造 に も 変化 が 加え られ 

SV-51g で ある 。 基 本 性 能 、 構 造 共 に y タ イプ と の 違 て いた 。 そ の 結果 、 最 大 で 深度 30m 程 度 か ら の 水中 

い は な か っ た が 、 潜 水 艦 か ら の 水中 発進 が 可能 な タイ 発進 が 可能 で あっ た 。 ま た 本 機 を ペー ス と し て 、 後 継 

プ も 少数 な が ら 存 在 し て いた と の 記録 が ある 。 こ の タタ 機 で ある SV-52 が 開発 され て いる 。 

イプ は 、 防 水 、 耐 圧 機能 が 付与 され て お り 、 発 進 ドッ 
















ファ イタ ー モ ー ド 
EXTRA REPDRT 


a 


Ilcg= に 】 
1 


反 統 合同 盟 が 、SV-51 と 並行 し て 運用 し て 
いた 従来 型 の 戦闘 機 、、MIG-29。 統合 軍 の 
F-14A+ へ の 対抗 戦力 と し て 有効 で あっ た 。 













^bSV-51o 量 | 
形態 ( 右 








4^ 旧 ソ連 が 開発 し 
た 戦闘 機 で 、 格 同 
戦力 に お いて は 
14A+ を 凄 ぐ と も 








ガウ ォ ー ク モー ド 
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8SV-51y( イ ワ ノ フ 機 ・ 決 戦 仕様 ) 

SV-51 決 戦 仕様 と は 、SV-51 の 専用 オプ ショ ン 
で ある ジェ ッ ト ・ ブ キス ター を 装着 し た 状態 を 指す 。 こ 
れ は 、 推 力 の 増強 に よる 空戦 機動 性 能 や 最大 速 
度 の 向上 と 武装 強化 装備 で 、 コ ン セ プ ト は 後 
年 の 可変 戦闘 機 CVF) の スー パー パー ツ に 通じ る 
鳥 の 信 事 件 の 最終 局面 に お いて 、D.D. イ ワ ノ フ の 
SV:51y が 本 仕様 で 出撃 し た 。 


ファ イタ ー モ ー ド 


と 











ガウ ォ ー ク モー ド 


1y 決 戦 仕様 イワ 
形態 。 手 
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SV-51y( ソ ー ラ 機 ・ 決 戦 仕様 ) 
マヤ ン 島 に お ける 作戦 の 最終 局面 で は 、 ノ ー ラ ・ ファ イタ ー モ ー ド 
ポリ ャ ンス キー の SV-51y も 決戦 仕様 で 投入 され た 
また 、 作 戦 に は 投入 され な か 『、SV-516 
戦 仕様 の オプ ショ ン 以 外 に も 、 宇 宙 空 間 用 スー パ 








ガウ ォ ー ク モー ド 


マ SV-51y 












リリ リロ 
echanic_ Sheet 





VEOS フェ ニッ クス 











8 


統合 軍 初 の 可変 肖 簡 既 
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メカ ク 


p VF-0S フェ ニッ クス 



























島 標準 甘 備 


の み マウ ラー 社 製 レー ザー 機銃 

固定 武装 と し て パト ロイ ド 形 態 の 頭 部 に マウ ラ 
ー 社 製 レー ザー 機銃 を 装備 する (2 門 )。 内 部 ス 
ペー ス の 問題 か ら 実弾 火器 の 搭載 が 見 送ら れ 、 
0T 導 入 に よっ て 小型 化 され た 本 兵 装 を 採用 し た 。 


@ 運用 記録 


し ノー スロ ッ プ - グ ラマ ン と スト 
ン ウ ェ ル 、 新星 の 共同 で 行わ れ 、 2004 年 末 

完成 し た 1 号機 を は じ め 6 機 が 製造 され た 。 
ら は ら 005 年 中 に デー タ 収 集 任 務 を 終え る 予定 だ 
つた が 、 統合 戦争 に お いて 反 統 合同 盟 が 試作 VF を 
する 事 軍 は 本 機 の 実戦 投入 を 
Kk 断 。 若干 数 を 増産 し て 実戦 テス ト 部 隊 を 編 
こと と な る 。 な お 、 本 機 は 限り な く ハ ンド メイ ド に 近 
いた め に 機体 ご ど と の 性 能 差 が 生じ (最大 推力 や スロ 
ッ ト ル の 反応 速度 、 シ ステ ム の 安定 性 な ど )、 実戦 
騰 装 に あたっ て は 総合 的 に 優れ た 機体 に 編隊 指揮 
シス テム を 搭載 し 、 指揮 官 機 仕様 の S 型 と し た 


ハワード GPU-9 35mm ガ トリ ング ガン ポッ ド 

VF-0 は 既存 の 戦闘 機 用 搭載 兵器 が 流用 可 
能 だ が 、 標 準 武 装 に は 外装 式 の ハワード 社 製 3 
銃身 が トリ ング ガン ボッ ド が 採用 され た 。 複合 重 
金属 徹 甲 弾 や AHEAD 弾 を 装填 可能 で 、 発 射 
速度 は 毎 分 60、1250、2500 発 の 3 段階 に 調 
人 節 で きる 。 装弾 数 は 550 発 で 、 本 体 か み ら の 電力 
供給 を 受け て 90 馬 力 の モー ター で 駆動 する 。 


それ 













る 














ラル 

コク ピッ ト の レイ アウ ト は 従来 型 の 戦闘 機 と さ ほ 
ど 変 わら な い が 、 ホ ログ ラフ ィ ッ ク 型 HUD や 視線 
追尾 式 ポ イン ティ ング ・ シ ステ ム 、A 制 御 の 統合 
操縦 支援 シス テム な どの 先進 技術 が 多く 盛り 込 
まれ て いる 。 


マフ ァ イ タ ー 時 

















島 カラ ォ ー ク モー ド 

ガウ ォ ー ク 形態 は VF-0 の 初期 テス ト に お いて 不 完全 な 
変形 が 行わ れ た こと が 元 で 誕生 し た 。 こ の 形態 は 、 フ ァ イ 
ター と バト ロイ ド の 変形 過程 を 補完 する 形態 と し て 有用 性 が 
認め られ た だ け で な く 、VF (特に バトロイド) に 慣れ て いな 
い パ イロ ッ ト の 養成 に お いて も 概念 理解 の クッ ショ ン と し て 
役立っ た 。 実戦 に お いて は 、 攻 撃 ヘ リ に 近い 運用 法 が 模 
索 さ れる こと と な る 。 


























信 ライ ター モー ド 


ASS-1 の 研究 に よっ て 高 機動 の 戦闘 ポッ ド が 異 星人 の 
主力 兵器 の ひと つと 判明 し 、VF に も 高い 空戦 能力 が 要求 
され た こと か ら 、VF-0 は 従来 の 戦闘 機 に 準じ た 構造 の ファ 
イタ ー 形 態 を 有する に 至っ た 。 そ の 形状 は の ちの VF-1 に 
酷似 し て お り 、 技 術 の 継承 が うか が える 。 な お 、 本 形態 で 
は エン ジン 出力 の 大 半 が 飛行 の た め に 費やさ れる た め 、 後 
述 する エネ ルギー 変換 装甲 は 機能 し な い 。 




























イド モ 

VF-0 の OT 応 用 兵器 た る 所 以 は 、 バ トロ イド 形態 で も っ 
と も 効果 的 に 機能 する SWAG エネ ルギー 変換 装甲 シス テ 
ム に その 一 端 を 見 る こと が で きる 。 電磁 パル ス を 加え る こと 
で 強度 を 増す OT 由 来 の 積層 装甲 を 採用 する こと で 、 本 機 
は パト ロイ ド 時 の 強度 不足 と 耐 弾性 の 問題 を 克服 し て いる 。 
な お 、 こ の シス テム や 駆動 に 要する 電力 は 、 エ ンジ ン 出 力 
を 電力 に 変換 する こと で まかなわ れる 。 











れる バト ロイ ド 


llustration by Hidetaka Teniin 
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' データ \ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 
187 タ ー ポ ファ ンジ ェ ッ ト 改 X2 (主機 ) > 


\ 
7 2 ロケ ッ ト モ ー タ ーx3 ( 出 機 ) 
最大 速度 と M2.74 (高度 11.000m) = 
用 | Bkm ( 軸 部 コン フォ ー マ ル タン ク 林 和則 時 
装 














変 戦闘 機 の 試作 機 と し て 、 変 形 機構 の 導入 に 成功 し た VF-O0 だ が 、 そ の 一 

方 で 機体 の 脆弱 性 や 火力 不足 が 問題 と な っ て いた 。 そ の 不足 を 補う べく 、 
機体 と 合わ せ て 開発 され た 追加 装備 が り リア クティ ブ ア ー マ ー で ある 。 ま た VF-0 に VFo 
は 、 出 力 の 向上 を 目的 と する 特攻 突撃 仕様 と し て 、 追 加 ブ ー ス ター と いう 形 で 無 
人 機 : ゴ ー ス ト を 装備 し た タイ ブ も 存在 する 。 こ こ で は 、 後 世 の VF に 追加 装備 と い 
う 概 愛 を も た らし た 原点 と も 言え る 、 こ れ ら の 追加 装備 に つい て 解説 する 。 
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VF-0S フェ ニッ クス 


リア クティ ブ ア ー マ ー 装 備 

VF-0S の オプ ショ ン 装 備 と し て 用 意 さ れ て いた の 
が 、 バ トロ イド 形態 時 専用 の リア クティ ブ ア ー マ ー 
で ある 。 機体 の 脆弱 さ を 補 うた め に 開発 され た 強化 
装甲 で 、 腕 部 、 肩 部 、 胸 部 、 腰 部 、 脚 部 と そそ の 
関節 周辺 を 保護 する 。 ま た 敵 ミ サイ ル が 着弾 し た 場 
合 、 強 化 装甲 の 表面 を 内 部 の 火薬 で 瞬時 に 吹き 飛 
ば す 構 造 を 採用 し て お り 、 機 体 本 体 へ の ダメ ー ジ を 
大 幅 に 減少 させ る こと が 可能 と な っ て いる 。 加え て 
攻撃 力 の 強化 も 図ら れ 、 肩 部 、 胸 部 に マイ クロ ミサ 
イル を 内 蔵 。 実際 の 戦場 で は 、 ア スカ に 接近 する 
SV-51 を 迎撃 し た 際 に 使用 され た 。 
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/\ 関連 事項 





VF-0S の デー タ は 重要 機密 と し て 隠匿 され 
た が 、[ 防 御 力 と 砲撃 力 の 強化 ] ど いう 、 リ アク 
ティ ブ ア ー マ ー の 特性 を 引き 継ぐ 追加 装備 が 、 
後継 機 の VF-1 に も 用 意 さ れ て いた 。 それ が G 
BP-1S (プロ テク ター・ ウ ェ ポ ン シ ス テム ) と 呼 
ば れる 全身 装甲 兵 装 シス テム で ある 。 リ アク テ 
ィ イィ ブ アー マー か ら の 具体 的 な 技術 継承 や 繋が 
り は 未だ 定か に な っ て いな い が 、 強 化 装甲 と 
固定 ミサ イル が セッ ト に な っ た 構造 な ど は 共通 し 
て お り 、 そ の 関連 性 は 否定 で き な い 。 


な お か つ 特 殊 作 戦 を 想定 
し た 構造 は 、 リ アク テイ 
ブ プア ー マ ー と GBP-TS の 


GBP-1S 

強化 装甲 が 追加 され て い 
る 箇所 も けり アク ティ ブ ア 
ー マ ー と 大 開 は な い が 、 
こち ら は 装甲 を 任意 で バ 








特攻 突撃 仕様 


反 統合 同盟 の 可変 戦闘 機 SV-51 に 対抗 する た め 
考案 され た VF-0S の 特殊 仕様 。 高 出 カ ター ボ フ ァ ン 
ジェ ッ ト を 搭載 し た 無人 偵察 機 「[QF-2200 ゴー スト 」 
を 追加 ブー スタ ー と し て 装着 し た タイ プ で 、 装 着 に 伴 
い 、 ゴ ー ス ト 本 体 の エン ジン も 増強 され 、VF-0S か 
ら 推力 は 20% 向 上 し た (アフ ター バー ナー を 使用 す 
れ ば 90%)。 ま た 、 出 力 の 余剰 分 を 活か し て ミサ イ 
ル ボ ッ ド や タン ク を 追加 し 、 戦 闘 能力 が 強化 され て い 
る 。 但し 、 空 母 ア スカ の 乗員 が 突貫 作業 で 改修 し 
た た め 、 安 定性 は 低下 。 そ の 挙動 は パイ ロッ ト の 技 
量 に 委ね られ た 。 








ガウ ォ ー ク モー ド 

ゴー スト 装着 状態 で も 、 ガ ウォ ー ク モー ド へ の 変形 と 運用 が 可能 と な っ て いる 。 
ファ イタ ー モ ー ド と 同様 、 高 い 推力 を 維持 で きる が 、 ゴ ー ス ト の 配置 は 変形 を 考慮 
し て いな いた め 、 ス ラス ター が 不 自然 に 後方 へ 突き 出 た レイ アウ ト と な っ た 。 ご これ に 
より 、 機 体 の 運動 性 が 低下 し た と 推測 され る 。 


< 
リバ トロ イド モー ド > 


人 型 形態 で ある パト ロイ ドモ ー ド で は 、 ゴ ー ス ト を 背部 に バッ ク パ ッ ク の よう に 背負 
う 形状 と な る 。 コ ゴー スト の 高い 推力 を 活か し て 、 英 機 に ガ で 攻撃 を 仕掛 け 、 
すぐ に 後退 する 一 撃 離脱 戦法 や 、 追 加 装備 し た ミサ イル ボッ ド で 遠 距離 か ら 英機 
を 牽制 する な ど 、 戦 闘 方 法 の 幅 が 広がっ て いる 
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@ 機体 解説 


F-0 フェ ニッ クス は 、F-14 系 試 f 








の 問題 に 





体 が 大 型 f る 。 だ が 、 変形 機構 や エネ ル ギ 











装甲 、 ア クティ ブス 
用 化 され る VF-1 バル キリ ー。 
お り 、 以 降 の VF 開 発 に 
や 戦術 研究 に 用 いら 












デー タ き デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 
所 属 と 地球 統合 軍 
全長 18.B9m 
空虚 重量 » 16.191kg 
エン ジン EGF-127 タ ー ポ ファ . ト 改 x ら 
(主機 ) / 新 中 州 AHR-2 ロ ケッ トモ ー タ ーX3 ( 副 機 ) 
(大連 度 度 11.000m) 

航続 是 離 ゅ 2.075km (背部 コン フォ ー マ ル タン ク 標 
準 状 備 時 ) 

上 上 昇 限度 »25.000m 

吉 装 と マウ ラー 社 製 レー ザー 機銃 x1 ノ 35mm ガ ト 
リン グ ガ ン ボ ポッド (ハワード GPU-9) ンプ 中宮 対空 
ミサ イル AMRAAM2 (レイ セオ ン - ビ フォ ー ズ AIM- 
800A ALH 計 導 ) 他 


開発 系 譜 図 
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サイ ズ 比 較 











主要 バイ ロッ ト 
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⑧ 運用 記録 


002 年 2 月 、 対 巨人 用 全 環 境 対 

闘 機 試案 の 提出 に より 、VF-0 計 画 が スタ ー ト 
し た 。8 ら 004 年 12 月 に 1 号機 が し た VF-0 は 、 
本 来 実戦 を 想定 し て お ら ず 、 デ ー タ 収集 用 に 過ぎ な 
か っ た 。 だ が 、 反 統合 | が VF の 実戦 投入 を 準備 
中 と の 情報 を 受け た 統合 軍 は VF-0 の 増産 を 急ぐ と 
共に 、 実戦 仕様 へ の 改装 と 実戦 テス ト 部 | 
進め た 。 こ うし 生 し た VF-0 の 実戦 テス ト 部 隊 
は 、 空 母 アス カ に 配置 され 、2008 年 の 鳥 の 人 事件 
に 投入 され て いる 。 こ れ が VF-0 の 初陣 で あっ た 
VF-0 シ リー ズ の 中 で も 最も 多く 生産 され 、 実 戦 テ 
スト 部 隊 に も 多数 が 配備 され た タイ ブ が 、 基 本 型 と 
言え る この A 型 で ちる 。 な お 、 あ る デー タ に よる と 
A 型 の 推定 生産 機 数 は 単座 型 G4 機 、 複 座 型 4 機 (B 
型 の 可能 性 も ある )、 複 座 強行 偵察 仕様 機 だ と い 
う 。 ま た 、 こ の デー タ で は S 型 は 4 機 、D 型 の 単座 
型 6 機 、 同 複 座 型 18 機 が 生産 され た と され て いる 
が 、 そ の 信頼 性 は 不明 で ある 。 
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VF-0A フェ ニッ クス 




















信 拓夫 


VF-0 で は 、 胴体 下 懸架 用 と 手持 ち 式 を 兼ね る 
ガン ボッ ド と 、 頭 部 の レー ザー 機銃 が 標準 兵 装 と 
し て 採用 され た 。 ま た 鳥 の 人 事件 で の 使用 例 は 
少な い が 、 主 机 下 に 空 対空 ミサ イル を 装備 する な 
ど 、VF-1 と 同等 の 装備 形態 を 実現 し て いた 。 















信 カラ ォ ー ク モー ド 
> 試験 中 の 事故 で 偶然 発見 され た と 言わ れる 形態 
) で 、 垂 直 離 着陸 能力 や ホバリング 能力 を 持ち 、 パ トロ イ 
ド 形 態 よ り も 地上 走行 時 の 速度 と 安定 性 に 優れ て い 
る 。 ヘリ コ プ タ ー や ホバー クラ フト に 近い この よう な 能 
力 は 、 脚 部 (エン ジン ナセル ) を 鳥 脚 状 に 折り 曲げ る こ 
と で 達成 され て いる が 、 見 た 目 と 異な り 空気 流入 に 支 
障 が 生 じ て は いな い 。 これ は ナセル 前 部 に 設置 され た 
補助 ファ ン に よる も の で 、 フ ァ ン に よる 加 圧 と 精巧 な 可 
変 イ ン テ ー ク シス テム は 、 ガウ ォ ー ク 形態 時 に お ける 半 
開 状態 で も 、 充 分 な 空気 流入 量 を 確保 で きた 。 こ れ 
に 加え て ガウ ォ ー ク 形態 は 、 エ ネル ギー 転換 装甲 を 常 
時 稼働 させ られ た 。 強度 は バトロイド 形態 
ァ イ ター 形態 時 の 4 5 倍 の 防御 力 ( 重 寺 闘 ヘリ や 軽 
装甲 車両 と 同 程度 ) を 有 し て いた と 言わ れ て いる 。 





























島 藤 形 シー クエ ンス 


背部 エン ジン ブロ ッ ク の 移動 タイ ミン グ と いっ た 


態 で 脱 部 を 展開 し た り 、 バ トロ イド 形態 で 主要 を 開 








わずか な 違い は ある が 、VF-0 の 変形 機構 と 過程 いた りす る こと も 可能 と な っ て いる 。 な お 変形 可能 
は VF-1 の それ と ほぼ 同じ で 、 ア クチ ュ エ ー タ ー や 上 限 速 度 は マッ ハ 1.7 前 後 ( 特 攻 突撃 仕様 の 場合 ) 
多数 の ヒン ジ 、 可 変 愛 な ど を 駆使 し て ファ イタ ー、 と 言わ れる ほか 、 変 形 所 要 時 間 は 反 統 合同 盟 の 
ガウ ォ ー ク 、 パ トロ イド の 3 形態 に 変形 で きた 。 最 VF、SV-51 よ り わ ず か に 短かっ た と され る 。 












初期 の 変形 機構 だ が 柔軟 性 に 優れ ん 、 フ ァ イ ター 形 








信 ライ ター モー ド 

主 に 大 気 内 戦闘 に お ける 空力 的 な 要求 か ら 、 
従来 の 戦闘 機 に 近い シル エッ ト を 与え られ た ファ イ 
ター 形態 。 可 変 相 や 次 元 推力 偏向 装置 、2 基 
の EGF-127 タ ー ボ ファ ンジ ェ ッ ト 改 な ど に より 従来 
の 戦闘 機 を 超え る 機動 運動 性 を 発揮 する 。 反 
面 、 燃 料 消費 が 激しく 、 航 続 距 離 は 機体 上 面 両 
側 の コン フォ ー マ ル フュ ー エ ル タ ン ク 標準 装備 時 
で も 2.075km に 過ぎ な か っ た 。 ま た 、VF-0A に 
は 、 大 容量 の エネ ルギー キャ パシ ター (蓄電 池 の 一 
種 ) が 搭載 され て お り 、 こ れ を 使用 する こと で ファ イ 
ター 形態 時 に エネ ルギー 転換 装甲 を 短 時 間 有 効 
と する 「 マ イ テ ィ ウィ ング ・ モ ー ド 」 が 可能 で あっ た 
この 機構 は EGF-127 改 の 発電 能力 を 活か す た め 
の も の で あり 、 以 降 の VF に は 見 られ な い VF-0 独 
自 の シス テム で あっ た 。 























ロイ ド 

巨人 型 異 星人 と の 戦闘 お よび コミ ュ ニ ケー ショ ン を 
前 提 と し た 人 型 陸戦 形態 。 バ トロ イド 形態 の VF-0 は 
全 出 力 の 10%% も あれ ば 充分 な 陸戦 能力 を 発揮 で きる 
た め 、 残 り 90% は エネ ルギー 転換 装甲 に 使用 され る 。 
これ に より パト ロイ ド 形 態 の 総合 的 な 防御 力 は 、 フ ァ イ 
ター 形態 の 10 倍 前 後 ( 主 力 戦車 と 同 程度 ) に まで 向 
上 し て いる 。 パト ロイ ド は 陸戦 に 特 化し た 形態 で は ある 
が 、 脚 部 推進 器 が ある た め 限 定 的 な が ら 空 中 戦 も 可 
能 。 そ の 場合 の 戦闘 活動 時 間 は 20 分 程度 と 言わ れ 
る 。 ほか に も バト ロイ ド 形 態 は 、 頭 部 が 完全 に 展開 さ 
れる こと も 特徴 と 言え る 。 頭 部 に は 多数 の セン サー 類 
が 装備 され て お り 、 主 要 な も の だ け で も 高 ズ ー ム 比 大 
口径 ハイ ビジ ョ ン TV カ メラ 、 ナ イト ビジ ョ ン 、 赤 外線 ポイ 
ンタ ー、 レ ー ザ ー 測 嘘 ファ イン ダー、 レ ー ザ ー ス ボッ ト 追 
尾 装置 、IFF-I デ ー タ リン ク 、 超 音波 動体 セン サー な ど 
が ある 
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特攻 突撃 仕様 

VF-0A フェ ニッ クス 特攻 突撃 仕様 は 、 空 母 アス 
カ に て 急用 製作 され た 強化 改修 タイ プ で ある 。 そ 
の 仕様 は 、 レ ー ザ ー 機 関 砲 と ガン ポッ ド 、 コ ン フ ォ ー 
マル ミサ イル ご フ ュー エル タン ク と いう 正規 装備 を す 
べ て 装着 し た 上 で 、 無 人 偵察 機 「QF-2200 ゴー ス 
ト 」] を ブー スタ ー パ ッ ク と し て 増設 。 さ ら に 、 機 体 上 
面 、 主 糞 下部 に 新設 され た パイ ロン に 複数 の ミサ イ 
ル バ ッ ク を 追加 し た も の で 、 攻 撃 力 と 機動 力 が 大 幅 
に 高め られ て いる 。 安定 性 や パイ ロッ ト の 安全 面 を 
度外視 し た 構造 で ある が 、 結 果 的 に 反 統 合同 盟 の 
SV-51 と 対等 以上 に 渡り 合え る 戦闘 力 を 獲得 し た 。 
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は 実に 9096! 
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VF-0A フェ ニッ クス 

















量産 機 
VF-0A は 、 工 藤 シ ン が 搭乗 し た 機体 以外 に も 、 バト ロイ ドモ ー ド 
量産 機 が 存在 する 。 マ ヤン 島 で の 戦闘 で も 、A 型 
は 空母 アス カ の 主力 VF と し て 複数 機 が 搭載 され 、 
「 鳥 の 人 」 を 巡る 争い に 投入 され た 。 、 本 来 は 
専用 の 整備 に よる 調整 が 不可 欠 な ほど 精密 な 機体 
で あっ た た め 、 マ ヤン 島 に 投入 され た 機体 は 、 多 く 
の トラ ブル に 見 次 われ た 。 そ の た め 、 機 体 性 能 を 最 
大 限 に 駆使 で きた の は ロイ ・ フ ォ ッ カー や 工藤 シン な 
ど 一 部 パイ ロッ ト の み で あり 、 そ の 他 一 般 兵士 が 搭 
乗 し た 機体 は 変形 シス テム すら 満足 に 使わ れる こと な 
く 、 反 統合 同盟 の SV-51 に 敗れ る こと も 多かっ た 。 
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Lu 
F-14A 十 は アメ リカ 製 の 戦闘 機 F-14 を ペー ス 
に 、 オー パー テク ノロ ジー を 一 部 使っ て 性 能 を 
向上 させ た 機体 で あり 、 統 合 軍 の 主力 と し て 
用 いら れ た 。 可変 後退 翼 を 採用 し て いる の が 
特徴 で 、 そ の 基本 構成 は 、VF-0 や VF-1 に 愛 
け 継 が れ で いる 。 
シン は マヤ ン 島 に 
派遣 され た 当初 、 


F14A+ に 措 乗 し 
て いた 。 





信 複 座 式 の 戦闘 

主 な 任務 は 北 際 防 
VF-0 な ど 攻 撃 部 隊 の 握 
護 で あっ た 。 







し た A 型 に 付与 され た 
うち 、QF-2200 ゴ コー スト の 






秦 巡 な 変形 シス テム を 有する 
オク トス 反 続 合同 受 " デ スト ロイ が” | 








情報 を 
され た 兵器 
が オク トス で 
陸戦 車 に 変形 
雑 で 大 が か りな 
本 機 は 、 意 外 に 





む 


で 














シス テム を 有する 


順調 に 開発 が 進行 








1 連装 ミサ イル ラン チャ ー メ X 1 他 
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@ 運用 記録 


ERS ルピー ン 海 洋 工 
学 中 央 科学 局 協同 開発 と な る オク トス は 、 統 合 
軍 の デス トロ イド 、 シ ャ イア ン な ど と 同 世 代 の 兵器 で 
あり 、2006 年 に 1 号機 が ロー ルアウ ト さ れ た 後 、 統 
合戦 争 終了 時 まで に 98 機 が 生産 ざれ た 。 小型 反応 エ 
ンジ ン 開 発 以降 に 生産 され だ 後期 型 は 反応 工 
に 換装 する こと で 運動 笠 能 が 向 生 w% さら に エン ジン 
の 余剰 出力 に よっ で エ ネル 叶 転 換装 甲 を 稼働 させ 
る こと が 可能 と な り 、 防 御 力も 大 幅 に 向上 し て いる 。 

海岸 組 付 近 を 主戦 得 と し た オク トス の 姿 は 、 マ ヤン 
島 上 際 作 戦 を は ほめ と する 統合 戦争 の 各 戦 線 で 度々 
確認 され て お が 実戦 に お いて も 高い 戦闘 力 を 発揮 
し た 。 な お 統合 戦争 終結 後 は 統合 軍 に より 生産 が 
再開 され 、 第 一 次 星 間 大 戦 で 製造 ライ ン が 破壊 され 
る まで に 更に 28 機 が 生産 され て いる 。 








し 、 速やか | 
陸 を ! 


反 統合 同盟 上 
陸 部 隊 の 主力 と 


な っ た オク トス 。 
その 砲撃 
マヤ 

海 と 化 











信司 電 有形 態 


オク トス は 武装 と し て 、 コ ク ピ ッ トブ ロッ ク 上 に 連装 の 12.7mm ビ ー 
ム 機 銃 、 コ ッ ク ビ ピット 右側 に 57mm 速 射 砲 、 左 側 に 水中 で も 使用 
可能 な 8 連装 ミサ イル コン テ ナ を 装備 。 ま た 、 機 体 底部 に は 対人 機 
銃 を 備え る な ど 陸戦 時 に は 四 脚 式 の 多 脚 砲台 と し て 稼働 する 。 


《⑳ ビ フォ ー ズ 57mm 多 用 途 束 身 砲 
(© 12.7mm 連 装 ビ ピー ム 機 銃砲 塔 
⑯ 8 連装 ミサ イル ラン チャ ー 

⑥⑤ 村人 機銃 













る 陸戦 四 脚 形態 の 
整地 高速 移動 用 の 
陸戦 時 は 時 速 95km で 


412.7mm 連 装 ビ ピー ム 機 
鉱 砲塔 の 下方 に 位置 する コ 
クビ ピッ ト 。 乗 降 時 は ハッ チ が 
観音 開き と な る 。 な お 、 コ 
クビ ピッ ト 横 に は R 
を セッ ト す る こと も 可能 だ 。 


『 側面 か ら 見 た 機 
一 部 。 変形 シ ステ ム は 
複雑 な も の と は いえ VF 
ほど の 精巧 さ を 要求 さ 
れる も の で は な か っ た 。 


















働 池上 K( 靖 


潜水 巡航 形態 時 に は 脚 部 が 折り 昌 ま れ 抵 抗 の 少な い 
涙 滴 型 と な る 。 主 動 力 は 大 容量 高 性 能 バッ テリ ー で ウォ 
ー タ ー ジ ェ ッ ト を 駆動 。 な お 、 反応 エン ジン 装備 の 後期 
型 は 最大 速力 が 上 が り 、 航 続 時 間 の 制限 が な く な っ た 。 











A 流 合 軍 が その 優 
秀 さ 





め 、 統 合戦 争 
後 も 引き 続 特 殊 











ギー 転換 装甲 と な り 生 
も 高く 、 現 場 で は 
好評 だ っ た と いう 。 


















^ 洪 水 巡航 形態 時 の 艦 
体 前 部 陸戦 四 脚 形態 
脚 と な る 部 位 は 、 
重量 物 を 保持 で きる 馬力 
を 備え 、 打 撃 用 の 武器 と 











マジ ッ ク ハ ンド と な る 
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@ 機体 解説 






三 - 下 作 型 闘 機 (VF)、VF-0O フェ ニッ クス シリ ー ズ に お いて 、VF-OA(A 
ーー を 超え る 攻撃 能力 を 求め て 開発 され た 仕様 が 、 こ の 
VF-OD(D 型 ) で ある 。 A 型 以上 の 高 機動 空戦 能力 と ベイ ロー ド の 増加 、 
電子 戦 性 能 の 強化 を 目的 に 設計 され て お り 、 カ ナー ド と クリ ッ プ ド デ ル 夕 翼 を 組 
み 合 わせ た クロ ー ス カッ プル ド デ ル タ ( 複 合 三角 買 ) と いう 特徴 的 な 構造 を 採用 し 
っ て 可変 翼 式 の A 型 か ら 機 体 特性 が 大 きく 変化 し 、 ペ イロ ー ド 
8 型 に 比べ て 攻撃 機 と し て の 性 格 が 強い 機体 と な っ て 
骨 と する カラ ー リ ング が 施さ れ た この D 型 は 、 工 藤 シン 


培 乗 し た 機体 と し て 知ら れる 。 














て いる 。 そ れ [ 
や 航 統 距離 が 向上 、 A 型 、 
いる 。 な お 、 ブ ルー を : 
と エド ガー・ ラ サー ル が 








人 @ 主 要 乗 組員 





@ デ ー タ 信 デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 
全長 h 18.69m 



















メカ ニッ クシ ー ト 


@ 運用 記録 


F-0 は A 型 、S 型 が 完成 し た 後 も 、 さ ら な る 人 性 

能 が 追求 され D 型 の 開発 が 進め られ た 。 そ の 
後 、A(S) 型 と の 最終 コン ペティ が 行わ れ た 
が 、VF-0 の 実戦 テス ト 部 隊 編 成 に 伴い 、 実績 に よ 
る 最終 判定 が 必要 と 見 な され 、D 型 も ほぼ 同数 が 
生産 され た と 言わ れる 。 実 戦 テ スト 部 隊 に 装備 さ 
れ た D 型 は 機種 転換 用 訓練 機 と され 、CVN-99 ア 
スカ I を 母艦 と し て 運用 され た 。 ら 008 年 の 鳥 の 人 
事件 で は 、 一 部 の 機体 が 反 統 合同 回 の SV-5 1 と 交 
戦 し て いる , 

















VF-0D フェ ニッ クス 
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) ガウ ォ ー ク モー ド 

D 型 は 主翼 構造 こそ A 型 と 異な る が 、 機 首 や 機体 上 
面 、 エ ンジ ン ナ セル ブロ ッ ク は A 型 と 共通 で 、 ガ ウォ ー 
ク 形 態 も ほぼ 同 じ 構造 と な る 。 た だ し 、 本 機 は 訓練 機 
と し て 運用 され て いた 側面 も あり 、 実 際 に ガウ ォ ー ク 本 
来 の 性 能 を 発揮 で き て いた か は 疑問 が 持た れる 。 そ 
の 中 で も シン 機 は 実戦 で ガウ ォ ー ク を 多用 し 、 同 形態 
の 柔軟 な 機動 性 を 有効 に 活用 し て いた 。 











D 型 の 標準 武装 は 他 の VF-0 と 同じ く 、 頭 部 の 
レー ザー 機銃 と 35mm ガ トリ ング ガン ポッ ド を 基本 
と する 。 た だ し 、D 型 は A 型 、S 型 より も 最大 ペイ 
ロー ド が 20% ほ ど 増加 し 、 臣 装 失 載 能力 に 佑 れ 
て いる 。 その た め 、GH-28A 8 連 汎 用 マイ クロ ミ 
サイ ル ラ ンチ ャ ー を 装備 する ケー ス も あっ た 
as ン 電 





問題 げ a 








語句 ドド 

D 型 は 攻撃 能力 と 電子 戦 性 能 が 強化 され て い 
る た め 、 単座 で は 十分 な 性 能 を 発揮 し きれ な いと 
いう 統合 軍 の 主張 に よっ て 複 座 と な っ た 。 た 
開発 チー ム は 量産 後に 統合 採 巡 攻撃 ・ 航 法 支 
援 A を 搭載 する こと で 、 単座 で も 十分 に 運用 が 可 
能 と な る と 想定 し て いた 。 
































ファ イタ ー モ ー ド 

D 型 の コン セプト の ひと つが 、 フ ァ イ タ ー 形 態 時 
の 低速 域 で の 高 機動 性 で ある 。 そ の た め に 本 機 
は 面積 の 大 きい クリ ッ プ ド デ ル タ 翼 を 採用 する こと 
で 要 面 荷重 を 抑え 、 亜 音速 領域 で の 運動 性 の 大 
幅 な 向上 を 実現 し て いる 。 また 、 最 高速 度 こ そ A 
型 、S 型 に や や 劣る も の の 上 昇 力 や 航続 距離 で 
は 上 回 り 、 機 内 容積 の 余裕 か ら フ ュー エル フラ ク 
ショ ン が 25% 近 く あ る こと か ら (A 型 、S 型 は 20% 
を 切る ) 、 航続 距離 に も 優れ る 。 


ファ イタ ー 形 態 で は 高い 運動 性 を 生み 出す D 型 の デ 
ル タ 相 は 、 バト ロイ ド 形 態 に お いて は デメ リッ ト と な っ て い 
る 。 翼 面積 が 大 きく 収容 時 に か さば る た め 、A 型 、S 型 
に 比べ る と バト ロイ ド の 運動 性 能 の 低下 を 招い た の で 
ある 。 それ で も 、 エ ネル ギー 転換 装甲 を 使用 で きる バト 
ロイ ド は 、 格 闘 戦 で 威力 を 発揮 する と 考え られ た 。 た だ 
し 、D 型 を 運用 し た パイ ロッ ト の 練 度 不足 か ら 、 実 戦 で 


































= 






ロロ 
D 型 は A 型 の 競合 機種 と し て 開発 され 、 実 戦 
投入 の 時 点 で 複 座 機 が 18 機 、 単 座 機 が 6 機 生 
産 され た 。 ま た 、 単座 機 は 既存 機 の 老朽 化 に 苦 
慮 する 海兵 隊 の 要望 に より 、VF-0C(C 型 ) と し 
て テス ト が 行わ れ た と も 言わ れ て いる 。 
み VF-0S 

S 型 は 、A 型 の 中 で も 品質 の 高い 機体 を 改修 
し た も の で 、 生 産 数 は 4 機 と され る 。D 型 と の 性 
能 対比 や 関係 は A 型 と ほぼ 同様 で ある 。 














ム 型 より も わずか に 高 
性 能 な だ け だ が 、 優 秀 
な パイ ロッ ト と の 組み 合 
わせ で 真価 を 発 控 し た 。 


一 般 的 に VF-0 し て 知ら れる 機体 で 、 計 30 機 


が 生産 され た と いう 。 上 記 の C 型 と は 逆 に 、 複 座 
タイ プ の B 型 が 試作 され た と 言わ れ で いる 。 


実戦 で は SV-51 に 苦戦 
を 強い られ た が 、 最 終 
的 に は A 型 の スタ イル 
が VF の 主流 と な っ た 。 


MAOROSS CHRONILE 






らい 57 の 運 記 を 支え た 


袖 出 中 没 の 活水 忌 訪 





4.3 


で 







(エム 人 母 天 沙 昧 
ゴー た を な 


6 で だ 





@ 艦 体 解 説 


008 年 、 と 反 統 
ヤン 島 鳥 の 人 "争奪 戦は 、 
闘 の 中 で も 大 規模 な も の で あっ た 。 ま た 、 史 上 初 
: 録 され た た め 、 その 





































統合 同盟 が 運用 し た 
旧 ロ シア 軍 が 製造 し た 超大 型 ミ サイ ル 原 
局 盟 が 実用 化し た VF、 SV-51 の 運用 を 想定 し た 改造 が 各所 
され て いる 。 ま た 、 高度 な レー ダー 類 や 魚雷 な どの 武装 も 備え 、 物 
量 で は 統合 軍 に 劣 同盟 0 眼 拠点 と し て 活躍 を 見 せ た 。 






























0 mm 


ゴゴ すれ ゴ ドコ ニュ すま すす ます めす 
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水 空母 アウ エル シュ テッ ト 





































艦 体 構造 


@ 運 用 記録 


の 人 ん " 争 礁 戦 に お ける 朗 統 合同 盟 の 所 点 

いり て いた アウ エル タダ ュ テッ ト は 、 ぷ 反 統 合同 盟 の 
主戦 力 で めった SV-51 の 運用 た 。 艦 は 統合 
軍 に よる 捕捉 を 回 避 し つつ 、 
辺 の 海域 に 流 ん で り \ た " 鳥 の 信 " の 
の 【 出 の 導き 手 和 、 
る こと に 成功 し て 典 る 。7 
め さ キ 頭 部 バー ツ が 異 
に 浮か び 上 が る 現象 


と な っ 































ブリ ッ ジ ノ 武装 

艦 首 に レイ アウ ト さ れ た ブリ ッ ジ に は 、 敵 拠点 を 捕 
捉 す る た め の レ ー ダ ー や シュ ノー ケル 型 の スコ ー プ . 
アン テ ナ な ど が 複数 設置 され て お り 、 ア ウエ ル シ ュ テ 
ッ ト の 頭脳 と な っ て いる 。 ここ で 艦 の 航行 や 魚雷 発 
射 管 な どの 射撃 管制 、 そ し て SV-51 の 射出 な ども 管 
理 し て いた と 見 られ る 。 魚雷 発射 管 は 艦 首 下部 に あ 
り 、 魚 雷 本 体 の 自動 追尾 機能 を 活か すこ と で 、 正 
確 に 標的 を 撃沈 で きた 。 









































され た 承 和 発 








アウ エル シュ テッ ト の 胴体 部 の 大 半 は 、SV-51 の 
格納 スペ ー ス と な っ て いる 。SV-51 は 、 機 首 が 上 方 
を 向く 形 で 固定 され て お り 、 迅 速 に 射出 が 行え る シ 
ステ ム と な っ て いた 。 射出 の 際 は 、 耐圧 処理 の 施さ 
れ た カプ セル で 機体 を 覆い 飛び 出す 方 式 を 採用 し て 
お り 、 海 中 か ら の 出撃 も 可能 だ っ た 。 これ 以外 に も 
デス トロ イド 用 の 格納 庫 が 機 首 に 存在 し て いた よう だ 
が 、 詳 細 は 不明 で ある 。 


QF-2200D-B ゴー スト も 
機 。 偵察 行動 を 主 な 利用 E 


QF-2200D-B ゴー スト 






地球 統合 一 が 用 いた 
冶 人 戦 賠 ・ 偵 奈 機 


QF 





@ 機 体 解説 


SS-1 の 落下 に よっ て 勃発 し た 地 
盟 の 戦闘 は 、 長 期 化 の 一 途 を 辿っ て いた 。 戦闘 の 長 
期 化 に よっ て 優秀 な バイ ロッ ト を 数 多 5 て いた 
その 対策 と 無人 機 の 開発 に 乗り 出し た 。 そ し 
た の が 、 自 立 型 AI に よる 自動 操縦 と 、 母 艦 や 有人 機 か ら の 
隔 操 作 の 双方 に 察 機 「 ゴ ー ス ト 」 で あ 
る 。 反 統合 同盟 と の " 鳥 の 人 ~ 争 礁 戦 で は 、QF-2200D-A、 
QF-8800D-B と いう ら 種 の ゴー スト が 空母 アス カ に 搭載 さ 
れ 、 貴重 な 戦力 と し て 用 いら れ た 。 


200D-B は 、 続 




























コー と <ー デ 〆 
ーー ーー) ) =】『 た 』 


コー 日 -H002 ど G-H ワ リグ ゴジ ー ビ V- ロ 002 ど -dD 


EE 





0 


ゴゴ MM すす = ココ と ます ます あり 





MAEROSS すま すず か ます ます ビビ 
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QF-2200D-A ゴー スト /QF-2200D-B ゴー スト 











6 QF-2200D-A ゴー スト 

@ 運用 記録 統合 軍 が 開発 し た 自立 A 搭載 型 無人 戦闘 機 で 、 最 も 初期 に 実 
用 化 され た タイ プ と され て いる 。 リフ ティ ン ィ と 機体 後方 の 
Fe200D-A、QFG2O0D-B の 両 ゴ ー ス ト は 、 前 進 要 、 機 首 上 部 に 備え た 垂直 カナ ー ド な ど に よっ て 高い 機動 性 
マヤ ン 島 で の " 鳥 の 人 、 争 礁 戦 に 投入 れ た 。QF- 能 を 確保 し て いた 。 
2800D-A は ア ネ め の 防衛 全 用 いら れ 、 よ り ス 
性 の 高い QEP2O0D- 昌 ば 、 主 に 債 察 行動 を 行っ た < 
され る 。* ま た QF-22@0D-B は 、VF-0 フ ェ ニ ックス の 
出 太 強化 仕様 [ 特 政 突撃 仕様 」 の 追加 ブー スタ ー と し 

て も 利用 され た 。 

































上 
VF-O へ の QF-2200 還 
DB 搭載 は 、 ア スカ 
乗員 が S 
し て 急 連 再 行 し た 
の で ある , 





QF-2200D-B ゴー スト 


2002 年 に 量産 が 開始 され た ステ ルス 無人 債 察 
攻撃 機 。 強 力 な ター ボ フ ァ ン ジェ ッ ト を 搭載 し て お り 、 
最大 で 25G を 超え る 圧倒 的 な 機動 性 を 発揮 する 。 
武装 と し て 機 首 部 に マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー を 備 
える 。 偵察 に 特 化 し た 長 距離 偵察 型 も 生産 され た 。 










VF-0A 特 攻 突 撃 仕様 
(本 部 分 が QF-2200D-B) 











西暦 2009 年 に 勃発 し た ゼン トラ ー デ ィ 軍 と 
の 戦闘 で 運用 され た 無人 戦闘 機 。 小型 吾 核 
反応 炉 を ゴー スト と し て は 初め て 搭載 し 、 宇 宙 
で の 運用 も 可能 と な っ て いる 。 










側面 
VF-0A 特 攻 突 撃 人 





人 搭載 され た Al が 安定 性 を 欠い た た め 、 その 運 
用 は VF の 支援 機 的 な 役割 に 包ま っ て いる 。 
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p HWR-00-MkIP モン スタ ー (先行 試作 型 ) 











llustration by Hidetaka Teniin 


スター の 系 譜 に 並 導 i 
























拉 機 # 新 中 州 重工 CT6A 夫 枝 反応 (出力 380SHP) > X ら 8 








liwmoowknp | OO0-MkIP > ei 















先行 試作 型 
デス トロ イド 


⑧ 機体 解説 


RR 先行 試作 型 デ スト ロイ ド 

は 、HWHR-00-MkI モン 称 ダ ー の 前 募 に あたる 超重 量 級 デ スト ロイ 
軸 G お る 請 肉 類 か 実用 化し た 陸上 非 軌 道 兵器 と し で は 当時 最大 の も の で 、 長 距離 砲 
は 後発 の Mk に 共通 し て いる 。 そ の 一 方 で 、 腕 (マニ ビュ レー 
安 計 大 借 移る 点 が 、MkI こ は 大 寺 く 異な る 本 機 の 特徴 と な っ て いる 











TIL 
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HWR-00-MkIP モン スタ ー (先行 試作 型 ) 


Sheet 























EXTRA REPORT 


AN 


モン スタ ー の 開発 


a 


HWR-00 シ リー ズ は MkI と MkIP を 経て MkII で 本 
格 運用 が な され た が 、 運 用 性 の 問題 な どか ら 一 時 
は 兵器 開発 の 本 流 か ら 外れ た 。 だ が 、VB-6 ケー 
ニッ ヒモ ンス ター に よっ て 復権 を 果たす こと と な る 。 








機体 構造 武装 


MkIP の 機体 構造 で 最も 特徴 的 な 部 分 が 、 先 端 
が 折り 時 み 式 の 大 型 マ ニ ピ ビュ レ ー タ ー と な っ た 腕 部 
で ある 。 これ は 弾薬 運搬 や 射撃 陣地 整備 な ど を 
想定 し て 装備 され た も の だ が 、 さ ら な る 長 射程 や 精 





密 誘導 兵器 が 要求 され た こと か ら MkI で は ミサ イル 
ラン チャ ー に 換装 され て いる 。 それ 以外 の 構造 に 関 
し て は MkII と ほぼ 同じ で 、HWR-00 シ リー ズ の 概要 
は 本 機 の 時 点 で 固まっ て いた こと が うか が える 











田 HWR-00-MKI 

Mk1 は 設計 自体 は MKIP に 先行 し て 
いた も の の 、 1 号機 の ロー ルアウ ト は 
200B 年 と 、MkIP よ り も 遅れ る 。 当初 
は 腕 部 を 持た な い 仕様 だ っ た が 、 火 力 
の 増強 を 要求 し た 軍部 の 宮 向 を 受け 、 
9 月 に は 両 腕 の ミサ イル ラン チャ ー を 
装備 し た MK と し て 完成 する 。 だ 


圏 HWR-00-MKIP 

ロー ルアウ ト の スケ ジュ ー ル 
か ら 、MkIP が HWROO シ リー 
ズ 初 の 機体 と 見 られ る 。 1 機 
し か 生産 され な か っ た こと を 
舌 み て も 、 実 動 デー タ 収 信用 
の 試作 機 だ っ た と 考え られ る 





ァ ーー- ーーーー 
3 腕 部 折り 畳み 式 大 型 マニ ピュ レー ター 








EHWR-00-MkI 


MkI か ら の 仕様 変更 を 経て 、 第 一 
次 星 間 大 戦時 に 実戦 投入 され た タイ 
プ 。 腕 部 を ミサ イル ラン チャ 
鞭 す る こと と 射程 の さら な る 
向上 を 回 っ て お り 、SDF-] マク ロス 
な どの 可 幸 砲台 と し て 通用 され た が 、 
本 湾 に は な れ な か っ た 。 





田 VB-G ケー ニッ ヒモ ンス ター 


HWR_O0 シ リー ズ の コン セプト を 受 
け 継 い だ 可 変 爆撃 機 (VB) で 、2030 
年 代 初頭 に 生産 が 行わ れ た 。 シ ャ トル 、 
重 ガ ウォ ー ク 、 デ スト ロイ ド の 9 形態 に 変 
形 可能 で 、2059 年 の 時 点 で も 第 一 線 
で 活躍 し て いた 。 
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ADR-03-MkmT シャ イア ン 








llustration by Hidetaka Teniin 


シャ イア ンジ は J ダイブ 03 と を 
スト ロイ ドジ りり 0 
空 型 デ スト ロイ K ド で ある 。 タ イブ 04 シリ 













旦 彦 人 多 が 語ら れ た 


徹 作 型 


全備 重量 か 25 St (GAU-12 メ 2 装備 穫 ) 
メイ ン エ ンジ ン トク ラン ス ・ マ ッ フ ァ イ ガス ター ビン エン 
ジン AGT1200 (出力 1200SHP) 。 

サブ エン ジン と GE EMSG 抵 料 発出 力 450kW) 

武村 GAU-12 SSmm5 管 身 ガ トリ ング 
APSD 天 使用 ) XS (また は RIM-116 RAM 4 運 
ラン チャ ー メ 8) /7,6mm 機 鍼 多才 EC 
開発 メー カー ト セ ンチ ネン タル . ク ラン スマ ン 失 同 開発 


@ サ イズ 比較 
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メカ ニッ クシ ー ト 





ADR-03-MkT シャ イア ン 





@ 運用 記録 


DR-03-MkI の 開発 は 、 タ イプ 04 シ リー ズ 
参画 し た セン チ ネ ンタ ル 社 と クラ ンス マ 
\、 武 装 の 信頼 性 
低 さ が | 産 化 に 至っ 
スト ロイ ド と し て 期待 され た ADH-04-MkX の 量産 
化 が 難航 する 中 、 本 機 の 量産 配備 は 順調 に 進み 、 
実戦 で も 十分 な 活躍 を 示し た 戦争 末期 に 勃 
発し た マヤ ン 島 で の 軍事 衝突 で は 、CVN-99 アス 
力 I の 艦載 機 と し て 配備 され 、 反 統合 同盟 と の 戦闘 
に 投入 され て いる 。 

反 統 合 軍 同 回 の SV-5 1 が 空母 アス を 朋 人 
際 に は 、1 機 の シャ イア ン が 脚 部 の ロー ラー 
ム と 背部 ロケ ッ ト モ ー タ ー を 利用 し て SV-511 
接戦 闘 を 挑む も 、 敵 機 の 高速 機動 に 振り 回 され 、 
最終 的 に 大 破 し て いる 。 

























統合 軍機 動 能 





































機体 構造 1 
ADR-03-MkI ル の 機体 構造 は 、 タ イプ 04 シ リー ズ 
より も 未成 熟 で あっ た 。 特に 2 足 歩行 シス テム は 、 
ロー ラー シス テム を 搭載 し た も の の 、 面 久 性 が 十分 
で は な く 歩 行 速度 も 遅かっ た 。 ま た 、 宇 宙 で の 運用 
や 空 拭 作 戦 、 ジ ャ ンプ 移動 の た め に ロケ ッ ト モ ー タ ー 
を 装備 し て いる 。 こ の ロケ ッ ト モ ー タ ー は 、 シ ャ イア ン 
の 機体 を 数 秒間 と は いえ 宙 に 浮か せら れる ほど の 推 
力 を 誇っ て いた 。 反 統 合同 盟 の SV-51 と の 格闘 戦 
で は 、 空 母 アス カ の 甲板 か ら 落 ち た シャ イア ン が 、 
ロケ ッ ト モ ー タ ー を 起動 させ て 海面 すれ すれ で 空中 浮 
揚 し て いる (た 空中 で 体制 整え る だ け で 精 一 
杯 だ っ た よう で 、SV-51 に 対し 回 避 行 動 も と れ ぬ 
まま 撃墜 され た ) 。 














機体 構造 ら 

03 シ リー ズ は 、 後 の 04 シ リー ズ に 搭載 され た 小 
型 熱 核 反応 炉 が 完成 する 発 され た 機体 
で あり 、 出 力 1200SHP 級 の ガス ター ビン エン ジン 
を 搭載 し て いた 。 全備 重量 20 一 30t{ ク ラス の 03 
シリ ー ズ に と っ て 、 こ の 出力 で 必要 十分 と 判断 され 
て いた が 、 後 に デス トロ イド 用 の ビー ム 兵 器 が 開発 
され る と 、03 シ リー の エン ジン で は これ ら の 兵器 
を 稼働 させ る に は 出力 不足 で あっ た こと が 判明 す 
る 。 また 、 シ ャ イア ン は 宇宙 で の 活動 や 、 不 整地 
の 踏破 、 投 下 作戦 時 の 減速 用 な ど を 想定 し た ロ 
ケッ トモ ー タ ー を 背部 に 装備 し て いた 。 し か し 実用 
性 が 低い こと 、 ロ ケッ ト エ ンジ ン 部 が 脆弱 で あり 実 
戦 で 被弾 し た 際 に ロケ ッ ト 燃 爆 し た 事例 が 
あっ た こと な どか ら 、04 シ リー ズ で は 廃止 され た 








EXTRAR REPORT 





















武装 装備 イ 
シャ イア ン の 武装 は 既存 の 実体 弾 火 器 で 構成 され 、 ステ " 
る 。 こ れ ら の 武装 は 信頼 性 は 高い が 、 全 装備 は 数 a 

分 程度 の 戦闘 で 消耗 する た め 、 戦 闘 継続 時 間 が 短 
い の が ネッ ク で し か し な が ら 、 本 格 的 対空 デ 
スト ロイ ド と し て 期待 され た ディ フェ ンダ ー の 量産 配備 
の 遅れ も あり 、 統 合戦 争 時 の 統合 軍 陣 営 の 対空 の 
要 は 、 シ ャ イア ン が 担う こと と な っ た 。 


"RGAU-12 25mm 
5 砲身 ガト リン グ 機 関 砲 





a 

シャ イア ン は 、 艦 船 な どの 砲台 と し て 使わ れる 場 
合 、 動 力 部 と 脆弱 な 歩行 シス テム を 保護 する た め 
に 、 下 半身 を 専用 設計 の 装甲 シェ ルター に 収め 
る 。 シェ ルター 内 に は 有線 の 情報 シス テム や 、 動 
力 供給 用 電源 ケー ブル の コネ クタ ー が 設置 され て 
いる 。 な お 砲台 と し て 運用 され る シャ イア ン の 多く 
は 、 主 動力 の ガス ター ビン エン ジン が 外さ れ 、、 非 
常用 の 燃料 発電 機 の み を 搭載 し た 簡略 型 (艦載 
型 と も ) で あっ た 。 こ の 型 は 通常 時 は 母艦 か ら ケ ー 
ブル 経由 で 動力 を 供給 され 、 シ ェ ル ター か ら 出 て 
活動 する 際 は 、 内 蔵 バ パッ テリ ー に より 駆動 し 、30 
分 程度 の 活動 が 可能 で あっ た 。 













能 載 型 は 稔 台 と し て 運用 され る 朋 、 機 体 保護 の た め の 装 甲 シェ 
ルター に 配 さ れ . 母 鑑 か ら 動力 供給 を 受け る 。 










VF-0 の 実戦 運 誠 に お げ る 
不 訪 と いう 重責 を 灯っ た 


原子 カス デル スズ 空母 





Egg 






旬 能 体 解説 


\ VN-99 アス カカ (飛鳥 )1 は 、 続 合戦 争 期 ほ 運用 され た 統合 軍 の 原 

子 力 ステ ルス 空母 で ある <8 元 ほ 海 上 自衛 隊 初 の 通常 動力 型 正規 
空母 と し て 日 本 で の 建造 が 計画 され た 艦 だ が 、 日 本 の 統合 政府 陣営 加 
入 に よっ て 所 属 が 統合 宣 に 移 め 、 原 子 応 空 母 と し て 完成 する こと と な っ 
た 。 そ の 動力 に は % ツ 級 な ど 指 載 さ れ て いた ウェ ステ ィング ハウ 
ス 社 製 A4W 原 巴 妨 を 改良 ほ だ A6W 原 子 炉 1 基 と 燕 気 ター ビン 4 基 が 
採用 され て お お り 5 の 多 机 型 ハ バイ スキュー ド ・ ブ プロ ベ ラ の 4 軸 ス クリ 
ユー 推進 を 行う 。 さ ら に 、VF-0 フェ ス 開 発 計画 の テス ト 用 母艦 に 
選ば れ た 本 艦 に ば ま 、 可変 戦闘 機 (VF) や デス トロ イド と いっ た 新 機軸 の 兵 
器 群 を 運用 送る た め の 改 装 が 施さ れ て いる 。 











































cvNg9 








ゴゴ すす maT ま すす あす 




























@ 運用 記録 


合戦 争 末期 に 米 ニ ュー ポー トニ ュー ズ で 
建造 され た アス カ は 、 異 星人 遺物 "エイ フォ ス " 
奪取 作戦 へ の VF-0 の 実戦 テス ト 部 隊 投 入 を 受け て 、 
その 母艦 と し て 航空 機動 艦隊 を 率い て マヤ ン ! 
出動 し た 。 ま た 、 遺 物 調査 チー ム の 移動 基地 と し て も 

















ブリ ッ ジ 

ブリ ッ ジ や レー ダー シス テム を 備え る アイ ラン ド は 、 
右 艇 中 央 に 配置 され て いる 。 原子 力 艦 で ある た め 
煙突 は 持た ず 、 後 部 に は CIWS(Close In Weapon 
System= 近 接 防 空 シ ステ ム ) の 役割 を 果たす デス ト 
ロイ ド の 回 転 ブー ス が 併設 され て いる 。 ま た 、 ス テル 
ス 艦 と し て 設計 され た アス カ は 艦 全 体 に ステ ルス 構 
造 を 採用 し て お り 、 ア イラ ンド も 従来 の 航空 母艦 の も 
の と は 大 きく 異な る 形状 を 有 し て いた 。 単 純 な 方 形 で 
は な く 複雑 な 多面 体 で 構 成 され て お り 、 本 艦 の 設計 
ぷう か が える 特徴 的 な 部 位 と な っ て いる 。 
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CVN-99 アス カコ 




















Pi 














格納 


本 艦 は F-14A+ や アベ ンジ ャ ーTII、 シー・ サ ー ジ ェ ント 
と いっ た 艦載 機 を 運用 する ほか 、VF-0 や ゴー スト 、 デ ス 
トロ イド を 運用 する た め の 設備 を 有 し て いる 。 格納庫 
に は VF-0 の 整備 区 画 が 増設 され 、 開 発 メー カー か ら 
出向 し た 技術 者 た ち が 整 備 に あたっ て いた 。 回収 し た 
エイ フォ ス を 保管 する スペ ー ス も 確保 され て お り 、 調 査 
チー ム が その 分 析 を 行っ た 。 ま た 、 試作 型 デ スト ロイ ド 
・ モ ンス ター1 機 が 射撃 テス ト 用 に 搭載 され て お り 、 ブリ 
ッ ジ 前 方 の エレ ベー ター や 周辺 の 甲板 は 、 同 機 の 重 
量 に 耐え られ る よう 強度 の 向上 が 図ら れ て いる 。 
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ヽ DF-1 マク ロス は 、 原 型 と な っ た ASS- 1 が も た らし た オー 

バー テク ノロ ジー( 以 下 OTM) と 人 類 の 技術 の ハイ ブリ ッ ド 
で あっ た 。 そ し て 、SDF- 1 の も 名 な と つの あ 姿 で ちあ る この 強 攻 型 
は 、 両 者 の 技術 融合 を 顕著 に 王 じ た 形態 と 言え る 。 こ の 形態 は 、 
ASS- ] か ら 引き 継が れ た ブロ ッ ク 構 造 を 利用 し て 変形 (トラ ンス 
フォ ー メ ーション ) を 符 ウ も の で \" 改 修 時 に 付与 され た 地球 側 の 
技術 に よっ て 実現 た シ 鉱 テム だ っ た 。 ま た 、 こ の 形態 は あく ま 
で も 偶発 的 に 生じ た 問題 を 解決 し て 主砲 を 発射 する た め の 対 応 
策 に すぎ な か っ た が 人 型 に 近い 形状 を 生か し た 「 ダ イダ ロス ・ ア 
タッ ク 」 の 着想 旋 も 繋が っ た 。 そ し て 、 こ の 変形 構 人 
攻 型 は SDF デ 1 の 象徴 と な り 、 マ クロ ス の 名 を 
受け 継が れ て いっ た の で ある 














【 ※ デ ー タ は 要 寒 角 時 の も の 
所 属 と 地球 統合 軍 ー 

全長 ゆ 約 1.500m 

運用 慣性 質量 と | .800 万 t 
動力 系 か OTM ヒー ト ・ パ バイ ル 






標準 装備 ト OTM 艇 音 砲 調 シ ステ ム X 1 0T 放 導入 
BOT 超 高速 電磁 レー ルキ ャ ノン メオ ン 大 型 
チャ ー ン その 他 ロ ケッ ト 兵 装 


欠け イズ 比較 
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@ 運用 記録 


DF-1 の 強 攻 型 は 2009 年 3 月 に 初め て 運用 
Pe 当初 、 グ ロー バル 艦長 は 艦内 へ の 
被害 が 予想 され る トラ ンス フォ ー メ ーション に 否定 
的 だ っ た が 、 ブ リタ イ 艦 隊 先 行 艦 の 攻撃 を 受け た 
際 に や お を 得 ず 変形 を 敢行 、 発 射 可能 と な っ た 主 
砲 で 敵艦 を 撃沈 し た 。 そ の 後 も 主砲 が 必要 と され 
る 局面 で 運用 され 、 初 め て ダイ ダ ロ ス ・ ア タッ ク を 
行っ た 土星 宙 域 で の 戦闘 や 、 地 球 直前 で の 包囲 綱 
突破 戦 も 本 形態 で 臨ん で いる 。 地 球 帰還 後 は 強 攻 
型 で 運用 され る ケー ス が 多く な り 、 ボ ドル 基幹 艦隊 
と の 決戦 に も 本 戦 し 、 第 一 次 星 間 大 戦 終 















結 後 は マク ロス ・ シ ティ の シン ボル と な っ た 。 
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強 攻 型 と 対 を な す 「 要 守 艦 


1 ロ Cl 
強 攻 型 と 対 を な す SDF-1 本 来 の 姿 が 、 要 
寒 艦 と 呼ば れる 巡航 形態 で ある 。 こ れ は A 
SS-1 の 構造 を 継承 し た 宇宙 戦艦 で 、 元 来 は 
この 形態 の み で 艦 の 機能 は 完結 し て いた 。 
強 攻 型 が 実用 化 さ れ て か ら は 、 通 常 航行 と 防 
空 部 隊 を 中 心 と し た 戦闘 な ど で 運 用 され た 。 
強 攻 型 は 不測 の 事態 

か ら 生 まれ た 形態 で 

あり 、 要 塞 艦 が SD 
1 の 基本 形 と 言え 
る 。、 し か し 、 主 砲 が 


繋 て な く な っ た た め 、 
強 攻 型 も 併用 され た 。 



















^ASS-1 の 修復 と 改装 は 元 の 形状 を ほぼ 残し た まま 行 
われ 、 要 塞 艦 と し て 完成 し た 。 上 の 図 は ダイ ダ ロ ス と ブ 
ロメ テウ ス の ドッ キン グ 前 。 


chani_ heet 


p SDF-1 マク ロス 


但 投 休 橋 造 

人 型 に 近い 外観 を 有する 強 攻 型 だ が 、 結 果 的 
に この よう な 形態 を 取っ た に 過ぎ ず 、 人 型 兵器 の 
よう な 動作 は 考慮 され て いな い 。 た だ し 、 腕 部 に 
相当 する 両 艇 の ドッ キン グモ ジュ ー ル は ある 程度 
の 可動 構造 を 有 し て お り 、 ダ イダ ロス ・ ア タッ ク を 
生み 出す 元 に も な っ た ( 脚 部 推進 ブロ ッ ク の 連結 
部 も わずか に 可動 する ) 。 ま た 、 本 形態 で は 主 推 


型 の 際 に は 要塞 








置 す る サブ 
ョ ン ・ エ ンジ ン | 
動 に 用 いら れ 












@ 好 デ テス ー 


強 攻 型 へ の トラ ンス フォ ー メ ーション は 、 事 故に 
よっ て フォ ー ル ド シ ス テム と と も に 消失 し た 主砲 の 
エネ ルギー パイ プ を 補う た め に 考案 され た 。 ト ラン 
ス フ ォ ー メ ーション は メイ ン 反 応 炉 と 主砲 の エネ ル 
ギー コン バー タ を 連結 させ る こと を 目的 と し て お り 、 
両 ブロ ッ ク を 隣接 させ る た め に 艦 全 体 を 大 規模 に 
変形 させ る 必要 が 生じ た の で ある 。 











進 機関 が 進行 方 向 に 対し て 下方 に 向く と 同時 に 
重力 制御 も 不安 定 と な る た め 、 航行 能力 が 極端 
に 低下 する 。 こ の 艦 体 構造 は 主砲 を 機能 させ る 


た め だ け に 艦 体 ブロ ッ ク を 強引 に 組み 替え た も の 
で あり 、 そ れ に よる デメ リッ ト も 決し て 少な く は な か 








っ た の で ある 。 






ン を は じ め て 6 


際 に は 艦 





人 
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⑧ ③ 


る 主砲 ・ 胸 ・ 脚 を 構成 する 両 般 モ ジュ ー ル が 、 胸 モジ ュー ル 
を 中 心 と し て 艦 首 側 が 起き 上 が る 形 で 90' 回 転 する 。 


する 。 
④ ブリ ッ ジ を 含む 中 央 船体 後半 部 は 、 水 平 を 保つ 形 で 回 転 し 、 
下部 が 起き 上 が っ た 前 半 部 後面 と 結合 する 。 
$) プロメテウス と ダイ ダ ロ ス は 水平 に 旋回 、 前 方 に 移動 する 。 














⑧ 中 央 船体 前 半 部 が 、 艦 尾 側が 起き 上 が る 形 で 0 回 転 | 












5 脚 モジ ュー ル が 下方 に 移動 する 。 5/ 


ル が 中 央 に 移動 、 結 合 す る 。 

上 が る 形 で 90" 回 転 する 。 

⑩ 肩 の 長 が 旋回 し 上 方 を 向く 

⑪ プロ メ テ ウ ス と ダイ ダ ロ ス は 艦 首 側が 90" 起 き 上 が り 水平 
位置 と な る , 








Illustration by Akio Unuma 





強 攻 型 は 、 変 形 に よっ て 発射 可能 と な る 主砲 の 
OTM 艦 首 砲撃 シス テム を は じ め 、 膨 大 な 量 の 武装 を 
搭載 し て いる 。 た だ し 、 要塞 艦 と は 武装 の 配置 が 異 
な り 、 全 方 位 に 火力 を 展開 し や すい 構造 と な っ て いる 
( 逆 に 一 方 向 へ の 火力 の 集中 に は 適さ な い ) 。 さ ら 
に 、 艦 載 機 用 弾頭 を 含め た 多数 の 反応 兵器 を 搭載 
し て お り 、 こ れ は ボド ル 基 幹 艦隊 と の 決戦 で 使用 され 
た 。 ま た 、 ダ イダ ロス ・ ア タッ ク や 、 全 方 位 バ リア を 併 
用 し た 突 攻 戦術 の マク ロス ・ ア タッ ク も 、 本 形態 特有 
の 攻撃 方 法 と 言え る 


























SDF-1 は VF-1 バ ルキ リー と デス トロ イド を 艦載 機 と し 
て 運用 し 、 そ れ ら は 両 艇 に 接続 し た プロ メ テ ウ ス と ダイ 
ダ ロ ス を 母艦 と し て いた 。 さら に 無人 戦闘 機 ゴ ー ス ト も 








補助 戦力 と し て 組み 込ま れ て いた 。 な お 、 強 攻 型 の 
戦闘 に お いて は 、 デ スト ロイ ド 部 隊 が ダイ ダ ロ ス ・ ア タ 
ッ ク の 重要 な 役割 を 担っ た 。 











マ VF-1 バル キリ ー 
数 配備 され 
た 、 可 変 戦闘 機 
機 の A 型 や 、 指 

















ムダ イダ ロス 





プロメテウス 






作 第 須 


艦橋 は 前 面 が 大 窓 と な っ た 大 型 構造 物 で 、 上 部 に 
は アン テ ナ タ ワー を 備え る 。 強 攻 型 へ の トラ ンス フォ ー 
メー ショ ン の 際 に は 、 艦 の 中 央 に 移動 し 、 左 盤 側 の 
深 宇 宙 レ ー ダ ー ブ ロ ッ ク と ドッ キン グ す る 構造 と な っ て い 
る 。 内 部 に は 艦長 を は じ め と する メイ ンス タッ フ が 管制 
を 行う ブリ ッ ジ が 置か れ た ほか 、 ボ ドル 基幹 艦隊 と の 
戦い で は リン ・ ミ ン メ イ が 歌う ステ ー ジ も 設け られ る な ど 、 
艦 の 中 枢 と し て の 機能 を 有 し て いた 。 
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急 主 要 ク ルー 


ーー 
ーー NE | 韻 


年 に 地球 に 落下 し た 異 
軸 の 手 で 改修 し た 艦 で ある , 
と 推察 され て お り 、 そ の 艦 体 を 流用 
1.200m の 稲 体 の 前 半 部 が 丸々 主 
る 。 ま た 改修 に あたっ て は 、 艦 の 両 













その 後 の マ ク | 


人 類 を 宇 末 へ 月 覚め させ だ 
記 奉 空 愛 肘 " / 花 励 







メカ 
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SDF-1 マク ロス 





島 葵 攻 乱 機体 構造 2 


強 攻 型 に お いて 、 艦 橋 は 頭 部 、 両 艇 に 接続 
し た ダイ ダ ロ ス と プロ メ テ ウ ス は 腕 部 、 エ ンジ ン は 
脚 部 の よう に 見 える 。 た だ し 、 強 攻 型 は 開発 時 
より 想定 され て いた も の で は な く 、 運 用 中 に 急 憶 
生み 出さ れ た 形態 で 、 い わ ゆ る "人 型 " に 見 える の 
は 偶然 で し か な い 。 
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の トラ ンス フォ ー メ ーション 概念 較 



























(半生 3 


SDF-1 マ クロ ス に は 、 当 初 は 左 航 ・ 右 艇 共に 可 
変 戦闘 機 (VF) 等 の 運用 の た め の 宇宙 空母 アー 
ム ド を 接続 する 予定 だ っ た 。 だ が 、 突 然 の 異 星 
人 骨 来 に より 予定 の 変更 を 余儀 な くさ れ た マク ロ 
ス は 、 フ ォ ー ル ド 時 に 巻き 込ん だ ダイ ダ ロ ス 、 プ ロ 
メ テ ウ ス を 代用 艦 と し て 接続 し た 。 





SDF-1 マ クロ 
両 般 に 















マダ イダ ロス 、 プ ロメ テウ ス 未 接続 時 の 要塞 艦 





アー ム ド が 接続 され る こと は な か っ た 






































要塞 艦 ( プ ロメ テウ ス ・ ダ イダ ロス ドッ キン グ 時 ) 

SDF-1 マ クロ ス は アー ム ド 艦 の 代用 と し て 、 左 艇 に 
プロ メ テ ウ ス 、 右 般 に ダイ ダ ロ ス を ドッ キン グ し て 運用 さ 
れ た 。 両 艦 は 、VF は も ちろ ん 、 デ スト ロイ ド の 運用 を 
も 補佐 。 さ ら に 、「 ダ イダ ロス ・ ア タッ ク 」 な る 攻撃 も 生み 
出す こと と な っ た 。 


























マク ロス 進 宙 式 典 時 、 南 アタ リア 」 
た ブ プロメテウス こ ダ イダ ロ 
マク ロス と ドッ キン グ す る こと と な る 。 


島 に 寄 航 し て い 
ト に SDF- 1 




























を 接続 。 左 艇 
































人 _ 




















SDF-1 マ クロ ス の 甲板 に は デス トロ イド を 配置 可能 。 甲板 ーーーー ズ 等 マ 艦 橋 と 前 部 甲板 
トマ ホー ク や ディ フェ ンダ ー を 砲台 と し て 使用 し た 。 ま NN に 6 i og tpn 
に / y 可 ホー ク や ディ フェ ン 
た 、 甲 板 の 下 に は 重力 制御 装置 を 搭載 し て いた も の RR ンー ッ を Ei 


の 、 こ れ は 地球 発進 時 、 重 力 制御 装置 だ けが 甲板 を 
突き 破り 、 空 の 彼方 へ と 消え て し まっ て いる 。 OTM の 
産物 た る SDF-1 マ クロ ス だ け に 、 そ の 運用 は 一 筋 縄 
で は いか な か っ た の だ 。 













ツチ より 出撃 する 










f イダ ロス 
SDF- 1 マク ロス 艦 | 


れ て いた 


SDF-1 マクロス の 甲板 に は 、 
ミサ イル ラン チャ ー を 装備 し 


重力 制御 装置 
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SDF-1 マク ロス 








備 ラリ ッ ジ ン 大 展望 室 ン 大 窓 


SDF-1 マク ロス の コン トロ ー ル を 担う ブリ ッ ジ は 、 
要塞 艦 で は レー ダー ブロ ッ ク と 分 離し た 状態 で レイ ア 
ウト され て いる 。 だ が 、 統合 軍 に よっ て 急 憶 生 み 出さ 
れ た 強 攻 型 で は 、 ト ラン ス フ ォ ー メ ーション 時 に お ける 
干渉 を 避け る た め 、 ブ リッ ジ と レー ダー ブロ ッ ク が 結合 
する シス テム が 採ら れ て いた 。 こ の ほか 、 改 修 前 に 
展望 室 と し て 使わ も て いた と され る スペ ー ス は 大 展望 
室 に 変え られ る な ど 、 地 球 人 に よる 運用 に 即 し た 改 
修 が 各所 に 見 られ る 。 


























レー ダー や アン テ ナ 類 な ど 
の 索敵 装置 、 大 型 自己 誘導 
対 鑑 ミ サイ ル ラ ンチ ャ ー な 
、 ブ リッ ジ や 展 
望 室 な ど が 外装 部 分 に 設け 
負 | られ て いる 。 















大 き な 窓 を 備え た ブリ ッ 
ジ 部 。 下部 の 広い スペ 
ミン メイ ・ ア ダッ 
較 | 決行 時 に 、 リ ン : ミ ン 
メイ 用 の 特設 ライ ブス 
テー ジ と し て 使用 され た 。 













マブ リッ ジ 上 部 アン テ ナ タ ワー 





















ブリ ッ ジ の 上 部 に は 、 索敵 や 戦況 の 把握 に 用 
いら れる 大 量 の レー ダー、 アン テ ナ 類 が 設置 
され て お り 、 本 艦 の 航行 管理 に 重要 な 役割 
を 果たし て いる 。 強 攻 型 で は 、 要 塞 艦 で 左 
艇 側 の 深 宇宙 レー ダー と 右 艇 側 の ブリ ッ ジ 
が スラ イド し 中 央 で ドッ キン グ 、 情 報 収 集 機 
// 能 が 集中 する 構造 で わっ た 。 

































展望 室 と し て 、 ブ リッ 
息 を 取る 際 な ど に 使わ れ た 。 


マヤ 外装 部 され た 大 展望 室 。 両 サ , 
イド と 前 面 が ガラ ス に 覆 わ れ 、 周囲 が 見 


ーー = 
























常時 に 使わ れ た と 見 られ る 。 


大 窓 の 横 に エア ロッ ク が 設置 され て お り 、 こ の ハッ チ か ら 艦 内 に 入る こと が 可能 。 非 


















』 大 型 デ ィ ス プレ イ や レー ダー を 備 
えた 大 展望 室 の 内 部 。 本 来 は 監察 
軍 の 兵士 ( 緑 ) の 展望 室 だ っ た よう 
> で 、 部 屋 へ の 入り 口 も 巨大 と な っ 
て いる 。 地球 人 ( 青 ) は 内 部 に 階段 
な ど を 設置 、 テ ー ブ ル や 椅子 な ど 
を 新た に 持ち 込み 、 使用 し て いる 。 
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= = の メイン ブリ ッ ジ 内 8 
【 ブリ ッ ジ 内 部 a dd E 


SDF-1 へ の 改修 の 際 に 設け られ た と 見 られ る メイ | ーー 嘩 
ン ブ リッ ジ は 、 全 長 1.200m を 誇る 艦 の 中 枢 部 で あり | 











艦長 の グロ ー バ ル 以 
外 、 ブ リ ルー は 
女性 で 占め られ て い 
る 。 彼女 た ちの 結束 
は 強く 、 チ ー ム ワー ク 
に 優れ て いた 。 
















な が ら 極め て 手狭 で 、 内 部 で 活動 する ブリ ッ ジ クル ー 
も 基本 的 に は 6 人 に 絞ら れ て いる 。 だ が 、 艦 長 が 座 | g | 
る キャ プ テ ン シー ト の ほか 、 航 行 管理 や 索敵 、 火 器 
管制 な ど 、 役 割 に 応じ た コン ソー ル が 機能 的 に 設 

され 、 少 人 数 で も 状況 に 合わ せ た 艦 の 航行 が 可能 
と な っ て いた 。 こ の 効率 的 な ブリ ッ ジ 構 造 に より 、 単 
艦 で の ゼン トラ ー デ ィ 軍 と の 戦闘 に も 対応 で きた 。 

















































⑥ 火器 管制 メイ ン ・ コ ン ソ ー ル 


主任 航空 管制 官 ・ 早 
瀬 未 沙 が 利用 し た 管 
制 用 コン ソー ル 。 VF 
の 出撃 管制 や VF バ イ 
ロッ ト へ の 指示 、 ダイ 
ダ ロ ス ・ ア タッ ク の 起 












艦長 の グロ ー バ ル が 
利用 し た キ 
















| 共通 CRT ノ マイ ク 
火器 管制 用 、 管 制 メ イン コン ソー ル の 上 方 に 
| { >HT デ ィ ス プレ イ が 設置 され た 











艦内 行う シャ ミ 
リッ ジ シ ー ト 。 キ ー ボ ー| 
シン ブル な シー ト と な っ て 
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焦 第 内 軍事 施設 

SDF-1 マ クロ ス で は 、 司 令 部 区 画 に 属す る 各種 施 
設 と 同様 に 、 兵 員 や 装備 に 関す る 様々 な が 艦 
内 に 整備 され て いた 。 前 者 が SDF-1 の 頭脳 だ 
ば 、 後 者 の 施設 は 心肺 機能 に 当たる と 言え る 。 全長 
1.200m の 巨体 を 持ち 、 そ の 上 に 数 万 人 が 暮らす 街 
すら 持つ SDF-1 を 問題 な く 機能 させ る に あたり 、 こ れ 
ら の 施設 と イン フラ が 適切 に 整備 され る こと は 必須 で 
あっ た 。 

マク ロス の 航海 に お いて は 、 前線 で 戦う パイ ロッ ト の 
慢性 的 な 不足 が 悩み の 種 で あっ た と 言わ れる が 、 実 
際 の と ころ は 後方 で 軍務 を 取り 仕切 る 兵 問 部 も また 、 
多様 な 艦内 施設 を 潤滑 に 回 せる 人 材 が 不足 し て いた 
と いう 。 冥王 星 宙 域 に デフ ォ ー ル ド し て 以降 、 兵員 ・ 











物資 の 十分 な 補充 も な し に ゼン トラ ー デ ィ 軍 と の 相次ぐ 
戦闘 に 見 掴 われ た SDF-1 に お いて 、 兵 敵 の 諸 問 題 が 
深刻 化 せ ず に 地球 へ の 帰還 を 成し遂げ た こと は 、( 途 
中 、 火 星 サ ラ 基地 で 物資 を 得 られ る 矯 侍 が あっ た も の 
の ) 奇 跡 と 言っ て も いい だ ろう 。 





膨大 な 内 部 スペ ー ス を 有 
し 、 兵 員 や 装備 を 管理 
上 | する 施設 が 充実 し て いた 
SDF-1 は 、 通 常 の 艦艇 
と は 比較 に な ら な い 継 戦 
能力 を 持っ て いた 。 





SDF-1 の 軍部 の 人 材 
不足 に 対応 する た め 、 
艦内 に は 新兵 の 訓練 
施設 も 築 か れ た 。 人 
材 不足 を 補う た め 、 新 
兵 で 資質 の ある 人 間 
に は 、 ご く 短 期間 で 尉 
官 を 与え 、 小 隊 を 率 
いさ せ た と いう 。 


























連絡 用 スペ ー ス シャ ト / 
を 兼ね る 格納 庫 。 シ ャ トル へ の 乗 
降 に は タラ ッ プ 車 を 用 いる 。 














の 小型 搬入 用 倉庫 















































艦 外 に 面 し た 物資 搬入 用 廊 庫 の ひと つ 。 
進軍 式 の 際 に 放置 され て いた 一 条 交 の フ 
ァ ン レー サー を 、 ロ イ - フ ォ ッ カー が 運び 
込ん だ 。 図 の 奥 に 見 える ハッ チ は 艦 外 に 
通じ て お り 、 南 アタ リア 島 に 帰還 し よう と 
し た 一 条 輝 と リン ミン メイ は 、 こ の ハッ チ 
を 開い て ファ ン レ ー サ ー を 発進 させ た 。 





プロ メ テ ウ ス を ドッ キン グ す る 前 の ご く 短 | 
期間 、 艦 載 機 を 運用 する た め 用 いら れ | “ 
て いた 区 画 。 図 左側 の 天井 部 に 管制 室 
が 設け られ て お り 、 床 面 に 描か れ た 矢印 
は 誘導 路 を 示し て いる 。 




























のみ フォ ー ル ド ・ シ ステ ム 


し の 発着 場 








SDF- 1 の フォ ー ル ド - シ ステ ム 。 進 
記 田 式 の 時 点 で は テス ト も 済ん で お 
"| ら ず 、 南 アタ リア 島 上 空 か ら の フ 
オールド を 強行 し た 際 に シス テム は 
消滅 。 跡 に は 時 空 連続 帯 の ひずみ 
に よる エネ ルギー が 発生 し た 。 














士官 用 宿 合 な ど が 設営 され た 基地 
施設 の ゲー ト 付近 。 基 地 は 金 綱 で 世 き ご 
一 般 区 画 と 仕切 られ て お り 、 敷 地 
内 で は 訓練 も 行わ れる 。 











ー ゴ 出撃 前 の バイ ロッ ト が 着替え な ど 
に 用 いる 控室 。 ポ ドル 基幹 艦隊 戦 
直前 に 輝 が 使っ た 。 
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頒 来 軍 員 用 宿舎 


広大 な 艦内 スペ ー ス を 有する SDF-1 で は 、 士 官 、 タグ ロー バル の 部 屋 
大 隊長 クラ ス の 人 間 に 個室 が 与え られ た の は も ちろ | a 
ん 、 実 戦 部 隊 に 配属 され た パイ ロッ ト に も 個室 が 与え T と 
られ る な ど ( 訓 練 段階 で は 雑居 部 屋 )、 乗 組員 は 恵 ま 6 
れ た 住 環境 を 享受 し て いた 。 こ れ は 、 艦 内 の スペ ー | ピー| 
ス に 十分 な 余裕 が あっ た こと も ある が 、 人 材 不足 に 
あえ ぎ 、 過密 な シフ ト が 組ま れ た 実戦 部 隊 の 各 員 に 、 
少し で も 快適 な 環境 を 与え よう と いう 心遣い も あっ た と 
され る 。 また 、 艦 内 の 士官 食堂 は 、 バ ー カ ウン ター 
に 加え ショ ー ス テー ジ も 備え られ た 豪 秦 な 造り と な っ て 
お り 、 士 官 や 将 官 か ら 好評 を 情 し て いた と いう 。 加え 
て マク ロス 弘 内 に は 、 食間 が ら 入 楽 箱 ま で が 搬 っ た 艦長 で ある ブル ー ノ リグ ロー バル に は 、 ふ た つの 部 屋 が 割り 当て られ て グ ーー 2 の rar 
街 も 存在 し て お り 、 兵 士 た ちの 福利 厚生 は 、 通 常 の いた 。 上 ょ マク ロス の 球 選 和 、 層 長 が 鬼 合 軍 本 部 へ の レポ ー ト を ま ドラ の - 
艦艇 と は 比べ 物 に な ら な い ほ ど 充 実 し て いた 。 と め て いた 艦長 室 。 右 は 通常 の 執務 に 用 いら れ て いた 部 屋 で ある 。 

の み フ ォ ッ カー の 部 屋 
| = 














一 員 な ラ 


| 





A 































一 条 煙 が 新兵 の 頃 に 住 
ん で いた 宿舎 の 外観 
数 階 建 て の 集 
な っ て いる 。 
























フォ ッ カ ー に 与え られ て いた 個室 。 ガ ラ 
ス の テー ブル や ソフ ァ ー な ど 、 内 装 に 凝 
っ つて いる 。 

用 の 個室 に は な い キ 
チン が 備え られ て お り 、 
ある い は 、 マ クロ ス 艦 
内 の 街 に 部 屋 を 借り て 
いた の で は な いか と 推 


宗 さ れる 。 
と 未 沙 の 部 屋 


ーママ カタ ガト 











実戦 部 隊 配 属 直 後 の 輝 に 割り 当て 
られ た 個室 。 高 級 士官 用 の 個室 に 
比べ て 内 部 は 狭く 、 内 装 も 簡素 で 






えら れ た 私 室 。 高 級 
で 内 部 は 広く 、 観 葉 





植物 な ども 置か れ て いた 。 











4 

⑬ レス トラ ン 
内 部 

第 82 土 官 食堂 の レ 

スト ラン 「 ク レー ター kw 

ズ ・ ベ イ 」 の 内 観 。 了 

メリ カン ホテ ル の レ : 








《 エン トラ ンス ( 左 : 内 側 右 外側 ) が 設け られ て いる 
だ SN = |! ⑳ レ ジ 及 び 
クロ ー ク 
預かり 所 を 兼 : | 
、 レ スト ラ ! 


マイ ク が ある 。 な っ て いる 。 








@1982 ビッ クウ エス ト 
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信司 内 施設 

墜落 戦艦 ASS-1 か ら SDF-1 マ クロ ス へ の 改修 に あ 
た っ て は 、 元 々 巨人 サイ ズ だ っ た 内 装 を 、 地 球 人 が 運 
用 する 宇宙 艦 と する た め に 、 徹 底 し た 改装 が 行わ れ た 。 
また 、 異 星人 の 技術 を 流用 する こと を 考慮 し て か 、 艦 
内 に は 本 格 的 な 技術 開発 ブロ ッ ク が 置か れ 、 専 門 の 
技術 スタ ッ フ が 常駐 し て いた 。 SDF-1 が フォ ー ル ド ・ シ ス 
テム の 事故 に より 、 冥 王 星 軌道 に 出 て 以降 は 、OTM 
の さら な る 解析 と それ に 伴う 新 シ ステ ム の 開発 に あたり 、 
技術 部 の 提案 する 新装 備 を 運用 する た め の 新 施設 も 
艦内 に 追加 され て いっ た 。 





専門 の スタ ッ フ が 任務 に 
あたっ た これ ら の 施設 は 、 
艦内 各所 に 分 散 し て 配置 
され て お り 、SDF-1 の 規 
模 の 大 き さ を 示し て いる 。 









艦内 スペ ー ス に 奈 裕 の あ 
っ た マク ロス で は 、 大 小 
の 会 議 ス ペー ス が 設け ら 
れ 、 そ の 後 の 地球 の 運命 
を 決定 する 数 々 の 報告 と 、 
それ を 受け て の 方 針 の 決 
断 が 行わ れ て いっ た 。 









































































































停戦 使節 と し て SDF-1 を 
訪れ た エキ セ ド ル : フ ォ ル モ 
と グロ ー バ ル ら マク ロス 首 
脳 陣 が 会 見 を 行っ た 部 屋 。 


に 部 





















席 の 周囲 に は 大 型 の スク リ 
> 置 さ れ て お り 、 エ 
キ セ ド ル が ゼン トラ ー デ ィ 
軍艦 隊 の 指揮 系 統 を 説明 
する 隙 に 活用 され た 。 





作戦 司令 室 の 一 室 。 こ こ 
で 一 条 輝 ら 戦績 著しい 土 
官 に 対す る 統合 軍 チ タニ 
ウム 勲章 の 授与 が 行わ れ 
た 。 


本 来 は 名 前 の 通り 、 将 官 
クラ ス が 集 っ て 作戦 会 議 
を 行う 部 屋 で ある 。 壁面 
に は 大 型 の スク リー ン も 
設置 され て いる 。 














第 一 次 里 問 大戦 終結 後に 新設 され た コン ピュ ー タ ー 室 の ひと つ で 、 フロ 
トカ ルチャ ー の 研究 が 行わ れ て いた 。 


技術 スタ ッ フ ルー ム 




















SDF-1 に 亡命 し て き 
た ゼン トラ ー デ ィ 軍 の 
ワレ ラ 、 ロリ ー、 コン 
ダ ら の 処遇 を 巡る 審 
議 が 行わ れ た 部 屋 。 








| 他 の 会 議 室 より も 比 
較 的 手狭 な 室内 と な 
っ て いる 。 右 手 奥 に 
NJ は 会 議 を 記録 する 書 
記 用 の 机 が 設け られ 
て いる 。 














[4 ニン < 






















思 技術 開発 部 門 の スタ ッ フ が 常駐 し 


た 区 画 。 フ ォ ー ル ド 事 故 以降 も 頻 


= 発する 不測 の 事態 に 技術 面 で 対応 


し 、 同 時 に 未 解析 な 部 分 も 多かっ 
た SDF-1 の 調査 研究 を 進め た 。 ト 


| ラン ス フ ォ ー メ ーション や ピン ボイン 
=| ト . バ リア と いっ た 新 シ ステ ム の 実用 


化 に 貢献 し た 。 


EXTRR REPDRT 
A 関連 事項 
ロ 


sy 
マク ロス 艦内 喫茶 室 
w 


ci 
マク ロス の 艦内 の 展望 スペ ー ス に 設置 さ 
れ た 士官 用 の 喫茶 室 。 マ クロ ス の 地球 降 
下 後 は 、 地 球 の 風景 を 眺望 で きる スペ ー ス 
と し て 、 に ぎわ っ て いた 。 
奥 の テ ー ブ ル が 置か れ 
た フロ ア が 喫茶 スペ ー 


ス 、 手 前 は 展望 台 と な 
っ て いる 。 





艦 外 か ら 喫 茶室 を 望 
ん だ と ころ 。 戦闘 時 に 
は 、 喫茶 室 の ガラ ス の 
壁面 は 装甲 で 覆 わ れ た 
と 思わ れる 。 
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メカ ニッ ク 
p SDF-1 マク ロス 









の 3D シ ミュ レー ター 付 会 議 室 4 会 議 室 ドア 


























\ リ ア の 制御 室 。 
され る 。 バ リア シス テム 班 の 
ポイ ント バリ ア . ギ ャ ル ) が トラ ッ ク ボ ー ル で ピン ポイ ン 


ピン ポイ ント バリ ア 
前 面 の 大 型 スク リー 
スタ ッ フ 3 名 Gi 




















た ちの 報告 書 を 検討 す 
ぼ 。 図 左 は ホロ グラ ム デ ィ ス プレ イ 。 右 天井 部 
ロー ルル ー ム と な っ て お り 、 ゼ ント ラー デ 
E 用 され た 








みみ バリ アコ ント ロー ルル ー ム 

全 方 位 バ リア シス テム の コン トロ ー ル ルー ム 。 パ バリア. ジェ ネ レー タ 
出す よう に 配置 され て お り 、 床 と 手前 側 以 タ 
ター 区 画 に 面 した 窓 と な っ て いる 。 




























ジェ ネ レ ー タ ー が 上 下 に 存 
き は 右 の コン トロ ー ル ル 












ム を 制御 す 










テ 
室 、 レー ダー コ 







呼ば れる )。 こ 














広大 な 艦内 スペ ー ス を 有する SDF-1 で は 、 艦 内 に 本 
格 的 な 病院 も 建て られ て いた 。 右 は 、 友 軍 の ダイ ダ ロ 
ス ・ ア タッ ク の 暴発 に より 撃墜 され た 一 条 洒 が 運び 込ま 
れ た 統合 軍 病 院 で ある 。 な お この 病院 は 市 街 地 に 侵 
入 し た ク ァ ド ラン ・ ロ ー と 、 マ クシ ミリ アン ・ ジ ー ナ ス 機 と の 
戦闘 が 行わ れ た 区 画 の 付近 に あっ た が 、 幸 い 施設 へ 
の 被害 は 軽微 だ っ た 。 















= 





『 下 園 護 調 ク ァ ド ラン - ロ ー を 追っ て 病院 
計 の 列 地 内 に 着陸 し た マク シミ リ 
アン . ジ ニナ ス 機 。 病院 は ク ァ 一 和 灯 が 電 び 込ま れ た 病院 の 全景 。 建物 の 上 部 に は 統合 軍 マ ー ク が 見 え 
ドラ ンー の 噴射 に よっ て ガー る 。 右 は 意識 不明 の 重体 の 一 条 畑 に 取り 付け られ た 医療 機器 で 、 呼 吸 や 
心 識 の 喜 動 な ど を モニ ター する 模様 






































一 条 輝 が 入院 し て いた 間 に 、 
スカ ル 大 隊 隊 長 ロイ ・ フ ォ ッ カ 
ー 少 佐 は 戦闘 で 重傷 を 負い 、 
同じ 病院 に 運び 込ま れ た が 、 
ほど な くし て 死亡 し た 。 













左 図 は 統合 軍 病 院 の 内 装 。 当 時 の 一 
条 輝 が 尉 官 で あっ た た めか 、 か な り 
広め の 個室 が 提供 され て いた 。 
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E01 


セン トラ ー テ ィ 宮 の 主力 な 担う 
ワン マン 戦 全 ボッ ド 


QD 機体 解説 


トマ ント ラー ディ 軍機 動 兵器 の 代名詞 と も 言 
トー シン 戦闘 ポッ ドド が 、 こ の リガ ー ト で ある 。 歩 兵 都 隊 の 戦 
人 の 向上 を 目的 と し た 所 器 で 、 店 倒 的 な 規模 
る ゼン トラ ー デ ィ 全 軍 に 配備 ずる こと を 想定 し て 生産 性 が 
重視 され て いる 。 ま た 誠 低 スト 化 克 追 求 し た こと に よっ て 
構造 は 極め て 単純 でき 整備 性 さも 優れ て いる 。 そ の 反面 、 
シス テム を 簡素 株 し すぎ た な め に 手動 操作 を 必要 と する 部 
分 が 多く 、< 又 生 ジ ャ デ 上 ガー な どの バト ルス ー ツ に 比べ 
と 性 能 は 劣 つ て いる 『 それ で も 、 本 機 は ゼン トラ ー デ ィ 軍 
の 標準 兵器 と て 運用 され て お り 、 第 一 次 星 間 大 戦 に お い 
て も 最前 線 に 投入 され て いる 。 









ワン マ 


















































され 、 主力 と し て 運用 され た 


Illustration by Hidetaka Tenjin 










DOa- ロ ァ 


メカ ク 
» リガ ー ド 


@ 運用 記録 














| ガー ド の 実戦 投入 が 開始 され た の は 銀河 帝 
分 裂 戦争 の 初期 と 言わ れ 、 約 50 万 周期 前 に 
改良 が 終了 し て 以降 、 現 在 まで 生産 と 運用 が 継続 
され て いる 。 代表 的 な 生産 拠点 は エス ベリ ベン 第 
4432369 ゼ ント ラー ディ 全 自 動 兵 器 隊 で 、 全体 で 
は 約 3 億 も の 自動 兵器 茂 で 量産 が 行わ れ て いた と 
言わ れる 。 大 量 生産 され た 本 機 は ゼン トラ ー デ ィ ほ 
ぼ 全 軍 の 歩兵 部 隊 に 配備 され 、 主力 と し て 運用 され 
た 。 た だ し 、 本 機 は 飛行 性 能 が 低い た め 、 惑星 へ の 
侵攻 作戦 な ど で は 空戦 ポッ ド と の 連携 が 必要 で あっ 
た 。 第 一 次 星 間 大 戦 に お ける SDF-1 マク ロス と の 
攻防 で も 攻撃 部 隊 の 中 核 を な し 、 人 類 側 の 可変 戦 
闘 機 (VF) や デス トロ イド と 戦闘 を 繰り 広げ た 。 




















重力 下 で は 歩兵 に 代 
わる 陸上 戦力 と し て 
運用 され 、 地球 人 類 と 
の 初 革 遇 で も 上 陸 作 
戦 を 展開 し た 。 ま た 、 
宇宙 で も 戦力 の 中 核 








名 い 。。 流 
惑星 上 に 展開 する 場 | 
合 は 、 軌 道上 の 艦艇 

ッ ド に 










ヵ 衛 戦力 の 増 
の リガ ー ド の 
られ 、 工 場 
衛星 の 奪取 作戦 が 実 
施さ れ た 。 
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島 役 森村 造 | 


機体 は 卵 形 の 胴体 に 逆 関節 の 脚 部 を 付け た 
特異 な 構造 で 、 胴体 部 の 左右 と 足 底 面 に 推進 用 
ロケ ッ ト を 備え る 。 コス ト 削 減 の た め に 構造 が 簡 
素 化 さ れ て お り 、 故 障 率 が 低い 反面 、 耐 弾性 や 
剛性 に は 欠け る 。 




























機能 が 集中 し た 胴体 部 
を 細い 脚 部 が 支え る 構造 
で 、 重 心 が 高い た め 安 定 
性 は 低い 。 そ の た め 、 地 
上 戦 に お いて 瑞 機 と 衝突 
し た は ずみ で 転倒 する こ 
と も あっ た 。 





歩行 や ジャ ンプ に 用 いら 









れる 脚 部 、VF と 
接触 し た で 破損 する 
こと も あっ た 脚 関 


節 基 部 は 破壊 され る と 機 
体 全 体 が 行動 不能 に 陥る 
欠点 を 抱え て いた 


\ グ 
足 裏 は 踊 の 面積 が 大 ~~ へ 
きい 独特 な 形状 と な 
っ て いる 。 推進 用 の 
小型 スラ スタ ー が 内 
蔵 さ れ て いる 。 


くり ガー ド ( 標 準 量産 型 ) の 三面 図 
中 な ど に パイ ロッ ト の イニ シャ ル や 番号 、 所 属 部 隊 
ー と 艦隊 名 な ど が マー キン グ さ れる 場合 も ある 。 








島 コク ピ ル ト 

リガ ー ド は 胴体 内 スペ ー ス の ほとん ど を コク ピッ ト 
に 割 い て いる が 、 ゼン トラ ー デ ィ 兵 士 の サイ ズ に 比 
べ る と 内 部 は 非常 に 狭い 。 構 造 を 簡略 化し て い 
る た め に 手動 式 の 部 分 も 多く 、「 生 身 で 歩く より も 
疲れ る 」 と 評 さ れる ほど パイ ロッ ト へ の 負担 は 大 きか 
っ た 。 ま た 、 装 甲 も 厚く な か っ た こと か ら 、 生 存 性 
は 高く は な か っ た よう だ 。 
















バイ ロッ ト は 標準 宇宙 


手分け を すれ ば マイ 
クロ ー ン サイ ズ の 人 
間 で も 操縦 が 可 
あっ た 。 捕 謀 に な っ た 
一 条 煙 ら 4 名 が ゼン ト IN 








ムコ ク ピ ッ ト は 中 央 に メイ 
ンス クリ ー ン が 位置 し 、 そ 
の 周囲 に 各種 操縦 機器 が 
配置 され て いる 。 上 は マイ 
クロ ー ン と の 対比 。 


コク ピッ トバ ハッ チ は 胴体 
、 シ ー ト の 背 





コク ピッ ト 同 様 、 乗 降 口 も 
か な り 狭 い 。 






人 ム 上 は コク ピッ ト 後 方 を 
示し た 図 。 左 右 の レバ 
ー は 操縦 揚 で 、 向 か っ 
て 左上 に は 通信 機器 が 
設け られ て いる 。 

















リガ ー ド は 中 口径 荷電 粒子 ビー ム 砲 2 基 と 小口 径 レ 
ー ザ ー 対 地 機 銃 2 基 、 小 口径 レー ザー 対空 機銃 2 基 と 
いっ た 固定 武装 を 備え る 。 これ ら は エス ベリ ベン 熱 核 
反応 炉 に よっ て 稼動 する が 、 生 産 コ スト を 抑え た こと で 
主機 出力 は 低く な り 、 そ れ に 応じ て 武装 の 威力 も 低下 
し て いる 。 し か し 、VF や デス トロ イド に 対し て は 十分 な 
火力 を 有 し て お り 、 ゼ ント ラー ディ 軍 の 物量 も あっ て 統 
合 軍 を 苦し め た 。 
























































主 武装 は 胴体 前 面 に 
配 さ れ た 中 口 
粒子 ビー ム 砲 で 
撃 す れ ば デス 
の 装甲 も 破壊 で 
また 、 同 じ 場 所 に 長 
時 間 照 射す れ ば 、 マ 
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ゼン トラ ー デ ィ 軍 に 広く 配備 され た リガ ー ド は 、 標 準 
量産 型 だ け で は な く 用 途 に 応じ て 様々 な バリ エー ショ ン 
が 存在 する 。 構造 が 単純 で 改造 が 容易 だ っ た 点 も バ 
リエ ーション の 展開 が 行わ れ た 理由 と 考え られ る 。 基 
本 的 に は 、 標 準 量産 型 を 主力 と し て 、 ミ サイ ル 装 備 型 
2 種 が 後方 支援 に つき 、 部 隊 全 体 の 索敵 を 偵察 型 が 
行う と いう 形式 で 運用 され る こと が 多かっ た と 見 られ る 。 
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リガ ー ド (標準 量産 型 ) の 武装 

各 武 装 は 胴体 部 に 集中 し て お り 、 砲 身 は 取り 付け 基部 に ある 程度 の 可動 連 
囲 を 有 し て いる 。 ま た 、 基 部 ご と 外し て 別 の モジ ュー ル に 交換 する こと も 
可能 で 、 任務 に よっ て 装備 を 変更 する こと も あっ た 。 





中 口径 
荷電 粒子 ピー ム 砲 。 _ 8 


~ \ 


小口 径 


) ヽ レー ザー 対空 機 久 



















近接 戦 用 自己 誘導 小型 ミサ イル 





近接 戦 用 多 弾 頭 大 型 ミサ イル _ 


内 部 に 複数 の マイ クロ 
ミサ イル ( 下 ) を 内 蔵 し 





(上 ) で チャ ー1 


r 
基 に つき 2 発 が 装填 さ 


れる 。 大 型 ミ サイ ル 装 








ー サ ー チ ャ ー や レー ザー 長 距離 セン サー な ど 、 複 数 の 
探知 シス テム を 備え る , 














リガ ー ド は ゼン トラ ー デ ィ 軍 の 標準 的 な 艦載 兵器 と し 
て 運用 され 、 艦 内 で は 固定 台座 を 用 いて 格納 され た 。 
ゼン トラ ー デ ィ 兵 士 全員 に 行き 渡る こと を 目的 と し た 機 


























体 だ け に 、 膨 大 な 数 が 生産 、 配備 され て いた 。 そ の た 。 


め 、 格 納 す る 際 に は 艦内 設備 を 圧迫 する こと の な いよ 
う 省 スペ ー ス 化 が 図ら れ て いた と 考え られ る 。 
























る 固定 台座 を 用 いて 格納 され る 
際 に は 、 脚 部 を 折り 畳み 座る よう 
に し て 台座 に 連結 され る 。 脚 部 
へ 、 の 可動 範囲 の 大 き さ が 分 か る 。 


















ノブ ティ ・ バ ガニ ス 
5631( ブ リタ イ 
艦 ) の 艦内 で 出撃 


撃 前 の 待機 状態 で 
も 用 いら れ た 





出撃 前 の カム ジン 


の た め 、 格 納 に は 
同様 の 固定 台座 が 
用 いら れ た 


@1982 ビッ クウ エス ト 





ロロ a-C 


Sossa 






大 空 に 美 疲 を 病 く 


=。 ノ クロ ルッ トカ スタ ム 棄 





VF-1J/ リ ルキ リー 








ー は 、 ア クロ バッ 
マク ロス 進 軸 式典 で 









し 、 即興 と は 思え な い 美 技 を 扱 露 し た 。 








大 気 圏 内 専用 の 機体 だ が 、 
ー ル ド で 宇宙 空間 に 放り 出さ れ た 





慣性 飛行 を 行っ て いる 。 





@ 機体 解説 


- 太 合戦 争 終結 前 の 混迷 期 も 、 





中 小 含め 一 部 の 企 


| ソリ し 業 で は 、 民 間 用 航空 機 の 開発 が 続い て いた 。 
軍属 前 の 一 条 輝 が 愛 機 と し た ファ ン ・ レ ー サ ー も 、 そ 
一 例 と 言え よう 。 輝 用 の ファ ン ・ レ ー サ ー は 、 エン ジ 


ン を より 高 性 能 な も の に 換装 。 さ ら 


に ロケ ッ ト ・ ブ ー ス 


ター を 追加 し た アク ロバ ッ ト 仕 様 で ある 。 最 大 出力 約 
660 馬 力 超 、 最 大 巡航 速度 は 720km/h 程 度 と 推測 
され 、 ブース ター 併用 時 に は 短 時 間 な ら 時 速 1.080km 





以上 を 発揮 し た と され る 。 な お 、 同 


系 の コミ ュ ニ ケー 





ター 仕様 複 座 機 と し て ファ ン ・ ラ イ 


ー が 存在 する 。 


Rl 
「 
J 
上 
ョ 
N 
J 
Rl 
【 
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但 折 体 科 千 


ファ ン ・ レ ー サ ー は 前 進 可 を 採用 、 さ ら に 基本 推進 
力 と な る プロ ペラ は 後部 に ある な ど 、 非 常に 珍し い 形 
PWR 状 の 機体 と な っ て いる 。 ど ちら も 空気 抵抗 の 減少 を 
は 、 ア クロ バッ ト ・ シ ョ ー や エア ・ レ ー ス 用 に 開発 狙っ た も の で 、 高 速 性 を 考慮 し た 構造 と 言え る だ ろ 
され た 機体 で ある 。 軍属 前 、 アク ロバ ッ ト ・ チ ー ム に 所 う 。 コ ク ピ ッ ト は 単座 だ が 、 一 条 輝 は リン ・ ミ ン メイ を 搭 
属し て いた 一 条 細 は 、 こ の 機体 を 愛 機 と し 、 各 地 を XX 乗 さ せ 、2 人 乗り で の フラ イト も 敢行 し て いる 。 
業 し て いた と され る 。 ま た 、 一 条 交 は 移動 手段 と し て 
も この 機体 を 使用 し て お り 、 マ クロ ス 進 軸 式 典 に 招待 
され た 際 に は 、 会 場 に ファ ン ・ レ ー サ ー で 乗り つけ 、 そ 
の まま 、~ エ ンジ ェ ル バーズ" の アク ロバ ッ ト - シ ョ ー に 飛 
び 入 り 参加 し 、 会 場 を 大いに 沸 か せ た 。 
その 後 、 マ クロ ス 艦 の フォ ー ル ド に 巻き 込ま れ た 
ファ ン ・ レ ー サ ー は 、 一 条 輝 と リン ・ ミ ン メ イ を 乗せ た ま 
ま 、 宇 宙 空 間 へ 放出 され て し まう 。 し か し ロケ ッ ト ・ ブ < 
ー ス ター な を 駆 使 し 、 何と か マク ロス 艦内 に 不時着 し た 。 
その 際 、 機 体 は 大 ダメ ー ジ を 負 つ て し まい 、 以 後 の 運 人 折ら 


i ら の 

用 は 不明 と な っ て いる 。 Pt < NS 
* ヽ 9 ] "な 
d 


















































式典 中 、 観 客 の 真 上 を 
低空 飛行 する ファ ン ・ レ 
ー サ ー。 こ の と き 、 操 
縦 宜 を 掘っ て いた の が 
一 条 輝 で ある 。 彼 は 軍 
属 前 か ら あ ら ゆ る 意味 
で 目立つ 存在 で あっ た 。 





マク ロス 艦 へ の 不時着 
時 、 ファ ン レ ー サ ー は | を 
軸 刷り に 。 一 条 泊 と ミ 【 
ン メ イ は 、 こ の 機体 を 
テン ト 代 わり に 約 一 週 
間 の サバ イ バ ル 生活 を 
余儀 な くさ れ た 。 ち な 
に 不時着 
- 居住 区 の 真下 で あっ た 。 
















ファ ン レ ー サ ー に 乗り 込 
む 一 条 輝 と リン ・ ミ ン メ 
の あと 、 2 人 は 宇 

Mh さら に マク ロス 
閉鎖 区 画 内 で の サバ イ 
バル 生活 を 経験 する こ 同 
と と な る B 



























後部 に は 6 機 の ロケ ッ ト ・ ブ ー ス 
ター を 搭載 。 ブ ー ス ター 使用 時 
の 最高 時 速 は 、 短 時 間 な が ら 推 
定 1.080km/h 程 度 と され る 。 


6 機 の ロケ ッ ト ・ ブ ー ス ター は 、 ブ ー ス ター 
コン トロ ー ラ ー で 各 基 個別 に 操作 可能 。 
アク ロバ ッ ト の 演出 用 に スモ ー ク ボタ ン が 
コン トロ ー ル ステ ィ ッ ク に 装備 され て いる 。 








回 使用 時 は 、 フェ 






































ンー で | 4 【M】 の ペ ー= 

< 9 a 
に > | me SD PW 
内 部 構造 


エン ジン を 含む 主要 部 @⑳ ペイ ロー ド 燃料 タン ク ⑥⑧ ラジ エー ター 
分 は 中 央 より 後部 に 集中 エン ジン  《 エア イン テー ク ⑮ ダブ ルフ ァ ン 
し て 搭載 。 コ ク ピ ッ ト 青 部 ロケ ルト ブー スタ ー 
は 、 貨物 用 ペイ ロー ド と な 
っ て いる 。 


サ 























人 ナス ター コル ロー ラー 
⑯ エン ジン スロ ッ ト ル 0@ エト ロー ルス ティック 人 W 計器 類 
⑩ フラ ッ プ レバ ー マイ ク @ 脚 レバ ー 


に @1982 ビッ クウ エス ト DO 
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y VF-1J バル キリ ー 





Illustration by Hidetaka Tenjin 






VF-1 の 火力 強化 仕様 に し て 
事 人 一 条 交 、 初 の 有 械 


@ 主 要 バ イロ ッ ト 










@ デ ー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 


⑧ 機体 解説 a 


全長 と 14.23m 
全高 と 8.84m 


= OE eet 人 二 6 才 お 還 4 し 半 人 訟 瑞生 




















空虚 量 >13.25t に 
VF-1 バ ルキ リー は 、 ス トメ ウェ ル 社 .% ベ ルコ ム 社 な どの 共 ララ 2 精 計 州 生玉 SW ロス IE 











同 設計 チー ム に より 開発 され 7 た のち に 、 ツ ジー スロ ム 社 な ど 数 社 に 
お いて ライ セン ス 生 産 が 待 ね れ 、 数 々 の バリ エー ショ ン 機 が 生ま れ 度 10 87 Gt 
た 。 い わ ゆ る J 型 と 呼 江 れる VFz は 、 バ ルキ リー 開発 プロ ジェ ク yi A 
ト に お いて エン ジ 人 開発 を 生 つ て いた 新 中 放 還 工 生産 の 機体 で の 文生 

り 、 未 尾 の J は 日 本 工 り 万 (J=JAPAN) で 生産 され た こと を 示し て 

いる 。 こ の J 型 は 、 従来 の 量産 機 で ある A 型 の 火力 不足 を 補う べ 
く 、 武 装 開発 メ ざ カー で ある 九星 重工 製 の 新規 頭 部 ユニ ッ ト を 採 に と 

用 。 レーザー 機銃 2 門 を 搭載 し た 火力 強化 仕様 と な っ て いる 。 Cn 
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D18.06 
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p VF-1J バル キリ ー 











@ 運用 記録 


/ |\ 数 生産 の J 型 は 、 従来 の 量産 機 で ある A 型 
ー ン 以上 の 火力 を 有する こと か ら 、 小 隊長 機 や 
熟練 パイ ロッ ト 用 と し て 配備 され る こと も 少な く な 
か っ た 。 そ ん な J 型 に は 各 パ イロ ッ ト 用 の カス タム 
カラ ー が 施さ れ た バリ エー ショ ン 機 も 多く 見 られ 、 
中 で も 白地 に 赤い スト ライ ブ が あし ら わ れ た 一 条 撮 
機 は 、 認 知 度 の 高い 機体 と 言え よう 。 一 条 輝 は 、 
訓練 生 時 代 か ら J 型 を 使用 、 さ ら に 配属 直後 の 新 
兵 に も か か わら ず カ スタ ムカ ラー ( 白 ) の J 型 を 与 
えら れる 栄誉 に 浴 し た 。 彼 は 前 歴 が エア アク ロバ ッ 
ト の パイ ロッ ト で あり 、 さ ら に 入隊 以前 に 
より VF-1D で の 戦闘 を 経験 し た こと か ら 、 即 戦力 
と し て 期待 され て の 処置 で わっ た と 考え られ る 。 一 
条 機 は 当初 、 ス カル 大 隊 3 番 機 と し て 登録 され 、 
ル サ イ ン 「 バ ー ミ リオ ン 











上 者 | ご 
事情 に 








バー ミリ オン 小隊 長 ( コ 
1」) 時 代 ま で 使用 され た 。 


一 条 が 
れ た J: リタ イ 
と の 格闘 戦 で 破壊 さ 
れ た 。 そ の 後 、 再 び 
同型 機 が 配備 され た 
が 、 味 方 の 流れ 弾 に 
より 墜落 し て いる 。 














法 EEH 
の み マ ウラ ー レー ザー 機銃 ROV-20 
VF-1 に 固定 装備 され る 小型 パル スレ ー ザ ー 
砲 。J 型 は 頭 部 両 脇 の タ ー レ ッ ト に 各 1 門 、 計 2 
門 を 装備 し て お り 、1 門 の み 搭 載 の A 型 より も 火 
力 が 強化 され て いる 。 基 本 レーー こ 、 
的 に は 補助 火器 と いう 位置 / / 
付け だ が 、 ガ ン ポ ッ ド な ど と ! 
同時 に 使用 する こと で 濃密 
な 弾幕 を 展開 可能 で ある 。 
































ハワード GU1 1 55mmd 連 装 ガ ン ボ ポッ ド 

VF-1 シ リー ズ の メイ ン ウ ェ ポ ン で ある 機関 管 ポッ 
ド 。 ファイター で は 機体 下部 中 央 に 固定 、 そ れ 
以外 の 形態 で は 腕 部 マニ ピュ レー ター で 使用 す 
る 。 55mm と いう 大 口径 弾 を 高 初速 で 発射 する 
た め 、 戦 闘 ポ ッ ド 相手 に も 充分 な 威力 を 発揮 す 
































島 ニラ ピル 

VF-1 シ リー ズ 共 通 の コク ピッ ト で 、 緊 急 脱出 用 
の 射出 座席 を 搭載 する 。 ファイター 形態 と ガウ ォ 
ー ク 形態 は 旧来 の 戦闘 機 の それ に 類 し て いる が 、 
バト ロイ ド 形 態 で は 完全 密閉 式 と な り 、 モ ニタ ー を 
通し て 外部 視界 を 得る 。 








| 





バトロイド 時 
上 面 や 側面 に モニ ター 








空中 戦 や 宇宙 戦 で 使用 され る 速力 に 優れ た 戦 
闘 機 形 態 。 初速 を 得 た い 発 艦 時 に も と られ る モ 
ー ド で 、 一 条 も 土星 宙 域 で の 初出 撃 で は ファ イ 
ター 形態 で 出撃 し て いる 。 一 条 は 、 突 飛 な 戦法 
を 好 ん だ 僚 友 の マ クシ ミリ アン ・ ジ ー ナ ス と 異な り 、 
空中 戦 お よび 宇宙 戦 で は 定石 通り に ファ イタ ー 形 
態 で 戦う こと が 多かっ た 。 

















』 白 の カラ ー リ ング を 基本 に 、 胴 体 や 
主翼 の 赤い ライ ン が 映え る 上 面 。 頭 部 
以外 は 他 の VF-1 と 同じ で あり 、 シ ル エ 
ッ ト 上 の 差異 は な い 。 








一 条 機 は 火星 大 気 圏内 
戦闘 て AMM-1 
ミサ イル を 使用 、 戦 闘 
ポッ ド を 撃破 し て いる 。 
この 際 、 フ ァ イ タ ー 形 
態 で 戦っ て いた 。 





バト ロイ ドン ガウ ォ ー ク 形態 
に お いて 足 部 と な る 偏向 ノズル 
な ど 推 進 系 が 集約 され た 後部 。 










。 ガ ン ポ ッ ド は 右前 
に 固定 され る , 


人 像 カウ ォ ー ク モー ド 








地上 戦 で の 高速 ホバリング 移動 や 低空 で の 低速 飛 
行 、 機 動 性 を 保ち な が ら 腕 部 マニ ピュ レー ター を 使用 す 
る 場合 な ど に と られ る モー ド 。 急減 速 や 着 艦 時 、 不 整 


地 や 狭い 場所 へ 
た 準 ガウ ォ ー ク 形 | 


の 着陸 な ど で は 、 脚 部 の み を 展開 し 
態 を と る こと も ある 。 一 条 機 は SDF-1 


マク ロス が 宇宙 に フォ ー ル ド し て か ら 投 入 さ れ た た め 、 ガ 
ウォ ー ク 形態 を 地上 で 運用 する 機会 は さほど 多く な か っ 
た 。 そ れ で も SDF-1 や ゼン トラ ー デ ィ 艦 へ 着 艦 する 場 








合 に 使 





し た ほか 、 艦 上 を 高速 移動 する 際 に 選択 す 


る ケー ス が 見 られ た 。 火星 基地 で は 、 敵 部 隊 の 中 に 
ガウ ォ ー ク で 単身 飛び 込み 、 そ の 機動 性 を 活か し て 敵 








機 を 提 乱 し 、 同 ゴ 











対 臣 人 戦闘 
トラ ー デ ィ 艦 内 きす 














上 討ち を 誘う 戦法 も 見 せ て いる 。 









p 脚 部 を ホバリング 用 に 展開 し 、 バ 
トロ イド 用 推進 器 を 上 部 に 移動 させ 
た 中 間 的 形態 。 宇 宙 で 任官 し た 一 条 
は 、 あ まり 使用 し な か っ た 











へ 関連 事項 


命 救助 に も 利用 され た 形態 
Ci 


1 

一 条 は 火星 離脱 時 、 早 瀬 未 沙 中 尉 を 救助 し 
つつ 、 自 爆 す る 基地 か ら 高 速 で 遠 さか る た め 、 
ガウ ォ ー ク 形態 を 使用 し た 。 単座 の VF-1J で 早 
瀬 中 尉 を 保護 し な が ら 移動 する に は 、 腕 部 を 展 
開 し つつ も 飛行 可能 な ガウ ォ ー ク が 最適 だ っ た た 
めで ある 。 ちな み に 一 条 は D 型 搭乗 時 に も 、、 ガ 
ウォ ー ク 形態 で リン : ミ ン メ イ を 保護 し て いる 。 






マヤ 腕 部 を 展開 し て い 
ガン ポッ ド の 自由 
り 、 レー ザー 
装 も 同時 に 

























J 型 は 単座 機 で お る た め コク 
ピッ ト に は 1 人 し か 乗れ な い 。 
ガウ ォ ー ク 形態 な ら ば 、 腕 部 
マニ ピュ レー ター で 人 間 を 掴 
み 、 保護 し な が ら の 高速 離 
脱が 可能 で あっ た 。 















陸戦 用 の 人 型 形 態 。 一 条 機 は ゼン 
へ の 突入 や 、SDF-1 上 で の 対戦 闘 


ポッ ド 戦 を 度々 行っ て いる た め 、 バ トロ イド 形態 を 頻繁 











に 使 








は 、 ゼ ント ラー ディ と の 肉弾 戦 だ 


する こと と な る 。 腕 部 マニ ピュ レー ター や 脚 部 





け で な く 、 ゼ ント ラー 





ディ 艦 侵入 時 の 





SDF- 
、 バト | 


巨人 用 ハッ チ 開 閉 に も 有効 だ っ た 。 


1 に 肉 


ロイ ド 








ブリ タイ 能 侵 入 時 、 バ トロ 
6 イ と 白 兵 











完全 に 人 型 の シル エッ 
ト と ね バト ロイ ド 形 
2009 年 10 月 の ゼ 
ディ 偵察 機 と の 
は 、 ガ ン ポ ッ ド と 
機銃 を 同 
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VF-1J バル キリ ー 
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ation by Hidetaka Tenjin 


@ 機体 解説 


型 の 一 般 機 の カラ ー リ ンダ は NsA 型 と 同様 に ライ トブ ラウ ン を 

基調 と し て いる が 、= 邸 の エー が イロ ッ ト の 機体 に は 独自 
の カラ ー リ ング が 施さ て も \ る 。 その 中 で も 天才 ・ マ ックス の 青い 
機体 と 、 元 ゼン ト き ディ の エギ デス: ミリア の 赤い 機体 は 、 多 大 な 
戦果 を 挙げ た ロジ ビ と し で 特に 勇 名 を 馳せ た 。 こ こ で は 、 そ の 両 
機 の 活躍 に つい て 解説 する 。 









※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 







主要 パイ ロッ ト 急 主 要 バ パイ ロット 










坦 を 邸 げ 放 げた 。 
育 と の エー スル イロ ッ 棄 








@ 機体 解説 


- 中 州 重 工 製 の J 型 は 工作 精度 が 高く 、 品 質 が 安 
『/ | 定 し て お り 、 機 体 ご と の 性 能 の ば ら つ き が 少な 
がかっ た 。 そ の た め 、 小 隊長 クラ ス 以 上 の 優秀 な バイ ロ 
ッ ト に 与え られ る ケー ス が 多かっ た 。VF の 操縦 に 関し 
て は 天才 的 な 才能 を 持っ て いた "マッ クス "こと マク シ 
ミリ アン - ジ ー ナ ス が 搭乗 し た VF- 1J に は 、 彼 の パー 
ソナ ルカ ラー で ある ブル ー の 塗装 が 施さ れ て いる 。 























ー フ クロ ス 地 球 帰 選 後に 空母 プロ メ テ ウ ス へ と 配備 

べ され た マッ クス 機 。 マ ックス が 小隊 長 と な っ た 
頃 か ら 運用 され 、「 リ ン ' ミ ン メ イ 作 戦 」 に も 参戦 し 戦果 
を 上 げた と され る 。 ま た 、 第 一 次 星 間 大 戦後 の 紛争 
に お いて も 、 ミ リア 機 と と も に の 機 ] 組 の 遊撃 隊 と し 
て 活躍 し た と 言わ れ て いる 。 


恋 に 落ち て か ら 間 も な く 、 電 撃 的 な 星 間 結 
婚 を 果たし た マッ クス と ミリ ア 。 バー ジン ロー ド 
上 を 飛行 し た 複 座 機 の VF-1D は ブル ー に 塗装 
され て いた 。 結婚 式 に パー ソナ ルカ ラー で 塗装 
し た 機体 で 臨む お あたり は 、VF 乗 り と し て の こ だ 
わり と 言え る だ ろう 。 


バー ジン ロー ド 上 を 
飛行 する 青い VF-1 
D。 歴 史 的 な 結婚 式 
の 模様 は 、 人類 、 ゼ 
埋 ント ラー ディ 双方 に 














ボド ル 基 艦 艦隊 と の 戦闘 や オノ ギ シ テ ィ 


この パト ロイ 
る と いう 戦い 方 


空中 、 宇 宙 に お いて は 、 定 石 
通り 速力 に 優れ た ファ イタ ー 形 
態 を 使用 。 早 の 地球 降下 


中 間 的 形態 で お る ガウ ォ ー ク 
を あま り 使 用 し な か っ た マッ クス 
だ が 、 ゼ ディ 艦 へ の 洪 
入 、 着 艦 時 な ど 狭 い 場所 で の 運 
用 時 [に を 用 いた 。 





























4 ガウ ォ ー ク モー ド 








ブル ー を 使用 し て いた 





@ 機体 解説 


ペド ル 基 幹 艦隊 と の 決戦 を 前 に 、 マ ックス 機 と と 
/ 1 きも に 空母 プロ メ テ ウ ス へ と 配備 され た ミリ アフ 
ァ リ ー ナ ジー ナス 専用 機 。 ゼ ント ラー ディ 軍 に お いて 
は 「 エ ー ス の ミリ ア 」 の 名 を ほし いま ま に し た 実力 も あ 
っ て か 、 真 紅 の 塗装 が 施さ れ た 彼女 の 機体 も 、 マ ッ ク 


ス 機 と 同様 に 後期 型 で ある 。 





介 運用 記録 


「 し 降 後 、 マ イク ロー ン 化 し 地球 統 
つく ト と な っ た ミリ ア が 搭乗 し た ミリ ア 機 。 マ ックス 
と の 「 天 コンビ 」 で 「 リ ン - ミ ン メイ 作戦 」 や 第 一 次 星 
間 大 戦後 の 紛争 な ど に も 参戦 し 、 多 大 な 戦果 を お さ 
め て いる 。 ち な み に 紛 争 時 に は 、 戦 闘 を 繰り 返す 残 
存 ゼン トラ ー デ ィ 兵 説得 の た め 、 愛 娘 の コミ リア を 乗 
せ て 出撃 する ケー ス も 見 られ た と いう 。 














双方 の 機体 
び バ イロ 
ゆえ の 編 





AN ミ 


30 年 後 の 運 用 


Ls ヨコ 

軍 を 退役 し た 後 も 愛 機 を 所 有 し 続け て いた ミ 
リア は 、2038 年 に 出発 し た マク ロス 7 を 中 核 
と する 第 37 次 超 長 距離 移民 船団 に も 同機 を 
帯同 させ 、 バ ロー タ 軍 と の 戦闘 に お いて 自ら 出 
撃 し た 記録 が ある 。 真紅 の 機体 は ロー ルアウ ト 


か ら 30 年 を 経て な お 、 新 た な 敵 と の 実戦 を 経 
験 する 稀有 な 機体 と な っ た 。 


ムリ シン 木崎 が 搭乗 中 
に 大 破 し た 。 


@1982 ビッ クウ エス ト @1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 7 製 作 委員 会 
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p VF-1J バル キリ ー 





@ 機体 解説 


/F-1 の 一 般 機 タ イプ と 言え ば 、 ノ ー ス ロム 社 製 
WV の A 型 が 一 般 的 で ある が 、 生 産 数 の 少な か っ た 
J 型 に も 一 般 機 タ イプ が 見 られ た 。 武 装 開発 メー カー 
九星 重工 製 の 特注 モデ ル で ある 、 頭 部 に ら 門 の 対空 
レー ザー 機関 砲 を 搭載 し た J 型 は 、A 型 以上 の 高い 攻 
撃 力 を 誇り 、 一 般 機 と 言え ども 火力 強化 仕様 と し て 扱 
われ た よう だ 。 第 一 次 星 間 大 戦 開戦 以降 、 マ クロ ス 艦 
な ど へ の 配備 が 確認 され て いる が その 絶対 数 は 少な 
く 、 希 少な 存在 だ っ た と 言え る 。 








第 一 次 星 間 大 戦時 の マ 
クロ ス 艦 に も J 型 一 般 機 
は 配備 され た が 、 生 産 
数 自体 が 少な か っ た た 
め 、 限 られ た パイ ロッ ト 
の み の 使用 と な っ た 。 





他 機種 の 一 般 機 と ほぼ 
同様 の カラ ー リ ング が な 
され た J 型 。 な お 、 こ の 
一 般 機 カラ ー は A 型 、D 
型 で も 使用 され た こと 


て いる 。 








但 運 用 記録 


一 次 星 間 大 戦 開 戦 以降 、 絶 対数 は 少 浪 いな が 
ゴ ら も 様々 な 要 所 に 配備 きれ た J 型 一 般 機 。 マ ク 
ロス 艦 に 配備 され た J 型 は ぶ 軍 に 太 隊 し た ば か り の 一 
条 輝 の 訓練 機 と し て お 活用 ざ 符 た 。 ま た 、 地 球 に お 
いて も 、 守 備 部 隊 に 組み 込ま れ た J 型 一 般 機 の 存在 
が 確認 され で ぴる 。 。 第 次 星 間 大 戦 に お いて は ゼン 
トラ ー デ ィ 軍 の 抽 撃 を 受け 、 数 機 が これ を 迎撃 。 さ ら 
に 大 戦後 の ゼ ジ トラ ー デ ィ 人 の 暴動 時 に は 、 バ トロ イ 
ド 形 態 で 暴徒 を 鎮圧 し 、 そ の 性 能 の 高 さ を 証明 し た 。 





急 査 する ゼン トラ ー デ ィ 
軍 と 、 そ れ を 迎え 撃つ 
統合 軍 。 市 街 戦 に お い 
上 用 て は 、 バ トロ イド 形態 の 
J 型 一 般 機 が リガ ー ド と 
交戦 する 姿 も 見 られ た 。 










際 、 般 機 は 一 条 
輝 が 乗る スバ ル タ ン と 園 
協力 し 、 ヌ ー ジ ャ デル 
ガー を 押さ え 込 ん だ 。 








ヤマ 機 体 の 全体 的 な カラ ー は 
A 型 の 一 般 機 と 酷似 し て いる 
が 、 主 翼 の 中 央 に の びる 白い 
ライ ン は 、J 型 の 特徴 で ある 。 


カラ ー リ ング は A 型 の 一 
般 機 (写真 ) と ほぼ 同じ 
た め 、 特 徴 的 な 頭 部 が 
隠れ る ファ イタ ー や ガ 
ウォ ー ク 形態 時 に 機種 を 
で 還 較 較 還 語 見 分 ける こと は 牙 し い 。 









@ 主 要 パ イロ ッ ト 








と リー ルンルン 2 
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| VF-1J バル キリ ー 










































、 泊 き 


@ 機体 解説 


1 上 か ら 宇 宙 へ の 打ち 上 げ の た め 、 機 体 後部 に 
気 園 脱出 用 ブー スタ ー を 装備 し た VF-1J。 
VF に 装着 する と 18m を 超え る 大 型 ブ ー ス ター は 推力 
らら .500kg に 及ぶ ロケ ッ ト エ ンジ ン 4x4 基 を 内 蔵 し 、 
短 時 間 で の 大 気 園 脱出 を 可能 と する 。 な お 、 分 離 後 
の ブー スタ ー は 自動 操縦 で 基地 に 帰還 する 機能 を 備 
えて いる 








脱出 用 ブ 











向け て 早瀬 末 沙 ら を 乗せ た シャ トル が 飛び 立っ 
た 際 、 バ ルキ リー 隊 も と も に 宇宙 に 向かっ た 。 バ ルキ 
リー 隊 に 組み 込ま れ た VF- 1J の マッ クス 機 と ミリ ア 機 
も 、 宇 宙 進 出 の た め に 大 気 圏 脱出 用 ブー スタ ー を 装 
備 し て 発進 。 無 事 に 宇宙 へ と 上 が り 、 シ ャ トル に 同行 
し て ブリ タイ 能 艦 す る 姿 が 確認 され て いる 。 
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ョ 
VF-1J の 追加 装備 
| 


1 コ 

装甲 の 弱 さ 、 高 出 カ エン ジン に 対す る 使用 
効率 の 低 さ な ど 、VF-1 シ リー ズ は 様々 な 欠点 を 
指摘 され て いた 。 VF-1J も 例外 で は な く 、 そ 
れ ら の 問題 点 を 解決 する た め 、 追 加 装備 を 
用 いる ケー ス が 確認 され て いる 。 一 条 輝 は 愛 
機 の J 型 に 、 陸 上 戦 用 に 開発 され た 追加 装備 
「GBP-1S] を 装備 し た 「 ア ー マ ー ド バル キリ ー] 
形態 で 哨戒 任務 を 行い 、 敵 と 交戦 し て いる 。 
同様 に 新規 開発 され た 追加 装備 と し て は 、J 型 
を ライ セン ス 生 産 し た 新 中 州 重工 の 手 に よる 大 
気 圏外 用 追加 装備 「 ス ー パ ー パ ー ツ ] が 存在 。 
これ を 装着 し た VF-1 シ リー ズ は 通称 「 ス ー パ ー 
バル キリ ー」 と 呼ば れ 、 第 一 次 星 間 大 戦後 其 
か ら こ の 形態 で 運用 され る こと が 多かっ た 。 


ター 付 バ ルキ リ 
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@1982 ビッ クウ エス ト 








y VF-1J バル キリ ー 











独 科 電機 構 ファ イタ ー 形 態 ゅ ガウ ォ ー ク 形態 


ファ イタ ー 形 態 か の ら ガ ウォ ー ク 形態 へ の 変形 過程 で は 、 高 速 飛行 か ら の 減速 
と と も に 脚 部 、 腕 部 の 展開 が 行わ れる 。 変形 機構 に は お も に 流体 パル ス ・ ア ク 
され て お り 、 極め て 高速 で 変形 が 行わ れる 。 な お 、 




















チュ エー ター シス テム が 採 








: み VF-1J 
ファ イタ ー 形 態 


_ 垂直 尾 細 の 折り た た み と 脚 部 の 展開 

脚 部 が 降り きっ た 状態 。 垂 直 尾 細 が 折り た 
た まれ た の ち 、 背 面 ブロ ッ ク 全 体 が 起き 上 が っ 
て エア ブレ ー キ と な る 。 ま た 、 足 裏 に 位置 す 
る VTOL ノ ズル が 噴射 を 続け 、 機 体 が さら に 
減速 され る 。 な お 、 小 型 エ アブ レー キ は 痛 部 
ブロ ッ ク が 倒さ れる 前 に た た まれ る 。 


人 へ 間 連 事項 


mm 
VF-1 の 形態 選択 レバ ー 
FF 


ガウ ォ ー ク 形態 へ の 変形 後 は 安定 化 / 歩 行 補 助 
































に 重心 自動 制御 シス テム が 使 





され 、 空 中 / 地 上 と も に 安定 し た 運用 が 可能 と な っ て いる 。 


ちな み に 機体 の 変形 過程 は VF-1J を は じ め VF-1 シ リー ズ 共 通 で ある 。 











画 可変 部 位 の 名 称 (名 称 は 基本 89 に バト ロイ ド 形 態 の も の ) 
エア ブレ ー キ 
主翼 
垂直 尾翼 
背面 ブロ ッ ク 
脚 部 
腕 部 
ガン ポッ ド 











_ 変形 の た め の 減 束 

高速 で 飛行 する ファ イタ ー 形 態 か ら の 変形 
の た め 、 コク ピッ ト 後 方 に 位置 する 小型 の エア 
ブレーキ の 展開 、 主 軸 の 前 緑 及 び 後 緑 フラ ッ 
プ の 展開 、 脚 部 の 下方 展張 に よる 減速 が 行わ 
れる 。 な お 脚 部 先端 、 バ トロ イド 時 の 足首 と な 
る 箇所 も 展開 され エア ブレ ー キ と な る 。 


| 
| 
| 
| 
| 
| 


コ 


変形 の 際 に 操作 する 形態 選択 レバ ー は 、 
VF-1J の みな ら ず VF-1 シ リー ズ 全 機種 共通 の も 
の と な っ て いる 。 形態 選択 レバ ー は 2 種類 あり 、 
ファ イタ ー 及 び ガ ウォ ー ク 形態 時 に は アー ムコ ン 
トロ ー ラ ー 横 の レバ ー を 使用 。 バト ロイ ド 時 は コ 
ク ピ ッ ト 内 部 の 配置 が 異な る た め 、 シ ー ト 横 の レ 
バー を 使用 する こと に な る 。 な お 、 ど ちら も 「F] は 
ファ イタ ー・ レ バー、「G]」 は ガウ ォ ー ク ・ レ バー、「B] 


は バト ロイ ド ・ レ バー を 意味 する 。 











r 


マ 形 態 選択 


(ファ イタ ー、 ガ ウォ ー ク 時 ) 























背面 ブロ ッ ク の 変形 
脚 部 の み を 展開 し た 準 ガ ウォ ー ク 形態 。 倒 
され た 背面 ブロ ッ ク が コク ピッ ト 後 方 で ロッ ク 


され 、 変 形 に よる アン テ ナ 効 率 の 低減 を 補う | 
た め 、 補 助 ア ン テ ナ が 展張 され る 。 な お 背面 
ブロ ッ ク は 、 ガ ウォ ー ク 形態 で の 推進 用 背部 
ケッ ト と し て 使用 され る 。 













① 準 ガウ ォ ー ク 形態 時 の 機体 下面 後部 。 
両 腕 部 は 脚 部 の 間 に 平行 し て 収納 され た 
状態 と な か っ て いる 。 ガ ン ポ ッ ド は その 中 
央 に 備え 付け られ て いる よう に 見 える が 、 
実際 に は 右前 腕 部 に 固定 され て いる 。 


機体 下面 に ある 腕 部 の 展開 の 際 に は 、 
パー ツ が めまぐるしく 移動 する 。 ま ず 両 腕 
は 肩 の 基部 ご と 後退 し た の ち 、8& つ に 分 か 本 人 
Cy べき に E さ ン ポ ッ 
れる 。 そ こ で 90 度 向き を 変え て 前 進 じ 、 が 後方 に スラ イド する 。 同 時 に 、 ア クチ ュ 
正規 の 位置 に 収まる 。 ま た 、 脚 部 は 腕 部 の エー ター に よっ て 機体 下 面 と 落 が れ て い 
移動 に あわ せ て 一 旦 下 に 降ろ され 、④ の 段 る 脚 部 が 、 腕 部 展開 の スペ ー ス 確保 の た 
階 で 元 の 位置 に 戻さ れる 。 め に 一 旦 下 方 に 降ろ され る 。 




















還 腕 部 の 構造 と 役割 


VF-1 シ リー ズ の 右腕 部 ハー ド ポ イン 
ト は 5000 ポ ンド (2.26t) ほど の 懸架 能 
力 を 持ち 、 ガ ン ポ ッ ド だ け で な く VF-1 シ 
リー ズ の 機 首 も ハー ド ポ イン ト に 装着 
可能 で ある 。 な お 、 フ ァ イ タ ー 形 態 時 
の ガン ポッ ド は 両 腕 に 挟ま れ て いる の 
で は な く 、 グ リッ プ が 有 腕 部 の ハー ド ポ 
イン ト に 差し 込ま れ て いる 。 さら に 左腕 
部 に は それ に 対応 する 凹み が 設け られ 


③ ス ライ ド を 終え た 腕 部 が 左右 に 分 か れる 。 
な お 、 脚 部 が スラ イド する こと に より 機体 
下面 が 剥き 出し と な る 。 ガ ン ポ ッ ド 収納 用 
の 凹部 は 、 カ バー が せり 出し 塞 が れ る 。 








て いる た め 、 機 体 下面 中 央 に 据え る こ ぐ 肩 部 と 機 体 下 画 を 団 く ジョ イン ト だ 中心 
と が 可能 と な っ て いる の だ 。 ち な み に 、 ーー の ei に 

ファ イタ ー 形 態 時 の ガン ポッ ド は 銃口 使用 が 可能 と な り 、 ガ ン ポ ッ ド は マウ ント 

が 腕 部 の 肘 側 を 向い て 固定 され て いる 状態 が 解除 され 右腕 に 所 られ る 。 

た め 、 ガ ウォ ー ク や バト ロイ ド 形 態 で 使 

肌 ま る 隊 は まぐ 持 ち 下 あこ と に な る に に プ Re3233GCCO い O A 


ロイ ララ ォ ッ カー の 


ガウ ォ ー ク に 変形 し た | : 2 
VF-18 は 、VF-1D の a : み VF-1J ガウ ォ ー ク 形態 


直後 、 ガ ン ポ ッ ト の 銃 

3 | ・ 腕 部 の 展開 を も っ て ガウ ォ ー ク 形態 へ の 変形 は 完了 する 。 

K : な お 、 自 動 変形 モー ド で ファ イタ ー 形 態 か ら ガ ウォ ー ク 形態 : 
・ に 変形 し た 場合 は 、1.5 秒 前 後 で の 変形 が 可能 と され て いる 。 
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chani_ sheet 


p VF-1J バル キリ ー 











働 生 形 機 模 ガウ ォ ー ク 形態 ゅ バト ロイ ド 形 態 

バト ロイ ド 形 態 へ の 変形 で は 、 胸 部 パネ ル が 展開 され た 後 、 脚 部 、 胸 部 及び 発 力 に 優れ る 後者 は バト ロイ ド の 機動 性 獲得 に 大 き な 役 割 占 め て いる 。 ちなみ 
胴 部 の 変形 が ほぼ 同時 に 進行 し 、 最 終 的 に 頭 部 と 主要 の 変形 を も っ て 人 型 の に 機体 の 変形 過程 は 、 フ ァ イ タ ー か ら ガ ウォ ー ク の 場合 と 同様 に VF-1 シ リー ズ 共 
形態 を 成す 。 な お 、 バ トロ イド の 関節 駆動 系 に は 、 基 本 的 に 超 伝導 / 大 トル クモ 通 の も の で ある 。 
ー タ ー と 流体 内 パル スシ ステ ム ・ 高 速 ア クチ ュ エ ー タ ー が 用 いら れ て お り 、 特 に 瞬 




















胸部 パネ ル の 展開 


十分 に 減速 し た 後 、 ま ず は 胸部 パネ ル が 機 
首 方 向 に スラ イド する 。 こ れ に より 基本 ユニ ッ 
ト は 前 部 (胸部 、 胴 部 、 脚 部 ) と 、 後 部 ( 腕 部 、 
主 糞 、 育 面 ブ ロッ ク ) に 分 割 され る 。 胸 部 の ス 
ライ ド が 終わ っ た 後 、 機 体 前 部 は バト ロイ ド 時 の 























: み VF-1J 


OS oR [正面 」、 後 部 は 「 背 面 」 と な る べく 、 有 部 連結 
パー ツ を 中 心 に 折り 軒 ま れ て いく 。 

胸部 連結 用 

ロッ ク プ レー ト 


する サー チラ イト と な っ て 


| 

RC | 
裏面 は バト ロイ ド 時 に 使用 > | 
いる 。 





① 胸 部 バネ ル が スラ イド し て 機体 が 前 部 、 
後部 に 分 割 さ れ 、 胸 部 連結 パー ツ が 露 に 
な る 。 同 時 に 、 頭 部 の 展開 の た め に 背面 


| 
フロ ッ ク 群 が 起き 上 が る 。 


⑧@ 胸 部 及び 胴 部 に 脚 部 を 含 お 機体 前 部 
が 底面 方 向 に 折り 畳 ま れ て いく と 同時 に 、 
胴 部 の キャ ノビ ー 部 分 に カバ ー が 降ろ さ 
れ て いく 。 併 せ て 、 脚 部 の 変形 も 始ま る 。 





① ア クチ ュ エ ー タ ー に よっ て 胸部 下面 と 繋 
が れ て いた 脚 部 が 、 下 方 に 降ろ され る 。 
この 動作 自体 は ガウ ォ ー ク 形態 で の 腕 部 

連結 間 の 展開 時 と 同様 だ が 、 こ こ で は さら に 機 

(股関節 ) 首 方 向 へ と 180 近く 展開 する 。 
















脚 部 の 変形 は 、『 脚 部 の 展開 」、「 胴 部 と の 連 
結 ]、「 脚 部 移動 用 パネ ル の 収納 ] の 三 段 階 に 分 
けら れる 。 な お 、 変 形 開始 時 に は 逆 関節 と な 前 9 人 の 
~ " ラッ ー @) rT こ 後 、 交 連 # 
っ て いた 両 了 関 節 部 は 、 通 常 の 状態 へ と 移行 PE 
する 。 ち な み に 完 了 す る タイ ミン グ は 、 頭 部 と 取り 付け 位置 と な り 、 脚 部 と 腸 部 は 回 転 
主 糞 の 変形 完了 と ほぼ 同 タ イミ ング と な る 場合 ヒン ジ で ロッ ク さ れる 。 こ の 連結 部 が 、 バ 
が 多い よう だ 。 トロ イド の 股関節 と な る 。 








脚 部 移動 用 パネ ル 

アク チュ エー タ | | 

ー は バト ロイ ド ⑧ 脚 部 と 胴 部 の 連結 後 、 脚 部 移動 用 パネ 

へ の 変形 だ け ル と 脚 部 の ロッ ク が 外さ れ 、 パ ネル は アク 

で な く 、 ガ ウォ チュ エー ター と 共に 胸部 裏面 に 収納 され 
ゴリ 一 ク へ の 変形 る 。 こ れ に より 両 エ ンジ ン ナ セル は 胸部 

時 に も 腕 部 と ガ か ら 離 れ 、 完 全 に 足 と し て の 役割 を 果 た 

ン ポ ボッ ド の 移動 す よ うに な る 。 

スペ ー ス を 確 

保 す る た め に 機 

能 し て いる 。 
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胸部 と 艶 部 の 変形 


胸部 と 胴 部 の 変形 は 、 脚 部 の 変形 と ほぼ 同時 に 進行 す | Ry 
る 。 機体 裏 面 で は 、 前 後部 の 基本 ユニ ッ ト が 折り 墨 まれ る ま * 
) 隊 
事 








で の 問 に 、「 脚 部 移動 用 パネ ル の 収納 」 ま で を 完了 する こと と | て ww 
な る 。 な お 、 別 形態 時 に 機体 下面 に 位置 し て いた 銃座 は 胴 | / | 
部 に 連結 され て お り 、 胸 部 と 胴 部 の 変形 後に バト ロイ ド 豆 部 | 

と な る 。 1 マ 


基本 ユニ ッ ト の 折り 畳み 、 
脚 部 の 変形 頭 部 の 移 
動 は 、 ほぼ 同時 に 行わ れ 
る 。 これ ほど の 復 雑 な 変 
形 を 短 時 間 に 完 了 さ せる 
に ほ 。』 オ ー バ ー テ クノ ロ 





① 胸 部 連結 バー ツ を 中 心 に 機体 が 折り 畳 
まれ て いく 過程 で 、 脚 部 移動 用 バネ ル と ア 
クチ ュ エ ー タ ー が 胸部 裏面 に 収納 され て い 
く 。 ま た 、 銃 座 が 引き 起こ され て いく 。 














_ 頭 部 と 主翼 の 変形 
引き 起こ され た 銃座 が 、 分 割 さ れ 
た 基本 ユニ ッ ト の 間 を 通り 、「 胴 体 」 
の 頂点 に 移動 する 。 メ イン カメ ラ が 
正面 を 向き 、 レ ー ザ ー 機 銃 部 も 可動 
し て バト ロイ ド の 「 頭 部 」 が 完成 する 。 
ほぼ 同時 に 、 可 変 主翼 が 収納 位置 ま 















る 機体 裏面 の 処理 を 終え た 段階 で 、 基 
本 ユニ ッ ト の 折り 畳み が ほぼ 完了 し 、 バ 
トロ イド の 「 胴 体 ] を 形成 する 。 な お 、 こ 
の 段階 で キャ ヤノ ビー カバ ー も 完全 に 降ろ 
され る 。 










① 分 割 さ れ た 基本 ユニ ッ ト の 間 を 通っ た 
銃座 は 、 最 終 的 に ほぼ 90 度 引き 起こ さ 
れる と と も に 、180 度 回 転 し 、 メ イン カ 
メラ を 正面 に 向け て 「 胴 体 」 上 部 に 固定 さ 












: み VF-1J 

: バト ロイ ド 形 態 

・ 脚 部 イン テー ク な どの 

・ 閉鎖 を も っ て バト ロイ ド へ 

。 ・ の 変形 は 完了 する 。 な お 、 

@ 頭 部 が 固定 され た 後 、 レ ー ザ ー 機 銃 を gE 1 
頭頂 部 方 向 に 移動 。 同 時 に 、 起 き 上 が っ 本 
て いた 背面 ブロ ッ ク な ども 元 の 位置 に 戻 ・ に 変形 し た 場合 は 、 ら 移 
され る 。 こ の 時 点 で 、 基 本 機体 ユニ ッ ト : この 変形 か 可能 と され で 
は 完全 に 折り 畳 ま れ た 状態 と な る 。 は 


変形 の 最終 工程 


バ バト ロイ ド の 変形 が 終了 

お バト ロイ ド 形 態 時 に は 不要 と な る 主要 し た 時 点 で 、 腕 の 付け 根 か 

が 、 収 納 位 置 まで 紺 み 込ま れる 。 な お 、 ら 脇 に か け 、 防 御用 シャ ッ 

主軸 下 に ミサ イル 等 を 装備 し て いる 場合 

な ど に は 、 主軸 を 展張 位置 に 保つ こと も ダー が 降ろ ぶれ 、、 周 じ く 脚 

あっ た よう だ 。 部 上 端 の イン テー ク も シャ 
ッ タ ー に より 閉鎖 され る 。 





@1982 ビッ クウ エス ト D1008 
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@ 機体 解説 


a ィ 軍 の ワン マン 戦 屋 
で 、 銀 河 帝 国分 裂 戦争 の 戦 訓 ィ て 開発 





ポッ ド 















実用 性 に 
優れ て お り パ イロ ッ ド の 生 人 選 率 も 誤 い 。 ま た 武装 や オ 
プシ ョ ン パ ー ツ が 幅 富 に 用 意 補 れ て お り 、 ゼ ント ラー 
ディ 軍 主 力 機 き し て 採用 ぎれ た リガ ー ド に 比べ て 戦闘 
力 が 高い 徐 壮 に 高級 指揮 官 機 と し て 運用 され 、 西 暦 
2008 年 の 第 氷 次 星 間 大 戦 に お いて も 、 カ ムジ ン ・ ク 
ラヴ シェ ラ の 乗 機 と し て その 性 能 を 十分 に 発揮 し た 
































E 要 パイ ロッ ト 針 サ イズ 比較 
F-]1J 
@ デ ー タ 急 開 発 系 譜 
全高 ゅ 16.55m 
全備 重量 41.2t 





発動 機 か ロイ コン ミ 難 核 反応 妨 出力 8.9GGV 
製造 ロイ コン ミ 第 3300489052 ゼ ント ラー ディ 全 自 動 兵 





標準 武装 大 口径 イン バ パクト キャ ノン メ x8 ノ 小 口径 イン バク 
トキ ャ ノン X82 ノ 長 射 程 和 電 粒子 ピー ム 砲 メ 1 ノ 小口 径 レー 
ザー 対人 機銃 ※ ヌ ズ 近 接戦 用 追尾 ミサ イル x6 


lllustration by Hidetaka Tenjin 
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働 抽 休 橋 造 

















@ 運用 記録 グラ ー ジ は リガ ー ド と 同じ 逆 関節 脚 を 有する 戦闘 ポッ ド で ある 。 カム ジン の 所 有する 機体 は 、3700 周 本 機 は 、 合 理 的 な 兵器 レイ アウ ト が な され た 機体 
期 前 に 開け られ た 兵器 倉庫 で 発見 され た 、 状態 の 良い も の だ と 言わ れ て いる 。 で ある 。 特に 、 広 い 可動 範囲 を 有する 腕 部 に 2 種類 










































の 武装 を 配 する 点 は 、 柔 軟 な 戦闘 を 可能 と する 長所 
で あっ た 。 熱 核 反応 炉 の 出力 も リガ ー ド の 3 倍 に 相当 
し 、 火 力 は 極め て 高い と 言え る 。 





銀 国分 裂 戦争 初期 に 起き た 一 大 開発 競 
聞く 争 の 終盤 に 登場 し た グラ ー ジ は 、 派 生 機 





を 生み つつ ゼン トラ ー デ ィ 軍 の 主力 兵器 の 一 角 
を 担っ た 。 だ が 、 開 発 と 製造 を 行う ロイ コン ミ 第 
330048902 ゼ ント ラー ディ 全 自 動 兵器 感 が 28 
万 周期 前 に 監察 軍 の 攻撃 を 受け 、 グ ラー ジ 自 動 製 
造 シ ステ ム が 崩壊 。 こ の 影響 で グラ ー ジ は 希少 機 
種 と な っ て いっ た 。 


国 長 射程 荷電 粒子 ビー ム 砲 
同体 上 部 に 荷電 粒子 ビー ム 砲 1 基 を 装備 する 。 長 砲 
身 で 取り 回 し は あま り 良 く な い が 、360 度 の 回 転 構造 
を 有 し て お り 射 界 は 広い 。 


国 近 接戦 用 追尾 ミサ イル 

































節 





1 ュ ニ ッ ト で の 殴打 も 想定 され て いた と 考 











大 気 園内 外 の 運用 同体 左右 の 腕 部 つけ 根 に 3 基 ず つ 、 計 6 基 の ミサ イ 
有 し 、 重力 F で | ル 発射 管 を 配 し て いる 。 内 部 に は 近接 戦 用 追尾 ミサ 














と スラ スタ ー を 用 いた ホ バ 
リン グ や ジャ ンプ 移動 を 併 
用 する 。 


イル が 装填 され て いる 。 
回 小口 径 レー ザー 対人 機銃 
同体 先端 下部 に は 2 基 の レー ザー 対人 機銃 を 備え る 。 
形状 や 構造 は リガ ー ド の 同 武装 に 酷似 し て お り 、 補 
助 武 装 の 域 を 出 な い 。 
回 大 口径 イン パク ト ・ キ ャ ノン 
腕 部 武装 ユニ ッ ト の 上 部 に は 、 大 口径 イン パク ト ・ キ ャ 
ノン を 内 蔵 し て いる 。 本 機 の 主砲 に 相当 し 、 カ ムジ ン 
機 も この 武装 を 多用 し た 。 
半生 商 仙 に ジータ 目 小口 径 イン パク ト ・ ガ ン 

山体 後部 と 腰部 、 脚 部 に スラ スタ っ eg 
CS EE 下 状 ユニ ッ ト 下部 の 砲 口 は 小口 径 イン パク ト ・ ガ ン の も 
機動 性 で も 可変 戦闘 機 ( 以 下 、VF) に の 。 副 砲 に あたり 、 腕 部 の 可動 構造 に よっ て 広い 射 
引け を 取ら な い 界 を 確保 し て いる 。 























マ 定 裏 
グラ ー ジ の 足 の 裏側 の 
一 部 で 、 接 地 部 位 は 4 
つの ユニ ッ ト か ら 構 成 さ 
れ て いる . 














両 腕 の イン パク ト ・ キ ャ ノン を 同時 発射 する カム ジン の グラ 
ー ジ 。 戦 闘 ポッ ド と し て は 重 つた 。 





















マ バ イロ ッ ト 対 比 図 


























作 大 遇 空 戦 フ ー ス ター 

グラ ー ジ に は 、 専 用 の オプ ショ ン パ ー ツ と し て 大 型 
空戦 ブー スタ ー が 用 意 さ れ て いた 。 装着 時 に は 空戦 
ポッ ド に 迫る 大 気 圏内 機動 性 を 発揮 し 、VF を 翻弄 す 
る こと が で きた と いう 。 
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/ ^ ム コクピット ハッ チ 
胴体 上 面 装甲 が コク ピ 

ッ ト ハ ッ チ を 兼ね た 構造 

で 、 乗 降 時 に は 上 方 に 

展開 する , | 


人 


マラ ンチ ャ ー カ タバ ルト 
発 艦 時 に は ラン ヨ 





















人 脚 部 を ブー スタ ー 内 に 収納 する 形 で 装着 。 本 状態 
で も 荷電 粒子 ビー ム 砲 と 腕 部 の 可動 域 は 確保 され る 。 


























MeNN や 


コン ソー ル 正 面 に 各種 スク リー ン や 潜望鏡 が 位置 し て いる 。 コク ピッ ト 内 部 の 構造 。 操 終 レ バー は 複数 の 操縦 ワ イヤ ー に 繋が っ て お り 、 レ バー の 動き に 連動 し て ワイ ヤー が 前 後に 動く 。 
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展 知 航空 
民間 で 和 用 され た 
2000 年 化 初 頭 の 
航空 和 
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当主 要 バ イロ ッ ト 
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@ サ イズ 比較 





@ 機体 解説 


暦 G000 年 代 初頭 の 民間 航空 機 は 、 軍 事 技術 の 飛躍 

的 な 発展 を も た らし た オー バー テク ノロ ジー の 影響 を 
ほとん ど 受 け て お ら ず 、 上 旧来 の も の か ら 大 き な 進 歩 を 遂げ て 
いる わけ で は な か っ た 。 娯楽 用 小型 機 と し て 開発 され た ファ 
ン ・ ラ イナ ー を は じ め と する 第 一 次 星 間 大 戦前 後に 見 られ た 
民間 航空 機 群 も 、 既存 技術 の 範 購 を 越え な いと いう 点 に お い 
て は 共通 し て いる 。 こ れ ら は 、 オ ー バ ー テ クノ ロジ ー ほ どの 軽快 な 運動 性 を 有する ファ ン ・ 閣 
最 先端 技術 が 当時 の 民間 機 に お いて 必要 と され て いな か っ ー ツ 機 と し て の 較 
た こと の 証明 だ と 言え る だ ろう 。 








VF-1J 
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メカ ニッ ク 


y 民間 航空 機 











@ 運 用 記録 


EA 2009 年 10 月 に SDF-1 マク 
ロス で 開催 され た ミス ・ マ クロ スコ ン テ ス ト で 優 
勝 賞品 と し て 用 意 さ れ た 。 機体 は ミス ・ マ クロ ス の 座 
を 射止め た リン ・ ミ ン メ イ に 贈ら れ た の ち 、 統合 軍 の パ 
イロ ッ ト 、 一 条 輝 の プラ イベ ー ト 機 と な っ た 。 

発進 準備 を 行う ファ ン ・ ラ イ 
ナー。 ス タッ フ と 共に 機体 
の 傍ら に 立つ の は 、 ミ ン メ 


イ の 帰 卿 に バイ ロッ ト と し て 
同行 し た 輝 。 





















SDF-1 マク ロス の 地球 帰 | 
選 を 祝う お 祭り 騒ぎ の 中 、 
抱 を 飛び 立ち 横浜 に 向かっ 
た 。 こ の 時 に は 単独 で SD 
F- 1 と 横浜 を 往復 し て いる 。 


輝 は ミン メイ に 呼び 出さ れ 、 
マク ロス ・ シ ティ と ハイ ラン 
ダー・ シ ティ を 行き 来 する 際 
に ファ ン - ラ イナ ー を 用 いて 
いる 。 


“マコ クビ ピッ ト は 前 席 が 操縦 席 の 
複 座 式 で 、 キャ ノ ピ ー は 大 きく 視認 
性 が 高い 。 左 図 は 操縦 席 。 








/ 


信 ラン ライ ナー 

ファ ン ・ ラ イナ ー は ファ ン ・ レ ー サ ー と 同系 の 機体 
で 、 フ ォ ル ム や ダク ト フ ァ ン に 共通 点 が 見 られ る 。 出 
力 は 500 一 600 馬 力 で 、 最 大 重量 時 で も 時 速 500 
km 前 後 の 巡 航 速 度 を 誇る 。 










ムラ ン デ ィング ギア を 展 





4 機体 中 央 に ダク ト フ ァ 開 し た 状態 の 側面 。 コ ク 
ン を 配 し た 特徴 的 な 構造 ピッ トブ ロッ ク が 機体 前 部 
で 、 空 気 抵抗 の 少な い 流 の 大 半 を 占め て いる 。 
玲 な フォ ルム だ 。 

/ マ Y 円 氏 状 の 後方 部 は エン 


ジン ポッ ド で 、VA-18 八 
イド ロタ ー ビ ン エン ジン 
が 収め られ て いる 。 










4 機 首 と 主 買 の 下面 に 
ラン ディ ング ギア の ハ 八 
ッ チ を 備え る 。 主 翼 に 
は 後退 買 を 採用 する 。 








操縦 席 の コン ソー ル 
側 。 計 器 板 の ほか 、 操 縦 
様 や スロ ッ ト ル レバ ー、 フ 
ッ ト ベ ダル が 確認 で きる 。 













島 カー DVI レ ブリ カ ター ボブ ロッ プ バ パージ ョ ン 


アク ロバ ッ ト ・ チ ー ム に 所 属し て いた 頃 の 一 条 
輝 や ロイ - フ ォ ッ カー が 愛 機 と し た レー サー 仕様 の 
複葉 機 。 第 一 次 世界 大 戦時 の 傑作 戦闘 機 フォ 
ッ カ ーDVI の レプ リカ で ある 。 機体 色 は フォ ッ カ 
ー が 黄 系 、 輝 が 赤 系 だ っ た よう だ 。 









E 翼 の リブ (小骨 ) 構 造 












420 世紀 初頭 の 複 
工 戦 闘 機 を 忠実 に コ 
ピー し た 機体 で 、 主 
機 は ター ボブ ロッ プ 
エン ジン を 搭載 し て 
いる 。 


機体 側面 と 上 部 主翼 、 垂 直 尾 翼 
に は 矢 じ D り の よう な マー キン グ が 描 ご ーー 一 
か れ て いる 。 





@ 八 ワ ー ド LH-2000 


シン グル ロー ター 方 式 の 小型 ジェ ッ ト ヘ リ で 、 
乗員 は 4 名 。 SDF-1 の 進 宙 式 典 で は 、 無 数 の 
LH-2000 が 式典 を 取材 する た め に 南ア タリ ア 島 
上 空 を 飛行 し て いた 。 











4 ロー ター ブレ ー ド は メイ ン 、 テ ー ル 共に 4 枚 。 
また 、 メ イン ロー ター ブレ ー ド は 機体 サイ ズ に 


4 機体 前 部 が コク ピッ トブ ロッ ク 、 後 部 が 
エン ジン ブロ ッ ク で 、 上 部 に エア イン テー 
ク を 配 する 。 





@ ぐ 1982 ピッ クウ エス ト 
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@ 機体 解説 


F-1 バル キリ ー の 量産 体制 の 一 箇 

生産 を 行う 一 方 で 、 火 力 向上 型 
た この パリ エー ショ ン 機 は 、 ア ビオ ニニ BR 化 た 生産 ブロ ッ ク 18 以 降 
ヘッ ド ユ ニッ ト を 装備 し 、 さ ら に は 玉 紀 ジン を FF-2001D に 換装 
て いる 。 ま た 、 優 れ た 能 を 有 し て た こと か ら 、 本 機 は # 
と と な っ た 。 特 に 、 エ ー ス パイ ロッ ト あ て 名 高い ロイ ・ フ ォ ッ カー 少佐 が 搭 
「 ロ イ ・ フ ォ ッ カー ・ ス ペ シ ャ ル 」) 周 ゞ 本 機 の 代名詞 と 表し て いる 








っ だ ジー ス 回 誠 ム 社 は 、VF- 1A の ライ セン ス 
宮 進 め だ ぁ のち に VF-18 と し て 制式 採用 され 

















言え る 活躍 





Aa サイ ズ 比 較 
所 属 ト 地球 統合 軍 
全長 ゅ 14.23m 
全高 8.84m 
全幅 と 14.78m ( 最 
大 角度 時 ) 
空虚 重量 * 13.25t CR 
エン ジン ル 新 中 州 重 エ ン PSW プロ イス FF-5001 
D 熟 柱 タ ー ビ ン エン ジン x8 
推力 11.500kgx2 SE 
最大 速度 > を M2.81 (高度 10.000m 時 )  M3.87 
(高度 30.000m 以 上 時 ) で 
標準 武装 か マウ ラー レー ザー 機銃 ROV-80x4 / 人 ハ 
ワー ド GU11 55mm3 運 装 ガ ン ポ ッ ド x1 


開発 系 譜 図 





角度 時 ) / 8.25m ( 最 VF 








主要 パイ ロッ ト 





Illustration by Hidetaka Teniir 


ー ロ ロキ 4(7 SL- コ ハハ 


【 
J 
こ 
ョ 
Il 
邊 
J 
N 
N 
に 1 





@ 運用 記録 


/ F- 1S の ヘッ ド ユ ニッ ト は 各種 試験 で 優れ た 結 

果 を 残し た も の の 、 高 コス ト の た め に 生産 機 
すべ て へ の 装備 は 困難 だ つた 。 さ ら に は 主機 の 換 
装 と いう 問題 も わり 、 ら 8 型 の 生産 は 少数 に 限ら れ 
る こと に な る 。 ユ ニット の 生産 は シス テム の 共通 化 
を 考慮 し て J 型 の ヘッ ド ユ ニッ ト を 製造 する 九星 
工 が 担当 し 、 完 成 し た S 型 は 中 ・ 大 隊 の CAG 機 ( 指 
揮 官 機 ) と し て 配備 が 進め られ た 。SDF-1 マク ロ 
ス に お ける 運用 で は 、 ス カル 小隊 及び 大 隊 を 率い 
た ロイ ・ フ ォ ッ カー 少佐 機 の 活躍 が も っ と も よく 知 
られ て いる 。 フ ォ ッ カー 機 は 進 軸 式 に お ける ゼン 
ラー ディ 軍 と の 遭遇 か ら 、 つ ね に 前 線 に 在り 続け 、 
多く の 撃墜 スコ ア を 記録 し て いる 。 し か し 、 地 球 
帰 本 後 の 戦闘 中 に 被弾 し 、 帰 艦 に は 成功 し た も の 
の フォ ッ カ ー は 戦死 。 同 機 は 部 下 の 一 条 輝 に 受け 
継が れ た 。 

















宮 小 隊 を 率い 
て 、 フ ォ ッ カー 自身 
も 10 機 以上 を 撃墜 


し て いる 。 
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 VF-1S バル キリ ー 

















人 株 堆 装 備 


みみ マウ ラー レー ザー 機銃 ROV-20 

VF-1S は 火力 向上 を 目的 に 、 ヘ ッ ド ユニ ッ ト の 
レー ザー 機銃 (マウ ラー 社 製 ROV-20) を 2 連装 2 
基 の 計 4 門 に 増設 し て いる 。 ター レッ ト の 構造 は J 
、 広 い 射 界 を 確保 し て いる 。 





型 と ほぼ 同じ 





に コ 


みみ ハワード GU1 1 55mmd 連 装 ガ ン ボ ポッド 

他 の VF-1 系 列 機 と 同じ く 、 ハワード 社 製 の GU- 
11 55mm3 連 装 ガ ン ポ ッ ド を 主 武装 と し て いる 。 
この 武装 は 銃身 先端 上 部 に 赤外線 セン サー と 、 
尾部 に ファ イタ ー 形 態 装 着 時 の 整流 板 を 備え る 。 


す 











VF-1S の ガウ ォ ー ク 形態 は 、 主 機 の 換装 に よる 出 
力 向上 以外 に 他 の VF-1 系 列 機 と の 機動 性 に 違い は 
な く ( そ れ 自 体 は 重要 な 相違 点 と 言え る が ) 、 リン 
グ に よる 柔軟 な 機動 性 能 を 生か し て 主 に 地上 戦 で 運 
用 され た 点 も 変わ らち な い 。 た だ し 、 フ ォ ッ カー は VF-1 
の 前 身 で ある VF-0 フェ ニッ クス の テス ト パ イ ロ ッ ト を 務 
め た 経緯 も あっ て 、 他 に 先がけ て VF に 適応 し て いた 。 
その た め 、VF-1 の 変形 構造 の 特性 を 熟知 し て お り 、 
中 間 形 態 で ある ガウ ォ ー ク の 扱い に も 長け 、 他 の パイ 
ロッ ト に 比べ て も 効果 的 に 運 


























イド で の 臨機 応変 な 
敵 撃 まで 、 幅 広い 運 
用 が 可 # だ し 、 
8S 型 だ け の 差別 化 は 
図ら れ て いな い 。 





























埋 コク ピッ ト 

コク ピッ ト の レイ アウ ト は 他 の VF-1 系 列 機 と 共 
通 だ が 、 通 信 ・ 指 揮 機能 は シリ ー ズ 中 で も っ と も 
優れ て いる 。 ま た 、S 型 を 含め た VF-1 シ リー ズ は 
機 首 が ブロ ッ ク ご と 排出 され る 脱出 シス テム を 備え 
る が 、 フォ ッ カ ー が 戦死 し た ケー ス で は 、 被 弾 の 
際 に 破片 が コク ピッ ト 内 に 入り 込ん だ た め 、 シ ステ 
ム が 有効 に 働か な か っ た と 見 られ て いる 。 











メイ ン パ ネル の 左右 









の 戦闘 で 墜落 し 
条 輝 の VF-1D の 
た フォ 


た こと が わか る 。 





電光 アク セス ハッチ 

機 首 側面 に は 点検 用 アク セス ・ ハ ッ チ が 設け ら 
れ で て いる (VF-1 シ リー ズ 共 通 )。 これ は 通常 の 定 
期 メ ン シ テ ナン ス に 用 いら れる も の で 、 パ イロ ッ ト が 
自分 の 搭乗 機 を 整備 する 場合 あっ た 。 ま た 、 ア 
クセ ス ・ ハ ッ チ 後方 (統合 軍 マ ー ク の 斜め 下 ) に 
は 、 パ イロ ッ ト 搭 乗用 の 引き 込み 式 ス テッ プ が 内 
蔵 さ れ て いる 。 通常 は ハシ ゴ を か け て パイ ロッ ト の 
乗降 や 整備 が 行わ れる が 、 緊 急 発進 の 際 な ど に 
いら れ た 。 

























































































圭 バ ト ロイ ドモ ー ド 

VF-1S に 装備 され た 新設 計 の ヘッ ド ユ ニッ ト は 、 レ 
ー ザ ー 機 銃 が 増設 され て いる だ け で な く 、 複合 セン サ 
ー も 強化 型 の も の に 変更 され て いる 。 こ の ヘッ ド ユ ニッ 
ト は S 型 の 要 と も 言え る 部 位 で 、 バ トロ イド 形態 の 外観 
| を 印象 付け る 部 分 に ちな っ て いる 。 ま た 、 フ ォ ッ カー は 















VF-1 の バト ロイ ド 形 態 が 巨大 な 異 星人 と 戦う た め の も 





の で ある こと を 早い 段階 か ら 十 分 に 理解 し て お り 、 同 





有 態 の 格闘 戦 で も 抜き ん 出 た 才能 を 発揮 し て 戦果 を 





個 ファ イタ ー モ ー ド 


VF-1S で は 反応 エン ジン が 推力 向上 型 の FF- 
2001D に 換装 され て お り 、 系 列 機 よ り も 優れ た 
機動 性 能 を 有 し て いる 。 それ が も っ と も 発揮 され 
る の が ファ イタ ー 形 態 で あり 、 フ ォ ッ カー の 車 越 し 
た 操縦 技術 は その 性 能 を 十分 に 引き 出し て いた 。 
一 方 で 、 主 機 の 換装 は コス ト 増 大 の 一 因 に も な 
り 、 そ れ 故 に 本 機 は 一 握り の パイ ロッ ト に の み 与 え 
られ た 機体 と な っ て いた の で ある 。 














アク ロバ ッ ト バ イロ ッ 














人 5 型 の ファ イタ ー 形 態 で は レー ザー 機銃 の 回 転 タ 
ー レ ッ ト が 露出 する 。 同様 の ター レッ ト 構 造 を 有する 








ジャ ー" が マー キン グ さ れ て いる 。 





積み 上 げ て いっ た 。 


機 は 機銃 が ら 連 








@ 機体 解説 





商機 動 性 ど 









故障 率 も 低く 、 
大 戦 に お ば る 3 
い が 、 ゼ ント ラー ディ 軍機 動 





器 と し て 高 
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pp ヌー ジャ デル ・ ガ ー 


又 ー ジ ャ デル ・ シ リー ズ と 呼ば れる ゼン ト タ 
及 型 戦闘 倍 力 服 (パフ ェ ド デーツ ) の d 


生存 仁 が 追求 され た <: 
比較 に な ら な いぼ どの 優れ た 戦闘 力 と 運動 性 を 持つ 
機体 と ら で 完 成 し た" また 、 耐 弾性 を 重視 し た シス テム は 
完成 度 を 誇る 。 第 一 次 星 間 
用 例 は 主力 戦闘 ポッ ド の リガ ー ド ほど 多く な 
器 群 の 一 角 を 担う 戦力 と し て 
長く 運用 され 、 優 れ た 性 能 を 示し て いる 。 





雪 主 要 バ イロ ッ ト 








@ デ ー タ 

所 属 ゅ ゼン トラ ー デ ィ 軍 
全高 16.40m 
全備 重量 と 34.7t 
発動 機 > フレ メン 
(出力 8.4GGV) 
標準 武装 ト 調 中 口径 速射 イン パク ト ・ キ ャ 
ノン Xx1 // 短 貞 程 荷電 粒子 ビーム 突撃 銃 
x1 小型 レー ザー: マ シン : ビ ピス トル メ 
1 / 手 可 種 、 大 口径 中 射程 流体 プラ ズ 
マ - キ ャ ノン X 1 / 他 数 種 





ミッ ク 熱 校 コ ン バ ー タ 










































は 、 戦 闘 ポッ 


急 サイ ズ 比 較 


バ 動 人 と 防弾 位 を 凍 較 し た 


mw a us ラー ティ 
ー ジ ヤセ テル ・ カ ー ワー だ スー ツ 







D78.03 


メカ ク 


介 運用 記録 


又 ー ジ ャ デル - シ リー ズ は 銀河 帝国 分 裂 戦争 初期 

















に 登場 し 、 そ の 中 で も 最後 発 の 機種 で ある ガ 
一 型 は 約 50 万 周期 に 旨 っ て 、 現 在 知ら れる 仕様 で 
運用 され 続け て きた 。 本 機 の 開発 と 製造 は 、 フ レ メ 
ッ ク 第 77 ら 15498 1 ゼン トラ ー デ ィ 全 自動 兵 
器 大 で 行わ れ 、 ゼ ント ラー ディ 軍 各 艦隊 に 配備 が 進 
め ら れ た と 考え られ る 。 第 一 次 星 間 大 戦 で 地球 人 
類 と 接触 し た ボド ル 基 幹 艦隊 で も 、 本 機 の 運用 が 確 
認 さ れ て いる 。 ま た 、 戦 後に 反乱 を 起こ し た カム ジ 
ン ・ ク ラヴ シェ ラ の 一 派 も 本 機 を 運用 し て いた 。 
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PP ヌー ジャ デル ・ ガ ー 





【 機体 桶 造 

防弾 性 と 運動 性 を 確保 する と 同時 に 兵員 に 大 火力 の 
思想 は 、 結 果 と し て 本 機 に 宇 
宙 服 に 近い 形態 を 採ら せる こと と な っ た 。 その た め 、 本 機 
は ゼン トラ ー デ ィ 軍 機動 兵器 の 中 で も 特に 人 型 に 近い 機 
体 構造 を 有 し 、 優 れ た 白兵戦 能力 を 発揮 し た 。 


火器 を 持た せる と い 





を 有 し た 胴体 と 



































防弾 性 と バイ ロッ ト 





























コク ピッ ト 
デル ・ ガ ー は 肩 部 か ら 先 の マニ ピュ レー 
交換 式 と な っ て お り 、 パ イロ ッ ト は 両 腕 を 前 
に 突き 出し た 姿勢 で 操縦 を 行っ た 。 その た め 、 本 
機 は 操縦 する 上 で ある 程度 の 習熟 を 必要 と する 扱 
いづ らい 兵器 だ っ た 。 そ れ で も 、 窮屈 な 姿勢 で の 
操縦 を 強い られ る リガ ー ド に 比べ れ ば 、 療 労 度 は 低 
か っ た 。 それ 故 、 リ ガー ド 部 隊 の か ら は 羨望 
われ る 。 





































の 眼差し を 向け られ る こと も 多かっ た 








マコ ク ピ ッ トバ ハッ チ の 開閉 構造 。 胸 婦 
が コク ピッ ト ハ ッ チ を 兼ね て お り 、 展 且 
は 腸 早 の ヒン ジ に よっ て 、 装 甲 パ ネル が 頭 








頭 部 は 左右 に 旋回 可 肖 
っ て お り 、 中 央 部 は カメ ラ ア 
イ と な っ て いる 。 












面 は 小型 の ハッ チ と な 
向け て 展開 し 、 腕 を 出す こ . 











信条 起 半 

火力 の 増強 を コン セプト の ひと つ に 置い た ヌー ジャ 
デル ・ ガ ー は 、 機 体 各所 に 搭載 し た 武装 を 運用 する こ 
と で 、 それ を 達成 し よう と し て いた 。 固定 武装 と し て 、 
胸部 に 中 口径 速射 イン パク ト ・ キ ャ ノン と 背部 に 大 
径 中 射程 流体 プラ ズ マ ・ キ ャ ノン を 1 基 ず つつ 装備 す る 。 
な お 後者 は 交換 式 で 、 ほ か に も 数 種 の 武装 に 換装 す 
る こと が 可能 だ っ た と され る 。 一 方 、 携 行 兵 装 は 主 に 
小型 レー ザー ・ マ シン ・ ビ ピス トル が 運用 され た 。 短 射程 
荷電 粒子 ビー ム 突 撃 銃 や 各種 手 村 弾 も 用 意 さ れ て い 
た と され る が 、 第 一 次 星 間 大 戦 に お ける 運用 例 は 確 
認 さ れ て いな い 。 これ ら の 豊富 な 武装 に よっ て 、 本 機 
は 戦闘 ポッ ド と は 一線 を 画す 戦闘 力 を 獲得 し て いた の 
で ある 。 






























































多彩 な 武装 を 運用 可能 な ヌー 
ジャ デル - ガ ー は 、 ゼ ント ラー ラテ 





デ 


イド を 破壊 する 機体 も わっ た 。 











4 
大 口径 中 射程 流体 プラ ズ マ ・ キ ャ ノン 


背部 に 設置 され た 可動 式 の プ 
ラズ マ ・ キ ャ ノン 。 基 部 は 右 肩 
後方 と バッ ク パ ッ ク の 間 に 位置 
し 、 左 肩 の 後ろ に 収納 時 の 固 
定 用 フッ ク を 備え て いる 。 長 
砲身 の 武装 で 、 砲 身 尾部 が 排 
気 口 と な っ て いる 。 他 武 装 に 
換装 する 際 に は 、 基 部 か ら 分 
解す る と 考え られ る 。 














中 距離 戦 用 武装 だ が 、 
で 用 いら れる こと も あっ た 方 に 向け る 





の 0 そそぐ N 


Eee 


プラ ズ マ ・ キ ャ ノン の 展 


開 。 収 納 状態 が ! 





ら 





近接 戦 








ち 上 げ 、 砲 口 を 前 





[ 
みみ マガ ジン ケー ス 
腰部 右 に は マガ ジン ケー ス を 備 
える 。 レ ー ザ ー ・ マ シン ・ ピ スト 
ル の 予備 弾 念 や 手 格 弾 を 収納 
する た め の も の と 推察 され る 。 











上 面 が カバ ー に 
な っ た 単純 な 構 
造 で 、 サ イド ア 
ー マ ー の 代わ り 
に 装着 され る 。 











小型 で 取り 回 し が 良く 、 接 近 
戦 か ら 中 距離 帯 の 射撃 戦 まで 
幅広 く 運 用 され た 。 デ スト ロイ 
ド の 装甲 を 破壊 で きる 威力 を 
備え て いる 。 な お 、 こ れ は バ 
ワー ドス ー ツ 用 に 開発 され た 











2 
小型 レー ザー ・ マ シン ・ 


a 
連射 性 能 が 高く 、 主 武装 と し て 


ラン ロー に 装備 され た 同 う 





i 
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SP マ e 


4 
み 中 口径 速射 
イン バク ト ・ キ ャ ノン 
胸部 ユニ ッ ト 前 面 に 速射 イン パク 
ト : キ ャ ノン を 装備 する 。 ク ァ ド 
る と や や 大 型 で ある , 











装 に 比べ 





イン バク ト ・ キ ャ ノン と 他 武 装 を 
併用 し て 弾幕 を 展開 する こと も 
あっ た 。 | 
ーー 








と 考え られ る 。 





側面 か ら 見 た 図 。 銃 口 の 6 
ろ の 円 形 の バー ツ が マガ ジン 





後方 か ら 見 た 図 。 速 射 性 に 
優れ 、 幅 広い 距離 帯 を カバ ー 
で きた 。 

















供 スラ スタ ー 


ヌー ジャ デル ・ ガ ー は 設計 段階 に お いて 、 宇 宙 空 間 
で の 移動 能力 と 戦闘 時 の 機動 性 が 重視 され た 。 それ 
を 達成 する た め 、 バ ッ ク パ ッ ク に は 大 型 の 推進 エン ジ 
ン が 3 基 装 備 さ れ 、 高 い 推力 が 付与 され て いた 。 ま た 、 
脚 部 裏 に も 補助 ブー スタ ー が 3 基 ず つ 設 けら れ て お り 、 


人 型 の 柔軟 な 推力 偏向 機能 と 合わ せ て 優れ た 運動 能 
力 を 発揮 し た 。 大 気 圏内 で の 飛行 も 可能 で ある が 、 
空間 機動 性 の 点 で は ク ァ ド ラン ・ ロ ー に は 及ば な か っ た 


よう だ 。 











4 
み サ イド ノズル 


バッ ク バ ッ ク の 左右 に は 、 球 形 の 
サブ スラ スタ ー を 備え る 。 下方 
に 向け られ た サイ ド ノ ズ ル の 構造 
は メイ ン ノ ズル と は 異な り 、 一 般 


的 な 円 筒 状 と な っ て いる 。 








[4 6 
み メ イン ノズル 


バッ ク バ ッ ク の 中 央 下部 に 位置 す 
る メイ ン ノ ズル 。 複数 の 小さ な 
噴射 口 を 配 し た 独特 の 構造 を 有 
する 。 大 気 圏内 外 両用 の 推進 器 
で 、 戦 闘 ポ ッ ド を 上 回 る 推力 を 発 
揮 す る 。 








人 上 は 全力 噴射 を f 
ジャ デル - ガ ー。 機動 





い が 、 推 力 は 劣ら な か っ た 
















硫 合 軍 と 空中 戦 を 展開 する カ 
派 の ヌー ジャ デル ・ ガ 

内 飛行 7 
な こと か ら 、 高 い 運 用 性 を 誇っ 
て いた 。 
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民 千 事 遍 ぽ 





YGN キャ ディ ラー ダ 2007 


DF- 1 マク ロス が 進 軸 し 、 オーバ ー テ クノ ロジ ー が 
導入 され 始め た 西暦 000 年 代 初頭 に な っ て も 、 


自動 車 は 近 距 離 移動 手段 の 主流 で あっ た 。 新 中 州 重工 
や GN を 最大 手 に 、 ノー スロ ム や ロイ ス 、 新星 イン ダス | 














リー な ど 、 可 変 戦闘 機 の 製造 に も 関わ る 名 だ た る 企業 が 





自動 車 部 門 を 所 有 し 、 新 型 車 を 開発 。 リ ニ フ 








・ モ ー タ ー 





列車 が 普及 し た 第 一 次 星 間 大 戦後 も 、 様 々 な 車両 群 が 


人 類 の 定 と し て 活躍 し て いる 。 





摩 2000 年 化 初 頭 に 運 記 され た 
し 必 周 企業 胃 の 事 応 群 


南ア タリ ア 島 の 街 ご 
と 取り 込ん だ SDF-1 
マク ロス の 内 部 で も 、 
これ ら 民 間 車 両 群 が 
移動 手段 と し て 活躍 
し て いる 。 


ディ を 持つ ほか 、 内 部 
の 居住 性 も 高く 保 た れ 
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@ 運用 記録 





A が 落下 する 以前 は 、 各 自動 車 メ ー カ ー が 競 
っ て 新型 車 を 開発 する よう な 時 代 で あっ た 。 ミ 
ニカ ー タ イプ や 乗用 車 タ イプ は 一 般 市 民 に も 普及 し て 
お り 、 マ クロ ス 進 宙 以 後 の 混乱 期 に お いて も 、 生 活 必 








需 品 と し て 機能 し て いた よう だ 。 





プ も 見 られ た 。 


地球 上 を 走行 する 多数 の 自 
動車 。 無 駄 を そぎ 落と し た 
シン ブル な タイ プ ブ が 主 : 
あっ た が 、 ス ポー ツ カ ー タ イ 








信 新 中 州 重工 レッ ド . イ ン ペ リア ル 99 


新 中 州 重工 の 自動 車 部 門 が 製造 し た 高級 スポ ー ツ カー。 
人 類 が 大 き な 混 乱 に 巻き 込ま れる ASS-1 落 下 以前 に 製造 さ 
れ た タイ プ (1998 一 1999 年 型 と 見 られ る ) で 、 
後方 に 2 輪 を 備え て いる 。 車内 の 居住 性 に も 優れ る 。 


















前 方 に 4 輪 、 











る 人 車 高 が 低く 、 鋭 角 な フ 
ロン ト グ リ ル が 特徴 で ある , 
機体 上 部 中 央 に は 、 ベ リス 
コー ブ プ (潜望鏡 ) が 備え られ 
て いる 。 





機構 は 、 左 ハン ドル の マニ ュ ア ル タ イ プ 。 内 部 は 広く 
採ら れ て お り 、 リア シー ト に は 3 名 が 乗車 で きる 。 





















GN キャ ディ ラー ダ 2007 


GN 社 が 開発 し 、 地 球 統合 軍 に 納入 され た 幹 
部 輸送 用 の 大 型 車 で 、8 輸 駆動 式 。 統 合 軍 所 
属 で ある こと を 示す た め 、 フ ロン ト ・ リ ア の ナン バ 
ー プ レー ト と 右 ポ ボー ル に は 准将 の マー ク が 、 左 ポ 
ー ル に は 統合 軍 の マー ク が 付け られ て いる 。 














ブル ー ノ ・J- グ ロー バル 准 # 









クロ ス の 進軍 式典 会 場 まで : 

















乗用 車 と 同様 に 普及 し て いた 、 小 型 自動 車 。 
出力 は 乗用 車 に 比べ て 抑え 目 と 見 られ る が 、 シ ン 
プル か つ 小 回 り の 効く 構造 の た め 、 街 中 で の 使 
な ど に 適し て いる 。 セダン 、 ワ ゴン 、 単 座 、 カ 
ー ゴ タイ プ な ど が 確認 され て いる 。 









































乗用 車 


スポ ー ツ タイ プ の 乗用 車 で 、 成 人 が 2 一 5 人 
搭乗 で きる スペ ー ス を 持つ 。 細部 の デザ イン や 
ドア の オー プン 機構 は 車種 に よっ て 異な っ て い 
る が 、 フ ロン ト が 鋭角 と な っ た 流線型 の ボディ と 、 
6 輪 駆動 式 が 当時 の 主流 と な っ て いた 。 











































マル ガ ル ウイ ング タイ ブ 2 < 
クス タ ンジ 


〆 グ 





マク ロス 艦内 を 走行 中 に トラ ンス フォ 
ー メ ーション に 巻き 込ま れ た 乗用 車 。 
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人 第 内 民間 企業 タク シー 
SDF-1 マク ロス 艦内 で 営業 し て いた 民間 企業 所 マタ クシ ー の 外観 。6 輸 式 と な っ て 
有 の タク シー。 6 輸 式 で 、 助手 席 と 後部 座席 に 合わ 。 いる 。 車内 は 広く 、 層 住 性 も 高い 。 
せ て 3 4 人 の 乗客 を 乗せ る こと が で きる 。 民間 人 
の 輸送 の みな ら ず 、 突 発 的 な 呼び 出し が 日 常葉 飯 
事 で あっ た 地球 統合 軍兵 士 た ち が 、 そ れ ぞ れ の 持ち 
場 に 移動 する た め の 手 段 と し て 重用 し て いる 。 


























一 条 輝 は 杭 崎 速 雄 、 マ 
クシ ミリ アン ジー ナス 
ら と 中 華 料 理 店 [娘々] 
で 食事 中 、 ス クラ ン ブ 
ル が 流れ た た めす ぐさ 
ま タ クシ ー を 拾い 、 軍 と リア に は [MT-128]」 
施設 へ 戻っ た 。 と 書か れ た ナン バー プレ 

ー ト が 付け られ て いる 。 





マ 4 ド ア の セダン タイ ブ 
で 、 ド ア の 上 部 は サッ シ 
レス 仕様 と な っ て いる 。 














一 条 輝 ら 統合 軍兵 が 大 挙 し て 乗り 込 
み 、 積 載 オー バー と な っ て いた 。 

















人 タク シー の 車内 レイ アウ ト 。 助 手 席 と 運転 席 の シー ト が 連結 し て い 
る タイ ブ で あっ た 。 








貧民 商用 大 到 ト ラッ ク 
漁業 関係 の 企業 が 運用 し て いた と 見 られ る 大 型 ト 
ラッ ク 。 南ア タリ ア 島 近辺 で 運用 され て お り 、 輝 が 
乗っ た VF-1D が 「 娘 々 ] に 突っ 込ん だ た め 、 ト ラッ ク < に = ミ 

に 備え た ワイ ヤー ロー プ で VF-1D を 牽引 し た 。 ) 
= 


“6 輪 の 大 型 車 で 、 前 方 に ある 操縦 席 と 助手 席 以 外 は 荷台 
スペ ー ス と な っ て いる 。 サ イド に カジ キマ グロ が 描か れ て い 
る こと か ら 、 人 魚類 の 運搬 に 特 化し た トラ ッ ク と 見 られ る 。 


トラ ッ ク の 通り 道 を 構い だ VF- 
1D が 行動 不能 と な っ て いた 
た め 、 ら 台 の トラ ッ ク で VF- 
1D を 動か が し 、 道 を 空け た 。 








P 荷台 ス ペー ス に は 、 鮮 魚 

を 輸送 する た め の 水槽 が 設 
置 さ れ て いた と 見 られ る 。 
後部 下 に ワイ ヤー ロー ブ の 
取り 付け 口 が ある 。 






中 華 料 理 店 「 妨 々 」 に 
だ VF-1D を 引っ 張っ た 
の 力 が 強 す ぎ た た : 
に 機体 が 倒れ て し : 













作 MBS TV 中 線 車 


SDF-1 マク ロス 艦内 で 開局 、 運 営 さ れ て いた TV 


























局 「MBS (マク ロス ブロ ー ド キャ スト シス テム )」 が 所 p PE 6 燈 車 で 、 車 体 の 右側 面 に は [MBS」 の ロ 
有する TV 中 継 車 。 生 放送 や 取材 の 際 な ど に 使用 し デー と ゴマ ー ク が あし ら わ れ て いる 。 
た 車両 で 、 後 部 に は 撮影 用 の 機材 が 積み 込め る 構 、 











造 と な っ て いた 。 





MBS は 映画 の 撮影 中 に 倒れ 
た リン ミン メイ の 病状 を 聞く 
た め 、 リ ン : カ イフ ン に イン タ 
ピュ ー を 敢行 。 そ の 様子 を 中 
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供 リー ニン ク 屋 所 有 バ 
第 一 次 星 間 大 戦 終結 後 、 マ イク ロー ン 化し た ゼン 
トラ ー デ ィ 人 の ワレ ラ 、 ロ リー、 コ ンダ の 3 人 が 働い 
て いた クリ ー ニ ング 屋 の パネ ル バ ン 。 荷台 部 分 は 、 
洗濯 物 を 積み 込む スペ ー ス と し て 活用 され て いる 。 


























統合 軍 が 運用 し て いた と 見 られ る 大 型 ト レー ラー。 
運転 席 以 外 は 積載 スペ ー ス と な っ て お り 、 ク レー ン 
車 や デス トロ イド な どの 運搬 を 行う こと が で きた 。 き 


























ミ 拾 い 











ッ ク ノ フォ ー ク リフ トノ ニ 








人 狂 トラ 





SDF-1 マク ロス で は 、 戦 闘 や トラ ンス フォ ー メ ー シ 
ョ ン に よっ て 被害 を 受け た 街 の 修復 の た め 、 フ ォ ー ク 
リフ ト や トラ ッ ク が 大 量 に 投入 され て いた 。 
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Lr 1 
地球 や マク ロス 艦内 の 自 走 式 


み 自 走 式 コー ラ 販 売 機 
全 自 動 式 の コー ラ 販 売 
機 。 人 間 を 認識 する と 4 
基 の タイ ヤ を 使っ て 自 走 


し ドリ ンク を 薦め る 機能 
を 持つ 。 


みみ 自 走 式 写真 現像 機 
自動 撮影 ・ 現 像 機 で 、 撮 


| 影 し た 写真 は その 場 で 現 


像 され る 。 支払 い 方 式 
は 現金 と クレ ジッ トカ ー ド 
の 2 種類 。 





る 自 走 式 公衆 TV 電話 


受話 器 を 備え た 自 走 式 


TV 電話 。 他 の 自 走 式 メ 
カカ と 同様 、 呼 び か ける と 


その 声 に 反応 し て 移動 す // 


る 機能 を 持つ 。 





る ©1982 ビッ クウ エス ト 





lllustration by Hidetaka Tenjin 
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蘭 志 紅き で A 
S 普 ーー さぞ ささ“ 








@ 機体 解説 


F-1 バル キリ ー の 量産 計画 は 、/S 選 F-1 マク ロス の 進軍 に 間に合わ せる べく 厳し い ス ケ 

ジュ ー ル の 下 で 進め ぬき 紀 た た ぬ に 、 品 質 管理 が 万 全 で は な か っ た 。 そ の た め 、 初 期生 産 弄 
は 機体 ど と と に クオ リ テ * の 鞍 が あ / が \ 標準 的 な 量産 タイ プ で ある VF-1A (A 型 ) で さえ 、 実 の と ころ 
は 問題 を 抱え つつ 由実 働 に 支 億 が な い 程度 の 機体 だ っ た と 噂 され て いる 。 し か し 、 こ の よう な 風 
を 払拭 する 活躍 を し た 機 休 も 一 部 に は 存在 する 。 マ クシ ミリ アン ・ ジ ー ナ ス ( マ ックス ) 伯 長 (当時 ) 
が 搭乗 し だ 人 き 型 は その 代表 例 で あろ う 。 本 機 は 青 と 白 の カラ ー リ ング パタ ー ン こそ 一 般 機 と は 異な 
る が 。。 ぞ の 他 の 住 様 は 通常 の A 型 と 変わ ら ず 性 能 に 差 は な か っ た 。 し か し 、 マ ックス の 傑出 し た す 
能 に より 抜き 妨 出 た 戦果 を 挙げ 、 若 天才 の 出現 を 広く 知ら し め た の で ある 。 
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p VF-1A バル キリ ー 




















W ガウ ォ ー ク モー ド 
みみ レー ザー 機銃 みみ ガン ポッ ド マッ クス は ガウ ォ ー ク 形態 を 巧み に 使い こ な 『 
単 装 レ ー ザ ー 砲 (マウ ラー 社 製 ROV-20) を 装 VF-1 系 列 機 に 共通 する 主 武装 と し て 、 ハワード し 、 ホ バリ ング に よる 高速 移動 に と ど ま ら な い ) 
1 二 サ つ 革 向 の 放 防 後に 新 。 備 す る 点 が 、A 型 の ヘッド ユ ニッ ト の 特徴 で ある 。 社 製 GU-11 eo to ウト の art 4 
ーー 設 さ れこ バー ミリ オン 小隊 に 配属 と な っ た マ 通常 戦闘 の ほか 、 ブ リタ イ 艦 か ら の 脱出 を 図る た る 。 こ の 武装 は 両 腕 で 保持 し て 射撃 を 行う こと が ほ と に よる 急 制 動 や 、 無 重力 帯 で の 変則 機動 な ど 、 
ックス 伯 長 に 与え られ (コー ル サ イ ン は 「 バ ー ミ リオ 。 め に エア ロッ ク を 破 ろ うと し た 際 に も 用 いら れ た 。 ん ど だ が 、 マ ックス 機 は 片手 で 扱う ケー ス も 多かっ た 。 マッ クス 機 が 見 せ た 機動 は 実に 多彩 で あっ た 。 
ン G3])、 初 陣 で 7 機 を 撃墜 し て いる 。 以 降 も 小隊 の 一 ーー 
角 を 担い 、 早瀬 未 沙 中 尉 と 同 小 隊 が ゼン トラ ー デ ィ 
軍 の 捕虜 と な っ た 際 に は 、 単機 で 脱出 の 糸口 を 作っ 
た 。 また 、 ミ リア ・ フ ァ リ ー ナ の ク ァ ド ラン ・ ロ ー を 一 
騎 討ち で 圧倒 する な ど 、 彼 が 小隊 長 に 昇進 し て VF- 
1J に 乗り 換え る まで に 多く の 戦果 を 残し て いる 。 


⑧ 運用 記録 i 


































































狂 コク ビルト 

VF-1A は 生産 が 進め られ る と 同時 に 改良 が 加 
えら れ 、 コ ク ピ ッ ト 構 造 も ブロ ッ ク 5 以 前 と ブロ ッ ク 
6 以降 で 大 きく 異な る 。 操縦 系 の 主 な 改修 点 は 
変形 レバ ー と コン トロ ー ル ・ ス ティ ッ ク の 一 体 化 で 、 
マッ クス 機 は 変形 レバ ー が 旧式 だ っ た こと か ら 、 ブ 
ロッ ク 5 以 前 の 初期 型 と 推察 され る 。 変形 操作 
時 に 隙 が 生じ る この コク ピッ ト 構 造 で も 変形 を 自在 
に 使い こなし た マッ クス の 技量 の 高 さ が うか が える 。 







































5、 ーーーーーーーーー 
狂 バト ロイ ドモ ー ド 

マッ クス の 常人 離れ し た 戦闘 セン ス が も っ と も 発揮 され 
た の が 、 こ の バト ロイ ド 形 態 で あろ う 。 初陣 で 複数 の リ 
ガー ド に 包囲 され た 彼 は 、 フ ァ イ タ ー に よる 突破 で は な く 
バト ロイ ド で の 近接 戦闘 を 選び ( 彼 曰く 「 振 り 回 し や すい か 
ら ])、 敵 を 軽々 と 残 減 し て いる 。 ま た 、 そ の 際 に 披露 し 
た の が 「 還 撃ち 」 と 自ら 命名 し た 戦法 で 、 初 撃 を 見 せ 弾 に 
し て 回 避 し た 敵 を 狙い 撃つ と いう も の で あっ た 。 輝 の よう 
な 一 般 的 な パイ ロッ ト ( 彼 も 優れ た 人 材 で は あっ た が ) か ら 
すれ ば 、 そ の 戦法 は 奇異 に 思え る ほど だ っ た の で ある 。 
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VF-1A は レー ザー 機銃 が 単 装 で S 型 と J 型 に 比べ て 火力 で や や 劣り 、 主 機 を 推力 向 
上 型 に 換装 し た S 型 に は 速力 の 点 で も 一 歩 引け を 取っ て いる 。 それ は ファ イタ ー 形 態 
で も 当て は まる が 、 マ ックス 機 は 性 能 差 を 物 と も ちせ ず に 高速 で の ドッ グフ ァ イ ト を 展開 し 
た 。 逆 に 、 そ の 差 は 乗り 手 次 第 で 簡単 に 覆 る レベ ル で し か な か っ た と も 言え る だ ろう 。 








rchani_ heet 


VF-1A バル キリ ー 


人 窒 半 

VF-1 は 、 バト ロイ ド 形 態 も さる こと な が ら 、 戦闘 機 と 。 あみ 四面 図 
し て も 優れ た 性 能 を 持つ 。 最 大 の 特徴 は 、 状 況 に 5 a 
応じ て 自在 に 制御 で きる 可変 後退 翼 の 採用 で ある 。 凍り 
音速 で の 機動 性 向上 、 着 艦 時 に お ける 減速 補助 ド を 設置 で きる 構造 で あっ た 。 
な どの 利点 が あり 、 熱 核 タ ー ビ ン エン ジン の 搭載 で 得 
られ た 出力 を 巧み に コン トロ ー ル で きた 。 また 、 本 機 
は 飛行 時 の 安定 性 を 担保 する 水平 尾翼 を 持た な い 
か わり に 、 後 方 に 2 基 備 えた 可動 式 ノ ズル と スラ スタ 
ー・ ロ ー ル 制御 シス テム が 、 その 役割 を 担っ て いる 。 

































































の は 、 後 退 朋 75 度 の 時 で 
あっ た 。 




















ズル が 設置 され た 。 














(上 半分 が 上 部 か ら 、 
図 )。 可 動機 構 の 採用 に より 、 低 
双方 の 安定 性 を 獲得 し た 。 












と し て 、4 ら 度 に 要 











島 状 計 時 
















マヤ 母艦 着 陸 時 の VF-1 
パイ ロッ ト の 任意 で 開閉 で 
ビー を 開い た 状態 。 


戦闘 機 の 運用 に は 、 母艦 か ら の 発着 や メン テ ナ ン 
ス 、 パ イロ ッ ト の 乗降 な ど に 応じ た 周辺 パー ツ の 存在 
が 不可 欠 で ある 。 VF-1 の 各 タ イプ に は 、 着 艦 時 の 
減速 用 エア ブレ ー キ を 始め 、 発着 用 の ラン ディ ング ギ 
ア を 3 基 持つ ほか 、 パ イロ ッ ト 乗 降 用 の 引き 込み 式 ス 
テッ プ が 備え られ て いる 。 ガ ウォー ク や バト ロイ ド へ の 
変形 と いう 複雑 な 機構 を 内 包 し つつ 、 こ れ ら 既存 の 
戦闘 機 と 共通 する パー ツ を 採用 し た こと で 、 ス ムー ズ 
な 運用 が 可能 と な っ 


ディ ング ギア は 
る 。 左 図 は キャ ノ 

































































エア ブレ ー キ に 加え 主翼 
の 後 縁 フラ ッ プ を 下方 に 展 
開 し 、 減速 の 効果 を 得 た . 


SDF-1 マク ロス に 装着 さ 母艦 に 着 艦 する 際 は 、 キ 
れ た プロ メ テ ウ ス が 、VF- ャ ノ ピ ー 後 方 の エア ブレ ー 
1A な ど 艦 載 機 の 母艦 と な キ を 開い て 減速 する 。 
っ た (写真 は 、VF-1A マ ッ ク 
ス 機 ) 




















人 乗降 用 ステ ッ プ 
-6 b 着 艦 時 の VF-1A を 後方 か - A ク ピ ッ ト の 真下 に 設置 され た バイ ロッ ト 用 の 

故障 時 や メン テ ナ ン ス の 際 は 尾 横 を 分 離 ら 見 た 図 。 フ ラッ プ と エア ブ 引き 込み 式 ス テッ プ で 、 使用 時 に 機体 内 か ら 還 
も あっ た と 見 られ る 。 レー キ 双 方 を 展開 し て いる 。 出す る 構造 と な っ て いた 。 








垂直 尾翼 の 内 部 構造 B 
し 、 内 部 を 調整 する こと 





De-O5 
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p VF-1A バル キリ ー 











島 各 吉 

ファ イタ ー 形 態 に お ける VF-1 は 、 主 要 下 の パイ 
ロン 部 分 に 、 ミ サイ ル な どの 追加 兵 装 を 設置 する こ 
と が 可能 と な っ て いた 。 3 連装 の ミサ イル ラン チャ ー 
「ARROW] を 計 12 発 (最大 で 20 発 )、VF 専 用 の 
対 艦 反 応 ミ サイ ル 「RMS-1」 を 6 発 (最大 で 8 発 ) 装 
着 で き 、 戦 闘 力 ( 主 に 爆撃 能力 ) の 大 幅 な 向上 に 繋 





4 




















頒 特攻 加 


ゼン トラ ー デ ィ 軍 と の 戦闘 で は 最前 線 に 赴 いた 
VF-1A だ が 、 中 で も マク シミ リア ン ・ ジ ー ナ ス 搭 乗 機 
は 、 一 条 輝 な ど 仲 間 た ち を 救出 する た め 、 敵 の 母艦 
で ある ノ プ ティ ・ バ ガニ ス 5631 内 に 潜入 し た 記録 が 
残さ れ て いる 。 そ の 時 、VF-1A は 、 ゼ ント ラー ディ 軍 
兵士 か ら 軍服 を 奪取 。 機体 に 被せ る こと で その 正体 
を 悟ら れ な いよ うに 行動 し た 。 



































変形 前 に まず 帽子 を 取り 外し 、 軍服 の チャ 





ド か ら ガ ウォ ー ク へ と 変形 を 決意 





ク を 開 


1982 ビッ クウ エス ト 





Dao-o5 
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メカ ニッ クシ ー ト 


p VF-1A バル キリ ー 











信 征 天橋 


@ 機体 解説 


/ ドー ミリ オン 小隊 へ の 配属 に 際 し て 、 柿 崎 速 雄 伯 

長 (当時 ) が 受領 し た の が 、 こ の VF-1A(A 型 ) で 
ある 。 本 機 は 一 般 的 な 量産 機 と カラ ー リ ング が 異な る 
が 、 機 体 の 仕様 は 通常 の A 型 と 同じ で ある 。 な お 、 成 
績 評定 が A だ っ た と は いえ 、 シ ミュ レー ショ ン 378 時 
間 、 飛 行 時 間 66 時 間 の 新兵 に パー ソナ ルカ ラー の 機 
体 が 与え られ た 経緯 は 定か で な い 。 


(一 ミリ オン 小隊 に 配備 さ 

初 の 柿崎 機 は 、 マ ク 

アン - ジ ー ナ ス ( マ ッ ク 

半 ス ) の A 同様 、 ブ ロッ ク 5 
上 以前 の 初期 型 だ っ た 。 





介 運用 記録 


崎 機 は 操縦 技術 に 優れ る 一 条 輝 や マッ クス の 
RNN ゼタ ド ラー デ 
ィ 軍 の 捕虜 に な っ た 際 に も 、 ブ リタ イ - ク リ ダ ニ ク と の 
白兵戦 で 大 破 し て いる 。 そ れ で も 、 バ ー ミ リオ ン 小 隊 
の 一 四 を 担い (コー ル サ イ ン は バー ミリ オン 2)、 多 く 





の 戦い を 切り 抜け た 。 だ が 、 オ ンタ リオ 自治 区 の 戦闘 
で SDF-1 マク ロス の 全 方 位 バ リア の 暴走 に 巻き 込ま 
れ 、 バイ ロッ ト と 共に 消滅 し た 。 





血気 盛ん な 柿崎 の 性 格 故 
に 、 突 出し て 危機 に 陥る ケ 
ー ス も 少な く な か っ た 。 だ 
が 、 幾 度 と な く 機 体 を 破損 
し な が ら も 生 二 し 続け た 。 











の バー ツ を 備え る 。 先 端 の フッ ク で 出 
カタ バル ト ・ ス プレ ー ダ と 連結 する 










G⑪ 人 グ ギ ア で 、 機 首 の 前 脚 。 サス ペン 
ン を 内 蔵 し 、 上 下 に 伸縮 する 。 





ラン ディ ング ギア の 機能 は 、 プ 
ロメ テウ ス の 甲板 カタ バル ト で 
の 発 艦 時 に 用 いら れ た (写真 は 
り 型 )。 


EE SN sR 





























急 主 要 パ イロ ッ ト 


る マ ホ ワ イト と ライ トブ ラウ 
ン の 機体 色 は 一 般 機 と 同じ だ 
が 、 胴体 と 肩 部 の 配色 が 逆 で 、 
胴体 が ホワ イト 、 肩 部 が ライ ト 
ブラ ウン と な っ て いる 。 





WM 
A \ 


捕らわれ た 早瀬 未 沙 を 追っ て 侵入 し た 
ブリ タイ 艦内 部 で 、 ブ リタ イ の 不意 打 
ち を 受け て 大 破 し た 。 


ファ イタ ー モ ー ド 


人 柿崎 機 は マッ クス 機 と 同 
様 に 、 フ ァ イ タ ー の 機体 上 
面 が ほぼ 白 一 色 と な る 。 な 
お 、 図 は オプ ショ ン 未 装備 
状態 




















オン タリ オ 自 治 区 上 空 に 
お ける 戦闘 で は 、 退 避 時 に 
ガウ ォ ー ク へ の 変形 タイ ミ 
ング が わずか に 遅れ た こと 
が 命取り と な っ た 。 





ガウ ォ ー ク モー ド 






ガウ ォ ー ク は 敵艦 に 近接 戦 を 行う ケー 
ス な ど で 運 1、 ブ リタ イ 艦 へ の 突 
入 時 に も 用 いら れ た 。 
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/ | とし タージ / 











@ 機体 解説 


八 型 は VF-X の 増加 試作 機 YVF-1A を ベー ス に ラ 
/ バ ター 面積 を 増大 させ た 、 VF- 1 シリ ー ズ 最初 の 本 
格 量産 機 で め る 。 そ の 生産 は スト ン ウ ェ ル ・ ベ ルコ ム 
社 と ライ セン ス 契 約 を 結ん だ ノー スロ ム 社 が 担っ た 。 
大 気 圏内 で の 運用 を 重視 し た アビ オニ クス を 搭載 し た 
ブロ ッ ク 4 ま で の 初期 型 と 、 補 助 ス ラス ター の 追加 装 
備 や アビ オニ クス の 改良 を 施し た ブロ ッ ク 5 以 降 の 機体 
(A プ ラス と も 呼ば れる ) に 大 別 で きる 。 














4 ライ トブ ラウ ン と ホワ イ 
ト の カラ ー リ ング で 、 胴 体 
が ライ トブ ラ 
る 。 ス ペッ 
機 、 柿 崎 機 と の 差異 は : 






還 大 戦 を 通じ て 統 
空戦 力 の 主力 と し て 
活躍 。 そ の 一 方 で 損耗 も 激 
し く 、 時 に 順次 改 
良 が 加え られ て いっ た 

















軍 
し ー 主力 VF と し て 運用 ざれ だ A 型 は 、 特 に SDF-] 
マク ロス の 艦載 機 & し で 多く の 戦闘 に 投入 され た 。 し 
か し 、 物 量 に 勝る ゼン トラ ー デ ィ 軍 に 対し て は 劣勢 に 
追い 込ま れ 窟 ケース も 頻繁 に 見 られ 、 大 き な 被 害 を 出 
し て いる 』 また ぷ 第 一 次 星 間 大 戦 終結 後 も 治安 維持 
や パト ロー ル 笠 務 な ど に 運用 され 、 2015 年 末 の 生産 
終了 以降 は 順次 退役 が 進め られ た 。 








れ て いた A 型 に は 、 グ リー ン の カラ ー 
リン グ が 施さ れ て いた 。 


ファイター モード 


南ア タリ 7 







ント ラー ディ 軍 戦 B 
交戦 する A 型 。 








が の ちの 主流 と な っ た 


』A 型 の 一 般 機 が ガウ ォ ー ク 
を 用 いる ケー ほど 多く 
な が 機能 を 使い こなせ 
る パイ ロッ ト が 少な か っ た の も 
その 一 因 で あろ う 。 








社 製 HOV-20) が 単 
が 、 A 型 最大 の 特徴 。 


ョ 上 を ホバリング 移動 
する A 型 。 入 り 組 ん だ 市 街 地 で は ガウ 
ォ ー ク が 力 を 発揮 し た 。 





、 バ トロ イド 時 は 通常 、 や | 








@1982 ビ ピック ウエスト DaO-O@ 
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p VF-1A バル キリ ー 








貸 エン ジェル バー 


@ 機体 解説 


i 
し て いた 曲 技 飛行 隊 ( ア クロ バッ ト ・ チ ー ム ) で 、 
5 機 編 成 の 同 部 隊 は 当時 の 最新 鋭 機 で ある VF-1 バ 
ルキ リー を 運用 し て いた 。 そ れ ら は VF-1A(A 型 ) で 統 
ー さ れ 、 カ ラー リン グ が 異な る 以外 は 一 般 機 と 仕様 を 
同じ くし て いる 。 た だ し 、 曲 技 飛行 が 主 な 任務 と な る 
た め 、 基 本 的 に は ガン ポッ ド が 装備 され て いな か っ た 。 


ズ 仕 様 


















































マク ロス の 進軍 式典 で 曲 技 飛行 
を 披露 する エン ジェ ル バ ー ズ 仕 
様 の A 型 。 機 体 後方 に は 発煙 装 
置 で 作っ た 薄紫 の スモ ー ク を 引 
いて いる の が 見 える 。 





@ 運用 記録 


RA 
知ら れる の が 、2009 年 の SDF-1 マク ロス 進 
軍 式 典 に お ける エア ショ ー の 飛行 展示 で ある 。 こ の 展 
示 で は 、2 番 機 と 4 番 機 が 高度 20m で 時 速 850km 
の 速度 を 維持 し つつ 交差 する な どの 演目 を 披露 し た 。 
な お 、 直 後に ゼン トラ ー デ ィ 軍 と の 遭遇 戦 に 突入 し た 
が 、 同 隊 の 機体 が 実戦 に 参加 し た か は 不明 で ある 。 











進軍 式典 の エア ショ ー で は 、 垂 
直上 昇 か ら 編隊 を ブレ イク させ 
介 る 注目 に 、 当時 は まだ 民間 人 だ 
っ た 一 条 輝 の ファ ン ・ レ ー サ ー が 
乱入 する 人 ハプニング も あっ た 。 


マエ ンジ ェ ル バー ズ 仕 様 の A 型 の 特徴 
は 、 白 地 に 赤 と 青 の ラ イン が 入っ た 鮮 
や か な カラ ー リ ング に ある 。 曲 技 飛行 
を 主任 務 と する 機体 で 、 フ ァ イ タ ー 形 態 
の 運動 性 を 駆使 し て 華麗 な アク ロバ ッ ト 
を 見 せ た 。 な お 、 進 宙 式 典 の エア ショ 
ー で は 「 最 新鋭 戦闘 機 」 と だ け 紹介 され 、 
ガウ ォ ー ク 、 バ トロ イド を 用 いた 演目 は 
行わ れ な か っ た よう だ 。 


人 と エン ジェ ル バ ー ズ 仕様 機 は 基本 的 
に は 非武装 で 、 本 来 は エン ジン ナセル 
の 間 に マ ウン ト さ れる ガン ポッ ド も 装備 
し て いな い 。 展示 飛行 の 際 に 用 いる ス 
モー ク は 、 ノ ズル に 挟ま れ た 機体 後部 
中 央 か ら 発生 させ る よう で 、 発煙 装置 
を 装備 し て いる と 考え られ る 。 


エン ジェ ル バ ー ズ 仕 
様 機 の 機体 底面 。A 型 
の 単 装 レー ザー 砲 ( マ 
ウラ ー 社 製 ROV-20) 


















銀 ME シル 


VF-1 シ リー ズ の コク ピッ ト 内 配置 と コン ソー ル は 、 
ブロ ッ ク 5 以 前 と ブロ ッ ク 6 以降 の 生産 機 (仕様 変更 
は ブロ ッ ク 5 か ら と する 資料 も ある ) で 構造 が 異な っ て 
いる 。 但し 、 型 素 に よる 違い は な く 、 コ ク ピ ッ ト 構 造 
は A、 J、S、D 型 の 各 バ リエ ーション で すべ て 共通 の 
も の を 採用 し て いる 。 


国 新旧 の 仕様 に 共通 する 構造 と し 
て 、 コ ン ソ ー ル 正面 の 多目的 デ 
ィ ス プレ イ ( マ ル チ ブ ル ・ モ ニタ 
リン グ : デ ィ ス プレ イ と も 呼び ) 
の 存在 が 挙げ られ る 。 










ブロ ッ ク 5 以 前 の コン ソー ルディ 
スプ レイ 。 デ ィ ス プレ イ は G 面 
構造 で 一 括 表示 も 可能 。 左 右 
に は バト ロイ ド - ア ー ム コン トロ 
ー ラ ー が 見 える 。 


あみ コクピット (ファ イタ ー 形 態 ) 
前 方 か ら 見 た ブロ ッ ク 5 ま で の A 型 コク ピッ ト 。 コ ン 
三 ラー を 備え る 。 


ソー ル 上 に HUD、 左 右 に バッ 





ッ デ ) < < 


> る 


マン 4 ャ シー ト ベ ルト ぎら 
























cA 
9 
婦 っ 
図 は 初期 型 。 上 部 カバ ー 付 を 含め 方 
た 3 つの トリ ガー と 、 前 側 に ウェ ポン ビク ( / 
/ 


セレ クタ ー レ バー を 有する 。 で ツ 


バト ロイ ド 形 態 時 の コク ピッ ト 構 造 。 コ クビ ピッ トブ ロッ ク が 垂直 方 
向 に な り 、 内 部 機器 も ファ イタ ー (と は 配置 が 変わ る 。 左 図 
前 側 に 位置 する の が メイ ンス クリ ー ン ボッ クス で 、 ア ー ム コン トロ 
ー ラ ー は ボッ クス に 付随 する 形 と な る 。 右 は シー ト 付 近 の 拡大 図 
で 、 シ ー ト の 左右 に は サイ ドス クリ ー ン が 位置 する 
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VF-1A バル キリ ー 











像 vF-1 千 コ ント ロー ルレ バー 

初期 の VF-1 は 、 フ ァ イ タ ー と バト ロイ ド ( 及 び ガ ウォ 
ー ク ) 形態 で それ ぞ れ に 独立 し た コン トロ ー ル ステ ィ ッ 
ク を 設け て いた 。 その た め 、 変 形 時 に は 操縦 欄 と ガ 
ウォ ー ク 、 バト ロイ ド 用 の アー ムコ ント ロー ラー を 持ち 
替え る 必要 が あり 、 機 動 性 に 支障 を きた す 原 因 と な 
っ て いた 。 但し 、 こ の 間 題 は ブロ ッ ク 6 以 降 の 仕様 
変更 機 に お いて 、 一 体型 コン トロ ー ル ステ ィ ッ ク の 採 
用 に より 解消 され て いる 。 































































” 同 バト ロイ ド -: ア ー ム コン トロ ー ラ ー 


4 バトロイド 腕 避 
























に ②!| 


\ 
/) 形態 選択 レバ ー は 左 か 


J 






ファ イ 
び 、 レ バー を 下げ た 
変形 が 行わ れる 。 








の A 
| \n ー ル ・ コ ント ロー 
の ト を 備え る 。 グ と 
) で グン 
\ ) (の \ ( 「 プ 0 
) ) や 4 内 部 いづ 4 左手 用 ご 0 
“で Wy. ¢ | レバ ー は 左手 用 
\ ey © 7 x / バト ロイ ド ・ ア ー ム コン トロ ー 
[ \ や ンプ \ ラー 置 し 、3 
V V » 右手 用 V の レバ ー が 並ん 
/ ト 関連 事項 
EF ュ GVF-X 





VF-X / VF-X-4 


1 コ J 


VF-1 に よっ て 確立 され た 可変 戦闘 機 (VF) と いう 
兵器 体系 だ っ た が 、 当 時 は VF の 開発 史 全体 か ら 見 
れ ば 艇 明 期 に あたり 、VE-1 や VF-4 の 完成 まで に は 
数 え 切 れ な い 試行 錯誤 が あっ た 。 VF-X や VF-X-4 
は その 証 と も 言え る 試験 機 で あり 、VF が 兵器 と し て 
熟成 を 重ね て いく 上 で の 重要 な ステ ッ プ と な っ た 。 






南ア タリ ア 島 に お は る 開 
発 中 の VF-X の 様子 語 外 
装 は 施さ れ て いな い が 
VF-1 に 通じ る 可変 紅 構 
造 な ど が 見 て 取れ る 。 


面 の マー キン グ が 試験 機 で わる こと を 物語 っ て いる 。 





急 主 要 バ イロ ッ ト 初め で の 試験 飛行 に 


臨む お VF-X%。 テ スト バ 
イロ ッ ト は ロイ ・ フ ォ ッ 
カー が 務め 、 徐 々 に 
本 格 的 な 試験 へ と 移 
行 し て いっ た 。 











トー 4AVF-1 の 後継 機 と し て 、 
4 VF-X-3 と の 名 争 試作 に か 
けら れ た 試作 機 。 複 数 の 
仕様 が 存在 し 、 の ちの 主 
力 機 で ある VF-4 ライ トニ 
ッ グ HI へ と 発展 し て いっ た 。 





















VF-4 の 開発 に 関わ っ た 一 条 輝 
が 所 持 し で いた VF-X-4 の 模型 。 
VF-4 は この 機体 を さら に 洗練 さ 
せる 形 で 完成 する こと に な っ た 。 












人 ム マ VF-X 試 験 飛行 タイ ブ と 呼ば れる 機体 (VFX 1 と も 呼ば 
れる )。 フ ォ ル ム は VF-1 に 酷似 て いる が 、 頭 部 ユニ ッ ト が 
設け られ て いな い 点 な ど 、 細 部 の 構造 が 異な る 。 ナ セル 側 






































変形 の テス ト を 見 守る フォ 
ッ カ ー。VFX は 頭 部 、 腕 
部 ユニ ッ ト が 省略 され て お 
り 、 バ トロ イド へ の 変形 も 
で き な か っ た よう だ が 、 脚 
部 の 変形 は 既に テス ト 段 階 
[っ て いた よう だ 。 
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EE ae aS 
纏 系 キメ リコ ラ 特 殊 イ ナー シャ 
ベクトル. コン トロ ー ル シス テム 
標準 武 半 中 口径 速射 イン バク ト ・ キ ャ ノ 
ン ※ ら // 空 対空 高 回転 三 砲 身 レー ザー バ 
ン x28/ 近 接 用 超 小 弄 商 機動 ミ サ 
イル ラン チャ ー メ 4 (携行 弾 数 :126 発 ) 


開発 系 譜 図 











@ 機体 解説 


力 を 発揮 
を 嗣 か せ た 。 高 い 性 能 を 持つ 胡 面 、 操 縦 が 困 香 
いな どの 問題 も ね あう た 。 な 
体 は 、「 エ ー 下 ミリ 実 す の 異 名 で 呼 


隊 所 属 の ミリ ア ・ 婦 アリ ー ナ ー 級 空 - 








ustration by Hidetaka Tenji 
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( ) コク ピッ ト 

ク ァ ド ラン ・ シ リー ズ は 耐 G 能 力 に 優れ た 高 性 能 婦 人 
士官 用 に 開発 され た 機体 で 、 胴 体 部 の コク ピッ ト も 婦 
人 土 官 の 体形 に 合わ せ て 設計 され て いる 。 男 性 兵士 了 ht 
が 搭乗 する こと も 可能 と 言わ れる が 、 開 発 経緯 を 考え っ 
れ ば 性 能 を 完全 に 発揮 する の は 難し か っ た と も 考え ら 
れる 。 ま た 、 コ クビ ピッ ト 内 部 は 非常 に 狭く 、 パ イロ ッ 
は 鶴 屈 な 体勢 で の 操縦 を 余儀 な くさ れ た 。 


ロー に 乗 





島牧 休 生 造 


胸部 の み の 胴 体 に 巨大 な バッ ク パ ッ ク と 手 脚 が 


@ 運用 記録 
つい た 特異 機体 構造 が 特徴 で も る る 。 これ は 、 


し 銀河 帝国 分 列 戦 。。 宮 間 機動 兵器 に 倍 力 服 の シス テム を 組み 合わ せ 
争 の 未 期 に 高 性 能 婦 人 士官 の 実用 化 と 並行 し 。 た 設計 コン セプト に 由来 し 、 兵 器 と し て は 空戦 ポ 。 
て 、 キ メリ コラ 全 自 動 兵器 孤 で 進め られ た 。 ロ ー 型 。 ド 
は その 中 で も 初期 に 戦力 化し た 機体 で あっ た 。 だ 
が 、 シ ステ ム が 複雑 で 高 品質 だ っ た こと か ら 、 配 備 
数 は 極め て 少な く 、 空 戦 部 隊 の エー ス に 装備 され 
る 程度 に と ど ま っ て いる 。 絶 対数 が 限ら れる た め 、 
ゼン トラ ー デ ィ 軍 全体 か ら 見 れ ば 本 機 の 戦果 は わ ず 
か だ が 、 機 体 自体 は 高い 評価 を 与え ろう れ て いる 。 
特に 、 監 察 軍 と の 戦い で 無敵 を 誇っ た ミリ アー 級 補 
士長 の 運用 し た 機体 は 、 第 一 次 星 問 大 戦 に お いて 
も 使用 され 、 本 機 の 優れ た 性 能 を 示し た 。 


































































近い 特性 を 持つ 。 




















“る A 外部 肩 カ バー 


外部 肩 カ バー 

















機動 性 を 重視 し て いる た 
め 耐 弾性 は な く 、 










前 面 に は 噴射 口 が あ ! 
こ 用 いら れ た と 考 














可動 肢 と し て の , 
は 適さ な いと 



























頒 待 交 9 

母艦 で の 格納 時 に は 、 固 定 台座 に 座っ た 状態 の 
待機 姿勢 が 取ら れる 。 同様 の 固定 台座 は リガ ー ド に 
も 使用 され て いる こと か ら 、 ゼ ント ラー ディ 軍 で は 一 般 
的 な 格納 方 式 だ っ た と 考え られ る 。 





島 放 


固定 武装 と し て イン パク ト ・ キ ャ ノン や 3 連装 の レ 
ー ザ ー パ ルス ・ ガ ン 、 高 機動 ミサ イル ラン チャ ー と 
いっ た 豊富 な 火器 を 装備 し て いる 。 近 ・ 中 距離 で 
の 火力 に 優れ 、 運 動 性 の 高 さも あっ て 高い 戦闘 
力 を 発揮 し た 。 




















バッ ク バ パッ ク と 
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胸部 の 
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メカ ニッ タ シ ー ト 
> クア ァ ド ラン ・ ロ ー 


標準 装 


優れ た 機動 性 能 を 特徴 と する ク ァ ド ラン ・ ロ ー は 、 
複数 の ミサ イル や 火器 類 を 装備 し て いる 。 主 兵 装 は 




















径 速射 イン パク ト ・ キ ャ ノン で 、 そ の 破壊 


力 は 絶大 で あっ た 。 副 兵 装 は 手首 に 装備 され た 3 連 
装 の レー ザー・ バ ルス ・ ガ ン で 、 広い 射 角 と 高い 連射 
能力 で 様々 な 戦闘 に 対応 し た 。 こ の ほか 、 畜 制 や 
拠点 爆撃 に も 使用 で きる ミサ イル ラン チャ ー を 背部 と 
脚 部 に 設置 。 こ れ ら 固定 火器 の 充実 に より 、 高 機 
動 性 を 活か し た 戦闘 が 可能 と な っ て いる 。 
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Sheet = 04 


@ 近接 用 小型 高 機動 ミサ イル ラン チャ ー 
[4 ー ] 




























@ 高速 回 転 式 3 砲身 


















ほ 近 電 に も 対応 する 


可動 域 の 広い 


と が で きた 。 


双方 で 高い 機動 性 を 発揮 
て いた 。 





こ 複数 の マー ク が 
5 $ り 、 敵 機 の 撃 
芯 数 を 表す マー ク ( 左 ) や 、 
パイ ロッ ト の イニ シミ を 示 
マー ク ( 右 ) な ど が 存在 
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> ク ァ ド ラジ ・ ロ ー 








介 運用 記録 


ノコ ァ ド ラン ・ ロ ー に は 、 ミ リア が 搭乗 し た 専用 機 の 
ン ほか 、 カ ラー リン グ が 異な る 一 般 機 が 存在 する 。 
複数 機 で 編隊 を 組ん で 行動 する の が 通常 の 運用 法 で 、 
各 機 の 連携 を 密 に する こと で 高い 戦闘 力 を 確保 し た 。 
対地 球 統合 軍 と の 戦い で も 、 統 合 軍 の エー ス 、 ロ イ ・ 
フォ ッ カ ー に 致命 傷 を 与え る な ど 、 活躍 を 見 せ た 。 





ム ミ サイ ル の カバ ー 部 分 な 
コ リア 機 と は 異な り グ 
リー ン の カラ ー リ ング が 施 
され て いる 。 

















格納 庫 


ラプ ・ ラ ミズ が 指揮 し た ケア ドウ ル ・ マ グ ド ミ ラ 10 
107 に は 、 ク ァ ド ラン ・ ロ ー の 格納 庫 が 設置 され て い 
た 。 格納 庫 内 に は 待機 スペ ー ス が あり 、1 隻 に つき 
30 機 程度 の 機体 を 格納 する こと が 可能 と な っ て い 
る 。 パイ ロッ ト の 乗降 や 簡単 な メン テ ナ ン ス は ここ で 
行わ れ た 。 











担当 し て いた 。 




















1 | 
マイ クロ ー ン 化し た ワレ ラ 、 ロ リー、 コン ダ を 
SDF-1 マ クロ ス に 輸送 し た カプ セル 。 ミリ ア が 
ク ァ ド ラン ・ ロ ー で マク ロス に 輸送 し て いる 。 





| 一 列 に 4 機 並ぶ こと が 可能 で あ 
| る 。 機 体 の 待機 時 、 メ ン テ ナ ン 
ス 時 に は 、 コ クビ ピッ ト ハ ッ チ は 開 
する 


ク ァ ド ラン ・ ロ ー の 手 で マク ロス の 外壁 を 突き 破り 、 カ プ セ ル * に 
を 艦内 に 投げ 入れ た 。 ーー 
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メカ ニッ クシ ー ト 
p ノ プ ティ ・ バ ガニ ス 5631 





lllustration by 









| に 所 属す る 、 第 67 グ リマ 
ッ ブ フリ タイ 藩 隊 旗 入 が 、 ノ プティ バ ガ ニ ス 563 1 
7 リタ イ 艦 」 と 呼ば れる 本 艦 は 、 艦 隊 指 揮 用 に 
つた 。 長期 の 作戦 に 耐え うる こと を 想定 し 
お り 語 ある 程度 の 攻撃 を 晃 ほ @ も 航行 に 支 
ス 性 獲 和 劇 皿 証 結果 、 一 十 周 期 右 満 想 

ティ の 艦 が 多い 中 二話 ge 
刊 され 続 5 軸 回 る 












@ デ ー タ 


標準 武装 誘導 集束 ビー ム 砲 シス テム ※ 多 数 / 対 艦 対空 








ブリ タ 履 が 導 韻 し だ 
が だ ル 桂 時 励 誠 所 属 の 中 内 舌 
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頒 熊 体重 千 


⑧@ 運用 記録 50 万 周期 も 続く (ゼントラーディ 軍 


に 開発 され た 本 艦 は 、 ゼ ント ラー デ 
察 軍 を 追 。 ス で ある 。 円 柱状 の 細長 い 艦 体 が 特徴 で 、 艦 表面 に は 多数 の 
跡 中 に 、SDF- 1 マク ロス や 反応 兵器 を 持つ 火砲 を 備え 戦闘 に 対応 する 。 
動 兵 器 を 格納 する 広い スペ ー ス を 有 し た 。 


リリ タイ 艦隊 旗艦 で あっ た 本 艦 は 、 









地球 統合 軍 と 遭遇 し た 。 そ の 後 、 ブ リタ イ の 判断 
に より 、 艦 は マク ロス を 執 抑 に 追撃 し 、 地 球 人 の 情 
報 を 得 よ うと する 。 そ の 中 で ブリ タイ や エキ セ ド ル 
た ち は 地 球 人 の 文化 に 感化 され 、 独 断 で マク ロス 
と の 停戦 協定 を 締結 。 艦 は マク ロス と 共闘 し 、 ボ ド 
ル ザ ー 司 令 率い る 基幹 艦隊 と 戦闘 を 行っ た 。 


ブリ タイ 艦隊 旗艦 と し 
て 、 多 数 の 角 


が 





























に よる 戦争 の 初期 
の 戦艦 と し て は 中 型 ク ラ 





部 に は リガ ー ド な ど 、 小 型 の 機 


で も 艦 は 問 
題 な く 航 行 する こと が で きた 。 














島 応 


ゼン トラ ー デ ィ 軍 の 艦艇 に は 、 艦 隊 戦 に 備え て 
多数 の 火砲 が 外装 に 取り 付け られ て いる 。 指揮 
艦 用 で ある 本 艦 に も 、 高 出力 ビー ム を 射出 で きる 
誘導 集束 ビー ム 砲 や 、 対 艦 対 空 用 の ミサ イル ・ ラ 
ンチ ャ ー が 多数 設置 され て お り 、 戦 場 の 前 線 で も 
た 戦闘 力 を 有 し て いた 。 
























と SS 


ク 砲 品 直 出 シー クエ ンス (誘導 集束 ビー ム 砲 ) 










































頒 第 内 設備 


ゼン トラ ー デ ィ 軍 艦艇 に お いて は HH 
る ノ プ ティ ・ バ ガニ ス 5631 だ が 、 そ の 全長 は 約 4km に 
も 及び 、 広 大 な 艦内 スペ ー ス に は 多岐 に わた る 設備 
や 施設 が 設置 され て いる 。 中 で も 、 膨 大 な 収容 兵員 
の 運用 を サポ ー ト する 艦載 機関 連 設 備 や 兵 冶 シス テ 
ム は 非常 に 充実 し て お り 、 各 所 に 大 小 様々 な 規模 の 
格納 庫 や 倉庫 が 設け られ て いた 。 








中 規模 格納 庫 レ イア ウト 図 ( 償 肛 ) 
2 








h 型 艦 に 分 類 さ れ 















の 中 規模 格納 庫 天 井 : 壁 面 構 
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但 第 内 設 借 

ボド ル 基 幹 艦 隊 所 属 67 グ リマ ル 級 分 岐 ブ リタ イ 艦 
隊 の 旗艦 で あっ た ノ プ ティ ・ バ ガニ ス 5631 は 、 長 期 
の 航行 を 想定 し た 艦 で あっ た 。 艦内 設備 に も 、 多 
数 の レー ダー や ディ スプ レイ を 備え た 巨大 な ブリ ッ ジ を 
は じ め 、 マイ クロ ー ン 調査 シス テム と いっ た 、 様々 な 
任務 に 対応 する 機能 、 シ ステ ム が 備え られ て いる 。 
2009 一 2010 年 の 第 一 次 星 間 大 戦時 に は こう し た 
機能 を 活か し 、SDF-1 マク ロス 追撃 や 、 マ イク ロー 
ン の 捕獲 な どの 任務 を 遂行 し た 。 































る スペ ー ス で 、 ブ リ 
執る ブリ タイ ・ ク 

















“破壊 され た 司令 室 
マッ クス 搭乗 の VF-1A の 





































行う た め に 使用 し た 部 








。 地球 人 が 


「 プ ロト カル チャ ー」 で は な いか と 


いう 疑問 を 持っ 


ボド ル 基 幹 艦隊 














se、 








一 条 輝 と 早瀬 末 沙 、 柿 崎 速 雄 が 入れ られ た 手 
屋 。 ゼ ント 合わ せ た サ イズ で 、 右 


奥 の 箱 は ゼン トラ ー デ ィ 用 の トイ レ で ある 。 
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みみ エレ ベー ター 


の エア ロッ クノ 出入 り ハ ッ チ 






























階層 表示 
ユニ ッ ト 











複数 の 階層 に 分 か れ て いる 艦内 を 移動 する た め 
表示 ユニ ッ ト の 下 に 、 操作 レバ ー が 設け られ て し 
トイ レノ 通路 
と 1 





へ 
の トー 








艦内 各所 に 設け られ て いる ゼン ト 
ラー ディ 用 の トイ レ 。 便器 か ら 水 
が 噴き 出す 仕様 と な っ て いる た 
め 、 紙 は 常備 ぐさ ぐれ て いな か っ た よ 
うだ 。 本 体 下 に ある の は 、 水洗 用 
の ペダ ル 。 上 図 は トイ レ の 入り 品 
を 示し て いる 。 








12~13m の ゼ 
ィ を 、 マ イク ロー ン 

(地球 人 ) サ イズ に 変換 する 

4 シス テム が 置か れ た 部 屋 。 専 
用 の カプ セル の 中 に 入り 、 特 
| 丈 な 液体 に 浸かる この シス テ 
4 ム に よっ て 身体 を 縮小 する こ 
と が で きる 。 カ プ セ ル を 含む 
シス テム 本 体 は 非常 に 大 きい 








2 




















艦内 と 外部 と の 連絡 口 と な る 出入 り 
ハッ チ で 、 エ アロ ッ ク も 備え て いる 。 
他 の 艦 か ら 物資 や エネ ルギー な ど を 
受け 渡し する 際 に 使用 され て いた 。 
















軍 の 拘束 か ら 逃 げ 出し た 一 条 輝 と 早瀬 未 沙 
、 マッ クス と の 合流 に 成功 し て いる 。 | 




































エキ セ ド ル ら : の シス テム を 利用 
し 、 自ら の 体 を マイ クロ ー ン サイ ズ 
に 縮小 周 査 の た 
め 、 後 者 は 停 際 に 、 そ れ 








マイ クロ ー ン の 調査 用 に 使用 さ 
れ た カブ セル 室 。 巨 大 カブ セル 
内 に 入れ た マイ クロ ー ン を 、 自 
動 分 析 シ ステ ム が 分 析 し 、 壁 面 
に 設置 され た ディ スプ レイ に そ 
の 結果 が 表示 され み と な 
つて いた 。 
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頒 能 内 設備 
小型 武器 庫 


gs 






































歩兵 用 の 火器 や 予備 弾薬 が 
保管 され て いる 小 規模 な 倉 
庫 。 部 屋 の 隅 に は マイ ク や 
通信 機 も 設け られ て いる 。 


脱走 し た 一 条 輝 と 早瀬 未 沙 
が 休憩 の た め に 一 時 的 に : 
伏し て いた 。 艦 の 規模 か ら 
し て 、 こ うし た 含 庫 は 艦内 
の 要 所 に 点 在 し て いる と 思 
われ る 。 




























マ 大 型 ミ サイ ル 








p 武 器 庫 で ビー ム 小 銃 を 保 
菅 す る た め の 銃 架 。 壁 に 立 
て か ける 形 で 用 いる 。 
は 












つう 

ミー 
ム ゼ ント ラー ディ 兵 の 標準 装備 と な る = 
小銃 。 上 部 グリ ッ プ が 照準 器 を 兼ね る 。 SN 


ム ゼ ント ラー ディ 軍艦 艇 の ミサ 
イル ラン チャ ー か ら 射 出さ れる 
大 型 ミ サイ ル 。 全長 ら GOm。 


スト ッ ク 上 部 に エネ ルギー カー トリ ッ 
ジ を 装着 する 。 ベ ルト は 着脱 可能 。 











マス ピー カー 
艦内 の 通路 や 格納 庫 な ど | 





























名 人 の 訪れ な いこ の 区 画 に 、 両 名 は 




























rs m て PR し ば らく の 間 と どまり 、 彼 ら の 経験 
機関 室 の 下層 に あ . 画 。 本 艦 で は 駆動 機関 の 稼働 時 に 発生 する 熱 を 冷や す た め に っ か ら 推測 され る ゼン 3 の 
冷却 水 を 使用 し て いる が 、 そ の 冷却 水 が 溜っ て いた 。 床 か ら 水面 まで は お よそ 30cm | だ 5 
で ある 。 ーーーー 社会 に つい て 、 意見 を 交わ し た 。 
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み マ イク ロー ンカ プ セ ル 発 射 装置 
T/A フ ペーー ン 


























第 一 次 星 間 大 戦 終結 後 、 統 合 軍 へ の 編入 に 際 
し 本 艦 に は 、 地 球 人 類 と の 共同 運用 を 可能 と する 
改修 が 施さ れ た 。 可変 戦闘 機 な ど を 運用 する た め の 記 0 
シス テム が 増設 され 、 マ イク ロー ン サ イズ の 管制 設 _ 測 で 次 時 間 大 戦 に は 後 数 の ノブ プティ: バ 
備 や 居住 区 も 設け られ た 。 ガニ ス 級 が 投入 され 、 中 に は 地球 上 に 墜落 
_- し た 艦 も あっ た 。 それ ら は 復興 途中 で 放置 さ 
マ バ ルキ リー 用 エレ ベー ター : れ て いた が 、 反乱 分 子 の 温床 と も な っ た 。 









































作戦 に お いて 地球 人 兵士 が 乗艦 し 、 ブ リタ イ と の 共同 作 





れ て 内 部 は 荒 
自動 


テム は 作動 状 / 


御 さ れる 


“エレ ベー ター 
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@ 主 要 バ イロ ッ ト 











@ デ ー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー) 
務 放 か 地域 統 和 全う) 計っ 0 oo 
全長 と 1473m 
全高 ゅ 3.84m 











_ 覆 座 型 コ クビ ピット た の か ハル レー ナー 仁村 比 


@ 機体 解説 


ノ ュ ィ ン 来 の 戦闘 機 を 操っ て きた パイ ロッ ト に と っ て 、 可 3 
{ (VF) と いう 新 機軸 の 兵器 は 容易 に は 対応 し 難い 1 
っ た 。 そ れ 故 、 統 合 軍 は VF。J パ ルネ キリ デ の 配備 を 急ぐ の < 
時 に 、 訓 練 機 と し て の 運用 を 想定 し だ VF- 1 の バリ エー ショ ン 機 
を 用 意 し た 。 そ れ が この VF- 1 D?” 型 ) で ある 。 D 型 は VF-1A(A 
型 ) の 機 首 ブロ ッ ク を 複 座 型 コ ク ピ ッ ト の も の に 換装 し 、D 型 再 
用 の 飛行 ブロ グ 有 ウム を 搭載 し た タイ プ で ある 。 本来 は 単座 で 運 
用 可能 な VF*] を 複 座 と する こと で 、 指 導 教 官 を 同乗 させ た 訓練 
や 、 観 測 員 を 伴う た 強行 偵察 任務 な どの 運用 が 可能 と な っ て い 
る 。 ま た 、 そ ぞ それ 以 外 の 仕様 は A 型 な どの 他 バ リエ ーション と まっ 
た く 同 じ で あり 、 実 戦 運用 も 十分 に 可能 な 性 能 を 有 し て いる 。 
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@ 運用 記録 


1 型 は パイ ロッ ト の 養成 と いう 運用 目的 上 、 
LVF.」 シ リー ズ の 中 で も 最 優先 で 量産 が 進め 
られ 、 宮地 の 訓練 部 隊 に 配備 され た と 言わ れる 。 
SDF-1 マク ロス に も 同様 で 、 進 軸 式 で は 一 般 展示 
され て いた 。 そ の 中 の 1 機 (VT-102 号 機 ) は 、 当 時 
民間 人 だ っ た 一 条 煙 が 搭乗 ゼントラーディ 軍 と 
の 初中 戦 に 参加 し た こと で も 知ら れ て いる 。 

























VT-102 は 成り 行き 
か ら 輝 が 搭乗 し た ま 
ま 戦 闘 に 巻き 込ま れ 
る こと と な り 、 避 難 
中 に は ぐれ た リン ミミ 
画 ン メ イ を 救助 し た 。 
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作 ニン ピル 

直列 複 座 型 コク ピッ ト が D 型 最大 の 特徴 で 、 前 
席 が 操 継 士 、 後 席 が 指導 教官 や 観測 員 の シー ト 
と な っ て いる 。 また 、 コク ピッ ト の 仕様 変更 に 合わ 
せ て 、 飛行 プロ グラ ム も DD 型 用 の も の に 入れ 替え 
られ て いる 。 な お 、VF-1 は 機 首 ブロ ッ ク が 換装 
式 の た め 、 コ クビ ピッ ト 関 連 の 仕様 変更 は 短 時 間 で 
行う こと が で きる 。 











コク ピッ ト 内 部 が 拡 
張 され 、 後 席 が 配置 
され て いる こと を 除 
け ば 、 操縦 系 は 他 の 
VF-1 シ リー ズ と 同じ 
で ある 。 





め 、 落 下 中 に キャ ノ ピ ー を 開い て 彼女 を 


収容 する と いう 大 胆 な 行動 を 取っ た 。 






マキ ャ ノビ ピー は 前 席 と 後 席 を 同時 に 覆う | 
一 体型 で 、 左 は 開放 状態 。 下 は キャ ノビ 
ー を 閉じ た 状態 で 、 他 の シリ ー ズ 機 に 比べ 
る と コク ピッ ト が 後方 に 拡張 され て いる 。 




















モー ド 

D 型 は 通常 量産 タイ プ の A 型 が ベー ス に な っ て 
お り 、 機 首 ブロ ッ ク の 換装 で 全長 が 約 50cm 長 く 
な っ て いる が 、 フ ァ イ タ ー 形 態 の 機能 は A 型 と ほ と 
ん ど 変 わり な い 。 また 、VT-102 は 輝 に と っ て 初 
め て の 機体 だ っ た が 、 訓 練 用 で あっ た た めか 、 彼 























は 支障 な く 操縦 し て いた ( 彼 が 優れ た アク ロバ ッ ト 
・ パ イロ ッ ト だ っ た こと も 大 きい ) 。 


展示 機 ス ポッ ト に 置 
か れ て いた VT-108 
は 、 機 内 に いた 輝 が 
正規 の パイ ロッ ト と 
勘違い され 、 出撃 す 
る こと に な っ た 。 










ゼン トラ ー デ ィ 軍 戦 
闘 ポッ ド の 攻撃 を 受 
ける VT-102。 この 






ュ 


ク 分 離 構造 
cl 


VF-1 シ リー ズ の 機 首 ブロ ッ ク は 、 独 立 し た 生 
命 維 持 シス テム や 救難 トラ ンス ポン ダ 、 代 謝 低下 
シス テム 、 簡 易 救急 医療 シス テム を 備え た 脱出 
シス テム と し て 機能 する 。 換装 に よる 仕様 変更 
だ け で な く 、 パ イロ ッ ト の 生存 性 向上 も 重視 し て 
設計 され て いた の で ある 。 






















機 首 ブロ ッ ク を 外部 か ら 分 離 
させ る 場合 に は 、 ファ イタ ー 
機体 上 面 左側 の バネ ル を 開い 
て 操作 する 。 






“VF-1 シ リー ズ に 共通 する 可変 後退 
翼 構 造 を 有する 。 主翼 下面 の オブ プシ 
ョ ン 装 備 片 架 用 の ハー ド ポ イン ト は 訓 


全 複 座 型 の 機 苗 ブロ ッ ク に 換装 され て いる ほか 、 機 体 前 部 
の 上 面 装甲 の 構造 が 他 の バリ エー ショ ン 機 と 若干 異な る 。 


外 に は 、 他 の バリ エー ショ ン 機 と フ 
ォ ル ム の 差異 は な い 。 







マヤ ファイター の 機体 底面 に 
は 、 ら 連装 レー ザー 機銃 が 
確認 で きる 。 





マ Y 機 首 ブ ロッ ク の 分 離 構 
造 ( 図 は D 型 )。 機 体側 に 
埋まっ た 根元 部 分 か ら ブ 
ロッ ク が 分 離す る 。 





マ VF-1 シ リー ズ は ガン ポ ボ 
ッ ド 用 ウェ ポン ラッ ク に 機 
首 ブ ロッ ク を マウ ント し て 
運搬 する こと が で きる 。 










< で 

SS $ 左 は ガウ ォ ー ク の 
機 首 ブロ ッ ク マ ウン 
| ト 状 態 。 機 首 プ ブロッ 
| | ク 尾 部 に は 固体 ロケ 
リッ トモ ー タ ー が 備え 
/ られ て いる 。 









輝 と ミン メイ を 乗せ た 
VT-102 の 機 首 ブロ ッ 
剛 ク を 腕 部 に 取り 付け る 
VF-18。 戦 場 に 取り 
残さ れ た ら 人 を 救助 し 
た 。 







































































で さ ゃ 
信 カジ ォ ー ク モー ド 
機種 転換 訓練 に 用 いら れ た D 型 に お いて 、 ガ ウォ ー 
ク 形態 は 重要 な 意味 を 持っ て いた 。 パイ ロッ ト に VF の 
特性 を 理解 させ る 上 で 、 こ の 形態 は 必要 不可 欠 な も の 
だ っ た か ら で あ る 。 実際 、 フォ ッ カ ー は VT-102 の バト 
ロイ ド 形 態 に 手 を 焼く 輝 に 、 操 縦 方 法 が 戦闘 機 と 大 差 
な いと いう 理由 か ら ガ ウォ ー ク へ の 変形 を 指示 し て い 
た 。 輝 が この 形態 で 機体 を 操っ て いた こと は 、 戦 闘 機 
と 似 た 操縦 性 の 一 端 を 示し て いた と 言え る 。 
南ア タリ ア 島 の 市 街 地 に 
降下 する ガウ ォ ー ク 
VT-108。 こ の 直後 、 建 
較 物 と 衝突 し た が 機体 に 大 き 
な 破損 は 見 られ な か っ た 。 











ゼン トラ ー デ ィ 軍 降下 部 隊 

の リガ ー ド に 捕捉 され た 
T-108 は 、 ガ ン ポッ ド で 応 
戦 し 、 撃退 に 成功 し て いる 。 





VT-102 の ガウ ォ 
ー ク 形態 を 左 後方 か 
ら 見 た 図 。 ガ ン ポ ッ 
ド を 左腕 で 保持 し て 
いる が 、 実 際 に は 右 
腕 で 使用 し て いた 。 


ガウ ォ ー ク で 敵 の 攻撃 を 振り 切 ろう うと する 
VT-108。 フ ァ イ タ ー 的 な 運用 と 言え る 。 


ぁ 機体 の 各所 に 被弾 の 跡 が 
見 られ る VT-102 の ガウ ォ 
ー ク 。 機体 上 部 の ブー スタ 
ー ユ ニッ ト か ら は 、 引 き 込 み 
式 ア ン テ ナ が 展開 され る 。 


ミン メイ を 掴ん だ ま 
ま 苑 脱 を 図っ た が 、 
| 疲 弾 し て 左腕 が 脱落 
請 請 昌 し 、 役 女 を 落と し て 


胃 証 し っ. 





RPM イド モー ド 


D 型 の バト ロイ ド 形 態 は 、 複 眼 式 カメ ラ と 2 連装 の レ 
ー ザ ー 機 銃 ( マ ウラ ー 社 製 HOV-20) を 備え た ヘッ ド ユ 
ニッ ト を 特徴 と し て いる 。 ま た 、 同 形態 時 に は コク ピッ 
ト の 配置 が 垂直 方 向 に 変更 され 、 前 席 が 下 、 後 席 が 
上 と な る 。 輝 が 操縦 し た VT-102 は 、SDF-1 と の 衝突 
コー ス を 避け て バト ロイ ド で 市 街 地 に 不時着 し た が 、 航 
空 機 と は まっ た く 異 な る 操縦 系 に 戸惑い 、 歩 行 する こと 
さえ で き な か っ た 。 









バト ロイ ド の VT- 102 を 遠 
巻き に 見 守る 南ア タリ ア 島 
の 市 民 た ち 。 そ の 存在 を 
知ら な か っ た 民間 人 に 衝撃 











4 胸部 ハッ チ 

左 は 胸部 メン テ ナ ン ス ハッ 
チ を 開放 し た } 墜落 や 
建物 へ の 衝突 で 異常 を 来 し 
た VT-108 を フォ ッ カ ー 機 
が 修理 する 際 に 用 いた 。 








歩 こ うと し て バラ ンス を 崩す VT-102。 さ 
ら に 姿勢 を 戻 そ うと し て 和 失敗 し 、 中 華 料 理 





店 「 娘 々 」 に 激突 。 建物 を 半壊 させ た 。 


4VT-102 の バト ロイ ド 形 態 。 
ヘッ ド ユ ニッ ト の ほか 、 胸 部 装甲 
と キャ ノビ ー カ バー の デザ イン 
が 他 の バリ エー ショ ン と 異な る 。 





図 は 変形 直後 の 状 
態 で 、 ガ ン ポ ッ ド は 
銃口 を 上 に し て 前 腕 
部 に マウ ント され る 。 
背部 装甲 な ど に 被弾 
跡 が 確認 で きる 。 


バト ロイ ド の 肩 か ら 中 華 料 理 店 
「 娘 々 」 の 2 階 に いる ミン メイ た ち 
と 会 話す る 輝 。 機体 の 大 き さ が よ 


/ 44 バ トロ イド 時 の コク ピッ ト の 展開 構造 。 
ッ ド ユ ニッ ト が 前 方 に 倒れ て ハッ チ が 開き 、 
柱 に 支え られ た シー ト が せり 上 が る 。 
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※ デ ー タ は GBP-1S ブ プロ テク ター: ウ エボ ポン シ ステ ム の も の 
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3 形態 Q の 変形 (8 よっ で 高い 汎用 性 を 発揮 し た 会 
まとい う 問 題 点 を 抱え て いた 。 そ れ を # べく 開発 され た 装 征 








ステ GBS 回 あの 5 主 装 着 国 四 共 は | アーマー ド バ ル キリ ーJ と 還 

し た 訓 語 語 鐘 92 語 直 机 助 記 計 数 包 較 で 搬 成 され 、 こ れ を 装備 し た バド Q イ 
攻撃 施 ⑳ 天 幅 怒 向 則 吉 果 妨 必 だ 。 こ れ に より 
た ⑳⑱ 固 ある 証 皿 意 時 の 排除 が 容易 で 柔軟 れ < で た た 
ー の V 央 虹 装 妥 和 計上 避 開発 に も 大 き な 影 響 を 与え た 。 な お < て こ で は GBP- 18 を 装 














アー マー だ ルル キリ ー 


lllustration by Hidetaka Tenjin 
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アー マー ド バ ル キリ ー 

















W 機体 構造 武装 

GBP-1S$ は パト ロイ ド 形 態 に 外装 する 方 式 で 、 バト ロイ ド 形 態 の VF-1 は 、 柔 軟 な 戦闘 力 を 有 し て い 
頭 部 以外 の ほぼ 全 身 を 覆う 構造 と な っ て いる 。 装 る が 、 武 装 が 豊富 な デス トロ イド に 比べ る と 火力 不足 
着 時 に は 機体 重量 が 倍増 する が 、 ア フタ ー パ ー ナ は 否め な か っ た 。 こ れ を 解消 する た め 、GBP-1S は プ 


@ 運用 記録 


頭 式 の 飛翔 兵器 な の は 、 瞬 間 で の 最大 火力 に 優れ る 
こと と 、 シ ステ ム の 排除 を 念頭 に 置い た 低 コ スト 化 な ど 
が 理由 で あっ た 。 な お 、 主 要 は 折り 畳 ま れ て 固定 され 












豊 
章 


/F-1 バル キリ ー は 開発 当初 か ら 、 近 接戦 闘 に 
V お ける 脆弱 性 と バト ロイ ド 形 態 の 出力 過剰 の 















































































と 補助 ブー スタ ー を 併用 する こと で ホバリング や ロ テ ク ター に 大 量 の ミサ イル や グレ ネー ド を 内 蔵 し 、 火 る た め 、 要 下 ハー ド ポ イン ト は 使用 で き な い が 、 ガ ン ポ ッ 
ぶた つが 問題 点 と し て 挙げ られ て いた 。GBP-15 ジャ ンプ 移動 も 可能 と な っ て いた 。 Rt 力 を 増強 し て いる 。 追加 され た 武装 が すべ て 火薬 弾 。 ド と 頭 部 レー ザー 機銃 は 使用 可能 で ある 。 
は 過剰 な 出力 を 利用 し て 機体 の 脆弱 性 を 解消 する > 扇 部 の 形状 に の エリ コー ン GH-32 グレ ネー ド ・ ク ラッ シャ ー ンチ ャ ー の カバ ー を 









プラ ン と し て 、VF-1 と 並行 し 新 中 州 重工 に よっ て 開 
発 が 進 め ら れ た 。 完 成 後 は VF-1 の 配備 に 合わ せ 


態 。 脚 部 グレ 
胸部 10 発 、 肩 部 11 発 X2、 脚 横 8 発 X2、 脚 後 4 発 X2 の 計 


の 共通 性 が 見 ら 
れ 、 全 体 的 な フォ 


て 9 が 装備 と し て 衝 補 隊 に 与え られ 。 : 行 ルロイ 56 発 が 装備 され て いる 。 下 は この 兵 装 に 用 いら れる 弾 体 で 、 
に 近い も の と な 内 面 の スリ ッ ト は 高 機動 ノブ ズル 。 ま た 、 肩 部 ウェ ポン ベイ に は 
突入 や 単 迎撃 と いっ た 作戦 で 運用 され た (一 説 に ca 英 面 の スリ ッ ド は 閣 村 動 届 導 ボツ 


8 発 の 大 型 弾 の 装填 も 可能 。 


は 、2009 年 の SDF-1 マク ロス 進 宙 式 で 開催 され 
た 南ア タリ ア 島 航空 ショ ー に 、 ア ー マ ー ド バル キリ 
ー が 展示 され た と 言わ れる )。 た だ し 、 マ クロ ス で 
は 特殊 任務 以外 で GBP- 1S の 使用 は 許可 され て い 
な か っ た た め 、 運 用 例 は 少な か っ た と 考え られ る 。 














bk プロ メ テ ウ ス 所 属 部 隊 

マー ク 

エリ コー ン GA-100 
高速 往 申 クラ ッ シ ャ ー 


⑮ ラミ ント ン H-22T 
大 型 ハ ンド グレ ネー ド 


両 腕 部 プロ テク ター に は 3 連 腰部 プロ テク ター の 側面 
装 ラ ンチ ャ ー を 内 蔵 し て いる 。 
プロ テク ター 後部 の 弾倉 と 合 
わせ 、 計 6 発 の 高速 徹 甲 弾 が 
装填 され る 。 また 、 側 面 の ス 
と な っ て いる 。 





に は 、 大 型 ハ ンド グレ ネー 
ド が 左右 3 発 ず つ マ ウン 
ト さ れる 。 


状 が 似 て い 
る が 、 よ り 小 型 











リッ ト は 排気 











み 四 面 較 
4 

















像 排除 方 法 


GBP-1S 装 着 時 に は 他 形 態 へ の 変形 が 不可 能 だ 
が 、 プ ロ テ ク ター は 一 瞬 で 排除 する こと が 可能 で あっ 
た 。 武装 を 使用 し た 後 や 大 きく 損傷 し た 場合 な ど に 排 
除 し 、 そ の 後 、VF-1 で 状況 に 応じ た 行動 を 取る と いっ 
た 、 和 柔軟 な 運用 が 可能 で あっ た 。 





























ー ド バル キリ ー の 四面 図 で お ある 。GBP-1S の 装着 に よっ て 、 機 体 の ボリ ュー ム が 増し て お り 、 デ スト ロイ ド に 近い シル エッ ト 
こと が わか る 















信 搭乗 装着 方 法 





GBP-1S の 装着 は 通常 、 専 用 の 作業 区 画 で 行 
われ る が 、 非 常時 に は バト ロイ ド 同 士 で 装着 を 行う 
ケー ス も あっ た と 言わ れ て いる 。 また 、 パ イロ ッ ト は 
装着 状態 で 待機 する 機体 に 搭乗 し た 。 
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AN 1 


フ ド バ パック の 進化 


ピロ コ 

GBP-1S に 代表 され る アー マー ド パ ッ ク は 、VF 
の 発展 と と も に 進化 を 続け 、 主 力 機 の 追加 装備 
と し て 一 般 化 し て いっ た 。 そし て 、 火力 と 耐 弾性 
の 向上 に 伴う 汎用 性 の 欠如 と いう 問題 も 、 可 変 
機構 に 対応 し た アー マー ド パ ッ ク の 登場 に よっ て 


解消 され る こと と な っ た 。 
VF-1 1 サン ダー ボル ト 用 
の APS-1 1。 GBP-1S の 
コジ セブ ド を 受け 継い だ 
重 装 化 オ プシ ョ ン で 、 火 力 
と 耐 弾性 の 大 幅 な 増強 を 
実現 し て いる 。 


4VF-25S 
APS-25A/MF25 を 
装備 し た VF-85S、 遂 
称 ア ー マ ー ド メサ イア 。 
装着 し た まま で も 変形 
が 可能 。 


2007 ビッ クウ エス トマ クロ ス F 製 作 委員 会 ・MBS 


















chani_ Sheet 
メカ ニッ クシ ー ト 
pf フル ブス ・ バ レン ス 級 


明寺 衣 万 の 中 度 を 困 う 
直己 大 機動 愛 款 


@ 態 体 解説 


ント ラー ディ 軍 は 、 数 十 万 か ら 数 百 万 隻 規模 の 艦艇 か ら な る 基幹 艦 

隊 を 数 干 単位 で 銀河 系 に 展開 し て お り 、 そ れ ら 各 基 幹 艦隊 を 統括 す 

る 司令 艦 が 、 フ ル ブ ス ・ バ レン ス 級 機動 要塞 艦 で ある 。 本 級 は 大 規模 艦隊 

を 指揮 ・ 運 営 する 機能 と 所 属 艦艇 を 維持 する 機能 を 有 し 、 其 幹 艦隊 の 核 と 

役割 を 果たし て いる 。 第 一 次 星 間 大 戦 に お いて は 、 第 118 基 幹 艦 
括 す る フル ブス ・ バ レン ス 級 VIXI が 地球 人 類 と 交戦 し た 。 








急 主 要 ク ルー 


急 開 発 系 譜 図 























フル ブス ・ バ レン ス 級 は 小 
る 規模 の 機動 要 寒 で 、 ゼ 
の 大 型 艦 艇 で さえ 米 # 
巨大 さ で あり 、 
員 を 圧倒 し た 。 


惑星 に 匹敵 す 





カル ブス ・ バ レン ス 級 條 








ロ =5-O5 
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ス ・ バ レン ス 級 








島 二 名 ノエ アロ ッ ク 周 辺 


但 運 用 記録 表 居 は 長期 に 渡る 運用 に 備え て 自己 生長 機能 を 有する 
複合 積層 装甲 で 、 メ ガト ンク ラス の 反応 兵器 の 直撃 に も 耐 


eco える 。 その 内 部 に は 複数 の 自動 工場 シス テム が 組み 込ま 
れ 、 現 在 で も 銀河 系 内 で 2.000 3.000 隻 ほ 。 れ 、 艦 体 の 自己 生長 や 所 属 艦 艇 の 補修 用 資材 の 生産 を 






小惑星 に 匹 瑞 す 





























ど が 稼働 し て いる と 考え られ て いる 。 同級 が 統括 する 。 担っ て いる 。 な お 、 そ れ ら に 必要 な 鉱物 資源 は 周辺 の 惑 ディ 軍 の 放 上 が 多 
時 NM ee 
革 穫 隊 の 強大 な 単位 戦力 は 言う まで も な く 、 同級 、 星 か ら 調達 され 、 輸 送 艦 で 運び 込ま れ て いた 。 AR 





自体 も 膨大 な 武装 を 備え 強固 な 要塞 と し て 機能 する 。 
た だ し 、 就役 当初 に 存在 し た 反応 兵器 は 大 半 が 使い 尽 
くさ れ た か 、 反 応物 質 が 半減 期 を 過ぎ て 使用 不能 と な 
つて いる た め 、 現 在 は 通常 弾頭 が 用 いら れ て いる と い 
う 。 運用 は 銀河 帝国 分 裂 戦争 の 最盛 期 か ら 始ま っ て お 
り 、 艦 齢 は 平均 で 10 万 周期 を 超え 、 30 万 周期 に 達 す 
る 稲 も 存在 する 。 約 480 万 隻 の 艦艇 を 擁する 第 118 
基幹 艦隊 の 旗艦 で あわ っ た フル ブス バレ ンス 級 VIXI 
は 、 そ の 総 攻 撃 に よっ て 地球 を 壊滅 状態 に 追い 込ん 








ス が 存在 する , 









































だ も の の 、SDF- クロ ス の 突入 攻撃 (マク ロス ・7 
タッ ク ) に よっ て 破壊 され て いる 。 











3 に は 大 推力 の 推進 機関 が 分 に = ” た ] 
いた SDF-1 の マク ロス ・ 散 配 置 され て いる が 、 あ まり の 大 質 0 き bt ーー 
| アタ ッ ク で 撃沈 され た 。 量 の た め 機動 性 は きわ め て 低い 。 ム エ ア ロッ ク 人 人 ブ リッジ 


/ 司令 長官 用 シー ト 
司令 長官 用 














供 吉 も セン ター 

基幹 艦隊 の 司令 艦 と し て 設計 され た フル ブス ・ バ 
レン ス 級 に は 、 他 の 艦艇 より も 大 規模 な 指揮 設備 
が 設け られ て いる 。 な お 、 本 級 は 艦隊 に 所 属す る 
兵士 の 休息 施設 
を 兼ね て お り 、 プ 
ロト カル チャ ー の 母 
星 を 再現 し た 250 
平方 km に も な る 自 
然 公園 が 存在 し た 
と も 言わ れ て お り 、 
文化 を 失っ た ゼン ト 
ラー ディ 軍 に あっ て 
特異 な 存在 だ っ た 
よう だ 。 







































司令 セン ター 





狂乱 連絡 艇 像 ) 謀 短 盤 隊 

ゼン トラ ー デ ィ 人 の サイ ズ に 比べ て も な お 広 - 本 級 に は 防衛 戦力 と し て 統括 下 の 基幹 艦隊 か ら 
大 な 艦内 で は 、 移 動 に 小型 連絡 艇 が 使用 さ < “4 護衛 艦隊 が 派遣 され て いた 。 それ ら は 第 118 基 幹 
れ た 。 た だ し 、 本 級 の 艦内 を 自由 に 行き 来 で ノン グ 2 艦隊 に お ける ラプ ・ ラ ミズ 磨 下 の 直 衛 艦隊 の よう に 、 
きる 者 は 限ら れ 、 EE / 9 人 電 司令 長官 の 特命 を 受け て 別 行動 を 取る ケー ス も あっ 
移動 に 用 いら れ た 。 だ ノン ーー「 た 。 < 標 準 戦艦 
























護衛 艦隊 の 主力 は ス ヴ ァ 
し ・ サ ラン 級 が 担っ た 


b 直 衛 用 ピケ ッ ト 艇 
ゼン トラ ー デ ィ 軍 艦 租 の 中 で は も 
っ と も 小型 の 部 類 に 入る 民 候 


@1982 ビッ クウ エス ト 
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chani_ Sheet 
E07 
スー パー バル キリ ー 
人 


@ 機体 解説 


- 気 園内 外 で の 運用 能力 を 求め られ た VEEJ は 、 航 空 機 の 形状 

、 を 保つ た め に プロ ベラ ント の 搭載 量 を 制限 せ ざ る を 得 ず 、 機 
動 に 大 量 の 推進 剤 を 要する 宇宙 空間 は 行動 時 間 が 低下 する 欠点 を 
て いた 。 そ の 問題 を 解消 すべ ぐ 開 発 さ れ た 追加 装備 、 ス ー パ ー 
パー ツ は 、 そ の 運用 効果 の 高 さ が 認め られ 、 第 一 次 星 間 大 戦中 に 急 
ぎ 配 備 が 進め られ た 。 こ の 装備 の 中 心 で ある 機体 上 部 の ブー スタ ー 
FAST パ バック" か ら 、. で の タイ プ の バル キリ ー は 「FAST パ ッ ク 装 備 型 
バル キリ ー」 (通称 スー パー バル キリ ー) と 呼ば れる 。 


Ilustration by Hidetaka Tenjin 


大 吉山 分 必 
ブース ター 装 着 
VF- 



























@ 主要 バイ ロッ ト 

















D41-01 








メ ツ ト 


@ 運用 記録 


F-1 の 実戦 運用 に 伴い 、 大 気 圏 外 に お ける 戦 

闘 継続 時 間 の 短 さ と いう 問題 点 が 表面 化す 
る と 、 開 発 メ ー カ ー の ひと つ で ある 新 中 州 重工 は 、 
独自 に 対策 を 講じ 、 宇 宙 用 追加 装備 スー パー パー 
ツ の 試作 に 着手 し た 。 シ ステ ム の 開発 は 短期 間 で 
進み 、 完 成 と と も に 統合 軍 の 制式 採用 を 受け て 逐 
備 さ れ て いっ た 。 た だ し 、 開 発 時 期 が 第 一 次 
星 間 大 戦 の 混乱 期 と 重なる た め 、 実 戦 投入 の 正確 
経緯 は 判然 と し て な い 。 し か し 、 大 戦 末 期 の 宇 











次 中 


な 





宙 戦 力 は FAST パッ ク 装 備 型 が 大 半 を 占め て お り 、 
ら 010 年 代 の 主力 機 と な っ て いた こと は 間違い な 
い 。 ま た 、 星 間 大 戦 を 終結 に 導い た ボド ル ザ ー 艦 
隊 と の 戦闘 の 際 に は 、 出 撃 し た バル キリ ー 隊 の ほ 
と ん ど が スー パー バル キリ ー に 換装 され て お り 、 高 
い 戦 果 を 挙げ て いる 。 














イク ロミ サイ ル 








ブー スタ ー 部 の HMMP-02 マイ クロ ミサ イル ボッ ド は 、 1 基 に つき 
24 発 装備 し 、4 門 の ミサ イル 発射 口 を 備え る 。 腕 部 の NP-AR-01 























chani_ heet 


p スー パー バル キリ ー 











スー バー パーツ 装備 

機体 上 部 に 装備 され る 大 型 ブ ー ス ター ユニ ッ ト 
は 、NP-BP-01 FAST パ ッ ク と 、 換 装 可能 な オ 
プシ ョ ン の HMMP-02 マイ クロ ミサ イル ポッ ド で 
構成 され て いる 。 また 、 脚 部 に は CTB-04 コン 
フォ ー マ ル タン ク / 高 機動 スラ スタ ー、 腕 部 に は 
NP-AR-01 マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー が 装備 さ 
れ 、 こ の 装備 全般 を し て スー パー パー ツ と 呼ぶ 。 








スー パー バル キリ ー の 


ファ イタ ー モ ー ド 








き 徴 の ひと つ は 、 大型 ブー スタ ー 


が 生み 出す ファ イタ ー 形 態 の 爆発 的 な 推進 力 に ある 。 こ の 








eR 
2 | 





エン ジン に 比べ て 低 コ ス 








ミサ イル 発射 品 
バー ニア ノズル 


9 ブー スタ ー ノ ズル 


みみ スー パー パー ツ 排 除 レバ ー 


AN 





CTB-04 コン フォ ー マ ル タン ク / 高 機動 スラ スタ ー 








能 








性 も 、 ス ー パ ー パ ー ツ の 普及 を 促し た 要因 と な っ て いる 。 


AFAST バ パック | 
帳 。J:AS 型 





大 型 ブ ー ス ター は 化学 燃料 式 ロ ケッ ト を 用 いて お り 、 反 応 





で 済む 。 そう し た シス テム の 利便 



















CTB-04 コン フォ ー マ ル タ ン ク | 
ター の 装着 に よ | 

の エン ジ トー 
ツ 非 装備 








『 涼 必 応寺 多 

















て いた 。 








4 パー ョ アク ク ルル 


脚 部 に 装着 され る CTB-04 
コン フォ ー マ ル タン ク / 高 機動 





マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー に は 、 両端 に 計 3 門 の 発射 口 が 設け ら スラスター は 、 そ の 名 称 が 示 
れ て いる 。 な お 、HMMP-02 は ブー スタ ー に 連結 され る モジ ュー ル の す 通 り に 反応 エン ジン 用 推進 


ひと つ で 、 用 途 に 応じ て 異な る 装備 に 換装 する こと が 可能 で ある 。 





4NP-AR-01 


ba 


マイ クロ ミサ イル 


と し っ め 
HMMP-02 


マイ クロ ミサ イル 


マイ クロ ミサ イル , 
ポッ ド 用 宮 9 
バル キリ ー の 火力 














剤 ・ 冷 却 剤 増 槽 と 高 機動 バー 
ニア を 一 体 化し た 装備 で ある 。 
NP-BP-01 が 膨大 な 推進 力 を 
付与 する モジ ュー ル で ある の に 
対し て 、CTB-04 は 航続 距離 
と 機動 性 能 の 向上 を 図る シス 
テム と な っ て いる 。 バー ニア ノ 
ズル は 1 ユニ ッ ト に つき 5 基 が 
装備 され て お り 、 姿 勢 制 御 を 
補助 する 役割 を 果たし て いる 。 














ト の 各部 に バー 





回 











各 形態 へ の 変形 を 妨げ な い 構 造 は スー パー パー ツ の 長 
所 で あり 、VF-1 本 来 の 性 能 を 損なう こと な く 運 用 が 可能 だ 
っ た 。 宇宙 空間 で の 作戦 行動 を 前 提 と し て いる た め 、 ガ ウ 
ォ ー ク の 運用 機会 は 少な か っ た が 、 ス ー パ ー パ ー ツ が 追加 
装甲 を 兼ね て いる こと か ら 、 バト ロイ ド で の 格闘 戦 に も 適し 


















































4 FAST バッ ク 
ロイ ド 形 主 械 へ 
バト ロイ ド の 運用 は 
際 は 主 机 は 左 






















@⑥1982 ピック ウエスト 
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> E07 
スー バーバ ルキ リー | 


『 VF-1J スー バー バル キリ マッ クス 機 














_ みみ ファイ ター 主要 パイ ロッ ト 
介 機体 解説 > 





立 ビ 中 州 重工 製 の FAST パッ ク な ど 宇 宙 用 追加 装備 
オイ | (スー パー バー ツ ) を 装着 し た 、 マ クシ ミリ ア 
ン : ジ ー ナ ス 搭 乗 の VF-1J スー パー バル キリ ー。 エ 
ンジ ン や 電装 を チュ ー ン ナッ プ し た VF-1J 後 期 型 に 
FAST バック の 出力 が 追加 され た こと で 、 機 動力 と 攻 
撃 力 が 向上 。 圧 倒 的 な 戦闘 力 を 獲得 し て いる 。 第 一 
次 星 間 大 戦 の 最終 決戦 で 展開 され た 「 ミ ン メ イ : ア タッ 
ク 」 の 際 に 本 出撃 し た ほか 、 大 戦 
航行 時 に は 、 ス ー パ ー バ パー ツ 装 着 状 
が 基本 と な っ た 。 


4 機体 上 部 の FAST パッ ク を 中 
心 に マイ クロ ミサ イル ポッ ド や 











-1J 


リア 





も 、 ス ー バ パー バー 
に 活か 











VE ルリ = ミリ R 機 


ファ イタ ー 
@ 機体 解説 


ラッ クス と の 里 問 結婚 に より 地球 統合 

\ た ミリ ア . フ ァ リ ー ナ - ジ ー ナ ス が 搭乗 し た VF-1J 
の スー パー バル キリ ー 仕 様 。 マ ックス 機 と 同じ く 、 本 
体 と な る VF-1J は 後期 型 で あり 、 性 能 や 機能 は ほぼ 
共通 と 見 られ る 。「 エ ー ス の ミリ ア 」 と 呼ば れ た ミリ ア 
の 搭乗 も あっ て 、 本 仕様 も 第 一 次 星 問 大 戦 未 期 や 、 大 
戦 終結 後 の 紛争 で 多大 な 戦果 を 挙げ た 。 ま た 、 2045 
年 に ち も 、 マ クロ ス 7 船団 に お いて ミリ ア の 乗 機 と し て 
本 仕様 が 運用 され た 記録 が 残さ れ て いる 。 


主要 パイ ロッ ト 


p 














バトロイド 









イア タッ ク ] 時 に 出 
ア 専 用 の VF-1J 
スー パー バル キリ ー。 マ ッ 
に 多数 の 英機 














船団 ) に 帯 
ミリ ア や そ 
ー ヌ な ど が 









ガン ポッ ド の みな 
用 いて 戦闘 を f 


て 、 機 
上 し て いる , 
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肝 VF-1A スー パー バリ ルキ リー 一 般 機 


@ 機体 解説 


7F- | シリー ズ の 中 で も 、 最 も スタ ンダ ー ド な タイ 

/ プ で あり 、 量 産 も な され た VF-1A (A 型 ) の ス 
ー パ ー バ ルキ リー。 第 一 次 星 間 大 戦 の 未 期 に 統合 軍 
が 行っ た 「 ミ ン メ イ : ア タッ ク ] 時 に 見 られ た 仕様 で 、 大 
戦 終 結 後 、 宇 宙 戦 に お いて は 本 仕様 が 標準 と な っ て 
いた よう だ 。J 型 や S 型 に 比べ て や や 火力 が 不足 し て 
いる な ど 、A 型 に は 問題 点 も 多々 あっ た が 、 ス ラス ター 
や ミサ イル ポッ ド を 備え る スー パー パー ツ の 装着 に よ 
り 、 そ うし た 箇所 を 補う こと が で きた 。 





アタ ッ ク ]」 時 に 見 
基 スー パー ババ 
仕様 の A 型 
入 さ れ 、 ゼ ント 











大 戦 終結 後 は 、 


機 仕様 と 共 













変形 排除 シー クエ ンス 
VF-1 シ リー ズ で は 、FAST パ ッ ク を は じ め と する ス 
ー パ ー パ ー ツ が 、 各 部 の 可動 域 を 損なわ な い 状 態 
で 配置 され て いる 。 そ の た め 、 ス ー パ ー パ ー ツ を 装 
着 し た 状態 で も 各 形態 へ の 変形 が 可能 と な っ て い 
た 。 ま た スー パー パー ツ は 、 パイ ロッ ト の 任意 で 排除 
する こと が 可能 で ある 。 その 際 は 、 コ ク ピ ッ ト に 設置 

され た 排除 レバ ー を 用 いて パー ツ を 排除 し た 。 








選択 レバ ー を ファ イタ ー か 追加 バー 部 が 展開 


向 に 





進行 方 


み ス ー バ パー バー ツ 排 除 レバ ー 








FAST バッ ク 以 下 、 機 体 各 所 の スー パー バー 本 除 さ れ た スー パー パー ツ は 、 そ 


1982 ビッ クウ エス ト @1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 7 製 作 委員 会 Dag-0B 











艦 成 廊 艦 と 突撃 艇 の 
既 能 を 好 せ 鞍 つ 
















ゼン た ムラ ー テ イィ 軍 | 1 
因 戦 秀 上 
NR 1 








さ ン トラ ー デ ィ 軍 が 運用 し た ケア ドウ ル ・ マ グ ド ミ ラ 
ー 指揮 を 担う 中 型 戦艦 と 惑星 大 気 圏 降下 が 可能 な 突撃 艦 と 
\ た つの 特性 を 併せ 持つ 。 そ れ を 実現 し て いる の が 本 艦 特 
2 機構 で 、 本 体 か ら 切り 離さ れ た 艇 首部 分 を 大 気 圏 突入 
に 運用 する こと が 可能 と な っ て いる 。 他 の ゼン ト 
ラー デイ に 比べ 構 覆 雑 で 脆弱 性 が 目立つ と いう 欠点 
も 指摘 され た が 、 単 艦 で の 作戦 遂行 能力 は 非常 に 高く 、 遊撃 
特殊 任務 を 主 と す る 小 規模 艦隊 の 旗艦 と し て 活躍 し た 。 中 で も 、 
カム ジン ・ ク ラヴ シェ ラ 魔 下 の 第 1 18 ボ ドル 基幹 艦隊 第 109 
分 岐 艦隊 第 7 空間 機甲 師団 の 旗艦 を 務め た ケア ドウ ル ・ マ グ ド ミ 
ラ 10107、 通称 「 カ ムジ ン 艦 」 の 奮闘 は 広く 知ら れ て いる 

















イル な 
と し て も 優れ て 
うに 十分 な 性 能 を 有 し 
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@ 運 用 記録 


アド ウル ・ マ グ ド ミ ラ は 、 太古 の プロ トカ ル チ 
こよ る 銀河 帝国 分 裂 戦争 の 中 期 に 登場 
し た 艦 と 言わ れ て お り 、 ヴ ェ ル ケル ・ ケ ッ テ レ ル 第 
49377325 ゼ ント ラー ディ 全 自 動 兵器 大 惑星 に て 建 
造 が 続け られ て きた 。 た だ し 、 能 隊 旗 艦 と し て の 役割 
故に ゼン トラ ー デ ィ 軍 艦艇 の 中 で は 希少 な 存在 で 、 ご 
く 一 部 の 艦隊 で し か 見 る こと は で き な い 。 第 一 次 星 






































間 大 戦 に お ける 代表 的 な 運用 例 は 、「 カ ムジ ン 一 家 」 と 
し て 悪名 高い 第 7 空間 機甲 師団 の 旗艦 と 、 ラ ブ ・ ラ ミ 








ズ 率 いる 第 1 18 基 幹 艦隊 (ボド ル ザ ーー 艦隊 ) の 直 衛 艦 
隊 旗 艦 が 挙げ られ る 。 特 に 前 者 は SDF-1 マク ロス と 
頻繁 に 交戦 し 、 地 球 帰還 直後 の SDF-1 に 対し て 突撃 
艦 を 特攻 させ る と いう 強引 な 戦法 を 披露 し て いる 。 な 
お 、 同 突撃 艦 は SDF- 1 の ダイ ダ ロ ス ・ ア タッ ク に よっ 
て 撃沈 され 、 以 降 は 分 離 軌道 艇 の み で 運用 され て い 
る 。 ま た 、SDF-1 と 基幹 艦隊 と の 決戦 で は 第 7 空間 
機甲 師団 と 直 衛 艦隊 の 双方 が SDF- 1 に 味方 し 、 両 租 
も 戦闘 に 参加 し た 。 な お 、 戦 後 の 処置 に つい て は 不 
明 で ある 。 









































1.577m で 、 こ 


分離 後 の 艦 首 部 









人 戦闘 ポッ ド 発 進 品 
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た ラー ディ 画 を 支 そ る 


型 暑 旗 群 


ゼン 
















キル トラ ・ ケ ル エ ー ル 





民 舌 車 と エー と へ 
オニ リナ = eyoaoa 






ゼン トラ ー デ ィ 軍 艦隊 の 主戦 力 で 
ある 2000m 級 の 戦艦 ス 
ル ・ サ ラン 。 耐 久 年 数 に 優れ る 。 







中 型 砲艦 

























@ 艦 体 解説 


トラ ント ラー ディ 軍 は 、 数 十 一 数 百 万 単位 の 艦艇 で 構成 され た 基幹 艦隊 を 持つ 。 

レー 基幹 稲 隊 は 、 ノ プティ ・ バ ガニ ス 563 1 や ケア ドウ ル ・ マ グ ド ミ ラ 10107 と 
いっ た 稲 隊 指揮 用 の 艦 を メイ ン と し て 、 戦艦 や 輸送 艦 、 砲艦 な ど 、 多彩 な 艦艇 に よ 
っ て 編成 され て いる 。3000m 級 の キル トラ ・ ケ ル エ ー ル 、2000m 級 の ス ヴ ァ 
ー ル ・ サ ラン 、 1 500m 級 の 中 型 砲艦 と いっ た 艦艇 群 は 、 これ ら 基 加 K を 構成 す 
る に は 欠か せな い 艦 と な っ て いた 。 西 暦 6009 年 、 地 軍 と 遭遇 し た ボド ル 
基幹 艦隊 に も これ ら の 艦艇 群 が 見 られ 、 艦隊 戦力 の 一 四 を 担っ て いた 。 
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> ゼントラーディ 軍 戦 艦 








⑧ 運用 記録 惑星 揚陸 強襲 艦 で ある る キル トラ ・ ケ ル エ ー ル は 、 の 砲撃 で あれ ば 耐え る こと が で きた 。 また 、 前 線 に 
敵 拠 点 を 強襲 し 、 兵員 ・ 兵 器 を 投入 する こと を 想定 し 物資 を 運搬 する 役目 を 果たす な ど 、 そ の 運用 範囲 は 

ーー My ス ヴ ァ ー ル ・ サ ラン 、 中 型 。 て いる 。 その た め 堅 中 性 は 他 の 艦 より も 高く 、 多 少 。 広い 。 

砲 秀 と いう 3 種 の 解 艇 は 、 ボ ドル 基幹 艇 隊 の 一 


部 と し て 、SDF- 1 マク ロス と 戦闘 を 繰り 広げ て いる 。 
前 線 で の 艦隊 戦 の ほか 、 ノ プティ ・ バ ガニ ス 5631 の 
防衛 、 小型 機動 兵器 の 出撃 管理 な ど を 行っ て いる 。 
































頒 中 各 大 能 

砲撃 力 に 優れ た 艦艇 で 、 艦 
首部 分 が 上 下 に 分 離す る と 
内 部 か ら 主 砲 が 露出 、 発射 態 
勢 と な る 構造 で あっ た 。 


供 スラ ァ ー ル - サ ラン 

ボド ル 基 幹 艦隊 の 中 核 を な す 標 準 戦 
艦 で 、 各 所 に 備え た 武装 で 敵艦 や 拠点 
を 粉砕 する 。 プロ トカ カルチャー 末期 か ら 
開発 され て いた と 言わ れる 。 











作 ピケ 小 把 

ピケ ッ ト 艦 は 、 ゼン トラ ー デ ィ 
軍 戦 艇 の 中 で も 最も 小型 で 、 
他 艦 の サポ ー ト や 空戦 ポッ ド 
の 出撃 管制 を 担っ て いた 。 
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ターX 8( レ ー ザ ー 砲 ひ 25mm 村 砲 / 180mm グ レネ ー 


火炎 放射 器 )/ ビ フォ ー ズ 2 連発 近接 自己 誘導 ロケ ッ ト 弾 ラン チャ ー 


メン エリ コー ン 対 宅 自 己 講 導 ミ サイ ル ら 運 発 オブ ショ ン バ ッ ク X 1 


ワイス ⑧ 機体 解説 
ク は 、 オー パー テク ノロ ジ 


MBR_O4.MkM N 1 BR-04-MkVI トマ ホ 
VFJ | V 『(OTM) を 応用 し た 陸戦 兵器 群 「 デ スト ロイ ド 」 で 最も 成功 
を 収め た タイ プ 04 シ リー ズ を 代表 する 機体 で ある 。 型式 番号 の 


MBR (Main Battle Robgt) と いう 略称 が 示す よう に 、 主 力 戦 
但 開発 系 譜 図 車 に 代わ る 人 型 歩行 兵器 と げ て 開発 され た 本 機 は 、 砲 撃 戦 を 重 


PT に 大 火力 重 装 四 の 設計 が な され て いる 。 対 空 能力 に は 3 
a TT 視 し た 大 火力 - 重 装甲 の 設計 が な され て いる 。 対 空 能力 に は 劣る 














へ ロロ RN 























コ が 、 後 発 の 機体 に 憶 け を と ら な い 多 彩 な 武装 を 有 し て お り 、 デ ス 
トロ イド シリ ミズ の 中 で も トッ プク ラス の 火力 を 誇る 。 そ の 反面 、 
両 腕 部 を 固定 武装 備 し て いる た め 格 闘 戦 に は 不向き で 、 他 機種 | 
と の 連携 に よっ で 真価 を 発 押 し た 。 本 機 は 可変 戦闘 機 (VF) と 対 を 2040 年 代 に は 、 老 朽 化 し た 機体 を 作業 用 と し 
な す 陸 上 戦力 の 中 校 と し て 運用 され 、 第 一 次 星 間 大 戦 に お ける て 層間 に かい で ける こと や あっ た 。 マ フロ イノ 
ゼン トラ ー デ ィ 軍 と の 戦い で 多大 な 戦果 を 残し て いる 。 












































llustration by Hidetaka Tenjin 
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メカ ニッ クシ ー ト 


@ 運用 記録 


M BR-04-MkVI トマ ホー ク の 原型 は タイ プ 


04 (MBRH-04) と 呼ば れる 機体 で 、 タ イプ 
01 か ら 03 ま で の 試作 を 経て 開発 が スタ ー ト し た 。 
2008 年 5 月 に 設計 が 開始 され 、 翌 2003 年 12 月 
に は 試作 へ と 移行 。 5007 年 月 に は タイ プ 04 の 





初期 型 に あめ た る MkI が 完成 し 、 同 年 1 1 月 の MkV、 


すなわち 本 機 の ロー ルアウ ト と いう 流れ で 開発 が 
進め られ た 。 また 、 タイ プ 04 は 機体 設計 に 余裕 が 
あっ た こと か ら 、 発 展 型 の 開発 が 並行 し て 行わ れ て 
いる (これ が 04 シ リー ズ と 呼ば れる 系 列 機 の 原型 
と な る )。 一 方 、 演 習 で 良好 な 結果 を 残し た MkM 及 
びそ の 出力 強化 型 の MkM は 量産 に 移行 し 、SDF- 1 
マク ロス に は 進 宙 の 時 点 で 相当 数 が 配備 され 、 一 
説 に は 440 機 が 搭載 され た と も 言わ れる 。 な お 、 
SDF- 1 に お いて は 同艦 の 表層 に 展開 し て 迎撃 を 行 
うな ど 、 直 援 戦 力 と し て 運用 され る こと が 多かっ つた 。 











に も 従事 し た 。 
トラ ー デ ィ 人 が 問題 
を 起こ し た 際 に 出動 


胃 する こと も あっ た 。 








EXTRR REPORT 


AN 


Ls CI 
初 の 実用 型 デ スト ロイ ド と な る MBR-04- 

MkVI の 完成 まで に は 、 実に 7 年 以上 の 歳 
月 を 要 し 、 複数 の 試作 機 が 製作 され た 。 そ 
の うち の ひと つ で ある デス トロ イド ・ シ ャ イア 
ン は 、 統合 戦争 末期 に 先行 量産 が 行わ れ 、 
異 星人 遺物 奪取 作戦 に 投入 され た 。 

ゅ シャ イア ン 

最初 期 の デ ト ロ イ ド で 、 

空母 アス カ に 配備 され 

た 。 頭 部 の 形状 や 固定 

武装 化し た 腕 部 な ど に 

共通 点 が 見 られ る 。 


7 
4 <MBR-04-MkM 

左 の MBR-04-MkIV は MkVI が 
配備 され る 以前 に 運用 され て 
いた と 思わ れる 機体 で ある 。 オ 
ブシ ョ ン 装 備 の 位置 や 腕 部 ビ 
ー ム 砲 の 形状 が 異な っ て いる 
が 、 そ れ 以 外 は MkM と 共通 す 
る 部 分 が 見 られ る 。 





chani_ heet 


MBR-04-MkVW トマ ホー ク 








独身 休 橋 造 ] 


MBR-04-MkVI の ベー ス と な っ た タイ プ 04 の 設 
計 と 開発 は 、 ビ ガー ス と クラ ウラ ー の 2 社 が 共同 
で 手がけ た 。 その 構造 的 特徴 の ひと つと し て 挙げ 
られ る の が 、 キャ パシ ティ の 高 さ で ある 。 変形 機 
構 と 汎用 性 を 両立 する た め に 構造 に 余裕 を 持た 
せら れ な か っ た VF と は 対照 的 に 、 タ イプ 04 の 機 
体 構造 に は 手 を 加え る 余裕 が 十分 に あっ た 。 そ 
れ が 武装 の 搭載 量 や 設計 の 発展 性 へ と 繋が り 、 











タイ プ 04 の バリ エー ショ ン 展 開 を 促進 する こと に な 
っ た 。 本 機 は そう し た 特徴 を 重 装 化 の 方 向 に 活か 
し た 例 で あり 、 デ スト ロイ ド を 象徴 する 火力 と 耐 弾 
性 を 獲得 する に 至っ た 。 












ガン ・ ク ラス ター の よ 
うな 複雑 な 内 蔵 火器 
を 装備 で き 
間 棋 体 の 内 部 
に 祭 裕 が 









設計 に お いて は 耐 弾 
性 の 強化 も 重視 され 
た 。 し か し 、 ゼ ント 
ラー ディ 軍機 動 兵 器 
の 火器 の 直撃 に 耐え 
られ る ほど の 装甲 強 
度 は 有 し て いな い 。 


人 武装 は 上 半身 に 
集中 し て お り 、 タイ 
プ 04 の 胴体 ユニ ッ 
ト が 高い 搭載 能力 
を 有 し て いる こと 
が わか る 。 こ の 特 


徴 [ 


を 実現 し た 。 


背部 左側 の 半球 
部 は 冷却 材 タ ンク 。 
他 の タイ ブ 04 系 列 


機 | 


張り 出し て お り 、 火 
器 の 搭載 に と も な 
う シ ステ ム の 大 型 
化 が うか が える 。 


こよ り 大 火力 化 


に 比べ て 背部 が 





島 放 

MBR-04 は 、MkI の 時 点 で は 固定 武装 は ロケ 
ッ ト ラ ンチ ャ ー の み と い う シ ンプ ル な 機体 だ っ た が 、 
火力 の 増強 が 図ら れ た 結果 、 多 彩 な 武装 を 備え 
る 仕様 と な っ た 。 両 腕 部 を ビー ム 砲 と する 設計 に 
は 格闘 戦 能力 が 低下 する と いう デメ リッ ト も あっ た 
が 、 敵 に 接近 され る 前 に 残 減 で きる と いう 演習 結 
果 が 得 ら れ た こと か ら 、 本 装備 が 採用 され た (ロー 
ルアウ ト 直 前 に モハ ビ 夏 漠 で 行わ れ た 実弾 演習 
で は 、10 数 両 の 無人 戦車 を 一 上 通 の うち に 全 減 さ 
せ た と も 言わ れる ) 。 事実 、 本 機 は 極め て 高い 攻 
撃 力 を 誇っ て お り 、 中 距離 砲撃 戦 に お いて は 他 
の デス トロ イド や VF を 凌 能 する 性 能 を 発揮 し た の 
で ある 。 





























ダイ ダ ロ ス ・ ア タッ ク 
で は 突入 直後 に 一 斉 
射撃 を 行う 重要 な 役 
割 を 担い 、 火 力 の 高 









さ で の 切り 札 
と も 言え る 戦法 に 大 
きく 貢献 し た 。 


況 で は その 機会 は 少 
な か が っ た 。 火星 サラ 
基地 で の 戦闘 は 数 少 
な い ケ ー ス と 言え る 。 

















[4 
みみ エリ コー ン 対 空自 己 誘導 ミサ イル 


6 連発 オプ ショ ン バ パッ ク 


右 肩 に は 長 距 離 対空 ミサ イル パッ ク を 装備 


する 。 これ は オプ ショ ン 装 備 で 、 


ユニ ッ ト 後 


部 が 装填 ハッ チ と な っ て いる 。 唯一 の 対空 
武装 だ が 、 騙 点 を カバ ー す る に は 至っ て い 


な い 。 

















4 
みみ マウ ラー PBG-1 1 
液 冷 式 荷電 粒子 ビー ム 砲 



















前 腕 部 全体 が 主砲 に あたる 荷 中 








粒子 ビー 


ム 砲 で 、 砲身 の 根元 に 照準 用 TV アイ を 備 
える 。 両 腕 の 照準 装置 は 独立 し て お り 、 それ 
ぞ れ が 異な る 目標 を 狙う こと も 可能 と され る 。 





























信 折衝 造 


MBR-04-MkVI は 動力 系 に 熱 核 反応 炉 と 燃料 発 
電機 を 併用 し て お り 、 そ の 最高 速度 は 時 速 180km に 
も 達し 、 背 部 下方 に 備え る 2 基 の スラ スタ ー ノ ズル に 
よる ジャ ンプ 移動 も 可能 で ある 。 ま た 、 腰 部 左右 に 冷 
却 器 と 後方 に 排気 口 を 備え 、 機 体 各部 に は ライ ト を 
設置 する な ど 、 地 上 で の 運用 を 想定 し た 仕様 が 随所 

































































い 難 い 。 


本 来 は 陸上 で の 運用 を 目 
的 と し た 機体 で 、SDF- 1 
入 し た 英機 動 
し た ケー ス も あ 
だ し 、 そ の 性 能 を 
し て いた と は 言 


内 部 構造 

タイ プ 04 の 各 機 種 は 、 腰 部 か ら 脚 部 に 至る メ 
イン フレ ー ム を シリ ー ズ の 共通 モジ ュー ル と し て 使 
用 し て いる 。 こ の モジ ュー ル に は 熱 核 反 応 炉 と 
歩行 シス テム の 駆動 系 が 含ま れ て お り 、 デ スト ロ 
イド に 投入 され た OTM が 集約 され て いる 。 ま た 、 
この 共通 化 に よっ て 生産 ライ ン の 統合 が 図ら れ 
る こと と な り 、 生産 性 と 整備 性 の 向上 を 実現 し 
た 。 さ ら に 、 こ の 内 部 構造 は バリ エー ショ ン の 急 
速 な 発展 に も 寄与 し た の で ある 。 












































上 は 装甲 を 外し た 状態 の タイ プ 04 シ リー ズ の 内 部 モジ ュー ル 。 
機体 外部 に は 吉 機 種 特 有 の 機構 が 追加 され る 場合 も ちあ る が 、 
膝 か ら 下 は 装甲 を 含め て 系 列 機 全 て に 同じ 構造 が 採用 され て い 
る 。 








[4 
ラミ ント ン M-89 12.7m 
空 准 マシンガン 





“テレ スコ ー プ 


頭 部 に は 対人 用 の 12.7mm マ シン ガン 2 門 
が 内 蔵 され て いる 。 頭 部 後方 に テレ スコ ー 
プ を 設け られ て いる が 、 砲 身 の 可 動 範囲 は 
ほとん ど な く 、 補 助 武 装 の 域 を 出 な い 。 | 























[4 
みみ ビフォー ズ 16 連 発 近接 自己 誘 
ロケ ッ ト 弾 ラン チャ ー 
胸部 ウェ ポン ベイ に は 近接 用 ロロ ク 
ケッ トラ ンチ ャ ー が 装備 され て い 
る 。 な お 、 ウ ェ ポ ン ベ イ は ロッ 
クア ー ム で 固定 され て お り 、 分 













みみ アス トラ TZ- 自 ガン ・ ク ラス ター 
レー ザー 砲 、25mm 機 関 砲 、180mm グ レ 
ネー ドラ ンチ ャ ー、 火 炎 放 射 器 を 複合 し た 火 
器 シ ステ ム で 、 使 用 時 に は 砲身 が 前 方 に せ 
り 出す 。 














貧 コ フク ピッ ト 

MBR-04-MkVI は 2 名 の 乗員 で 運用 され 、 コ ク ピ ッ 
ト は 胴体 前 部 に 位置 し て いる 。 頭 部 が ハッ チ を 兼ね 
て お り 、 前 方 に スラ イド し て 開閉 する 構造 と な っ て い 
る 。 ま た 、 コ ク ピ ッ トブ ロッ ク は 胴体 か ら 分 離さ せる こと 
も 可能 で 、 緊 急 時 に は ブロ ッ ク の み を 回 収 す る よう に 
な っ て いた と 考え られ る 。 な お 、 頭 部 に は 2 基 の カメ ラ 
アイ を 備え 、 上 部 の も の は スリ ッ ト に 沿っ て 可動 する 。 
下部 カメ ラ ア イ を 覆う 偏光 シー ルド は 、 試 作 型 お よび 
先行 量産 型 は 赤 、 量 産 型 は 緑 と 、 反 射す る 光 の 波長 
( 色 ) が 異な っ て いた と 言わ れ て いる 。 









/ ノ LD 4 左 は 人 ハッチ が 開い た 状態 の コク 
3 ピッ ト 周辺 を 上 方 か ら 見 た も の で 、 
sy シー ト の ひと つが 確認 で きる 。 バ 
ぐ ジ 
NN 


イロ ッ ト の 乗降 時 に は 、 シ ー ト が せ 
り 上 が っ て 機 外 に 忠 出 する 構造 と 
な っ て いる 。 





バイ ロッ ト は 格納 庫 の タラ 
ッ プ を 用 いて 機体 に 搭乗 
する 。 ま た 、 非 戦闘 時 に 
は 片方 の バイ ロッ ト が ハッ 
乗り 出し た まま 指示 

つ 場面 も 見 られ た 
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ゼン トラ ー デ ィ が 所 有する 候 在 


@ 艦 体 解説 


"ント ラー ディ 軍 は 、 そ の 戦力 と し て 、 フォ ー ル ド ・ シ ステ 

ム を 持た な い 兵 器 類 「 ポ ッ ド 」 を 多数 所 有 し て いた 。 そ 
の 1 種 で 、 司 令 部 偵 5 ポ に 属す る 大 型 機動 兵器 が ケル カ 
リア で ある 。 大 推力 と 重 装甲 を 備え る 本 機 は 、 レ ドー ム を 含 
む 索 敵 装 置 を と 用 いて 偵察 ・ 謀 報 活動 を 行う だ け で な く 、 装 備 
され た 火器 群 を 駆使 し て 、 敵 防衛 ライ ン を 突破 す 
えら れ て いた 。 対地 球 統合 軍 と の 戦い で も 、 債 察 部 隊 の 中 
核 を な す 存 在 と し て 配備 され 、 可 変 戦闘 機 と 激戦 を 繰り 広げ 
て いる 。 




















ョ ケル も = 
の 不 屋 
@ データ 
26.7m( 航 行 形態 時 ) その 他 の 探知 シス テム 





な い 兵 器 群 


半球 車 と デー と "くべ 結 






Fa uesyoa 









ケル カリ ア 
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独 カリ ァ 


ケル カリ ア に は 、 ド ッ プ ラー 式 の レー ダー を メイ ン あみ 構造 

力 波 を 用 いた パッ シブ レー ダー、 光 学 系 ・ 電 ケル カリ ア は 宙 域 
磁 波 系 の パッ シブ レー ダー な ど 、 距 離 や 索敵 手法 の で の 偵察 活動 を 主 
異な る レー ダー を 複数 設置 し て いる 。 これ ら を 状況 に と し て お り 、 通 常 は 
合わ せ て 運用 する こと で 、 高 度 な 債 察 行為 が 可能 脚 部 を 折り 畳ん だ 状 
な っ て いた 。 また 、 標準 装備 と し て 、 荷 電 粒 子 を 使 態 で 運用 する 。 フロ 
っ た ビー ム 砲 と 、 自 己 誘導 ミサ イル を 設置 。 これら の ント 部 に は ビー ム 砲 
火器 群 に よっ て 、 英 拠点 へ の 先制 攻撃 や 急襲 を 容 が 、 機 体 中 央 に 索 
易 と し た の で ある 。 敵 用 レ ド ー ム や 探知 
器 が 、 後 方 部 に スラ 
スタ ー ノ ズル が レイ 
アウ ト さ れ て いる 。 














































































風 ]) が 実行 。 男 女 が 一 緒 に 
し て いる 姿 を 目 に し た と 装備 
ち は 驚 き を 隠せ な か 了 





マー 連装 長 射程 荷電 料 


機体 前 方 か ら 飼 
で 、 VF-1J の 7 









を 使っ て 艦 か ら 脱出 し た 
歩行 シー クエ ンス 

惑星 な どの 地表 面 で 偵察 索敵 活動 を 行う 場合 
に は 、 図 の よう に 脚 部 を 展開 し 、 歩行 する こと も 可能 
と な っ て いる 。 多少 の 段差 は 踏破 で きる が 、 機 動 性 
は 鈍重 で ある 。 


マ 正 面 

















を 支え る 。 敵 : 
点 観測 する 目 # 
用 で きた 。 








内 部 

ケル カリ ア は 、 情 報 収 集 行動 と 戦闘 行為 を 両立 さ 
せる た め 、 コ ン ソ ー ル は 機体 の コン トロ ー ル を 司る 操 
縦 用 、 情報 収集 を 司る オペ レー ター 用 、 火 器 管制 な 
ど 戦 闘 を 司る 砲撃 用 に 分 か れ て いる 。 その た め 、 機 
体 の 運用 に は 最低 3 名 に よる 操作 が 必須 で あっ た 。 
また 、 自爆 装置 や 、 乗員 の 生存 性 を 向上 させ る 脱出 









































ポッ ド な ど を 備え て いる 。 







内 部 図 。 上 図 
情報 収集 機関 
撃 機関 、 右 奥 が 

る 』 形 パタ ー ン 。 ゼン 


見 て と れる 














@⑥1982 ビッ クウ エス ト 









































て 使用 され た 大 型 ポ 
備 の リガ 







Dp マニ ビュ レー ター 
P 英 の 機体 を 回 
収 する 。 中 央 の サブ ア 
ー ム は 、 引 き 込み 用 マ 

























性 征 と エー と へ 
1FaysG eyoaa 


痕 河 国 分 朋 幹 争 より 伝わる 
戦乱 兵 


@ 艦 体 解説 


ペン トラ ー デ ィ 軍 で は 、 プ ロト カル チャ ー の 星 間 共 和 国 
(銀河 帝国 ) 時 代 に 開発 され た 兵器 を 使用 し て お り 、 _- 
戦術 ポッ ド も その 例外 で は な い 。 修 理 と いう 概念 の な い ゼン Lee 
トラ ー デ ィ 兵 だ け に 、 性 能 に は 個体 差 が あっ た も の の 、 戦 局 、 を 担っ た 
に 合わ せ て 多く の ポッ ド が 投入 され た 。 第 一 次 星 間 大 戦 に お 
いて は 、 偵察 用 の ケル カリ ア の ほか 、 戦闘 用 の 空戦 ポッ ド 、 輸 
送 用 の 大 型 降下 ポッ ド 、 回 収用 の 回 収 機 な ど が 確認 され て い 
る 。 ボ ポッ ド は 、 小さ いも の で も 全長 8Om 以 上 、 大 き な も の は 
100m 以 上 も あり 、 その 大 き さ は 様々 で あっ た 。 


CE 


VF1J 4 を | 
| 


空戦 ポッ ド ビン < | 

大 気 圏 内 に お いて 、 マ | 
ッ ハ 6.3 100m aoe 一 玉 ー | 
な 戦闘 ーー | 


時 ) で 飛行 
機 。 高 機動 ロケ ッ ト エン | 
ジン 6 門 、 補 助 ロケ ッ ト 
エン ジン 3 門 を 搭載 、 月 
倒 的 な 機動 力 を 










初戦 に お いて も 
され 、 地 球 へ の 攻 



























ッ ド や 大 型 降下 ポッ 
入 、 お よび 脱出 








ベ メカ ニッ ク 


介 運用 記録 


和 を 人 デ 一 次 星 間 大 戦 に お ける 統 の 戦い で は 、 そ 
の i から ゼ ント ラー ディ 軍 ポ ッ ドカ が 投入 され て 
いた 。 特 に 大 量 投 入 さ れ た 空戦 ポッ ド は 、 宇 宙 空 間 、 
さら に 大 気 圏 に 突入 し 、VF-1 と 交戦 し て いる 。 ま た 、 
大 型 降下 ポッ ド も 大 気 圏内 へ 降下 し 、 リガ ー ド や グラ ー 
ジ な ど を 地上 へ と 運ん だ 。 回収 機 は 、 第 一 次 星 間 大 





















































戦 勃 発 後 、SDF-1 マク ロス が 漂流 し て いた 際 に 、 早 
瀬 未 沙 の 搭乗 し こい た ES- 1 1D キャ ッ ツ アイ を 捕獲 、 
母艦 に 持ち 帰っ て いる 。 


第 一 次 星 間 大 戦 で は 、 当 初 か ら 
空戦 ポッ ド と VF- 1 と の ドッ グフ ァ 
イト が 見 られ た 。 統合 軍 に と っ 
て 、VF-1 が 未知 の 敵 に 通用 す 
る こと を 実証 する 機会 と な っ た 。 
















大 型 降下 ポッ ド は 地球 へ と 降 
下 。 戦 闘 中 は 海中 に 潜伏 し 、 撤 
退 時 に は 出撃 し て いた リガ ー ド 
な ど を 回 収 し た 。 






哨戒 任務 中 の ES-11D キャ ッ 
ツア イ を 画 獲 、 母 艦 に 戻る 回 収 
機 。 地球 人 を 捕 席 と し た こと で 、 
初め て 地球 人 と ゼン トラ ー デ ィ 
人 の 接触 が 実現 する 。 
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ル ゼン トラ ー デ ィ 軍 ポッ ド 
















【 汗 3 の S 

大 気 内 外 両用 小型 戦闘 機 。 全 長 20.6m と 地球 
人 か ら 見 れ ば 小さ く な い が 、 ゼ ント ラー ディ 用 と し て は 
小型 。 し か し な が ら 、 大気 圏 突 入 か ら 脱出 まで 戦闘 
可能 と 、 か な り の ポテ ン シ ャ ル を 秘め て いる 。 




















後方 
メイ ン ロ ケ ッ ト d 門 と 補助 ロケ ッ ト 門 、 さら に 推力 偏 
向 プ レー ト が 後方 に 1 “きる 。 ま た 、 機 体 後部 に 
は 、 メ イン エン ジン な どの 動力 部 が 搭載 され て いる 。 






















“正面 
サイ ド に は 2 門 ず つ 高 機動 ノズル を 搭 機体 下部 に は 着 
載 。 サ イド へ の 動き を 補助 する 。 宇 宙 ッ ド を 持つ 。 飛 


な ご ど で は 縦横 





尽 に 機動 力 を 発揮 。 機体 内 に 収納 さ 
機体 下面 

正面 に は 3 連装 ビー ム 砲 を 搭載 。 コ ク ピ ッ ト は 
前 方 に あり 、 バイ ロッ ト は 1 名 の み 。 





機体 に 搭載 され た 3 門 の 連装 ミサ イル ラン 
チャ ー か ら 発射 され る ミサ イル 。 最 大 搭載 
数 は 不明 で ある 。 





着陸 スキ ッ ド 








島 ) 大 乱 降 下 ポ ッ ド 

衛星 軌道 か の ら リ ガー ド な どの 戦闘 ポッ ド や 物資 を 
地上 に 輸送 する 際 に 使用 する ポッ ド 。 戦闘 ポッ ド を 
回 収 し 、 再び 衛星 軌道 まで 上 昇 する 能力 を 持つ 。 














マ 底 面 
重力 制御 エン ジン の 他 に 緊急 着陸 離床 用 の 大 
推力 ロケ ッ ト 工 : を 14 基 、 胴 体 の 周囲 に 沿 














島 天 


機体 の "修理 "と いう 概念 の な い ゼ ント ラー ディ だ け に 、 機 体 大 破 時 
高 55m、 全備 の 兵士 の 救出 や 敵 の 捕獲 な ど に 使用 され た と 推測 され る 。 
重量 1750t の 大 


型 ポッ ド 。 軍 の 兵 > 
冶 も 担う 。 ーッ 





全長 94.8m、 全 


























つて 装備 し て いる 











後部 に は 巨大 バー 
ニア と スラ スタ ー を 装 
備 。 後 部 左右 か ら 出 て 
いる 棒状 の も の は 、 着 
陸 脚 で ある 。 





機体 に は 、4 基 の | 
着陸 脚 を 搭載 。 | 
降下 時 は 、 折 り 
紐 ま れ て いる 。 一 
見 細身 だ が 、 総 
積載 時 で も 機体 
を 支え られ る 面 | 
久 力 を 持つ 。 と し 


機体 構造 は シン ブル 。 こ れ 
こ 武 装 は な い 。 機 体 前 





方 に 光学 式 カ メラ を 備え る 。 











バー ニア ・ ベ ルト カー ゴ 
4 | 箇 ー ゴ ハッ チ 2 う 
上 面 に 対 補 用 上 部 砲塔 底面 に 地表 掃 対 用 下部 





砲 紅 を 備え る し に az ーー 








機体 前 方 の カー 
コリ ハッ チ か ら 、 戦 
闘 装備 の リガ ー 
必 。 ド を 20~25 機 
4 っ ほど 収納 で きる 。 





英 で ある 統合 軍機 を 捕獲 し た 回 収 機 。 最 大 で ど 
れ く らい の 大 き さ の 機体 まで 回 収 可能 か は 不明 
だ が 、 基本 的 に 1 機 の み し か 回 収 で き な い よう だ 。 
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合わ せ で 製造 され た 急造 型 の プス トロ イド で 、 ミ 
サイ ル と レー ダー を 主軸 と し た シン プル な 兵器 構 
OSN EOD CO ITA A 成 と な っ て いる 。 











DR-04-Mk 鑑 ファ ラン クス は 、SDF-1 マ 
EN クロ ス の 艦 体 防 御 の た め に 開発 され た 宇宙 
| の デ イド で "ABR-04-Mk X ディ フェ ン / 
4D || 。 ダー の 姉妹 機 に あたる 。SLV-111 ダイ ダ ロ ス 内 
ンー ン | に 積載 され で そい だ MBR-04 系 の デス トロ イド の 修 
LF | 理 . 交 換 用 部 品 と 、 新 設計 の ボディ 、 兵 器 を 組み 
| 
| 
| 
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eogead 
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但 運用 記録 


DF- 1 マク ロス 艦内 で 、20 機 以上 が 製造 さ 

れ た ファ ラン クス は 、 大 気 圏外 で の 解体 防御 
用 と し て 、 デ ィ フ ェ ン ダー と 共に 投入 され て いる 。 
両 腕 の 後部 に 搭載 され た ら 基 の 推進 器 の お か げ で 、 
宇宙 で の 機動 性 は 他 の デス トロ イド より も 高かっ た 
が 、 高 機動 を 求め た 結果 、 ご く 短 時 間 で 推進 剤 を 
使い 切っ て し まう と いう 欠点 が 運用 初期 か ら 指 摘 さ 
れ て お り 、 実際 に 空間 戦闘 を 行う こと は 稀 だ っ た よ 
うだ (お し うろ 推 進 器 は 、 戦 闘 より も ミサ イル を 撃ち 
つく し た 後 、 補 給 に 戻る 際 に 重宝 され た と いう )。 
また 本 機 は 量産 性 拡張 性 に 優れ て いた が 、 投 入 さ 
れ た の が 既に 第 一 次 星 間 大 戦 の 未 期 だ っ た た め 、 確 
た る 戦果 を 上 げ る こと は で き な か っ た 。 し か し な が 
ら 、 ミ サイ ル と いう 「 面 」 で 稲 体 防御 を 行え る 本 機 
が 、 要 所 で マク ロス の 防衛 を 支え て いた こと は 事 
実 で あろ う 。 














だ け で な く 、 地 上 で も 
運用 され て いる 






大 戦 の 未 期 議 
他 の デス 
トロ イド と 共に 

イ : ア タッ ク 」 に 参加 し て 
いる 
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SDR-04-Mk 氏 ファ ラン クス 















島牧 体重 千 


宇宙 で の 運用 と 近接 防御 に 特 化 
し た 本 機 は 、 動 力 系 の 熱 核 化 、 照 
準 、 誘 導 送 弾 シ ステ ム の 簡略 化 に 
より 、 シ ンプ ル な 機体 構造 と な っ て い 
る 。 そ の 結果 、 マ クロ ス 艦内 で も 量 
産 で きる 体制 が 整い 、 シ ステ ム が 複 
雑 な た め 配 備 数 が 伸び な か っ た ディ 
フェ ンダ ー の 代役 を 果たし た 。 一 方 
で 、 熱 核 型 の 推進 ノズル を 採用 し た 
こと で 駆動 時 間 が 短く な っ て いる の 
が 欠点 だ 。 























ょ 
腕 部 を 持た ず 、 純 粋 な 兵器 は ミサ イル の み の た 
め 、 弾 数 が 尽き る と その 運用 性 戦闘 能力 は 大 
幅 に 低下 し た 。 


接近 戦 に 難 が ある の が 


ル を 備え 、 機 動 性 を 支え て いる 



















































型 の 上 半身 が 特徴 的 な フ 








購 造 は は マ ホ ー ク 、 ディ フェ 
ダー と 共通 で ある 。 新た に 
造 さ れ た 上 半身 は 、 最 低 限 
置 、 推 進 機関 
ブル な 構造 と 














ファ ラン クス は 、 最 大 で 22 発 が 装填 可能 な ミ 
サイ ルポ ッ ド を 2 基 、 そ の 他 レ ー ダ ー・ シ ステ ム を 2 
種 装備 し て いる 。 機体 は キャ パシ ティ 的 に 余裕 が 
あっ た よう で 、 各部 隊 ご と に 頭 部 に 武装 や セン 
サー な ど を 追加 し 、 性 能 の 拡充 が 図ら れ た と いう 
(こう し た 改造 機 で は 、 ボ ドル 基幹 艦隊 と の 決戦 
に 投入 され た 、 頭 部 に 追加 装備 を 施し た 青色 の 
ファ ラン クス が 有名 で ある )。 な お 、 本 機 の レー 
ダー・ シ ステ ム は 胸部 内 か ら ガ ンマ 線 を 直接 照射 
する 方 式 で 、 最 大 出力 で 英機 に 向け た 場合 、 パ 
イロ ッ ト を 焼 殺す る こと が で きた と いう 。 こ の 機能 
は 異 星人 と の 交戦 時 に 限り 使用 を 許可 され て い 
た が 、 フ ァ ラ ンク ス が 格闘 戦 を 行う と いう こと 自体 
稀 で あっ た た め 、 こ の 機能 で 戦果 を 挙げ た 記録 は 
今 の と ころ 確認 で き な い 。 






























































ミサ イル は ら 基 の ポッ ド か ら 一 斎 射す る の が スタ 


人 大 型 三 連 可 変 集束 レー ザ - サ ー チ ライ ト 
鐘 方 向 に 3 基 レ イア ウト され た サー チラ イト 。 ラ イト の 基部 は 可動 
する 仕組 み で 、 頭 上 を 探知 す る こと も で きる 。 





⑮⑲ テク スコ DARDA-3C 
電子 系 破壊 用 グレ ー ザ . レ ー ダ 


され た レー ダシ ステ ム 。 ガ ンマ 線 を 直接 照射 する 方 式 









頒 大戦 税 の ファ ラン クス 


元々 マク ロス の 艦 体 防衛 の た め に 開発 され た 
ファ ラン クス は 、 大 気 圏内 で の 運用 は 想定 され て 
いな か っ た と され る 。 し か し な が ら 、 本 機 の 生産 性 
の 高 さ は 、 第 一 次 星 間 大 戦 終結 後 、 戦 力 の 拡 
充 を 求め る 統合 軍 に と っ て は 重宝 され た よう で 、 ト 
ラッ ド ・ シ ティ 、 ハイランダー・ シ ティ な どの 各 都 市 に 
本 機 が 配備 され て いる 。 た だ し 近接 戦闘 に は 弦 
く 、 カ ムジ ン 率 いる ゼン トラ ー デ ィ の 暴徒 が トラ ッ ド ・ 
シテ ィ を 襲っ た 際 は 、 防 衛 に あたっ た ファ ラン クス 
部 隊 が 近接 戦 で 壊滅 する と いう 惨状 を 呈し た 。 一 
方 で ハイ ラン ダー・ シ ティ を ゼン トラ ー デ ィ の 暴徒 が 
襲っ た 際 は 、 一 条 輝 大 尉 の 立案 に より 、 催 涙 弾 
を 装填 し た 本 機 が 遠 距 離 か ら 暴徒 を 砲撃 し 、 そ の 
後 の 部 隊 の 突入 を 容易 に する と いう 戦果 を 挙げ て 
いる 。 





西暦 5045 年 に シテ ィ 
7 内 で 開催 され た 「 バ ト 
ロイ ドカ ー ニ バル 」 で 
は 、 一 般 の 居住 民 が 所 
有 し て いた 機体 認 
され て いる 





MNT DL 


ュ 
ディ フェ ンダ ー と の 関連 性 
ピ 


Ci 
「SDF-1 マク ロス の 防御 」 と いう コン セプト は 、 元 々 

ディ フェ ンダ ー が 担っ て いた 。 だ が 、 ディフェン ダー は 高 

性 能 な 代わ り に 運用 性 ・ 生 産 性 が 共に 低かっ た こと か ら 、 

最低 限 必要 な 武装 と 、 ーー 

極 カ シン プル に し た 機 

器 類 で 構成 され た ファ 

ラン クス が 開発 され る こ 





と と な っ た 3 


ADR-04-MkX 

ディ エン ダー 
高角 速射 砲 、 エ リコ ー シ コ ン 
トラ ベス シス テム を 搭載 する 


@1982 ビック ウエスト @1994 ビッ クウ エス ト マク ロス 7 製作 委員 会 = に に =o ピ 3 


Ilustration by Hidetaka Tenjin 
















ーー ボ ィ フェ ンダ ー は 、OTM を 利用 し て 開発 され た 統合 軍 の 歩行 兵器 で ある 。 原型 機 で ある MBR- 

04-Mk1 (マー クワ ン ) で 確立 され た デス ドロ イド 歩行 シス テム を 発展 させ た 機体 で 、 エ エリ コー-> 
コン トラ ベス シス テム と 呼ば れる 高角 速射 砲 を 装備 する の が 特徴 で め る 。4 門 備え た この 速射 砲 は 、 
対戦 車 砲 ク ラス の 大 口 径 砲 を 毎 分 500 発 程度 発射 で きる 能力 を 保有 する 。 ら 009 年 3 月 に 機体 が ロ 
ー ル アウ ト す る と 、 対 空 兵 器 と し て 、 ゼ ント ラー ディ 軍 と の 戦闘 に 投入 され た 。 
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@ サ イズ 比較 


ADR-O: 








@ 開発 氷 隊 


MBR-04-Mk 1 












時 空 条 を 閣 載 し た 
撃 人 9 デス ムロ イ た 











メカ ニッ クシ ジー ト 


y ADR-04-MkX ディ フェ ンダ ー 


chani_ heet 
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@ 運用 記録 


に RAI 
は 、 元 々 は SLV-1 1 1 ダイ ダ ロ ス に 搭載 さ 
れ て いた も の に な る 。 同艦 が SDF- 1] マク ロス に 接 
続 さ れ た こと で 、 艦 載 の デス トロ イド 系 兵器 で ある 
MBR-Mk-VI ト マ ホ ー ク や SDR-04-Mk 凶 ファ ラン 
クス と 共に 、 運 用 され る こと と な っ た 。 デ ィ フ ェ ン 
ダー は 主 に マク ロス の 甲板 上 や ブリ ッ ジ 周辺 に 移 
動 砲台 と し て 配備 され 、 多 方 面 か ら 迫る 敵 に 対す 
る 迎撃 を 行っ て いる 。 

また 、 租 装 作 業 が 完了 する 前 に ゼン トラ ー デ ィ と 
の 戦闘 に 突入 し た マク ロス で は 、 対 空砲 が 未 設置 
の 砲 座 に ディ フェ ンダ ー を 配備 し 、 対 空砲 座 代わ り 
に 運用 する と いう 措置 も と られ た 。 元々 宇宙 空間 
で の 超 遠 距離 射撃 を 目標 に 開発 され て いた ディ フ 
ェ ン ダー は 、 お むし ろ こ うし た 運用 で 真価 を 発揮 で き 
た と も 言わ れる 。 











ラー ディ 軍部 隊 を 迎 
撃 す る 様子 。 可変 戦 
ー 闘 機 ( 以 下 、VF) の 後 
ーー 2 方 支 援 も 兼ね て いた . 















信 折半 備 」 


迎撃 能力 に 特 化 し て いた ディ フェ ンダ ー の 両 腕 部 
は 、 大 口径 砲 と し て の 機能 に 特 化し て お り 、 マ ニ ピ ュ 
レー ター と し て の 機能 は 備え て いな い 。 また 、 二 足 歩 
行 シ ステ ム は 持つ も の の 、 そ の 機動 性 は VF の バト ロイ 














ド 形 態 と 比べ て も 鈍重 で あっ た 。 2010 年 1 月 頃 
タイ 艦隊 と の 交戦 時 、 マク ロス 側が ダイ ダ ロ ス ・ 
ク を し か け 、 英 艦内 に ディ フェ ンダ ー 部 隊 が 侵入 


の ブリ 
アタ ッ 
し た も 


の の 、 敵 戦闘 ポッ ド 部 隊 の 待ち 伏せ に より 、 大 打撃 
を 受け た と の 記録 も 残っ て お り 、 最 前 線 に 積極 的 に 
投入 する より も 、 後方 か ら の 僚機 の 支援 や 、 突 出し て 
きた 敵 の 迎撃 と いっ た 砲台 と し て の 運用 が 正道 で ある 























と 言え る 。 


内 に 突 


部 隊 






記録 に よれ ば 


数 が 大 破 し た 模様 


砲台 と し て 活用 され る ディ フ 
ェ ン ダー。 後 方 に は 、 同 欄 
に 砲台 と し て 運用 され て いる 
トマ ホー ク と いう 、 珍 し い 風 
景 も 見 られ る 。 








ダイ ダ ロ ス アタ ッ ク で 、 瑞 艦 
する ディ フェ ンダ ー 


直後 に 


敵 の 待ち 伏せ に 選 い 、 相 当 





人 る ディフェンダー の 正面 。 胴 体 
は 回 転機 構 を 有 し 、 様 々 な 角 
度 か ら : 
適切 な 射撃 姿勢 を と れ た 。 




























英機 に すばやく 








| 









人 ディ フェ ンダ ー の ぞ 
背部 、 腰 部 に 大 型 


高速 弾 の 射撃 に 対応 し 、 
| ユニ ッ ト を 備え て いる 。 





島 誠 革 

ディ フェ ンダ ー の 装備 する 高角 速射 砲 は エリ コ 
ー ン 社 が 開発 し た 78mm 液 冷 高 速 自動 砲 が 採 . 
され て いる 。 この 砲 は 開発 当時 の 対戦 車 砲 クラ 
ス の 大 口径 弾 を 1 砲身 あたり 毎 分 500 発 、4 門 
合計 で 最大 、 毎 分 2000 発 発射 する こと が 可能 
で あっ た 。 胸 肩 部 は 速射 砲 の 弾倉 ユニ ッ ト が 設 
置 され て お り 、 さ ら に 弾丸 の 装填 数 の 多い 大 型 タ 
イプ へ と 換装 する こと が で きた 。 高 性 能 の 照準 シ 
ステ ム と 、 精 密 レ ー ダ ー を 備え た ディ フェ ンダ ー の 
対空 砲 座 と し て の 実用 性 は 高く 、 ト マ ホ ー ク や ス 
パル タン の よう な 最前 線 で の 活躍 こそ な か っ た も 
の の 、 マ クロ ス に 肉薄 する 英機 を 撃墜 する 迎撃 
機 と し て 信頼 され た 。 









































4 
みみ 給 弾 シ ステ ム 
ディ フェ ンダ ー の 給 弾 シス 
テム は 照準 シス テム と 同様 、 
非常 に 複雑 な 機構 と な っ て い 
る 。 腕 部 の 自由 な 可動 を 確 
| 保 し た まま 、 胸 部 の 弾倉 か 
| ら 、 腕 部 の 2 門 の 速射 砲 へ 、 
| 毎 分 500 発 の 弾丸 を 送る と 
いう 機構 は 、 本 機 の 開発 に 
| お いて 、 も っ と も 難航 し た 箇 
所 で ある と 思わ れる 。 


トマ 胞 肩 部 に 設置 する : 
( 下 )。28 基 の 弾 








PP 
あみ 照準 シス テム 
ディ フェ ンダ ー の 照準 管制 は 、 頭 
頂部 の レー ダー、 胴体 中 央 の 照準 
カメ ラ 、 各 速射 砲 に 備え 付け られ た 
| 電子 補正 光学 照準 機 ( 砲 の 中 央 の 
| 赤い パー ツ ) と いっ た 複数 の 電子 機 
| 器 か ら の 情報 を 統合 し て 行わ れる 。 
宇宙 空間 で の 超 長 距離 射撃 も 可能 
| な この シス テム は 、 そ れ め ゆえに 非常 
| に 高額 な ちの と な り 、 本 機 の 量産 化 
の ネッ ク と な っ て いた 。 また 、 メ ン テ 
ナン ス に も 手間 が か か っ た と いう 。 








用 の 








胴体 中 央 に 設置 され た 照準 
請 細 力 


。 カメ ラ 

































4 実体 弾 の 供給 方 式 
を 示し た 図 。 マ ガ ジ 
ン か ら 胸 部 、 肩 の 回 
転 リン ク 部 を 通っ て い 
く 構造 で ある 





ディ フェ ンダ ー の 唯一 に し て 
最強 の 武装 。 大 口径 弾 の 初 
| 速 は 秒速 3300 メ ー ト ル を 誇り 、 
超 遠 距離 か の ら ゼ ント ラー ディ の 
戦闘 ポッ ド も 容易 に 破壊 で き 
た 。 な お 左右 の 砲 は 常に 同一 
の 目標 を 捕捉 する 機構 と な っ て 
お り 、 左 右 で 別々 の 目標 を 狙う 

| と いっ た こと は で き な い 。 

















人 ム デ ィ フ ェ ン ダー の 足 裏 。 主 砲 発射 
時 の 反動 を 抑え る 構造 と な っ て いた 。 





人 高角 速射 砲 砲身 
2 連 いる 高角 巡 。 胸 部 の 弾倉 か ら 供給 され る 実体 弾 を 


程 範囲 も 広く 、 そ の 迎撃 能力 は 高い 。 














[4 
の み コ ク ピ ッ ト 
頭頂 部 に レイ アウ ト さ れ て いる コク ピッ 
ト 。 パイ ロッ ト は 跳ね 上 げ 式 の ハッ チ か ら 
| 潜り 込む お よう に し て 搭乗 する 。 


コク ビッ ト ハ ッ チ の オー プン 
時 。 内 部 に は モニ ター や 機器 類 


備え られ て いる 。 ーー Ne そる 














み エ リコ ー ン 78mm 液 冷 高速 自動 キャ ノン TYPE966 PFG 











働 控 夫 半 備 ら 

ディ フェ ンダ ー は 、 両 腕 部 の 大 
口径 砲 と それ を 適切 に 運用 する た 
め の 長 距離 レー ダー、 精 密 照準 
シス テム と いう 、 き わ め て シン プル 
な ユニ ッ ト 構 成 と な っ て いる 。 な 
お 、 レ ー ダ ー と 照準 シス テム の 間 
に 位置 する コク ピッ ト は 、 それ ら の 


戦闘 ポッ ド の 攻撃 で 大 破 する ディ 
フェ ンダ ー 部 隊 。 機銃 な どの 近 
接戦 用 装備 を 持た な いた め 、 リ 
ガー ド 数 機 の 接近 で 、 中 隊 規 模 
の 被害 が 出る こと も あっ た 。 















































機器 の 発する 強力 な 電磁 波 か ら 
操縦 者 を 守る た め 、OTM の 広 宇田 空間 で の 運用 も 可能 で 、 
Se 可動 条 囲 の 広い 腕 部 を 駆使 す 
の 技術 で 防護 遮断 され て いる 。 る こと で 、 高 い 迎 撃 能 力 を 獲得 
し て いた 。 
4 
み 4 面 図 ディ フェ ンダ ー4 面 図 (左側 面 の 腕 部 は オミ ッ ト し て いる )。 上 半身 は 腕 部 の 大 口径 奏 と その 


弾倉 、 投 光 機 、 レ ー ダ ー、 セ ン サ ー な ど が レイ アウ ト さ れ 、 複 雑 な 構成 と な っ て いる 。 他 
方 、 下 半身 は 脚 部 と し て の 機能 を 優先 し て か 、 特 別 な 装備 : 機 構 を 持た な い 。 























EXTRR REPORT 


へ 関連 事 項 


ディ フェ ンダ ー の マー キン グ 
cl 


LL 

第 一 次 星 間 大 戦 当時 の ディ フェ ンダ ー の 映像 で 
は 、 腰 部 前 面 に [ハン マー と 松明 ]」 の マー ク の 描か 
れ た 機体 が 良く 知ら れ て いる 。 こ の マー キン グ は 人 ダダ 
イダ ロス 所 属 部 隊 に つけ られ る も の で 、 そ れ ら の 機 
体 が マク ロス の 対空 防衛 を 担っ た 証 で あっ た 。 
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D15.04 


倒れ た 能動 力 を 有する 
近接 攻撃 型 デ 


@ 機体 解説 


PA 近接 格 人 2 
ある 。 セ ンチ ネン ダダ 妙 と 


開発 され た 機体 で < 強力 な 発動 機 の 採用 に より 、 副 
カ 力 な し で 全 兵 装 の 駆動 が 可能 と な っ て いた 。 さ ら に 
高 機動 も 実現 じ た が $ 動 トラ ブル と 発動 機 
開発 の 運 建 も わっ で 、 量 産 化 へ の 移行 は 遅れ て いる 。 
それ で や 重 装 中 な が ら 高い 機動 力 を 有 し て いた こと か 
ら 、 運 用 側 か ら を 得 て お り 、 か な り の 数 が 
第 一 線 へ と 配備 され た 






/ ス マン の 共同 で 











島 サ イズ 比較 





急 開 発 系 譜 図 


Emm , PrZrml 
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@ 運用 記録 


RR ツル タン は SDF- 1 マク ロス の 艦上 防衛 に 配備 





され て いた が 、 迎 撃 用 の 遠 距離 兵 装 を 持た な 
いた め 、 減 多 に 出撃 の 機会 は な か っ た よう で ある 。 ス 
パル タン が その 真価 を 発揮 し た の は 、 第 一 次 星 間 大 
後 の 双 乱 期 、 ゼ ント ラー ディ 人 に よる 暴動 の 鎮 
圧 と いっ た 任務 で あっ た 。 統合 軍 の バル キリ ー パ イロ 
ッ ト 一 条 輝 も 、 当 時 ハイ ラン ダー・ シ ティ で 起き た ゼン 
トラ ー デ ィ 人 の 暴徒 を 鎮圧 する た め 、 ス パル タン に 搭 
乗 し こい る 。VF の バト ロイ ド 形 態 が スパルタ ン の 設計 
思想 を 継い で いた こと も あっ て か 、 本 機 は VF パ イロ ッ 
ト で も 比較 的 扱い や すか っ た よう だ 。 



























スパ ル タ ン の 主 武 装 は 、 そ れ 自 体 が 近接 武器 で あ 
る 両手 と 、 近 ・ 中 距離 射程 の 火器 で あっ た 。 高速 機 
動 で 接近 する ゼン トラ ー デ ィ の 機動 ポッ ド に 対し て 、 肩 
部 の ミサ イル ラン チャ ー、 胴 部 の ガン クラ スタ ー の 一 
斉 射撃 は 効果 的 な カウ ンタ ー と し て 機能 し た よう で あ 
る 。 た だ し 、 機 動力 と 数 に 優る ゼン トラ ー デ ィ の 機動 
兵器 と の 戦い で は 、 正 面 の 敵 機 に 肉薄 する 間 に 、 他 
の 英機 に 背後 か ら 撃墜 され る 、 と いっ た ケー ス も まま 
あり 、 な か な か 活躍 する こと が で き な か っ た よう だ 。 な 
お 一 条 輝 の 搭乗 機 が 携行 し て いた こと で 有名 な 、 根 
棒状 の 武器 だ が 、 こ れ は 生身 の 巨人 に 対 じ "手加減" 


























が で き 、 か つ 、 戦 闘 ポッ ド に も 有効 打 を 与え られ る 兵 
器 と し て 現場 で 発案 され た も の だ と 思わ れる 。 
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MBR-07-Mk I スパ ル タ ン 











侍 知 千 


統合 軍 の 歩行 兵器 開発 計画 に よっ て 誕生 し 
た スパ ル タ ン は 、 人 型 兵器 で ある 。 左右 の アー 
ム は クロ ー ハ ンド と な っ て お り 、 武 器 と し て 扱え る 
一 方 、 物 を 掴む こと や 、 巨 人 サイ ズ の ゼン トラ ー 
ディ 人 を 抱え る こと も 可能 。 腰部 や 手首 は 回 転 
式 で 、 無 骨 な シル エッ ト だ が 、 可動 範囲 は 広い 。 












































は 、 ら 2003 年 7 月 より 
年 ら ヶ 月 前 か ら MBH- 

に ) た た め 、 
で は 2 番手 で 





み 頭 部 










み ア スト ラ TZ- ガ ンク ラ 








チ が 開く と 、 砲 が 出現 
































エン ジン カバ ー の 下 に は 、 ロ ケッ トノ ズ 
ル を 搭載 。 ス パル タン の 機動 力 を 高め て 
いる 。 ま た 、 肩 下 周辺 に は テー ル ラ ン ブ 
な ども ある 。 





















t【 装 を 備え る 胴体 やめ 、 ク ロー ハン ド を 兼ね る 腕 
部 、# 
ら を 繋ぐ 関 6 
ンプ ブル な 構造 だ 











を 支え る 脚 部 が 大 型 で ちる が 、 そ れ 
パー ツ や 腰部 、 大 朋 部 は 極め て シ 




































HOV-10 対 空 レー 


生身 の ゼン トラ ー デ ィ 人 を 取り 
押さ える の に 絶大 な 威力 を 発 
押し た 武器 。 い わ ゆ る 電磁 警 
棒 と し て 使用 で きる 。 








周 絡 ポポ 

スパ ル タ ン の コク ピッ ト は 単座 式 で 、 昇 降 は 機体 
頭頂 部 の ハッ チ か ら 行 う 。 コ ク ピ ッ ト 内 部 は 計器 類 、 
スロ ッ ト ル が 並ぶ 。 左右 前 3 つの 大 型 モ ニタ ー と 前 
下方 の サブ モニ ター を 搭載 し て いる 。 基本 操作 は 左 
右 の レバ ー で 行い つつ 、 他 の レバ ー や スロ ッ ト ル で 
出力 な ど を 調整 する 。 格闘 時 の 細か な 動き の 調節 
は 、 レ バー に つい て いる ボタ ン や アナ ログ ステ イッ ク 
で 適宜 行っ て いた よう だ 。 な お 、 近接 格 闘 な ど で 瞬 
間 的 に 加速 する こと も 多い た め 、 操縦 者 は 4 点 式 の 
フル ハー ネス で 厳重 に 固定 され る 。 



































る ゼン トラ ー デ ィ と の 
格闘 経験 も ある : と っ 
て 、 ス パル タン は | 
な じみ や すい 操 
っ た よう だ 







スパ ル タ ン の バリ エ ン 


ロコ 


2045 年 頃 に シテ ィ フ 
で 開催 され た 「 バ トロ イ 
ドカ ー ニ バル 」 で 目撃 さ 
れ た スパ ル タ ン 。 作業 
用 に 改修 され た と 思 し 
く 、 両 腕 が 掘削 ドリ ル に 
な っ て いる 。 


@⑥1982 ピッ クウ エス ト @1994 ピッ クウ エス トノ マク ロス 7 製作 委員 会 




















チ 前 方 の ペリ スコ ー プ 










右 図 は 2008 年 1 月 に ロー ルアウ ト じ た MBR-07-MkI。 胴体 中 
央 に は 内 蔵 式 の ガン クラ スタ ー を 装備 し て いる 。 少数 が 生産 され 、 
後に 全て の 機体 が Mk スパ ル タ ン に 改装 きれ た 。 ま た 第 一 次 星 
間 大 戦後 に は 、 退 役 し た スパ ル タ ン が 民間 に 払い 下げ られ 、 マ クロ (-( 

ス 7 船団 で は 、 個 人 所 有 の スパ ル タ ン も 確認 され て いる 。 a 





































ント tits 


ヶ 復 と いう 概念 を 持た な い ゼ ント ラー ディ の 戦力 

"は 、 高 度 に 自動 化 さ れ た 兵器 生産 シス テム に よ 
っ て 支え られ て いた 。 そ れ が 銀河 系 の 各地 に 散ら ば る 
工場 衛星 で 、 周 囲 に 掘 用 ロボ ッ ト 船 や 倉庫 衛星 
が 集まっ て ひと つの 生産 拠点 を 構成 し て いた 。 さ ら 
に 、20 ~ 50 の 工場 衛星 が 一 群 を な し 、 ゼ ント ラー デ 
イ の 各 艦 隊 に 戦力 を 供給 し て いた の で ある 。 こ うし た 
工場 衛星 群 は 人 類 の 太陽 系 外 移民 の 道程 で も 発見 さ 
れ て お り 、 移 民 船 団 の 生産 力 と し て 吸収 され る と 同時 
に 、 プ ロト カル チャ ー の 歴史 を 現在 に 知ら し ゆめ て いる 
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メカ ニッ 
工場 衛星 





但 運用 記録 


人 カル チャ ー の 
時 代 か ら 稼働 を 続け 、 兵 器 を 供給 し て きた 。 そ 
の 全容 は 現在 で も 明らか に な っ て いな い が 、 リ ガー ド 
を 生産 する も の で 数 百 万 、 戦 艦 ク ラス の 工場 衛星 で 
も 数 万 が 存在 する ほど (全盛 期 に は 数 十 万 が 稼働 と 推 
測 ) 大 規模 な も の で あっ た よう だ 。 ま た 、 基 幹 艦隊 の 
母艦 を 建造 する 工場 衛星 も 銀河 系 に 数 百 が 存在 し 、 
さら に 工場 衛星 自体 を 生産 する マザー プラ ント が 銀 
河 系 オリ オン 腕 内 に 存在 する と も 言わ れ て いる 。 た だ 
し 、 グ ラー ジ を 生産 し て いた ロイ コン ミ 兵 器 基 の よう 
に 、 長 い 戦争 の 中 で 失わ れ て し まっ た も の も ある 。 

第 一 次 星 間 大 戦後 、 戦 力 の 増強 を 図っ た 統合 軍 は 、 
工場 衛星 接収 を 計画 。 約 半年 の 間 に 行わ れ た 3 回 の 
奪取 作戦 で 、20 以 上 の 工場 衛星 が 統合 軍 の 管轄 下 
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島 工場 条 星 外観 


工場 衛星 の 形状 は さま ざま だ が 、 多く が 大 小 複数 の 生産 プラ ント 
を 連結 し た 構造 を 有する 。 サイ ズ は 生産 する 兵器 に よっ て 異な り 、 
戦艦 建造 プラ ント で 全長 約 5km だ が 、 基 幹 司 令 艦 用 の プラ ント に な 
る と 全長 は 約 500km に も 及ぶ 。 その 巨大 さか ら も 、 生産 力 の 高 さ 
が うか が えよ う 。 ー ィ ョ 人 
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信 レク ケー トノ 格納 庫 


工場 衛星 に は 艦艇 を 収容 する た め の ド ッ ク ゲ ー ト や 
格納 庫 が あり 、 生 産 し た 兵器 の 搬出 に 用 いら れ た 。 











に 置か れ て いる 。 








間 大 戦 終結 後 、 
戦力 増強 、 お 
カ # た め 

の 奏 取 作戦 

se ブリ タイ クリ 

が 指揮 する 部 隊 
れ た 
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人 格納庫 発着 ポー ト 





























工場 衛星 の 生産 シス テム は 規格 化 さ れ た 兵器 の 
量産 を 目的 に 設計 され て お り 、 兵 器 を 少し ずつ 改良 
する 機能 や 限定 的 な 自己 修復 能力 も 備え て いる 。 
生産 シス テム は 変更 が 可能 で 、 統 合 軍 は 奪取 し た 
工場 衛星 で VF や デス トロ イド の ほか 、 地 球 再建 
の 建築 資材 な ど を 製造 し 、 さ ら に 、 戦 艦 用 プラ ン 






















































で は 超 長 距離 移民 船 の 科 装 部 品 も 製造 し て いる 。 
また 、 ゼ ント ラー ディ 兵士 の クロ ー ン を 生産 する 工場 
衛星 も 存在 し て いた と 言わ れ て いる 。 



































人 作業 用 リン グ メ カ 





頒 ラー 装置 


工場 衛星 の 中 に は フォ ー ル ド 装 置 
を 備え て いる も の も あっ た 。 統合 軍 は 
接収 し た 工場 衛星 を フォ ー ル ド 航 行 で 
地球 と 月 の 間 の ラグ ラン ジュ ポイ ント 
に 移動 させ 、 生 産 体 
制 を 整備 し た 。 また 、 
フォ ー ル ド 装 置 を 持た 
ず 、 資 源 が 豊富 な 宙 
域 に 固定 され た も の も 
あっ た と され る 。 





























( 諾 術 艇 区 
工場 衛星 は 防衛 用 武装 を 備え る が 、 そ れ は 宇宙 
塵 の 排除 な ど に 用 いる 程度 の も の だ っ た 。 その た 
































め 、 一 部 の 工場 衛星 に は 護衛 艦隊 が 配備 され た 。 






ガオ 艦隊 の 旗艦 
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賠 メカ ニッ クシ ー ト 
リ pHWHRH-O00-MkI モン スタ ー 


hp、、 \ 














Illustration by Hidetaka Tenjin 


前 音 の 重砲 を 放つ 


@ 機体 解説 


兵器 デス トロ イド の 中 で も 一 際 異 彩 を 放つ HWH-00-Mk 
モン スタ ー は 、 圧 倒 的 友 火 力 を 備え た 、 そ の 名 の 通り 
"怪物 ("の ご と き 機 体 で ある 。。 本 機 は 巨大 異 星人 が 操る 陸戦 兵器 
と の 対決 を 想定 し て 開発 さ べ 補 、 他 の デス トロ イド を 凌 能 する 巨体 
に 多数 の 大 型 火器 を 装備 し て いる 。 そ の 設計 は 重 装甲 ・ 重 武装 を 
基本 コン セプト どす る デス トロ イド の 範 瞳 か ら も 大 きく 逸脱 し て お 
り 、 砲 戦 能 力 の み が 追 家 さ れ た 結果 、 運 用 に 支障 を きた す ほ どの 
運動 性 の 欠如 を 摺 い て いる 。 本 機 の 存在 は 、 オ ー バ ー テ クノ ロジ 

の 入手 を 契機 に 表 出 し た 軍部 の 火力 偏重 思想 を 物語 っ て いる 。 
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メカ ニッ クシ ー ト 


@ 運用 記録 


機 の 設計 が 始ま っ た の は 2000 年 12 月 の こ 
ee ら 005 年 10 月 に よう や く 試 作 に 移行 

当初 の 仕様 (MkI) で は 腕 部 に ミサ イル ラン 
チャ ー は 装備 され て いな か っ た が 、 ら 2008 年 に ロ 
ー ル アウ ト し た 1 号機 は 、 さ ら な る 武装 の 充実 を 図 
る 軍 の 要求 に よっ て 同年 9 月 に MkI の 仕様 で 完成 
する こと と な っ た 。 し か が し 、 開 発 段 階 か わら すでに 運 
用 性 が 疑問 視 さ れ て いた こと も あり 、SDF-1 マク 
ロス が 進 宙 し た 2008 年 時 点 で は 生産 型 ら 機 が 生 
産 さ れ た に と ど ま っ て いる 。SDF- 1 に 搭載 され た 
機体 は 、 の ちの ゼン トラ ー デ ィ 軍 と の 戦闘 で 一 定 
の 戦果 を 残し た 。 ま た 、 そ れ 以 降 に 生産 され た 機 
体 は グラ ンド ・ キ ャ ノン な どの 拠点 防衛 に 配 1 
た が 、 ほ と ん ど が ゼン トラ ー デ ィ 軍 の 軌道 f 
っ て 破壊 され た と 言わ れ て いる 



















され 








HWR-00-Mk I モン スタ ー 





コト 


本 機 の 操縦 は 車 長 と 操車 員 、 機関 砲撃 員 の 
3 名 の パイ ロッ ト に よっ て 行わ れる 。 規模 は 違え ど 、 
設計 思想 が 戦車 の よう な 旧来 の 兵器 に 近い こと 
や 、 超 長 距離 砲撃 を 主体 と する 火器 管制 の 複雑 
さ が 複 数 の 乗員 に よる 機体 制御 の 要因 で あろ う 。 
また 、 運用 コン セプト が 根本 的 に 他 の 機動 兵器 と 
異な る 点 も 、 操縦 系 の 差異 と な っ て 表れ て いる 。 


みみ コクピット 










































































| Eh 


単機 で 戦略 爆撃 を し の ぐ ほ どの 火力 を 発揮 し う 
る 点 が HWH-00-MkII の 特徴 で あり 、 本 機 に 装 
備 さ れ た 2 種類 の 武装 は と も に 長 距 離 射撃 を 目的 
と し て いる 。 一 方 、 近 接戦 闘 は まっ た く の 考 慮 外 
で 、 防 御用 の 武装 さえ 搭載 し て いな い 。 元 よ り 
接近 戦 に 対応 で きる だ け の 運動 性 を 持ち 合わ せ 
て お ら ず 、 そ の アン バラ ンス な 性 能 が 護衛 部 隊 と 
の 連携 を 必要 不可 欠 な も の と し て いる 。 し か し 、 
軍 に と っ て は その 欠点 を 帳消し に する だ け の 破壊 
力 が 本 機 の 有用 性 に 他 な ら な いと 考え られ た の か 
も し れ な い 


み ビ ガー ス 40cm 液体 冷却 式 液体 
推 薬 キ ャ ノン 砲 





の ライ セオ ン LSSN-20G 3 座 装 対地 
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HWR-00-MkIT は その 要求 性 能 を 満た す た め 
に 肥大 化し 、 同 時 期 の 兵器 と は 比較 に な ら な い 
機体 サイ ズ を 有する に 至っ た 。 全備 重量 は 300t 
近く に お よび 、 一 応 の 歩行 は 可能 だ っ た も の の 
機動 性 は 皆無 だ っ た 。 ま た 、 下 の 対比 図 か ら も 





































島牧 人 構造 

HWR-00-MkTI の 型式 番号 は 「Heavy Weight Robot」 に 由来 し て お り 、 そ の 意味 通り 
の 超重 量 級 デ スト ロイ ド と し て の 機体 構造 が 特徴 で る や る 。 デス トロ イド の 歩行 シス テム に 準 
じ た 脚 部 を 有 し て は いる が 、 歩行 用 と いう より も むし ろ 射 撃 時 の 姿勢 保持 の た め の 機 構 に 
近く 、 陸 上 戦艦 な いし は 移動 要塞 を 目指 し た コン セプト を 表し て いる 























八 拉 休 橋 造 2 


HWR-00-MkI の 開発 は ビガー ス と セン チ ネ ンタ ル が 共 
同 で 手がけ 、 両 社 の デス トロ イド 開発 ノウ ハウ が 随所 に 見 ら 
れる 。 な か で も 砲撃 戦 に 特 化 し た 設計 が 反映 され た 機能 が 
豊富 で 、 機 体 各部 に 備え る 可動 式 の 照準 用 カメ ラ は その 
一 例 で ある 。 ま た 、 本 機 の 装甲 は 他 の デス トロ イド に 比べ 
て も 堅 呈 だ が 、 重 量 の 増加 を 招く 要因 と も な っ て いる 
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本 機 の 規格 外 の 巨体 は 一 目 瞭 然 と 言え る 。 
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左 艇 部 に ドッ キン グ さ 
れ た 攻撃 母 艇 ブロ メ テ 
ウス と 共に マク ロス の 
大 き な 防 衛 戦力 と な 
り 、 ゼ ント ラー ディ 軍 
の 猛攻 に 対抗 し た 。 















@ 艦 体 解説 


し ASS- ] が 不時着 し た 南ア タリ ア 島 の 周辺 
海域 に 配備 きれ た 、 地 球 統合 軍 の 強襲 揚陸 艦 で ある 。 
デス トロ イド シリ の 搭載 き 出 貢 を 手 き 5 如 連 用 母 胡 
英 拠 点 に 接岸 後 、 デ 和 還 国 較 部 隊 友 速 所 が | 展開 きる 
と が 可能 と な っ て いた 。 ョ 妨 吉 用 ま 語 K 自 が 循 紀 及 証 

















ルド 弘 の 異 走 に 空母 プロ メ テ ウス と 共に 巻き 込ま れ 、 冥王 星 A a A 

笛 域 に 転移 。 そ の た め 、 艦 尾 を 緊急 改修 し て マク ロス の 右 EE | 

盤 部 に 接続 、 そ の まま 艦 の 一 部 と し て 運用 され た 。 i 
。 語っ Sv 人 還 還 押 了 
“ rt | SSMm。 』 








マフ ロス の 石 庁 "と な っ た 
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SLV-111 ダイ ダ ロ ス 





@ 運 用 記録 


0 ー ル ド に 巻き 込ま れ た ダイ ダ ロ ス だ 
が 、 幸 い に し て 同艦 は 完全 水密 構造 で あっ た た 
め 、 空 気 の な い 宇 宙 空 間 へ フォール ドア ウト し て も 、 
乗員 の 大 多数 は 無事 で あっ た 。 そ の た め 、 マ クロ ス の 
右 船 に ドッ キン グ さ れ た 後 も 、 簡 単 な 改修 で 宇宙 空間 
で の 運用 に 対応 で きた よう で ある 。 ダ イダ ロス は マク 
ロス 艦上 を 防衛 する デス トロ イド 部 隊 の " 家 " と し て 運用 
され 、 そ の 堅 定 な 構造 は 、 ゼ ント ラー ディ 軍 の 度 重 な 
る 攻撃 に 耐え 続け た 。 ま た 艦 首 を 敵艦 に 突き 入れ る 強 
計 「 ダ イダ ロス : ア タッ ク ]」 は 、 第 一 次 星 問 大 戦 を 通 
じ 、 数 隻 の ゼン トラ ー デ ィ 艦 艇 を 破壊 し て お り 、 最 終 防 
衛 ラ イン を 突破 され た 後 の マ クロ ス の 最後 の 切り 札 と 
し て 活用 され た 。 そ の 後 2012 年 の マク ロス シテ ィ 防 
衛 戦 に お いて 、 カ ムジ ン の 乗っ た 中 型 砲艦 の 突撃 に 巻 
きき 込ま れ 、 マ クロ ス の 右 航 ブ ロッ ク と も ども 大 破 し て い 
る 。 

















偽 ライ タロ ス ア タッ ク 

ダイ ダ ロ ス ・ ア タッ ク は 、 強 襲 揚陸 艦 と し て 建造 され 
た ダイ ダ ロ ス の 頑健 な 構造 と と マク ロス の 防衛 機構 
ピン ポイ ント ・ バ リア を 利用 し た 近接 攻撃 戦法 で ある 。 
発案 者 は 、 マ クロ ス の 航空 管制 官 で ある 早瀬 未 沙 
中 尉 で あり 、 以 来 、 彼 女 が ダイ ダ ロ ス ・ ア タッ ク の オ 
ペレ ーション の 指示 を 担当 し て いる 。 バ リア を 集中 さ 
せ た ダ イダ ロス の 艦 首 を 敵艦 に 突き 刺し 、 敵 艦内 部 
で 艦 音 ハ ッ チ を 開放 、 待 機 し て いた デス トロ イド 部 隊 
の 一 斉 射撃 で 敵艦 を 内 部 より 破壊 する と いう 戦法 で 
ある 。 一 見 、 テ 荒唐無稽 な 戦術 で は ある が 、 マ クロ ス 
と ダイ ダ ロ ス を 接続 する 右 航 ブ ロッ ク の 突入 する タイ ミ 
ング や 、 デ スト ロイ ド 部 隊 の 展開 する 機会 な ど は コン 
ピュ ー タ ー に よる 入念 な シミ ュ レ ーション に 基づい て い 
た と され る 。 


























( 法 7ZSETS 


強襲 揚陸 艦 で ある ダイ ダ ロ ス の 艦 体 の ほ 
と ん ど は 、 デス トロ イド の 格納 スペ ー ス に 充て 
られ て いる 。「 箱 ] と で も 言う べき 艦 の 構造 は 、 
艦 全体 の 頑健 さ に も 繋が っ て お り 、 ダ イダ ロ 
ス ・ ア タッ ク に よる 敵艦 へ の 突撃 を 繰り 返し て 
も 、 艦 全体 の ダメ ー ジ は 比較 的 軽微 で あっ 
た と 言わ れる 。 な お 艦 体 下部 の 数 箇所 に 見 
られ る フィ ン は 、 艦 の 「 能 ] で あり 、 マ クロ ス 
と の ドッ キン グ 以 降 は 、 基 本 的 に 艦内 に 収 
納 さ れ て いた よう で ある 。 
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ゼン トラ ー デ ィ 軍 艦隊 の 猛攻 を 凌ぐ た め 、 早 瀬 撃 し 、 ま ず 敵 艦 の 装甲 を 破壊 。 直 後に 、 デ スト ュ 
未 沙 中 尉 の 提案 で ダイ ダ ロ ス ・ ア タッ ク を 初め て ロイ ド 部 隊 に よる 一 斉 射撃 を 行い 、 敵 艦 を 撃沈 ロス の 「 両 腕 
実行 し た 。2000m 級 の ス ヴ ァ ー ル ・ サ ラン に 突 1 


させ る こと に 成功 し た 。 5 ジン | 
¥} ; | @ E SN、 マク ロス の 両 般 に は 、 宇 宙 空 母 ア ー ム ド が 
設置 され る 予定 で あり 、 ダ イダ ロス 、 プ ロメ テ 
ウス の 設置 は まっ た く の 予 想 外 で あっ た 。 だ 
が 、 強固 な 艦 体 構造 と ビ ピン ポイ ント ・ バ パリ ア を 利 
用 し た ダイ ダ ロ ス ・ ア タッ ク の 考案 も あり 、 ゼ ント 
ラー ディ 軍 と の 戦闘 に 欠か せな い 重 要 な パー ツ 
と な っ た の で ある 。 ん 


と 2 。 
| デス トロ イド 運用 艦 と し て の 優れ 
| た 構造 も 艦 を 大 きく 支え だ 。 





























頒 秩 約 上 
柚 5 ダイ ダ ロ ス の 格納 庫 は 二 層 式 と な っ て お り 、 デ スト 庫 内 に は 、 交 換 用 の パー ツ も 潤沢 に 用 意 さ れ て お り る 
ダ ダ ロ ス . ア 0 弱点 ロス 1 一 層 式 と な つっ 5 り 、 デス トロ に は 、 交 パー ツ も 潤沢 に 用 】 $ り 、 ロメ テウ ス を 装備 し た マク ロス 
i タッ ク の 弱 イド の 整備 ・ 補 給 ・ 出 撃 を 効率 よく 行う こと が で きた 。 メ これ ら を 用 い 、 マ クロ ス 艦内 に て デス トロ イド ・ フ ァ ラ ンク 














ダイ ダ ロ ス ・ ア タッ ク は 、 基 本 的 に は 敵 の 意 2009 年 11 
表 を 突く 近接 攻撃 で あり 、 そ の 戦法 を 知る も 
の に 対し て は 多用 で き な い 。 実際 、 ブ リタ イ 
艦隊 の 記録 参謀 エキ セ ド ル は 、 マ クロ ス の 戦 
闘 パタ ー ン を 分 析 し た 結果 、 旗 艦 ノ プティ ・ バ 
ガニ ス に わざ と ダイ ダ ロ ス ・ ア タッ ク を 行う よう 仕 
向け 、 艦 首 に 待機 させ せ て いた 機甲 部 隊 を 逆 に 
マク ロス 艦内 に 突入 させ る と いう 作戦 を 成功 さ 
せ て いる 。 また アタ ッ ク の タイ ミン グ を 誤り 、 ダ 
イダ ロス が 敵艦 を 貫通 し て し まう 場合 も あっ た 。 


ン テ ナ ンス を 行う た め 、 屋根 に は クレ ー ン な ども 備わる 。 


ス の 開発 も 行わ れ た 。 











4 本来 、 マク ロス の 両 航 
に 装備 され る 予定 だ っ た 
アー ム ド 級 宇宙 空母 
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盆 能 体 解説 


VS-101 プ ロメ テウ ス は 、 地 球 統合 軍 が 可変 戦闘 機 
「。 (以下 、VF) の 運用 を 行う た め に 建造 し た 超大 型 
潜水 空母 で ある 。 発着 艦 が 同時 に 可能 な アン グル ド デ ッ 
キ 、 作 業 性 に 優 禄 た 開放 式 格 納 庫 を 採用 し 、 約 150 機 
も の VF を 運用 まる 能 丸 を 誇っ て いる 。 特 に 開放 式 格納 庫 
の 開口 部 は や "宇宙 空間 で は VF の 発着 口 と し て も 使用 が 
可能 で a VF の 迅速 な 展開 に 大 きく 貢献 し た 。 ら 00g 逢 加 
月 、SDF-* マ クロ ス の フォ ー ル ド に 巻き 込ま 編 護 証 塁 軸 
域 に 転移 し た 同艦 は 、 累 急 措置 ご 軸 還 説 外科 の 左 艇 司 
接続 され 、 以 降 は VF の 母艦 軸 員 放 四 炎 の 攻防 の 要 な 
な っ た 。 
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所 属 と 地球 統合 軍 エン ジン » 原子 カ 
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働 第 価格 造 


@ 運用 記録 


SS- 1 地球 落下 の お よそ 6 年 後に あめ た る 西暦 
en 1 月 に 空母 プロ メ テ ウ ス は 就航 し 
て いる 。 そ の 後 、2009 年 2 月 の マク ロス 進 宙 式 
典 の 警護 の た め 、 同 艦 は 南ア タリ ア 島 の 海域 に 配 
備 さ れ 、 マ クロ ス と ゼン トラ ー デ ィ 軍 と の 戦闘 に 巻 
き 込 まれ る こと と な る 。 冥 王 星 宙 域 に て マク ロス の 
左 艇 に 接続 され て 以降 、 プ ロメ テウ ス は 150 機 強 
の VF を 運用 で きる 空母 と し て の 能力 を 遺 憎 な く 発 
揮 し 、 マ クロ ス の 防空 戦力 の 拠点 と し て 機能 し た 。 
度 重 な る 補修 を 受け つつ 第 一 次 星 間 大 戦 を 生き 残 
っ た 同艦 は 、 カ ムジ ン が 反旗 を 翻 し た 第 一 次 マク ロ 
ス : シ ティ 防衛 線 を も 耐え 抜い た 。 



















人 と 前 方 
宇宙 で は 、 艦 條 
進 口 か ら も バル キ ! 
細長 い 艦 底部 に は スク リ 
型 翼 を 備え 、 本 来 は 艦 の 推進 部 と 
し て 機能 し た 。 






















敵 用 に 使わ れ た 


みみ エレ ベー ター 





| マ ア レス ティ ング - フ ッ ク 



































































アレ ステ ィング - 
パー ニシ 5 人 る 重要 機関 で 、9 量 設置 され て いる 。VF を 最大 2 機 
を 持ち 、 格 納 庫 か ら 甲 板 、 甲 板 か ら 格納 庫 へ の VF 
ここ 
頒 能 信 @ 家族 

半 潜水 型 空母 と し て 洋上 で の 運用 を 想定 し て あみ 甲板 サイ ド 上 方 甲板 サイ ド 下 方 みみ バルキリー 発進 用 通路 マク ロス と の 連絡 通路 

いた プロ メ テ ウス は 、VF の 発着 に 対応 する 大 型 Pp 区 ] | FY spFisoox ジグ 
の 甲板 を 備え て いた 。 艦 の 格納 庫 か ら エ レベ ー タ | 旨 % カ タバ ルト スプ レー タダ 《⑳⑩ ミサ イル ファ ルコ ンス プリ ント シス テム (エレ ベー ター N | SY /| 接続 部 2 宮内 は 車両 で 移動 する こと 


ー で VF を 甲板 上 に 移送 で きる 機構 の ほか 、VF ( 和 長 名 対空 ミサ イル ) っ て いた 。 
の 発着 を サポ ー ト する カタ パル ト や アレ ステ ィング ・ 
ワイ ヤー シス テム な ど を 持ち 、 円 滑 な VF の 運 
可能 と し て いた 。 ま た 、 防 衛兵 器 と し て 2 種 の 
サイ ル シ ス テム を 装備 。 敵 勢力 へ の 対応 が 区 


れ て いる 。 
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A 
FN 
マク ロス と の ドッ キン グ に 伴い 、 プ ロメ テウ ス 
の 艦 尾 が 改修 され 、 連 絡 通路 が 整備 され た 。 


a 





因 
N 





RIM-116 RAM MK49 ラ ンチ ャ ー 
(近接 対空 連射 ミサ イル ) 











AE N 


4 ロロ ッ ア パソ) | 


1 コ = 
2031 年 公開 の 映画 「 愛 ・ お ぼ え て いま す 
か で も 、 プ ロメ テウ ス の 姿 は 描か れ て いる 。 
だ が 、 劇 中 で は SDF-1 と は ドッ キン グ せ ず 、 
ゼン トラ ー デ ィ 軍 が 行っ た 衛星 軌道 上 か ら の 
攻撃 で 大 破 し た 状態 で 登場 し た 。 








「 一 条 輝 と 早瀬 
> 末 沙 が 、 漂 着 し 
議 | た 地球 で ダイ ダ 
ロス と 共に プロ 


Me 
ーー 
J 
トコ し メ テ ウ ス の 残 豚 
を 発見 する と い 


置 さ れ て お り 、 ファ イタ ー 形 
の 機 首 な ど を 吊り 下げ る 
と 



















ここ か ら の 発進 も 可能 で ある 
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働 格 和 庫 ン エレ ベー ター 


可変 戦闘 機 ( 以 下 、 VF) の 発着 を 想定 し て 開発 さ 








れ た プロ メ テ ウ ス の 艦内 に は 、VF の 出撃 や メン テ ナ 
ンス 、 パ イロ ッ ト の 乗降 な ど が 行え る 格納 庫 が 複数 
設置 され て お り 、150 機 以上 の VF が 搭載 可能 と な っ 
て いる 。 これら 格納 庫 は エレ ベー ター を 通じ て 甲板 
上 と 繋が っ て お り 、 円 滑 な VF の 発着 と その 運用 を 実 
現し て いた 。 西暦 2009 年 、 期 せ すず し て SDF-1 マク 
ロス に ドッ キン グ し て 運用 され る こと に な っ た プロ メ テ 
ウス だ が 、 対 ゼ ント ラー ディ 戦 に お いて 、 こう し た 効率 


、 左 朋 部 に 
ター を 設置 し て いる 。 エレ 


VF の 発着 を 管理 する 拠点 と 
し て 機能 し た プロ メ テ ウ ス 。 
ゼン トラ ー デ ィ の 急 嘩 な ど 、 
緊急 時 に も 速やか な VF の 
発着 が 可能 と な っ て いた 。 


の 第 1 格納 庫 (第 ら 、 第 3 エレ ベー ター 周辺 ) 
















































(Q 第 1 エレ ベー ター 
3 第 6 エレ ベー ター 








第 2、 第 3 エレ ベー ター の 出入 り 口 付 近 。 出撃 の 決ま っ た 
VF は 、 フ ァ イ タ ー 形 態 で 格納 庫 か ら エ レベ ー タ ー へ と 移動 す 
る 。 格納 庫 は 艦 首 、 艦 尾 側が 格納 区 画 、 そ し て 第 2、 第 3 エ 
レベ ー タ ー が ある 中 央 部 が 整備 区 画 と し て 機能 し て いる 。 点 
線 部 は 第 2 格納 庫 で ある 。 

な お この 区 画 は 、 開 放 区 画 と な っ て お り 、 宇 宙 空 間 で の 運 
用 時 に は 、 区 画 内 に 空気 は 存在 し て いな い 。 その た め 、 整 備 
員 や 管制 スタ ッ フ は 気密 服 を 着用 し て 各種 作業 に 当たる こと と 
な る 。 慣れ な い 気密 服 で の 作業 用 に 、 費 密 な 作業 手順 の マ 
ニュ アル が 作ら れ た と され る 。 








気密 服 を 着用 し た まま 燃料 補給 、 名 種 
点検 を 行う 整備 スタ ッ フ 。 稲 内 の 人 工 
重力 に より 、 作 業 自体 は 重力 下 と 同様 
に 行う こと が 可能 だ っ た 。 


由 
エレ ベー ター か ら 艦 外 へ と 出 て 行く 
VF-1 を 見 送る 整備 スタ ッ フ 。 第 一 次 星 
間 大 戦 当時 は 写真 の よう な 気密 服 が 一 








の 第 1 格納 庫 ( 第 8 エレ ベー ター 付近 ) 
第 2 エレ ベー ター 付近 か ら 艦 首 方 向 を 見 た 第 1 格納 庫 内 














部 。VF を 固定 する た め の フ ッ ク の ほか 、 天 井 に は 機 首 な ど を 
吊り 下げ て 移動 させ る クレ ー ン が 設置 され て いる 。 簡単 な 整備 
は ここ で 行え た よう で ある 。 また 、 パ イロ ッ ト は 通常 、 こ の 周辺 
で VF に 乗降 する 。 

プロ メ テ ウ ス の 艦内 は 人 工 重力 が 働い て お り 、 海 上 で の 運 
用 の よう に 、 波 で 揺れ る と いう こと は な か っ た が 、 逆 に 人 工 重 
力 の 不調 や 、SDF-1 の 変形 な どの 不慮 の 事態 に 備え 、VF-1 
は 重力 下 で の 運用 時 と 同様 、 ワイ ヤー で 固定 され て いた 。 
発進 に 備え 、 固 定 用 ワイ ヤー を 外さ れ 
た VF-1 。 戦 闘 中 に SDF-1 が 変形 する 


際 は 、 作 業 員 総 出 で 再 固定 の 作業 に か 
か っ た と いう 





ンジ ン ジーン 








重力 下 で の 運用 時 と 同様 、 待 機 時 の 


VF-1 の 着陸 聞 に は 「 四 止め 」 が 央 ませ 計 必 
られ て いる 。 tN ! 
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の 第 1 格納 庫 エア ロッ ク 








"NC TN 





















































第 1 格納 庫 と SDF-1 の 居住 区 画 と を 繋ぐ 
エア ロッ ク 。 ひ と つの エア ロッ ク 内 に は 最大 
5 人 まで 入る こと が 可能 で 、 扉 が 閉鎖 され る と 
エア ロッ ク 内 に 空気 が 満た され る 。 使用 時 
に は 、 区 画 上 部 の 警告 灯 が 明 減 する 。 








扉 の 開閉 に は 区 画 中 
央 の ボタ ン を 押す 。 
興 は 気密 室 に な っ て 
お り 、 扉 を 閉め た 後 
に 室内 に 空気 が 満た 
され 、 空 気 の あ る 区 
画 へ 移動 可能 と な る 。 


相 急 時 に は 区 画 左 
右 の 壁面 に ある 緊急 
ロッ ク を 引い て 、 扉 
を 密閉 する 。 








像 ) 蘭 備 工場 / 艇 内 設備 


格納 庫 や エレ ベー ター と いっ た VF の 発着 を 担う 設備 
だ け で な く 、 プ ロメ テウ ス に は VF の 補修 や メン テ ナ ン ス 
を 行う 大 規模 な 整備 工場 が 設け られ て いた 。 その ほ 
か 、 ア ー マ ー ド 装備 の VF 用 に 備え られ た シス テム な ど 、 
多種 多様 な タイ プ が 存在 し た VF を 包括 的 に 運用 で き 
る 機能 を 有 し て いる 。 ま た 、SDF-1 マク ロス と の ドッ キ 
ング を 実現 する に あたり 、 艦 の 後方 部 が 急速 改造 され 、 
マク ロス 居住 区 と の 連絡 路 が 新た に 作ら れ て いる 。 
気密 ブロ ッ ク 内 に 設置 され た 
整備 工場 。 大 型 の クレ ー ン 車 
な ど が 搬入 され て いた ほか 、 
天井 に も 整備 用 の 作業 機器 が 
蘭州 えら れ て いた 。 





装甲 板 の 溶接 、 溶 断 な ど は 、 
空気 の ある 区 画 の 方 が 効率 的 
に 作業 で きる た め 、 損 傷 の 激 
し い 機 体 が 優先 的 に 運び 込ま 
れ 、 整備 され た 。 


み ア ー マ ー ド バルキリー 乗降 シス テム 

VF-1 の 発着 時 、 パ イロ ッ ト は 基本 的 に は ファ イタ ー 
形態 で 機体 に 昇降 する が 、 バ トロ イド 形態 で 固定 さ 
れる アー マー ド パ ッ ク 装 備 時 に は 、 専 用 の 昇降 シス 
テム を 用 いら れる 。 この シス テム は 、 デス トロ イド の 
昇降 シス テム を 流用 し た も の と 思わ れる 。 








































イイ RS 


ジン クー デン 































可動 式 の 通路 を 使う こと で 、 ア ー 
マー ド バ ッ ク を 装備 し た VF-1 に 直 
接 乗り 込む こと が で きた 。 





静 國 江 軸 避 マ 
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アー ム た だ マク ロス に 改修 され た 
“ 戦 言 字 岳 空 尋 
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ゞ 
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@ デ ー タ 
艦載 航空 機 > ロッ キー SF-3A ラン サー ログ ノー スロ ム 








ーー フー ム ド は 、SDF-1 マクロ ス と の ドッ キン グ 機 構 を 持ち 、 
ノ サブ シス テム と し て の 運用 が 期待 され て いた 宇宙 空母 
で ある 。 本 艦 は 当初 、 宇 宙 戦 闘 機 用 の 軌道 ステ ーション と し 
て 開発 され た が 、 途 中 で マク ロス 戦略 シス テム の 一 環 に 組み 
入れ られ 、 全 面 的 な 改修 が 施さ れ た 。 こ れ に より 、 マ クロ ス 
甘 が 付与 され た ほか 、 装 甲板 や ビー ム 砲 、 ミ サイ 


















る 。 ら 2009 年 の SDF- 1 マク ロス 進 宙 式典 の 時 点 で 番 艦 ま 
し (8 番 艦 まで 進 宙 目前 で めった )、 そ の 直後 に 出現 し 
た ゼン トラ ー デ ィ 軍 と の 戦い に も 運用 され た 
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頒 能 休 邊 和 
ラグ ラン ジュ 5 に 建造 
され た 前 線 ス テー ショ ン 
アド home アム BRE, TU 
ド 01 と 、2 番 艦 の アー ム ド 02 は 、 コ 可変 戦闘 機 武装 群 を 増設 し 、 戦 闘 
(以下 、VF) の 試験 飛行 用 ステ ーション と し て も 運用 に も 対応 する 現状 の ス ルアー ム ド 01 和 方 
され た 。 こ こ で 有 艇 が 優れ た 汎用 性 を 証明 し た た め 、 数 。 タイ ル と な っ た 。 内 部 構 i 
隻 の 宇宙 駆逐 艦 と 共に 哨戒 艇 隊 に 加わ る こと と な っ 造 は ほぼ 変更 が な く 、 戦 
た 。2009 年 、 ゼ ント ラー ディ 軍 の 棚 撃 を 受け る と 、 問 機 用 の ハン ガー と 束 
re > = こ 5 。 備 デ ッ キ は その まま 流 
軸 域 に 展開 し て いた ら 隻 が 、 艦 載 機 の ラン サーI な ど し て いた と 見 られ る 。 
を 出撃 させ て 応戦 。 だ が 戦力 差 が 大 きく 、 ら 隻 と も 撃 
破 さ れ て いる 。 









































みみ アー ム ド 02 ら 2 マーキング 











ング が 付け られ て い | 


集 
戦 
た る 。 ア ー ム ド 01 と | 





人 アームド 0] 底部 
イル ラン チャ ー な 























アー ム ド へ の 改修 時 に 設置 され た 武装 が 、 誘 導  w 発 射 品 
集束 ビー ム 砲 と 、 大 型 ・ 中 型 の ミサ イル ラン チャ ー で 也 
ある 。 こ れ に より 、 本 艦 は 艦隊 戦 に も 対応 する 攻撃 
力 を 確保 し た 。 









の 一 種 で 、 ブ プリ タイ や エキ セ ド ル な ど 、 
ディ を 驚か せる ほど の 破壊 力 を 持 











の 大 型 対 能 ミサ イル 発出 シー クエ ンス 者) 誠 度 李 







アー ム ド に は 、 無 人 戦闘 機 の ゴー スト 、 有 人 戦闘 ノー スロ ム QF-3000E ゴー スト 


機 の ラン サーIL、 そ し て VF-1 も 搭載 され て いる 。 本 
艦 は これ ら の 艦 の 空母 ・ 司 令 部 と し て も 機能 し た 。 


ロッ キー SF-3A ラン サーI 
ビー ム 砲 備え た 有人 宇 
宙 戦 樹 機 で 、 ア ー ム ド 01 に は 
78 機 を 搭載 し て いた 








ミサ イル 内 蔵 の バー 
けし 対し て 





滅 に 挑ん 
撃破 され て し まっ た . 
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と ロ ら 8 ロ 


宇 牛 能 逐 族 


@ デ ー タ 
所 属 ト 地球 統合 軍 


開発 下品 OS 


し H = | 
| | rmmme | 


、 空虚 重量 調査 中 











| 
| 


宇宙 駆逐 艦 mpi | 


了 チ 后 軍 昌 力 材 


財 の 中 胡 を 燈 う 


初 の 府 太 反応 炉 論 載 励 


旬 判明 し て いる 艇 名 
と オー ベル ト 








オー バー テク ノロ ジー を 応用 し た エエ 
ン 反応 弾 装備 と 機動 力 、 攻 
撃 力 は 申 | ト よい が 、 軽 量化 に 伴っ 
て 装甲 は 薄く 脆弱 で ある 。 











SS-1 の 落着 に より 、 太 陽 系 外 で 異 星人 同士 の 
争い が 起こ っ て いる こと を 知っ た 人 類 は 、 統 合 
政府 を 樹立 し 、 防 衛 体制 の 強化 を 図っ た 。 そ の 一 環 
と し て 開発 され た の が 、 熱 核 反応 ロケ ッ ト エ ンジ ン 搭 


載 の 宇宙 駆 腕 艦 で ある 。 


宇宙 駆逐 艦 は 2003 年 4 月 、 


L (ラグ ラン ジュ ) -5 の 工業 ステ ーション に て 建造 が 


開始 され 、 ら 年 後 の 2005 年 3 月 に 一 


番 艦 オ ー ベ ルト 


が 就役 。 以 後 、 大 量 生産 され 、 第 一 次 星 間 大 戦 開戦 
時 に は 相当 数 が 配備 され た 。 簡略 化 され た 構造 に よ 


り 量産 性 は も ちろ ん 、 機 





動 性 に も 優れ た 艦 で ある 。 








Imays Legoaa 
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@ 運用 記録 


デコ 四 駆逐 艦 は 一 番 艦 以降 、2G005 年 6 月 に 二 番 
艦 ゴ ダー ド 、9 月 に は 三 番 艦 ツ オ ルコ フス キー 
が 就役 。 以 後 、 来 る べき 異 星人 と の 交戦 に 備え 、 相 
当 数 の 艦 が 建造 され た 。 し か し 、 宇 宙 駆 逐 艦 は 、 
2009 年 の 第 一 次 星 問 大 戦 を 待た ず に 初陣 を 飾る こ 
と と な る 。 ら 005 年 9 月 、 反 統合 軍 組 織 に より ハイ 
ジャ ッ ク さ れ た 三 番 艦 ツ オル コフスキー は 、 火 星 か ら 
の 帰還 船団 を 攻撃 。 初 め て の 砲火 は 、- 地 球 統合 軍 自 
身 に 向け られ た の だ 。 こ の 事態 に 対し 、 統 合 軍 は 二 
番 艦 ゴダード を 派遣 。。 反 応 弾 で 議 番 艦 を 撃沈 し 、 事 
件 を 鎮圧 し て いる s。、 あ な みこ の と き 、 二 番 艦 の 艦 
長 を 務め た の が のち 信 マ クロ ス の 艦長 と な る ブル ー 
ノリ グロ ベル 大 佑 《 当 時 ) で あっ た 。 
第 一 次 星 間 太 戦 開戦 時 、 宇 宙 駆 逐 艦 は 地球 衛星 軌 
道上 を 中 心 か な り の 数 が 配備 され て いた が 、 そ れ ら 
は ブリ タイ 艦隊 と の 初 接 触 に よっ て 大 損害 を 被っ て し 
まう 。 た だ し 、 反 応 兵器 の 運用 に よっ て 、 確 認 で きる 
だ け で も 10 隻 以上 の 敵艦 を 撃沈 し て お り 、 統 合 軍 本 
部 の 想定 以上 の 戦果 を 残し た と 言え よう 。 
そし て 、 ボ ドル 基幹 艦隊 の 地球 総 攻撃 で は 、 残 存 
する 125 隻 の 宇宙 駆逐 艦 が 応戦 に 当たっ た が 、 敵 の 
圧倒 的 な 戦力 の 前 に 、 わ ず か 5 分 で 壊滅 の 憂さ 目 に 
遭っ た 。 結果 、 宇 宙 駆 巡 艦 は 、 月 面 ア ポロ 基地 の 防 
衛 任務 に 就 いて いた 数 隻 の み が 残 っ た と され る 。 





























司 


ボド ル 基 幹 艦隊 の 地球 
総 攻 撃 時 、 残 存 艦隊 と 
な っ た 1825 隻 の 宇宙 駆 
逐 艦 が 迎撃 する も 、 圧 
倒 的 戦力 差 の 前 に わ ず 
か 5 分 足ら ず で 壊滅 し て 
し まっ た 。 





へ 関連 事 項 1 


地球 統合 軍 宇 宙 軍 


1 コ コ 

地球 統合 軍 は 、 異 星人 と の 接触 お よび 交戦 を 
想定 し 、 宇 宙 軍 を 設立 。 ASS-1 を 修復 改造 し 主 
力 艦 と する プロ ジェ クト を 開始 する 一 方 、 こ の 主 
力 艦 を 根幹 と する 防衛 シス テム の 構築 を 図っ て い 
た と され る 。 当初 の 予定 で は 、201 1 年 を 目処 に 
マク ロス 、 お よび アー ム ド 01 一 08(01、02 は マク 
ロス に ドッ キン グ )、 そ の 他 、 相 当 数 の 宇宙 駆逐 
艦 を 月 お よび ラグ ラン ジュ ポイ ント に 集結 させ 、 哨 
戒 任務 に 当たら せる 予定 で あっ た 。 し か し 、 異 星 
人 と の 戦い は 2009 年 に 勃発 。 大 艦隊 を 集結 さ 
せる 前 に 大 戦へ と 突入 し 、 宇 宙 軍 の 戦略 構想 は 
も ろく も 崩れ 去っ た 。 た だ し 地球 総 攻撃 時 の ボド 
ル 基 幹 艦隊 は 、 総 数 500 万 隻 を 超え る 圧倒 的 な 
戦力 を 誇っ て お り 、 仮 に 宇宙 軍 の 構想 通り の 戦 
力 が 整っ て いた と し て も 、 防 衛 シ ステ ム が 有効 に 
働い た か どう か は 疑問 が 残る 。 

















島 放 
中 口径 と 大 口径 の 固定 ビー ム 砲 各 2 門 と 対 艇 ミサ 小型 対 艦 ミサ イル 
イル 18 基 を 備え る 。 対 艦 ミ サイ ル に 用 いら れ た 反応 た ーー—/ 

















弾 RB-5 は 、 爆 発 威力 を 20 ~ 100kt の 範囲 で 設定 
で き 、 最 大 威力 な ら ば 1 発 で ゼン トラ ー デ ィ 軍 の 標準 
戦艦 を 行動 不能 に する こと が 可能 だ っ た 。 





y 六連 装 ミ サイ ル 
ラン チャ ー ( 計 3 基 ) 








頒 第 休 橋 造 


全長 は 約 200m。 機動 性 に 優れ る が 、 装 甲 は 宇 
宙 艦 艇 と し て は 脆弱 で あっ た 。 エ ンジ ン に は 反動 推 
進 ク ラス ター シス テム ( 熟 核 反 応 ロ ケッ ト エ ンジ ン ) が 
採用 され て いる 。 こ れ は マク ロス の 機関 技術 を 解析 
し て コピ ー し た も の と 言わ れる 。 



































⑲ 大 口径 固定 ビー ム 砲 

⑯) 音 部 六連 装 ミ サイ ル ラ ンチ ャ ー 
策 用 エン ジン 

9 89 用 ブー スタ ー ロ ケッ ト 

※ 通 常 は 艦 底 の 巡航 用 を 、 戦 闘 時 や 高 機動 を 必要 と する 場合 は 、 艦 尾 の 戦闘 用 ブー スタ ー@ を 使用 する 

























画 宇 宙 軍 編成 構想 
戦艦 SDF-1 マ クロ ス (1 隻 ) 


『』 戦艦 SDF-2 メ ガロ ー ド (1 隻 ) 





宇宙 空母 アー ム ド 01~08 (8 隻 ) 


『』 宇宙 駆逐 艦 ( 多 数 ) 
EE NE I EE a 


上 艦載 航空 兵器 

QF-3000E 

ゴー スト 

SF-3A ラン サーI : a 


@1982 ビッ クウ エス ト 











Dea-o8 





@ 機体 解説 


「 変 戦闘 機 (VF) の 開発 に よっ て 想定 され る 異 星 人 と の 
交戦 に 備え た 統合 軍 は 、 一 方 で VF の 支援 と 連携 を 想 
定 し た 低 コ スト 兵器 の 開発 を 先行 させ た 。 そ の 成果 が 、 無 人 
戦闘 機 QF-3O00E ゴー スト と 、 宇宙 突撃 戦闘 攻撃 機 SF-3A 
ラン サーI で ある 。 と も に OTM( オ ー バ ー テ クノ ロジ ー オ ブ 
マク ロス ) が 導入 され た これ ら の 機体 は 、 統 合 軍 の 戦術 構想 
を 支え る と 同時 に 、VF 開 発 の 基礎 技術 発展 に も 寄与 し た 。 
そし て 次 星 間 大 戦 に お いて VF が 脚光 を 浴び る 中 で 、 こ 
な 戦果 を 積み 重ね て いっ た の で ある 。 





















yQF-3000E ゴー スト 


VF と の 運 間 を 想定 し た 


続 台 軍 戦 賠 焼 


SF-3A ラン サーI 


@ サイ ズ 比 較 























1 一 五 べ と VE-HS プ ノコ ジー ビ ヨ 000-dD・ 





ョ オニ ナー Im 議 //『】=7J 記 了 -/ 












と ター レル 


@ 運用 記録 
003 年 に 原型 機 が 初 飛 行 、2004 年 末 に 量産 


ee マク ロス 戦略 シス 
テム の 一 環 を 担っ て 運用 され た 。 だ が 、 第 一 次 星 間 大 
戦 の 対 ボ ドル 基幹 艦隊 戦 で 大 多数 が 失わ れ 、 戦 後 は 
100 機 祭り し か 残ら な か っ た と 言わ れる 。 一 方 、 ア ー 
ム ド 宇 宙 空 母 の 艦載 機 と し て 開発 され た SF-3A は 、 宇 
軍 軍 の 主力 と し て 対 ボ ドル 基幹 艦隊 戦 ま で に 1500 機 
以上 が 量産 され 、 戦後 も 運用 が 継続 され た と いう 。 











プロ メ テ ウ ス の アン グル ド 
デッキ か ら 発進 する QF- 
3000E。 早瀬 未 沙 が 乗っ た 
シャ トル を 護衛 する 任務 な ど 
こも 運用 され た 。 











供 SF3A 


アー ム ド 宇 宙 空 母 の 艦載 機 と し て 開発 され た 宇宙 
突撃 戦闘 攻撃 機 。 オ ー テ ッ ク 社 製 の 反応 推進 シス テ 
ム 0TM を 搭載 し 、 完全 な 一 撃 離 脱 フ ライ ・ バ イ 戦 闘 を 
前 提 と し た 初期 加速 偏重 の 設計 が な され て いる 。 


用 SDF-1 の 艦載 機 と し て も 運用 







アー ム ド 宇 宙 空 母 か ら 発進 する 
SF-3A。 発進 後 は 最大 加速 で 
敵陣 に 突入 し 、 一 撃 離 脱 の の ち 
に 推進 剤 を 使い 果たし て 慣性 飛 
行 に 移行 、 母艦 に 回 収 され る 。 


の 武装 

















chani_ heet 


QF-3000E ゴー スト ノ /SF-3A ラン サーI 











貸 GF-3oooE 


ノー スロ ム 社 の 開発 に よる 全 領 域 無人 戦闘 機 。 
OTM コ ンピュータ シス テム を 搭載 し て いる 。 機体 制 
御 は 半 自 律 型 人 工 知能 と 母艦 (ある い は 管制 機能 
有する 母 機 ) か ら の 遠隔 操縦 に よっ て 行わ れる 。 





人 る 極 超 音 速 り フ テ ィ ング ボディ 構造 が 特 
徴 で 、 VF-1 よ り も 大 型 の 機体 で ある ( 最 
大 離陸 重量 は 311) 















で 、 開 
、 本 
間 の 機動 特性 
は 、 VF-X の 開発 に 活か され た 。 


離陸 の 直後 に 垂直 上 昇 を 行う QF- 
3000E。 無人 機 な ら で は の 優れ た 機 
動 性 を 活か し た 挙動 で ある, 





「 語 マ ウザ ー55mm 機 関 砲 


固定 武装 と し て マウ ザー55mm 機 関 砲 を 機 


装備 を 必要 と し な い 無 人 機 の 特性 と 、 ペ イロ 
ー ド の 大 き さ が 、 こ の よう な 重 武装 を 可能 と 
し て いた 。 








回 ビフォー ズ 多 目的 ミサ イル 
機体 側 部 ユニ 


“ミサ イル 


AS 


ッ ト に は ビフォー ズ 多 目的 ミサ 


ム 上 は ラン ディ ング ギア と 着陸 フッ ク 






勢 を 取る QF-3000E. 
3 基 が 内 蔵 さ れ て いる 

















前 面 投 射 面積 が 小さ 
く 、 対 艦 
ショ ン に お い 
還 率 を 示し た 





人 ^ 機 苗 上 部 と ビー ム 砲 碁 部 に バー ニア ベ 
ルト 、 機体 後部 左右 に 高 機動 バ ズ 
ル を 備え 、15G 以 上 の 回 避 運 動 が 








cl 
戦闘 以外 を 担う 宇宙 作業 艇 も 開発 され て お 
り 、4 基 の 軽 作業 ハン ド と 1 基 の 重 作業 ハン ド 
を 有する グラ ナ モ ・ ス パイ ダー・ バ ッ グ が マク ロ 
ス 艦 外 で の 作業 に 従事 し た 。 i 





「 向 捜 索 ・ 照 準用 レー ダ 


機体 上 部 に は バネ ル 状 の 捜 





用 レー ダー を 備え る 。 こ の レー ダー 
は 角度 を 変更 する こと が 可能 と な っ 
て いる 。 ま た 、 レー ダー 手前 の 機体 








| 上 ーー) | よ 和 に コク ビ ツ が 位置 し て い e。 
国連 装 大 型 
ビー ム 機 関 砲 4 [2 _- ] 
ハワード 長 射 程 荷電 粒子 ビ 固 大 型 ミ サイ ル 射 出品 回 照準 カメ ラ | 


固定 武装 の 大 サイ ル に 











し 、 突撃 加速 nl 射 口 を 配 し て 
キャ パシ ター に よる 数 回 の いる 。 ビ ー ム 砲 と 合わ せ た 
減 力 発 射 の み 可 能 で ある 。 | 総合 的 な 火力 は 非常 に 高い 。 


2 衣 3 | 





目視 戦闘 は 考慮 され て お ら ず 、 






主眼 を 置き 、 ド ッ グ ファ イト を 想 
定 し て いな いこ と が うか が える . 


ム ミ サイ ル 














@⑥1982 ビッ クウ エス ト 


D51-08 


と ロ ル E ロ 


続 馬 還 衣 空 半 nh 


相 M め て 高い 汎用 性 を 有する 可変 戦闘 機 (VF) は 、 実用 化 か ら ほ ど な く し て 航 


al を 欧 る 含 軍 の 謝 ンジ Bf アガ / 空戦 力 の 主役 と な っ た 。 し か し 、VF は あく まで 戦闘 機 の 範 量 に ある 兵器 で 、 
大 空 / | = = 局面 に 応じ た 通常 兵器 と の 連携 運用 が 継続 され る こと と な る 。 特 に 早期 警戒 の 分 
ジル 野 は 、 専 用 の 機材 を 搭載 し 、 偵 察 に 特 化し た 機体 の 独壇場 で めった 。 第 一 次 星 


間 大 戦前 後 の 統合 軍 に お いて は 、 ES-11D キャ ッ ツ : ア イ や EC-33B ディ スク ・ 
セン サー な ど が その 役 を 担い 、 戦場 の 目 と し て 活躍 し た 。 後 年 に は これ ら の 戦術 
的 役割 も VF に 託さ れる こと に な る が 、 当時 は 運用 コス ト の 面 な ど を 考慮 し て 既存 
の 技術 に よっ て 開発 され た 債 察 機 が 選択 され た の だ っ た 。 こ うし た 支援 兵器 の 働 
き が 、 統 合 軍 の 戦術 を 支え て て いた の で ある 。 

























グラ モア ES-11D 

早期 警戒 機 キ ャ ッ ツ アイ 
内 外 両 用 の 早期 警戒 機 。 
に 探査 能力 を 有 し て お り 、 
主 に 索敵 任務 に 運用 され た 。 





















こ 際 ES-11D は 第 一 次 星 間 大 戦 末 期 、 ゼ ン マッ ク ネ ル ドグラ ー 社 製 の 偵察 機 EC- 
トラ ー デ ィ か ら の 停戦 使節 の 護衛 に も 33B。 偵 察 任務 は も ちろ ん 、 友 軍機 の 
参加 し た 。 管制 や 情報 処理 も 行え た 。 





カム ジン の 部 隊 を 発見 で き な か っ た 。 





狐 護 車 号 詳 る 
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" 
」 
"1 
n 
ゴ 
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chani_ heet 


メ ク 
了 統合 軍 航 空 機 








作 2 モア ES-11D 早期 警戒 機 キ ャ ッ ツ アイ 
グラ モア 社 が 開発 し た 早期 警戒 機 (AEW) で 、 偵 


介 運用 記録 
察 機 と し て は 珍し く 前 進 買 構造 が 採用 され て いる 。 機 


人 VF や デス トロ イ 体 上 部 に 円 盤 杖 レー ダー アン テ ナ 、 機 首 下 部 に 重力 
ド が 主戦 力 と し て 投入 され る 一 方 、 早 期 警戒 機 探知 機 を 備え 、 通 常 索 敵 範囲 は 1.000km 以 上 を 誇る 
も それ ら と 連携 する 形 で 盛ん に 運用 され た 。 な か で も (宇宙 空間 索敵 モー ド で は 探知 範囲 が さら に 拡大 され 
ゼン トラ ー デ ィ 軍 の 矢面 に 立た され た SDF-] マク ロス る )。 ま た 、 主 翼 中 央 に 推進 剤 タン ク と 一 体 化し た 宇 
で は 、 早期 警戒 機 が 必要 と ざれ る ケー ス が 頻繁 に 発生 宙 用 推進 器 を 装備 し て お り 、 大 気 圏内 外 で の 運用 が 
し 、 ES-11D キャ ッ ツ - イ が 偵察 任 務 に 就く こと が 可能 だ っ た 。ECM 用 機 や 先導 機 ヒ し て も 活 
多かっ た 。 主 な 運用 例 と し で は 、 放 棄 さ れ て いた 火星 

サラ 基地 周辺 の 哨 葉 や ペレ ー ダ ー 機 能 が 著しく 制限 さ 

れる 小惑星 帯 の 偵察 な ど が 挙げ られ る 。 ま た 、 NM 




























































































































終結 直後 に は EOF33B ディ スク ・ セ ン サ ー の よう な 早 パ 
期 警戒 管制 機 の 運用 局面 が 増え る こと に な っ た 。 ボ ド 
ル 基 幹 艦 隊 の 総 攻撃 で 地球 上 の 軍 施 設 が ほぼ 壊滅 し 、 
指揮 系 統 が 寸断 され て いた た め 、 移 動 指揮 所 と し て の 
早期 警戒 管制 機 が 重要 と な っ た の で ある 。 反乱 分 子 
の 胎動 も 、 そ の 状況 に 拍車 を か け て いた と 言え よう 。 

















時 力 探知 機 先 尾 細 宇宙 用 推進 剤 タン ク ウィ ング レッ ト 











AN 8 


捕らわれ た キャ イ 


ロ 








スカ ル 中 隊 と 編隊 を 組 
ん だ EC-33B。「 チ ェ シ 


ー 統合 軍 で 運用 され た マッ ク ネ ル ・ ド グラ ー 社 製 の 大 
前 送 し た 小 惑 星 幕 の 偵察 住 務 で は 、ES-11D | 価格 大気 囲 内 膨 基 区 管制 機 (AW 
が ゼン トラ ー デ ィ 軍 の サン プル 捕獲 作戦 の 標的 ACS) と し て の 性 能 を 備え 、 機 体 後 部 の レー ダー ア 
と な る 事態 に 陥っ た 。 こ の ケー ス で は 、 ゼ ント ラ ン テ ナ は 1.000km 以 上 の 探知 範囲 を 有 し て いる 。 機 
ー デ ィ 軍 の 艦 窒 射撃 で SDF-1 の 広域 レー ダー が 内 に は 大 型 の モニ タリ ング ルー ム が 設置 され て お り 、 友 
破壊 され 、 さ ら に 戦闘 散乱 し た 小惑星 の 破片 軍機 の 管制 や 情報 処理 を 行う こと が で きる 。 ま た 、 不 
に よっ て 近 距 離し ー ダ ー の 効果 も 制限 され て い 整地 面 へ の 着陸 も 可能 で 、 整 備 が 進ま な い 第 一 次 星 
た 。 敵 の 動き を 探る に は 偵察 機 を 出す し か な く 、 間 大 戦 直後 の 地球 に お ける 作戦 行動 で 活躍 し た 。 
それ を 逆手 に 取ら れ た の で ある 。 また 、 敵 機 と の 


交戦 を 想定 し て VF-1 バル キリ ー の 一 個 小隊 が 
護衛 に つい て いた が 、 こ れ も 陽 動 に よっ て 分 断 さ 
せら れ て いた 。 手 の 内 の こと ご と く < を 見 透 か さ れ 、 






































早瀬 未 沙 中 尉 を 乗せ た ES-11D は 敵 に 捕獲 され 
て し まう 。 偵察 機運 用 の セオ リー が 、 ゼ ント ラー 
ディ 軍 の 術中 に は まる 結果 と な っ た の で ある 。 





ゼン トラ ー デ ィ 軍 に 追い 
込ま れ て 小惑星 の 破片 に 
衝突 し 大破 し た ES-11D 
は 、 ゼ ント ラー ディ 軍 の 
回 収 艇 に 捕獲 され る 。 








衝突 事故 で 後部 座席 の バ 
イロ ッ ト は 死 記 。 前 部 座 
席 に 搭乗 し て いた 早瀬 中 - ーー 
尉 は か ろう じ て 生 き 残 っ た / 4 モニ タリ ング ルー ム 
が 、 敵 の 捕虜 と な っ た 。 \ コ ⑮ モ ニタ リン グル ー ム 。 右側 に は オペ レー タ 席 が 、 左 右 壁面 上 部 に は モニ ター が 並 記 
@ 未 沙 の コン ソー ル 。@ コ クビ ピッ ト 側 か ら 見 た モニ タリ ング ルー ム 








@⑥1982 ビッ クウ エス ト ロコ 1- ロ BB 










へ 本 結合 軍 が 運用 し た 


可動 式 
お り 、 VTO 





マ SC-27 STAR GOOSE 
(スタ ー グ ー ス ) 
SON W 補任 










| 
で 一 BBB 有朋 Ba 


VC-33 MOM 'S KITCHEN( マ ムズ キッ チン ) 


グラ マー 社 製 の 小型 VTOL 





oto 西暦 2009 年 
に ゼン トラ ー デ ィ 軍 が 姿 を 現し た 後 も 、 その 機体 
特性 に 応じ て 様々 な 任務 に 投入 され た 。 人 員 や 物資 を 
輸送 ・ 運 搬 する 輸送 機 や 大 気 圏 脱出 ・ 突 入 を 可能 と す 
る シャ トル 、 大 気 圏内 戦闘 用 の へ リコ プター や 航空 機 
な ど 、 そ の 種類 は 多岐 に 及 ん で いた 。 こ の うち 、 数 種 
の 輸送 機 や シャ トル は 、SDF-1 マク ロス の 艦載 機 と し 
て 運用 され 、 乗員 の 輸送 な ど に 使用 され て いる 。 





を 用 いて 早瀬 末 沙 大 
/J・ グ ロー バル 
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Py 統合 軍 輸 送 機 / 航 空 機 








W 偽 SC.27 スタ ー ク ー ス 1 

但 運 用 記録 大 気 園内 外 の 往復 が 可能 な マイ クロ シャ トル で 、 = | 
SDF-1 マク ロス に 搭載 され て いた 。VIP 再 

ー バ ー テ クノ ロジ ー(OTM) 導 入 以前 の 技術 で シー ト に は 耐圧 ・ 耐 放射 シェ ルター を 備え る 。 
製造 され た これ ら 航 空 機 群 は 、 第 一 次 星 間 大 戦 
以前 か ら 、 地 球 統合 軍 の 軍事 力 を 支え そ て いた 。 戦 闘 
へ ヘリ な ど は 対 ゼ ント ラー ディ 戦 に も 投入 され た が な す 
すべ な く 敗 れ 、 可 変 戦闘 機 (VF) に その 役割 を 譲っ て 
いる 。 一 方 で 、 輸 送 機 や シャ トル は 戦場 の 後方 で その 






















性 能 を 発揮 し て いる 。 


マラ ン デ ィング ギア は 
3 基 備 え 
で の 着陸 が 可 
て いた 













VTOL 機構 を 持ち 、 場 所 を 
問わ ず 容易 に 離発着 が で き 
る 輸送 機 群 は 、 第 一 次 星 間 
大 戦中 の みな ら ず 、 終 戦後 
も 活躍 し た 














信 vc-27 タニ - 

マム ズ キ ッ チ ン に 比べ 一 回 り 大 きい 輸送 機 。 
アラ スカ の 統合 軍 総 司令 部 か ら SDF-1 マク ロス 
に 物資 な ど を 輸送 し た と み ら れ る 。 





双発 式 の エン ジン を 備え た 小型 輸送 
機 。SDF-1 マク ロス の グロ ー バ ル 艦 長 
と 早瀬 大 尉 を 統合 軍 本 部 に 移送 し た 。 














4 A 機 体 の 垂 直 離 B 
は 、 左 図 の よう に エン ジン ノン し = 
ー ル を 90 度 下方 に 可動 させ る 同様 、 工 下方 に 向け る こ で 

構造 と な っ て いた と で 垂直 離陸 着陸 が 可能 と な る ES 















作 ドラ コッ 
統合 軍 が 第 一 次 星 間 大 戦 以前 に 運用 し て い 
た 主力 戦闘 機 。 ロイ ・ フ ォ ッ カー は カラ ー リ ング 
の 若干 異な る 専用 機 (写真 左端 ) を 用 いた 。 


島 テン シャ 
L・V・T 社 が 開発 し た 艦上 攻撃 機 。 空母 で の 


運用 を 想定 し 、 底部 に 着 艦 ブッ ク を 備え る 。 SDF- 
1 マク ロス へ の 物資 補給 に 使用 され た 。 


























































像 理加 へ リコ プター シー サー ジュ 
ツィ オ コ ル フス キー 社 が 開発 し た 戦闘 < " 
へ ヘリ 。 シー・ サ ー ジ ェ ン ト は 対 潜 ・ 多 用 途 艦 ュー 


反 統 合同 盟 カリ ョ ー ビ ン 
上 ヘリ で 、 コマ ンチ ェ ロ は 戦闘 攻撃 能 上 へ fC rk に 1 
Ca 


リ で ある 。 人 
= め 


a rN 
マコ マン チェ ロ = デー SE 4 

ーーー. = = 4^ 反 統合 同盟 が 運用 

プ し て いた 戦闘 機 で 、 型 

式 番号 は MIM-31。 機 

首 下 に 35mm ガ トリ ン 
グ 砲 を 備え る 。 
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と w の 、= ゴ 計 呈 事 の 活動 を 補助 する 


和合 定 両 "人 々 な 特 球 























ムク ラウ ラー DL-88 セン チ ピ ビード コン テ ナ 仕 様 車 
低 重力 下 で の 走行 も 可 
荷台 に は 複数 の コン 






@ 機体 解説 


オー バー テク ノロ ジー の 入手 に よっ て 、 
イコ 統合 軍 の 正面 戦力 は 新た な 技術 と 着 
想 に 基づく 兵器 へ と 置き 換え られ て いっ た 。 
し か し 、 新 技術 が 統合 軍 の 運用 体系 全て を 
革新 し た わけ で は な い 。 特に 、 異 星人 と 直 
接戦 闘 を 行わ ず 後 方 で 戦力 を 支え る 兵 中 当 
門 な ど で は 、 安 価 で 信頼 性 の 高い 既存 の 軍 
用 車両 が 運用 され 続け た 。 そ れ ら は 非常 に 
多様 で あり 、 統 合 軍 と いう 組織 の 巨大 さ を 
物語 っ て いる 。 























YGN XM-3008 ジャ ン キ ー 
大 気 圏内 外 両用 の 6 輪 バギー。 前 後 
こ 分 割 され た 車体 は 連結 部 で 
面 の 走行 に 適し て いる 。 












人 車両 部 隊 が 配備 








思 車 暗 
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上 統合 軍 車 両 
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これ ら は マク ロス で 運用 され た 整備 車両 や 連絡 用 


介 運用 記録 
車両 で 、 用 途 に 特 化し た 特殊 車両 が ほとん ど で あ る 。 


生生 一 次 星 間 大 戦 当時 の 統合 軍 が 運用 し た 軍用 車 。 セント ラー ディ 軍 と の 戦い に お いて は 、 出 撃 が 相 次 
両 は 、 兵 癌 や 治安 維持 を 目的 と し た も の が 多 ぐ VF-1 部 隊 を 支え る 裏方 と し て マク ロス の 戦力 維持 
い 。 こ れ は 陸上 兵器 の 主戦 力 が デス トロ イド や バト ロ に 貢献 し た 。 
イド に 移行 し 、 戦 車 の よう な 従来 の 装甲 戦闘 車両 の 戦 
力 的 意義 が 薄れ つつ あっ た こと に も 関係 し て いる 。 
特に 、 可 変 戦闘 機 (VF) と デス トロ イド の 配備 が い 
ち 早 く 進め られ た SDF- 1 マク ロス で は 、 そ れ ら を 補 
助 す る た め に さま ざま な 種類 の 艦載 車両 が 運用 され 、 
必要 に 応じ て 艇 内 工 厳 で の 増産 も 行わ れ た と 考え ら 
れる 。 全 長 1.2km に も 及ぶ マク ロス の 艦内 で は あら 
ゆる 作業 が 大 スケ ー ル 化し て いた た め に 、 艦 の 運営 
を 支え る 補助 車両 の 重要 性 が 増し て いた と 言え る だ ろ 
う 。 マ クロ ス の 艦載 兵器 と 言え ば VF-1 シ リー ズ を 真 
っ 先 に 思い 浮か べ る で あろ う が 、 こ れ ら の 軍用 車両 も 
れっきとした 艦載 兵器 と し て 活躍 し て いた の で ある 。 
































































































“ムセン チ ネ ンタ ル 
M-299 シュ ガー フッ ト 



































テク ノロ ジー が 発達 し た 統合 軍 に お いて も 歩兵 の 
役割 は 重要 で あり 、 彼 ら を サポ ー ト する た め の さ ま ざ ま 
な 軍用 車両 が 存在 する 。 な お 、 軍用 給食 車両 な ど 
は 戦災 に 見 舞 わ れ た 民間 人 の 支援 に ちあ て られ た 。 


EH 


治安 維持 や 医療 活動 を 担っ た 軍 警 察 (MP) や 還 
の 医療 機関 に は 、 専 用 の 車両 与え られ て いた 。 
これ ら は も っ と も 日 常 生活 に 密着 し た 類 の 軍用 車両 | 
と 言え る 。 < 
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マ 軍 用 給 a 
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メカ ニッ クシ ー ト 
p SDF- ] マク ロス 





人 類 が 初め て 手 に し た 
ブー バー デ ク ン ロジ ー 





ノヽ 、 長 1.2km に 及 記 巨大 な 戦闘 構造 物 、SDF- 1 は 、 正 確 (SUPER DIMENSION FORTRESS- 1 ) で ある 。 こ れ は 墜 
に は 人 類 自ら の 技術 よる お の で は な い 。 19998 年 、 落 船 か ら 星 間 戦 争 の 痕跡 が 発見 され た こと に より 、 来 る べき 

に 異 星人 ⑦⑳ 宇 宙 戦 盤 ( メ ルト ラン ディ 軍 中 型 砲 艦 異 星人 の 襲来 に 対抗 する た め の 戦 力 が 要 と され た た め 

オー バー テク ノロ ジー (以下 OTM) の 塊 の 措置 で あおっ た 。 な お 、 中 型 砲艦 の ダメ ー ジ が 大 きか っ た た 

て の 艦 を 、* 統合 軍 の 対 異 星人 用 兵器 開発 計画 に 基 づ め 、 主 砲 、 機 関 部 な ど 一 部 の 流用 に と ど ま っ て いる 

寺 、 お よそ 10 年 を が け て 修復 と 改装 を 施し た も の が SDF- 1 


















※ テ デー タ は 要 誠 型 時 の も の 但 サ イズ 比較 ー 













0 | 
ン ・ ノ ズル クラ ス し _ 
ーー 全開 発 系 譜 区 










































@ 運用 記録 


ー フ ー ム ド O01.08 と の 連結 作業 の 途中 で ゼン ト 
/ ラー ディ 軍 の 攻撃 を 受け た た め 、 租 装 や 性 能 
が 未完 了 の まま 民間 人 を 伴い 出航 せ ざ る を 得 な 
か っ た SDF- 1 。 さ ら に OTM に よる トラ ブル (フォ ー 
ルド シス テム の 事故 ) の 結果 、 太 陽 系 外縁 部 へ の 漂 
流 を 余儀 な くさ ぐれ て いる 。 そ の 後半 年 を か け て 地 
球 へ 帰還 し た 際 に メル トラ ン デ ィ 軍 と の 戦闘 に より 
主砲 が 全 損 。 修 復 が 叶わ ぬ ま ま ボ ドル ザー 艦隊 と 
最終 戦闘 に 直面 し た が 、 こ れ を くぐり 抜け た 。 
SDF- 1 の 運航 に は 直接 要員 だ け で ら 万 数 千 人 
も の 人 員 を 必要 と し 、 関 係 者 の 家族 や サー ビス 要 
上 員 を 含め た 場合 は 8 万 数 千 人 一 一 都市 規模 の 人 口 
と な る 。 な お 、 大 艦橋 内 部 は 地球 の 技術 で 新設 さ 
れ た ブロ ッ ク で あり 、 メ イン ブリ ッ ジ で は 艦長 の ブ 
ルー ノリ グローバル 以下 、 主任 オペ レー ター で あ 
る 早瀬 未 沙 、 主 任 火 器 管制 官 で あめ る クロ ー デ ィ ア ・ 
ラサ ー ル 、3D キ ャ プ コ ム 担 当 の ヴァ ネッ サレ イア ー 
ド 、 艦 内 管制 担当 の キム : キ ャ ビ ロ フ と シャ ミー ミリ 
オム ら が 、 艦 の 運用 を 担っ て いた 
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人 Pb SDF- | マク ロス 
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主砲 で ある OTM 艦 





や 副 砲 の OT 超 高速 電磁 レー ルキ ャ ノン 4 門 ( 図 











首 砲撃 シス テム 1 門 (B 





図 





A) 




















B) な ど 、OTM を ) 
や ロケ ッ ト 砲 な どの 通 








いた 武装 を 
常 兵器 (写真 ) も 無数 に 備 





心 に 、 ミ サイ ル 











え 、 ま さ し く 要塞 並 の 高い 火力 を 誇っ て いる 






















艦 の 中 枢 で ある ブリ ッ ジ は 開放 式 の 多層 構造 
で 、 運 行 を 統括 する メイ ン ・ ブ リッ ジ ( 艦 長 を 含め 
) と 複数 の サブ ・ ブ リッ ジ で 構成 され る 。 
また 、 前 面 に は 大 型 可 動 ス クリ ー ン を 備え る 。 














6 名 で 運 




















SDF-1 は 多数 の 艦載 機 を 、 ア ー ム ド 01・02 を 
中 心 と し て 運用 し 、 敵 機動 兵器 に 対抗 し た 。 艦 載 
機 は 主 に バル キリ ー と デス トロ イド に 大 別 さ れ 、 前 
者 は 主 に 航空 ・ 宇 宙 戦 に 、 後 者 は 地上 戦 及 び 艦 
の 直 衛 に 運用 され る 。 これ ら は 艦内 の 工 語 で 生 
産 で き 、 損 耗 し た 機体 の 補充 も 進め られ て いた 。 








































艦内 管制 








マル テコ ソリ ソール 


" 強 攻 型 へ の トラ ンス フォ ー メ ーション を 要する 。 








デス トロ イド 
( 左 図 : モ ンス ター) 
( 右 図 : ト マ ホ ー ク ) 























′ 要塞 型 

SDF-1 の 巡航 形態 は 要塞 型 と 呼ば れ 、 動 力 系 の 
ヒー ト ・ パ イル シス テム ・ ク ラス ター、 重 力 制御 系 の グラ 
ビ テ ィ : コ ント ロー ル ・ ク ラス ター、 超 時 空 航行 系 の フォ ー 
ルド * シ ステ ム ・ ク ラス ター の 各 OTM 機 関 に よっ て 稼働 す 
る (フォ ー ル ド ・ シ ステ ム は 事故 に より 消失 )。 ま た 、 噴 射 
推進 系 に も OTM が 用 いら れ て お り 、 巡 航 シ ステ ム の ほ 
と ん ど が 墜落 艦 の 流用 で ある 。 な お 、 本 形 
ん どの 固定 武装 が 使用 可能 で あり 、 通 常 戦闘 な ら ば 
十分 に 可能 だ が 、OTM 艦 首 砲 撃 シ ステ ム の 発射 に は 

















































強 攻 型 


墜落 船 の モジ ュー ル 構 造 を 踏襲 し た (技術 的 に せ ざ 
る を 得 な か っ た )SDF-1。 こ の 各部 が 独立 し た 構造 は 
艦 全体 の 生存 性 を 高め る と 同時 に 、 フ ォ ー ル ド ・ シ ステ 
ム の 消失 に よっ て 寸断 され た OTM 艦 首 砲撃 シス テム 
の エネ ルギー バイ パス を 再 接続 する 解決 案 に も 繋が る 
こと に な る 。 それ が トラ ンス フォ ー メ ーション と 称 され る モ 
ジュ ー ル の 組み 換え で あり 、 こ れ に よっ て SDF-1 は 強 
攻 型 と 呼ば れる 人 型 に 近い 形態 に 変形 する 。 こ の 機 
構 は 人 類 が 独自 に 付与 し た も の で あり 、SDF-1 の 大 
半 を 占め る OTM か ら は 独立 し た 機能 だ っ た 。 
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@ 機体 解説 


009 年 月 、 冥王星 宙 域 に デフ ォ ー ル ド し 、 突 然 の 航海 を 始め る こと と な っ た SDF- 1 マクロ 
< フォ ー ル ド 時 の 損傷 に より 、、 艦 首 砲撃 シス テム へ の エネ ルギー 伝達 が 不能 と な っ た 。 こ れ 
に 対し マク ロス 軍部 は 、 艦 の 各 ブ ロロ ツク を 組み 替え 、 主 反応 炉 か ら 主 砲 へ の 導線 を 確保 する こと を 急 主 要 ク ルー 
発案 し 、 実 戦 で の 主砲 発射 ls 成功 よる 。 その 後 こ の "組み 替え "は 、「 ト ラン ス フ ォ ー メ ーション 」 と 
命名 され 、 艦 の 制式 シス の バ と さ 材 た が 、 作 業 の 炉 雑 さや 推進 系 へ ( 内 重力 場 や 業務 
へ の 被害 な ど が 生じ る だ め 、 艦 内 宮部 門 の 評判 は 最悪 で お っ た 。 な お 、 組 み 替 え 後 の 形態 は 人 型 
特 の フォ ル パ と な が が 、 軍 部 は これ を 「 強 攻 3 し 、 運 用 上 必須 の 形態 で ある こと を 
象 付け よう と し て いい 





















印 












カカ ニック タ シ ー ト 
SDF-1 マク ロス 





SDF-1 マク ロス の 構造 上 の 特徴 は 、 オ ー バ ー テ 
クノ ロジ ー (以下 OTM) と 人 類 の 既存 技術 の 混在 
に ある 。 異 星 人 の 艦艇 を 修復 し て 建造 され た 本 艦 は 、 
OTM の 完全 な 解析 が な され な いま ま 改 装 が 進め られ 
た た め 、 運 用 が 開始 され た 時 点 で も 把握 で き て いな 
い 部 分 が 多々 あっ た 。 それ を 既存 の 技術 に よっ て 補 
うこ と で 、 か ろう じ て 運 用 で きる 状態 に な っ て いた の 





























で ある 。 要 寒 型 か ら 強 攻 型 へ の トラ ンス フォ ー メ ー シ 
ョ ン は その 最たる 例 で あり 、 原 型 艦 の モジ ュー ル 構 
造 を 人 類 の 技術 で 組み 替え る と いう 強引 な 設計 と 発 
想 は 、 不 安定 な OTM を 御 す る た め に あら ゆる 手段 
が 採ら れ た 本 艦 を 象徴 し て いる と 言え よう 。 
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み SDF-1 マク ロス 構造 図 








外部 構造 
大 艦橋 3 主砲 (OTM 艦 首 砲 撃 シ ステ ム ) 副 砲 (OT 超 高速 電磁 レー ルキ ャ ノン ) 
© アー ム ド 01 ③ アー ム ド 02 
内 部 構造 
軍事 区 域 一 般 区 域 ( 住 宅 街 / 食 料 生産 ブロ ッ ク ) 一 般 区 域 (繁華 街 ) 
動力 部 
メイ ン 反 応 妨 メイ ン リ アク ショ ン エ ンジ ン 


上 昇 用 サブ リア クシ ョ ン エ ンジ ン / 重力 制御 シス テム 





大 艦橋 。 


SDF-1 の 頭脳 で ある 大 艦橋 は 、 下 部 中 央 に 管制 中 
枢 た る ブリ ッ ジ を 配 し 、 そ の 周囲 に レー ダー 類 を 併設 し て 
いる 。 吹き 抜け 4 階 建 の ブリ ッ ジ は 、 艦 長 や 主任 管制 
官 が 指揮 を 執る メイ ン ブ リ ッ ジ を 頂点 に 、2 箇 所 の サブ ブ 
リッ ジ で 艦内 各 セ クシ ョ ン を 管轄 する 指揮 系 統 が 採ら れ 
て お り 、 そ の 能力 は 一 軍 の 司令 部 に も 等 し い 。 な お 、 
ブリ ッ ジ 前 面 は 大 窓 と な っ て いる が 、OTM 新 素材 の 採 
用 に より 、 外 部 装甲 板 に 匹敵 する 強度 を 誇っ て いる 。 





























メイ ン ブ リ ッ ジ サブ ブリ ッ ジ 
9 大 型 可動 スク リー ン ( メ イン ブリ ッ ジ 用 ) 
9 大 型 可動 スク リー ン (サブ ブリ ッ ジ 用 ) 

ブリ ッ ジ 部 ウィ ンド ウ 

























4 ブリ ッ ジ 谷 服 図 


@1984 ビッ クウ エス ト 
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メカ ニッ クシ ー ト EO 01 
SDF- 1 マク ロス 0 


ブリ ッ ジ 構造 

SDF-1 マク ロス の 大 艦橋 下部 前 面 に は 、 吹 き 抜 
け の スペ ー ス に メイ ン ブ リ ッ ジ と 2 つの サブ ブリ ッ ジ が 
配置 され て いる 。 メ イン ブリ ッ ジ の スタ ッ フ が 艦 全 体 
の 指揮 と 発令 を 行い 、 そ れ に 従っ て サブ ブリ ッ ジ が 
各部 門 を 分 担 し て 管轄 する と いう シス テム が 採ら れ て 
いる 。 ま た 、 前面 に は メイ ン ブ リッ ジ 用 と サブ ブリ ッ ジ 
用 の 2 基 の 大 型 可動 スク リー ン が 設置 され て いる 。 
ブリッジ 側面 図 

















































サブ ブリ ッ ジ : 3 
大 型 可動 スク リー ン \( @ 


リッ ジ 、 右 中 央 が 上 部 





| 
i 
+ 


う 。 メ イン ブリ ッ ジ は 若干 上 


られ て いる 。 ま た 、 大 8 


ブリ ッ ジ (後方 ) 上 





か ら 大 秀 橋 全体 
ター 用 0 
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SDF-1 マク ロス 








貸 メイ ン フ ラフ リッジ 


SDF-1 の 中 枢 で ある メイ ン ブ リ ッ ジ で は 、 艦 長 以下 6 





みみ メ イン ブリ ッ ジ 配置 図 





名 の スタ ッ フ が 艦内 各部 門 の 統合 指揮 に 携わる 。 規模 4 
は 大 きく な い が 、SDF-1 で も っ と も 重要 な 部 署 と 言え る 。 


メイ ン ブ リ ッ ジ で は 早 
瀬 未 沙 や クロ / 
ラサ ー ル と いっ た 主 
任 オ ペレ ー タ ー が 艦 
の 運行 を 取り 仕切 る 





7 














キテ ッ ー ト 藻 メ コツ ー ル ⑲ 


角 内 管制 メイ ソコ ン ソー ル 





メイ ンコ ン ツ ソー 




















の ブリ ッ ジ 配置 図 | 
PF ペン | 
| メイ ン ブ リ ッ ジ 
| サブ ブリ ッ ジ Q 
| サブ ブリ ッ ジ ⑧@ 























艦長 の ブル ー ノ -J・ グ ロー バル が 座る 
席 だ が 、 他 の オペ レー ター 席 に 比べ る と 計 1 
特に 大 型 の 機器 は 設け られ て いな い 。 用 
SDF-1 の 管制 シス テム が 高度 に 分 化 さ | 
れ 、 艦長 の 役割 が 戦略 的 思考 や 最終 | 
的 な 判断 が 主 で ある こと を 表し て いる 。 











© 操 艦 メイ ンコ ン ソ ー ル 











航法 と 火器 管制 を 行う コン ソー ル で 、 
主任 管制 官 は クロ ー デ ィ ア ・ ラ サー ル 。 | 
メイ ンコ ン ソ ー ル 上 方 に 設け られ た オー 【 
バー ヘッ ドコ ン ソ ー ル は 、 角 度 を 変え る 
こと も で きる 。 シー ト は な い が 、 折 り 晴 
み 式 の 腰掛 けが 備え られ て いる 。 











⑮ 航空 管制 メイ ンコ ン ソ ー ル 2 











= a Be | 
ーー つ < ぼぼ = 演 
航空 隊 の 戦闘 管制 を 担う コン ソー ル IM 2 メオ に へ ボー | 
の で 、 早 瀬 未 沙 が 主任 管制 家 を 務め る 還 re コン ソー ル 内 表示 ① | 
艦内 に 設け られ た 臨時 モニ ター・ コ ン ソ ー ル 。 (コー ル サ イ ン は 「 デ ル タ 1」)。 操 能 コ ; | 臣 
「 ミ ン メ イ ・ ア タッ ク ] 時 、 リ ン ・ カ イフ ン が ステ ー ン ソ ー ル と 左右 対称 の 位置 に 置か れ 、 [ め ゆ 前 0 
SN 基本 構造 も 同じ だ が 、 メ イン コン ソー ル アン スス オー バー ヘッ 
ーー | の 機器 に 若干 の 違い が 見 られ る 。 コン ソー ル 内 表示 



























フロ ア 外 に 張り 出し た スク リー ン が 特 | 
徴 の CAPCOM(Capsule Communi- 
cator 三 通信 担当 官 ) 用 コン ソー ル で 
同時 に レー ダー 監視 も 行う 。 主 に ヴァ 門 
ネッ サ ・ レ イア ー ド が 担当 し た 。 シ ー ト は 國 硬 
前 後に スラ イド が 可能 。 L 」 

















93 面 の スク リー ン を 備え る オペ レー ター ルー ム で 、 マ ネー ジ 
ャ ー の リン カイ フン が カメ ラ 操 作 な ど を 担当 し た 。 





艦内 管制 メイ ンコ ン ソ ー ル 








メイ ン ブ リ ッ ジ 後部 に 2 席 が 左右 対称 
で 配置 され て お り 、 艦 内 管制 を 分 担 し 
て 行う 。 正面 に 9 分 割 の 大 型 ス クリ ー 
ン を 備え る 。 通常 は キム ・ キ ャ ビ ロ フ が 上 
右 航 側 、 シ ャ ミー ・ ミ リオ ム が 左 般 側 の 
オペ レー ター を 務め る 。 
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Illustration by Hidetaka Tenjin 





性 だ け の 巨人 族 メ ルト ラン ディ は 、 独 請 の 技術 に 

基づく 兵器 を 運用 し 、 形 ポト ラミ ディ に 匹敵 する 
戦力 を 構築 し た 。 そ の 一 例 が 高 性 能 婦人 士官 用 戦闘 倍 
力 機 「 ク ァ アド ラン 」 シ リー 区 で あの “その 高速 高 機動 タイ 
プ が "ロー で ある 。 : 球 機 は 優 衝 た 空間 戦闘 能力 を 発揮 し 
て メル トラ ンマ の 力 を 栓 ント ラー ディ 軍 、 地 球 統合 軍 、 
両 軍 に 広く 知ら し ぬ め 。 中 で も メル トラ ン デ ィ 軍 随 一 の 
エー スパ イロ ッ 尺 ミリ ア 6398 が 駆っ た 真紅 の 機体 は 、 
多大 な 戦果 を も っ て 本 機 の 性 能 を 実証 し た の で ある 。 











主要 パイ ロッ ト 
マン 
































メル トラ ン デ ィ の 笠 る 記 動 型 / い ルス ズー シ 





Desaoa 


る / メカ ニッ カシ ー ド 
EV 部 5 ク ァ ド ラン ・ 


@ 運用 記録 


ァ ド ラン シリ ー ズ は メル トラ ン デ ィ 軍 の 兵器 の 
中 で は 希少 な 部 類 に 入り 、 実 戦 に 投入 され た の 機能 を 集 H 
ロー 型 の 機 数 は 多く な か っ た 。 本 機 が シリ ー ズ の 空戦 ポッ ド と 倍 力 機 ( パ ワー ドス ー ツ ) の 性 能 を 両 
高級 機 に 位置 する こと も 、 そ うし た 運用 状況 に 影響 、 立 させ て いる の で ある 。 
し て いた と 考え られ る 。 そ れ ゆ え 、 本 機 の 配備 は 
モル ク . ラ プラ ミズ 直属 の ミリ ア 639 な どの エー ス 
パイ ロッ ト を 中 心 に 行わ れ て いた と 見 られ 、 第 一 次 
星 間 大 戦 に お いて も 確認 され る 交戦 例 は さほど 多 
く な い 。 し か し 、 少 数 で ブリ タイ 艦 に 突入 し た ミリ 
ア 隊 の 活躍 、 ま た 地上 に お ける マク ロス 艦 へ の 攻 
撃 な ど 、 限 られ た 運用 で 確か な 戦果 を 残し た 事実 











が 本 機 の 性 能 を 物語 つて いる と 言え よう 。 





Fmー ル magmgg- Sheet 





ロー 














機体 構造 


腰部 が 省略 され た 胴体 に 腕 部 と 脚 部 を 備え る 
ク ァ ド ラン ・ ロ ー の 独特 な 機体 構造 は 、 本 機 の 設 
計 思 想 を 表し て いる 。 推進 機関 や 各種 武装 な ど 
し た 胴体 部 に 手足 を 加え る こと で 、 


『 当 多 

メル トラ ン デ ィ は バイ オ 光 学 技術 を 組み 込ん だ サイ 
ボー グ に 近い 存在 で あり 、 ク ァ ド ラン ・ ロ ー を は じ め と す 
る 機動 兵器 の 操縦 に ち も そ の 身体 機能 が 活用 され た よ 
うだ 。 胴体 部 に 位置 する コク ピッ ト に 搭乗 し た メル トラ 
ン デ ィ の パイ ロッ ト は 、 身 体 に 埋め 込ま れ た 光学 神経 
を 介し て 機体 と 直接 リン ク し 、 操 縦 を 行っ た と 考え られ 
て いる 。 ロ ー の 高 機動 力 は この 操縦 シス テム の 産物 
で あり 、 機 体 と パイ ロッ ト の 一 体 化 と いう 点 に お いて 総 
合 性 能 の 向上 に 寄与 し て いた と 言え る だ ろう 。 






















ク ァ ド ラン : ロ ー の コク 
ビッ ト 内 。 バ パイ ロット が 





みみ コク ピッ ト 内 部 
メイ ン モ ニタ ー と 連動 する 頭 部 は 高速 照準 シス テム に な っ て お り 、 ク ァ ド ラン ・ ロ ー に 装備 され た 各種 火器 の 運 
を 制御 する 。 正面 メイ ン モ ニタ ー と パイ ロッ ト 顔 面 まで の 距離 は 極め て 近い が 、 十 分 に 情報 を 視認 可能 で ある 。 














ショ ル ダ ー ガ ー ド の 内 側 に は パイ ロッ ト と 直接 デー タ を や り と りす る ライ ト ・ ケ ー ブ ル が 張り 巡ら され て いる 。 
《@⑳⑩ メイ ン モ ニタ ー 3》 サブ モニ ター  ( ヘッ ドレ スト ヘッ ドレ スト 接触 面 パイ ロッ ト 頭 部 





















レー ンジ ググ クリン 
トコ ク ピ ッ ト 内 部 ( 正 








人 内 
や ライ ト ケ ー ブ ル が 見 








腕 部 制御 装置 








メイ ンス ラス ター 








腕 部 の 操作 は 触手 状 の ケー ブル を 用 いた 制御 装置 
で 行う 。 パイ ロッ ト の 身体 に 埋め 込ま れ た 光学 神経 と 














ク ァ ド ラン ロー の 高い 機動 性 を 『 
支え る の は 、 大 型 推進 器 2 基 の 
膨大 な 推進 力 と 、 特 殊 イ ナー シャ 
= ベク トル 高 機動 装置 で ある 。 両 
者 の 併用 に よっ て 、 本 機 は 優れ 














た 空間 機動 性 能 を 発揮 し 、 大 気 
圏内 外 問 わ ず 敵 機 を 圧倒 する 機 
動力 を 誇っ た 。 








連動 し 、 そ の 動き が フィ ー ド バッ ク さ れる 。 
(0 セン サー ベル ト リス ト セ ン サー 
ニー ライ ト ケ ー ブ ル (フィードバック 用 トル ク バ イブ 






ボリ ュー ム あ る バッ ク 





で あり 、 格 闘 戦 
す . 



















































腕 部 制御 装置 セン サー 部 腕 部 制御 装置 内 部 
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| Jeggggg- heet 
EE EO 01 
み ァ ドラ ジン ロー 
本 準 装備 


ク ァ ド ラン ・ ロ ー は 機体 各部 に 多数 の ミサ イル と 光学 兵 
装 を 装備 し て お り 、 極めて 高い 火力 を 有 し て いる 。 そ の 
攻撃 力 と 機動 性 が 人 型 機動 兵器 の 範 暗 を 超え る も の で 
ある か ら こ そ 、 本 機 は 空戦 ポッ ド に 近い 兵器 と 評 さ れる の 
だ ろう 。 た だ し 、 兵 装 搭載 能力 と 機動 性 を 重視 し た た め 
か 軽装 甲 と な っ て お り 、 決 し て 耐 弾性 に 優れ て いる と は 
言え な か っ た 。 それ で も な お 本 機 が 高い 戦果 を 残し た 背 
景 に は は 、 ア ン バ ラ ンス な 機体 特性 を 有効 に 発揮 で きる メ 
ルト ラン ディ 軍 パ イロ ッ ト の 水準 の 高 さ が あっ た の だ ろう 。 






















近接 小型 高 機動 ミサ イル 
や イン バク トキ ャ ノン な 
ど 、 重 装備 を 持つ ク ァ ド 
ラン : ロ ー は 、 単 機 で あっ 
て も 、 複 数 の 英機 と 互角 
以上 に 渡り 合え る ほど の 
戦闘 力 を 誇る 。 





格闘 装備 
ーー 上 v 腕 部 


































の 外見 に 反 

く 、 バイ ロッ ト に よっ て は 

ヌー ジャ デル ガー の 装甲 9 近接 小 型 高 機動 ミサ イル ラン チャ ー 

を 突き 破る ほど の 格闘 戦 | 問 癌 ユー ッ ト の 左右 と 両脚 部 の 朋 外 側 こ ある 半球 部 分 

eS は 、 近 接 小 型 高 機動 ミサ イル ラン チャ ー ( 計 4 基 ) で あ 
る 。 装 填 さ イル の 総 弾 数 は 126 発 で 、 発 射 

時 に は ハッ チ が スラ イド し て 開く 構造 に な っ て いる 。 


















ミサ イル ラン チャ ー よ り 発射 さ れる 近接 小型 高 機動 ミ 
サイ ル は 、 優 れ た ホー ミン グ 性 に より 瑞 を 追尾 する 。 








A ょ ミサ イル ラン チャ ー※ メ 4 

















ア 
背部 ユニ ッ ト の 左右 に 装備 され た ミサ イル ラン チャ ー | p 近 接 小型 
その 大 き さ か ら 脚 部 以上 の ミサ イル 人 弾 数 を 詩 る 。 高 機動 ミサ イル 
中 口径 速射 イン パク ト : キ ャ ノン 高速 回 転 式 3 砲身 レー ザー- パ ルス - ガ ン 




















胸部 に 中 口 
体 部 に 位 | 
ミサ イル な 
多く な か っ た 。 


イン バク ト ・- キ ャ ノン を ら 門 装備 し て いる 。 胴 
装 で あり 、 射 角 が 大 きく 制限 され る た め 、 
北 べ る と 使用 され る ケー ス は 、 あ まり 
こし 、 破 壊 力 は 絶大 で ある 。 






高速 回 









式 3 砲身 レー ザー ・ バ ルス ・ ガ ン を 備え 
優れ 、 高 速 戦闘 を 旨 と する 本 機 に 適し 















脚 部 で ゼン トラ ー デ ィ 人 
の 頭 を 踏み 潰す 様子 。 空 
間 機 動 に 重き を 置い て 設 
計 さ れ た 本 機 の 脚 部 は 、 
歩行 に 適し た 構造 と は 言 * 

上 い 難い 。 ーー 

速射 性 に 優れ る 反面 、 射 角 は 狭い 。 た だ し 、 破 壊 力 は 凄まじ い 両 腕 部 に 装備 され た レー ザー 速射 砲 。 機 体 の 高 機動 を た 活か し た 
も の が あり 、 一 撃 で 敵 を 撃破 する 。 ヒッ ト & ア ウェ イ な ど 、 あ ら ゆ る 局面 で 重宝 され た 。 











ロフ ロロ フ 








chani_ Sheet 
メカ ニッ クシ ー ト 
pp ク ァ ド ラン ・ ロ ー 
















作 マッ クス 専用 機 


@ 運用 記録 


ーー リア 639 と の ドッ グフ ァ イ ト の 後に メル トラ ン 
ーー ディ の 技術 に よっ て 巨人 化し た マク シミ リア ン ・ 
ジー ナス (マッ クス ) は 、 パ ー ソ ナル カラ ー の ブル ー に 
塗装 され た ク ァ ド ラン ・ ロ ー を 駆っ て ボド ル 基 幹 艦隊 と 
の 戦い に 参加 し た 。 こ の マッ クス 機 や ミリ ア 機 は 、 塗 
装 が 異な る だ け で 一 般 兵 の ロー 型 と 仕様 は 同じ で あ 
る 。 た だ し 、 彼 の 場合 は 地球 人 の 男性 だ っ た こと か 
ら 、 内 装 や 表示 シス テム の 一 部 に 改修 が 加え られ た 
可能 性 が 高い 。 





@⑧ 主 要 パ バイ ロット 








2 か 
され た ミリ ア 639 の 専用 機 が 有名 だ が 、 一 般 兵 
用 の 多く は 薄紫 











ぶれ た 機体 だ っ た 。 こ れ ら は 概して パイ ロッ ト の 腕 は 良 
い が 、 耐 弾性 に 劣る 機体 
の た め 一 度 の 被弾 で 撃墜 
され る こと も あっ た 。 





前 述 し た よう に 性 能面 で ざ リ ア 機 と 違い は な く 、 搭 乗 
し た メル トラ ン デ タネ 兵 も ミリ 639 ほ ど で は な い に せ 
よ 高 い 技量 を 持つ パイ ロ ヅ ト た ち だ っ た と 考え られ る 。 
投入 され だ 総 対数 が 少な か っ た こと と 、 ミ リア 639 の 
戦果 が 飛び 抜 池 て いた こと が 、 一 般 機 を 目立た な くさ 
せ て いた の だ ろう 。 












行 
険 な 任務 
牲 も 出し て いる . 





ボド ル 基 幹 艦隊 
と の 戦い で は 、 
ン メ イ の 







@1984 ピッ クウ エス ト 
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ー ペ テー ペン 蒲 


ト 
トコ 





@ 機体 解説 


{Fh rma RB, UA の 

どの 戦闘 ポッ ド と 、 そ の 上 位 機種 と 相当 する 戦 所 属 ち ゼン トラ ー デ ィ 軍 
同 倍 力 服 (/ パ (ワー ドス ー ツ ) 人 5 大 別 で きる 。 そ し て 、 後 レー i 

者 の 代表 例 が 50 万 年 前 の 開戦 当初 か ら 運 用 が 続け ら | 折 

れ て きた ヌー ジ . 科 均 ル ・ シ リズ で あり 、 そ の 最新 型 
に あたる ヌー デル < ガー は 空間 機動 性 と 火力 、 面 
弾性 を 兼備 えた 機体 と し て 知ら れる 。 痛 部 に 配 し た 
3 連 推進 器 や 威力 に 優れ る 固定 武装 が 特徴 で 、 半 生 
体 組織 を 採用 し た 操 
引き 出す 性 能 を 有 し て いる 。 第 一 
て は 、 メ ルト ラン ディ 軍 
ロー と 激しい 戦い を 




















急 開 発 系 譜 区 
9 式 中 射程 流体 プラ ズ マ キャ ノン x1 /* 
イン バク トキ ャ ノン X1 / 小 型 レ ー ザ ー マ シ ン ピ ス トル X1 


@ サ イズ 比較 





念 主要 パイ ロッ ト 








@ 運用 記録 


ー ジ ャ デル ガー は 第 一 次 星 間 大 戦 に お いて は 、 

対人 類 、 対 メル トラ ン デ ィ の 双方 で 主力 と し て 運 
用 され た 。 特 に 、SDF-1 マ クロ ス と の 攻防 に お いて 、 
ヌー ジャ デル ガー は 様々 な 戦果 を 挙げ て いる 。 土 星 宙 
域 で の 戦い で は 、SDF-1 艦 内 へ の 強襲 に 成功 。 [同艦 
内 に マイ クロ ー ン が お り 、 し か も 男女 が 同じ 場所 に い 
る 」 と いう 情報 を 持ち 帰り 、 第 一 次 星 間 大 戦 の 行く 未 に 
一 石 を 投じ る こと と な っ た 。 ま た 、 木 星 宙 域 に お いて 





は 、 ヌ メー ジャ デル ガー 部 隊 に よる マイ クロ ー ン の サン 
プル 捕獲 が 成功 し て いる が 、 こ れ は 精密 な マニ ピュ レ 
ー タ ー を 持つ 本 機 が 、SDF- 1 側 の 機体 を 破損 させ る こ 
と な く 確 保 で きた こと が 大 きい と 言え る 。 





chani_ Sheet 


ヌー ジャ デル ・ ガ ー 
































島牧 休 本 和 


ヌー ジャ デル ・ ガ ー は 、 頭 部 と 四肢 を 備え 
た 人 型 に 近い 本 体 に 、 大 型 の 推進 器 と 多 
数 の 姿勢 制御 用 の 高 機動 バー ニア を 配 し 
た 構造 と な っ て いる 。 また 、 前線 に お ける 



































耐 弾性 と 、 生 還 率 の 向上 を 考慮 し た 設計 
が な され て いる 。 
し か し な が ら 、 バ ルキ リー、 デス トロ イド と 


いっ た 地球 側 の 機動 兵器 に 対し て は 、 本 
機 の 防御 力 で も 充分 と は 言え な か っ た よう 
で 、 記 録 映像 で は SDF-1 の 防衛 部 隊 に 撃 
墜 、 あ る い は 相討ち と な る ヌー ジャ デル ・ ガ 
ー の 姿 も 多々 見 られ た 。 





リガ ー ド と は 異な り 四 肢 を 備 
えて いる た め 日 兵 戦 能 力 が 








人 放 

本 機 は 大 火力 の 固定 武装 と 、 取 り 回 し の 良い 携 
行 武装 を 併用 する こと で 、 近接 戦闘 に お いて 優れ 
: 闘 力 を 発揮 し た 。 た だ し 本 機 は 長 射程 の 兵器 
は 装備 され て いな いと いう 編 点 を 持つ 。 その た め 、 
土星 宙 域 で の SDF-1 防 衛 部 隊 と の 戦い で は 、 味 方 
の リガ ー ド 部 隊 が 長 射程 の ミサ イル を 装備 し た VF-1 
の 目 を ひき つけ 、 そ の 間 に ヌ ー ジ ャ デル ・ ガ ー を 中 心 
と する 別働隊 が SDF-1 に 肉薄 する と いう 作戦 が 取ら 
れ て いた よう で ある 。 また 、 本 機 は 格闘 戦 能 力も そ 
れ な り に 高く 、 カ ムジ ン 03550 の 搭乗 機体 は 腕 部 
に よる 打撃 で ロイ ・ フ ォ ッ カー 少佐 の VF-1S バ ルキ リ 
ー の 頭 部 を 大 破 さ せ て いる 。 


















































記録 映像 に よれ ば 、 土 星 宙 域 で の 戦い で 、 
SDF-1 艦 内 を 強襲 し た ヌー ジャ デル ・ ガ ー の 中 
に は 、 通 常 の 兵 装 の 機体 に 混じっ て 、 背 部 に 
プラ ズ マ キャ フン の 代わ り に 6 連装 ミサ イル ポッ 


ド ら し き 武 装 を 装備 し た 機体 も 散見 され る 。 


赤丸 で 囲っ た の 
が その 機体 。 他 
の 記録 に は 見 ら 
れ な いと ころ か 
ら 、 配 備 数 の 少 
な い 兵 装 だ っ た 
と 思わ れる 。 





供 コラ ピッ ルト 

本 機 は 、 耐 弾性 と 生還 率 向上 の た め 、 胸 部 に 配 
され た 操縦 様 を 通じ て 両 腕 部 を 遠隔 操作 する 方 式 を 
採っ て いる (これ は 、 操 縦 者 の 腕 で 腕 部 を 直接 操作 
ヽ キャ ジジ する より も 、 操縦 で 操作 し た 方 が 、 腕 部 の 可動 
キャ ノン を 人 範囲 を より 広く 確保 で きる と いう 制御 上 の 都合 も ある 
と 思わ れる ) 。 ま た 本 機 に は 、 半 生体 組織 を 利用 し 
た 神経 系 に よる 直接 制御 も 補助 シス テム と し て 搭載 
中 口径 速射 イン パク トキ ャ ノン され て お り 、 パ イロ ッ ト は 生体 コネ クタ ー に より 機体 と 
の 中 口径 速射 イン パク トキ 直接 的 に 接続 され る 。 操縦 スペ ー ス 内 で は 、 操 縦 
が 者 は 生体 部 品 に 半ば 埋もれ る よう に 固定 され て いる 
が 、 こ れ は 本 機 が 機動 力 を 全開 に し た 際 の G か ら 操 

縦 者 を 保護 する 役目 も 果たし て いる と 思わ れる 。 














































































上 下方 向 の 


に も 用 いら 


発揮 し た 


@G1984 ビッ クウ エス ト 
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Z ロ セロ 


マク ロス 訪 内 で 計り られ た 


何人 所 有 の 玩 盛 知 
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@ 機体 解説 


、 長 1.200km に も 及 必 SDF-1 マク ロス に は 、 多 数 
ー ユ の 民間 人 が 暮らし て いた 。 艦 内 に は 居住 区 と な る 広 
大 な 市 街 地 が 築 か れ て お り 、 ひ と つの 巨大 都市 と し て 機能 
し て いた の で ある 。 民間 車両 群 は 、 鉄道 な ど 他 の 交通 網 を 
持た な い マ クロ ス 居 住 区 の 移動 に と っ て 不可 欠 な ツー ル で 
あっ た 。 大半 が ガソリン 式 で は な く 、 水 素 エ ンジ ン を 用 い 
た 低 公 害 車 だ っ た と 言わ れ 、 大 気 汚染 が 死活 問題 と な る 密 
閉 空間 で の 使用 に も フィ ッ ト し て いた 。 車 種 は ミニ カー か 
ら ス ポー ツ カ ー ま で 、 多種 多彩 な も の が 確認 され て いる 。 4 


ルノーA510 は 、 マ ク 
く の ト ッ プ アイ ドル で 
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chani_ heet 


シタ リーン ルン ん 
ぁ 民間 車両 








| 狂 ルノー A510 
@ 運用 記録 ルノー 社 製 の 2 シー ター。 搭乗 席 の 後方 に 積載 ス 
ペー ス を 備え た シン プル な 作り で ある 。 車体 上 に 整流 
間 車 両 群 は オー バー テク ノロ ジー(OT) を 用 い フィ ン を 兼ね る 複合 情報 アン テ ナ ・ カ メラ を 備え て お り 、 
に 基本 的 な 機能 に 関し て 走行 を サポ ー ト し て いる 。 
は 地球 で 製造 : 運 用 され て いた 車両 と 同様 だ っ た よう 
だ 。 マ クロ フス 艦内 で も 車 の 販売 が 行わ れ て お り 、 居 住 
民 に と っ て 必需 品 で あっ た こと が うか が える 。 マ クロ 
ス の 強 攻 型 へ の トラ ンス メー ショ ン に 備え 、 停 車 時 に 
は ワイ ヤー を 使っ て 車体 を 固定 する 必要 が ある な ど 、 


マク ロス 居住 区 な ら で は の 配慮 も 必要 で あっ た 。 ム 上 部 に 見 える 円 状 の バー ツ が 複合 情報 アン テ ナ 。 ム 曲 が る 際 に は 前 輪 ブ ロッ ク 全体 が 
車 高 は 成人 男性 の 身長 より も 低く 抑え られ て いる 。 を 囲 お カバ ー バ ー ツ 上 に ライ トカ 


















マサ イド 





























] す る 構造 。 フ ロン ト タ イ ヤ 


設置 され て いる 















車両 内 部 < 





















ニカ ー が ワイ ヤー に よ 
つて 固定 され て いる 
の が わか る 


ヤマ 後部 スペ ー ス 


新型 自動 車 の 販売 も 
行わ れ て お り 、 人 通り 


の 多い 此 華 街 で は 3D 4 で 
れ 


ル は 全 
情報 な ど を 
ー ト の 後 側 は 積載 っ 





映像 を 用 いた 広告 が 
打 た れ て いた 。 














像 季 用 車 


短 距 離 移動 に 適し た ミニ カー タイ プ だ け で も 数 種類 
が 確認 され て いる ほか 、2~4 人 乗り の セダン (乗用 
車 ) や スポ ー ツ カー、 積載 スペ ー ス の 広い 大 型 乗 用 車 
な ども 普及 し て いた 。 














ムル 屈 根 の な い オ 
ー ジ シン カー で 。 な ーー 
お か つ 巨大 な リア ン ン ダグ 
ウイ ング を 備え た て 
スポ ーッ ツタ イブ 





ルノーA510 以 外 に も 、 マク 
ロス 居住 区 で は # 
ツ カ ー が 6 


の み ス ポー ツ カ ー 












et レン の 大 型 乗用 還 


7 も 見 られ た 





4 人 以上 が 搭乗 で きる 大 
型 タイ ブ 。 小 回 り が 利 か な 





@1984 ピック ウエ スト Da 











人 着信 造 の ヒン ム を 九 め た 


プロ トカ ルチャ ー の 巨大 都 訪 船 。 
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@ 第 体 解説 


ゎ ロト カル チャ ー は 、 男 性 で 構成 され た ゼン トラ ー デ ィ 、 女 
ー 性 で 構成 され た メル トラ ン デ ィ と いう 2 大 勢力 を 創造 し た 異 
星人 で ある 。 か つて 一 大 星 間 文明 を 築き 、 約 50 万 年 前 に 滅ん だ 
と され る 彼ら が 遺し た 痕跡 の ひと つが 、 巨大 者 市 宇宙 船 アル ティ 
ラ で あっ た 。 ア ル テ ィ ラ は 、 ゼ ント ラー ディ と メル トラ ン デ ィ が 激 
し く 対 立 し て いた 世界 を 再び ひと つ に する た め 、 一 部 人 民 が 建造 
し た 移動 都市 だ と いう 。 彼 ら は 融和 の 場所 と し て 地球 に 辿り 着く 
が 、 両者 の 対立 は 地球 に も 及 ん だ た め 、 住 民 た ち は 一 時 的 に アル 
ティ ラ を 海中 に 隠し 、 宇 宙 へ と 脱出 する 。 そ の まま 住民 た ち が 戻 “a 2 
る こと な く 永 き に 渡り 本 体 は 海底 に 沈ん で いた が 、 西暦 009 年 、 | 
ゼン トラ ー デ ィ 軍 の 出現 、 早 瀬 未 沙 、 一 条 輝 ら 地球 人 と の 接触 を 
機 に 巨大 都市 は 海上 に 浮上 し た の だ っ た 。 



































LU の 項 ョ 


ゴ TPM ロ HH コ らち コル 








メカ ニッ クシ ー ト 





重 部 市 外観 


アル ティ ラ の 構造 は 、 多 重 人 工大 地 円 盤 状 船体 
と 呼ば れる 。 多数 の 建築 物 が 建ち 並ぶ 上 部 は 、 バ 
リア と 人 工 重力 に よっ て 制御 され て お り 、 常 に 一 定 
の 環境 で 生活 する こと が 可能 と な っ て いた 。 

















異 星人 が 住居 と し て 
使用 し て いた と 見 ら 
れる 建物 。 ドー ム 状 
の 屋根 を 持つ の が 
特徴 で ある 。 








寺 能 体 構造 


アル ティ ラ の 中 心 シ ステ ム と な っ て いた の は 、 都 
市 部 の 中 心 に 位置 する 管制 セン ター だ と 見 られ る 。 
全高 100m を 超え る タワ ー が 頂上 部 に 設置 され て い 
た この 巨大 な 建造 物 に は 宇宙 船 全体 の 航行 や 
制御 を も 司 り 、 フ ォ ー ル ド 通 信 シ ス デ ム も 備え て いた マ 
スタ ー・ コ ン ソ ー ル 、* さ らち に プ 回 トカ ルチャ ー か ら の メッ 
セー ジ が 込め られ た ホロ ダラ ム ・ プ ロジ ェ ク タ ー・ ヘ ッ 
ド な ど が 設置 ざれ て いた 。 西暦 2009 年 、 未 沙 と 輝 
が 管制 セン ター の 内 部 へ と 侵入 し た 際 に は 、 フ ォ ー 
ルド 通信 シス テム と ホロ グラ ム ・ プ ロジ ェ ク タ ー が アク 
ティ ブ な 状態 と な っ て いた 。 未 沙 は フォ ー ル ド 通 信 シ 
ステ ム を コン トロ ー ル し て マク ロス に 連絡 を 取る こと に 
成功 。 さ ら に プロ ジェ クタ ー に 記録 され た 異 星人 か ら 
の メッ セー ジ に よっ て 、 プ ロト カル チャ ー と ゼン トラ ー デ 
ィ 人 、 メ ルト ラン ディ 人 の 起源 を 知る こと と な っ た 。 
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管制 セン ター 内 部 に 
ある フォ ー ル ド 通 信 
シス テム 。 未 
クロ ス に 取り 
終わ っ た 瞬間 に 使用 
で き な く な っ た 。 






異 星人 が 残し た 映像 
の 中 に は 、 ア ル テ ィ 
ラ の シス テム や 形状 
を 詳細 に 解説 し た 図 
も 挿入 され て いた 


EXTRR REPSRT アァ 


[| さ 


プロ トカ ルチャ ー と その 文化 
1 


J 

アル ティ ラ の 浮上 で 、 人類 は プロ トカ ルチャ ー の 
存在 を 知っ た 。 建 物 や 椅子 の 大 き さ か ら 彼 ら は そ 
の 創造 物 で ある 巨人 族 と は 異な り 、 人 類 と ほぼ 同 
等 の サイ ズ で あっ た と 見 られ る が 、 言 語 や 文字 は 
ゼン トラ ー デ ィ 人 の も の に 似 て いた よう だ 。 


未 沙 は ゼン トラ ー デ ィ 
人 の 言語 や 文字 を あ 
る 程度 理解 で きた た 
め 、 異 星人 の メッ セー 
ジ も 解読 で きた 。 


echanic_ heet 


) » 都市 宇宙 船 ア ル テ ィ ラ 














都 






景観 
曲線 が 印象 的 に 使わ れ た 


アル ティ ラ の 高層 ビル 群 





だ っ た が 、 そ の 複雑 か つ デ ザ 
プロ トカ ルチャ ー が 文化 的 に 
つっ た と 想定 で きる 








/ 抽 馬 0 











管制 セン ター 内 の 全景 。 中 央 


ママ スタ ー・ コ ン ソ ー ル 


の 周囲 を 囲 お よう に し て マス ター・ コ ン ソ ー ル な ど が 置か れ た 。 











[4 














管制 セン ター 頂上 部 の タワ ー。 タワ ー 下 の 円 盤 状 スペ 
ー ス は 、 アル ティ ラ の 司令 部 と な っ て いる 。 長年 、 海中 
に 沈ん で いた た め 、 再 区 が め ち こ ち に 付着 し て いた 。 


マホロ グラ ム ・ プ ロジ ェ ク タ ー・ ヘ ッ ド 





ホロ グラ ム ・ プ ロジ ェ ク タ ー・ ヘ ッ ド に は 、 プ ロト カル チ 
録 され て いた 。 


ヤー の マー ク ら し きも の と 音声 
































に N( に に Io 


S| 
前 男 了 デー で 


NC 。 束 図 主 さ 仁 引 申 に JIM 








^ 文 字 
BI 近い 構造 の 、 プ ロト カル チャ ー 
ディ 人 の 文字 と 共通 する た め 、 アル ファ ベ 


文字 


一 部 は 既に 解明 され て いた ゼン トラ ー 
数 字 に 置き 換え る こと が で きた 。 
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@ 機体 解説 


史 に 名 を 残す エー スバ パイ ロット の 傍ら に は 、 必 ず 愛 機 の 存在 が ある 。 天 才 パ イロ ッ ト と 称 さ れ た マク シミ リア ン ・ 
1 ン ツ ジー ナス 少尉 (マッ クス ) も 、 第 一 次 星 間 大 戦 で ロイ フォ カー に 代わ っ て スカ ル 小 隊 の 隊長 に 就任 し た の ち 、 自 ら 
の パー ソナ ルカ ラー を 施し た VF-1S バル キリ ー を 駆っ て 一 ス の 名 に 恥じ ぬ 働 き を 示し た 。 た だ し 、 彼 の 愛 機 と な っ た 
VF-18S は 他 の S 型 と 同じ く 、 出 力 や 指揮 通信 機能 の が が 強化 され た 指揮 官 仕様 機 で め り 、 カ タロ グ ス ペ ッ ク に お いて は A 
型 と の 差 は わずか で あっ た 。 に も か か わら ま 、 本 機 は ば 他 の パイ ロッ ト が 搭乗 する 機体 と は 明らか に 異な る 活躍 を 見 せ て い 
る 。 そ れ は 、 マ ックス の 操縦 技術 の 高 さ と 、S 型 の 機体 性 能 の わずか な アド バン テー ジ が 、 相 乗 さ れ て 表れ た 結果 だ っ た 
と 言え る だ ろう 。 






@ デ ー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 
8.87 (高度 30.000m 以 上 時 ) 
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メカ ニッ クシ ー ト 
p VF-1S バル キリ ー 














介 運用 記録 bn 
gb 5 
レー ザー 機銃 ラン チャ ー ポ ッ ド 
ヘッ ド ユ ニッ ト に 火力 向上 の た め に マウ ラー 社 製 主 武 装 と し て ハワード 社 製 55mm3 連 装 ガト リン 
ROV-20 レ ー ザ ー 機 銃 を 4 門 (2 連装 2 基 ) 装 備 し 、 グ ・ ガ ン ポ ッ ド を 装備 する 。 これ を メイ ン ウ ェ ポ ン と す 
時 _ A 型 か ら の 火力 増強 が 図ら 2 れ て いる 。 ま た 、 こ の る 点 は 他 の VF-1 系 列 機 と 同じ で 、 使 用 頻度 と 併せ 

マッ クス の 前 任 に あたる ロイ ・ フ ォ ッ カー も S 型 に 搭 テバ イス は ECM 下 の 光学 通信 に も 用 いら れる 。 て 考え て も 火力 に 大 き な 開き は な か っ た と 言え る 。 
乗 し て いた 。 し か し 、 フ ォ ッ カー が ゼン トラ ー デ ィ 軍 ーー 

と の 戦闘 で 未 帰還 と な る と 、 代 わっ て スカ ル 小 隊 を ンー 
預かっ た マッ クス に も 8S 型 が 与え られ る こと と な っ た 。 - ア 

で 、 マ ックス 機 は ミリ ア 639 の ク ァ ド ラン ・ ロ ー と 接 

触 。 同 機 と 激しい ドッ グフ ァ イ ト を 繰り 広げ た 末 に 、 ファ ィ ター 形態 で の 飛行 中 に ヘッ ド ユ ニッ ト を 展開 し て 仙 方 を 攻 。 空中 戦 の さなか に バト ロイ ド に 変形 し て ガン ポッ ド を 使用 する 独 
敵艦 の フォ ー ル ド に 巻き 込ま れ て 消息 を 絶っ た 。 撃 す る と いう 、 難 し い 機 体制 御 を 要する 戦法 を 見 せ た 。 特 の 戦法 は 、 マ ックス の 非凡 な 操縦 能力 を 示し て いる 。 


7 F-1S は 元々 、 部 隊 指 揮 官 クラ ス の 優秀 な パ 
イロ ッ ト に 優先 し て 配備 され て いた 機体 で 、 

















同じ く 行 方 不明 だ っ た 一 条 輝 少尉 が 生還 を 果 た 
し た の ち も 、 マ ックス は スカ ル 小 隊 の 隊長 を 務め 
た が 、 地 球 帰 本 直後 の メル トラ ン デ ィ 軍 と の 交戦 





























哲 近 る 坦 謗 コク ピッ ト 
メル トラ ン デ ィ 軍 
人 E 史 マク コク ピッ ト 構 造 は A 型 と 同じ だ が 、 統 合 フ ライ ト 















機 以下 の スカ ル a a 。 
な デルタ 則 姜 コン ピュ ー タ に は 編隊 指揮 支援 有 プ ログ ラム が イ 























で 迎撃 に 向かっ た 。 ンス トー ル さ れ て いる 。 この プロ グラ ム は 、 編 隊 
各 機 の 飛行 お よび 戦闘 状況 や パイ ロッ ト の バイ タ 
ル デ ー タ な ど を モニ ター し 、 さ ら に は 僚機 や 母艦 と 


ミリ ア 機 と の ド 
グフ ァ イ ト で は f 
発 か 被弾 し た 

の 、 戦 闘 に 支障 が 
出る ほど の 損害 
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4 コク ピッ ト 内 部 




























DANTE= ド 
メル トラ ン デ ィ 軍 と の 戦闘 で は 、 大 気 國 内 だ っ た こと か ら ス ー パ ー パ ー ツ は 
いら れ て いな い 。 それ で も ク ァ ド ラン ・ ロ ー と 互角 の 空中 戦 を 演じ て お り 、 
本 機 ファ イタ ー 形 態 の 空戦 能力 の 高 さ が うか が える 。 ち な み に 、 製造 時 点 
で 完成 品質 の 高い 機体 が 優先 的 に S 型 へ 換装 され た と も 言わ れ て いる 。 























複雑 な マニ ュー バ や 急降下 か ら の 引 
し に サイ ル 回 避 な ど 、 マ ッ ク フ 











』 ガウ ォ ー ク モー ド 
SDF-1 マク ロス が 宇宙 を 航行 し て いた 際 に は ガ 
ウォ ー ク 形態 の 有用 性 は さほど 高く な く 、 減 速 な ど に し 
か 用 いら れ な か っ た 。 本 来 の 用 途 が 見 込め る は ず の 
地球 帰還 後 も 、SDF-1 が 着陸 し た プロ トカ ルチャ ー の 
都市 遺跡 が 洋上 に あっ た こと か ら 、 ファ イタ ー の 方 が 
実用 的 と いう 状況 だ っ た 。 し か し 、 ガ ウォ ー ク の ホ バ リ 
ング 性 能 は 洋上 で も 有効 で あり 、 平 面 機動 に 関し て 
は ファ イタ ー よ り も 柔軟 な 本 形態 の メリ ッ ト は 、 メ ルト ラ 
ン デ ィ 軍 と の 戦闘 に お いて マッ クス 機 が 実証 し て いた と 
言え る 。 























高速 で 交 
機 を 反転 追尾 する 
な ど 、 小 回 り が 利 
く ガ ウォ ー ク の 特 
性 を 活か し た 機動 
が 見 られ た 。 








借 バト ロイ ドモ ー ド 


マッ クス が 天才 パイ ロッ ト と 呼ば れ た 要因 の ひと つ 
に 、VF の 変形 機能 を 効果 的 に 使い こなし た こと が 挙 
げ ら れる 。 空戦 機動 に バト ロイ ド 形 態 の 近接 戦闘 を 
絡め た トリ ッ キ ー な 操縦 術 は 彼 の 才能 を 示す 好例 で あ 
り 、 そ れ は ミリ ア 639 の ク ァ ド ラン ・ ロ ー と の ドッ グフ ァ イ 
ト で も 発揮 きれ て いる 。 また 、 敵艦 の 狭い エア ロッ ク 
内 部 で ミリ ア 機 と 格闘 戦 を 行う な ど 、 バ トロ イド の 性 能 
を 限界 まで 引き 出し て いた 。 な お 、 マ ックス 機 は この 
格闘 戦 の 未 に ミリ ア 機 と 相討ち あと な っ て 大 破 し た と 見 
られ て いる ( 両 名 と も 生存 )。 
























洋上 戦闘 で は 主翼 
に UUM-7 マ イク 
ロミ サイ ルポ ボ ポッ ド 
を 装備 し 、 ク ァ ド 
ラン ロー を 迎え 
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ミリ ア に タネ られ た 特殊 任務 所 の 高 機動 艇 


@ 艦 体 解説 


リア 艦 は 、 メ ルト ラン ディ 軍 特 別 任務 隊 所 属 の パ 

ュ イ ロッ ト 、 ミリ ア 638 が 指揮 を 執る 中 型 砲艦 クラ ス 
の 艦艇 で ある 。 大 型 の 推進 器 を 2 大 備え た こと に よる 
高 機動 性 ・ 加 速 性 が 特徴 で" 宇宙 戦闘 機 並 み の 運 動 能 
力 を 実現 し て いた 。* 圭 闘 艦 と じ て も 優秀 で 、 艦 首 の 高 出 
力 短 射 導 集 束 ビ ピー パ 砲 を 用 いる こと で 、 単 独 で も 
対 艦 戦 が 可 態 ど な っ そい る 。 ミ リア は 軍 の . 意思 決 
定 機関 で ある 生体 光学 ホロ グラ フィ ッ ク コ ンピュータ 「 モ 
ルク ・ ラ ブラ ミズ 」 か ら 指 令 を 受け 、 本 艦 を 駆使 し て ゼン 
トラ ー デ % 軍 や マイ クロ ー ン と の 戦い に 臨ん だ 














に 適し て いた 。 
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作 ) 楓 体格 千 

ミリ ア 艦 は 、 艦 尾 に 大 型 の 推進 器 を 設置 、 艦 首 に ム と な っ て お り 、 こ の 語 思 
は ビー ム 砲 と その 発射 を 補助 する パー ツ が 備え られ て の 艦艇 な ど と も 共通 し て いた 。 ま た 、 ブ リッ ジ や 格納 
いる 。 形状 的 に は 艦 首 が 細長 く 、 艦 尾 が 厚い フォ ル 庫 は 中 央 ブロ ッ ク に 集め られ て いる 。 


但 運用 記録 


= リア 艦 は 、 メ ルト ラン ディ 軍 の 主要 指揮 艦隊 と は 
一 ~ 別 系 統 の 特殊 任務 隊 記 所 属す る 艦 と し て 、 単 独 
で の 航行 が 許さ れ で いた 。 特殊 任務 隊 の 中 で も 本 租 
は 重用 され て お り 軸 モル タダ * ラ ブラ ミズ 」 か ら 直 接 、 ブ 
ロト カル チャ 遺跡 み 礁 取 指 令 を 受け て いた 。 当 初 は 
統合 軍 と ゼ ぜ シ トラ マデ ィ 軍 双方 に 攻撃 を 仕掛 け て いた 
が 、 ミ リア が マク シミ リア ン ・ ジ ー ナ ス と 意気 投合 し た 
こと で 統合 軍 と 共闘 。 ゼン トラ ー デ ィ 軍 の 旗艦 ゴル ボ \ 
ドル ザ 撃 破 の た め に 攻撃 を 行っ た と み ら れる 。 




















































る ム 4 艦 体 後部 、 側 面 か ら 見 た 
> 図 。 左右 に 2 基 設 置 さ れ た 大 
型 の 推進 器 が 、 機 体 の 高 機動 
性 ・ 加 速 性 を 生み 出し て いる 。 









ミリ ア 艦 (また は 同型 
艦 ) が 、 主 砲 起動 状 
呈 で ゴル ・ ボ ドル ザー 
に 突撃 。 そ の 後 、 艦 
四 内 で ビー ム を 放ち 、 

大 打撃 を 与え た 。 と 主砲 閉鎖 時 

ビーム 砲 の 発射 を サポ 、 
ー ト する 艦 首 パー ツ は 、 
上 図 の よう に 可動 し 、 ビ 2 4 NN 
ー ム の 砲 口 を 閉鎖 する 、 ) ア 艦 後方 図 。 艦上 部 中 央 に 
こと が で きる 。 戦 闘 を WE く 
伴わ な い 移 動 時 に は こ 
の 形態 と な る 。 


人 @ ブリ ッ ジ 

ミリ ア 艦 の 航行 は 、 軍 の 兵器 シス テム や 艦 を 管理 する 
ホロ グラ フィ ッ ク 情 報 ネ ットワーク に よっ て 制御 され て いた 
と 言わ れる 。 ブ リッ ジ 内 は 複数 の ブロ ッ ク に 区 分 けさ れ 
て お り 、 戦況 に 応じ た 作戦 行動 が 可能 と な っ て いた 。 
































置 さ れ た ブリ ッ ジ 。 
後方 中 央 に 見 える 開 「 モ ルク ・ ラ ブ プラ ミズ 」 と 連絡 を 取 
口 部 は 、 機 動 兵器 の る 司令 部 は この 内 部 に 設置 され 
格納 口 で ある 。 て いる 。 





























バト ル ユ ニッ ト の 発着 
口 と な っ て いた エア ロ 
ッ ク と 通路 。 こ こ で ミ 
リア の 搭乗 する ク ァ 
ン ・ ロ ー と マッ クス の 搭 
乗 する VF-1S が 交戦 し 
た 。 




























ブリ ッ ジ 内 の 中 央 司令 塔 。 
主 に ミリ ア 639 が ここ で 指 
揮 を 執る 。 左 図 の 先端 か ら 
放出 され て いる ら 本 の 線 は 、 
「 モ ルク ・ ラ ブラ ミズ 」 を 映 
す レ ー ザ ー コ ネ ク タ で ある 。 


島 表示 バタ ー ン 
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ママ 
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艦 中 央 に 設置 され た ク ァ ド ラ 
ン ・ ロ ー の 格納 庫 。 ミサ イル を 
自動 で 充填 する 器具 な ど 、 多彩 
な メン テ ナ ン ス 設備 が 整え られ 
て いた 。 








ABC-DEF GHITKLMN OPG、.R STUV ツ XY 文 
XAVATh 4F YY- RI AAVRE HLA BK 
が っ 等: き テッ ® 
ング と MV 

本 還 っ ア 笑い の ディ スプ レイ に 











較 合わ せ た シ ン ブ 
形 と 、 ブ プロ トカ ルチャ ー 








ミリ ア 639 や マッ クス も 、 こ こ で ク ァ ド ラ 


ン ロ ー に # 





、 出撃 体勢 に 入 つた 。 
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x OO MI 


ょ ゴル ・ ボ ドル ザー 


@ 艦 体 解説 


旗艦 で 、 超 大 型 生体 司令 コン ピュ ー タ 「 ゴ ル ・ ボ ド / 








ル ・ ボ ドル ザー は 、 ゼン トラ ー デ ィ 軍 第 425 基 幹 艦隊 の 


ザ 


ー」 が 中 心 と な っ た 戦艦 で ある 。 本 盤 は 約 12 万 周期 を 超え 


て 運用 され て お り 、「 ゴ ル ・ ボ ドル ザー」 自 身 も 同様 の 年 齢 を 重 








ね て いる 。 外装 ・ 内 装 共に 有機 的 で お り 、 ゼン トラ ー デ ィ 電 


の 


所 有する 兵器 の 中 で 、 あ る 程度 の 自己 修復 能力 を 有する 唯 


ー の 艦 で ある 。 また 、 全幅 600km と サイ ズ も 圧倒 的 で あ 








る 。 


艦 首 に は 主砲 ゴル グ ・ ガ ン ツ 砲 を 搭載 し 、 同 クラ ス の 機動 要 


塞 す ら 一 撃 で 撃沈 する ほど の 破壊 力 を 持つ 。 





生体 司令 コン ピュ ー タ 「 ゴ ル ・ ボ ドル ザ 
ー」。 要 霊 の 維持 と | 不可 欠 な 
存在 と な っ て いる 。 





機動 要塞 の 艦 首 に 搭載 され て いる 


砲 ゴ ル グ ・ ガ ン ツ 6 
の 機動 要塞 を も 一 撃 で 破壊 










サイ ズ 比 較 


ゼン トラ ー 
第 425 大 幹 艦隊 を 束ね る 
交 戸 大 幾 動 妥 逐 


プイ 









画 





ゴル 





ポ ド ル ザー 








コー と < 


魂 鶏 車 と エー と へ 
= す =/ ナ =/8/m 凍 // す 9】=】J 選 了 -/ 
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echanie_ heet 


ゼン トラ ー デ + ィ 軍艦 朋 


@ 運用 記録 全幅 600km と 小惑星 クウ ラス の サイ ズ を 


有する 。 約 500 万 隻 の 艦隊 を 指揮 する 
」 2 万 周期 も の 間 、 メル トラ ン デ ィ 軍 と の 戦闘 に 枢 基 地 と し て 運用 で きた 。 土台 と な る 艦 体 


ドリ 運用 され て お り 、 西暦 B009 年 に は 地球 周辺 に の 上 に 、 巨 大 な 球状 の 物体 が 付随 し て お 
て ラブ ラミ ズ 能 隊 と 交戦 し た 。 そ の 際 、 地 球 人 と も 遭 。“ り 、 艦 橋 と し て の 役割 を 担っ て いる よう だ 。 
週 し 、 基 埋 艦 隊 が 捕らえ た 捕虜 機 要塞 内 に 収 害し ga に ある 目玉 の よう 
て いる 。 し か し 、 こ の 地球 人 と の 接触 が 仙 と な り 、 メル 所 は 、 機 重要 春の 主砲 と な る ゴ 
トラ ン デ ィ と の 交戦 中 、 第 425 基 幹 艦隊 に 内 紛 が 勤 店 
発 。 反乱 者 側 と 地球 統合 軍 の 合同 部 隊 に よっ て 生体 
司令 コン ピュ ー タ を 破壊 され た た め に 撃沈 し た 。 





ロロ 

















































4 外 甲板 
球 側 の 兵器 と 一 線 を 画す 有機 
装 が 特徴 的 で ある 。 ゼ ン 












F 
司令 区 画 / 外 甲板 半 ) 
球根 の よう な 形状 の 司令 区 画 剛 






















1 が 不時着 し 自 


は 、 要塞 の 壊滅 を 意味 し た 。 た 外 甲 板 部 分 で ある 





和解 内 ブリ ッ ジ 

機動 要 寒 の 内 部 は 、 外 装 以上 に 有機 的 で あり 、 
まる で 生物 の 体内 の よう で ある 。 艦内 は 広大 で あり 、 
各 ブロ ッ ク へ は 艦艇 な ど で 移動 する 。 


AE] 
EE を っ | 


Ly cl 

反逆 者 ブリ タイ 7018 の ノ プ ティ ・ バ ガニ ス 
5631 に よる 攻撃 で 外壁 を 破壊 され た 要塞 は 、 
SDF-1 マク ロス の 侵入 を 許し た 。 その 結果 、 
生体 司令 コン ピュ ー タ の 「 ゴ ル ・ ボ ドル ザー] を 
直接 攻撃 され 、 超 巨大 要 寒 は 崩壊 し て し まう 。 
自己 修復 機能 を 備え る 要塞 だ だ 、 全 て は コア と 
な る 「 ゴ ル ・ ボ ドル ザー」 の 制御 が あっ て の 能力 
で あっ た 。 















メイ ン ブ リ ッ ジ は 
「 ゴ ル ・ ボ ドル ザ 
ー] の 足元 ! 
























人 ム 「 ゴ ル ・ ボ ドル ザー」 を 失っ た こと で 、 フォ ー ル ド - シ ステ ム が 
暴走 し 、 艦 体 各 所 が 個々 に 転移 、 崩壊 し て いっ た 。 























VF-1S の 攻撃 で 頭 部 
議 を 破壊 され た 「 ゴ ル ボ 
ドル ザー」 は 消滅 。 門 
後 、 要 塞 は 内 部 か ら 崩 
壊 を 始め た 。 








完全 沈黙 し た 機動 要 
杜 。「 ゴ ルポ ドル ザ ー]」 
な し で は 、 一 切 の 活動 
が 不能 で あっ た 。 



















0 上 の 体 駆 を 持つ た め 、 巨 大 
。 下方 に は 、 一 般 兵 用 の メイ ン ブ リ ッ ジ も 設置 。 
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地球 を 襲撃 し た 





- 暦 009 年 、 ゼ ント ラー ディ 軍 第 425 基 幹 艦隊 所 属 の 
ピコ | フリ タイ 7018 ア ドク ラス 盤 隊 が 、SDF-1 マク ロス を 通 
じ て 地 球 人 類 と 接触 し た 。 こ の 艦隊 は 、 司 令 官 で お る ブリ タイ 
7018 が 乗艦 する ノ プ ティ ・ バ ガニ ス 563 1 を 旗艦 と し て 、 強襲 





揚陸 艦 や 標準 戦艦 な どの ほか 、 重 攻 撃 機 や 輸送 艇 な ど 、 その 役 
割 に 応じ た 多種 多様 な 艦艇 で 編成 され て いた 。 こ れ ら は 元々 、 
対立 し て いた メル トラ ン デ ィ 軍 と の 戦闘 を 想定 し て いた が 、 地球 
統合 軍 と の 戦闘 に も 用 いら れ 、 その 力 を 発揮 し て いる 。 
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環 史 車 と モー と N 結 
ma eoaa 
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メカ ニッ 
> ゼン トラ ー デ ィ 軍 能 艇 











島 邊 攻撃 機 
全長 83m、 全 幅 49m の 小型 高 機動 戦闘 機 。 誘 


@ 運用 記録 
導 集 束 ビ ー ム 砲 を 備え た 兵器 と し て は 最小 サイ ズ で 


| ある 。 こ の ほか 、 旋 回 式 砲 塔 に よる 対空 防御 能力 
メル トラ ン デ ィ 軍 や 地球 統合 軍 と 対 時 、 激 し い な ども 高く 、 対 艦 戦 で も その 能力 を 発揮 し た 。 
戦闘 を 繰り 広げ た 。 ま た 、 軽 輸送 艇 を 用 いて リン ・ ミ s 

ン メ イ な ご] 類 5 名 を 捕虜 こと し た こと が 、 地 球 の 
文化 を 知る きっ か け と な っ た 。 



























左右 に 備 な ス の 
い 間 動 性 能 を 






生み 出し て いた 。 


機体 前 面 中 
ー- 砲 。 コ ク ピ ッ ト は 機 
の 左側 に 設 










上 部 の 右 


置 さ れ て いた 





5 基幹 艦隊 と 争っ 








島 破 輸送 偽 フリ タイ 能 態 載 連 絡 朋 

人 員 ・ 物 資 の 輸送 に 特 化 し て いた 非 戦闘 納 庫 ・ 貨 物 倉 を 備え て お り 、 フ ル 装 備 の ゼン トラ ブリ タイ 艦 に 乗せ られ て いた 小型 連絡 艇 。 宇宙 で 捕獲 し 
の 艦艇 で 、 全長 は 250m。 防衛 用 と し て 小口 径 一 ディ 人 を 最大 25 名 運搬 で きる ほか 、 大 型 戦闘 "た ミン メイ と リン ・ カ イフ ン を 、 令 ゴ ル ・ ボ ドル ザー の 下 へ 
の 対空 レー ザー 砲塔 を 装備 し て いる 。 大 型 の 格 兵器 の 輸送 も 可能 だ っ た 。 運ぶ 際 に 使用 され て いる 。 ン 











































































| デ 3 生 末 < 


7018 と エキ セ ド ル 4970 
メイ ら 捕 虜 を 連れ て ゴル ボ ポ 
ドル ザー に 向かっ た . 








後部 ハッ チ は 二 層 式 
チバ ッ ク 式 
の 外装 が 展開 し た の 

内 募 が 開く 仕組 











頒 第 本 知 島 藻 此 下 

ゼン トラ ー デ ィ 軍 ( 右 ) と メル トラ ン デ ィ 軍 ( 左 ) は 、 m ク ラス の 艦 を 中 心 に 隊 を 編成 し て いた 。 こ の ほ 
ゴル ・ ボ ドル ザー や モル ク ・ ラ プラ ミズ ら 全 長 500 か 、 多 彩 な 戦闘 ポッ ド や 小型 輸送 艇 な ど が 両 軍 
km を 超え る 各 軍旗 艦 を 除き 、 全長 500~3,000 で 運用 され て いた 。 


ーー 
CC Na 
中 型 砲艦 


(ミリ ア 艦 ) 





























(大 型 戦艦 ) 





ーー 還 送 艦 


高速 巡航 艦 ( 強 遂 揚陸 艦 ) 


大 型 フリ ゲー トク 
に で = 
| 近 準 電 能 一 ・ ーーー 





ぁ 中 型 砲艦 
1.500m ク 











= テー 中 型 砲艦 


こ ーーー で テー 和 
ーー ビ ピケット 艦 


|| し 重 攻 撃 機 


SDF- 1 
マク ロス 
(地球 統合 軍 



















ング は 緑 が 主体 の 艦 の ほか 、 黄 が 主 
体 の 艦 も あっ た 。 
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VF-1A バル キリ ー 





lllustration by Hidetaka Tenjir 







※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 坦 サ イズ 比較 




















@ 機体 解説 


= デー 次 星 間 大 戦 に お いて 、 対 ゼ ジ トラ ー デ ィ お よび メル トラ ン 
コディ 戦 の 主力 な な うた VE-T バル キリ ー 
ご 、 一 般 パ イロ ッ ト 用 と 
ッ タイ プ が さ の VFs A て A り E 

藤 な く ざ 害 た SDF- 1 マク ロス に お いて は 、 方 
の 中 核 災 な す 兵器 と し て 活躍 画 る きき 語 な っ 大 。。 そ うし た 
代表 ど し て 広く 知ら れ て 系 る の が 生計 条 条 マク シミ リア シ 
ジー ス ( マ ックス ) 、 柿 崎 速 雄 ほ が 搭乗 し た 騙 ル 小 隊 の 所 属 
機 だ っ た 。 そ れ ぞ れ の パー ソナ ルカ ラー で 彩 太 宜 大 3 機 の A 型 は 
ロイ ・ フ ォ ッ カー の VF-18S (S 型 ) に 率い られ て 要 を 部 代 請 異 星 央 
政 か ら SDF- 1 を 守っ た の で あか 






















の 番 





5 り F- 7 訪 疾 の 中 譜 を 糧 っ た 















a ーー 
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」 
NU 
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@ 運用 記録 


に DF- 1 に お ける VF-] 運用 の 基本 は 4 機 の VF- 

1 で 1 小隊 を 編成 する と いう も の で 、 隊 長 機 
の S 型 と 3 機 の A 型 で VF 小 隊 が 構成 され る ケー ス 
が 多かっ た 。 ま た 、A 型 は 宇宙 空間 で は スー パー 
パー ツ を 装着 し た 状態 で 運用 され 、 ス トラ イク を 使 
用 する 5S 型 と は 装備 が 異な っ て いた 。 な お 、 ス カル 
小隊 に 所 属し た A 型 は 一 条 機 (機体 番号 「0 1 1」) と 
柿崎 機 ( 同 [012])、 マ ックス 機 ( 同 [013]) の 3 機 
で 、 フ ォ ッ カー が 戦死 し た の ち は マ ックス が 小隊 長 
と し て 89 型 に 搭乗 、A 型 は 2 機 と な っ た 。 
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ニッ クシ ー ト 


時 » VF-1A バル キリ ー 








コクピット 

VF-1 の コク ピッ ト は 複 座 式 を 除き 各 タ イプ で 共 
通し て お り 、 内 部 スペ ー ス が 非常 に 狭い 点 が 特徴 
で ある 。 コク ピッ ト 内 コン ソー ル に は ヘッ ドア ッ プ デ 
ィ ス プレ イ (HUD) が 設け られ て お ら ず 、 各 種 情報 
は キャ ノ ピ ー の 内 側 に 立体 表示 で 投影 され る 方 式 
と な っ て いる 。 また 、 着座 位置 が 高く パイ ロッ ト に 
は 広い 視界 が 確保 され て いた 。 














首部 コク ピッ ト 周 辺 の 外観 。 着 座 し た パイ ロッ ト と キャ 
スペ ー 奈 裕 が ほとん ど な い こと が わか る , 


身 を 示す 、 ファイター お 



























バイ ロッ ト は や や 後 傾 姿勢 で 











Eー ド 

SDF-1 の 艦載 兵器 の 中 で も 迎撃 機 的 な 運用 
が な され た VF-1 は 、 フ ァ イ タ ー 形 態 で 戦域 に 突入 
し 、 ミ サイ ル 迎 撃 を 逃れ た 英機 を 格闘 戦 (ドッ グフ 
ァ イ ト ) で 掃討 する と いう 戦法 を 多用 し た 。 し か し 、 
変形 機構 を 小さ な 機体 に 搭載 し た VF-1 は 、 機 内 
容積 の 余裕 が きわ め て 少な く 、 多 量 の 推進 剤 を 要 
する 宇宙 空間 で の 運用 に 難 を 抱え て いた 。 そ の 
た め 、 宇 宙 空 間 に お ける A 型 は 基本 的 に スー パー 
パー ツ を 装備 し て 運 

















































































マ 機 首 側面 と 右 主 紅 上 面 に 
は 、 機 体 番号 が マー キン グ 
され て いる 。 


し た メル ト 
ィ と の 初 適 遇 
撃墜 され た 。 









マブ ー ス ター に は マイ クロ 
ミサ イル ボ ポッド を F 高い 
火力 を 有 
小隊 一 条 機 




















オー 

SDF-1 の 航海 で は 地 
く 、 ガ ウォ ー ク 形態 の 持つ 優れ た 重力 下 特性 ( ホ バ リ 
ング 性 能 や 高い 安定 性 ) が 発揮 され る 機会 が ほとん ど 
な か っ た 。 だ が 、 ファイター 形態 か ら の 逆 加 速 や 急 転 
換 に 脚 部 の 変形 構造 を 用 いる 場合 が あり 、 ガ ウォ ー ク 
の 機能 は 部 分 的 に 活用 され て いた 。 ま た 、 一 条 機 は 
SDF-1 内 に 侵入 し た 英機 の 排除 を 試み た 際 に 、 艦 内 
の 市 街 地 を ガウ ォ ー ク で 移動 し て いる 。 重力 制御 が 効 
いた 入り 組ん だ 地形 で は ガウ ォ ー ク の 運動 性 が 有利 に 
働い て いた の で ある 。 









































重力 制御 が 切れ た 艦内 な 


メイ を ガウ ォ ー ク で 救助 し た 


ナ が 展開 され 














バト 





イド 








と し て の 側面 を 与え た 。 し か し 、 前 述 の よう に SDF-1 








に お ける VF-1 の 運用 で は 地上 戦 が 起こ る ケー ス が 少 

















な く 、 バ トロ イド は 宇宙 空間 で の 近接 戦 で 多用 され 








特に 、 マ ックス は A 型 に 乗っ て いた 頃 か ら 高 度 な 操縦 
技術 を 発揮 し て お り 、 ド ッ グ ファ イト 中 に バト ロイ ド に 変 
形 し て リガ ー ド か ら 敵 兵 を 引き ずり 出す な どの 戦闘 行動 





を 見 せ た 。 





装甲 を 剥が し 、 


に VF-1J(J 型 ) の アー マー ド バ ル キリ ー が 確認 され 


て いる 。 し か し 、 J 型 は これ 以外 の 運用 例 は 知ら 
れ て お ら ず 、 配 備 数 は 少な か っ た と 見 られ る 。 


SN 


J 型 の アー マー ド バ ル キ 
り リー は 、 デ スト ロイ ド と 
共に SDF- 1 の 防衛 に あ 
た っ た 。 





巨人 サイ ズ の 異 星人 と の 白兵戦 な ど を 想定 し て 採 
用 され た バト ロイ ド へ の 変形 機構 は 、VF-1 に 陸戦 兵器 





トロ イド で リガ ー ド の 








| み カ ラー バリ エー ショ ン 
A 型 の カラ ー リ ン 
グ は サン ドブ ラウ ン 
を 基調 と し た も の が 
一 般 的 だ が 、 ス カ 
| ル 小 隊 の 所 属 機 は 
白地 に 黒 の ライ ン と 
各 パ イロ ッ ト の パー 
ソナ ルカ ラー を 施し 
た 独特 の カラ ー リ ン 
グ を 採用 し て いる 。 


マッ クス 機 は ブ 
ン の パー ソナ ルカ ラ 
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@ 能 体 解説 


/ プティ - バ ガニ ス 5631 は 、 ゼン トラ ー デ ィ 軍 第 

425 基 幹 盤 隊 所 属 、 ジ リタ イ ZO18 ア ドク ラス 
艦隊 司令 の 旗艦 で ある 3 英 提 能 級 4.000m 戦 艦 で 、 
高い 戦闘 力 と 広範 囲 へ の 通信 性 能 も 有する 。 二 重 
般 殻 構造 を 採用 した 艦 の 表面 に は 、 数 m ほ どの アン 
テ ナ や ビ さ 人 砲 を 無数 に 設置 。 また 、 甲 板 な ど 随 所 
に 破損 短所 が 見 られ る が 、 これ は ゼン トラ ー デ ィ 人 に 
修理 の 概 療 が な いた め 。 ブ リタ イ 7018 と 共に 幾多 
の 戦場 を 戦い 抜い て きた こと の 証明 で も ある 。 






































フラ ス 艦 隊 
司令 の 旗艦 で あ 
る ノブ ティ ・ バ ガ 
ス 5631。 地 
球 人 と の 戦闘 で 

、 マ クロ ス 艦 








体 の 半分 以上 は 
誘導 主砲 と な っ 
て お り 、 圧 倒 的 
な 火力 を 有する 。 
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メカ ニッ 
ノ プ ティ ・ バ ガニ ス 5631 











作 第 休 構造 
地球 人 の 想像 を 絶する 大 き さ を 持つ 、 指 揮 艦 級 
4.000m 戦 艦 。 円 柱状 の 細長 い 形 状 が 特徴 で 、 内 
な デー 次 星 間 大 戦 に お いで は 『 ゼ シ ルド ラー ディ の 地 部 に は 主砲 を 備え る 。 巨大 な 艦 体 に は 、 無数 の レー 
球 侵攻 の 先陣 と じ て 参 戦 し だ と 推測 され 、 そ の ダー と 共に 、 多数 の 火砲 も 装備 。 ま た 、 リガ ー ド の ほ 
後 、SDF-1 マク ロス を 追撃 じ だ た 。 リ ン - ミ ン メ イ な ど か 、 多 く の 機 動 兵器 を 格納 し て お り 、 空 母 的 な 役割 
地球 人 を 草 捕 する さと に 成功 し 、 捕 虜 を ボド ル ザ ー の も 持つ 。 
下 へ 送還 ずる 際 は 、 メル トラ ン デ ィ 艦 隊 に 遭遇 し て 戦 
闘 を 行っ て いる ぉ 。 最 終 決 戦 で は 、 ブ リタ イ 7018 が リ 
ン ・ ミ ン メ イ の 歌 に 触発 され 、 ボ ドル ザー 率い る ゼン ト 
ラー ディ 軍 第 425 基 幹 艦隊 と 決別 。 彼 の 旗艦 も また 、 
地球 統合 軍 の 「 ミ ン メ イ ・ ア タッ ク 」 に 加わ っ た 。 



















艦 の 強度 
性 を 生み 出 
る と 推測 さ 








4 艦 正面 の 四隅 に ある 
丸い 突起 部 は 、 全 て 広 
域 通信 ビー ム の 3 。 
4.000m 級 の 戦艦 だ 
け に 、 そ の 大 き さ は 相 















大 戦 末期 、 地 球 人 側 と し て 戦っ た ノブ ティ ・ 人 バ 
ガニ ス 563 1 。 「 ミ ン メ イ ・ ア タッ ク ] に 参加 し 、 
マク ロス 艦 を 援護 し た . 











4^ 誘 導 主砲 口 開 放 時 の ノブ 
ティ ・ バ ガニ ス 5631。 











力 な エネ ル 
ギー 砲 を 発射 する 。 









SW 1 
巨大 な 艦 体 の 表面 に は 、 無 数 の 
は 、 誘導 収束 ビー ム 砲 や 対 艦 対空 


島 ジジ = 


ノ プ ティ ・ バ ガニ ス 5631 の ブリ ッ ジ は 、 身 長 10m 。 あみ メイン ブリ ッ ジ 
を 超え る ゼン トラ ー デ ィ 人 が 悠々 と 行き 来 で きる 大 き さ 了 

を 持つ 。 戦 闘 に も 対応 し た 艦 だ け に 、 運 用 に は 多く 
の 兵員 を 必要 と し て いる 。 上 方 に は 大 量 の ホロ グラ | 所 握 で きる よう 、 複数 
ム デ ィ ス プレ イ が 設置 され て いる ほか 、 艦 の 航行 を 指 | 基 以 上 の ホロ グラ ム プレ イ を 備え る 。 
揮 す る 指令 室 も 設置 され て お り 、 コ ン ソ ー ル 要員 が 8 ーー cy 後部 上 方 か ら 突き 出 て いる カブ セル 状 の 部 屋 
人 配備 され て いた 。 


指令 室 






































NN 4 全景 
ン 有機 的 な 形状 の メイ ン ブ リ 









方 ( 左 ) と 、 後 方 の 
ン ソ ー ル 部 ( 右 )。 コ 
ン ソ ー ル 要員 用 の 席 は 
ある が 、 ブ リタ イ 7018 
と エキ セ ド ル 4970 に 
回 定席 は な い 。 








に Nt 
“ある エキ セ ド ル 49708 
ッ ツジ の 後部 上 方 に あり 、 ブ 
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p ノ プ ティ ・ バ ガニ ス 5631 











働 放 天 部 


艦内 の 中 空 部 に は 球状 の 船 
殻 が 無数 に 連なっ て お り 、 そ れ 
ぞ れ の 船 殻 が 格納 庫 や 船室 と 
な っ て いる 。 中 空 部 は 小型 艦 
が 航行 で きる ほど の 広 さ が ある 。 
手前 に 見 える の は 、 ミ リア の ク ァ 
ドラ ン - ロ ー が 脱出 時 に 開け た 
穴 で ある 。 




























巨大 ゲー ト 
























それ ぞ れ の 船 殻 は 筒 。 輝 た ちと は 別に 移送 され た リン - ミ 
状 の 通路 で 繋が り 、 。 ン メ イ と リン : カ イフ ン が 収容 され 
エア ロッ ク で 隔て られ た 船室 。 船 殻 の ひと つ だ が 、 格 
て いる 。 ゼ ント ラー 納 庫 と は 構造 や サイ ズ が 異な る 。 
ディ 軍艦 艇 の 規模 と 左 に 見 える の は 2 人 を 運ん だ 移動 

クー 雪 交 記 =| 特殊 な 構造 を 示す ー カブ セル で 、 右 に は 隔壁 を 突き 破 
外壁 の 巨大 ゲー ト は 艦 外 に 通じ て いる 。 CE TSN 3 例 と 言え る 。 つた VT-1 の 機 首 部 が 確認 で きる 。 


信司 内 設備 
艦隊 指揮 を 想定 し て 設計 され た ノ プティ - バ ガニ ス 級 
は 、 戦 艦 と し て の 性 能 に 優れ る だ け で な く 、 情 報 の 分 
析 と 処理 に 関す る 艦内 設備 も 充実 し て いた 。 特に 、 
SDF-1 マク ロス の 対処 に あたっ た ノ プ ティ ・ バ ガニ ス 
5631 (通称 「 ブ リタ イ 艦 ]) で は 、 そ れ ら の 設備 が 一 条 
輝 ら マイ クロ ー ン の 調査 に 活用 され る こと と な っ た 。 
マイ クロ ー ン の サン ブル 
捕獲 を 命じ られ た ブリ タ 
イ 7018 は 、 捕 虜 に し た 


一 条 輝 た ち を 尋問 する な 
ど 艦 内 で 調査 を 行っ た 。 























人 ム ミ ン メ イ 人 形 が 置か れ 
た 分 析 用 の テー ブル 。 周 
囲 に 配 さ れ た モニ ター に 
は 対象 の 情報 が 映し 出さ 
れる 仕組 み と な っ て いる 。 





ブリ タイ 艦 の 内 部 に 設け られ た 分 析 室 の ひと つ で 、 部 屋 の 中 央 に 分 
析 卓 が 位置 し て いる 。 こ こ で は SDF-1 艦 内 へ の 強襲 で 入手 し た ミン 
メイ 人 形 の 分 析 が 行わ れ た 。 





ミン メイ 人 形 を 調べ る 際 に は 、 
重 武装 の 兵 た ち が 取 り 囲む 騒ぎ 
と な っ た 。 


の ホロ グラ ムスク リー ン 
に 投影 で きる 。 


のみ 分析 室 








捕獲 し た 輝 た ちの 尋問 を 行っ た 艦内 分 析 
> | 室 の ひと つ 。 奥 に 輝 だ ち が 閉 じ 込め られ た 
分 析 カ ブ セ ル が 位置 し その 周囲 に は 情 
報 を 表示 する スク リー ン が 配 さ れ て いる 。 





- 4 床 面 
カブ セル の 床 面 は 複雑 
な 紋様 と な っ て いる 。 








欠 4 カプ セル 本 体 
NA、 分 析 カ ブ セ ル は 」 N て 
ER 外 融 は に NNN 
/ 
り 











透明 。 複 数 の 支 上 は ブリ タイ 艦内 で 使用 され た 分 析 装 置 。 無 数 の 調査 
柱 で 空中 に 固定 端末 で 分 析 を 行う 。 調 べら れ て いる の は タバ コ の 自動 
され て いる 。 販売 機 で ある 。 





部 屋 は さほど 広く な く 、 分 析 カ ブ セ ル 
の 反対 側 は 気密 ハッ チ と な っ て いる 。 























の 艦内 通路 


ブリ タイ 艦内 の 通 
路 。 巨 人 サイ ズ で 、 
繝 捕虜 の 移送 に は 移 
動 カ ブ セ ル が 用 いら 
れ た 。 左手 に は 気 
密 ハ ッ チ が 見 える 。 








捕虜 の 移送 に は ゼン トラ ー デ ィ 兵 が 
つい た が 、 メ ルト ラン ディ の 侵入 に よ 
つて 輝 た ち 3 人 の 逃走 を 許し た 。 


3 移動 カプ セル は 浮遊 し て 自 走 
する 。 ま た 、 先 端 部 に は セン 
サー を 備え る 。 
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メカ ニッ ク ト 
し ノ プ ティ ・ バ ガニ ス 5631 








頒 究 績 痢 








中 型 戦 艦 に 相当 する ノ プ ティ ・ バ ガニ ス は 高い 艦 
載 機 搭載 能力 を 有 し て お り 、 艦 内 に は 無数 の 格納 
庫 が 存在 し て いた と 見 られ る 。 その うち 、 こ こ で 解説 
する の は 小隊 級 格 納 庫 で ある 。 


























ブリ タイ 艦内 に 侵入 
し た メル トラ ン デ ィ 軍 
の 突撃 部 隊 は 格納 庫 
も 達し 、 ゼ ント ラ 
ー デ ィ 兵 と の 間 で 戦 
闘 が 行わ れ た 。 



















小隊 級 格納 庫 レ イア ウト 

左 は 捕虜 と な っ た 輝 た ちの 機体 が 保 貸さ れ て いた 小 
隊 級 格納庫 の 配置 図 。3 基 の ター ン テ ー ブ ル と 、 壁 
面 に は ゲー ト と エア ロッ ク を 備え る 。 


eー エア ロッ ク 


格納 庫 内 は バト ) 
ー ツ が 機動 
行え る ほど の ) 
あり 、 艇 の 規模 が う 
か が え 



































壁 治 い に は リガ ー ド を 
| 駐 機 さ せる 椅子 状 の ス 
ポッ ト が 設け られ て い 
リガ ー ド は 脚 部 を 
折り 畳ん で 駐 機 する 。 





輝 と フォ ッ カ ー が 乗っ 
て いた VT-1 と VF-1S 
は 、 手 を 加え られ る こ 











人 左下 に 見 える メイ ン ゲ ー ト は 重 攻 
撃 機 が 出入 り で きる ほど の サイ ズ で 
ブリ タイ 艦内 の 中 空 部 に 通じ て いる 。 
また 、 天 井 部 分 に は 様々 な 形状 の 複数 
ライ ト が 設け られ て いる 



















と な く 格 納 庫 の 片隅 に 
| 置か れ て いた 。 














みみ サブ ターン テー ブル 

重 攻撃 機 が 載せ られ て | の が サブ ター ン テ ー ブ ル で 、 
手前 に 見 える の が メイ ンタ ー ン テー ブル で ある 。 艇 載 
機 の 出撃 時 に 用 いら れる 設備 と み ら れる 。 

















の 陰 に 隠れ て 難 
を 逃れ た 























の 
後方 の 壁面 に 並ん だ 柄 円 状 の 部 
分 は 室内 を 照ら す ラ イト で 、 部 
屋 を 一 周 す る よう に 複数 の ライ ト 
が 埋め 込ま れ て いる , 


スクリーン | 
室内 中 央 の コン ソー ル 
上 部 に は 大 型 の スク リ 











けら れ て いる 。 
傍受 し た 外 音 
映す こと も 可能 で 、 

リタ イ は 地球 人 類 の TV 
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4 モル ク ・ ラ ブ プラ ミズ 





璃 史 車 と くべ と ゴゴ (x 







メル トラ ン デ ィ の 
至 乱 大 を 着 輝 する 
型 移動 愛 松 


@ 艦 体 解説 


/ 性 の み で 構成 され た メル トラ ン デ ィ 軍 の 拠点 を し て 運用 され て いた 

の が 機動 要塞 モル ク ・ ラ ブラ ミズ ぐ あ る 5。 複 数 存在 する と 言わ れる 

ラブ ラミ ズ シ リー ズ の 一 基 で 、 全 幅 約 500km、 全 高 約 270km と いう サ 

イズ は 、 ゼ ント ラー ディ 軍 の 拠 京 で ある た 機動 要 寒 ゴル ・ ボ ドル ザー に 匹 

英 す る 。 艦内 中 枢 の 司令 部 (た 設置 され た 生体 光学 ホロ グラ フィ ッ ク ・ コ ン 

ピュ ー タ 「 モ ルク ・ ラ プラ ミズ 」 ヾ メル トラ ン 大 隊 の 意思 を 司る 最高 意思 
決定 機関 と な っ て お り 、 艦 隊 の 方 針 は 全て ここ で 決め られ た 。 

















k ロ グラ フィ ッ ク ・ コ ン 
し て いる 。 メ ルト 


内 部 






の め 、 地 球 の 衛星 軌道 上 B の 司令 塔 に 、 生 体 
。 薄い 層 が 幾重 に も 重 ピュータ 「 モ ルク ・ ラ ブラ 
ラン ディ 軍 の 方 針 を 決定 、 
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レ 4 
メル トラ ン デ ィ 軍 艦艇 








ーー 艦 体 構造 
@ モル クラ フラ ミズ 艦 体 は 半生 体 構造 で 、「 モ ルク ・ ラ プラ ミズ 」 を 包む 再生 能力 を 持ち 、 一 部 が 破損 し て も 再生 が 可能 と な 
モル ク ・ ラ プラ ミズ は 、 メ ルト ラン ディ 軍 の 拠点 か つ よう に 薄い 層 が 増殖 し て いっ た 結果 、 本 形状 と な か っ” っ て いる 。 こ の 構造 に より 、 中 枢 機 関 で ある 「 モ ル 
最高 意思 決定 機関 と し て 、 長 年 に 渡っ て 機能 し て た 。 薄い 層 の 一 枚 一 枚 が 独立 し て いる ほか 、 自 己 ク ・ ラ プラ ミズ 」 の 破壊 は 極め て 困難 と な っ て いた 。 
いた と 見 られ る 。 そし て 西暦 2009 年 、 地 球 人 類 ( マ 
イク ロー ン ) と プロ トカ ルチャ ー の 存在 が 明らか に な る 
と 、 そ の 遺跡 の 奪取 を 狙い 、 ミ リア 艦 を 派遣 する な ど 











































し た 。 同じ く マイ クロ ー ン と プロ トカ ルチャ ー の 傘 取 を "人 

狙っ て いた 永遠 の ライ バル 、 ゼ ント ラー ディ 軍 と も 激 

戦 を 繰り 広げ る 中 、 地 球 衛星 軌道 上 で 行わ れ た ゼン 

トラ ー デ ィ 軍 と の 艦隊 戦 で ゴル ・ ボ ドル ザ ー が 放っ た 

主砲 が 直撃 し 、 モ ルク ・ ラ プラ ミズ は 消 減 し た 。 » 右 後方 か ら 要 寒 を 便 潤 し 


た 図 。 規 則 性 な く 積み 重 
ね られ た 薄い 層 は 日 々 進化 


ゼン トラ ー デ ィ 車 に ok 
対抗 する た め 、 大 量 ご その 形状 を 変え て い 
の 艦隊 を 前 方 に 配備 Os 
する モル ク ・ ラ ブラ ミ GR 
ズ 要 宏 。 要 震 自 体 は 

後方 か ら 艦隊 の 指 押 


を 執っ た 。 





3 背面 か ら 見 た 要塞 全景 。 フォー ルド 機能 を 持ち 、 任 意 の 場所 に 移動 で きる 。 瑞 
拠点 の ゴル ・ ボ ドル ザー は 主砲 を 持つ が 、 本 要塞 が 武装 を 持つ か は 定か で な い 。 


軍 の 鹿 と 化し た 。 








み 内 部 構造 

要 寒 艦内 も 、 薄 い 層 が 寺 重 に も 重なっ た 特異 
構造 と な っ て いる 。 生体 光学 ホロ グラ フィ ッ ク ・ コ ン 
ピュ ー タ 「 モ ルク ・ ラ プラ ミズ 」 が 位置 する 司令 部 の 
み 、 そ の 詳細 が 解明 され て お り 、 部 下 に 指示 を 出す 
プロ ジェ クタ ー が 見 られ る ほか 、「 モ ルク ・ ラ プラ ミズ ] 
の 背部 に 大 き な 光 板 が 設置 され て いた 。 メ ルト ラン 
ディ 艦隊 の 意思 の 代表 と も 言え る 「 モ ルク ・ ラ プラ ミ 
ズ 」 は ここ か ら 要 塞 の 全 シ ステ ム を 管理 ・ 運 用 する だ 
け で な く 、 各 戦闘 部 隊 に 指示 を 出し 、 ゼ ント ラー デ 
ィ 軍 と 長年 の 間 、 戦 闘 を 行っ て きた の で ある 。 



































マ 「 モ ルク ・ ラ プラ ミズ ] 





















旗艦 直属 の ミリ ア 639 要塞 の 中 心 に 設置 され て いた 司令 部 。 外観 と 同様 、 
に 対し 、「 モ ルク - ラ ブラ 薄い 板 状 の 層 が 「 モ ルク ・ ラ ブラ ミズ 」 を 取り 囲む よう 
ミズ 」 は ブロ トカ ルチャ ー に 存在 し て いる 。 

の 遺跡 奪取 を 命令 し た 。 





叉 「 モ ルク - ラ ブラ ミズ] は 、 全身 が 


立体 と し て 表示 され て いる 。 胸 ゴル ・ ボ ドル ザー の 主砲 が 直撃 し 、 消 








部 か ら 下 は 完全 に 透け て お り 、 減 し て いく 「 モ ルク ・ ラ ブ プラ ミズ 」。 ゼ 4 
単体 で の 移動 は 不可 能 で あっ ント ラー ディ 軍 の 前 に 屈し た 瞬間 と な 〆 
た と 思わ れる 。 つた 。 





@1984 ピッ クウ エス ト Dea-O6 


So-ssa 


@ 機体 解説 


ルト ラン ディ は 、 遺伝 子 操作 に よっ て 創造 され た 女性 型 


六 辞 の 加 識 度 を 誇 - >) た プ 、 バ イオ ノイ ド で ある 。 人 工 生 体 と 光学 神経 合成 骨格 、 
iP = ーー a : っ 構成 され て いる ほか 、 脳 神経 と エネ ル ギ 


人 安 企 朋 閥 の 艦艇 大 A ERD SM TSE 








ー 代 謝 に レー ザー 工学 を 用 いた こと で 、 高い 運動 能力 と 筋力 
を 獲得 し て いた 。 メ ルト ラン ディ 軍 の 艦艇 に も 、 彼 女 た ち の 
肉体 を 形成 する も の と 同様 の 技術 が 組み 込ま れ て お り 、 それ 
ら は 他 の 兵器 シス テム と 共に ホロ グラ ム 情 報 ネ ットワーク に 
よっ て 管理 され て いた 。 こ れ に より 、 極 限 ま で 精密 な 艦隊 連 
携 が 可能 と な り 、 第 一 次 星 間 大 戦 で も ゼン トラ ー デ ィ 軍 を 大 
い に 苦 し め て いる 。 





ある 。 





















環 凌 車 と と こと 1(〆・ 
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大 型 フ リ ゲ ー ト 
標準 戦艦 より も 一 回 り 小型 で 、 
旗艦 防衛 な ど を 行 
艦 体 が 4 基 の 




















rhani_ sheet 


クミ 


p メル トラ ン デ ィ 軍 艦艇 





@ 運用 記録 


暦 2009 年 、 メ ルト ラン ディ 軍 は ジロ トカ ルチャ 

ー の 遺跡 で ある 都市 宇宙 船 ア ル テ ィ ラ 和 礁 取 を 目 
指す 傍ら 、 長 年 対立 さる ゼン ト デ ジー ディ 軍 と も 戦闘 を 
繰り 広げ て いた 。, ヨ 形 - ボ ド 沙 ザー 艦隊 と 会 戦 を 行っ 
た ラブ ラミ スズ 艦隊 の 多種 多様 な 艦艇 群 は 、 旗 艦 モ ル 
ク ・ ラ プラ き ミ 入 の 防衛 を 担っ た 。 だ が 、 ラ プラ ミズ 艦 
隊 の 所 属 艦 は - 計 ル ・ ボ ドル ザー の 主砲 「 ゴ ル グ ・ 





ツ 
て 


ツ 砲 ] の 直撃 大 受け 、 モ ルク ・ ラ ブラ ミズ ご と 消滅 し 
し まっ た 。 





加 、 ゴル ・ ボ ドル ザー 
に 迫っ た 





作 ピケ 小 六 

偵察 に 適し た 艦 で 、 小回り が 利く 。 非力 か つ 小 型 
の た め 、 艦隊 戦 で は 不利 な 局面 に 陥る こと が 多かっ 
た 。 横幅 が 狭い フォ ルム は 標準 戦艦 と 似通っ て い 
る 。 

















AN 


長 射程 中 型 砲艦 


FF cl 

メル トラ ン デ ィ 軍 の 中 型 砲艦 に 、 長 射程 砲 を 
取り 付け た 派生 艦 。 その 中 の 一 隻 が ゼン トラ 
ー デ ィ 軍 の 攻撃 で 大 破 し た た め 、 地 球 軌道 上 
に 放棄 され た と 推定 され る 。 そ れ が 地球 へ 降下 
し 、 SDF-1 マク ロス の ベー ス と な っ た 。 











人 類 は OT( オ ー バ ー 
テク ノロ ジー) が 搭載 
され た 中 型 砲艦 の 残 
骸 を 回 収 、 技 術 を 解 
析 し て SDF- 1 マク ロ 
ス を 建造 し た 。 








sy 型 戦艦 に 次 ぐ 大 き さ を 誇る 。 








法 EB7H 

横幅 が 狭い 板 状 の フォ ルム が 特徴 と な っ て いる 。 
艦 体 下部 に 対 艦 戦 用 の 誘導 砲 を 備え る ほか 、 艦 首 や 
艦 体 中 央 上 部 、 誘 導 砲 の 後方 な ど 各 所 に アン テ ナ を 
設置 し て いた 。 

















( 大 到 戦 能 
上 下 に スラ スタ ー を 配置 し た 標準 戦艦 と は 対照 的 


に 、 左 右 に スラ スタ ー を 配置 し 、 横 幅 が 広く 採ら れ た 
大 型 艦 。 艦 体 上 部 に ブリ ッ ジ を 備え て いる の が わか 













独 寺 ラ リタ ケー ト 


左右 に 大 型 ス ラス ター2 基 を 、 下 部 に も スラ スタ 
ー と 誘導 砲 ら し き 大 型 砲塔 を 設置 し た タイ プ で ある 。 


正面 か ら 見 る と T 字 型 の 独特 な 形状 と な っ て いる の 
が 特徴 。 

















高速 巡航 艦 は 後方 に 大 型 の 格納 庫 
を 備え る タイ プ で 、 そ の 全長 は 大 型 フリ 
ゲー ト よ り も 小さ い 約 2.500m。 強襲 揚 
陸 艦 は 敵 基地 へ の 突撃 ・ 上 陸 作 戦 を 担 
う 艦 で あり 、 そ の 全長 は 4.000m と 、 大 


み 高 速 巡航 艦 





©1984 ビッ クウ エス ト 
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p VT-1 オス トリ ッ チ ン VE-1 エリ ント シー カー 





Illustration by Hidetaka Tenjin 


VE 


箇 局 を 良 写 区 た 
VF- 7 の 覆 座 位 様 幾 






PVE-1 エリ ント シー カー 


⑧ 機体 解説 


国 編 冊 し キリ ー は パイ ロッ ト ] 名 で 全て の 機体 制御 が 

所 月 起 漠 計 仕様 機 だ が 、 運 用 目的 に よっ て は 機 音 ブ 
四 双 の 投 療 起 如 ご 複 座 機 へ の 仕様 変更 を 行っ た バリ エ 
語 ヨ 包め あ 5 妨 語 に の 一 例 が 、 非 武装 の 複 座 型 訓練 機 < 
MI 放 R 衝 @ わ る 。 機種 転換 訓練 を 目的 に 開発 で 
想 加 林 機 ほ 請 機 便 首 部 に 台 種 セン サー や レニ ダー アシ テ ナ 
次 本 見 証 内 筑 圏 ほ 寺 用 スー パー パー ツ の 装備 (この 形 
上 明 貞 認 主 大 還 革 R ッ チ 」 こ 呼ば れる ) を 前 提 と する こと 
放 還 中 練 時 因 お 居る 運用 性 の 向上 が 図ら れ て いる 。 ま た 、 
MI 者 回 上 複 座 徳 様 欄 | に は 、 早 期 警戒 機 の VE-1 エリ ント 
隊 語 訪 語 到 太 條 9 る 者 こち ら は ば 和 複 座 仕様 機 に EWAC シ ステ 
府 措 載 上 大 放 多 を 装備 し た 機体 で 、SDF-1 マク ロス の 
眼 と し て 活躍 し た 。 


















雪 主 要 バ イロ ッ ト 


る @ デ ー タ @ 開 発 系 譜 図 
※ デ ー タ は 本 体 の み の フ ァ イ タ ー 形 態 時 の も の 
(両機 共通 ) 











レレ / 




















VT-1 オス トリ ッ チ (スー パー パー ツ 装 備 状態 ) 























Deg1 Deg-O ら 





レク リー ルン 4 
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p VT-1 オス トリ ッ チ ノンノ VE- 1 エリ ント シー カー 








VT-1 オス ドリ ッ チ 


@ 運用 記録 


T-1 は ノー スズ ロム 社 が 生産 を 担当 し 、SDF-1 

マク ロス に も 配備 が 進め られ た 。 太陽系 外縁 
か ら の 航海 を 余儀 な くさ れ た SDF-1 に お いて は 、 ス 
ー パ バー バー ツ 装 備 状態 で の 運用 が 基本 だ っ た と 見 ら 
れ 、 一 条 輝 が リン ・ ミ ン メ イ を 同乗 させ て 無断 使用 し 
た 際 に も スー パー パー ツ が 装備 され て いた 。 な お 、 
同機 の 機体 番号 は 「VT- 102」 だ っ た 。 


ミン メイ を 元気 づけ 
よう と し が 無断 
で 持ち 出し た 。 彼女 
を 乗せ て 土星 の リン 
グ 近 辺 に 向かい 、 土 
星 の 虹 を 作っ て 彼女 
























ー ジ ャ デル ・ ガ ー 部 隊 
の 届 撃 を 受け 、 ゼ ン 





敵艦 か ら 脱出 する 際 
に フォ ー ル ド に 巻き 込 
まれ て 崩壊 し た 地球 
に 飛ば され 、SDF- 1 
と 再会 する まで 単機 
で 台地 を 放浪 し た 。 








みみ ファイ ター プ ガ ウォー クモ ー ド 

VT-1 は 訓練 機 と し て の 運用 目的 か の ら 、 コ ク ピ ッ ト 
以外 に も 細部 に 改修 が 施さ れ て いる 。 最も 大 き な 
改修 点 は 非武装 化 だ が 、 他 に も セン サー 機能 の 
強化 な ど が 挙げ けら れる 。 な お 、 本 機 は ブロ ッ ク 5 
以降 の 後期 生産 機 を ベー ス に し て いた と され る 。 


ノー マル 状態 の VT-1 フ ァ 
イタ ー 形 態 。 大 型 化 さ れ た 
機 首 ブロ ッ ク と 、 主 婁 端 の 探 
知 シス テム (膨らん だ 部 分 ) 
も 改修 点 の ひと つ 。 








・N、 らら 、 非常 時 に は 武装 化 も 可能 
へ へ 、 だ っ た と 考え られ る 。 


ガウ ォ ー ク 、 バ トロ イ | 






















で は 、 背 面 ブ ロッ ク 、 尾 翼 
は 機 間 の 付け 根 を 取り 囲む よう な 状態 に 畳 ま れる 。 


みみ コクピット 

VT-1 や VE-1 に 採用 され て いる 機 首 ブロ ッ ク 
は 、 縦 方 向 に 大 型 化す る こと で 内 部 スペ ー ス を 確 
保 し 、 複 座 型 コ ク ピ ッ ト を レイ アウ ト し て いる 。 前 
席 は 単座 型 と 同じ コン ソー ル で 、 後 席 は バッ クミ ラ 
ー を 省略 し て 大 型 デ ィ ス プレ イ を 採用 し て いる 。 ま 
た 、 後 席 に も 通常 の 操縦 系 が 配置 され て お り 、 前 
後 ど ちら の シー ト か ら で も 操縦 は 可能 で ある 。 


























4 複 座 型 コク ビ 
ッ ト を 後方 か ら 
見 た 図 。 後 席 は 
前 席 よ り 着 座位 
置 が 高い 。 」 

I 





後 席 を 中 心 と し た コク 
ビッ ト 内 観 。 脱 出 シ ー ト 
は 通常 の VF-1 と 共通 。 
英機 の 接近 警告 に 薦 く 
ミン メイ 。 和 各種 情報 が 
キャ ノビ ピー に 投影 され 
る 方 式 は 通常 の VF-1 
に 共通 し て いる 。 







VT-1 の 前 席 コ ン ソ ー 
ル 中 央 に 位置 する ディ 
スプ レイ の レー ダー 表 
示 。 デ ィ ス ブレ イ は タッ 
チバ ネル と な っ て いる 。 











キャノ ピー の 展開 構造 。 
前 後 席 ご と の 分 割方 式 で は 
な く 、 一 体 式 と な っ て いる 。 / 





コク ピッ ト の バト 
ロイ ド 時 レイ アウ 
ト 。 左 は 単座 型 。 











| 
| 


み バ トロ イド モー ド 

従来 の 兵器 に は 存在 し な か っ た 人 型 形態 に 習 
熟す る た め の 訓 練 用 で あり 、 頭 部 に は 固定 武装 
の 代わ り に レー ダー が 備わっ て いる 。 








左右 非対称 で ある レー ダー アン テ 
ナ 型 の 頭 部 を 持ち 、 複 っ 
る ほか は VF-1 と 形状 








地球 へ の デフ ォ ー ル 
ョ 後に スー パー 
バー ツ を 排 
VT-1。 大 気 圏内 で 
は デッド ウェ イト と な 
、 未 装備 状態 
で 運用 され る 。 




















^ 主 糞 の 可変 後退 算 構 千 
や 、 上 下方 向 の 2 次元 ペ クタ 
/ ー ド ノズル は 通常 の VF-1 と 
共通 。 全 体 的 な フォ ルム に 
も 大 き な 違 い は 見 られ な い 。 








崩壊 し た 地球 を 調査 
し た 際 に は 、 主 に ガ 
ウォ ー ク で 用 いら れ 
た 。 風雨 を 避け る た 
め 、 機 体 か ら テン ト を 
吊る し て 張る こと も あ 


つた 。 








人 ノー マル 状態 ファ イタ ー の 機体 下 
面 。 頭 部 モジ ュー) H 当 する レー ダ 
ー ア ン テ ナ は 飛行 時 の 空気 抵抗 と な 
る た め 、 折 り 畳ん で 収納 され る 。 























4 ガウ ォ ー ク を 後方 か ら 見 
た 図 。 腕 部 を 収納 し て いる 
が 、 展 開 す る こと も 可能 
敵艦 内 で は 腕 部 を 使っ て 隔 
壁 を 破壊 し て いる 。 











みみ スー パー パー ツ 装 備 

VT-1 専 用 スー パー パー ツ は 新 中 州 重工 の 開発 に よ 
る も の で 、 ブ ー ス ター (FAST パッ ク 、 NP-BP-T1 ) と コ 
ン フ ォ ー マ ル タ ン ク (NP-FB-T1)、 腕 部 ユニ ッ ト (NP- 
AU-T1) で 構成 され る 。 これら は 主 に プロ ペラ ント の 増 
量 に 主眼 が 置か れ て お り 、 武 装 は 施さ れ て いな い 。 











『 スー パー バ 
ー ツ 装備 VT-1。 訓 練 の た 
め に ブ プロペ 搭載 量 が 
強化 され て お り 、 宇 宙 空 間 
で の 航続 距離 に 優れ る 。 













知 シス テム が 組み 込ま れ て いる 。 主 糞 端 
の 282 つの 穴 は 姿勢 制御 用 バー ニア 。 












人 ^ 脚 部 エン ジン ナセル に 装着 され る 
コン フォ ー マ ル タン ク は 、 ユ ニッ ト 上 
下 が 膨 らん だ 形状 と な っ て いる 。 

















スー バー バー ツ の 名 部 に は 
姿勢 制御 用 バー ニア が 装 
備 さ れ て お り 、 訓 練 機 で あ 


Cow 


0 

















りな が ら 通 常 の VF-1 に も SS 
所 色 な い 機動 性 を 発揮 す ミタ = 
る 。 a Ne 
RO へ ) 
OE 
の fo ast 
て ヌー ジャ デル ・ ガ ー を 振り ここ うき か => 
切る VT-1。 非 武装 で 反撃 NN 


で き な か っ た た め 、 輝 は 機 
動 性 を 活か し て 敵 機 か ら 逃 


[ 部 の レー 
れ よ うと し た 。 ^ 図 は 機 首 下部 の レ 


ダー アン テ ナ を 展開 し 
た 状態 。 スーパー バー 
ツ 装 備 状態 で も 、 バ ッ 
ク バ ッ ク と 尾 四 は 、 機 
首 後部 を 囲む お よう に 畳 
まれ る 。 


に 4 ブー スタ ー を 装着 し た 
状態 の 機体 上 面 ( 図 は ガ 
)。 ノ ズル 前 


ム ブ ー ス ター の ノズル 
は 全 方 向 に 可動 する 。 
また 、 通 常 の スー バー 


ニッ ト と は 異な り 、 前 部 
の 換装 は で き な い 。 

















人 上 は ファ イタ ー 時 の 駐 機 状 
態 を 示し た も の 。 着陸 脚 は 省 
略 さ れ て いる が 、 下 の 円 が 接地 
し た タイ ヤ を 意味 する 。 


スー バー バー ツ 
装備 状態 ガウ ォ ー ク 
を 後方 か ら 見 た 図 。 
胸部 は 収納 し た ま 
まだ が 、 展 開 構造 は 
VF-1 と 同じ 。 





スー パー バー ツ 装 備 状態 
ガウ ォ ー ク 。 コ ン フ ォ ー マ ル 
タン ク は 通常 の スー パー バ 
ー ツ の も の と は 姿勢 制御 用 
バー ニア の 構成 が 異な る 。 





ト 側 面 の 7 パ が ブー スタ ー 取 り 付 け 部 。 右 図 
は 右 ブ ー ス ター に 設け られ た アン テ ナ . 


働 VE.」 エリ ント シー カー 

VT-1 と 同 仕様 の 複 座 機 に 索敵 ・ 空 中 管制 用 パッ ク 
を 搭載 し た 機体 。 パ ッ ク は レ ド ー ム (APS-201 監視 レ 
ー ダ ー 内 蔵 ) を 装備 し た ブー スタ ー (NR-BP-E3) と 、 通 
信 中 継 用 HF、VHF、VLF 各 種 ア ン テ ナ を 装備 し た 腕 
部 コン テ ナ (右腕 が NR-SR-E3、 左 腕 が NR-SL-E3) 、 
| 方 監視 レー ダー 搭載 の エン ジン ナセル 部 追加 増 槽 
(NR-FS-E3) か ら な る 。 な お 、 同 パ ッ ク の 開発 は 新 
中 州 重工 が 担当 し 、 電 子 機器 装備 の 開発 に は ビ フ ォ 
が 参加 し て いる 。 































4 ファイ ター 形態 

機体 上 部 の 回 転 式 レ ド ー ム と 下部 の 大 型 アン テ ナ が 特 
徴 。 ブ ー ス ター 側面 に は 眼 を 模 っ た マー キン グ が 施さ 
れ て いる 。 早 期 警戒 機 と し て だ け で な く 、 電 波 妨害 や 
逆 探知 と いっ た 電子 戦 の 能力 に も 優れ る 。 





























ー ス も 






土星 近辺 の 戦闘 で は 、VE-1 
か ら の 情報 を 基 に し て 、 
SDF-1 が 自動 追尾 装置 を 作 
動 さ せ 主 砲 を 発射 。 敵 艦 の 
撃沈 に 成功 し て いる 。 







SDF-1 に 接近 する 
敵艦 の 位置 情報 を 
測定 する VE-1。 優 
れ た レー ダー 性 能 を 
活か し 、 母 艦 や 艦載 
機 部 隊 の 誘導 な ど に 
肖 も 運用 され た 








トバ トロ イド 形態 
通常 の VF-1 と は 一 線 を 画す 外観 が 特徴 の バト ロイ ド 形 態 。 レ ドー ム が 
頭 部 上 方 に 移動 し 、 下 部 アン テ ナ が 左腕 の 一 部 と な る 。 頭 部 も 一 般 機 
と は 全く 異な る モジ ュー ル に 換装 され て いる こと が わか る 。 





@1984 ビッ クウ エス ト 
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VF-1S スト ライ ク バ ルキ リー 



















の "ひつ Fo 
9S 滴 革 に 圭 さ た 
ゞ さ ロ ヘニー ロ 


居 垂 ミー 
umi し に さこ Ia 


デー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 但 サ イズ 比較 





⑧@ 機体 解説 


ー パ ー パ バ パーツ を 装備 し た VF- 1 は 、 一 般 に "スー パー バル キリ ミニ ペ と 呼称 きれ る 。 そ の スー パー バ 

ルキ リー の 背部 マイ クロ ミサ イル ポッ ドー 基 を 連装 ビー ム 砲 に 換装 や 、 さ ら な る 火力 強化 を 目指 
し た タイ プ が "スト ライ ク バ ルキ リー" で ある 。 た だ し 、 ス が バーツ の み の 場 合 に 比べ て 運用 コス ト 
が か さむ お た め 、 本 装備 の 使用 は 指揮 官 機 用 の VF- 1 SIS& 恨 られ て いた 。 ま た 、VF-1S の 頭 部 の 照準 装 
置 が 連装 ビー ム 砲 と の 相性 が 良かっ た こと も 本 装備 が S 型 専用 に な っ た 要因 の ひと つと され る 。 な お 、 
この カラ ー リ ング の 機体 は 一 条 輝 中 尉 が ボド ル 基 幹 艦隊 と の 戦い で 搭乗 し た も の で ある 。 




















Illustration by Hidetaka Tenjin 











@ 運用 記録 


\ DF-1 マク ロス 配備 の VF-1 バル キリ ー は 、 宇 
7 宙 空 間 で 運用 す 通常 は スー パー パー 
ツ を 装備 し た 。 そ の 際 、 隊 長 機 の VF-1S スト ライ 
ク バ ルキ リー と 、3 機 の スー パー バル キリ ー で 一 個 
小隊 を 編成 する ケー ス が ほとん ど で あ っ た 。 ま た 、 
高い 攻撃 力 を 有する 本 機 は 特殊 任務 に も 投入 され 
た と 言わ れる 。 中 で も 一 条 輝 中 尉 が し た 機体 
は 、 ボド ル 基 幹 艦隊 と の 戦い に お いて 単独 で 敵 旗艦 
中 枢 に 突入 し 、 ゴル ・ ボ ドル ザー の 撃破 と いう 戦果 を 


挙げ た こと で 知ら れ て いる 。 





















hane heet 


用 メカ ニッ クシ ー ト 


> VF-1S スト ライ ク バ ルキ リー 








追加 装備 

スト ライ ク バ ルキ リー で は 、 ス ー パ ー バ ルキ リー 
に お ける 右側 の 背部 ブー スタ ー ユ ニッ ト の マイ クロ 
ミサ イル ポッ ド が 連装 ビー ム 砲 に 換装 され て いる 。 
それ 以外 に スー パー バル キリ ー と の 変更 点 は な く 、 





GU-11 ガト リン グ - ガ ン ポ ッ ド や 頭 部 レー ザー 機銃 


な どの 本 体 の 標準 装備 も 同様 で ある 。 


みみ マウ ラーRO-X24 


NP-AR-01 
腕 部 師 








ビフォー ズ HMM 



















マイ クロ ミサ イル ポッ ド 
-01 

















ファ イタ ー モ ー ド 


スト ライ ク バ ルキ リー の ファ イタ ー 形 態 は 、 上 部 
の 大 型 ブ ー ス ター (NP-BP-01 ) と 脚 部 コン フォ ー 
マル タン クノ / 高 機動 スラ スタ ー(CTB-04) に より 、 
宇宙 空間 で 高い 機動 性 を 発揮 する 。 ス ー パ ー バ 
ルキ リー も 同等 の 性 能 を 有 し て いる が 、 本 機 が ベ 
テラ ン パ イロ ッ ト 向 け の 仕様 だ っ た こと も あり 、 実 
戦 で は スト ライ ク バ ルキ リー の 方 が 高い 性 能 を 発 
揮 し た と 言わ れる 。 
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スー パー パー ツ を 装備 し た VF-1 は 大 推力 ゆえ に 高 
機動 時 の 機体 制御 が 難し く 、 急 激 な 方 向 転換 な ど は 


脚 部 エン ジン を 可変 させ て 行う こと が 多かっ た 。 スー パ 
ー バ ルキ リー 同様 、 元 々 宇宙 空間 で の 運用 を 前 提 と し 
て いる スト ライ ク バ ルキ リー に お いて は 、 重 力 下 環境 に 





























適し た ガウ ォ ー ク 形態 の 運用 価値 が 相対 的 に 低く 、 同 
有 態 は 機動 制御 な ど に 用 いら れ た 程度 で ある 。 し か し 、 



































急 制動 を 行っ た 後に 攻撃 に 転じ る 戦法 な ど に は 、 ガ ウ 
ォ ー ク 形態 が 用 いら れる こと が 多かっ た 。 
































バト ロイ ドモ ー ド 
スー パー パー ツ は VF-1 の 変形 機構 を 阻害 し な いた 


め 、 装着 し た まま で も ガウ ォ ー ク 、 バ トロ イド 形態 へ の 変 
形 が 可能 で あっ た 。 中 で も バト ロイ ド 形 態 は 、 主 に 敵 
バト ルス ー ツ と の 格闘 戦 な ど に 用 いら れ た 。 連装 ビー 
ム 砲 は バト ロイ ド で も 使用 可能 だ っ た た め 、 ス ー パ ー バ 
ルキ リー より も 高い 攻撃 力 を 発揮 し た 。 た だ し 、 連装 ビ 
ー ム 砲 は 高 機動 バー ニア 用 の 推進 
め 、 戦 闘 継続 時 間 の 関係 上 ト 、 ベ テラ ン パ イロ ッ ト で な 
けれ ば 効果 的 な 運用 が 困難 で あっ た と 言わ れる 。 















































を 流用 する た 















































事項 


= 
と な っ た スト ライ ク バ ルキ リ 
に | 


1 コ 

指揮 官 機 と し て 運用 され た スト ライ ク バ ルキ リー に は 
トッ プク ラス の パイ ロッ ト の 多く が 搭乗 し 、 大 き な 戦果 
を 残し た と 言わ れる 。 一 条 輝 機 以外 に も 、 ロイ ・ フ ォ ッ 
カー 機 な ど が 特に 知ら れ て いる 。 












スカ ル 小 隊 の 隊長 
と し て 活躍 し た フ 
ォ ッ カー は 、 酒 に 
酔っ た まま 戦闘 を 
行い 、 敵 機 を 撃墜 
する な どの 武勇 伝 
を 持つ 。 























移動 する 、 
























ロイ ・ フ ォ ッ カー 用 
フォ ッ カ ー 機 の カラ ー リ ング は 
胸部 の ライ ン が 黄色 で 、 ブ プー 
スタ ー 部 の スカ ル 小 隊 部 隊 マ 

ー ク が 黒 と な っ て いる 。 




















ファ イタ ー 形 態 同 
様 、 バ トロ イド 形態 
で も 高い 戦闘 力 を 
発揮 し た 。 英 艦 に 
潜入 する 際 に は 、 
バー ツ を 外す な 
ど 、 了 臨機 応変 に 対 
応 し て いる 。 














@G1984 ビッ クウ エス ト 








MACROSSs CHRONIC に 





| 
メカ ニッ クシ ー ト 








モン スタ ー 
デス トロ イド シリ ー ズ 最 
陸上 戦艦 と 








る 巨大 な 体 双 と 、 

圧 な 火力 を 備え 

る 。 歩行 シス テム を 持 

動 性 は 低く 、 

的 に は 砲台 と し て 
運用 され た 。 











昌 星人 の 宇宙 艦 ASS-1 の 墜落 に よっ て 、 オ ー バ ー テ クノ ロジ ー を 入手 し 
た 人 類 は 、 人 間 の 5 倍 以上 の 身長 を 持つ と され る 未知 の 敵 に 対抗 すべ 
く 、 巨 大 歩行 兵器 デス トロ イド の 開発 に 着手 し た 。 兵 器 開発 に は 、 当 時 の 有 
力 軍 事 メ ー カ ー が 参入 。SDF-1 マク ロス 進軍 式 前 に 数 種類 の デス トロ イド シ 
リー ズ が ロー ルアウ ト し て いる 。 ま た 、 デス トロ イド シリ ー ズ 開発 時 に 培っ た 二 
足 歩 行 シ ステ ム の ノウ ハウ は 、VF- 1 の バト ロイ ド 形 態 へ と 活か され た 。 第 一 
次 星 間 大 戦 勃 発 後 、 デ スト ロイ ド シ リ ー ズ の 加 機 は 、 主 に マク ロス の 砲台 と し 
て 活躍 する こと と な っ た 。 
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デス トロ イド (モン スタ ー/〆/ ト マ ホ ー ク / デ ィ フ ェ ン ダー〆/ ス ハル タン 


MAUCROSSs CHRONICLE 


KOza06。 


マク ロス 艦 の 火力 を 締 う 
一 邊 歩行 兵 問 






ゅ トマホーク 
デス トロ イド シリ ー ズ と し て 
初め て 実用 化 され た 機体 が 
トマ ホー ク で ある 。 両 腕 












撃 能力 は 高い . 





サイ ズ 比 較 





HWR-OO-MkI | 


VF-1J | 
MBR-O4-MkVI ADRO4MkKX MBA-O7-MkI 





WV < = 5 | 











@ 運用 記録 


(DF-1 マ クロ ス に 搭載 され た デス トロ イド シリ 
いし ズ は 、 主 に 能 の 砲台 と し て 運用 され た 。 特 に モ 
ンス ター は 、 ビ ガー ス 40cm キ ャ ノン 砲 の 圧倒 的 な 破 








壊 力 を 活か が す た め 、 艦 首 付近 に 配置 され た 。 そ の 他 、 
マ ホ ー ク 、 デ ィ フ ェ ン ダー な ども 艦 体 の 各所 に 配置 
され 、 対 空砲 と し て の 任務 を 果たし て いる 。 格 闘 戦 に 
持 化し た スパ ル タ ン は 砲台 で は な く 、 マ クロ ス 艦 内 の 
方 衛 や 整備 な ど に 駆り 出さ れ た 。 






デス トロ イド シリ ー ズ は 、 
SDF-1 マ クロ ス の 砲台 
と し て る ゼン ト 
ラー ディ 軍 を 迎撃 し た 。 











独 MBR_04.MkVI トマ ホー ク 


デス トロ イド 初 の 実用 機 、MBR-04-MkI の 発展 
型 。 火 力 重視 の 二 足 歩行 機 で 、 ビ ガー ス 社 、 ク ラ 
ウラ ー 社 で 共同 開発 し た 。 腕 部 の ビー ム 砲 の ほか 、 
肩 部 に ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー な ど を 備え て いる 。 


の 両 腕 部 は 本 機 
上 製 PBG-1 1 
荷電 粒子 ビー ム 砲 と な っ て いる 。 





chani_ sheet 











HVR-00-MkHI モン スタ ー 

ビガー ス 社 、 セ ンチ ネル 社 で 共同 開発 し た 巨大 デ 
スト ロイ ド 。 空前 絶後 の 超 巨 大 陸上 非 軌道 兵器 で 、 
2 足 歩 行 シ ステ ム を 備え て いる 。 だ が 、 そ の 機動 性 
自体 は 鈍重 の た め 、 固定 砲台 と し て 運用 され て いる 。 


























含め 、 4 種類 用 意 され た 。 








MBR-07-MkI スパ ル タ ン 


# ADH-04- 
MBR-04-MkI 開 発 時 に 獲得 し た デス トロ イド 歩行 





歩行 兵器 開発 競争 の 2 番手 と し て 、 セ ンチ ネル 社 












































シス テム の 発展 的 運用 の ひと つと し て 、 ビ ガー ス 社 、 と クラ ンス マン 社 が 共同 で 手掛け た デス トロ イド 。 主 
クラ ウラ ー 社 で 共同 開発 し た 対空 用 兵器 。 宇宙 空 、 動 カ グ ゲ ン ハ イマ ーDT2004 熱 核 反 応 炉 に より 、 
間 で の 遠 距離 射撃 能力 を 備え る 。 圧倒 的 な 高 出力 を 実現 し た 。 








人 両 腕 に 備え た 高藤 速射 砲 は 、4 砲 
身 で 毎 分 G000 発 (1 砲身 あたり 500 
発 ) の 7Bmm 砲 弾 を 発射 で きる 。 


人 他 の デス トロ イド と 異な り 、 両 腕 に 
用 クロ ー ハ ンド 
を 装備 。 機動 力も 高い 





4 アス トラ TZ-TV 
マク ロス 甲板 上 で 、 高 
角度 速射 砲 を 放つ ディ フ 
ェ ン ダー。VF の サポ ー 
ト 機 と し て 運用 され た 
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SDF- 7 マク ロス ズ ス に た に 益 戴 さ れ た 


非 源 黄 褒 の 字 缶 衝 ・ 還 応 








“RC-4E ラビ ッ ト 





急 主 要 バ パイ ロッ ト 


RC-4E ラビ ッ ト の 操縦 
紅 席 に 座る 早瀬 未 沙 





@ サイ ズ 比 較 














- 暦 009 年 、 ゼン トラ ー デ ィ 軍 と 交戦 を 続け て いた 地球 統合 軍 の 宇 四 戦 還 生 症 呈 IM 
l 艦 SDF- 1 マク ロス に は 、 主 力 と な る 可変 戦闘 機 (以下 、VF) 以 外 に も 、 E 

多彩 な 艦載 機 が 搭載 され て いた 。 宇 宙 で 運用 で きる 艦載 連絡 艇 (カッ ター と 呼 
ば れる )HC-4E ラビ ッ ト や 、 様々 な 建設 業務 な ど に 用 いら れ た 大 型 クレ ー ン 車 
な ど が 積み 込ま れ て お り 、 戦 闘 以 外 の あら ゆる 場面 で 艦 の サポ ー ト を 行っ た の 
で ある 。 こ れ ら の 艦載 機 は 軍 の 業務 を 円 滑 に する だ け で な く 、 艦 内 で 暮らす 














RC-4E 


























人 々 の 生活 を 支え て いた 。 


獄 種 強 と ロン ム 1-4 ロ S 4 
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メカ ー ド 


pp SDF-] マク ロス 艦載 機 





但 運用 記録 


C-4E ラビ ピット は 、 大気圏 外 で の 艦 と 艦 と の 連絡 

や 人 員 の 輸送 、VF へ の 連絡 な ど を 担っ て いた と 
見 られ る 。 対 ゼン トラ ー デ ィ 戦 に お いて は 、 土 星 付近 
に て 無断 出撃 を 敢行 し た 一 条 輝 、 リン ・ ミ ン メイ 搭乗 の 
VT-1 オス トリ ッ チ を 制止 する 目的 で 、 早 瀬 末 沙 が 運 
用 し て いる 。 一 方 、 大 型 クレ ー ン 車 は 、 SDF- 1 マク ロ 
ス 稲 内 を 製 撃 し た ヌー ジャ デル ・ ガ ー に よっ て 破壊 され 
た 居住 区 域 を 復旧 すべ く 、 複数 が 投入 され て いた 。 


み 操 縦 席 








マ 操 縦 席 は 並列 に 2 席 設 けら れ て お り 、 ど ちら 
の コン ソー ル 様 の 機能 [る 。 上 方 に 
は 周辺 状 3 フ e 





の 直さ \ ーー 
Mu = 


信 前 方 か ら 見 た 操縦 席 。 後 方 に ちる キャ ビン や 備品 庫 
と は 障壁 で 仕切 られ て いる 




















電 RC-4E ラビ ッ ト 

RC-4E ラビ ッ ト は 、 長 距離 航行 を 想定 し て お り 、 
多量 の 推進 剤 を 搭載 し て いる の が 特徴 で ある 。 最 高 
速度 時 に は 、 戦 闘 機 並 の 加速 性 能 を 発揮 する こと が 
で きた 。 その 能力 を 活か す た め 、 長 距離 レー ダー 型 や 
軽 武装 型 な ど が 誕生 し た 。 


~~ 








“底部 か ら 見 た 図 。 
左右 に 設置 され た 
長 の パー ツ は 、 皿 

着 艦 時 用 の 大 : i 
脚 で ある 。 



















後方 に 4 基 の スラ スタ ー ノ 
ズル を 備え る こと か ら も 、 
本 機 が 大 型 の 推進 剤 を 積み 
込ん で いる の が うか が え 
る 。 機体 上 部 に は セン サー、 





B を 備え た 
D フ ォ ル ム か 
ッ ト 」 の 名 称 が つ 
けら れ た 













は 、 装 甲 キャ ノビ ピー 
バイ ザー で ある , 


“4 操縦 席 と キャ ビン の 配置 図 。 キ ャ ビン は 
前 後 5 列 に 設置 され て お り 、1 列 に 最大 3 
人 を 搭乗 させ る こと が 可能 で あっ た 。 








備品 クレ ー ン 車 

地球 統合 軍 が 用 いて いた 建設 作業 機器 の 一 種 
で 、 延 伸 自 在 の クレ ー ン を 用 いて 高 所 で の 作業 が 可 
能 と な っ て いる 。 ク レー ン の 先端 に は 作業 用 の ゴン ド 
ラ が 設置 され て お り 、 複 雑 な 作業 を スム ー ズ に こなす 
こと が で きた 。 また 、 ス タン ド に よっ て 車両 を 地面 に 
定 す る こと も 可能 で ある 。 
























































壊さ れ た SDF-1 マ 
クロ ス 艦 内 の 整備 を 


就 い て いた 。 
























車両 後方 に 設置 され た 
大 型 ク レー ン を 延伸 し た 
クレ ー ン の 基部 は 
回 転 式 と な っ て お り 、 その 
作業 範囲 は 広い 。 








ムク レー ン 先 端 の 拡大 図 。 
大 型 の マニ ピュ レー ター、 
作業 用 ゴン ドラ 、 サ ー チ ライ 
ト な ど が 設置 され て いる 。 


る 人 走行 時 は 、 左 図 の よう に クレ ー ン を 折り 
畳 な る 。 上 図 は 、 ク レー ン 使 用 
する スタ ンド で 、 前 方 、 後方 
され て いる , 
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直情 級 温 艦 の 両 距 を 坦 う 
艇 款 兵力 ステ ーション 





ゲーム ド O1 





DF-1 マク ロス が 度 重なる 異 星人 と の 交戦 を 
) 潜り 抜け る こと が で きた 要因 の ひと つ ( ご ' 能 載 
機 部 隊 の 効果 的 運用 と 奮戦 が 挙げ られ る 。 そ れ を 支 
えた の が 、SDF-1 の 艦載 機 縛 艦 と ば で 機能 し た 宇宙 
空母 アー ム ド で ある 。 で の 艦 は 泰 来 、 ラ グラ ンジ ュ ・ 
ポイ ント や 静止 衛星 軌道 に 配備 され る 宇宙 戦闘 機 
用 の 浮 台 、 リ ダ と じ て 建 造 さ れ た も の だ が 、 地球 へ 沙 
下 し た 異 星人 艦 の 修復 計画 の 進行 に 伴い 、 SDF-1 の 
艦載 機運 用 プラ ッ ト フ ォ ー ム へ の 転用 が 行わ れ 、 同 艦 
の 攻防 の 要 と し て の 役割 を 果たし た 
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全長 1 


m の SDF-1 に 
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する サイ ズ 
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賠 メカ ニッ クシ ー ト 


VV 較 レ ァ ー ム ド 































_ 人 能 隊 醒 千 
個 運用 記録 マル 偏平 な 稲 体 有 


は 構 
が 用 いら れ て い 
$ わ せ た し ら 


は 艦載 機 が 展開 し や すい よう 








\ DF- 1 戦略 シス テム に お ける 艦載 兵力 ステ ー シ ョ 3 

リン と し て 、 急 吉 、 宇 宙 戦 闘 機 用 リグ を 改造 する 
形 で 建造 され た アー ム ド は 、 ら 008 年 12 月 に SDF- 1 
と ドッ キン グ 。SDF-1 戦略 シス テム の 一 部 と な っ た 。 
移民 船 と し て の 側面 も 持っ て いた SDF- 1 は 、 南 アタ 
リア 島 で 5 万 人 の 移民 を 収容 し つつ 、 最 終 租 装 作 業 
を 進め 、 ら 009 年 ら 月 の 進 宙 式典 に 臨ん だ が 、 式 典 
中 に 異 星人 (ゼン トラ ー デ ィ 人 ) の 襲撃 を 受け 、 空 母 プ 
ロメ テウ ス か ら SDF- 1 援護 の た め に 発進 し た バル キリ 
一 隊 も ろ と も 、 緊 急 フ ォ ー ル ド を 敢行 する 。 以 後 、 太 
陽 系 外周 か ら 地 球 へ の 帰還 を 果たす まで 、 ア ー ム ド は 
その 艦載 機運 用 能力 を 如何 な く 発揮 し 、 ゼン トラ ー デ 
イィ 、 メ ルト ラン ディ 両 軍 の 攻撃 を 退け た 。 「 ミ ン メ イ ・ ア 
タッ ク 」 に お いて は 、SDF- 1 の 両 械 と し て ボド ル 旗 艦 
入 。 武 装 を 一 斉 発射 し 、 旗艦 の 撃破 に 貢献 し た 。 





















の み ア ー ム ド 配 置 図 


SDF-1 の 左 












ドッ キン グ 
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SDF-2 メガ ロー ド 01 





Illustration by Hidetaka Tenjin 


人 類 移 佳 計画 
第 一 面 の 旗 底 と な っ た 
メガ ロー が 衣 7 番 乱 


@ 機体 解説 


RnRSReI ER 級 
超 長 距 離 移民 船 メ ガロ ー ド 01 。 人類 播種 計画 を 担っ て 
銀河 へ と 溝 ぎ 出し た 最初 期 の 移 還 船 で ある 。 大 規模 宇宙 移民 
の 母船 と し て 設計 され た 本 船 ほ まり 接 期 通行 能力 と 居住 性 に 重き 
を 置い て お り 、SDF-1 マク ロス で 得 ら れ た ノウ ハウ が 生か され 
た 。 収 容 可 能 人 員 は 約 @ 亡 5 素 火 と SDF- 1 から 大 幅 に 減っ て い 
る が 、 こ れ は 本 級 が 長期 航行 に 備え て 物資 搭載 量 を 高め た た め 
で 、 居 住 設備 は 格段 | た 進歩 し て いる 。 一 方 で 最低 限 の 武装 し か 
持た ず 船 体 の 剛性 も 低い た め 、 戦 闘 に は 適し て いな い 。 本船 
の 使命 は 人 類 の 種 を 守る こと に あっ た の で ある 。 























1 
8 = 





艦長 は SDF-1 の 主任 管制 官 と し て 実績 を 挙げ た 
早瀬 未 沙 大 佐 ( の ちの 一 条 未 沙 ) が 務め た 。 


人 開発 系 譜 図 
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YY 園 » SDF-2 メガ ロー ド 01 
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頒 能 隊 構造 


@ 運用 記録 


リー ン で 覆 わ れ た 都市 


メガ ロー ド 01 の 艦 体 前 半 部 は 、 フ レー ム と スク 


区 画 と な っ て いる の が 最大 





、/ カロ ー ド O1 は 当初 、 地 球 製 宇宙 戦艦 SDF-@ と し の 特徴 で ある 。 都市 は 閉鎖 サイ クル の 長期 居 
"` て 、8003 年 1 1 月 に 建造 を 開始 され て いた 。 住 シ ステ ム を 備え て お り 、 ま た 、 艦 内 に 物資 の 


本 来 は 2013 年 竣工 、2014 年 運用 開始 を 予定 し て 
いた が 、 ら 009 年 に 勃発 し た 第 一 次 星 間 大 戦 の 影響 
で 建造 は 一 時 中 断 さ れる こと と な る 。 終戦 後 、 人 類 
播種 計画 が 浮上 し た こと で 、 ら 010 年 6 月 より 移民 船 
と し て 建造 が 再開 され 、 同 時 に 本 船 を 核 と する 移民 
船団 の 編成 も や 進め られ て いっ た 。 そ の 後 、 メ ガロ ー 
ド 01 を 旗艦 と し た 第 1 次 超 長 距 離 移民 船団 は 2018 
年 9 月 に 地球 を 出発 し 、 銀 河 系 中 心 方 面 へ の 航海 に 
就 い た 。 だ が 、 ら 016 年 7 月 に 銀河 系 中 心 近傍 に 到 
達し た と ころ で 、 同 船団 か ら の 通 絶 し て し まう 。 
この 謎 の 失 忠 が 、 以 降 の 人 類 移住 計画 に 影響 を 与え 
る こと を 恐れ た 新 統合 政府 は 、 % の 公表 を 避け 、 
距離 移民 船団 は 、 い まだ 航海 の 途上 に あ 
る と し た の だ っ た 

























































備蓄 生産 区 画 を 十分 に 確保 し た こと で 、 乗 員 
は 余裕 ある 生活 を 送る こと が で きた と いう 。 た だ 
し 、 そ うし た 構造 か ら 加 重 限 界 は 低く 、 運 動 性 と 
加速 性 能 に も 欠け て いる と され る 。 

















肢 建造 初期 の 完成 予想 区 








メガ ロー ド 01 の 原型 に あたる SDF-2 は 、「 メ ガロ ー ド 」 の 結果 と し て 、SDF-2 は 第 一 次 星 間 大 戦 の 戦 宰 を 免れ 、 
艦 名 を 冠 す る マク ロス 級 2 番 艦 と し て 計画 され た 。SDF-1 終戦 後に 移民 船 メ ガロ ー ド 01 に 改装 され る こと で 、 人 類 
マク ロス の 修復 と 平行 し て 建造 が 進め られ た SDF-2 は 、 播種 計画 の 速やか な 遂行 に 貢献 する こと と な っ た 。 な お 、 
SDF-1 の 修復 に よっ て 得 られ た 技術 的 フィ ー ド バッ ク が メガ ロー ド 01 へ の 改装 に あたっ て は 、 第 一 次 星 間 大 戦 で 














十 二 分 に 盛り 込ま れ て いっ た 。SDF-2 の 建造 は 、 月 面 に の SDF-1 の 運 








ある 統合 軍 ア ポロ 基地 地下 工 懇 で 行わ れ た が 、 こ ご これ は か ら も た ら さ れ た 








H 








か ら 得 ら れ た デー タ や 、 ゼ ント ラー ディ 軍 
革 術 な ど に より 、 宇 宙 戦 艦 の 技術 レベ ル 
全長 1620m、 運 用 慣性 質量 2070 万 { (計画 当初 の 予 が 大 幅 に 躍進 し た こと も あっ て 、 艦 体 の 大 部 分 は 新規 設 
定 ) も の 巨体 を 誇る SDF-2 の 開発 ・ 建 造 に あたり 、 地 球 計 と な り 、SDF-2 の 面影 は 主 推進 機 の 外装 や 指揮 管制 
の 1/6 の 重力 で ある 月 面 が 都合 が 良かっ た た めで ある 。 ブロッ ク に 多少 の 面影 を 残す 程度 と な っ て いる 。 











1982 ビッ クウ エス ト 


Ln cl 
人 類 播種 計画 は 、 巨 人 族 ゼ ント ラー ディ と 
の 戦い を 経験 し た 人 類 が 、 人類 と いう 種 の 生 
き 残 り の た め 宇 宙 に 生存 の 場 を 求め た 、 大 規 
模 移 民 プ ロジ ェクト だ っ た 。 その実 案 と し て は 、 
移民 船団 を 編成 し 、 銀 河 系 の 各 方 面 に 派遣 
する こと を 骨子 と し て いる 。 計画 で は 、 超 長 距 
離 移民 と 近 距 離 移民 を 並行 し て 行う こと で 円 滑 
な 進行 と リス ク 分 散 を 試み 、 個 々 に 生存 圏 を 
探索 し て いく も の と され た 。 こ うし た 宇宙 移民 は 
以降 も 活発 に 進め られ 、 人 類 は 銀河 へ と 急速 
に 活動 圏 を た 広げ て いく こと に な る 。 


M 宇 還 移民 は 初期 の 
| 頃 か ら 一 般 に も 広 

く 喧 伝 さ れ 、 船 団 
| へ の 参加 者 が 募ら 


計画 の 中 核 を な す 移 
民 船 は 技術 進歩 に よ 
つて 機能 が 高度 化し 、 
移民 船団 の 規模 も 拡 
大 し て いっ た 。 


@1987 ビッ クウ エス ト @1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 7 製 作 委員 会 
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VF-4 ライ トニ ング 





Illustration by Hidetaka Tenjin 


。 _ 三 胞 型 購 造 を 特徴 と する 
VF- 7 バル キリ ー の 後継 機 









⑧@ 機体 解説 


Wa バル キリ ー の 後継 機 と し て 開発 が 進め られ た VF-4 
ライ トニ ング 中 は 、 宇 宙 空間 に お ける 機動 性 能 に 重点 を 
置い た 設計 が な され た 可変 戦闘 機 V 生 で ある 。 設 計 に 際 し 
て は 、 従 来 の オー バー テ 久 ツ ロ ジ デ に 加え て ゼン トラ ー デ ィ 
系 の 技術 も 導入 され C い る だ め 、VF- 1 と は か け 離 れ た 特徴 
的 な 三 胴 型 の 機 佑 構 造 C が つて いる 。 こ れ は 機体 容積 の 増大 
に も 繋が り 、' 禄 口 ペラ ント 容量 や 武装 搭載 能力 が 増強 され 、 
VF- 1 より や 戦闘 力 が 4096 向 上 し て いる と 言わ れる 。 大気 圏 
内 で の 機動 性 能 に や や 問題 を 抱え て いた が 、 移 民 船 団 な ど 
の 宇宙 航空 隊 に 配備 され 、2080 年 代 に お ける 統合 軍 の 主 
力 戦闘 機 を 務め た 。 特 に 有名 な 機体 が 、 第 1 次 超 長 距離 移 
民 朋 団 に 配備 され た 一 条 輝 の 乗 機 で ある 。 














※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 乾 サ イズ 比較 


X ら (推力 :14.000kgX ら ) 
(PSWWSHMMEIA Si 還 二 
10000m) /M5.15+ G 
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メカ ニッ ト 


VF-4 ライ トニ ング I 








像 本 準 甘 備 

VF-4 の 標準 装備 は 、 大 型 ビ ー ム 砲 2 基 と 半 埋 
め 込 み 式 の 長 射程 ミサ イル 12 基 で 、 と も に エン ジ 
ン ナ セル に 内 蔵 さ れ て いる 。 武装 の 大 半 を オプ シ 





@ 運用 記録 
試作 機 VF-X-4 と VF-X-3 の 競 


F-4 の 開発 は 、 
PP し か し 、 第 一 次 星 問 大 戦 で 地 
球 が 壊滅 状態 と な り 、 軍 施設 と と も に VF.X-3 が 消 
失 。 一 方 消失 を 免れ た VF-X-4 は VF-4 へ と 発展 し 、 こい 
し た (開発 中 の 機体 に は 、 試作 1 且 牧 の VFX4 0 大 下 レーム 
VI や 、 増加 試作 型 の VF-4A-O な ど が 存在 )。 6015 て gpー Aaa 

年 2 月 に 生産 が 開始 され 、 同年 8 月 に 出航 し た メガ ロッ クト ロイ ド の 腕 
ロー ド 0 1 に 配備 され た ほか 、 統合 軍 宇 宙 航 空 隊 の  ~ 
主戦 力 と し て 運用 され た 。 また 、 特務 部 隊 「 ダ ン シ ン 
グ ス カ ル 」 に エン ジン 出力 を 向上 させ た G 型 が 配備 





《 長 射程 ミサ イル 
ミサ イル は 、 機 体 に 半ば 内 蔵 さ れ た 形 で 搭載 され 
うい て は いく つか の 説 が ある 。 















され た と も 言わ れる 。 





ョ ン に 頼っ て いた VF-1 シ リー ズ と は 異な り 、 本 機 
は これ ら の 固定 装備 を 主 武 装 と し て いる 点 が 特徴 

















で ある 。 A 












され た と いう 。 2022 年 の 生産 終了 まで に 8245 機 
が 生産 され 、2030 年 以降 の VF- 1 1 サン ダー ボル 
ト 登場 まで 、 宇 宙 戦 力 の 中 核 を 担っ た 。 


島 ニラ ピル 

意欲 的 な 機体 設計 が 試み られ た VF-4 だ が 、 
コク ピッ ト の 仕様 に 関し て 言え ば 、 従来 の VF か 
ら 大 きく 変わ っ て は いな い 。 コク ピッ ト は シー ト 右 
に コン トロ ー ル ステ ィ ッ ク 、 左 に スロ ッ ト ル レバ ー 
を 配 し た 構造 で 、 単 座 式 の シス テム と な っ て い 











スカ ル 隊 が メガ ロ 
ー ド O01 に 1 











ト に 座る マ 





クス 。 





較 VF 4G の コク ピッ 











に ファ 

宙 空 間 で の 運用 を 重視 し て 設計 され た VF-4 
は 、 独 特 の 三 胴 構造 に よっ て 機体 容積 を 確保 し 、 
ファ イタ ー 形 態 の 航続 距離 や 機動 性 向上 を 図っ 
て いる 。 反面 、 大 気 園内 で の 飛行 性 能 は VF-1 
に 比べ て 優れ て いる わけ で は な か っ た 。 その た め 、 
大 気 圏内 用 主力 機 は 後発 の VF-5000 スタ ー ミ ラ 
ー ジ ュ と な り 、 本 機 は 宇宙 空間 を メイ ン に 運用 され 
た 。 宇宙 に 限定 すれ ば 、 本 機 の 性 能 は VF-1 を 
遥か に 凌 角 し て お り 、 主 力 を 担う に 十分 な 性 能 
発揮 し た の で ある 。 










































高速 飛行 時 に それ 
る 可変 構造 を 有 し て い 








ムダ ン シ ン グ ス カ ル で 運用 され 
た ス 機 。 ほ か の 
青 系 の カラ ー 

























作 カジ ォ ー ク モー ドン バト ロイ ドモ ー ド 

本 機 は VF-1 と は 異な る 変形 シス テム を 採用 し て い 
る 。 エ ンジ ン ナ セル が 脚 部 と な る 構造 こそ VF-1 と 同じ 
だ が 、 ナ セル の 上 部 ブロ ッ ク が 腕 部 を 構成 する な ど 、 
各部 の 構成 は 独特 で 、 特 に バト ロイ ド 形 態 に その 傾 
向 が 色濃く 表れ て いる 。 な お 、 本 機 は ナセル 上 部 ブ 
ロッ ク を 大 気 圏外 用 大 型 ブ ー ス ター に 換装 可能 だ っ た 
と され る が 、 そ の 場合 に は 腕 部 が な い 状 態 と な る 。 

















pVF-4G マ ックス 機 の バ 


























試作 段階 の VF-X-4 は 、 開 発 期間 短縮 の 
た め に VF-1 と の パー ツ の 共通 化 が 図ら れ た 。 
VF-X-4V1 で は 35% も の 比率 で VF-1 の パー 
ツ を 流用 し て いた が 、 そ の 割合 は VF-4A-0 で 
25% 程 度 ま で 抑え られ て いる 。 そう し た 努力 NOS 
に よっ て 、VF-4 の 配備 は メガ ロー ド 01 の 出航 も 設け られ て いな い 

に 間に合っ た の で ある 。 













取り 入れ 


こ に 関与 し て し 
















@1987 ピッ クウ エス ト 


@1982.1984.1994 ビッ クウ エス ト @⑥2000 ビッ クウ エス ト @⑥2000 Shoeisha Co..Ltd. 
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lllustration by Hidetaka Tenjin 


フォ ー ル ド : ブ ー ス ター を 
用 いた 単独 フォ ー ル ド を は 
じ め 、 ま さ に 次 世代 の VF 
に 相応 し い 性 能 を 
備え 、 そ れ ま で の VF を は 
る か に 凌 交 する 革新 的 な 
試作 機 だ っ た 。 











盆 主 要 バ パイ ロッ ト 


数 年 後に は 、 本 機 の 構 』 
を 簡略 化し た 量産 型 、 VF- 
19 エク スカ リバ ー が 開発 
され た 。 一 般 バ イロ ッ ト 
向け の デ チ ュー ン 機 だ っ 
た が 、 高 い 性 能 を に 














※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 熊 時 の も の 者 サイ ズ 比 較 








介 機体 解説 


警 ns 期 全 領域 戦闘 機 (AVF) を 選定 する 「 ス ー パ ー・ ノ ヴァ 計 
he プ へ 画 ] に お いて 新星 イン ダス トリ ー が 提示 し た 試作 機 が 、 

が 7 この YF-19 で ある 。 同 社 の 傑作 汎用 機 、VF- 1 。 サン ダー ボ 

ルト の 設計 を 発展 させ つつ 、 前 進 田 在 採 用 ほし て 大 気 圏内 で の 

4 條 を 誠 運動 性 を 追求 し た 機体 で 、 ア ク 刻 イブ : 双 テル ス や ピン ポイ ン 
トバ リア ・ シ ステ ム 、 単 独 選 チー ルド 機能 と いっ た 従来 の VF と 


きき 会 


2 は 一 線 を 画す 機能 も 有 し て いる ぷ 欧 合 機 と な っ た YF-21 に 比 
< VF べ る と 野心 的 な コ 人 セプト [ば 欠け る が 、 和 熟成 し た 技術 に 基 づ 
を いた 過激 な 設計 に よっ で 、 並み の パイ ロッ ト に は 扱い きれ な い 
4 ほど の 機動 性 能 を 誇っ た 。 技 術 的 ブレ イク スル ー を 果たし た 


AVF の 先駆 け げき し て の 意義 は 大 きく 、 同 時 に 有人 可変 戦闘 機 
の 限界 に 挑ん だ 設計 思想 は 後 年 に お いて も 高く 評価 され た 。 








































se 


WM) | メカ ニッ クシ ー ト 
HN) 


VvF19 








@ 運用 記録 


7/) 034 年 に 開発 が 始ま っ た YF-19 は 、2 機 の 


4 合 =chanic Sheet 





























標準 装備 


み マウ ラーREB-30G 
対空 レー ザー 砲塔 
モニ ター ヘッ ド ユ ニッ ト に は 、 固 定 武装 の 対空 




















= 飛行 試験 用 原型 機 と 1 機 の アビ オニ クス 地上 
用 機 が 製作 され 、2040 年 に は 惑星 エデン の 
ニュ ー エ ド ワ ー ズ 基地 に お ける YF-2 1 と の コン ペ テ 
ィ シ ョ ン に 投入 され た 。 当初 は ビー キー な 性 能 ゆ え 
に 事故 が 多発 し 、 ヤ ン ・ ノ イマ ン 設 計 主 任 を 中 心 と 
し た 開発 チー ム を 悩ま せ た 。 し か し 、 イ サム ・ ダ イ 
ソン 中 尉 が テス ト パ イ ロ ッ ト に な る と 、 そ れ ま で の 
画 滞 を 払拭 する 好 結 果 を 出す 。 プ ロジ ェクト 中 止 の 
こ 陥 る と 、 ゴ ー ス ト X-9 と の 対決 を 望む イサ ム 












事 


に 持ち 出さ れ 、 地 球 の マク ロス ・ シ ティ で 「 シ ャ ロン 
・ ア ッ プ ブル 事 件 」 に 遭遇 する こと と な っ た 。 








レー ザー 砲塔 (マウ ラー 社 製 HEB-30G) 1 基 を 装 
備 し て いる 。VF-11 を 設 慢 2 ヽ | 
計 の 基礎 に し て いる た め 、 0 
ファ イタ ー 形 態 で は 機体 
上 部 に 喜 出 する 構造 と な 
っ て お り 、 後 方 に 対し て 
迎撃 、 素 制 を 行う 武装 と 
し て 用 いる こと が で きる 。 





























み ハワード GU-15 
新型 標準 ガト リン グ ガ ン ポ ッ ド 


携行 武装 に は 、 
準 ガト リン グ ガン ボッ 


が 弾倉 に な っ て お り 、 


ハワード 社 の GU-15 新型 標 
* を 採用 し て いる 。 ス トッ ク 部 分 
シー ルド 裏 に 予備 弾倉 を 備 





























える 。 ま た 、 排 英 





= 
<a, 


は 銃身 中 央 右側 に 位置 する 。 





竹 コク ピッ ト 
コク ピッ ト の 構造 は 従来 の VF か ら さ ほど 変わ っ て 





は いな い 。 た だ し 、 内 部 の 足元 が スク リー ン と し 衝 





て 機能 する こと で 視認 性 の 向上 が 図ら れ て いる 。 
また 、 本 機 は 1 人 乗り だ が 、 コ ク ピ ッ ト 後 部 に 非 




















常用 の 補助 シー ト を 展開 する こと も 可能 で 、 イ サ 
ム が 地球 に 乗り 込ん だ 際 に は ヤン が 同乗 し た 。 





























ビー ド 
前 進 械 と カナ ー ド 前 相 を 採用 し た ファ イタ ー 形 態 
は 、 特 に 大 気 圏内 で の 運動 性 に 優れ る 。 し か し 、 
その 性 能 を 前 進 要 特有 の 不安 定 さ を 利用 する こと 
で 引き 出す 設計 は 、 操 縦 性 の 著しい 低下 を 招く こ 
と と な っ た 。 また 、 開 発 後期 に は 熱 核 バ ー ス ト タ 
ー ビ ン エン ジン が 新 中 州 重工 /P&W/ ロ イス 製 の 
FF-2500E に 換装 され 、 出 力 の 向上 が 扱い に くさ 
に 拍車 を か け て いた 。 し か し 、 そ れ ら に よっ て 得 ら 
れ た 高 機動 こそ が 、 本 機 の 武器 だ っ た の で ある 。 























これ は 


維 な 機動 の 














飛行 時 や 格納 

後方 に 折り 
ほ きむ おこ と も 可能 。 
山体 前 緑 左 
右 に は 一 社 
製 REB-23 半 固 定 
レー ザー 機銃 を 内 


蔵 し て いる 































は VF- 







の エン ジン ナ 


持 の ガン ポッ ド は 機体 下部 





11 と ほぼ 同じ 村 
バク ター ド 
本 機能 を 有する 。 ま た 、 














ル 間 に 装着 され る 


『 罰 上 ウタ 己 当 科 

YF-19 は ハワード 社 製 PBS-03F 戦闘 機 用 ビ 
ン ポ イン ト ・ バ リア ・ シ ステ ム を 搭載 し て お り 、 ガ ウ 
ォ ー ク と バト ロイ ド で その 使用 が 可能 と な る (出力 
の 6 割 を 必要 と する た め 、 フ ァ イ タ ー 形 態 で は 基 
本 的 に は 不可 ) 。 こ れ に より 本 機 の ガウ ォ ー ク は 、 
従来 の VF に 比べ て 防御 力 が 格段 に 向上 し て い 













































胴体 下 る の は バト ロイ 











YF-19 の 開発 に お いて は 、VF-1 バル キリ ー で 
確立 され て いた 変形 シス テム の 再 構築 が 試み られ 
た 。 そ の 結果 、 変 形 時 間 は VF-11 か ら 209% 短 縮 さ 
れ で て いる 。 ま た 、 従 来 の VF で は コク ビット が 胴体 正 
面 に 配置 さて て いた が 、 本 機 は 胴体 内 部 に 格納 さ 
れる 構造 と な り 、 パ イロ ッ ト の 生存 性 が 大 幅 に 向上 
し て いる 。 さ ら に 、 前 述 の ピン ポイ ント ・ バ リア ・ シ ス 
テム は バト ロイ ド で も 使用 可能 で 、 腕 部 マニ ピュ レ 
ー タ ー に バリ ア を 展開 し て 殴打 する と いっ た 運用 も 
行わ れ た 。 こ の よう に 、 本 機 の バト ロイ ド は 既存 の 
VF と は 比べ 物 に な ら な い ほ ど 強 勤 だ っ た の で ある 。 
バト ロイ ド の へ 
ニッ ト の 整備 
、 内 部 構造 の 
て 取 












































胸部 中 央 に 位置 する ブ 
分 が 特徴 的 な バト ロイ 






@1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 製 作 委員 会 


@1995 ビッ クウ エス トマ クロ ス 製作 委員 会 @1994 ビッ クウ エス ト 。 マクロス 7 製作 委員 会 
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llustration by Hidetaka Tenjin 


a 」 








@ 機体 解説 


F-19 は 「 ス ー パ ー ノ ヴァ 計画 」 に お いて 新星 イン ダ 
NW 周 時 に その 追加 装 
備 も 開発 され た 。 従来 の パー ツ よ り 小 型 化 さ れ た FAST 
パッ ク や 、VF 単 体 で の フォ ー ル ド を 可能 と し た フォ ー ル ド * 
ブー スタ ー が そ 粗 に あたる 5 ここ で は これ ら の 追加 装備 
に 加え 、 高 速 戦闘 時 の 形態 や 複 座 機 と し て 運用 する 際 の 
後部 シー トド に つい で 解説 する 。 








※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 乾 サイ ズ 比 較 


急 主 要 バ パイ ロッ ト 





数 々 の 新装 偽 で 寺 
次 店 人 で の 非 巡 を 業 


2 (大 気骨 間 最大 ) 
M5.1 (高度 10000m) 
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供 FST ク 甘 備 


@ 機体 解説 


F-19 専 用 の 追加 武装 ユニ ッ ト と し て 開発 され た 
に ee 従来 の VF の スー パー パー ツ に 
比べ て 小型 で ある 点 が 特徴 で お わる 。 こ れ は 本 機 の ス 
テル ス 性 能 を 損なわ な いた め の 仕 様 で 、 コ ン フ ォ ー 
マル タイ プ の オプ ショ ン 装 備 と し て 設計 され て いる 。 
その た め 、 従 来 の VF 用 FAST パッ ク よ り も 空力 特性 
に 与え る 影響 が 少な く 、 装 着 し た まま で も 大 気 園内 で 
の 運用 が 可能 と な っ て いる 。 な お 、YF-19 本 体 の 八 
ー ド ポイ ント ( 各 4.500kg ま で 懸架 可能 ) は 、 宇 宙 空 
間 長 距離 航行 時 の 増 橋 : 特 殊 装 備 に も 用 いら れる 。 


みみ ファ イタ ー モ ー ド 









備 さ れる 


"| 






機体 に 密着 する コン フォ ー 








^ ム エン ジン ナセル 側面 
エン ジン ナセル 側面 ユニ 
分 )。FAST バ ッ ク 装 備 時 の 機 





つ 備え られ て い 





ト は マイ クロ ミサ イル 
り 、 前 部 に 発射 口 を 有 


の バトロイド モード 


介 運用 記録 


FC。 ツク は YF-19 と 並行 し て 開発 が 進め られ 、 
YF-21 と の トラ イア ル に お いて 運用 試験 が 行わ 
れ た 。 し か し 、 ゴ ー ス ト X-9 の 完成 に よっ て 「 ス ー パ 
・ ノ ヴァ 計画 ] の 中 止 が 決ま る と 、 そ の 決定 に 異議 を 唱 
えた イサ ム ・ ダ イソ ン 中 尉 と ヤン ・ ノ イマ ン が YF-19 を 
強奪 し て 地球 の 警戒 網 を 突破 する と い 発生 。 
この 際 、YF-19 は FAST パッ ク を 装備 し た 状態 で 奪わ 
れ 、 エ デン か ら 追 撃 し て きた YF-21 と の 交戦 に 及 ん 
だ 。 な お 、FAST パ ッ ク は この 戦闘 中 に すべ て の 部 位 
に 被弾 し 、 投 械 され て いる 。 




























肩 部 アー マー コー ニット (財部 分 ) マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー 















高速 戦闘 時 

前 進 要 を 後方 に 折り 畳ん で 胴体 に 密着 させ た こ 
の 形態 は 、 主 要 の 空気 抵抗 を 極限 まで 減ら すこ と 
で 大 気 較 内 の 高速 飛行 を 可能 と し て いる 。 本 形態 
で は ほぼ 胴体 だ け で 揚力 を 発生 させ て お り 、2 次 元 
ベク ター ド ノ ズ ル や 気流 制御 ノズル な ど に よっ て 機体 
の 姿勢 制御 を 行う 構造 と な っ て いる 。 た だ し 、 通 常 
の 前 進 要 構 造 よ り も さら に 安定 性 に 欠け る た め 、 実 
際 に 運用 され る ケー ス は 少な か っ た 。 また 、 本 形態 
は 母艦 へ の 格納 時 に 用 いる 場合 も ある 。 























人 主 械 の 制御 シス テム が 









機体 制御 に お い 



















で は FAST バ 
ク を 装備 し て い 












作 ォ ー リ ルド ブー スタ ー 装 着 時 


YF-19 は 、VF 用 試作 フォ ー ル ド ・ ブ ー ス ター を 用 
いて 単独 フォ ー ル ド 航 行 を 行う 性 能 を 有 し て いる 。 こ 
の フォ ー ル ド ・ ブ ー ス ター は 新 中 洲 重工 / オ ー テ ッ ク 製 
FBF-1001A で 、 同 水準 の 性 能 を 持つ YF-21 と 共 
用 と な っ て いる 。 た だ し 、AVF 開 発 計画 の 時 点 で は 
片道 20 光 年 の 航行 性 能 し か 保証 され て お ら ず 、 未 
成熟 の シス テム で あっ た 。 し か し 、 の ち に 改良 が 施 
され 、2040 年 代 未 に は シス テム の 信頼 性 や フォ ー 
ルド の 精度 向上 が 果たさ れ て いる 。 














人 フォール ドブ ー ス ター は 4 基 の バイ ロン で 機 


フォ ー ル ド : ブ ー ス ター 単体 
曲線 的 な デザ イン や 内 部 構造 4 











本 来 は 単座 機 の YF-19 だ が 、 コ ク ピ ッ ト 後 部 に は 
非常 用 の 補助 シー ト を 備え て お り 、 複 座 機 と し て 運 
用 する こと も 可能 で ある (機能 自体 は すべ て 前 席 の メ 
イン コク ピッ ト で 制御 で きる )。 イ サム が 地球 に 向 か 
っ た 際 に は ヤン が この 補助 シー ト に 座り 、 ナ ビ ゲ ー ト 
を 務め た 。 し か し 、 ヤ ン が シャ ロン の 歌 に 洗脳 され た 
た め 、 イ サム に よっ て シー ト ご と 機 外 に 放出 され た 。 








| 4 後 席 射出 後 
6 ト を 脱出 機 本 
た の ち は 、 外 れ た 

一 部 分 が シャ ッ タ ー で 閉じ 














の よう な 構 
け 割 し て 開 





補助 シー ト 







後部 コク ピッ 
の 突入 プラ 
ャ ロン を 止め 
な ど 、 イ サム の 活 中 
る 働き を し た 
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メカ ニッ クシ ー ト 
















】 態 ms ガウ ォ ー ク 形態 
YF-19 の 可変 機構 は 、 そ の 前 身 で ある 可変 戦闘 了 p- 

機 VF-11 の シス テム を ベー ス と し つつ 、 前 進 要 な ど 
機体 構造 の 変化 に 沿っ た リニュ ー ア ル が 施さ れ て い 
る 。 ファ イタ ー 形 態 か ら 腕 部 、 脚 部 パー ツ が 展開 す 
る こと で 完了 する ガウ ォ ー ク 形態 へ の 変形 も 簡略 化 ・ 
効率 化 が 図ら れ て お り 、VF-11 と 比較 する と 、 変 
形 に か か る 時 間 が 約 20% 短 縮 さ れ た 。 こ れ に より 、 
交戦 中 で の 形態 変更 が より 容易 と な り 、 戦 法 の 幅 ジ 

を 拡げ る こと に 成功 し て いる 。 クア レー 

















ら ) 後方 ブロ ッ ク 変 形 


ク 30 度 程度 上 方 へ 
ー ツ 展開 


、-| 良 を 行う は 底部 に 折り 賀 まれ て いる 脚 部 を 展開 させ 
ロッ ク の シー ルド 裏 に 格納 され て いる 腕 部 バー ツ を 展開 する た め 、 ント バ 8 る 。 その 後 され た スラ スス ター を 聞 暗 射 じ で 機体 を 水 近 させ 、 還 半 に 
EE i 。 | 化 体 を 引き 起こ す 。 こ れ に より 、 後 方 ブロ ッ ク の 変形 が 可能 と な る 。 
移行 する 。 - 


rr 


ら 基 の 腕 部 バー ツ を 、 肩 関節 と 胴体 部 の ジョ イン ト を 基点 に し て 左右 に 展開 する (この | 
ー ル ド は 左腕 部 に 付随 )。 こ こ で 肘 関節 、 マ ニ ビ ュ レ ー 可動 で きる 状態 と な る 。 ガ ウ > 
ガン ボッ ド ほ か 、 各 種 武 装 を マニ ピュ レー ター で 保持 し 、 フ ァ イ タ ー か ら ガ ウォ ー ク へ の 変形 、 機 形 す る こと は な い 。 
が 完了 する 。 変形 に 要する 時 間 は 1 秒 に 満た すず 、 そ の 間 に 敵 襲 を 受け る リス ク は 極め て 少 
も の と な っ た 。 フ ァ イ タ ー へ の 変形 も 同様 に 短 時 間 で 行え る 。 


chani_ heet 








変形 シー クエ ンス (ファ イタ ー 形 態 史 バト ロイ ド 形 態 

ファ イタ ー か ら パ トロ イド 形態 へ の 移行 に は 、 腕 部 と 脚 部 の 変形 の みな ら ず 、 が 、 新 星 イ ンダ スト リー 社 に よる 全面 的 な シス テム の 見 直し が 図ら れ た こと に より 、 

主要 、 機 首 、 腰 部 、 頭 部 な ど 各 主要 パー ツ の 変形 も 必要 と な る 。 その 分 、 可 変形 に か か る 所 要 時 間 は ファ イタ ー か ら ガ ウォ ー ク 形態 と 同様 、VF-1 1 と 比較 し 
変 シス テム も 複雑 化し 、 パ ー ツ 単位 で ひね りや 回 転 を 入れ ざる を 得 な か っ た 。 だ て 約 20% 短 縮 さ れ て いる 。 












































2) 機 首 / 脚 部 変形 


| | 





に 折り 畳 ま れる 。 ま た 、 機 首 は 先端 が 分 離し て 腹部 へ と 移行 する 一 方 で 、 後 方 ブロ ッ ク が 持ち 上 
が り 、 胸 部 ・ 育 部 を 形成 する 。 


© 胸部 


音 





後方 ブロ ッ ク が コク ピッ ト を 履 っ て 胸部 、 背 部 を 形成 する と 、 次 に ガウ ォ ー ク へ の 変 
時 と 同様 に 肩 部 が 展開 し 、 腕 部 が 露出 する 。 同 時 に 、 フ ァ イ タ ー 時 の 胴体 中 央 か 
ら 頭 部 バー ツ が 起き 上 が る 。 
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メカ ニッ クシ ー ト 
バト ルス ーー 





は ぐれ ゼン 人 ラー ティ の 駆る 


渉 奈 用 
バ パワー ドス ー ツ 


@ 機体 解説 


トル スー ツ は 、 ク ァ ド ヌ ツ "ロー や ヌー ジャ デル ・ 

ガー な ど に 代表 ぶれ る 戦闘 僅 力 服 の 一 種 で あ 
る 。 辺境 宇宙 に 残存 し て いな は ぐれ ゼン トラ ー デ ィ た 
ちの 搭乗 機 と じ G 確 認 ざ され て いる が 、 銀 河 帝 国分 裂 
戦争 時 よら 使用 され さい る も の か 、 も し く は 移民 惑星 
の 反乱 時 な ど に 自生 開発 され た も の か は 定か で な い 。 
その スペ ッ ク も 不明 だ が 、VF-1 1B と の 戦闘 か ら 推察 
する 限り き 特 出し た 性 能 は な いと 考え られ る 。 











| 























メカ ニッ クシ ー ト 
を バト ルス ー ツ 


@ 運用 記録 


/ に ルス ー ツ は 、 は ぐれ ゼン トラ ー デ ィ に よっ て 運 






































用 され て お り 、 ら 040 年 、 辺 境 宙 域 の アス ト 
イド ベル ト を パト ロー ル 中 の 統合 宇宙 軍部 隊 が 遭遇 し 
て いる 。 こ の 時 、 ほ ぼ 小 隊 同 士 の 小さ な 戦闘 で あっ 
た が 、 イ サム ダイ ソン 中 尉 の 操縦 する 当時 の 統合 軍 
主力 戦闘 機 VF-11B を 前 に バト ルス ー ツ は 歯 が 立 た 
ず 、 全 滅 さ せら れ て いる 。 第 一 次 星 間 大 戦後 、 は ぐ 
れ ゼ ント ラー ディ に よる 抵抗 や 反乱 は 各所 で 起こ っ て 
お り 、 こ の 戦闘 や も その ひと つ で あっ た 。 


VF-1 1B サン ダー ボル ト と の 戦 
闘 で は 、 相 手 の 背後 を 取る 機体 
も ある な ど 、 イ サム 機 以外 の 統 
合 軍機 と は 互角 の 戦い を 見 せ て 
いた 。 
























































































格闘 戦 に お いて は 、 バ トロ イド 
形態 の VF- 1 1B に 対し て マウ ン 
ト ポ ジ ショ ン を 取る な ど 、 一 旦 
は 優勢 と な っ た も の の 、 最 終 的 
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( 栓 療 


その 構造 は 、 第 一 次 星 間 大 戦時 に ゼン トラ ー 
ディ 軍 の 戦力 と し て 活躍 し た バト ルス ー ツ と 大 差 
は な く 、 全 体 的 な シル エッ ト は ヌー ジャ デル ・ ガ ー、 
武装 は ク ァ ド ラン ・ ロ ー に 近い も の が ある 。 腰部 、 
脚 部 に スラ スタ ー を 装備 、 機 動力 を 支え る 。 













ぁ 背 
背中 の バッ ク パ ッ ク 、 膝 
裏 や 股下 な ど に も スラ 
スタ ー を 搭載 。 ス ラス 
ター の 数 か ら 、 ヌ ー ジ 
ャ デル ガー 以上 の 機動 
力 を 誇る 可能 性 が ある 。 


























人 飛行 時 

ゼン トラ ー デ ィ の 兵器 は 、 
汎用 性 が 高い も の が 多く 、 
クア ァ ドラン: ロー 同様 に 、 
お そら く 大 気 圏内 の 重力 
下 に お いて も 飛行 可能 で 
あっ た と 推測 され る 。 















































に は 撃破 され た 。 
ー ト ョ 上 


QD ie 


胸部 の メイ ン ガ ン 、 腕 部 の アー ム ガ ン 、 そし て 背 
部 と 胸部 に 搭載 され た 近 距 離 狙撃 ミサ イル が 、 バト 
ルス ー ツ の 主 な 武装 と な っ て いる 。 辺境 宙 域 で 繰り 
広げ られ た 対 VF-11B 戦 で は 、 機 体 各所 に 設置 され 
た これ ら の 武装 を その 特性 に 応じ て 使い 分 け 、 戦 い 
を 進め て いる 。 





VF-1 1B サン ダー ボル ト を 追撃 
する バト ルス ー ツ の 大 量 の ミサ 
イル だ っ た が 、 そ の 機動 力 を 前 
に 全 弾 回 避 さ れ て し まう 。 
































ー の 痛 部 に 装 





備 さ れ て いた も の を 初 御 と 


へ させ る バト ルス ー ツ の ミサ 
^N イル ポッ ド 。 か な り の 量 の 
隊 9 ミサ イル を 装弾 可能 と 推測 


で きる 。 


バト ルス ー ツ が 放つ ミサ イ 
ル は 、 追 尾 シ ステ ム を 装 
備 。 ク ァ ド ラン ロー に 装備 
され た も の と 同様 の 近接 用 
超 小型 高 機動 ミサ イル で 
ある 可能 性 が ある 。 



















































左右 の 腕 に 1 門 ず つ ア ー ム ガン を 装備 。 フ 
ー ム ガン は 実弾 兵器 で あり 、 胸 部 の 主砲 に 
対し て 、 副 砲 と し て 使用 され る 。 腕 部 の 大 
き さ か ら 、 総 弾 数 は 数 発 程度 で あろ う 。 





























1 る 。 そ の サイ ズ か とら 実弾 の 大 き さ が 

伺い 知れ る 。 
ん アー ム ガ ン は あく まで も 副 砲 で 
ーー 2 あり 、 牽 制 用 な ど に 使用 され た 。 











| 実弾 発射 後 、 排 茨 口 より 排 蘭 さ れ 












































胸部 に は 、 メ イン ガン 門 と 近 距 離 狙撃 ミサ イル を 装備 。 近 距離 狙 | 
撃 ミ サイ ル は 、 ミ サイ ルポ ッ ド の も の 同様 に 追尾 能力 を 備え る 。 
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ZrgE ロ 


と 店 の 宇 二 宗 本 







角 光 用 の 字 


@ 艦 体 解説 


] 地 8 球 と 移民 星 を 繋ぐ 連絡 船 の 運航 は 、 西 暦 G020 年 代 か 
開始 され た と 言わ れ で M\ る 。 移住 星 の 開 発 が 進み 、 


住 環境 PP 


な る と 、 観 光 船 の 運航 も 


盛ん と な っ た 。 ス ター ラー ホ エ デ ル も 、 移 民 星 と の 連絡 船 と 
し て 運用 され た 宇宙 豪華 客 舶 で ある 。 


スタ ー ラ ー 夫 一 ル は 、 地球 か ら ヨ 








ギド 径 100 光 年 以内 程度 の 


惑星 まで の 航行 に 対応 する 艦 で 、 フ ォ ー ル ド 航 行 シ ステ ム を 
有する 。 内 部 に ウス トラ ン や ショ ッ ピ ング モー ル を 備え て お り 、 


快適 な 船旅 を 提供 する こと が で きた 。 





エデン の 港 滴 部 に 着岸 し た 際 に は 、 全 長 約 700 
m の 船体 を クレ ー ン 型 の パー ツ を 用 いて 固定 し 
て いた 。 








1mayG ueyoaa | 


喜 華 中 












宇宙 空間 を 航行 する スタ 
ー ラ ー ホ エー ル 。 地球 か 
ら は フォ ー ル ド 航 行 を 3 度 
行い 、 約 3~4 日 程度 で エ 
デン に 到着 する 。 









ED rme RS 
エデン の 港湾 部 か ら 発進 し ル SO 3 
た スタ ー ラ ー ホ エー ル は 、 略 請 ) 
底部 の スラ スタ ー を 用 い アデ 
て 浮上 し 、 大 気 囲 離脱 に 向 較 議 
け て さら に 加速 し た 。 









チュ ー ン 仕様 ) x32 
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スタ ー ラ ー ホ エー ル 





@ 運用 記録 


i 
ラー ホエー ル は 、 西 暦 2040 年 代 に 観光 地 と し 
て 人 気 の 高 か っ た 惑星 エデン と 地球 を 繋ぐ 定期 連絡 ・ 
観光 船 の ひと つ で ある 。 ヴ ァ ー チ ャ ル アイ ドル 「 シ ャ ロ 
ン : ア ッ プ ル 」 の プロ デュ ー サ ー で あっ た ミュ ン ・ フ ァ ン ・ 
ロー ン が 、 シャ ロン の コン サー ト が 開か れ た 惑星 エデン 
月 し て いる 。 


剛 | 玉里 エデン の 港湾 部 か ら 
離 水 する スタ ー ラ ー ホ エ 








を 離れ 、 地球 に 向かう 際 に 使 


















スタ ー ラ ー ホ エー ル の 客 
室内 。3 列 シー ト な が ら 座 
席 自体 の スペ ー ス は 広々 
と し て いる 。 ミ ュ ン は 窓側 
の 座席 に 座っ て いた 。 


トマ スト - ア ン テ ナ 
船体 上 部 に 設置 され 
て いた アッ ys 
ナ 類 。 フォ ー ル ド 航 行 
通常 航行 を 管理 する 
の に 欠か せな い 機 器 






















ミュ ン な ど 、「 シ ャ ロン ・ ア ッ プ ル 」 の 主要 関係 
者 を マク ロス に 輸送 し た ヘリ コ プ タ ー。 テー ル 
ロー ター を 持た な い タ イプ (ノー ター 式 ) で ある 。 














ユン 

っ 7 人 内部 
へ リ 内 の スペ ー ス は 狭く 、 操縦 席 と 副 操 縦 席 を 食わ せ て 最大 
6 名 まで し か 搭乗 で き な か っ た 。 





















人 入 
スタ ー ラ ー ホ エー ル は 、 軍 用 艦 と は 異な り 、 観 光 客 


の 安全 と 快適 性 を 最 優先 し た 設計 と な っ て いる 。 そ 
の た め 、 開 発 元 の 新 中 州 重工 以外 に も 、 洋 上 豪華 


人 曲線 を 多用 し た な だ ら か な ボディ が 特 
徴 。 フ ォ ー ル ド 時 の 不快 な 感覚 和らげ 
る た め 、 船体 の 強度 が 高め られ て いた 。 


人 側面 
船首 か ら マ スト 、 ア ン テ ナ 部 に か け て が 客 
室 ・ 居 住 区 と な っ て いる 。 内 部 に は 乗組 員 、 
乗客 、 店 舗 従業 員 を 含め て 最大 で 4500 
人 程度 が 乗船 で きる 。 


“底面 

底部 に は スラ スタ ー ノ ズ 
ル が 備え られ て お り 、 発 
進 時 に 青白 く 発光 する 構 
造 と な っ て いた 。 





ドー ム 
船体 上 部 の ドー ム な ど 透 明 部 に 


客船 の 





を 手がけ る メイ ヤー 社 、 シ ー メ ンス 社 の 技 





術 者 が 建造 に 協力 し て いた 。 


は 、 移 民 母 艦 な どの 透 B 


使わ れ て いる 特殊 合金 [ ーー 


ライ ト 」 が 使わ れ て いた 。 





に 蓋 に も = 






































スタ ー ラ ー ホ エー ル の 客室 。 
持 装置 が 組み 込ま れ て いる 。 


側面 
へ ヘリ の 外観 と プロ ベラ 。 ノ ー タ 
一 式 を 採用 し た こと で 騒音 が 軽 
減 し 、 パ バイ ロッ ト の 負担 も 軽く な 
つて いる 。 






ミュ ン は 前 方 の 座席 に 乗り 、 マ グロ 
ス へ と 移送 され た 。 


後部 
カウ ンタ ー ノ ズル が 
設置 され た 後方 部 に 
は 、 垂 直 尾翼 と その 
補助 械 、 ラ ン デ ィ ン 
グ ギ ア が 備え られ て 
いる 。 


シー ト に は 非常 用 の 生命 維 





客室 は 複数 階層 に 分 か れ て し い : 
が 設置 され て お り 、 景観 を 楽し むこ と が で きる 





数 の ガラ ス 窓 

















@1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 製 作 委員 会 


DaB-OB 
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Illustration by Hidetaka Tenjin 


克 波 に よる 磯 休 統 嫌 を 可能 に し た 
ゼネ ラル ・ キ ギャ ラク シー 和 社 の 


AVF 床 発 コ ン ペ 参加 林 


雪 主 要 バ パイ ロット 





@ 開発 系 譜 図 









@ サ イズ 比較 











@ 機体 解説 


六合 軍 の 次 期 全 領域 戦闘 機 (AVF=Advanced Variable 
Fighter) 開 発 計画 「 ス ー パ ー ノ ヴァ 計画 |] の コン ペティ ショ ン に 、 
ゼネ ラル ギャ ラク シー 社 が 送り 出し た 試作 機 。QTM を 積極 的 に 取り 入 
れる と と も に 、 ゼ ント ラー ディ 系 の 技術 で お る 、 バ パイ ロッ ト の 脳波 に 
よる 完全 制御 を 可能 と する 革新 的 な BPI (Brain Direct Image) 
シス テム を 搭載 し 、 ま さき に 次 世代 の 可変 戦闘 機 と 呼ぶ に 相応 し い 
機体 だ っ た 。 同 機 の 開発 計画 は アル ガス - セ ル ザ ー 機 体 設計 部 長 が 
中 心 と な っ て 進め られ 、*$ 運 用 時 に は 設計 主任 で ある ガル ド ゴ ア ボ 
ー マ ン が テス トバ パイ ロッ ゅ ト を 務め た 。 ち な み に 両 名 は と も に ゼン トラ 
ー デ ィ 人 (後者 は 地球 人 と の ハー フ ) で ある 。 











@ デ ー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 
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YF-21 












"標準 装備 
みみ エリ コー ン AAB-7・5 
_ a 超 小型 対空 レー ザー 砲塔 
イ パ テ イィ イン ョ ン の 舞台 、 惑 時 テン の ニュ ユー 固定 武装 と し て 、 パ トロ イド の 頭頂 部 に あたる 
「 エドワーズ 基地 に 配備 され 、 ガ ルド を 中 心 と 部 位 に エリ コー ン AAB-7・5 超 小型 対空 レー ザー 
し た ゼネ ラル ・: ギ ャ ラク シー 社 の 開発 チー ム に より 砲塔 を 1 門 装 備 し て いる 。 っ 
運用 され た YF-21 。BDI シ ステ ム に よる 「 パ イロ ッ 本 体 の 接続 部 が 可動 し て ケ / 
ト と 機体 の 一 体 化 」 と いう 発 いて 既存 機種 射 角 を 変更 で き 、 フ ァ イ タ 
の 明確 な 差別 化 が 図ら れ た が 、 同 シス テム は 極め ー お よび ガウ ォ ー ク 形態 時 gm 
の 


て デリ ケー ト で あり 、 精 神 の フィ ー ド バッ ク | に は 後方 用 対空 レー ザー YL 
失わ れる こと さえ あっ d (6k 


但 運用 記録 



























意 と し て 機能 する 。 主 に 
牽制 に 用 いら れ た 。 VS 


2 


A 







な どの 欠点 を } 


性 能 自体 は 





1、2042 年 に 制式 化 。 特 理 誠 コク ピッ ト 


パイ ロッ ト は 身体 を シー ト に 固定 し て 精神 集中 を 
行い 、 機 体 を コン トロ ー ル する 。 火器 管制 を 含め 
た 操縦 の すべ て を BDI シ ステ ム に よる 脳波 制御 で 
行う た め 、 操縦 模 や キャ ノ ピ ー は 緊急 用 の も の で 
し か な い 。 独特 の 形状 を し た ヘル メッ ト は BDI シ 
ステ ム の 端末 で ある 脳波 感知 シス テム を 兼ね る 。 





殊 作戦 機 VF-2gq と し て 少数 が 配備 され た 



















































ファ イタ ー]+ 

ファ イタ ー 形 態 時 の 特徴 は 、OTM を 応用 し た 
新式 複合 素材 に よる 可変 主 机 に ある 。 こ れ は パ 
イロ ッ ト の 意思 を フィ ー ド バッ ク し て 翼 断 面 形状 や 
翼 面 積 を 変化 させ られ る 画 期 的 な も の で 、 機 動 
性 の 向上 に 大 きく 貢献 し て いる 。 た だ し 、 こ の 主 
要 構 造 は 非常 に 複雑 で 量産 に 適さ ず 、 生 産 コ ス 
ト も 高く な る と いう 欠点 が あっ た 。 こう し た 構造 は 
BDI シ ステ ム と あわ せ て YF-21 の 高 性 能 の 根幹 を 
成す と 同時 に 、 採 用 競争 で YF-19 の 後塵 を 拝 す 
る 一 因 に も な っ た と 言え る 。 















































ハワード ・ ゼ ネ ラ ル GV17L 
カー トレ ス ・ ガ トリ ング ・: ガ ン 


携行 武装 の ハワード ・ ゼ ネ ラ ル GV17L カー トレ 
ス ・ ガ トリ ング ・ ガ ン ポ ッ ド は 、 機 体 下面 一 一 バト ロ 


イド 時 腰部 パネ ル の ハー ド ポ イン ト 
銃身 後部 は 射撃 時 の ガス 排出 
2 基 装 備 。 














ポッ ド 


に 接続 され る 
に な っ て いる 














従来 の VF は 変形 機構 の 効率 化 な どの 観点 か ら 、 
主 推進 機関 を バト ロイ ド 形 態 の 脚 部 に 配 し た も の が ほ 
と ん ど だ っ た 。 し か し 、 YF-21 は エン ジン ブロ ッ ク と 脚 部 
を 分 離し た 設計 が 採用 され 、 ガ ウォ ー ク 形態 の 構造 も 
既存 の VF と は 大 きく 異な っ て いる 。 た だ し 、 ホ バリ ン 
グ に よる 地表 の 高速 移動 と いう ガウ ォ ー ク の 基本 コン 
セプト を 外れ る も の で は な く 、 性 能 の 差 こそ あれ 本 機 の 
ガウ ォ ー ク 形態 の 機能 も 従来 機 と ほとん ど 変 わら な い 。 




























YF-21 の バト ロイ ド 形 態 は ゼン トラ ー デ ィ 軍 の バト ル 
スー ツ 、 ク ァ ド ラン ・ ロ ー を イメ ー ジ させ る 外観 が 特徴 
で 、 本 機 に ゼン トラ ー デ ィ の 技術 が 導入 され て いる こ 
と を 如 実 に 示し て いる 。 事実 、 バ トロ イド 時 の 姿勢 制 
御 に は 、 ク ァ ド ラン ・ ロ ー の キメ リコ ラ 特 殊 イ ナー シャ ニー 
ベク トル ・ コ ント ロー ル ・ シ ステ ム の 改良 型 が 用 いら れ て 
いた 。 ま た 、 独特 の 変形 機構 も 高 性 能 を 実現 する 一 
因 と な っ て お り 、 模 擬 戦 や YF-19 と の 格闘 戦 に お い 
て 優れ た ポテ ン シ ャ ル を 発揮 。 バ トル スー ツ か ら 受 け 
継い だ 設計 の 実用 性 を 証明 し て いた 
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マク ロス 製作 委員 会 


1995 ビ 














クウ エス トマ クロ ス 製 作 委員 会 
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作 機 だ が 。 その 店 


@ デ ー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 
所 属 と 統合 軍 

全長 と 19.68m 

全高 4.04m 

全幅 と 15.36m 

空虚 重量 P 調 査 中 。 5 5 

エン ジン 新 中 州 重 エ ン PSW/ ロ イス FF-2450B 熱 核 タ ー ビ ピン 

推力 と 65.200kgX ら (宇宙 空間 時間 最大 ) / 41.800kgX ら (大 気 園内 
骸 間 最大 ) | 

最大 速度 > M5.06+ (高度 10.000m) / M21+ (高度 30.000m 以 上 ) 
標準 武装 エリ コー ン AAB-7.5 超 小 型 対空 レー ザー 砲塔 X ] / マ ウラ ー HEB 
-22 半 固 定 ビー ム 砲 X5 / ハ ワー ド PBS-OSF 戦闘 機 搭載 用 ピン ボイン トバ 
リア ー シ ス テム X1 / ビ フォ ー ズ BML-02S 全 領 域 マイ クロ ミサ イル 速射 ラン 
チャ ーX4 / ハ ワー ド - ゼ ネ ラル GV17L カー トレ ス ・ ガ トリ ング : ガ ン ポ ボッ ド x8 








@ サ イズ 比較 





主要 バイ ロッ ト 
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追加 装 廊 が 生 み 出 す 


ら な る 和 磯 動 人 性 
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FAST パッ ク 装 備 

YF-21 は 両 腕 部 と 腰部 パネ ル ( フ ァ イ タ ー 形 態 時 で 
は それ ぞ れ 尾翼 下方 と 機体 下面 に 位置 ) に 計 4 基 の 
ハー ド ポ イン ト を 有 し 、 それ ぞ れ に 4,000kg ま で の オプ 












ミッ ター 解除 1 








YF-21 の 特徴 の ひと つと し て 、 極 端 な まで に 機動 性 
重 し た 設計 思想 が 挙げ られ る 。 それ は 、AVF と い 




















ー ド 





う 新 分 野 に 、 


ゼネ ラル ・ ギ ャ ラク シー 社 が 冒険 心 を 以 て 




















ショ ン を 装備 可能 と な っ て いる 。 この ハー ド ポ イン ト は 
ウェ ポン ステ ーション と し て の 機能 と 追加 ブー スタ ー の 
装着 を 想定 し て お り 、 ト ライ アル で は FAST パ ッ ク シ ス 
テム と 呼ば れる 専用 オプ ショ ン が 準備 され て いた 。 

外装 オプ ショ ン に よる 性 能 強 化 と いう コン セプト は 
VF が 誕生 し た 当初 か ら 存在 し て お り 、 独創 的 な アイ 
デア で は な い 。 た だ し 、 こ の FAST パッ ク は YF-21 の 
き 異 性 に 即 し た 設計 が な され 、 そ れ 以 前 の 機種 の ス 
ー パ ー パ ー ツ と は 異な る 点 も 多い 。 中 で も 目 を 引く の 
は 、 装 着 時 で も フォ ルム が ほとん ど 変 化し な い ほ どの 
小型 化 で あろ う 。 ス テル ス 性 を 重視 する 本 機 に と っ て 、 
(アク ティ ブス テル ス 性 能 を 有する と は いえ /) 追加 装 
備 の 大 型 化 は 好ま し いも の で は な く 、 密 着 化 、 小 型 
化 が 図ら れ た の で ある 。 





























4 バト ロ 





イド 形態 へ ( 


※ 上 図 は 腕 部 を 取り 外し た 状 能 

















信 ラー ドブ ー ス ター 装着 時 
統合 軍 が 提示 し た 次 期 全 領域 戦闘 機 (AVF) の 
要求 仕様 の 一 項目 に 、 単 独 で の フォ ー ル ド 実 現 が あ 
る 。 無論 、VF 単 体 で その 性 能 を 満た すこ と は 不可 
能 で あり 、 フ ォ ー ル ド 自 体 は 外装 の 小型 フォ ー ル ド ・ ブ 
ー ス ター に よっ て 行わ れる 。 た だ し 、 長 距離 フォ ー ル 






























挑ん だ 証左 で あり 、BDI シ ステ ム や OTM 応 用 の 可変 胡 
に 技術 的 な 結実 見 て いる 。 そし て 、 機動 性 偏重 の 極 
み と も 言え る の が 、 リ ミッ ター 解除 モー ド だ っ た 。 

従来 の VF が バト ロイ ド 形 態 の 脚 部 に メイ ン エ ンジ ン を 
搭載 し て いる の に 対し 、YF-21 は 胴体 部 に エン ジン ブ 
ロッ ク を 配置 し て お り 、 脚 部 は 独立 し て いる 。 つま り 、 
YF-21 の ファ イタ ー 形 態 に お いて 、 脚 部 は 腕 部 と と も 
に デッド ウェ イト と な る 。 その 不要 部 位 を 排除 し て 軽量 化 
し 、 機 体 の 限界 性 能 を 引き 出す 機能 が リミッタ ー 解 除 モ 
ー ド で ある 。 こ の モー ド に よっ て 、 本 機 は 他 の VF を は る か 
に 凌 念 する 高 機 動 戦闘 能力 を 発揮 し 得 た 。 し か し 、 それ 




















は 人 体 の 限界 を 超え る G を パイ ロッ ト に 強い る 危う さ を 伴 NE 2 SE に 
っ て いた の で ある 。 り を バイ ロッ ト の ガル ド 
は 、 より 死亡 し て いる 









を 高速 飛行 時 の YF-21 

並外れ た 機動 性 を 得 られ る リミッタ ー 解 除 モ ー ド だ が 、 パ 
イロ ッ ト を 死に 至ら し め る 危険 が ある 以上 、 安 易 に 使え る も 
の で は な い 。 だ が 、 そ れ を 抜き に し て も YF-21 は 従来 の VF 


4 













を 上 回 る 機動 性 と 加速 性 能 を 有 し て いた 。 その 一 助 と な っ 











ド を 可能 と する 処理 能力 と 航行 に 耐え うる 耐久 性 を 
備え る 点 は 、 従来 の VF か ら 飛 躍 的 に 進歩 し た AVF 






た の が 、OTM 理 論 を 応用 
軸 構 造 で ある 。 その 新 技 和 1 


し た 新式 複合 素材 に よる 可変 
証 に よっ て 飛行 状態 に 応じ て 主 


と し て の 特徴 と 言え る 。 な 
スタ ー は YF-19 と 同じ 新 中 9 





5、 小 型 フ ォ ー ル ド ・ ブ ー 
/ オ ー テ ッ ク 製 の FBF- 








1000 で 、 背 部 の 特殊 装備 





日 ハ ー ド ポイ ント に 装着 さ 























れる 。 競合 機 と 同じ ブー スタ ー が 用 いら れ て いる 理由 
は 、 オ プシ ョ ン と し て の 汎用 性 を 鑑み た 結果 で あろ う 。 















相 の 断面 形状 や 面積 を 自由 に 変更 する 機能 を 得 て い た 本 
機 は 、 可 変 械 に パイ ロッ ト の 意識 を フィ ー ド バッ ク し 、 そ の 
時 々 に 最適 の 形状 を 選択 する こと で 、 優 れ た 飛行 性 能 を 
実現 し て いた の で ある 。 





サイ ル の 雨 を 


機動 性 を 披 
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メカ ニッ クシ ー ト 








頒 衣 形 シー クエ ンス (ファ イタ ー 形 態 ゅ ガウ ォ ー ク 形態 ) 


BDI(Brain Direct Image) シ ステ ム を 搭載 し 、 脳 波 に よる 完全 制御 を 目指 し た 脚 部 が 展開 する 構造 や 、 ガ ウォ ー ク 形態 へ の 変形 時 、 エ ンジ ン ポ ッ ド の 前 進 に 合 
試作 機 YF-21 は 、 そ の フォ ルム の みな ら ず 、 変形 機構 も 斬新 な も の と な っ て いる 。 わせ て VTOL ノズル が スラ イド し レ つ び 展 開 す る メカ ニズム な ど 、 他 の 可変 戦闘 機 に 
ファ イタ ー 形 態 か ら ガ ウォ ー ク 形態 へ の 変形 で は 、 底 部 全面 を 覆う パネ ル 内 か ら は 見 られ な い 機構 を 有 し て いる 。 


EDE32 1 





回 下面 の 脚 部 カバ ー 
左右 に 開く 


脚 部 が も も か ら 80 
度 内 側 に ひね っ て 収 
納 さ れ て いる 










=- 


3) 脚 部 、 腕 部 の 変形 | 






マ 腕 部 


腕 部 回 転 の 前 
は 、 肩 パー ツ 
は 主軸 の 下面 
に 隠れ て いる 





回 受 部 先端 か ら 手 部 と ビー ム の 銃口 が 延伸 する 
| 回 脚 部 の 膝 関節 が 曲がる 
レ 】 













賠 メカ ニッ クシ ー ト 
YF-21 
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F ン ス ( ガ ウォ ー ク 


本 機 の ガウ ォ ー ク 形態 か の ら バト ロイ ド 形 態 へ の 変形 で は 、 キャ ノビ ー 部 分 と 主要 ・ 可変 用 アク チュ エー ター アー ム が 2 基 使 





シン 
の 


態 只 人 バト ロイ ド 形 態 ) 





























上 晶 さ れ て いる 。 主要 が 背部 内 側 に 折り 畳 





エン ジン ボッ ド 部 分 が 分 割 さ れる 。 前 者 が 胸部 と 頭 部 を 、 後 者 が 背部 を 構成 する まれ た その フォ ルム は スタ イリ ッシュ な も の で 、 ゼン トラ ー デ ィ 軍 が 開発 し た バト ルス 
こと で 、 バト ロイ ド 形 態 へ と 変形 する 。 また 、 バト ロイ ド 形 態 で の 運動 性 を 保つ た め 、 ー ツ 、 ク ァ ド ラン ・ ロ ー を 入 稚 と と せる 外観 と な っ て いる 


NE 


緊急 用 マニ ュ ア ル 切 換 レ バー 


マコ ク ピ ッ ト 





コク ビッ ト 正 面 に ある コン ダー ル 部 の メイ ン デ ィ スプ レイ 下 に 、 
緊急 用 の マニ ュ アル 切換 レバ ー( 凍 部 分 ) が 設置 され て いる 。 











8 3 
1 全部 の 記 江 ーー ダダ や っ っ っ > | 


BDI シ ステ ム を 搭載 し 、 脳波 で の コン トロ ー ル が 可能 な | Er 

の ーー マミ 
YF-21 だ が 、 緊 急用 と し て マニ ュ アル 切換 レバ ー が 設 グレ UV ご 0 上 間 た め 
され て いる 。 パイ ロッ ド の ガル ド ・ ゴ ア ・ ボ ー マ ン は 、 テ ス E 
ト 飛行 時 に 一 度 レバ ー を 使 お うと し て いる 。 


ムル カバ ー を 開く と 、 内 部 に 
緊急 レバ ー が 設置 され て いる 。 
これ を 操作 する ご と で コン トロ 

ー ル が マニ コア ル へ と 切り 替 \! 
わる 仕組 み だ っ た 。 








1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 製 作 委員 会 









トイ サム の バイ ク 


@ 機体 解説 


イー 暦 2013 年 1 1 月 に 発見 され た 惑星 エデン は 、 
レー| 人 類 に 適し た 生活 環境 を 持つ 移民 星 で あっ た 。 
その 居住 性 の 良さ か ら 、 地 球 統合 軍 の 重要 な 拠点 と 
な っ た 一 方 で 、 都市 開発 も 迅速 に 進み "西暦 2040 年 
に は 、 観光 スポ ッ ト と し で 高い 知名 度 を 誇っ て いた の で 
ある 。 惑 星 内 の 交通 網 も 高度 に 整備 され て お り 、 居 
住 者 や 観光 客 が 災 ド レス な く 過 ご せる よう に 整備 され 
て いた 。 バ イジ ウ や 自動 車 も 、 住 民 の 交通 手段 と し て 不 
可 欠 な 「 足 ] で あ ぢ 、 用途 に 合わ せ て 多数 の 車両 が 惑 
星 内 を 走行 ゆこ いる 。 ま た 、 ス ピー ド や 制御 性 に こ だ 
わっ た スポ ー ツ カー や 、 派 手 な 装飾 が 施さ れ た リム ジ 
ン な ども 使わ れ て お り 、 個 人 の 嗜好 や 権威 を 示す 文化 
的 側面 も 持っ て いた 。 





当時 の 最新 技術 が 導入 され た 
エデン の 一 謝 運 褒 # 















夏 G 半 の へ と エエ 和 天祐 






Imays ue 





ゅ ガルド の スポ ー ツ カー 


イク 






ら 人 乗り の スポ ー ツ 
カー 






NNUHH == ロ dH ココ Hn 
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惑星 エデン の 乗り 物 






マイ サム の 2 人 乗り 大 型 バ イク は 超 伝導 モ 
ー タ ー を 用 いた タイ プ で 、 燃 費 効 率 や 機動 性 
加速 性 に 優れ て いた . 






@ 運用 記録 


サム の バイ ク 、 ガル ド の スポ ー ツ カー は 、 ど ちら 
イ も プラ イベ ー ト 車 で 、 エ デン で 一 般 に 売り 出さ 
れ て いた 既製 品 だ と 思わ れる 。 ら 人 の 主 な 移動 手段 と 
し て 使わ れ 、 イ サム は 統合 軍 の 同僚 で ある ルー シー・ 
マク ミラ ン を バイ ク で ドラ イブ に 連れ 出し 、 ガ ルド は 想 
い を 寄せ る ミュ ン ・ フ ァ ン ・ ロ ー ン に 会 うた め 、 スポ ー ツ 
カー を 走ら せ た 。 ま た 、 病 院 の バイ ク は 、 試 作 機 の テ 
スト で 重傷 を 負い 入院 し て いた イサ ム が 、 病 院 か ら 抜 
け 出す 際 に 勝手 に 持ち 出し た も の で ある 。 そ の ほか 、 
リム ジン は 、 ミ ュ ン と シャ ロン ・ ア ッ プ ル を ライ ブ 会 場 
まで 乗せ た VIP 専 用 車 だ っ た 。 
































ガルド の スポ ー ツ カー は 、 屋根 の な い オ ー プ 
ンカ ー タ イブ と な っ て いる 。 リ アタ イヤ が フロ 
ント タイ ヤ よ り も か な り 大 きい の が 特徴 













エデン の 街 を 疾走 する 乗用 
| 車 の 数 々 。 こ の 時 代 の 車輌 








エデン 住民 の 足 と し て 、 バ 
ス や タク シー な ども 見 られ 
る 。 写真 は 一般 的 な バス 蘭 
で 、 車体 側面 に は ライ ブ 問 
近 の シャ ロン ・ ア ッ プ ブル の 広 
告 が 入れ られ て いた 





人 車体 の フロ ント 部 に は エア ロバ ー ツ を 
備え る な ど 、 ス ピー ド を 重視 し た セッ ティ 
ング が 施さ れ て いた 

















病院 の バイ ク 

試作 機 の テス ト で 重傷 を 負っ た イサ ム が 、 入院 先 
の 軍 立 病院 か ら 持ち 出し た バイ ク 。 シ ー ト 後方 
に バッ グ が あり 、 救 命 機 器 な ど が 積み 込ま れ て い 
た と 見 られ る 。 イ サム と ガル ド の 喧嘩 に a 









れ 、 ガル ド に 車体 を 踏み つけ られ て いる , 


7 ヶ 
// エン ジン 下 に 取り 付 
/ けら れ た スタ ンド 。 
メル 小型 だ が 、 重 い 本 体 














マイ サム の バイ ク と 同様 、 
リム ドラ イブ 方 式 が 採用 
され て いる 。 ロ ュ 


ウル トラ ・ ラ イト プレ 
1 コ ei 


ウル トラ ・ ラ イト プレ ー ン 

ン - ア ッ プ ル を 、 ラ イブ 会 場 ま で 輸 - は 、 ハイ スク ー ル 時 代 の ガ 
VIP の 輸送 に 使わ れる 車輌 と 見 = 2 < ルド が 製作 し た 軽 飛行 機 
いよ うだ 。 車輌 は 細長 い フ ォ ル : ED 
、 タ イヤ は 4 輪 の み で 、 い ずれ で ある 。 プロ ペラ と ウイ ン 
に な っ て い 6。 Sa グ で 浮力 を 得る 人 力 機 で 、 
ガル ド の 同 だ っ た イサ 

< 同級 生 イー カド が 自転車 いで 
ム が パイ ロッ ト と な り 、 飛 吉 し 場 廊 を 発 生 させ 、 飛行 に 成 
行 実験 を 行っ て いた 。 功 し た 。 
4 

ガリ ルルド が 製作 し た 軽 飛行 機 

の ひと つ 。 エ デン に 多数 

暮らす 生物 、 意 詞 ( サ ウロ 

バー ド ) を 模 し た 機 首 部 が 

特徴 的 で あっ た 。 
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カニ ニック シー トド 
VF-11B サン ダー ボル ト 


ワル ーー 


@ 機体 解説 








Illustration by + 


ご レル F- 7 の 後 を 継ぐ 
主力 可変 埋 生 友 


2 師 


enjin 


/ 








(WM 











ほど の 完成 度 を 持つ 機体 は 少な が うた 
隊 体 が 、 こ の VF-]1 1 サン ダテ ボル ト で ある 。 本 機 は 、 火 力 生 、 整 備 性 な どの あら ゆる 点 
ロ ] 入 能 を 示す と 同時 念 大 気 園 肉 外 を 問わ な い 汎用 性 も 備え て いた 。 ま た 、VF-1 に 比べ て 
ひと 回 り 大 型 で 機内 容積 や 搭載 重量 が 太 き か っ た こと か ら 、 運 用 目的 に 応じ た バリ エー ショ ン 展 開 





中 














@ デ ー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 但 サ イズ 比較 島 主 要 パ イロ ッ ト 
所 属 » 地球 統合 軍 

全長 を 15.51m 

全幅 11.2m 

空虚 重量 > 9.000kg 1 

エン ジン » 新星 / PS&W プロ イス FF-2025Gx2 

エン ジン 推力 28.5OOkg (宇宙 空間 瞬間 最大 推力 )x2 
補助 エン ジン » 高 機動 バー ニア - ス ラス ター P&W HMM-5B 
巡航 速度 > M3.5+ (標準 高度 10.000m 時 ) / M8.2+ 








(高度 30.000m 以 上 時 ) 
戦闘 上 昇 限度 > 45.000m (衛星 軌道 へ の 進出 時 は 大 型 ブー スタ 
ー を 使用 ) 

武 凌 ゆ 後方 対空 バリ ルス レー ザー 砲 X 1 多目的 ガン ポッ ドン チャ 





フ & フ レア ディ バン サーX ら / 防 弾 シ ー ル ド x 1] (バト ロイ 
標準 装備 ) 大 気 半 外 用 スー パー バー ツ 取 り 付 け 可能 (マイ クロ ミ 
サイ ル ラ ンチ ャ ー メ 2 装備 ) / 他 オプ ショ ン 兵 装 


急 開 発 系 譜 区 

















メカ ニッ ク 


介 運用 記録 


VY 1 は 、 治 安 維持 等 に 運用 され て いた 既存 
機種 の 老朽 化 を 受け 、 新 星 イ ンダ スト リー で 


開発 が 


スタ ー ト し た 。 試 作 型 VFX-1 1 の 試験 運用 


な ど を 経て 、2030 年 に は 大 量 生産 と 実戦 配備 が 


行わ れ た 。 一 方 、 本 機 の 登場 | 


= 
いた 。 

産 体制 
な ど が | 





こよ っ て VF-4 ラ イト 
を は じ め と する 従来 の 主力 機 は 第 一 線 を 退 
また 、 初 期生 産 型 の A 型 は 少数 の み で 、 量 
は 早い 段階 で エン ジン 性 能 の 向上 と 最適 化 











図ら れ た B 型 へ と 移行 し た 。B 型 は VF-1 1 系 





列 機 で 最も 多く 生産 され 、2040 年 代 に は 移民 船 
団 や 各地 の 移民 惑星 に も 配備 され た 。 
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p VF-11B サン ダー ボル ト 








島 式 甘 


定 武装 と し て 後方 対空 パル スレ ー ザ ー 砲 1 門 
と 防弾 シー ルド 1 基 、 チ ャ フ ・ フ レア ディ スペ ン サ ー 
2 基 を 備え 、 標 準 武 装 に 多目的 ガン ポッ ド 1 基 を 装 
備 し て いる 。 これ 以外 に も スー パー パー ツ な どの 
各種 追加 装備 が 多数 開発 され た 。 








思 








マル 30mm6 連 ガン ポッ 













乗 具 は 複 座 式 の D 型 以外 は 1 名 で 、 コ ク ピ ッ ト 
構造 も 従来 の 単座 式 VF と ほとん ど 同 じ で ある 。 シ 





面 に メイ ン デ ィ ス プレ イ と バッ クモ ニタ ー が 、 








状 で 、 広 い 視野 を 確保 する 。 


昌 に は 総合 シス テム チェ ッ ク パ ネル が 配 され 
て いる 。 ま た 、 キ ャ ノビ ピー は 機 首 側が す ぽ ま っ た 形 








ファ イタ ー モ ー ド 





ファ イタ ー 形 態 の 特徴 は カナ ー ド 前 翼 と 可変 主 








大 気 圏内 外 を 問わ な い 高い 機動 性 と 運 


























性 を 発揮 し た 。 な お 、 カ ナー ド 前 翼 の 採用 に つい 


て は 、 








最高 速度 が 低下 する た め 議 論 が 紛 給 し た 


が 、 開 発 中 に 発生 し た 統合 政府 首席 補佐 官 抽 
致 事 件 で 、 カ ナー ド を 採用 し た VFX-11 が 救出 作 
戦 を 成功 させ た こと か ら 、 採 用 が 決定 し た と いう 経 
緯 が ある (その 際 の パイ ロッ ト は 、 か の ミリ ア ・ フ ァ リ 
ー ナ ・ ジ ー ナ ス で あっ た )。 

































































信 カジ ォ ー ク モー ド 

既存 機種 に 代わ っ て VF-11 が 主力 機 の 座 を 獲得 し 
た 要因 の ひと つ に 、 環 境 に 左右 され な い 高 度 な 運用 
性 が 挙げ られ る 。 VF-4 や VF-5 は 宇宙 空間 で の 運用 。 
に 重点 が 置か れ 、VF-5000 は 大 気 国内 で の 性 能 
重視 し て いた 。 こ れ に 対し 、 本 機 は 優れ た 汎用 性 を 計 
っ た VF-1 以 来 の 多目的 戦闘 機 と し て 設計 され て お り 、 
高い 水準 の 総合 性 能 を 有 し て いた の で ある 。 それ は ガ 
ウォ ー ク 形態 に も 当て は まる も の で あっ た 。 特に ガウ ォ 
ー ク 形態 で は 腕 部 が 展開 され る た め 、 防 弾 シー ルド が 
使用 可能 と な る と いっ た 点 か ら も 本 機 の 運用 性 の 高き 
が うか が い 知れ る 。 な お 、 本 機 の 設計 を 発展 させ る 形 
で 開発 され た YF-19 の ガウ ォ ー ク 形態 は 、 本 機 の 同形 
態 と 非常 に 似 た 構造 を 有する 。 こ れ は 本 機 の 設計 が 
AVF の 雛形 と な る ほど 優れ て いた と いう 証明 と も 言え 
る だ ろう 。 





















































































トロ イド モー ド 

VF-11 の バト ロイ ド 形 態 は VF-1 と 似 た シル エッ ト を 
持つ が 、 そ の 構造 は 大 きく 異な っ て いる 。 特に 胴体 部 
と 背部 の 補助 スラ スタ ー ポ ッ ド な ど に は 、VF-1 や その 
設計 を 踏 租 し た VF-5000 な ど と の 設計 思想 の 違い が 
見 受け られ る 。 ま た 、 銃剣 付き の ガン ポッ ド を 標準 装 
備 と し て いる こと か ら も わか る 通り 、 本 機 は 従来 の バト 
ロイ ド に 比べ 、 近 接戦 能力 に も 重点 が 置か れ て いた 。 
本 機 の 特徴 的 な 性 能 は 実戦 で も 裏付け られ て お り 、 パ 
イロ ッ ト か ら も 高い 信頼 を 得 て い た の で ある 。 な お 、 バ 
トロ イド は 本 機 で 初め て 装備 され た 防弾 シー ルド を 最も 
効果 的 に 使え る 形態 で 、 耐 弾性 も 飛躍 的 に 向上 し た 
と 言え る 。 


































た キャ ノビ 
通常 閉じ 
が 、 任 意 









可能 と な っ 





ン ポ ッ ド の 予備 弾倉 
着 さ れる 












ず 胸 部 の 装甲 板 と な る , 


ら 1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 製作 委員 会 @1995 ビッ クウ エス トマ クロ ス 製作 委員 会 
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大 気 圏 外用 スー パー パー ツ 
VF-1 バル キリ ー の 兵器 特性 と 戦術 的 役割 を 忠 萌 フ ァ イ タ ー モ ー ド 
実に 継承 し た VF-1 1 サン ダー ボル ト は 、 オ プシ ョ ン 装 
備 に よる 機能 拡張 と いう 設計 思想 も 同時 に 受け 継 
い だ 。 VF-11 専 用 に 開発 され た スー パー パー ツ も 、 
VF-1 で 着想 され た FAST パッ ク 装 備 型 バル キリ ー( 通 
称 ス ー パ ー バ ルキ リー) の コン セプト を 踏襲 し た オプ シ 
ョ ン で あり 、 大 気 圏外 作戦 能力 向上 を 目的 と し て い 
る 。 パー ツ の 開発 は VF-11 本 体 と 同じ く 新 星 イン ダ 
スト リー が 行い 、 宇 宙 空 間 で 本 機 が 運用 され る 場合 
に は ほとん どの ケー ス で この オプ ショ ン が 装備 され た 。 
な お 、 スー パー パー ツ を 装備 し た VF-1 1 は 、 VF-1 に な 
らい 「 ス ー パ ー サ ンダ ー ボ ルト 」 と も 呼ば れ た 。 





























ッ | 着 す る 構成 
ー パ ー バ ルキ リー と 共通 し て 
























マス ー バ パー バル キリ ー(VF-1) と 
は 異な り 腕 部 ユニ ッ ト が な いた 

















パー パー ツ を 装備 する こと で バト ロイ ド ) 
格闘 戦 性 能 が 向上 する 。 ブ ー 
える スリ ッ ト は マイ クロ ・ ミ サイ ル の 振 







バト ロイ ド 時 の ブー スタ ー ユ ニッ ト は 本 体 の 補助 スラ スタ ー 
を 覆う よう に 位置 す 
ラン チャ ー は 任務 











す 機 動 を 見 せ た . 
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「 ス ー パ ー・ ノ ヴァ 計画 」 に お いて は 、VF-11B が 















追跡 観測 機 な どの サポ ー ト を 担う こと が 多かっ た 。 し SR NEE RE 
か し 、VF-11B は あく まで 現行 機 の 水準 を 逸脱 する 基 装 備 され る 。 こ の 時 、 

< は な く 、 桁 違 能 庄 こ 肩 ー ザ ー 砲 は ブー スタ ー| 
VF で は な く 、 桁 違 い の 性 能 を 有する 了 球 作 AVF! 性 を a 
p べ る こと は 困難 だ っ た 。 そこ で 活用 され た の が 、 こ は 不可 能 と な る )。 

























































の 固体 燃料 ロケ ッ ト ブ ー ス ター で ある 。 この 装備 は 
速度 を 引き 上 げ る こと の み を 目的 と し て お り 、 戦 闘 機 
と し て の 運動 性 が 皆無 に な る 代わ り に 爆発 的 な 推進 
力 が 得 ら れる 。 極め て 偏っ た 機体 バテ ンス に な る 上 、 
燃焼 時 間 も 約 5 分 と 短い た め 、 通 常 の 運用 に は 適し 
て いな か っ た 。 


回 


























YF-21 の 演習 を 追跡 記録 
る ロケ ッ ト ブ ー ス 
備 し た 3 機 の VF- 
伴 し た 。 そ の うち 
イサ ム が 搭乗 





イサ ム 機 は YF-21 が 
た 演習 用 ミサ イル | 
まれ た が 、 外 れ た ロケ ッ ト 












て いる が 、 イ サム は 
ター が 外れ た 状態 で 
を 回 避 し た 。 










)。 左 右 対 の 支持 
浮か せる よ 





















ノズル は 円 形 の 単純 な 構造 で 、 
し て いな い 。 直 進 す 
だ け を 想定 し た 装備 の た め 、 
























人 支持 架 ( 上 部 ) 


へ 9 連 事 項 


無人 機 の 運用 


当時 の 統合 軍 主 力 と し て 多数 の 機体 が 生産 
され て いた VF-11 サン ダー ボル ト に は 、 無 人 機 
も 存在 する 。 無人 化 に 際 し て 機 首 の 構造 ・ 形 








人 下部 ブー スタ ー の 支 





状 に 手 が 加え られ て いる が 、 ス ー パ ー パ ー ツ を 未 装備 状態 と は 比較 で き な い ほど の に 2 持 梨 が ひと つ し が 見 え 

< きる な 9 な 航行 大 推力 を 発揮 する が 、 そ れ で も YF-21 前 個 の 3 
2 ON に 追い つく ほど の 速度 で は な か っ た 。 
に た よう だ 。 い 後ろ 側 の 支持 架 は 左右 


闘 性 能 を 測る テス ト 時 に お いて 、 ス ー パ ー パ ー 
ツ を 装着 し た 無人 機 仕様 の VF-11 が 出撃 し 、 


1 対 で ある 


標的 と し て 利用 され て いる 。 


4 下部 ブー スタ ー は エン ジン ナ 
セル の すき 間 に 収 まる よう に 固 
定 さ れる 。 そ の た め 、 ガン ポッ ド 
は 装備 で き な く な る 。 


標的 と わか りや すく 認 
識 さ せる た めか 、「 タ ー 
ゲッ ト ・ ド ロー ン 」 と 同じ 
く 、 オレ ンジ に カラ ー リ 
ング され た 。 


操縦 用 の Al シス テム に 
は 優秀 な も の が 搭載 さ 
れ た と 見 られ る 。 だ が 、 
ゴー スト X-9 に 次 々 と 
撃破 され た 。 


イサ ム 機 が ミサ イル を 回 
和幸 轄 し た 際 、 機 体 に 過度 な 

机 G が か か り 、 ブ ー ス ター 
SS | の 分 離 を 招い た 。 
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7 EE 
ル し VF-11B サン ダー ボル ト 





















変形 シー クエ ンス (ファ イタ ー 形 態 墜 ガウ ォ ー ク 形態 ) 

VF-1 の 後継 機 で ある VF-11B サ ン 必  ーー ーー 

ダー ボル ト だ が 、 そ の 変形 シス テム は 、 | 
機体 構造 の 変化 に 応じ て 、 新 た な も 
の と な っ て いる 。 ファ イタ ー 形 態 の 後 
部 が 腕 部 を 構成 する 部 分 は 変わ りな 
い が 、 胴体 の 上 で 肩 部 を 回 転 する 構 

造 な ど は 、 本 機 な ら で は で ある 。 こ の ノ 

スム ー ズ な 可変 シス テム は 、 の ち に 2/2 

YF-19 へ と 受け 継が れ た 。 どー 































O 度 | て Ff 
目 尾 加 を 脚 内 へ 回 転 収 4 


ブー スタ ー 装 備 時 の 変形 ーー ユー 





gr 大 気 圏内 外 






、 腕 部 を 水平 | 














D17.05 
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メカ ニッ クシ ー ト 
p VF-11B サン ダー ボル ト 








信 委 形 シー クエ ンス (ファ イタ ー ン ガウ ォ ー ク 形態 き バ トロ イド 形態 際 フ ァ イ タ ー 形 態 


VF-11B は 、 ガ ウォ ー ク 、 フ ァ イ タ ー の 両 形態 か ら バ トロ イド 形態 へ と 移行 する こ 
と が で きる 。 ファ イタ ー か ら バ トロ イド 形態 へ と 移行 する 場合 、 エ ンジ ン 部 は 曲がら 
ず に その まま 脚 部 を 構成 する シス テム で ある 。 バト ロイ ド か ら フ ァ イ タ ー 形 態 へ と 変 


1 ガウ ォ ー ク か ら バ トロ イド へ の 変形 


回 ガウ ォ ー ク 時 用 の 整流 カ 
バー 引き 込む 





む 
固 イン テー ク 防 御 
カバ ー 閉 じ る 


較 両 腕 部 を 後方 に (気流 に 流 
され る 感じ で ) 

回 脚 部 の 尾翼 後方 へ 

回 機 首 を 前 方 に 起こ す 

回 キャ ノ ピ ー カ バー 開く 

目頭 部 を 180 度 後ろ へ 





形 する 際 は 、 ジ ャ ンプ し な が ら 機 首 を 上 に 跳ね 上 げ る と 同時 に 、 頭 部 や 胸部 を 後 
ろ に 倒す 構造 と な っ て いる 。 こ れ に より 、3 形 態 すべ て の 変形 が 瞬時 に 行え る よう 
に な っ て いた 。 


回 機 首 が 折れ る 

回 腰 、 脚 ブロ ッ ク 回 転 し て 下 へ 

主軸 と 上 剖 ッ ド ブロ ッ ク 
O 度 

国 両 腕 部 を 肩 か ら 180 度 前 方 
へ 回 転 


回 後ろ を 向い て いた 
頭 部 が 回 転 
手 ! て ガン ポッ 
ド の グリ ッ プ 撮る 
固 両 腕 部 バト ロイ ド 位 


置 へ 


| 回 





} < Ee ™ 
人 4 バト ロイ ド か ら フ ァ イ タ ー へ の 変形 


| 回 脚 部 一 次 元 ノズル 飛行 モー ド へ 
回 主 糞 開 く 
回 主軸 、 背部 の ポッ ドブ ロッ ク 起 こす 
回 腕 部 を 収納 
回 機 首 を 前 方 に ロッ ク 
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ゴー スト X-9 





lllustration by Hidetaka Tenjin 














リミッタ ー を 外 じ 有 火 牧 
を 行っ た YF- ら 1 に 撃墜 < 7 








闘 機 ) な どの 有 
人 機 に 代わ る 主力 化 を 実現 すべ く 開発 され 
\ 圏 内 外 両 用 無 込 戦闘 機 ざ ある 。 生 身 の 
パイ ロッ ト と いう 制限 が な い を と を 利用 し た 驚異 
的 な 機動 性 と 火力 を 有 し 、 全 領 域 可 変 戦闘 機 
(AVF) を お 濾 熊 する 性 能 を 誇っ た 。 さ ら に 、 本 
機 は シロ シ 型 入 〒 知 能 (Al) 、 すなわち シャ ロン 
アダ ル の デー タ を 応用 し た 完全 自律 制御 型 Al 
を 搭載 ゆ ど お り 、QF-3000E を は じ め と する 従 
来 の 学 自律 型 Al 搭載 ゴー スト と は 比較 に な ら な い 
ほど の 戦闘 力 を 発揮 し た 。 


完全 折 律 人 了 効 能 を 載 し た 化 型 楓 火 難 詳 雄 
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八 機体 桶 造 ee 


機体 構造 は 極 超 音速 リフ ティ ング ボディ が 特徴 
で 、 主 栓 面積 は 小さ い が 十 分 な 揚力 が 発生 する 。 
また 、 パイ ロッ ト 保 護 機能 を 排 し た こと で 軽量 化 が な 
され 、 高 機動 性 能 を 限界 まで 発揮 で きた 。 






@ 運用 記録 


秘 裏 に 開発 が 進め られ て いた ゴー スト X-9 
極 : バー チャ ル : ア イド ル 、 シ ャ ロン : ア ッ プ ル 
に 使用 され た AI の デー タ が 反映 され 、 従 来 以 上 の 
判断 能力 を 備え る に 至っ た 。 そ の 後 の 模擬 戦闘 に 
お いて 、 期 待 され た 成績 を 残し た X-9 は 、 統 
の 次 期 主 力 戦 闘 機 と し て 制式 採用 が 内 定 する 。 だ 
が 2040 年 3 月 、 地 球 の マク ロス - シ ティ で 開催 さ 
れ た 星 間 大 戦 終結 30 周 年 記念 式典 に お いて 、 
X-9 は 暴走 し た シャ ロン : ア ッ プ ル の Al に 制御 を 奪わ 
れ 、 地 球 に 到達 し て いた YF-198、YF-214 、 
YF-21 と の 交戦 の 未 に 撃墜 され た 。 人 工 知能 の 暴 
走 と いう 事 # く 見 た 統合 軍 は 、X-9 の 採用 を 
見 送る こと と な っ た 。 





マ 無 駄 を 削ぎ 落と し た 、 シ 


分 、 空 


こ 洗練 され て いる , 














































偽 ユー バー バー ツ 芸 備 時 


ゴー スト 用 の スー パー パー ツ は 、 機 体 上 面 に 、2 基 の 
武装 コン テ ナ 兼 ブー スタ ー を 装備 する 。 シャ ロン ・ ア ッ プ 
ル 事 件 で は 、 ス ー パ ー パ ー ツ は YF-19、YF-21 に 急 接 
近 す る た め に の み 使 用 され 、 本 格 的 な 空戦 を 行う 前 に 
パー ジ さ れ て いる 。 これ は 、 大 気 圏内 で の 空戦 に な っ た 
た め 、 ス ー パ ー パ ー ツ が 高速 機動 の 妨げ に な る と Al が 判 
断 し た も の と 思わ れる 。 





























































サー スト X-8 は 、 次 期 主 力 戦闘 機 と し て 開発 さ 
れ た こと も あり 、 ス ー パ ー パ ー ツ な どの オプ 
ショ ン パ ー ツ 類 の 運用 も 想定 し て 設計 が な され て い 
こ 。 大 気 圏外 で は VF と 同じ く 、 武 装 と 追加 ブー ス 
ター を 兼ね お た スー パー パー ツ を 装備 し て 運用 され 


る 予定 で めった 











MNT EE 


X-9 の 後継 機 


LL C 
シャ ロン ・ ア ッ プ ル 事 件 に より 制式 採用 を 
見 送ら れ た ゴー スト X-9 だ が 、 そ の 後 、 自 律 
行動 を 抑制 し た 後継 機 AIF-7 が 開発 され 、 
制式 採用 され た 。AIF-7 は 、2050 年 代 に 
は 機動 部 隊 の 中 核 を 担う まで に な る が 、 一 
方 で パイ ロッ ト の 練 度 の 低下 な どの 影響 も 及 
ぽ し て いる 。 










2O58 年 時 点 で の AlF7 
シリ ー ズ の 最新 鋭 機 、AIF- 
78。 製 造 運用 コス ト が 低 
いこ と も 各 移 民 船団 に は 
好評 で ある 。 





内 外 の 運 





マ 機 首 に セン サー シス テム を 内 
蔵 し 、 機 価 主軸 と ベン トラ 
ルフ ィ ン を 配 し て いる 。 
















マ Y 主 買 は 可動 式 で 
機体 制御 や 大 気 圏 
に 最適 な 位置 へ ヘ シ フト する 。 












人 機体 後部 が エン ジン ブロ ッ ク 
3 基 の スリ ッ ト 状 ノ ズ 
並ん だ 構造 で ある 。 














ゴー スト X-9 は 、 固 定 武 装 と し て レー ザー 砲 5 基 と 、 
無数 の ハイ マニ ュー バ ミ サ イル を 装備 し て いる 。 特に 
レー ザー 砲 は 、 照 準 の 精密 さと 発射 速度 の 速 さ が 
X-9 の 高速 機動 と 相性 が 良く 、 模 擬 戦 闘 で 良好 な 
成績 を 残す 一 因 と な っ た 。 ま た X-9 は コク ピッ ト な どの 
有人 用 の 装備 を 搭載 する 必要 が な い 分 、 機 体 の 容 
積 は 武装 の ペイ ロー ド に 充て られ て お り 、 当 時 の VF 
に 比べ 小型 の フォ ルム を 誇り な が ら も 、 ス ー パ ー パ ー 
ツ 装 備 の VF 並 の 高い 火力 を 実現 し て いた 。 
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B0m で 、 
13m の 






1 egaoa 








AVF 魔 発 計 千 に 投入 され た 


至 異型 の 己 大 音 欧 午 








の 機体 で 


ク と な っ て いる a サイ ズ 比 較 






















翼 巨 人 爆撃 機 は 、 そ の 名 の 通り 、 胴体 
こ を 持た ず 、 翼 部 だ け で 構成 され た 全 械 i 
本 計画 で は 、 新 星 イ ンダ スト リー 社 製 の YF- 機 の きつ 。 そ の 結果 、 翼 下 の ス ペー ス 
19、 ゼネ ラル ・ ギ ャ ラク シー 社 製 の YF.21 と い が 広く 採ら きれ て お り 、 ミ サイ ル だ け で な く 、 複 
戦闘 機 を な っ て いた FR 
力 を 活か し 、 用 無人 機 「 タ ー ゲ ッ a 





トド ロー ン 」 の 母 #| 時 用 され た 。 
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メカ ト 
8 発 全 翼 巨 人 爆撃 機 








頒 能生 人 
信 運用 録 本 機 は 、 旧 来 か ら の 全 翼 機 の 特徴 を 踏 襲 し て い う で ある 。 ま た 、 戦 闘 機 の 懸架 用 に 、4 基 の フッ ク が 
る 。 通常 の 戦闘 機 に 比べ て 全幅 が 長く 採ら っ れ て い 要 下 に 設置 され て いた 。 

機 は 、 ガ ルド ・ ゴ ア ・ ボ ー マ ン が 操縦 する YF-21 る ほか 、 凹 凸 の 少な い 流線型 の フォ ルム と な っ て い 
に 「 模擬 戦 用 の 無人 機 「 タ ー た 。 こ れ に より 空気 抵抗 を 最小 限 に 抑え る こと が で 
ゲッ ト ・ ド ロー ン 」 を 翼 下 に 懸 保 し 、 試験 空域 まで 移送 し " き 、 大 型 な が ら も 、 そ れ な り の 機動 性 を 確保 で きた よ 
た 記録 が 残さ れ て いる 。 懸架 し た 戦闘 機 を 戦闘 空域 
に 移送 分離 後 は 、 二 次 被害 を 避け る た めす ぐに 演習 













空域 を 離脱 する 必要 が あっ た 。 


5 機 の 8 発 全 翼 巨 人 爆撃 
機 が YF-21 の 性 能 実 験 
に 投入 され 、 模 擬 戦 用 無 
人 機 の 輸送 を 担っ た 。 









。 これ は 機体 の 安定 性 を 確保 する た め の 工 夫 と 
見 られ る 。 左 翼 下 に 懸架 され て いる の が ター ゲッ ト ・ ド ロー ン 。 


側面 / 底 部 

機体 側面 (上 ) と 、 機 体 底部 
( 下 ) を 示し た 図 。 側 面 や 
底部 に も 目立っ た 凹凸 が な 
く 、 すっ きり と し た フォ ルム 
で ある の が わか る 。 レ ー ダ 
ー な ど に 反射 する 部 分 が 少 
な いた め 、 ス テル ス 人 性 能 に 
も 優れ て いた と 見 られ る 。 





必要 が な く な っ た 


偽 ター ゲッ ルト ドロー ン 

YF-21 の 性 能 実 験 に 投入 され た 戦闘 機 が 、 タ ー か 
ゲッ ト ・ ド ロー ン で ある 。 遠隔 操作 が 可能 な 無人 機 。 こと か で さ た 。 機 首 下 部 に は 
で 、 機 首 に ビー ム 砲 を 持つ ほか 、 細 部 に 6 基 の ミサ イ ヒー ム 砲 が 備え られ て いる 。 
ル を 搭載 する こと が 可能 で あっ た 。 YF-21 の 敵 弾 
避 能 力 と 空戦 能力 を 判定 する た め 、20 機 の 機体 が 
投入 され て いる 。 




















回 












YF21 の 敵 弾 回 避 能 力 
を 確か め る 手段 と し て 、 
新型 の ハイ マニ ュー バ ・ ミ 
サイ ル を 搭載 し て 出撃 、 












輸送 用 フッ ク 
8 外人 電機 の 授 久 時 。 機 の 肝 | 
体 上 部 に 備え た フ 5 上 げ 、 バ イロ ン に 


引 つ 掛け る 構造 で めった 。 












真正 面 か ら 見 た 機体 。 機 首 に 
セン サー バー ツ を 備え る 。 





マ 8 発 全 翼 巨人 爆撃 機 と の 接続 











に 移行 する ター ゲッ ト ・ ド ロー ン 。 機 体 上 | 
部 の フッ ク も 収納 され る 








後方 か ら 見 た 機体 。 底 部 中 
央 に スラ スタ ー パ ー ツ を 備え 
て いる の が わか る 。 
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の 放つ 衝撃 波 に 
ず 、 バ トル 7 は 
惑星 に て 大 破 し た 














Imays eyoa i 





高 束 直進 性 や 超 長 忠 衣 
ーー OR 
ーー ニー 空母 モー ド が 勝る 。 一 
= ご 隊 本 | 方 で 強 攻 型 は 、 各 部 に 

a 配 され た 推進 器 に より 、 
近接 戦 購 で の 機動 力 に 
優れ て いる 。 
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バト ル 7 





( 強 攻 型 ) 


トル 7 は 、 新 マク ロス 級 移民 船 7 番 艦 「 マ タロ ス 7」 の 戦闘 区 る 画 に あ 

た る 、 バ トル 級 超大 型 可変 万 能 ス テル ヌ 宇 宙 攻 撃 空母 で ある 。 トラ 
ンス フォ ー メ ーション に よっ て 運用 性 の 向 目 を 果たし た 第 一 世代 型 マク ロ 
ス 稲 の コン セプト を 受け 継 る ど 同 時 に ゞ 都市 宇宙 船 の 機能 を 切り 離 じ 戦闘 
艦 と し て の 性 能 の み を 追求 する だ と で 、 突 出し た 戦闘 力 を 獲得 し て いる 。 
また 、 第 一 世代 型 マ ジロ ス 艦 より も 一 回 り し 大きな サ イズ で あり な が ら 、 強 
力 な アク ティ ブス テル ス 携 能 に よる ステ ルス 性 能 も 付与 され て いる 。 さ ら 
に は 膨大 な 租 載 機 搭載 能力 を 誇っ た 本 艦 は 、 実 戦 に お いて も 優れ た # 
戦闘 力 を 発揮 じき 移民 船団 の 防衛 戦力 の 要 と し て 活躍 し た の で ある 。 











py データ ※ デ ー タ は 空母 モー ド 時 の も の 但 サイ ズ 比 較 》 開発 系 譜 図 





SDF-1 (トル 7 
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メカ ク 


マク ロス 7 








頒 和 到 各 


バト ル 7 の 強 攻 型 (通称 「BIG-M」) は 、 主 砲 を 
撃つ た め に 急 譜 考案 され た SDF-1 マク ロス の 同 
形態 と は 異な り 、 設 計 段 階 か の ら 取 り 入 れ ら れ た 形 
態 で ある 。 こ の 形態 で は 、 内 蔵 さ れ た 武装 が 全て 
展開 され 、 高 い 近接 戦闘 能力 が 発揮 され る 。 ま 
た 、 ガ ンシップ (マク ロス ・ キ ャ ノン ) を 手持 ち で 射撃 
可能 と な り 、 射 角 を 自在 に 変化 で きる よう に な る 。 
その た め 、 対 艦隊 戦 な どの 大 規模 な 戦闘 で は 、 は 
主 に 本 形態 で 運用 され た 。 

マ バ トル 7 の 強 攻 型 は 、 第 一 世代 型 マ 
クロ ス 艦 の に 比べ て 、 よ り 人 型 
っ て いる 。 空母 型 艦 
シス テム ( 手 部 ) に 変形 


@ 運用 記録 


/ に の の 新 マク ロス 級 移民 船 7 番 艦 マ クロ 

ス 7 を 構成 する 戦闘 艦 と し て 2038 年 に 進軍 
し 、 第 37 次 超 長 距 離 恒星 間 移 民 船 団 の 中 枢 で ある 
シテ ィ 7 に 随伴 し た 。 本 艦 は 、 船 団 に 随伴 する 統合 
宇宙 軍 の 指揮 と 、 移 民 船 団 全体 の 航行 管理 を 行う 
重要 な 艦 で も あっ た 。 ら 045 年 に マク ロス 7 船団 
が バロー タ 軍 と 遭遇 する と 、 護 衛 艦隊 の 中 心 と な っ 
て 船団 の 防衛 に 当たる が 、 プ ロト デビ ルン と の 最終 
級 闘 で 大 破 し て いる 。 
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戦 ゲベ ル . 
の 封印 を 図っ た 。 





対 ゲ ベル ニッ チ 戦 で 大 破 
し 、 一 ルー の 退 艦 



















大 口径 エネ ルギー ビー ム 砲 や 小口 径 ビー 
ム ・ フ ァ ラ ンク ス 、 大 ・ 中 型 対 艦 反応 弾頭 ミ 
サイ ル 、 近 接 防衛 用 ミサ イル と いっ た 武装 を 
無数 に 備え る 。 それ ら は ステ ルス 化 の た め 
内 蔵 式 と な っ て いる 。 





パト ル 7 最 大 の 武器 
は マウ ロス ・ キ ャ ノン 
だ が 、 それ 以外 の 通 
常 武装 や 充実 し て お 
り 、 高 い 火 力 を 有 し 
て いる 。 














め 、 通 常 の 複合 装甲 に 
加え 、 エ ネル ギー 転換 装甲 が 使わ 
れ て いる 




















バト ル 7 強 攻 型 と ガン シッ プ の 対比 較 。 ガ ンシップ だ け 
で も 通常 の 戦闘 艦 を 超え る サイ ズ で ある こと が わか る 。 


惑星 ラク ス 軌 道上 の 交戦 で 
峰 下 と 同時 に マク 
ロス ・ キ ャ ノン を 発射 。 し か 





























信 右 肩 部 付け 根 の 後方 
は 、 ガ フ プ の 
こ 、 其 形 の 肩 部 は 防御 盾 と し て 
も 機能 する 









ガン シッ プ の ホル ダ 
部 が 可動 し 、 水 平 1 
100 度 まで 角度 を 変更 





















人 = ョ モー ド 





通常 の 航行 形態 に あたる 空母 型 は 、 ス テル ス 面 構 
成 の 艦 体形 状 が 特徴 で ある 。 こ れ は 本 艦 が あま り に も 
大 型 の た め 、 ア クティ ブス テル ス 機 能 だ け で は ステ ル 
ス 化 が 困難 だ っ た こと か ら 、 ス テル ス 性 を 補う た め の 形 
状 で ある 。 ま た 、 同 形態 は 2 段 式 の 飛行 甲板 に よっ て 、 














優れ た 艦載 機 展 開 能力 を 発揮 し た 。 





まま 空母 モー 


群 で 戦力 が 間 


軸 通常 は シテ ィ 7 と ドッ キン グ し た 
で 運用 され る 
戦闘 時 も 、 護 衛 艇 隊 と 艦載 機 





\ る ケー ス が 多かっ た 












甲板 と 













合 に は 、 








テム を な す ガ ンシップ は 、 突 撃 砲艦 と し 


、 機 能 や 出力 は 大 き 






戦 








ン を 発射 する こと も で き 





// ム 下 部 の グリ ッ プ は 折り 畳み 式 。 
モー ド で は バト ル 7 か | 
ら エ ネル ギー が 供給 され る | 





行 も 可能 な 有人 艦 だ が 、 実 
バト ル 7 に 付随 する 
シス テム と し て 運用 され る 
ケー ス が ほとん ど だ っ た 


| 限 さ れ 








プ は 艦 体 下 部 中 央 に 
| 挟む よう に し て ドッ キン グ す る 。 
ガン シッ プ を 除い た 艦 体 構造 は 
双 胴 艦 に 近い 。 











と いう 名 称 が 示す 通り 、 艦 体 上 面 が フ 
な っ て いる 。 ま 
は アン グル ド ・ デ ッ キ が 設け られ て いる 。 

































後部 甲板 の 
























空母 モー ド で は 、 後 
部 甲板 の スペ ー ス を 
空け る た め に 、 ブ リッ 
































人 後部 甲板 は 二 重 構造 と な 
っ て お り 、 下 部 の 区 画 は 主 
発着 場 を 兼ね た 半 与 圧 の 整 
備 エ リア と な っ て いる 。 








ヤマ 空母 と し て も 高い 機能 
を 有 し て お り 、 戦 闘 機 や 
航空 機 を は じ め 、 数 百 機 
の 航空 、 航 宙 機 の 搭載 と 
運用 が 可能 で ある 。 
























変形 

戦闘 力 向 上 の た め に トラ ンス フォ ー 
メー ショ ン を 取り 入れ た バト ル 7 は 、 第 
ー 世 代 型 マ クロ ス 艦 より も 高度 な 変 
形 構造 を 有する 。 た だ し 、 変 形 に は 
時 間 を 要する た め 、 タ イミ ング の 見 極 
め が 重 要 だ っ た 。 











央 胴体 











変形 機構 は SDF-1 
マク ロス か ら 格 段 の 
て お り 、 


男 國 ガン シッ プ / 玉置 脚 関節 本 還 腕 関節 





- ] 
4 空母 モー ド か ら 強 攻 型 へ の 変形 の 場合 、 ま 

ず ガ ンシップ が 下 離し 、 前 部 甲板 が 中 | 
央 か ら 分 離し て 左右 に 展開 され る 














(© 上 B5 と 脚 部 の 変形 
^ 腕 部 の 変形 と 同時 に 後部 甲板 が 中 央 胴体 

開 し な が ら 下 方 < 
アン グル ド デ ッ キ は 畳 









し た 把握 シス ラ 
プ を 保持 。 脚 部 
降り て 変形 が 完了 する 。 
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lllustration by Hidetaka Tenjin 


@ 機体 解説 


トル 7 は 、 新 マク ロス 級 超 長 距離 移民 船団 の 防衛 部 隊 

力 、 防 御 力 、 艦 載 機 搭 

ス 宇 宙 攻 撃 空母 で ある 。 

その 運用 の 中 枢 と な る ブリ ッ ジ は 、 か つて の SDF- 1 の や や 手 
狭 と た ブリ ッ ジ か = 変わ り し て お り 、 艦 の 隅 々 


ム バ トル 7( 空 母 モ ー ド ) 
! て お り 、 複 数 の 部 隊 が 平行 し て 運用 で きた の も 強み で あっ 


た 。 な お バト ル 7 は 通常 、 都 市 船 で わる シテ ィ 7( 全 長 約 6km) と 
ドッ キン グ し て お り 、 合 体 時 の 全長 は 約 7.770m に も 達 す 


再 の 大 海原 に 分 入っ た 
可変 ステ ルス 空母 
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貸 トル 7 フラ リッジ 





新 マ クロ ス 級 移民 船 マ クロ ス 7 の 戦闘 艦 バ トル 7 は 、 記 
SDF-1 マク ロス 同様 に 変形 機構 を 有する 巨大 艦 で あ 
り 、 戦 艦 形 態 の 空母 モー ド か ら 、 主砲 マク ロス ・ キ ャ ノ 
ン 発射 時 の 人 型 形態 で ある 強 攻 型 へ と その 姿 を 変え る 。 
ブリ ッ ジ の 配置 は それ ぞ れ の 形態 で 異な り 、 空 母 モー ド 
時 で は 通常 艦 の よう に 甲板 上 の 高 所 に 位置 し 、 強 攻 
型 で は いわ ゆる 人 の 頭 部 に あたる 位置 に 移動 する 。 た 
だ し 、 ブ リッ ジ 内 部 は どちら の 形態 に お いて も 形状 を 変 
える こと は な く 、 四 重 構 造 の まま で ある 。 


























上 に ブリ 
置 さ れ て 
レー ダー だ 
で な く 、 視 認 性 
も 重視 され て い 
る こと が わか る 。 


メイ ン ブ リ ッ ジ 








みみ ブリッジ 構造 
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} る 4 ブリ ッ ジ 全景 


メイ ン ブ リ ッ ミ 








状況 が ある 程度 、 
る よう に な っ て いた 






































ム 側 面 。 介 語ら 見 た ブリ ッ ジ 。 四 重 構 造 と な っ 
て いる こと が わか る 。 


⑬ メ イン ブリ ッ ジ 


つの オペ レー ター 席 は 、 左 か ら サ 
SS: フォー ド 、 美 保 美穂 、 キ 
1 ム : サ ン ロ ー ラ ン ( サ ウン ド フ 





E00 
第 ヌー 4 階層 
ブリ ッ ジ の 第 2 ター4 階 層 に は 、 
スプ レイ や 情報 機器 
を 備え た サブ オペ レー ター 
席 な ど が あり 、 マ クロ ス 7 の 
運用 を 補佐 する 。 
















艦長 を は じ め 、 オ ペレ ー タ ー な ど ヨ 


要 ク ルー は メイ ン 


参謀 で ある 工 


























貸 ルフ 格納 庫 ノ カタ バル ト 


バト ル 7 の ブリ ッ ジ 前 部 は 、 精 鋭 部 隊 専 用 の カタ パ 
ルト と な っ て いる 。 カタ パル ト 下 は その まま 格納 庫 と な 
っ て お り 、 中 に は 管制 室 や 消火 シス テム な ど が 備わっ 
て いる 。 バロー タ 戦 役 当初 、 こ の カタ パル ト か ら は 金 
龍 率い る ダイ ヤ モ ン ド フ ォ ー ス が 出撃 し て いた が 、 の ち 
に ドッ カー 率い る エメ ラル ド フ ォ ー ス が 使用 する よう に 
な っ た 。 


みみ ダイヤモンド フォ ー ス 格納 庫 









カタ バル ト は ブラ ズ マ 】 





ブリ ッ ジ 前 部 の カタ バル ト 。 3 
機 小隊 が 同時 に 出撃 可能 で あ 
る 。 当初 は ダイ ヤ モ ン ド フ ォ ー 
ス 、 の ち に エメ ラル ド フ ォ ー ス 
が 使用 し た 。 

















中 フ ジ 前 部 の カタ バル ト へ と 繋が る 格 
| 納 庫 。 機 体 は 三角 形 を 描く よう に 配置 さ 
れ 、 上 写真 の 前 方 より 右 條 
機 、 左 側 は ドッ カー 機 ( の 4 
機 )、 後 方 に 金龍 機 と 並ん で いる 。 




















| 部 隊 の 運用 を 支え る 








格納 庫 発進 シー クエ ンス 
14 
格納 状態 





の 機体 浮 ト の ガイ ドラ イン 投影 


















































供 中 寺 VF 格 納 庫 


バト ル 7 は 、VF-1 1 サン ダー ボル ト 、VF-17 ナイ ト 
メア 、VF-19 エク スカ リバ ー な ど を 艦載 機 と し て 搭 Ns 
載 。 艇 載 機 用 の 格納 庫 、 及 び カ タ パ ル ト を 備え る 。 
カタ パル ト は 複数 あり 、 ス クラ ン ブ ル 時 の 各 機 発進 を 
滑 に 行う こと が で きる 。 時 Ne 




















Le 








| 引 
VF 用 の 格納 庫 。 バ トル 7 に は 、 ジ ャ ミン グ バ ー ズ 用 の VF-11D サン 
ダー ボル ト な ども 搭載 され て いる , 








E 格納 庫 は バト ル 7 の 甲板 へ と 繋が っ て お り 、 そ の まま 出撃 可能 で ある 
が 操作 する た だ し 、 ブ ラズ マ 加 速 装 置 な どの 装備 は な い 、 
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creg ロ 






マク ロス 7 
バロー タ 旧 訟 を 戦い 放 し 6 


新 マ クロ ス 級 7 番 族 









/ と ロン ム > 


オー ナニ Im 凍 m」】8】=7W 了 =/ 





旗艦 と し て マク ロス 7 船団 
を 率い る と 同時 に 、 市 民 た 
ちの 生活 の 中 心 と し て 機能 
し た が 、 戦 い に よっ て 苦難 
を 強い られ た 。 






@ 艦 体 解説 


と 87 次 超 長 距離 移民 船団 の 旗艦 マク ロス 7 は 、 新 マク ロス 
生生 の 7 番 馬 に あたら 、 人 バル 投 可 変 ステ ルス 攻撃 
宇宙 空母 の バト ル 7 と 、 都 市 船 シェ イア の の 艦 で 構成 され て いる 。 
自力 航行 と フォ ー ル ド が 庁 能 な 呆 南 構造 物 と し て は 、 2040 年代 
の 時 点 で 最大 級 を 誇 うた 。 マ クロ ス 7 船 団 の 中 心 と な り 豚 海 に 区 

ん だ 本 艦 は 、 や が て パロ ー タ 軍 や プロ ト デ ビ ルン と の 戦い に 巻き つる リ 
込ま れ て し まう 。 な お 、 本 頂 で は 主 に シテ ィ 7 を 解説 する 。 が 切り 離さ れる 







































戦闘 時 





chani_ heet 











但 運用 記録 EE 


マク ロス 7 の 特徴 は バト ル 級 と 都市 宇宙 船 が 連結 

し た 構造 に ある 。 こ れ は 戦闘 区 画 と 居住 区 画 を 明 

038 年 に 地球 を 発っ た マク ロス 7 は 、 ら 045 年 確 に 分 ける こと で 移民 船 の 機能 分 化 を 図っ た も の 

に バロー タ 軍 と 遭遇 し 、 交 戦 状態 に 陥っ だ 。 さ で 、 新 マク ロス 級 移民 船 に 共通 する 構造 で ある ( 艦 

ら に 、 シ ティ 7 が 敵 に 単独 フォ ー ル ド さ せら れ 、 一 時 的 に よっ て 細部 に 差異 は 存在 する ) 。 ま た 、 こ の 艦 体 
に 船団 と は ぐれ る 事態 に も 見 舞 わ れる 。 し か し 、 度 計 構造 は アイ ラン ド ・ ク ラス ター 級 に も 受け 継が れ た 。 

な る 戦い を 切り 抜け 、 航海 を 続け た 。 



















































央 








シェ ル 上 面 | 














平面 区 











< シテ ィ 7 の ドー ム 
に 3) 上 か ら 見 る と 
ミ Z で 、 表 面 に は 「 星 の 
| 手 線 」 と 呼ば れる 交 
| 通 細 が 張り X% ら され 
y て いる 。 





上 は 真 上 か ら 見 た シェ 
ル 、 下 は シェ ル ダ ウ ン 時 
の 正面 と オー プン 時 の 後 
面 。 シ ェ ル 内 側 に は 空 の 
ホロ グラ ム が 投影 れる 。 

















シテ ィ 7 の ドー ム を 防 
護 す る シェ ル は 開閉 式 で 、 
最大 で 約 90 度 の 角度 ま の ぶ 
で 展開 する こと が で きる \// 
が 、 通 常 は 半開き の 状 / 

態 で 固定 され て いる 。 








トバ トル 7 と シテ ィ 7 】 
の 両方 が フォ ー ル ド 
機関 を 有 し 、 動 カバ 
イブ を 介し て シス テ 
ム を 連動 させ る こと 
も で きる 。 

















































シテ ィ 7 は 全長 約 6km に も 及ぶ 超大 型 宇 宙 船 で 、 
船体 の 大 半 を 占め る ドー ム の 内 部 に 居住 空間 が 構 
策 さ れ て いる 。 ま た 、 移 民 惑 星 に 到着 し た 際 に は 海 
洋 浮遊 都市 と し て 機能 する よう に 設計 され て いる 。 


シテ ィ ブ 単独 で の 防 
衛 シス テム は 貧弱 で 、 
直 衛 戦力 は 不可 欠 だ 
っ た 。 そ れ 故 、 ダ イ 
ヤ モ ン ド フ ォ ー ス に 
防衛 が 任 さ れ た 。 










人 バト ル 7 を 分 離さ せ た シ ティ 
7 単独 の 状態 。 シ ェ ル 表面 に 
は 防衛 シス テム を 備え た バル 
ジ や 、 市 長 セン ター な ど 突 出 
し た ビル の カバ ー が 配 さ れ て 
いる 。 

















シテ ィ 7 の 底部 、 左 毅 ドッ キン グ ベ イ に 接続 され て い 
る の が 、 船 団 未 登録 エリ ア の アク ショ 。 熱 気 バ サラ が 
居 を 構え て いた 。 














“底面 に は バト ル 級 2 隻 を 収容 、 整備 
可能 な バキ ュー ム ・ ド ッ ク を 有 し 、2 重 
の 防護 シャ ッ タ ー も 備え る 。 


- “船首 は バト ルフ 7 と の ドッ キン グ シ ステ ム を 
有 し た パワー プラ ント で 、 上 下 に 伸び た フィ 
ン は 放熱 シス テム で ある 。 
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@ 機体 解説 


クロ ス 7 船 団 を 幾度 と な く 苦 し め た パロ ー タ 軍 の 主力 可変 

が 、Fz-109 エル ガー ゾル ン で ある 。 本 機 は ゼネ ラル ・ ギ ャ ラク シー 社 
製 の 重 戦闘 攻撃 機 VF- 14 シ リー ズ が 原型 と 推定 され 、 さ ら に プロ ト デ ビ ルン 
が 独自 に 有 し て いた 未知 の テク ノロ ジー が 導入 され て いる 
軍 主 力 VF で ある VF- 1 1C サン ダー ボル ト を 凌 能 
な お 、 こ こ で は 指揮 官 用 の Fz- 1 回 較 組 よ F 型 ) を 解説 する 。 


/ 













(A ハーCLAI 601-Z ゴ る 
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森林 の 葉 六 が 夫 久 され た 
ロー タタ 重 
ラリ コロ 


@ 主 要 バ パイ ロット 
[4 
に 

る 1 


ソノ 





※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 但 サイ ズ 比 較 





て トロ イド 時 全高 : 171 1mz 
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メカ ニッ クシ 





Fz-109 エル ガー ゾル ン 


@ 運用 記録 


z-109 は 2045 年 の マク ロス 7 船団 と の 接触 
pen 
用 され 、F 型 は その 中 で 前 線 指揮 を 担っ つて いた 。 
特に 、 マ クロ ス 7 の 調査 を 任 さ れ た ギ ギ ル が 搭乗 
し た F 型 は 、 一 般 兵 が 搭乗 し た A 型 に 比べ 優れ た 性 
能 を 誇示 し た 。 同機 は ギ ギ ル が 独断 専行 し た 未 に 
ダメ ー ジ を 負っ て し まう こと も 多かっ た が 、 初 戦 で 
は ダイ ヤ モ ン ド フ ォ ー ス の VF- 1 7D( ド ッ カ ー 機 ) に 
対し 、 ス ピリ チア 吸収 シス テム を 使用 し 戦闘 不能 
に 陥れ る 戦果 を 挙げ て いる 。 











偽 カジ ォ ー ク モー ド 

Fz-109 は 通常 の VF と 同じ 3 形態 の 変形 構造 
を 有 し て いる 。 だ が 、 主 戦場 が 宇宙 だ っ た た め 
か 、 ガ ウォ ー ク 形態 の 運用 機会 は 少な か っ た 。 


























Fz-109 の F 型 は 一 般 仕 様 の A 型 に 比べ て エン ジ 
ン 推 力 が 向上 し て お り 、 大 気 圏内 巡航 速度 も A 弄 
の M4.2+ か ら M4.5+ ま で 上 昇 し て いる 。 ギ ギ ル は マ 
クロ ス 7 船 団 の 防衛 ライ ン の 最深 部 まで 一 気 に 突貫 
し 、 そ の 後 バ トロ イド 形態 で の 格闘 戦 を 行う と いう 戦 
法 を 得意 と し て いた が 、 こ れ を 可能 に し て いた の は 、 
本 機 の 強 究 な 推力 で あっ た と 言え よう 。 














主軸 が 小さ く 、 エ ンジ ン 
ナセル が 張り 出し た 特徴 的 
な フォ ルム で ある 。 メ イン 
ノズル は 3 次 元 ベ クタ ー ド ノ 
ズル で ある 








セル 内 部 の ホル スタ ー[ 
も 主 環 下 の 銃口 か ら 発射 す 








ガー ゾル ン は 、 高 


速 カ 


動 を 得 













立体 的 な 機 
と し た . 











八広 甘 


武装 の 搭載 量 に 余裕 の あっ た VF-14 を ベー ス 機 と し 
て いる Fz-109 は 、 機 体 各 所 に 豊富 な 武装 を 内 蔵 し て 
いる 。F 型 は 頭 部 と 肩 部 に 各 2 基 の レー ザー ガン を 装備 
し て いる ほか 、 胸 部 に 大 口径 ブラ スタ ー を 装備 し て いる 。 
また 、 肩 部 の マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー は 、A 型 の 4 基 
か 58 基 ( 片 側 4 基 ) に 増設 され て いる 。 機体 底部 の 内 
装 兵器 庫 に も 中 型 ミ サイ ル を 多数 搭載 する な ど 、 火 力 
面 が 強化 され て いる 。 更に 本 機 を 特徴 付け る 武装 が 、 
バト ロイ ド 形 態 の 頭 部 に 装備 され た 、 ス ピリ チア 吸収 シ 
ステ ム で ある 。 英機 に 肉薄 し 、 パ イロ ッ ト に 一 定時 間 光 
線 を 照射 する こと で スピ リチア を 奪う この 装備 は 、 発 動 
時 に 機体 が 無防備 に な る と いう 肪 点 を 持つ が 、 本 機 の 
持つ 高い 機動 性 と 豊富 な 武装 は 、 そ うし た 無防備 に な 
る 瞬間 を 可能 な 限り 減ら すこ と に 貢献 し て いた 。 

















係 か ら か 、 バ トロ イド 形 
用 いら れる 
だ っ た 





の 攻撃 が 本 格 化 
小 艦 隊 
を 執り な が 
面 が れる 







よう | 











^ ム エン ジン ナセル 下部 の 内 装 
分 内 蔵 し て いる 。 ら 本 の アー ム | 
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ト 3 
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TO 
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マル 中 型 ミ サイ ル 


人 開閉 バタ ー ン 











島 コンピ ルト 

コク ピッ ト の 基本 レイ アウ ト は 地球 側 の VF と 大 きく 変わ ら な 『 
い が 、 細 部 の 形状 は 異な る 。 ま た 、F 型 は 操縦 欄 の 配置 や 
構造 な ど が A 型 と は 異な っ て いる 。 










4 キャノ ピー 部 
Fz-109 は 装甲 キャ 
ノビ ー を 備え 、F 型 
は 3 箇所 の カメ ラ 
アイ スリ ッ ト が 配 さ 
れ て いる 















八 / い ロイ ドモ ー ド 


% 合 軍 側 VF の バト ロイ ド 形 態 に 比べ 、Fz-109 の 
同形 態 は 頭 部 と 肩 部 が 大 きい 異質 な フォ ルム を 有 し て 
いる 。F 型 で は 上 半身 に 4 基 の レー ザー ガン が 装備 さ 
れ て いる の が 特徴 で あっ た 。 












プロ ト デ ビ ルン が エル ガー ゾル ン の ベース 機 と し 
て 用 いた と され る 、 バ ロー タ 3198XE 第 4 惑星 特 
務 調 査 部 隊 の VF-14 に つい て は 、 詳 細 な 資料 が 
発見 され て いな い 。 VF-14 は ダン シン グ ・ ス カル 隊 
で 運用 され て いた 細身 の 機体 が 有名 で ある が 、 関 
係 者 の 証言 に よれ ば 、 特務 調査 部 隊 の VF-14 は 、 
エル ガー ゾル ン と 似 た 重厚 な シル エッ ト の 機体 で 、 
独自 に 改良 され た 仕様 で あっ た こと が 推測 され る 。 


A 、 





A 角 の よう な レー ザー ガン が 特徴 の F 型 の バト ロイ ド 。 左 肩 部 に 指 
揮 官 機 を 示す スト ライ ブ 、 右 局部 後方 に 機体 番号 が マー キン グ さ れる 。 


る Y 特 務 調 査 部 隊 仕 様 
の VF-14( 推 測 図 )。 胸 
部 に 4 門 、 頭 部 に 2 門 の 
レー ザー 砲 を 備え る 。 
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頒 一 披 欄 (Fz-108A) 


@ 機体 解説 


) ロー タ 軍 の 主力 機 と し て 用 いら れ た Fz- 109 の 

\ 一 般 機 (Fz-109A、 以下 A 型 ) は 、 ギ ギ ル ら が 搭 
乗 し た 指揮 官 機 (Fz-109F、 以 下 F 型 ) と 比較 する と 、 
頭 部 、 肩 部 、 胸 部 の レー ザー 砲 な ど が オミ ッ ト さ れ て 
いる か 、 も し く は 砲門 数 が 抑え られ て いる 。 機体 の 外 
観 や コク ピッ ト の 構造 も 、F 型 と は 若干 、 異な っ て いた 。 
これ ら は A 型 が 生産 性 を 重視 し た 機体 だ っ た た め と 見 
られ る が 、 ス ピリ チア 吸収 装置 の 標準 装備 や 、 フ ァ イ 
ター、 ガ ウォ ー ク 、 バ トロ イド の 9 形態 を スム ー ズ に 移 
行 で きる 可変 ルス テム な ど 、 プ ロト デビ ルン の 優れ た 
技術 が フィ ー ド バッ ク さ れ て お ら 、 機体 性 能 を 引き 上 げ 
て いる 。 結果 、 原型 機 と な る VF- 1 4 か ら は 大 きく スペ 
ッ ク が 向上 し 、 統 合 軍 の 主力 機 で ある VF-11C サン 
ダー ボル ト を 圧倒 し て 見 せ た 。 






























地球 統合 軍 が 培っ て き 
た VF 開発 技術 と 、 プロ 
ト デ ビ ルン の 技術 が 融 
合 し た こと で 完成 し た 
機体 で ある 。 















VF-11C サン ダー ボル 
ト の コク ピッ ト を つか 
み 、 ス ピリ チア を 吸収 
する A 型 。 この 機能 が 
本 機 の 特徴 だ 。 





















歌 で 戦い を 止め よう と す 
る 熱気 バサラ の VF-19 
改 に 対し 、 複数 機 で 格闘 
戦 を 挑む こと も あっ た 。 


みみ バト ロイ ドモ ー ド 

四肢 が 大 きく 、 威 圧 的 な シル エッ ト が 特 
微 。 マ ニ ピ ュ レー ター も 、 内側 に 湾曲 し た 
獣 の よう な フォ ルム と な っ て いる 。 ま た 、 機 
体 サ イズ も 統合 軍 製 VF に 比べ 大 きく 、 格 
闘 戦 で も 力 を 発揮 し た 。 


4 脚 部 、 肩 部 が 重厚 な フォ ルム 
を 持つ の に 対し 、 可 変 シ ステ ム 
の 根幹 と な る 胸部 や 股関節 部 は 
シン ブル な 形状 で ある 。 


マヤ 腕 部 や 脚 部 装甲 に は 曲面 が 多 
用 され て いる 。 ま た 、 画 は ベク 
ター ド ノ ズ ル が 2 基 に 分 裂 し た 形 
状 と な っ た 。 右 肩 後 う に ある の 
は 機体 番号 で ある 。 





武装 ご コク ビット 

A 型 に は 、 肩 部 の マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー と 脚 
部 の ミサ イル ラン チャ ー を は じ め 、 胸 部 に レー ザー 機 
銃 と 大 口径 ブラ スタ ー、 脚 部 の 装甲 内 に は 2 基 の ガ 
ン ポ ッ ド と いっ た 、 多彩 な 武装 が 備え られ た 。 こ うし 
た 武装 を 巧み に 使い 分 ける こと で 統合 軍 の VF を 翻 
弄 し 、 ス ピリ チア 吸収 装置 の 有効 範囲 まで 速やか に 
接近 し た の で ある 。 ま た 、 ス クリ ー ン を 正面 、 上 方 、 
側面 に 計 5 面 備 えた コク ピッ ト に は 、 ス ピリ チア 吸収 
装置 専有 の コン ソー ル が 備え られ る な ど 、 プ ロト デビ 
ルン 独自 の 改良 が 加え られ て いる 。 


























ファ イタ ー 形 態 で は 主 に ミ 


Fz-109A の コク ピッ ト 内 


は 機体 か ら 切り 離す こと が 
で きた 。 


























置 さ れ て いた 肩 部 先端 の レー ザー 砲 
ラン チャ ー は A 型 に も 装備 され て いる 。 


マコ ク ピ ッ ト ( シ ー ト 側 / デ ィ ス プレ イ 側 ) 





ト さ れ た 。 中 央 の マイ クロ ミサ イル レー ザー ガン が A 型 で は 外さ れ 、 
シン ブル な フォ ルム と な っ て いる 。 





右 胸 に レー ザー 機銃 、 左 胸 に は ブラ スタ ー を 装備 。 レ ー 
ザー 機銃 は F 型 、A 型 共 
は 2 門 と 、F 型 より 1 門 少な く な っ て いる 。 





設置 され て いる が 、 A 型 の 砲 品 





[4 - て 
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Fz-109 の A 型 は 、 F 型 で は 別々 と な っ て いた 操 終 杏 と 名 種 し パー が ひと つ に まとめ られ 、 シン ブル な 操作 体系 と な っ て いる 。 シ ー ト や ケー ブル 
も 簡略 化 さ れ て お り 、 量産 を 考慮 し た 構造 と 言え る 。 








VE 
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/ 秦 Py Fz-109 エル ガー ゾル ン 













みみ ファ イタ ー モ ー ド 
但 運 用 記録 細長 い 機 首 と 、 バ トロ イド モー ド で の 重厚 な 外観 と 
局 は 異な る フラ ッ ト な 形状 を 持つ ファ イタ ー 形 態 。 機体 


後部 の 3 次 元 ベ クタ ー ド ノズル を 駆使 する こと で 、 高 
[< 109 は 、 バ ロー タ 軍 の 主力 機 と し て 大 量 に 配備 い 旋 回 能力 を 獲得 し て いる 。 戦場 で は ミサ イル ラン 
| され 、 マ クロ ス 7 船 団 を 腸 撃 し た 。A 型 は 主 に 集 "チャ ー の 一 斉 射 に より 、 敵 VF の 接近 を 阻ん だ 。 
団 で 連携 し な が ら 行 動 し 、 頭 部 に 設置 され た スピ リ チ 








































ア 吸 収 装置 を 用 いて 、 統 合 軍兵 士 の 戦闘 意欲 を 次 々 
と 奪い 去っ て いる 。F 型 に 比べ て エン ジン 、 推 力 面 で 
は 劣っ て いた よう で 、VF- 17D ナイ トメ ア な ど 、 マ ク 
ロス 7 船団 の 高 性 能 機種 に は 撃破 され て し まう こと も 
多かっ た 。 だ が 、Az- 130A パン ツァ ー ゾ ルン が 主力 
機 と し て 大 量 配 備 さ れる まで 、 バ ロー タ 軍 に は 欠か せ 
な い 基 本 戦力 で あり 続け た 。 








人 ム マ F 型 と は キャ ノ ピ ー の 形状 が 
若干 異な る 程度 で ある 。 機 体 後 
方 の 敵 に 対し 、 ビ ー ム 機銃 と ブ 
ラス ター を 使用 する こと が 可能 。 

















複数 機 が 連携 し 
攻撃 を 行う A 型 。 








み ガ ウォー クモ ー ド 

機体 の 最後 方 に 肩 部 が レイ アウ ト さ れ 
て いる た め 、 腕 部 が 主 糞 より も 後ろ 側 か ら 
展開 され る の が 特徴 で ある 。 こ の 形態 で 
は 、 ガン ポッ ド を 主 武 装 と し て 戦闘 を 行う こ 
と が 多い 。 だ が 、 バ トロ イド 、 ファイ ター 形 
態 に 比べ て 使用 頻度 は 低く な っ て いた 。 





W \ 
信 ぱ 肩 部 が 最後 方 に ある た め 、 機 首 ま で の 距離 が 大 きく や ミ 


離れ て いる の が わか る 。 WI へ AN 
~~ 









EXTRRH REPORT 区 





kVF-14 バン パイ ア 


RS 昌 | 図 は 特務 8 部 隊 ダ ン シ ン グ ス カル に て 運用 され た VF-14 
VF-14 バン バイ ア バロー タ 星 調査 部 隊 が 運用 し て いた VF-14 と は 外装 や 
昌吉 が や や 異な る 。 主 下 装 と し て 、 頭 部 と 肩 部 に ビー 


Fz-109 の ペー ス 機 と な っ た 統合 軍 製 VF が 、VF-14 バン パイ ア で あ | ム 砲 を 計 3 門 備え て いる 。 
る 。 メ ガロ ー ド 01 に 搭載 され た VF-4 ライ トニ ング の 後継 機 と 言わ れ て お 
り 、 そ の 外観 や 基本 構造 な ど を 受け 継い で いる 。 統合 軍 の バロー タ 星 
調査 部 隊 が 運用 し た と の 記録 が あり 、 バロー タ 星 に 潜入 し た 際 に 機体 が 
プロ ト デ ビ ルン に 奪取 され 、 Fz-109 へ と 改修 され た と 見 られ る 。 

























合 軍艦 艇 を 防衛 
し つつ 、 パロ ー タ 第 
4 惑星 に 向け て 出撃 
し た VF-14 バン バ 
イア 。 相当 数 が 量 
産 さ れ て いた 。 


と マク シミ リア ン ・ 

ジー ナス 搭乗 機 
リア ・ フ ァ リー ナ ・ 
ー ナ ス 搭 乗 機 
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Fz-109 エル ガー ゾル ン 














島 ポポ 


バト ロイ ド 形 態 時 の 主 武装 と し て 用 意 され て いた ガン ポッ ド il 
の が 、 マ ニ ピ ュ レ ー タ ー で 指 持 す る ガン ポッ ト で ある 。 - っ 
非 戦闘 時 は 脚 部 の ホル スタ ー に 内 蔵 さ れ て いる 大 型 
の 重 火 器 で あり 、 そ の 連射 性 能 と 取り 回 し の 良さ か ら 
重宝 され た 。 こ の ほか 、 形状 が 異な る 2 丁 の 火器 を ド 
ッ キン グ す る こと で 威力 を 強化 で きる 重 ブ ラス ター も 

認 さ れ て いる 。 こ れ は 試作 で あっ た た め 、 使 用 され 
た 回 数 は 少な か っ た 。 































































スピ リチア 回 収 を 目的 と す 
る Fz- 109 に と っ て 、 ガン ポ 





















働 脱出 ボボ 


Fz-109 は 機体 が 制御 不能 と な っ た 場 Fz-109 は 、 他 の VF と 同様 、 フ ァ イ タ ー、 
合 に 備え 、 コ ク ピ ッ ト が 脱出 ポッ ド と な る 機 ガウ ォ ー ク 、 バ トロ イド と いう 3 つの 形態 を 持 
構 を 持っ て いた 。 つ 。 ファイター 形態 か ら ガ ウォ ー ク 形態 へ の 
可変 機構 は シン プル な も の で 、 脚 部 、 腕 部 
の 変形 が 主 で ある 。 


ー 形 態 除 ガウ ォ ー ク 形態 

























が 下 に 折れ る 
主軸 ブロ ッ ク 全 体 が 前 方 に ス 
ド 、 さら に 内 側 へ と 移動 する 




















MACROSSs CHRONICIE 







rhanic heet 
// 庄 メ カニ ッ ク シ ー ト 
Fz-109 エル ガー ゾル ン 












変形 シー クエ ンス (ファ イタ ー 形 態 只 バト ロイ ド 形 態 ) 

丸み を 帯び た 特異 な 機体 フォ ルム を 持つ Fz-109 は 、 フ ァ イ タ ー 形 態 か ら バ パト ロイ 中 心 に 回 転 し て 背部 を 形成 する 仕組 み で あっ た 。 ま た 、 機 首 先 端 が 豆 部 へ と 移 
ド 形 態 へ の 変形 に お いて 他 の VF と 大 きく 異な る 機構 を 採用 し て いた 。 フ ァ イ ター 行 する 機構 も 、2 つ の ヒン ジ を 用 いた 複雑 な シス テム を 採用 し て お り 、 本 機 の 特徴 
形態 の 機体 後部 が 前 方 に 起き 上 が っ て 胴体 部 と な る ほか 、 機 首 も 取り 付け 軸 を と も な っ て いる 。 







































































腕 部 ・ 脚 部 の 変形 | 胸部 ・ 胴 体 部 の 変形 
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刻 民 の 治安 を 守る 
部 訪 字 尼 船 の 装 佐 





エエ べ 





コー と < 


国 車 ・ 狼 志 上 / と 
1Aays Lugoaa 







シテ ィ ポ リス マシ ン 





@ 機体 解説 


フク ロス 7 船団 で は 、 治 安 を 守る た め に シテ ィ ポ リス と 呼 
ば れる 警察 機関 が 置か れ 、 専 用 の 装備 を 運用 し て 職務 
に あたっ た 。 そ の ひと つが 、 小 型 可変 機 の シテ ィ ポ リス マシ 
ン で 、 変形 に よる 汎用 性 が 特徴 の 多目的 機 で お っ た 。 移民 船 
団 が 巨大 化し 、 払い 下げ の 可変 戦闘 機 (VF) や デス トロ イド が 
一 般 市 民 に も 普及 し て いた 当時 に あっ て は 、 警 察 機 関 に も こ 
の よう な 高度 な 装備 が 必要 と され た の で ある 。 














L0=S mm 
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「=】 am gr=/】g/j Sheet 


メカ ニッ ク 


シテ ィ /7 航 空 機車 両 











_ 作 シテ ィ ポ リス マシ ン 
@ 運用 記録 2 基 の ダク ト フ ァ ン を 有する ティ ルト ロー ター 機 


へ > , テ ィ ポ リス の 職務 は 防犯 や 犯罪 捜査 と いっ た 一 ma ei 
ヾ 2 トド VTOL モー ド 、 高 速 飛行 モー ド の 飛行 形態 と 機体 後 

般 的 な 警察 機関 の 役割 と 同じ で 、 シ ティ ポリ スマ 部 を 展開 し た 3 輪 パ トロ イド モー ド に 変形 が 可能 で あ 
シン は 平時 に は シテ ィ 7 内 外 の パト ロー ル に あたっ た 。 る 。 ま た 、 飛 行 モー ド で 腕 部 の み を 変形 させ て 展開 
し か し 、 重 大 な 暴力 活動 に は 火器 を 装備 し て 対応 する 。 する こと も で き 、 携 行 火器 を 運用 で きる 。 
場合 ちり 、 バ ン バ イ ア 事 件 に 端 を 発する バロー タ 軍 
の シテ ィ 7 潜 入 で は 迎撃 に 運用 され た 。 ま た 、 シテ ィ 7 
に 来襲 し た プロ ト デ ビ ルン - シ ビル に 初 接触 し た パト ロ 
ー ル 機 の パイ ロッ ト が 犠牲 に な る ケー ス も あっ た 。 

































人 マ 機 体 上 部 に は バト 
ライ ト を 備え る 。 ま た 、 
機体 尾部 に 
勢 制御 用 バ 
方 位 に 噴射 が ロ 




















シテ ィ 7 内 で 活動 する 
バロー タ 軍 に 対応 すべ 
く 運 用 され る こと も あ 
っ た が 、 軍 用 機 と の 性 
能 差 は 埋め 難く 、 大 き 












人 ム 腕 部 を 収納 
飛行 が 可能 と な る 形 
首 下 部 に は 回 転 灯 と サー チ 
や 、 4 マコ ク ピ ッ ト ライ ト を 備え る 。 












4 腰 ブ ロッ ク を 90 度 
下方 に 向け 、 前 脚 を 
展開 し て 3 輪状 態 と 
な る 。 ダ クト ファ ン 
の 支柱 は 折り 畳 ま れ 





で 





NG N つて お り 、 乗員 は ら 名 。 シ ー ト 
ビ 0 1 と コン ソー ル は アー ム で 浮い 
4 テハ ンド ル や ぶた 状態 に 固定 され る 

















独 ) 六合 重 装甲車 ノ 装甲 戦闘 還 貸 /ー 


統合 軍 が 運用 し た 装甲 車 で 、 ひ と つ は 車体 上 部 に レー ダー ドー ム を 備え た 高速 6 輪 車 、 も う ひ と つ は 履帯 駆 シテ ィ ポ リス で 使わ れ た パト カー。 バン バイ ア 事 件 



































動 の 装甲 戦闘 車 で ある 。 前 者 は プロ ト デ ビ ルン と の 最終 戦闘 で バト ル 7 か ら の 退 艦 に 用 いら れ た 。 。 や テロ リス ト に よる シテ ィ オ フィ スジ ャ ッ ク な ど 、 さま ざま 
事件 で 治安 災 持 に 寿 潜 し た 
vp ーー yasWI 0 な 事 件 で 治安 維持 に 寿 走 し た 。 








= で 


4 連装 砲塔 や ドー ザー ブレ ー ド を 備え 
四 車 両 で 、 履帯 は 一 対 と な っ て いる 。 歩 
Ry 車 。 上 部 に パト ライ ト を 6 

~ え 、 側 面 に は 「POLICE. 
の 文字 が 記さ れ て いる 。 








シテ ィ 7 内 を 疾走 する バト カ 
ー の 集団 。 バ ロー タ 軍 や ブ 
ロト デビ ルン の 製 撃 に は 無 
力 だ シテ ィ ポ リス の 
地道 な 活動 を 支え た 。 


ー ム は 車 幅 を 超え る 直径 
の 巨大 な も の で 、 基 部 を 
介し て 接続 され る 。 













@⑥1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 7 製 作 委員 会 
















Do-1 ら 


chani_ heet 


メカ ニッ クシ ー ト 
VF-19 改 エク スカ リバ ー "熱気 バ (サラ スペ シャ ル " 





ツー』 宮 改 


@ 機体 解説 

















































F-18 改 一 一 通称 ファ イヤ ー バ ルキ リー 一 一 は 、 マ クロ ス フ 7 船団 で の VE- 19 の 制式 採用 に あたっ て 先行 試験 運用 され た 改造 機 で ある 。 操 縦 性 や 安 
定性 を 重 と は 対照 的 に 、 そ の 試作 機 で ある YF-19( に = 近い 機体 バラ ンス に 基づい て 調整 され て お り 、 原 型 機 議 り の 高 性 能 を 有 し て いる , 


し た VF-19。 
能 以 上 に 





さら 織 を 特徴 づけ る 点 が 、「 唄 づ ご きま 」 に 主眼 を 置い た 設計 に ある 。 搭 乗 者 の 歌 を 伝え る た め の ス ピー カー や オー ディ オ と 
い - され た 本 機 は 、 歌 エネ ルギー の 検証 機 と い 側 面 も 有 し て いた の で ある 。 そ し て 本 機 は 、 ロ ッ ク グ ルー プ "Fire Bomber' の ボー 
カリ ズ ? に 託さ れ 、 プ ロト デビ ルン と の 戦い の 中 で その 真価 を 発 押し て いく こと に な っ た 


@ デ ー タ 

所 属 ゅ 地球 統合 軍 
全長 か 1847 ここ 
全高 吾 査 中 (( ト ロイ ド 15.48m セン サー 
全幅 > 14.92m 8 上 
空虚 重量 と 8.400kg 山名 能 Ss Pts 
エン ジン 新 中 州 /PSW プ ロイ ス FF-5500Fx2 武装 防弾 シー ルド メ X1/ 中 射程 高 機 | 
推力 と >B2.500kgX ら (宇宙 空間 瞬間 最大 推力 ) x182/ 戦 闘 機 用 イン ト ・ バ リア 
補助 エン ジン b 高 機動 バー ニア - ス ラス ター “スピ ー カ - 


人 @ 開発 系 譜 区 







PSW_HMM-6R _ 





字画 空間 まで 進 



























韻 河 に 
避 を 讐 か ぜ た 


いい NN ざさ SMA 電 二 
せき ざ 油 人 RA 


@ 機体 解説 


つや ロ ト デ ビ ルン と の 戦い が 激化 する 中 、 熱 気 バ サラ と その 愛 機 VF-19 改 は 、 民 
間 協 力 隊 サ ウン ド フ ォ ー ス と し て 、 統合 軍 に 協力 する こと と な っ た 。 同 隊 の 編 
成 直後 、 そ の 専用 装備 と し て 配備 され た の が 、 サ ウン ドブ ー ス ター で ある 。 サ ウン ド 





ブー スタ ー は 、 プ ロト デビ ルン へ の 対抗 手段 と な りう る 「 歌 エネ ルギー」 を 、 よ り 効 率 VF-19 改 の ファ イタ 


的 な 「 サ ウン ド エ ナ ジー」 へ と 増幅 変換 する シス テム を 装備 し た 機体 で め り 、VF-19 
改 と 合体 し 、 時 空 共振 け サウ ンド エナ ジー スピ ー カ ー を 展開 する こと で その 真価 を 発揮 
する 。 な お これ は 、 あ くま で サウ ンド エナ ジー を 発振 する た め の 装 備 で あり 、VF-18 
改 の 機動 性 を 向上 させ る も の で は な い 。 ま た 本 装備 に は 武装 も 施さ れ て いな い 。 





















主要 パイ ロッ ト 





gr。 gaggrmg 有 ma 































D3203 


メ i 





chani_ Sheet 


VF-19 改 エク スカ リバ ー "熱気 バサラ スペ シャ ル " 








作 VF-19 改 エク スカ リバ ー 用 サウ ンド ブー スタ ー 


マク ロス 7 特殊 技術 班 (通称 プロ ジェ クト M) に 
よっ て 開発 され た サウ ンド ブー スタ ー 1 号機 。 左 右 
の ボディ に は サウ ンド オー ラ 増 幅 発 振 シ ステ ム 、 先 
端 部 に は 時 空 共振 型 サウ ンド エナ ジー 発振 シス テ 
ム が 搭載 され て いる 。 主 動 力 は 2 基 の 巡航 用 熱 核 
ジェ ッ ト エ ンジ ン (VF-11 用 の エン ジン を 改装 し た も 
の ) で ある が 、 こ れ に 加え 2 基 の 化学 燃料 ロケ ッ ト ・ 
モー ター を 装備 し て いる 。 こ の ロケ ッ ト ・ モ ー タ ー は 、 
先行 し て いる バサラ の 元 に 速やか に 移動 する た め 
の も の で 、 ジ ェ ッ ト と ロケ ッ ト が 同時 稼動 時 の 最大 
飛行 速度 は 大 気 園内 で マッ ハ 7 を 超え る (幸い 本 
機 は 無人 機 で ある た め 、 こ の よう な 無茶 な 加速 
も 可能 で あっ た ) 。 ロ ケット の 燃料 は 約 3 分 で 全 燃 
する が 、 実 際 の 運用 時 は 、 燃 料 が 尽き る ほど の 
距離 を 飛行 する こと は な か っ た よう だ 









































バト ル 7 の 専用 カタ バル ト か ら 発 進 。 
スク ラン ブル 時 の 大 気 圏 内 最大 飛行 
速度 は マッ ハハ 7 を 超え る も の の 、 燃 
料 消費 が 激しい た め 最 大 


マ 双 胴 ボディ 両翼 の 可変 後退 賀 は ド 
折り 畳ん で 収納 され る 

一 方 、 尾 四 は 正面 を 向い て サウ ンド 
の 共振 プレ ー ト と し て 使用 され る 。 











人 胴体 部 中 央 は 複合 セン サー。 通常 
は Dr. 千 葉 、 あ る い は バ 
遠隔 制御 を 行う が 、 ジ グ 等 で 
制御 不可 能 な 場合 は 搭載 Al の 判断 で 
ドッ キン グ シ ー ク エン ス を 行う 。 




























まず エア ブレ ー キ を 兼ね 


に ドッ キン グ シ ャ フト が 
伸び 、VF-19 改 の 肩 部 






























貸 サウ ンド フー スタ ー セ ッ ト 時 

VF-19 改 が サウ ンド ブー スタ ー と ドッ キン グ し た 状態 。 
ブー スタ ー の 装着 に より 歌 エ ネル ギー、 通称 サウ ンド 
ビー ム の 照射 が 可能 と な る 。 バサラ 機 用 サウ ンド ブー 
スタ ー は 大 出力 の サウ ンド エナ ジー コン バー ター を 2 基 
装備 し て いる た め 、 サ ウン ド エ ナ ジー の 増幅 発振 を 非 
常に 高い レベ ル で 行え る 。 し か し な が ら 、 シ ステ ム 起 
動 に は 最低 で も 10 万 チバ ソン グ と いう 高 出力 の サウ 
ンド エナ ジー が 必要 で あり 、Fire Bomber の ボー カリ 
スト で ある "アニ マス ピリ チア "熱気 バサラ だ か ら こ そ 
可能 な 機体 運用 で あっ た 。 

主 に 対 プ ロト デビ ルン 戦 に お いて 運用 され た 。 ガ 
ビル & グ ラビ ル 舞 来 の 際 に 初め て 実戦 投入 され 、 プ 
ロト デビ ルン に 対抗 で きる 高い 性 能 を 示し た 。 これ は 
パイ ロッ ト で ある 熱気 バサラ の 歌 エ ネル ギー を 十 二 分 
に 発揮 で きる キャ パシ ティ を 備え た 機体 で ある こと の 
証明 で も ある 。 


























みみ サウ ンド ブー スタ ー シ ス テム OPEN モー ド 





サウ ンド ビー ム は マイ ン 
ドコ ント ロー ル を 解く 効 


果 も あり 、 





され た 


バロー タ 兵 の 救出 に 大 
き な 成 果 を 上 げた 。 そ 


の 際 、 ビ ー ム を 
せ て 照射 し て いる , 


散 さ 





バト ロイ ド 時 コク ピッ トト 


4 ム フ ァ イタ ー 
ガウ ォ ー ク 時 コク ピッ ト 











に 合わ せ て コク ビッ ト が 改装 され て お り 、 バ イロ ッ ト シ ー ト に は サウ ンド エナ ジー 変換 シス テム が 


プロ ト デ ビ ルン を 撃退 で 
きる サウ ンド ビー ム 。 し 
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頒 科 郭 構造 


熱気 バサラ が 運用 し て いた VF-19 改 は 、 原 型 機 ああ フェイ スプ レー ト 
で ある YF-19 の 基本 構造 を 受け 継い だ 機体 で ある 。 
し か し な が ら 、 本 機 は 搭乗 者 で ある 熱気 バサラ の 歌 
エネ ルギー の 実証 機 と も な っ て お り 、 特 徴 的 な 形状 
の フェ イス プレ ー ト な ど 、 他 の 可変 戦闘 機 (VF) に は 
見 られ な い 機 構 が 多数 見 られ る 。 


「 歌 エネ ルギー]」 の 実証 機 で あ 
り 、 パ サラ の 意向 に より 武装 を 
ほとん ど 持 た な か っ た VF-19 改 
だ が 、 そ の 基本 性 能 は YF-19 
並 に 優れ て いた 。 





バト ロイ ドモ ー ド 乗降 ハッ チ 

2 4 バト ロイ ドモ ー ド 
で も バイ ロッ ト が 乗 
り 込め る よう に 、 豆 
部 の 後方 に は ハッ チ 
開閉 用 の レバ ー と バ 
へ ネル を 備え る 。 


み マ ニ ピ ビュ レー ター ーー 


/ 人 マ 指 機構 












く ム マニ ピュ レー ター の 内 i <e> 
部 に は 、 ハ ー ド カバ ー に 包 / 
み 込 まれ る よう に し て 、 セ NL 

、 ン サ ー 内 蔵 の ソフ ト パ ッ ド 
が 搭載 され て いる 。 








人 ウェ ポン ベイ 


人 機体 底部 に は 、 フ ァ イ タ ー 
モー ド で 着陸 する た め の 着陸 
脚 を 前 後に 3 基 備 えて いる 。 
また 、 ミ サイ ル な ど 武 装 格納 


セパ レー ト タ イ プ の ゴー グル を 備 
える な ど 、 人 間 の 顔 の よう な 形状 
で ある 。 図 の よう に 、「 口 」 の 部 分 
を 閉じ る こと も 可能 で ある 。 


み リ トル ロッ ク 射 出 シ ステ ム 








ゅ し レバー を 操作 する こと で 装甲 ハッ チ が 開 
き 、 パ イロ ッ ト の 乗降 が 可能 と な る 。 





ト 人 ハッチ 開放 パネ ル 


“後方 か ら 人 ハッ チ 開 放 
バネ ルレ バー を 見 た 
状態 。 ま ず バ ネル を 
/ 操作 後 、 レ バー を 回 転 
させ て ハッ チ を 開く 。 


ハッ チ 開 放 レ バー 


る マミ サイ ル は 左 図 の よう に 格納 され て 
お り 、 使 用 時 に は ハッ チ が 開い た 後 、 ミ サ 
イル 先端 が 前 方 を 向く 。 下図 は ミサ イル 
の 固定 装置 で め る 。 























用 の ウェ ポン ベイ が 左右 に ら シス テム を 搭載 し た 状 馬 
基 設 置 さ れ て いた 。 リ B 発 の ミサ イル を 発条 
頒 衣 肛 シー クエ ンス (ファ イタ ー 形 態 \ ガ ウォ ー ク 形態 ) 
VF-19 改 の 変形 シー クエ ンス は 、 ほ ぼ YF-19 の も [4 _ 
の を その まま 引き 継い で いる 。 だ が 、 ガ ウォ ー ク 時 に | 全 各 部 の 変形 了 0 ガウ ォ ー ク 形 肖 
カバ ー が 下 に 折れ 、 セ ン サ ー フ ィ ン が 起き 上 が る 頭 義生 休 科 0 友信 還 必 り 昌 回 肩 ブ ロッ ク 90 度 回 転 
レト ee 2 など 部 が 腕 部 折れ て 定位 置 へ し て 開く 
部 や 、 形 状 と 位置 が 異な る 垂直 尾翼 の 変形 な ど は 、 回 胸部 が 折れ 曲がっ て 逆 関 節 へ 頭 部 セン サー フィ ン 目 ガ ン ポ ッ ドス ライ ド し 
VF-19 改 オリ ジ ナ ル の シス テム と な っ て いる 。 A 起き 上 が wr て 定位 置 へ 
SS 回 手 が 出る 
世 ー 3 
0 ファイター 形態 a Na 
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駐 オラ ショ ン 半 備 

「 歌 エネ ルギー」 の 実証 機 と な っ た 本 機 だ け に 、 通 
常 の VF に は 搭載 され な いよ うな スピ ー カ ー ユ ニッ ト を 
各所 に 装備 し て いる 。 オ プシ ョ ン 兵 装 に も 、 サ ウン ド 
エネ ルギー コン バー ター を 装備 し た サウ ンド ブー スタ ー 
の みな ら ず 、 超 大 型 の スピ ー カ ー ポ ッ ド 発射 装置 「 ガ 
ン ポ ッ ド Y」 が 用 意 さ れる な ど 、 バ サラ の 歌 を 聴か せる 
た め の 装 置 が 充実 し て いた 。 














。 ライ ト ア ッ プ 用 の 投 光 プ ロジ ェ ク タ 
設置 され て いる 













ん AVF-19 改 に ラン チャ ー 部 を 託し 
離し た 状態 で VF-17T た 後 、 レ イ 機 が スピ ー カ ー 部 


こ 運 搬 す る 。 ンチ ャ ー 部 に ドッ キン グ さ せる , 









全長 は VF-19 改 
る | 













の 全高 


ラン チャ ー 部 と スピ ー 
改 レイ ビ ヒ ー ダ 機 1 


セキ ュ リ ティ ロッ クマ 





切り 離し 、 第 2 自 
噴射 させ る , 








7 艇 体 に 取り 付く と 、 | 

6 基 の アン カー と 充 
9 : 玉 剤 に より スピ ー カ 
ガン ポッド y を VF-19 改 が SS 
支持 し た 状態 。 セ キュ リティ ロッ N た 、 サ ウン ドコ ー ン ・ 
ク を 引き 抜き 、 機 体 の 』 
チャ ー 部 底部 の ショ ル ダ ー パ ッ ド 
に 合わ せ 、 右 ビュ ルッ ー ダ タダ 
ーー で トリ ガー を 操作 す 











人 瑞 艦 に 着弾 後 、 サ ウン ド - コ ー ン - ス 
ピー カー が 巻き 出す よう に 広がる 。 




















島 大 胡 態 (VF-1) 
バサラ と ミレ ー ヌ が 出演 し た ドラ マ 「 リ ン ・ ミ ン メ イ 物 
語 」 で は 、 戦 闘 シ ー ン を 撮影 する た め 、 バ サラ の 乗 
機 で ある VF-19 改 を VF-1 に 仮装 し た 。 こ の 形態 で 
は 、 劇 中 の 設定 を 再現 する た め 、 機体 上 部 と 脚 部 
に スー パー パー ツ が 装備 され て いる 。 


後方 部 か ら 見 た 図 。 ス ー パ ー パ ー ツ は バイ ロッ 
が 可能 で ある , 
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T 電 は 


で 和宏 


層 系 切 ③(COー- い て 


※ デ ー タ は アタ ッ カー 形 棚 時 の も の 者 サイ ズ 比 較 





ーー 






















@ 機体 解説 

















全 軍 製 の VF-14 バン パイ ア を 
撃 機 が Az-130A パン ツァ ー 






地 


り 、 同 じ く VF-14 を ) 
重 武装 の 上 、 主 環 の 再 















Ilustratior 








by Hidetaka Tenjin 
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メカ ニッ ト 


@ 運用 記録 


ロト デビ ルン : ガ ビル の 復活 と 同時 期 に 彼 の 

指揮 下 で マク ロス 7 船団 と の 戦闘 に 投入 され 
た Az-130A。Fz- 109 と は 役割 を 異 に し 、 ス ピリ 
以 よ り も 純粋 な 戦力 と し て 運用 され た 。 
特に 、 実 弾 を 防御 で き な い サウ ンド フォ ー ス の サ 
ア 対 策 と し て 、 ミ サイ ル を 豊富 に 備え る 
- 130A が 適任 だ っ た よう で ある 。VF の 特性 と 
独自 の 技術 が 
内 で の 高 機動 性 に 優れ 、 そ の 高い 戦闘 能力 を 
マク ロス 7 船団 相手 に 記 
実戦 に お いて は 、 複 





クス され た 本 機 は 大 


明 し た 。 
数 機 が 内 蔵 ミ サイ ル を 一 斉 





撃 す る こと で 、 広 範 











囲 に 制圧 力 を 発揮 する と い 





法 を 得意 と し て お り 、 多 数 の マク ロス 7 防衛 部 
隊 が この 攻撃 の 犠牲 と な っ た 。 








で は 一 般 兵 用 と され 
る A 型 が 戦場 に 投入 
され た 。 
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Az- 130A パン ツァ ー ゾ ルン 


対 艦 ミ サイ ル と 大 
が 搭載 され て いる 。 













但 折 体 策 千 
みみ アタッカー モー ド 

高速 移動 が 可能 な 戦闘 機 形態 。 大 型 の 機 首 に は 、 長 距離 
H 力 レー ダー、 下面 に は 対地 攻撃 





ぁ 後 方 より 。 バ トロ イド モー ド の 
胸部 ビー ム 砲 ( 一 所 一 
ド で は 機体 下面 に 後方 に 向け て 
レイ アウ ト さ れる 。 こ の モー ド で 
も 砲 の 使用 は 可 和 、 実 用 性 
は 乏しかっ た と 見 られ る 。 


は 、 ア 








の 側面 - 上 面 





人 14 
大 型 の 主 机 を 備え て いる た 
め 、 全 長 よ り も 全幅 が 広 
い 。 両 エ 
ルス ター に は 砲 口 を 持ち 、 
収納 し た ガン ポッ ド で の 射撃 
も 可能 と な っ て いる 。 














月 の セン サ 

































供 ニン ピル 


原型 機 VF-14 の コク ピッ ト は 、 ゼ ント ラー ディ ー 軍 の 戦闘 ポッ ド を 参考 に 設 
計 さ れ た と 言わ れ て いる 。 Az-130A の コク ピッ ト の シー ト に は 、 パ イロ ッ ト の モ 
ニタ リン グ 用 の 機材 と お ぼ し き 多数 の パイ プ が 繋が れ て いる 。 











0 «a 
マン な 
ne 


7 へ 


§ 
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Cu 














ト は 洗脳 され た マク ロス 5 船 
まで あり 、 バ パイ ロット スー ツ 
は 、 防 衛 隊 用 を 踏 組 し て いる 模様 。 






人 操縦 本 








島 計 


主 武 装 で ある ガン ポッ ド は 、 ス ピリ チア 吸収 シス テム を 搭載 し た バロー タ 軍 
仕様 の も の と な っ て いる 。 ガン ポッ ド は 両脚 部 内 ホル スタ ー に 計 2 丁 収納 され 
て お り 、 バト ロイ ドモ ー ド へ の 変形 後に 脚 部 装甲 が 展開 し 、 ガ ン ポ ッ ド が 射出 
され る 仕組 み で ある 。 














ッ プ を 畳ん だ ガン ポッ ド 収 納 
ン エル ガー ゾル ン 用 ガン ポッ 
ド よ り 銃身 が 長い 。 左 は 脚 部 ホル 
スタ ー を 展開 し た 状態 。 





Az-130A の 実戦 に お い 
て は 、 距 離 を と っ て の ミ 
サイ ル に よる 制圧 射撃 の 
後 、 接 近 し て の ガン ポッ 
ド に よる ドッ グフ ァ イ ト が 
主戦 法 で めった 。 





マカ ナー ド は 上 反 角 が つい て お り 、 機 首 
両 脇 に 35mm 旋 回 機関 砲 を ら 基 持つ 。 








バト ロイ ドモ ー ド 
アタ ッ カ ー モ ー ド 時 の 特徴 的 な 機 首 が 背部 に 
り 、 頭 部 を 形成 する 人 型 弄 
ム 砲 を 、 肩 部 と 脚 部 に ミサ イル を 備え て いる 。 






















ポッ ド が 腕 、 足 に 分 離 旋回 機関 砲 が 下 を 向く 





A 
@ 脆 バ ネル 、 胴 体 バネ 
ル と 重なる 

© 背面 が へ こむ 

@ 脚 部 、 定 位置 へ 

© 機 首 、 背 部 へ 起き 上 


が る 

















@ 機 首 背中 へ セッ ト さ れる 
⑬ 肩 が 90 度 ひら く 






















4 頭 部 、 胸 部 の 拡大 図 。 対 地 
攻撃 用 レー ダー の 下 に メイ ンカ 
メラ 部 を 備え る 構造 を 持つ 。 
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<O-Z ら ロ 





マク ロス フ 朋 奈 航空 条 マク ロス 2 で 
う ) 2 全 ) 多 彩 な 施 空 機 本 










チル ト 式 の ダク テッ ド フ 
ン を 4 基 備 えた 、 大 









釧 詳 細 固 遇 Z/ ロ と 4 
Imays Lueyoaa 








アン テ ナ 、 カ メラ を 備え へ 
リ 。 シ ティ 7 に 拠点 を 構え る TV 局 が 所 
有 し て いる も の で ある 。 






@ 機体 解説 


暦 o038 年 に 地球 を 出発 し 、 銀 河 系 を 航行 し こい た マク 
ae 船団 を 構成 する 約 1.000 隻 の 艦 に は 、 軍 人 ・ 
民間 人 を 含め て 100 万 人 以上 が 暮らし て いた と され る 。 そ の 
艦 と 艦 と の 移動 に は 宇宙 空間 ハイ ウェ イ 「 ミ ルキ ー ロ ー ド 」 が 整 
備 さ れ て いた が 、 艇 内 の 飛行 や 惑星 で の 運用 を 起 定 し 、 多種 多 
様 な 航空 機 が 開発 運用 され て いた 。 そ の 中 で も 、 チ ルト 式 の 
ダク テッ ド フ ァ ン を 用 いた へ リコ プター は 複数 が 生産 され て お り 、 
物資 ・ 人 員 の 移動 の みな ら ず 、 巨 人 サイ ズ の ゼン トラ ー デ ィ 人 
の 運搬 や 、 報道 用 に 特 化し た 機体 が 確認 され て いる 。 
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p マク ロス 7 船団 航空 機 








狂 准 * へ リ 


大 気 圏内 で の 物資 輸送 用 に 用 いら れ た ヘリ コ プ あみ エキ セ ド ル 輸送 ユニ ッ ト 装 着 時 
ター で 、 大 型 の チル ト 式 ダク テッ ド フ ァ ン を 4 基 設 置 し 7 

て いる の が 特徴 で ある 。 この ダク テッ ド フ ァ ン は 可動 
式 で 、 進行 方 向 に ダク テッ ド フ ァ ン 部 を 傾け る こと で 、 
高速 飛行 が 可能 だ っ た 。 本 体 は コク ピッ ト と フレ ー ム 
の み の シ ンプ ル な 構造 で 、 物 資 の 輸送 時 に は コン テ 
ナ ご と 機体 底部 に 設置 する 。 エ キ セ ド ル の 輸送 時 に 
は 、 頭 部 と 胴体 を 吊り 下げ る コー ド と モニ ター を 備え 
た 専用 ユニ ッ ト を 底部 に 設置 し た 。 

















































4 上 方 か ら へ リ を 見 
下ろ し た 図 。 エ キ セ 
ドル 輸送 用 の ユニ ッ 
ト は 本 体 中 央 部 の ジ 
ョ イン ト に 設置 され 
て いる の が わか る 。 


マル エキ セ ド ル 輸送 用 
シビ ル の 目覚 め と 共に 出現 の ユニ ッ ト を 装備 し た 
し た 謎 の 遺跡 が 「 ブ ロト カル 状態 ユニ ッ ト に 備え 
チャ ー」 に 関す る も の だ と 考 られ た 多数 の ワイ ヤー 
えた エキ セ ド ル 。 彼 は 自ら が 、 エ キ セ ド ル の 肩 と 
その 遺跡 を 調査 する た め 、 頭 部 に 設置 され る 。 
輸送 へ リ を 運用 し た 。 








マチ ルト 式 ダ ク テ ッ ド 
ファ ン を 90 度 傾け た 
tp 





生 し た 推力 が 全て 進 
行方 向 に 伝わる た め 、 
飛行 スピ ー ド が 向上 す 
る 仕組 み だ っ た 。 














/ 
ドル を 懸案 で きる 優 
れ た 耐久 力 を 持っ て 





















TV 局所 有 の へ リコ プター で 、2 基 の チル ト 式 ダク 
テッ ド フ ァ ン に よっ て 推力 を 生み 出し て いる 。 報道 ・ 
取材 用 の 機器 を 多数 設置 し て いる の が 特徴 で 、 コク 
ビッ ト 下 と 機体 底部 に それ ぞ れ 可動 式 の カメ ラ と マイ 
ク を 、 機 体 上 部 に 電波 送信 ・ 受 信用 アン テ ナ を 備え 
て いた 。 こ うし た 機構 に より 、 迅 速 な 情報 収集 と TV 
局 へ の 素早 い 情 報 発信 が 可能 と な っ て お り 、 重 大 
事件 発生 の 際 に 多用 され た 。 


機体 後方 か ら 見 た 図 。 尾 
買 に も ダク テッ ド フ ァ ン を 備 
えた 構造 に よっ て 、 優 れ た 
旋回 能力 を 獲得 し て いる 。 








Fire Bomber が 行っ 
た ゲリラ ライ ブ を 取 
材 す る 際 に 運用 され 、 
TV 番組 「Coffee Br- 
eak」 内 で 、 ラ イブ の 
様子 が 生 中 継 され た 。 


EXTRAR REPORT 


八 関連 事項 ャ スタ ジオ 船 マ ャ TV 飛行 船 
Lr 


y 細長 く 突き 出 た 胎 首 の 先端 に コク ピッ ト が 設置 ディ スプ レイ は 左右 両側 に 設置 され た 。 機 体側 面 に は 、「M B.S 
TV 局 が 用 いた 航空 機 航 宙 機 _|/ され て いた 。 胴体 部 に スタ ジオ 設備 が あり 、 工 V」 の 文字 が 描か れ て いる の が わか る 。 
ロ で KN、 旋 叔 な ど ス タッ フ が 撮影 を 見 守っ て いた 。 \ 


に | 

マク ロス 7 船団 に 情報 や 娯楽 を 提供 し て いる TV 局 で N 
は 、 報道 ヘリ 以外 に も 、 その 用 途 に 応じ た 多彩 な 航空 機 、 
航 宙 機 を 保有 し て いた 。 TV 飛行 船 は 、 大 型 の ディ スプ レ 
イ を 2 基 設 置 し た タイ プ で 、 重 要 な 情報 を 広く 伝え た り 、 広 
告 用 途 に も 使わ れ た よう だ 。 ま た 、 宇 宙 で の 撮影 用 に 、 
小型 の 宇宙 艦 の 中 に 編集 スタ ジオ を 備え た スタ ジオ 船 な ど 
も 保有 し 、 幅広 い 環境 で の 取材 ・ 撮 影 に 対応 し た 。 





『 機体 前 部 に は 、 地 上 
を 歩く 通行 人 の 注目 を 
浴び る よう に 「 顔 」 も 描 


テレ ビ 映 画 「 リ ン ' 三 ン メイ 物 語 』 の クラ か れ て いる 。 


識 イ マッ クス と な : メイ ・ ア タッ ク 」 
の 撮影 を 行う た め 、 数 隻 の スタ ジオ 船 
と 多数 の カメ ラ が 用 いら れ た 。 
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メカ ニッ クシ ー ト 
p VF-1 1MAXL 改 







ミレ ー ヌ 専用 機 





レ - 77 ル 777X7 改 


ここ 
= 


"LIMAXL 改 は 、 民間 協力 隊 サ ウン ド フ ォ ー ス の メ 





いて ya 












NWC MS 


で いき 中 Et(Y 滋 党 


ーー ン バ ー、 ミ レー ヌ - フ レア - ジ ー カ 衣 加 末 朋 機 を 5 本 クビ (ea 松 (RG の Sd 
機 ォ ー ダ ター メイ. 和 機 加 洗 産 放 M 還 間 | サウ ンド シス テム を 搭 
[ あく 上 罰 記 の 弄 記 を 反映 し 7 され て いる 。 










IgE6 半 82M 層 要 E 


2 1 」 
ア に Ca 座 普 陸 を 有 し 、 ブ プロ トラ で も 





@ 主要 バ パイロット 
7 















巡航 速度 M4.1 





空虚 重量 > 7.900kg 
エン ジン 新 必 PSW 
推力 > 41.500k 
補助 エン ジン 高 要 動 
SW_HMM-7Y 


雪 開発 系 譜 図 








@ 運 用 記録 


林 の 軍事 利用 を 企図 し た 統合 軍 は 、 極秘 
本 人 「 プ ロジ ェクト M」 を 立案 。 その 一 環 と し て 、 
歌 を 武器 と する 可変 戦闘 機 の 開発 に 着手 し た 。 
の 結果 、 新 中 州 重工 と マク ロス 7 特殊 技術 班 の 
よっ て 誕生 し た の が 、VF- 198 改 、VF-1 7T 改 、VF-1 1 
MAXL 改 の 各 機 で ある 。 これ ら 3 機 は 、 ロッ ク バ ンド 
Fire Bomber の メン バー を パイ ロッ ト に 起用 し た サ 
ウン ド フ ォ ー ス に 配属 され 、 本 機 VF-1 1MAXL 改 
は 、 ベ ー シ ス ト の ミレ ー ヌ 専用 機 と し て 運用 され た 。 
Dr 千葉 が 開発 し た サウ ンド エネ ルギー シス テム 、 
サウ ンド ブー スタ ー を 追加 装備 し た 本 機 は 対 プ ロト デ 
ビル ン 戦 の 切り 札 と し て 奮闘 し 、 最 終 決戦 で は サウ ン 
ド バ ス ター 作戦 の 中 核 を 担う 見 事 な 活躍 を 見 せ た 。 























chani_ heet 


VF-1 1MAXL 改 








ミレ ー ヌ 専用 機 








信 株 堆 備 
レー ザー 通信 シス テム 
頭 部 に は 大 き な 改 修 が 加え られ て お り 、 特 殊 
合金 一 枚 板 か ら 叩 き 出し た 女性 的 な フェ イス ・ プ レ 
ー ト が 特徴 で ある 。 ま た 、 頭 部 レー ザー 機銃 は 装 
備 さ れず 、 レ ー ザ ー 通 信 シ ステ ム の み を 備え る 。 











〆ー 


4VF-11MAXL 改 


人 AVF-11C 








の み ランチャー ポッ ド 

VF-19 改 と 同じ く 、 ス ピー カー ポッ ド を 射出 する 
ラン チャ ー ポ ッ ド を 装備 し て いる 。 機体 サイ ズ に 合 
わせ て VF-19 改 の も の より も 小型 化 さ れ て お り 、 
銃口 な ど 各部 の 形状 も 異な っ て いる 。 








@ 台 タ 芯 ツ トド 

















コク ピッ ト は 他 の サウ ンド フォ ー ス 専用 機 と 同じ く 
サウ ンド ・ ス ティ ッ ク コ ント ロー ル ( ス ティ ッ ク は ベー 
スギ ター 型 ) が 採用 され て いる が 、 原 型 機 が 違う 
た め コ ク ピ ビット 構造 は や や 異な る 。 な お 、 シ ー ト は 
の ち に サウ ンド エナ ジー 変換 バッ ク パ ッ ク 組 み 込み 
タイ プ に 変更 され て いる 。 

ld 








。 
ドー の 


FE 













RAT EE= ド 

VF-11MAXL 改 の ベー ス と な っ た VF-11MAX 
L で は 、 主 機 を VF-16 の 次 世代 型 熱 核 バー スト タ 
ー ビ ン エン ジン に 換装 し 、 翼 形状 の 変更 に よっ て 
耐久 性 と 空力 特性 の 向上 が 図ら れ た 。 本 機 の フ 
ァ イ ター 形態 は その 設計 を 受け 継い で お り 、 ウ ィ ン 
グレ ッ ト を 備え た クリ ッ プ ト デ ル タ 要 が 最大 の 特徴 
と な っ て いる 。 また 、 次 世代 エン ジン の 装備 に よ 
っ て スー パー パー ツ な し で も 高い 宇宙 航行 能力 を 
発揮 する 。 





















特性 が 強化 され て お り 、 ポ 
率 44.500m/min と いう 性 
る (VF-11C は 28.500m/min) 。 
また 、VTOL 機 能 も 有 し て いる 。 






















マル エン ジン 強化 に と も な い 、 機 体 
強度 は +87.0G/-16.0G と 、VF-11C /| 
か ら 大 幅 に 向上 し て いる 。 ま た 、 主軸 前 / 


ーー 
(@ レン 














唄う こと を 第 一 と する サウ ンド フォ ー ス の 性 質 上 、 VF- 











11MAXL 改 は 戦闘 中 に ガウ ォ ー ク 形態 を 用 いる ケー ス 
は 少な か っ た 。 ファ イタ ー で 移動 し て バト ロイ ド に 変形 し 
て 唄う 、 と いう プロ セス の 一 部 と し て は 見 られ た が 、 同形 
態 を メイ ン に 戦う 場面 は ほとん ど な か っ た 。 し か し 、 惑星 
ラク ス で 行動 し た 際 に は 移動 手段 と し て 同形 態 を 頻繁 
に 用 いて お り 、 その 特性 は 生か され て いた と 言え る 。 ま 
た 、 同 形態 に 限ら な い が 、 本 機 は VF-17D と 比較 する 
と 上 昇 力 と 機動 力 に 優れ 、 武装 と 強度 は 劣っ て いる 。 




























部 の 展開 機構 も VF-11C の 

準じ て いる が 、 全 体 的 
フォ ルム の た め 、 上 
と 大 きく 異な っ て し い 
























供 中 ロイ ドモ ー 

VF-11MAXL 改 の バト ロイ ド 形 態 は 、 女 性 を 模 し た 
外観 が 最大 の 特徴 と 言え る る 。 こ の デザ イン は ミレ ー ヌ 
の 要望 に よる も の で 、 フ ェ イ ス ・ プ レー ト と 胸部 、 貼 部 、 
脚 部 の 外 板 プ レー ト は 超 高級 スポ ー ツ カー の カロ ッ ツ エ 
リア に 特注 し て 製作 され た も の だ 























成 度 は 高く 、 本 機 を 芸術 品 の 域 に 
者 も いた と いう 。 そう し た 外観 の 評価 は 別に し て も 、 本 
機 が 特殊 戦機 に 匹 英 する 性 能 を 有 し て いた こと は 事実 
で 、 対 プロ ト デ ビ ルン 戦 に お いて それ を 実証 し て いる 。 
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サウ ンド ブー スタ ー は サウ ンド フォ ー ス が 
た 後 、Dr 千 葉 の 発進 する 。 サ ウン ド フ 
スタ ー 搭 載 の こ 
速 で 、 速 や か に ラン デブ ー が 行わ れる 。 











旬 デー タ ( サ ウン ドブ ー ス ター) 











VAM 

















@ 機体 解説 


7F-11MAXL 改 用 の サウ ンド ブー スタ ー ら 号 機 は 、 全 3 機 が 開発 さ 

「 れ た サウ ンド ブー スタ ー の 中 で も 、 最 も 小型 軽量 の 機体 で め ある 。 者 主 要 バ パイ ロット 
サウ ンド オー ジラ 増幅 装置 や 時 空 共振 型 サ ウン ド エ ネ ルギー 発振 シス テム 
な ど 、 基本 的 な 構造 は 1、 号機 と 同じ だ が 、 サ ウン ド エ ネ ルギー 変換 増 
幅 シス テム は 1 基 の み 搭 載 さ れ て いる ( 他 の ら 機 は ら 基 搭 載 )。 エン ジン 
ユニ ッ ト は VF-19S 用 の FF-8550J を デ チ ュー ン し た も の で 、 最 大 速度 、 
機動 性 は サウ ンド ブー スタ ー 3 機 中 で 最も 優れ て いる 。 
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VF-11MAXL 改 ミレ ー ヌ 専用 機 

















人 EE Ei 


サウ ンド ブー スタ ー は 、 歌 エネ ルギー を 3 次 元 。 ああ サウ ンド ブー スタ ー シ ス テム OPEN モ ー ド 

空間 で 効率 良く 引き 出す サウ ンド エネ ルギー シス サウ ンド オー ラ 増 幅 装 置 と サウ ンド ・ エ ネル ギー 発振 シス テム を 内 蔵 し た 
テム (サウ ンド エナ ジー 変換 シス テム ) の 効果 を 増 。 2S 苦 の バネ ル が 、 可 動 アー ム に よっ て 180 度 回 転 し 機体 の 左右 に 展開 
想 す る 装置 で ある 。 サウ ンド フォ ー ス 専用 機 の 追い る 。 他 の 2 機 に 比べ る と シス テム の 展開 方 法 が 大 きく 異な る 。 
加 装 備 と し て 、Dr. 千 葉 を 中 心 と する マク ロス 7 特 
殊 技術 班 に よっ て 開発 が 進め られ 、 マ クロ ス 7 船 
団 が 惑星 ラク ス に 滞留 し た 際 に 実用 化 さ れ た 。 

















サウ ンド エナ ジー 変換 シス テム の 完成 に 合わ せ て 、 マコ ク ピ ッ ト ( フ ァ イ タ ー プ ガウ ォ ー ク 形態 時 ) 
各 サ ウン ド フ ォ ー ス 専用 機 の コク ピッ ト は 同 シ ステ ム 対 5 
応 型 に 換装 され 、VF-11MAXL 改 の コク ピッ ト 構 造 も 
大 きく 変化 し た 。 従来 の コク ピッ ト か ら の 大 き な 改 修 点 
は サウ ンド エナ ジー 変換 バッ ク パ ッ ク が 組み 込ま れ た シ 
ー ト 周り で 、 前 面 コ ン ソ ー ル な ど そ れ 以 外 の 構造 は ほ 
ぽ 変 更 さ れ て いな い 。 こ の 改修 を 機 に 、 サ ウン ド フ ォ 
ー ス 各 機 が 発揮 する 歌 エ ネル ギー は 飛躍 的 に 増大 す 
る こと と な っ た 。 



























マサ ウン ド エ ナ ジー 変換 バッ 
Ss、 ク バ ッ ク が シー ト と 一 体 化し て | 



























































ント ロー ル で きる だ け の 広い ス 
ペー ス が 採ら れ て いる 。 


テム は 実験 段 陽 ご 
の 成功 で サウ ンド フォ ー ス 
へ と 搭載 され た 。 


の へ 、 4 バイ ロッ ト か ら 見 た 改 
て 、/ へ 修 多 の コク ビッ ト 。 ペー 
ヾ ~~ ス 型 サウ ンド - フ 
ク が アー ム で バッ 

ク に 繋が っ て いる 。 












^ ム サウ ンド ブー スタ ー 
VF-1 1MAXL 改 用 サウ ンド ブー スタ ー は 、 ウ ィング レッ 








マコ ク ピ ッ ト ( バ トロ イド 形態 時 ) 







































を 備え た 全 箇 機 と いっ た フォ ルム が 特徴 。 前 部 中 央 に は シス テム を 通し て 生み 出さ れ た と 5 寺 
複合 セン サー を 備え る 。 ま た 、VF 本 体 に は な か っ た 統 オー ラフ ィ ー ル ド は 、 機 外 だ に 、 NN 
合 軍 の エン プレ ム が マー キン グ さ れ て いる 。 け で な く パ イロ ッ ト の 周囲 に も Me、 
発生 する 。 その 色 は 唄 bs 
| 


う 人 間 の 感情 に よっ て 異な る 。 







エネ ルギー 変換 バッ ク パ ッ ク 
コク ピッ トシ ー ト か ら 分 離し 、 





ム で パイ ロッ ト の 身体 に 固 


バト ロイ ド 時 の コク ピッ トレ イア ウト も 、 改 
定 さ れる 。 


修 前 と ほとん ど 変わ ら な い 。 バ トロ イド へ 
の 変形 に 合わ せ コ ク ピ ッ ト 内 部 が 0 度 回 
転 し て パイ ロッ ト の 水平 方 向 を 維持 し 、 密 
閉 状 態 の キャ ノビ ピー 前面 に 外部 を 映す 複 
数 の スク リー ン が 展開 され る 。 























供 ラー) ドブ フー スタ ー 
VF-11MAXL 改 を は じ め と する サウ ンド フォ ー ス 専 
機 は 、2040 年 代 初 頭 の スー パー・ ノ ヴァ 計画 で 実用 
化 が 図ら れ た フォ ー ル ド ・ ブ ー ス ター を 用 いて の 単独 フォ 
ー ル ド 性 能 を 有 し て いた 。 た だ し 、 パ ロー タ 軍 や プロ 
のみ サウ ンド ブー スタ ー シ ス テム CLOSE モ ー ド デビ ルン に 狙わ れる マク ロス 7 船団 か の ら サ ウン ド フ ォ ー ス 


ブー スタ ー は VF-1 1MAXLX の 背面 に 氏 着 する 形 で ドッ キン グ す る 。 ま が 離れ る わけ に は いか ず 、 こ の フォ ー ル ド : ブ ー ス ター が 
た 、 バネ ル な 収納 し た 状態 で は 本 体 の 背部 サブ バー ニア が ブー スタ ー 1 
















































VF-11MAXL 改 の 背 | 
左右 に 計 5 基 の ドッ キ 















































ム ド ッ キン グ シ ステ ム で 限れ る た め 機 能 が 制限 され る 。CLOSE モ ー ド で は 尾 異 も 置 まれ る 。 連用 され る こと は ほとん ど な か っ た 。 数 少な い 運用 例 と エー 訂 下 が 反 広 し た の 
し て は 、 辺 吉 星 に 向かっ た バサラ を 捜索 し た 際 に 用 。 上 を 放し て EROH し た バッ ラ な 
いた ケー ス が 挙げ られ る 。 追い 、 レイ た ちと 

スタ ー を 使っ で 
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AN に 


VF-1 1MAXL 改 の 変形 機構 


LL ci 

VF-11MAXL 改 の 変形 機構 は 、 原 型 機 
で ある VF-1 1 の それ を 踏 組 し て いる が 、 主 要 
が 幅広 の デル タ 細 と な っ た た め 、 パ ドロ イド へ 
の 変形 時 に は 主 翼 部 が 大 きく 移動 し 、 背 部 


サウ ンド ブー スタ 
ー の 上 面 ハ ー ド ポイ 
ント に フォ ー ル ド - ブ 
ー ス ター が 接続 され 
る 。VF-11MAXL 
改 本 体 に 直接 装備 で 
きる が は 不明 。 

“4 pVF-11MAXL 改 は 元々 スマ ー ト 
な 機体 だ が 、 ブ ー ス ター 2 種 を 装備 
する と か な り の ボリ ュー ム と な る , 


機 首 と その 後方 が 展開 し 、 
ユニ ッ ト を 構成 する 行程 が 加わ っ て いる 。 ま 胸部 、 腰 部 を 構成 し て いく 。 


た だ VF-11 は パト ロイ 似 ぶ の 変形 時 泊 民 出し じ た 痢 用 人 所 部 コ ニ ッ ト が 展開 し 、 頭 部 が 露出 する NM (リッ 人 レン 人 6 フォ ー ル ド - ブ ー ス ター の 形状 や 
頭 部 が 180 度 回 転 する が 、VF-11MAXL 改 | Q っ + イ スカ ー ド が 最 聞 | 6 - 構造 は 、 スーパ ー ノ 





3 , 中 \ 開発 され た も の (FBF-1000) 
で は その 行程 は な く 、 代 わり に 頭 部 が 露出 し @ 主 械 が 折り 畳 まれ 変形 が 完了 。 \ \ と ほぼ 同じ 。4 本 の パイ ロン で 


た 後 、 フェ イス ガー ド が 展開 する 。 き K | 機体 に 接続 され る 
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旬 機体 解説 


Fa 四 獲 し た マグ 回 ス 5 船 団 の 機 
バロー タ 軍 が 独自 の 改造 を 加え た 大 型 
その 原型 は 2042 年 か ら 配 備 が 始 

















合 し た 本 機 は 、 多 数 の 
原型 機 の コン セプト に 





し て お り 、 





※ デ ー タ は 重 爆撃 機 形態 時 の も の 但 サ イズ 比較 









っ て 進化 し た 機体 で めった 。 


ス と し て 、 
則 機 で ある 
つた ノー スロ ム 社 製 の 可変 戦 
義和 g@ 逐 リー ズ の ⑦ タ イプ D、 ゼ ント ラー ディ 人 パイ ロッ 
1 が 培っ て きた 開発 技 人 


『 と プ 











所 属 » バロー タ 軍 


サイ ル ラ ンチ ャ ー※ ら 8 / 鹿 部 ミサ イル ラン チャ ーX ら / 他 


急 開 発 系 護 | 


A 








急 主 要 バ イロ ッ ト 

















較 了 2 今 軍 曲 肢 爆撃 計 を ペー ス と し た 
凍 交 宮 忘 大型 名 変 沖 記 
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旬 運用 


p 録 


Bz-99G は 2045 年 1g 月 頃 、 バ ロー タ 軍 の 

可変 戦闘 機 部 隊 の 指揮 官 機 と し て 戦線 に 姿 を 
現し た 。 以 降 、 数 度 に 渡り マク ロス 7 船団 を 急襲 し 、 
サウ ンド フォ ー ス や ダイ ヤ モ ン ド フ ォ ー ス ら と 交戦 。 
その 圧倒 的 な 火力 で 船団 の 戦闘 機 部 隊 を 苦し め 
た 。 な お 、 確 認 され た 機体 は 現在 の と ころ ブロ ト 
デビ ルン の ガ ビ ル 専用 機 の み で ある こと か ら 、 同 機 
は 指揮 官 ク ラス の パイ ロッ ト に 与え られ た 高級 機 で 
あり 、 機 体 数 は それ ほど 多く な か っ た も の と 推測 さ 





























プロ ト デ ビ ルン の ガ 
ビル が 駆る FBz-99G 
は 、 洗 脳 し た マク ロ 
ス 5 船 団 の 兵士 た ち 
を 率い 、 幾 度 も マク 
ロス 7 船団 を 急 舞 し 
た 。 








プロ ト デ ビ ルン と し a 
て 生身 で も 高い 戦 還 議論 
能力 を 有する ガ ビ ル 
だ が 、 戦 い に 対し て 導 
独自 の 美学 を 持っ て 
いた た め 、 FBz-99G 
に 搭乗 し て 戦闘 を 指 
押す る こと が 多かっ 
た 。 


chani_ heet 


bp FBz-99G ザウ バー ゲラ ン 








作 ラ ライ ター モー ド 

「 戦 闘 爆 撃 機 モー ド 」 と も 呼ば れる 形態 。 元 々 ス に 
テル ス 爆 撃 機 と し て 設計 され た VAB-2D の 豊富 な 
ペイ ロー ド を 利用 し 、 無 数 の ビー ム 砲 と ミサ イル ラン 


N 
チャ ー を 装備 し て いる 。 複数 の 高 出力 レー ザー を 同 

時 に 発射 で きる だ け の 出力 は 、 プ ロト デビ ルン の 未 

知 の 技術 に よる も の と 推測 され る 。 > 



























主 買上 の 大 型 イ ン テ ー ク が 特徴 的 な 機体 
は 、 大 型 な が ら 大 気 内 外 の 運動 性 、 最 大 
速度 と も VF-1 1 と 同 水 準 の 能力 を 有 し て 
いた 。 


信 大 型 の 賀 と W 型 の 四 後 緑 
が 特徴 的 。 底 部 に は 脚 部 、 
腕 部 な ど が 収納 され 非常 に 
フラ ッ ト な 状態 と な る 。 








頒 トロ イド モー ド 


「 重 バト ロイ ドモ ー ド 」 と も 呼ば れる 形態 。 パ イロ ッ 
ト の ガ ビ ル は 、 戦 場 で は 主 に この 形態 で ドッ グフ ァ 
イト を 行っ て いた 。 非常 に 大 柄 で 、VF-19 の バト 
ロイ ド 形 態 の 約 1.5 倍 の 頭頂 高 を 誇る 。 両 胸部 
内 に パル スピ ビー ム 砲 を 内 蔵 し て いる た めか 、VF 
の 基本 兵 装 で ある ガン ポッ ド は 装備 し て いな い (元々 
ガン ポッ ド の 運用 が 想定 され て いな いと も 推察 さ 
れる が 、 あ る い は 操縦 者 の ガ ビ ル の "美学 "に よ 
り ガ ン ポ ッ ド を 携行 し て いな い の か も し れ な い )。 
可動 する メイ ン ノ ズル を 利用 し 、 空 中 静止 や 垂直 
上 昇 な どの ガウ ォ ー ク 的 な 立体 機動 も 可能 で あっ 
た 。 


サウ ンド フォ ー ス に 
は 通常 兵器 が 有効 
だ め 、 多 彩 
な 通常 兵器 を 持つ 
FBz-99G は 彼ら に 
と っ て 天敵 と も 言 
える 存在 と な っ た 。 





隠 顕 式 対空 ビー ム 
砲 な ど 多 種 多 用 な 
兵器 を 搭載 。 さら 
に 最大 60t を 超え 
る 追加 兵 装 を 計 6 
基 の ハー ド ポ イン ト 
に 装備 する こと が 
可能 で あっ た 。 





























武装 
rp 
《⑩ スピ リチア スパ ー ク 砲 











機体 構造 





ロー タリ ー ミ サイ ル ラ ンチ ャ ー 

コク ピッ ト 後方 に 配置 され た 本 機 独自 の 新兵 器 。 パ イロ ッ ト で ある 機体 底部 に 位置 し 、 通 常 は 収納 され て いる ミサ イル ラン チャ 
ガ ビ ピル の スピ リチア エネ ルギー を エネ ルギー 光 弾 と し て 発射 する 。 一 。 重 バト ロイ ド 形 態 時 は 、 露 出し た 状態 で 胴体 に 設置 され る 。 
© 隠 顕 式 対空 ビー ム 砲 

シェ ルター 型 イ ン テ ー ク 上 部 に 各 2 門 ずつ 収納 され て いる 対空 ビ 
ー ム 砲 で 、 ア ー ム に よっ て 自在 に 向き を 変え られ る 。 

⑩ マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー 

両翼 に 名 1 1 門 ずつ 備え 付け られ た マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー。 
バト ロイ ド 形 態 時 は 、 肩 部 側面 に 設置 され る 。 


⑩ バル スピ ー ム 砲 

機体 底部 の 、 マ イク ロミ サイ ル 
ラン チャ ー の 裏 に 位置 する 内 騰 
式 ビ ー ム 砲 。 バ トロ イド 形態 時 
は 腕 部 より 発射 可能 と な る 。 






























1 ー* 
他 の バロー タ 軍 VF と 比べ 、 幅 が 広め の コ 
クビ ピッ トブ ロッ ク 。 プ ロト デビ ルン で ある 
ガ ビ ル に 合わ せ た 仕様 の た めか 、 触 訪 を 
思わ せる セン サー 類 が 配置 され て いる 。 

















変形 シー クエ ンス (戦闘 爆撃 機 形 態 了 重 バト ロイ ド 形 態 ) 





[4 バ 





マヤ 重 バ トロ イド 形態 時 の エ 
ンジ ン ブ ロ ッ ク や 兵 装 は 肩 
部 周辺 に 集中 する 。 な お 、 
メイ ン ノ ズル は 下方 に 向け 


形態 より 


a 4 回 
の の, エン ジン 前 方 の バネ ル 折 る 





@ 肩 ブロ ッ ク せ り 上 が る G 対空 ビー ム 砲 露出 

スピ リチア スバ パー ク 砲 起き 上 が る イン テー ク カ バー 閉じ る 
@ 胸部 一 段 下方 へ ⑮ 腰 前 面 バネ ル 展 開 ⑤ 脚 部 スラ イド 延伸 
⑱ 指 回 出頭 部 起き 上 が る 


マイ クロ ミサイル ラン チャ ー を 
後方 へ スラ イド 





本 Mg 
て VTOL 噴射 も 可能 。 回 csst り + が る @ 腰 と 脚 を 下方 に 曲げ る 


サブ ノズル 露出 エン ジン 後部 80 度 折れ 曲がる 
@ 主 机 下 方 に 折る 
















@ ミサ イル ラン チャ ー 回 転 し な が ら 協 出 
© 上 腕 部 収納 シャ ッ タ ー 開 く ⑧ 腕 部 下ろ す 手首 部 、 延 伸 
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マク ロス フ 朋 選 で 科 用 さ れれ た 


i ee 


式 の ノズル を 備え 、 そ 
の 他 に も 複数 の ロケ 
トノ ズル を 配 し て いる , 









エエ ぐ 












人 主要 使用 者 





国 車 園 名 / と 
1a ue | 





^ ム 大 型 トレ リー ラー 
民間 用 の 貨物 車 と し て は 最 
も 大 き な 部 類 に 





る 


巨大 さ が 特 徴 で ある 。 






@ 機体 解説 


クロ ス 7 船 団 で は 、 船 団 内 の 名 艇 を 行き 来 する た め に 
ヽ 宇宙 艇 の 機能 を 備え た 車両 が 主 な 交通 手段 と な っ て い 
に 。 そ の 種類 は 実に 多彩 で 、 大 型 車 か ら 小型 一 輪 車 ま で 、 用 

dm 利用 され て いた 。 こ こ で 解説 する 民 

間 用 貨物 車 と 宇宙 用 バイ ク も その 一 部 で あり 、 こ れ ら が 宇宙 

空間 八 イ ウェ イ 「 ミ ルキ ー ロ ー ド 」 を 行き 交 う 様 は 、 マ クロ スプー で 

船団 の 盛ん な 都市 活動 を 物語 っ て いる と 言え る だ ろう 。 う 者 も いた 。 


























タイ プ ( ヨ ー ロ ピア ン 
用 バイ ク 。 後 














宇宙 用 バイ ク は ホ 
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メカ ニッ クシ 
し シテ ィ ア 民間 車両 











0 補 用 記録 貸 レー ラー 型 シャ トル 


際 /\ 内 外 兼 用 車両 は 、 宇 軸 艇 な ど と 共に マク ロス で パサ ラ の VF-19 改 を 運ん だ が 、 ス リー スタ ー の ライ ーー 
日 7 次 団 の 交通 を 担っ た 。 用 途 に 合わ せ て 車両 を 。 ブ で は Fz-109 エル ガー ゾル ン が レン タル 車 に 突っ 

レン タル で きる ショ ッ プ も 存在 し 、Fire Bomber の レ 込み 、 大 破 し て いる 。 

イ - ラ ブロ ッ ク は 、 熱気 バサラ の VF-19 改 と 共に 船 加 あみ カ ー ゴ 部 分 

内 を 移動 する た め ト レー ラー 型 シ ャ トル を 借り る こと も 孤 = = 

あっ た 。 一 方 、 宇 宙 用 ババ イク は 熱気 バサラ と 懇意 に し 本 0 

て いた 女性 バイ カー 集団 「Team レ ックス 」 が 愛用 。 メ 

ン バ ー に よっ て それ ぞ れ タイ プ の 異な る バイ ク が 

され て いる 。 








窓 が な い 密 閉 式 の 牽引 車 と と レー ラー を 組み 合わ マ 図 は 般 内 走行 時 の タイ ヤ を 出し た 
せ た 船 内 外 兼 用 車両 。 Fire Bomber は この シャ トル 二 空 間 で は タイ 課内 










































































大 き な 積 載 ス ペー ス を 持つ カー ゴ は 、 上 部 が ら 重 ハッ チ と な っ て いる 。 側 
面 下部 中 央 に は 、 搭 載 さ れ た 宇宙 用 バイ ク を 車外 に 出す た め の ハ ッ チ と ア 
ー ム が 設け られ て いる 。 











人 ムカ ー ゴ 内 部 に は バト ロイ ドモ ー ド の VF を 
支え られ る 可動 バネ ル を 備え る 。 ま た 、 側 
面 に は バイ ク 用 の エレ ベー ター と 操作 用 コ 
ン ソ ー ル が ある 。 


キャ ピン は 前 側 に 操縦 席 と 助手 席 が レイ アウ ト さ れ 
て いる 。 後 部 に は シー ト や テー ブル 、 モニ ター が あ “ < 
り 、 5~6 人 程度 を 収容 で きる 。 ムコ ン ソ ー ル ⑯ 























像 大乱 ト レー ラー ノ ト ラッ ク 頒 手 利 用 バイ ク 

大 型 ト レー ラー は スリ ー ス ター~ シ ティ 7 間 Team レ ックス の バイ ク は 操縦 性 を 重視 し 
な ど で 利 用 され て いた も の で 、 ト ラッ ク は Fire た ヨー ロ ピ アン タイ プ ( 前 傾 姿 勢 で 乗る 形式 ) 
Bomber の ライ ブ 機 材 を 運ぶ た め に スタ ッ フ が で 、 ト レー ラー 型 シ ャ トル に 車載 され て いた 一 
いた 。 貨物 車 ひと つ を 取っ て も 多種 多様 な 車両 般 用 は 、 スク ー タ ー タ イプ で ある 。 
が 存在 し て いた の が わか る 。 マト 下図 は レッ クス 用 バイ ク の ハン ド 
し 大型 に レー ラー ル 。 右 図 は バー ニア 周辺 の アッ プ 。 










マレ ックス 用 






























る マ ャ バン バー の 高 さ が 人 間 の 身長 と ほぼ 同じ と い 
う 巨 大 な 車両 で 、 カー ARN EDR 











る 後部 に 可動 ノズル と ホイ ー ル に 姿勢 制御 用 ロケ ッ 
トノ ズル を 備え 、 底部 に は 着地 用 ノズル を 有する 。 
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Des-08 


@ 機体 解説 


ー 数 の 大 型 艦艇 で 編成 され た 第 37 次 超 長 距離 移民 船団 
1 マク ロス 7( マ クロ ス 7 船 団 ) で は 、 人 々 が 移動 に 乗用 還 
を 用 いた 。 こ の 時 代 に 使わ れ て いた 標準 的 な 乗用 車 は 、 宇宙 
空間 ハイ ウェ イ 「 ミ ルキ ー ロ ー ド ] に も 対応 し て お り 、 艦内 の 移 
動 だ け で な く 、 艦 と 艦 と の 移動 に も 使わ れ た 。 民 間 人 が 所 有 
する 乗用 車 も 大 半 が ミル キー ロー ド 対 応 型 に な っ て お り 、 その 
利便 性 は 非常 に 高い も の と な っ て いる 。 











アキ コ の スポ ー ツ カー 
A < 
4A に > 





ぁ ガ ムリ ン の スポ ー ツ カー 


字 唐 空 財 を 走行 で きる 
ミル キー ロー が 対応 型 還 店 


と た < 


国 車 國 習 / と 





car。 ueyoaa i 
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ルル シテ ィ ア 民間 車両 








備 ミレ ー ヌ の オープ ンカ ー 
| フェ リー ニ 社 製 の オー プン カー で 、 マ 


-@ 運用 記録 
クシ ミリ アン ・ ジ ー ナ ス が 、 娘 の ミレ ー ヌ 


EC 内 で は 、 商業 用 、 民間 用 、 軍事 用 こと の 誕生 日 に プレ ゼン ト し た も の 。 軽量 
し て 多数 の 車両 が 使わ れ た 。 民 間 用 は スポ ー ツ 小型 な ライ トウ ェ イ トス ポー ツ カ ー。 
カー タイ プ 、 ワ ゴン タイ プ な ど 、 そ の デザ イン や 機能 
も 多彩 で 、 単 な る 移動 手段 で は な く 、 ひ と つの 文化 と 
し て 成立 し て いた よう で ある 。 



























































艦内 で は 通常 の エン ジン 
を 、 宇 宙 空 間 で は ロケ ッ 
ト エ ンジ ン を 使用 する 方 
式 と な っ て いる 。 ま た 、 
底部 に VTOL 用 の スラ ス 
ター ノズル を 備え る の が 
特徴 で ある 。 


人 車体 各所 に 宇宙 空間 用 の 
バー ニア を 設置 。 ま た 、 雨 天 時 
や 宇宙 空間 で は キャ ノビ ー で シ 
ー ト 部 を 覆う 。 


趣味 が ドラ イブ で あっ た ミレ ー ヌ 
の 愛車 と し て 、 シテ ィ 7 を 駆け 回 る 
姿 が 確認 され て いる 。 


A バ As 


























ガム リン が プラ 北条 アキ コ が 所 有する スポ ー ツ カー で 、 \/ 
| イペ ー ト の 中 と し 仕事 と プラ イベ ー ト 双方 で 利用 し た 。 小 の 
レー 型 で 小回り の 利く タイ プ と な っ て いる 。 


前 用 いた 。 


貸 リン の スポ ー ツ カー アキ コ の スポ ー ツ カー 

ガム リン ・ 木 崎 が 愛用 する スポ ー ツ カ 
ー で 、 ガ ルウ イン グ 方 式 を 採用 し て いる 。 
車内 に は 後方 確認 用 の モニ ター も 設置 。 









ヤマ 底部 
底部 に 設置 され 
て いる 円 形 の バ 
ー ツ は 、 飛 行 用 












天井 部 や > 
モニ ター を 設置 。 後 方 や 周囲 の 状況 を 瞬時 に 
認 で きる シス テム が 積ま れ て いる 。 





この 時 代 の 乗用 車 は 左 ハ ンド ル が 主流 で 、 
本 車両 も 左側 に 設置 され て いる 。 










6 一 7 人 が 搭乗 で きる タイ プ で 、 荷 物 の 
運搬 に も 適し て いる 。 こち ら も 様々 な タイ 
プ が 運用 され て いた 。 






mb うう 92 が 芝 層 3 < le J) | OR , プロ ト デ ビ ルン が 人 類 0 
る っ コン は Fre 5 1 へ UN に 使用 し た 改造 車両 。 専 用 の スピ リチア 吸収 
emsec ベ N c 装置 を 装備 し て いる 。 ーー 
/ 宮 咽 も あっ た 。 N 
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ec 
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lllustration by Hidetaka Tenjin 


@ デ ー タ @ サ イズ 比較 


し し そこ に コート RO 
全長 と 16.13m 


























VF-17T 改 

















ire Bomber の レイ - ラ ブロ ッ ク と ビ ヒ ー ダ - フ ィ ー ズ が 搭乗 する サウ ン 4 = 
Fe この VF-17T ナイ トメ ア 改 (以下 、VF- a a a の VF-17T 2 
17T 改 ) で ある 。 複 座 型 練習 機 の VF-17T ナイ トメ ア を ベー ス に 改造 が 施 
され た 本 機 は 、 サ ウン ド フ ォ ー ス 専用 機 と し て 必要 な サウ ンド ・ ジ ェ ネ レー 
ター や 大 気 圏内 用 スピ ー カ ー・ シ ステ ム な ど を 標準 装備 し て いた 。 さ ら 
に 、 本 機 に 搭載 され た サウ ンド - ジ ェ ネ レー ター は 同 部 隊 の バサラ 機 や ミレ ー 
ヌ 機 の も の に 比べ て 大 出力 か つ 大 容量 で 、2 機 に 問題 が 生じ た 際 に は これ 
を カバ ー す る こと を 想定 し た 設計 で あっ た 。 ま た 、VF と し て の 基本 性 能 
は ベー ス 機 で ある VF- 1 7D と ほぼ 同等 だ っ た が 、 頑 強 な 機体 構造 に よっ 
て 優れ た サバ イ バ ビ リティ を 誇る 機体 で も あっ た 。 



































バサラ と ミレ ー ヌ を 到 売 だ 還 < 
ザウ ンド だ フチ ナオ 直 本 


IT 
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y VF-17T ナイ トメ ア 改 


介 運用 記録 


* ネ ラル ・ ギ ャ ラク シー と マク ロス 7 特殊 技術 

一 班 に よっ て 改造 が 行わ れ た VF-17T 改 は 、 
サウ ンド フォ ー ス の 隊長 に 任命 され た レイ の 乗 機 
と され 、 ビ ヒー ダ も 同乗 し た 。 前 線 で は 、 フ ォ ー 
メー ショ ン を 指示 する と 同時 に バサラ 機 と ミレ ー 
ヌ 機 を け サポ ー ト する こと が 多く 、 精 神 操作 を 受け 
た バロー タ 軍 兵士 や プロ ト デ ビ ルン に 効果 を 示す 
ボー カル の 52 機 に 比べ 、 目 立っ た 戦果 は 挙げ て い 
な い 。 だ が 、 バ ロー タ 星 系 第 4 惑星 へ の 突入 作戦 
を は じ め と する 激戦 の 中 に あっ て 隊 の 一 角 を 守り 
続け る な ど 、 サ ウン ド フ ォ ー ス に 欠か せな い 機体 で 
あっ た 。 対 ゲベ ペル ニッ チ 戦 で も 隊 で 唯一 無事 に 帰 
還 し 、 サ バイ バビ リティ の 高 さ を 証明 し た 。 














且 標準 装備 


サウ ンド フォ ー ス 専 














機 へ の 改造 ( 





こ あ た り 、 多 


目的 ガン ポッ ド が スピ ー カ ー ・ ガ ン ポ ッ ド (ラン チャ ー 
ポッ ド ) に 換装 され 、 頭 部 レー ザー 機銃 が 廃 され 


た 。 た だ し 、 ベ ー ス 機 の VF-17T の 











定 武装 で 





ある 中 口径 レー ザー ビー ム 砲 と 内 蔵 式 マ イク ロミ 
サイ ル ラ ンチ ャ ー は 装備 され た まま と な っ て いる 。 


4 スピ ー カ ー: ガ ン ポ ッ ド 








ン ポ ッ ド は 手持 ち 式 で は な く 右 脚 部 に 






じ た 状 態 。 こ の 構造 は ベー ス 機 の VF- 1 7 と 同じ で ある 。 


図 は 



















は スピ ー カ 
(ガン マ ) を 運 
役割 も 担っ た 








い 





因数 世 導 ドド 
コク ピッ ト は 複 座 式 で 、 前 席 が レ 
イ 用 の キー ボー ド 型 の サウ ンド ・ ス テ 
ィ ッ クコ ント ロー ル 、 後 席 が ビ ヒ ー タ 
の ドラ ム 型 の サウ ンド ・ プ レー トコ 
ント ロー ル と いう 2 種類 の 操縦 系 を 
採用 し て いる 。 基本 的 に は 前 席 の 
レイ が 操縦 を 担当 し た が 、 後 席 か ら 
の 機体 制御 も 可能 で ある (サウ ンド ・ 
プレ ー ト の 設計 は 難航 し た と 言わ れ 
る ) 。 ま た 、 の ち に サウ ンド エナ ジー 
変換 バッ ク パ ッ ク が 組み 込ま れ た シー 

ト へ と 改装 され て いる 。 





























9 ン ' ( J 
N2 
と サウ ンド - プ レー トコ ント ロー ル を 












RE 

VF-17T 改 の ファ イタ ー 形 態 は 、VF-17 シ リー 
ズ の 特徴 で も る ステ ルス 性 を 重視 し た フォ ルム を 
踏襲 し て お り 、 ベ ー ス 機 と ほぼ 同じ 形状 で ある 。 
また 、 各 種 装備 の 追加 に よっ て 機体 重量 が 増大 
し て いる が 、 エ ンジ ン を VF-17S と 同じ 改良 型 の 
FF-2100X に 換装 する こと で 機動 性 を 確保 し て い 
る 。 















機 首部 分 が 大 
良 元 の 機 人 
、 マ イク ロミ サイ ル 


に 








て いる 。 な お 、 コ 
VTOL (垂直 離着陸 ) 機 
能 を 有する 














4 機体 下面 は 凹凸 を 極 
ゼー ガー : 財 次 の 








































2 ウン エー クビ ーー 

VF-17 シ リー ズ は 肘 部 に レー ザー ビー ム 砲 を 備え る 
こと か ら 、 ガウ ォ ー ク 形態 で も 腕 部 を 折り 畳ん だ 状 借 
で 運用 され る ケー ス が 多い 。 VF-17T 改 は 肘 部 の レー 
ザー ビー ム 砲 を 使用 し た ケー ス は な か っ た が 、 系 列 機 
同様 、 ガ ウォ ー ク は 腕 部 を 折り 畳ん だ まま 運用 
され る こと が ほとん ど だ っ た 。 スピ ー カ ー ・ ガ ン ポ ボッ ド を 
用 いる 際 に は 腕 部 を 展開 する 必要 が ある が 、 本 機 が 
ガン ポッ ド を 使用 する ケー ス は 少な く 、 サ ウン ド フ ォ ー ス 

















能 


























に お いて は ガウ ォ ー ク 形態 の 必要 性 自体 が 他 形態 に 
比べ て 低かっ た と も 考え られ る 。 


向 が 
夕 軍 と の 戦い 








が 、VF-17T 改 は バロー 
で も ピー ム 砲 を 使用 し な か っ た 


メメ 


ァ へ 







いる 部 隊 の 攻撃 を 受け た 
本 機 は 、 ガ ウォ ー ク 
いる 














イド モー ド 
バト ロイ ド 形 態 は 、 サ ウン ド フ ォ ー ス 専用 機 に 共通 す 
る 人 間 の 顔 の よう な フェ イス 部 と 、VF-17 シ リー ズ か ら 
受け 継い だ 重 装甲 が 特徴 で ある 。 機体 設計 強度 も 
+33.5G/-18.0G と 高く 、 サ ウン ド フ ォ ー ス 専用 機 の 
中 で も 突出 し た 強度 を 誇っ た 。 ま た 、 バ トロ イド に 変形 
し て 初め て 胸部 の 内 蔵 ス ピー カー ・ シ ステ ム が 機能 す 
る こと か ら 、 こ の 形態 で 戦闘 に 参加 、 つ まり 演奏 する 
こと が ほとん ど だ っ た 。 



































































AVF-1 
ほか 、 ス ピー カー 
る 。 ま た 、 肘 部 分 の 


有色 状 が 大 きく 異な る 
5 が 大 型 化 


き さ れ て お り 、 肩 部 内 の 











サウ ンド フォ ー ス の 















人 へ 右 膝 部 内 側 に ある の が 、 ス ピー カー ガン ポ ッ ド の 砲 口 で ある , 
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@ 機体 解説 


ウンド フォ ー ス の 専用 機 と し て 改造 され た VF-1 7T ナ イト メ 
プ ァ 改 は 、 機体 内 に 搭載 され た サウ ンド ジェ ネ レ ー タ ー に よ 
り 、 単 機 で サウ ンド エナ ジー を 生み 出す こと が 可能 で あっ た 。 し 
か し な が ら 同 機 の 投入 の 時 点 で バロー タ 軍 と の 戦闘 が 激化 し て い 
た こと も あり 、VF-17T 改 は 常に 追加 装備 で ある サウ ンド ブー ス 
ター 3 号機 が 帯同 する 形 で 運用 され て いた 。 サ ウン ド フ ォ ー ス の 
バッ クア ッ プ を 担当 し て いた VF- 1 7T 改 は 、 サ ウン ド エ ナ ジー を 発 
生 さ せる 機会 は 少な か っ た が 、 バ ロー タ 軍 と の 最終 決戦 に お いて 
大 破 し た 僚機 を 守る た め 、VF-17T 改 の コパ イロ ッ ト 、 ビ ヒー ダ - 
フィ ー ズ が ドラ ミン グ の み で サウ ンド エナ ジー を 発生 させ る 姿 が 目 
撃 さ れ て いる 。 
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バロー タ 軍 と の 最 
終 決 戦 に お いて 、 
大 破 し た ミレ ー ヌ 
機 を か か え 、 サ ウ 
ンド エナ ジー を 発 
生 さ せる VF-17T 
ナイ トメ ア 改 












pe x ルレ E 1/ 上 1- ゴ 人 
mays Leyoa 





bm 





Ullu8」 BB18DIH Ad UOHBJISnI 





| 
] 

























Des1-03 


echani_ heet 


VF-17T ナイ トメ ア 改 











偽 サウ ンド ブースター セット 時 

VF-17T 改 は 、 サ ウン ドブ ー ス ター 3 号機 と ドッ キ 
ング で きる 。 そ の 際 に は 、 時 空 共振 型 サ ウン ド エ 
ナジ ー 発 振 シ ステ ム や 2 基 の 大 出力 サウ ンド エナ 
ジー 変換 増幅 シス テム が 使用 可能 と な り 、 重 量 増 
加 で 機動 性 は 低下 する も の の 、VF-17S 並 み の 
水平 速度 を 発揮 で きる 。 ま た 、 サ ウン ド エ ナ ジー 変 
換 増幅 シス テム の 出力 は 3 機 の 中 で 最も 大 きい 。 
VF-17T 改 の サウ ンド ブー ス 
ター は ゼネ ラル ・ ギ ャ ラク シー 
社 と マク ロス 7 特殊 技術 班 の 
共同 開発 。 惑 星 ラ クス 滞留 時 
に 実用 化 さ れ た . 


みみ サウ ンド ブース ター シス テム OPEN モー ド 


マレ 双 胴 式 の エン ジン ナセル 先端 部 が 分 割 
され て 腰部 続 し 、 ナ セル 基部 側 と 共に 
サウ ンド エナ ジー 発振 シス テム の スピ 
と し て 働く 。 また 、 ブ ー ス ター 側 の エン ジン 
4 基 は 本 体 の 推進 装置 と し て 機能 する 。 









































対 ゲ ペル ーッ チ 戦 で オー ラフ ィ ー 
る VF-17T 改 。 

ー ヌ を 欠く も 、 サ 
ウン ド フ ォ ー ス 機 で 唯一 帰還 を 
果たし た 
























^ ム サウ ンド ブー スタ ー 

の 中 で は 最も 大 
し 学 燃料 ロケ ッ ト 
重工 製 CR-F60A) 
要 部 内 側 に 熟 校 タ ー ビ ン エ 
所 星 /PSW/ ロ イス 製 FF- 
2085F、VF-1 1 の も の を 改装 流用 ) 


を 備え る 0 
= 2 


VF-17T 改 用 サウ ンド ブー スタ 
ーー は 、 強 度 面 に お いて バサラ 
機 、 ミ レー ヌ 機 を 上 回 る も の と 
な っ て いる 。 





人 前 方 か ら 見 た 図 。 エ ンジ 
ン ナ セル に 型 の 外 翼 を 


の み サウ ンド ブー スタ ー シ ス テム 
CLOSE モ ー ド 


人 ムル ドッ キン グ 時 に は ブー スタ ー の 中 央 胴体 部 が VF-17T 改 
の 痛 部 に 密着 し た 状態 と な る 。 ま た 、CLOSE モ ー ド で は サ 
ウン ド エ ナ ジー 発振 シス テム が ナセル 側 に 一 体 化し た まま だ 
が 、 そ の 他 の ユニ ッ ト 配 置 は OPEN モ ー ド と 同じ で ある 。 








“4 左 は VF-17T 改 の 背部 、 右 は サウ ンド ブー 
スタ ー の ドッ キン グ シ ステ ム の 拡大 図 。 ドッ キ 
ング 時 に は ブー スタ ー の 中 央 胴体 部 が 90 度 
引き 起こ され 、 展 開 さ れ た シャ フト (青色 部 
分 ) を 介し 接続 され る 構造 で あっ た 。 














貧 新 コ クビ ピッ ルト 





サウ ンド エナ ジー 変換 シス テム が 完成 、 搭 載 さ れ た こ 
と に より 、 レ イ と ビ ヒ ー ダ の 乗る VF-17T 改 の 複 座 式 コ 
クビ ピッ ト も 、 他 の サウ ンド フォ ー ス 機 と 同じ く 、 シ ステ ム 


の コクピット 全景 

















の 運用 に 対応 し た タイ プ へ と 改修 され た 。 基本 的 な レ 
イア ウト に 関し て は 改修 前 と 同じ だ が 、 シ ー ト の 背 も た 





れ に あたる 部 分 が エネ ルギー 変換 バッ ク パ ッ ク を 備え た 
仕様 と な っ て お り 、 取 り 外 し も 可能 と な っ て いる 。 また 、 
その 分 離 構造 自体 は VF-19 改 、VF-1 1MAXL 改 の も 
の と 共通 の 規格 を 採用 し て いた 。 








後方 か ら 見 た 新 コク ピッ ト 。 シ ステ 

ム の 搭載 に より 、 シ ー ト 形状 が 大 きく 

変わ っ て いる 。 前 旋 に ある サウ ンド ス 

ティ ッ ク コン トロ ー ル の 支持 アー ム も 
認 で きる 。 


サウ ンド エネ ルギー 変換 バッ ク バ ッ 
ク の 基本 的 な 構造 は VF-19 改 や VF- 
11MAXL 改 の も の と 同じ だ が 、 細 部 
は 異な っ て お り サ イズ も や や 大 きい 。 \ 





の 前 席 ( レ イ ・ ラ ブロ ッ ク 専用 席 ) 





















































ムレ イ の 体型 に 合わ せ て 設計 され 見 られ 、 彼 の 身体 に フ し た コク ピッ ト と な っ て いる 。 こ れ に より 、 演 


奏 及 び 機 体 コ ント ロー ル が スム ー ズ に 行え る 。 





3 機 苗 側 か ら 見 た 前 席 の レイ アウ ト 。 シ ー ト 座 面 の 形 
状 が 変更 され 、 前 部 に レバ ー が 追加 され た 。 また 、 シ ー 
ト 左 側 の コン ソー ル ブ ロ ッ ク の 構造 も 変わ っ て いる 。 
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シー ト 後 方 か ら 見 
ドス テ 






ツク は 省 | キャ ノビ ピー や 足元 の 
メイ ン モ ニタ ー バ ネル の 配置 
















ーー も 人 に 
VF-17T 改 の コク ピッ ト か ら サ ウン ドブ ー ス ター の 起動 操作 を 行う レイ 。 サ ウン ドブ ー ス ター 各 機 の 操作 シス テ 
ム は 、VF-17T 改 か “さき う 

FireBomber の ライ ブ で 使う こと も あ - 








下さ れ て いた 。 ま た 、 レ イ た ち は 還 の 機材 で ある バッ ク バッ ク を | 






人 後 席 側 の バッ ク バ ッ ク は 、 身 長 が ら m を 超え る ビ ヒ ー ダ の 体型 に 合わ せ 
に 大 きく 、 胸 当て 部 分 の 形状 も 異な っ て いる 。 


計 さ れ て いる た め サ イズ が 非常 


へ “4 機 首 側 か ら 見 た 後 席 の 
レイ アウ ト ( 前 席 は 省略 )。 





2 0 入 
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シー ト を 取り 囲む フレ ー ム に 、 デ ジタル ドラ ム セ ッ 
ト を 模 し た サウ ンド ・ プ レー トコ ント ロー ル が 配置 さ 
れ て いる 。 シ ー ト 後方 の 円 形 機器 は 銅 負 で ある 。 





後 席 の ビ ヒ ー ダ は 操縦 を レイ に 任せ て ドラ ム 演奏 に 集中 する こと が 多かっ た (構造 上 は 後 席 か ら で も 機体 の コン 


トロ ー ル は 可能 と な っ て いる )。 対 ゲベ ル ニ ッ チ 戦 で ミレ ー ヌ が 負傷 し た 際 に は 、 ド ラミ ング だ け で 歌 エ ネル ギー 
を 発生 させ 、 モ ニタ ー し て いた Dr 千葉 を 驚か せ た 。 
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統合 家 巡 を ペース と し た 
バロー タ 軍 の 
大 規 規 励 謙 


@ 艦 体 解説 


\ つて プロ トカ ルチャ ー を 壊滅 に 追い や っ た も の 

の 、 バロー タ 星 系 に 封印 され た プロ ト デ ビ ルン 。 
復活 し た 彼ら は バロー タ 星 系 調査 団 と 護衛 の ブル ー ラ 
イナ セロ ス 隊 、 さら に バロー タ 星 系 に 移住 を 開始 し て 
いた メガ ロー ド 13 の 乗員 な ど を 洗脳 し て 操り D、 バロー 
闘 可能 な 人 員 だ け で も 数 十 万 人 
規模 と も 言わ れる バロー タ 軍 は 、 
に 改修 し た 大 小 500 程 の 艦船 で 、 大 規模 な 艦隊 を 編 
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機 を ベー ス 


母 に 常駐 する ゲベ ペル ニ 










高司 令 官 と し 、 プ ロ 
する 生体 エネ ルギー 





ち に マク ロス 5 船団 


デビ ルン が 生き る た め に 必要 と 
「 ス ピリ チア 」 の 奪取 に 乗り 出し た 。 

A.D.2045 年 、 マ クロ ス 7 船 団 と 遭遇 し た 彼ら は 、 
工作 員 を 派遣 する な ど 小 規模 な 作戦 行動 を 開始 。 の 
を も 取り 込ん で 大 規模 化し た 艦 





隊 は 、 惑 星 ラ クス に お いて マク ロス 7 船団 
模 な 艦隊 戦 を 展開 し た 。 
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判明 し て いる 盤 種 
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メカ ニッ 
p バロー タ 艦 隊 











頒 括 了 上 葉 宇 四 空母 


も と も と は バロー タ 星 系 移民 を 大 規模 な 外敵 か ら 守 る 
た め に 設計 、 建 造 さ れ た 、 シ ティ 7 の 半分 ほど も ある 超 
大 型 艦隊 指揮 戦闘 空母 。 単 艦 で 大 規模 な 艦隊 に 匹 
敵 する 攻撃 力 、 戦 艦 並み の 機動 力 と 加速 能力 を 備え 、 
単独 で 小 規 模 の (と 言っ て も 1,000 隻 以上 と な る ) ゼン 
トラ ー デ ィ 艦 隊 を 残 減 する 能力 が ある 。 

10 ギ ガト ンク ラス の 反応 弾頭 24 個 を 搭載 し た 対 艦隊 
用 超大 型 反応 弾頭 ミサ イル 8 基 を 主力 兵 装 と し 、 マ ク 
ロス ・ キ ャ ノン 門 を 主砲 と し て 装備 。 他 に も 多数 の ビ 
ー ム 砲 や 近接 ミサ イル ・ フ ァ ラ ンク ス を 各所 に 備え て い 
る 。 ま た 、 可変 戦闘 機 を 500 機 以上 運用 可能 で あり 、 
これ は 通常 規模 の 正規 宇宙 空母 2…3 隻 に 相当 する 。 





























する 同艦 は 「 ゲ ベル ニッ チ 
艦 」 と 呼称 され る こと も ある , 



















規模 の 艦隊 の ! 

















ム は 艦 体 € 
お り 、 左 右 に 伸び た 稲 | R 
ク 兼 艦載 機 射出 口 、 格納 庫 と な っ て いる 










対 艦隊 用 超大 型 反 応 弾頭 ミサ イル 
4 艇 体 後部 中 央 に ある ブリ ッ ジ 


アン グル ド ・ デ ッ キ 
(発進 口 ) 





で ある 
戦闘 指揮 が 可 





信 新 5 巨 天空 司 


バロー タ 軍 が 戦争 最終 局面 で 投入 し た 新型 の 宇宙 
空母 。 バ ロー タ 軍 は 各 戦闘 艦 に 可変 戦闘 機 を 搭載 し 
て いた が 、 最 終 的 に は 専用 空母 の 必要 性 を 認め 、 急 
遼 建 造 され た の が 同艦 で ある 。 
1.000m を 超え る 大 型 艦 で あり 、 反 応 ミ サイ ル ラ ンチ 
ャ ー や 大 口径 ビー ム 砲 、 近 接 ミ サイ ル ・ フ ァ ラ ンク ス な 
ど を 多数 装備 し た 同艦 は 、 空 母 な が ら 重 巡洋艦 クラ ス 
の 火力 を 有 し て いる 。 な お 、200 機 程度 の 可変 戦闘 
機 を 搭載 運用 する が 、 両 艇 に 4 基 ず つの 開閉 式 ス クラ 
ン ブ ル ・ カ タ パ ル ト デ ッ キ を 備え 最大 24 機 の 可変 戦闘 





















































機 を 同時 に 射出 する こと が 可能 で あり 、 搭 載 数 全 機 


200 機 を 展開 する まで 20 分 程度 し か か か ら な い 。 





ン ブ ル - カ タバ ルト デ 
ッ キ と な っ て いる 
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像 キモ キル 能 

「 ギ ギル 艦 ] と し て 知ら れる この 突撃 艦 は 、 標 準 戦 
列 戦 艦 の 設計 を 基 に 総合 性 能 の 強化 を 図っ た 艦 で 
ある 。 エ ネル ギー 転換 装甲 を 2 重 と し 、 大 型 ビー ム 砲 
を 装備 する が 、 運 用 重量 が 原型 艦 の 倍 以上 に な り 、 
当初 予定 し て いた 原型 艦 用 エン ジン の 強化 型 で は 満 
足 な 速力 を 確保 で き な く な っ た 。 ま た 、 要 求 され る 出 C 
力も 増大 し た た め 、 新 規 設計 の エン ジン を 採用 し た 飲 
結果 、 原 型 艦 の 3 倍 を 超え る 運用 重量 の 大 型 艇 と な | 2 
っ て いる 。 優れ た 性 能 を 有 し て いる が 、 標 準 戦列 戦 
艦 の 10 倍 以上 と いう 高 コス ト 故 に 生産 数 は 少な く 、 
バロー タ 軍 の 保有 数 は 12 隻 だ っ た と され る 。 
































マル 艦 後方 の 上 半 部 が 格納 庫 区 画 
で 、 艦 尾 開放 部 は 格納 庫 の オー プ 
ン 式 ゲー ト で ある 。 格納 庫 区 画 の 
下 側が エン ジン 区 画 と な っ て いる 。 

















3 艦 首 マー ク 








艦隊 を 率い る ギ ギ ル 
艦 。 小 規模 艦隊 の 
指揮 機能 ち も 有 し て お 
り 、 バ ロー タ 軍 の 切 
り 札 と し て 運用 され 
マク ロス 7 船 
し て は 先 多 と し て 投 
入 さ れ た 。 


^ 艦 体 は 直線 多面 体 構成 の < 
で 、 武装 は ほ と と は 

な っ て お り 、 て 

大 口径 砲 の 

レン ズ 部 が 中 出し て いる 。 











“4 艦 首 に 艦載 機 発進 口 を 、 前 上 部 に イー ジス 
る - 呼 ば れる 大 規模 セン サー を 配 し て いる 






運用 質量 GO 万 t 艦 後部 の 上 下 に 位置 する フィ ン 状 の 構 


造物 は 放熱 板 で ある 。 



















クリ ー ン と 、 そ の 対面 に 
床 面 に 埋め 込み 式 の オペ レー 











信 禁 準則 史 戦 艦 
バロー タ 軍 の 主力 艦 と し て 運用 され る 量産 型 戦艦 
で 、 バ ロー タ 軍 艦艇 に 共通 する 板 状 に 配 し た エネ ル 
ギー 転換 装甲 を 特徴 と し で いる 。 大量 生産 に よっ て 
生産 コス ト が 抑え られ で お り 、。 運動 性 能 な ど は 同時 
期 の 地球 側 艦艇 の 平均 的 な 水準 に 等 し い 。 一 方 、 
当初 の バロー タ 軍 が 専用 空母 を 保有 し て いな か っ た 
こと も あっ て 、 ぶ 本 艦 に は 最大 40 機 程度 の 可変 戦闘 
機 を 運用 で きる 性 能 が 付与 され て お り 、2 ~ 3 隻 が 
共同 作戦 を 行う こと で 正規 空母 に 相当 する 艦載 機 
展開 能力 を 発揮 し た 。 な お 、 バ ロー タ 軍 は 57 隻 の 
標準 戦列 戦艦 を 保有 し て いた と 言わ れ て いる 。 


“ 艦 首 の 艦載 機 発進 品 
や 艦 体 後 部 の 放熱 板 は 、 











を 類 わ せる 。 











な っ て いる 。 ま た 、 艦 体 の 前 半分 
が 板 状 構成 の 装甲 で 覆 わ れ て いる 











下 が エ ンジ ン 区 画 の 推進 ノズル , 






マク ロス 7 船団 と 艦 
隊 戦 を 行う バロー 
夕 軍 標 準 戦列 戦艦 。 





/ | 
「 回 副 砲 A | 
回 還 @ EN ゆ 


倉 で 、 後 ろか ら 順 に せり 出し 、1 
| き 9 発 の 対 鑑 大 型 ミサ イル を 内 蔵 














「 回 カタ バル ト 


艦 前 方 上 部 は Fz-109 エル ガ 








や 後方 
向 フ ィ ー ル ド で ビー ム を ね じ 曲 
げ て 照準 を 行う 。 






標準 武装 主砲 2 / 副 陣 メ 多数 対 艦 大 型 





「=】 am gr=Jg/j am 本) 』/=】=』ag 




















( 流 SESESN 

航行 性 能 を 重視 し た 設計 の 軽 宇 宙 ダ 巡洋艦 で 、 バ 
ロー タ 軍 艦艇 の 中 で も 最高 の 速度 を 誇る 。 フ ォ ー ル 
ド ・ シ ステ ム も 強化 され て お り 、 1 回 の フォ ー ル ド 航 行 
の 到達 距離 が 長く 、 再 フォ ー ル ド を 短 時 間 で 行え る 
だ け の 出力 の 余裕 も ある 。 また 、 武 装 と 装甲 は サイ 
ズ に 比 し て 優れ て お り 、 強 行 偵察 や 謙 報 任務 、 特 
務 部 隊 の 潜入 工作 と いっ た 幅広 い 用 途 に 対応 可能 
で ある 。 な お 、 同艦 は 計 92 隻 が 運用 され て いた と 言 
われ る 。 


























人 解体 構成 は 標準 戦列 戦艦 に 









艦 首 と 艦 尾 の 開口 肖 


載 機運 用 能力 は 落ち 
































機構 を 備え る 。 曲 面 構成 の 艦 
体 構造 は 、 旧 フ 
艦 で ある こと を 示 


旬 デ ー タ 
全長 P366m 






信 艦 体 の 左右 側面 に 主砲 1 基 と 副 砲 
ら 基 ずつ を 配 し て お り 、 各 砲 の 構造 は 
他 の バロー タ 軍 艦艇 と 同様 で ある 。 


























像 トロ イド 大 穫 輸 送 

バロー タ 軍 の 主力 輸送 艦 で 、43 隻 が 運用 され て 
いた と 言わ れる 。 貨物 と し て 最大 100 機 程度 の 可変 
戦闘 機 を 運搬 する 性 能 を 有 し 、 さ ら に は 駆逐 艦 ク ラ 
ス の 戦闘 力 と 、 巡 洋 艦 に 随行 で きる 水準 の 速力 と フ 
ォ ー ル ド 航 行 能力 を 兼ね 備え て いる 。 そう し た 性 能 か 
ら 戦 闘 盤 と し て の 運用 に も 十分 に 耐え うる 反面 、 艦 
内 スペ ー ス の 多く を 貨物 区 画 に 割 い て いる た めか 、 
艦載 機運 用 能力 は 他 の バロー タ 軍 艦艇 に 劣っ て お 
り 、 総 合 的 な 戦闘 能力 も や や 低い 。 











は 異な り 、 板 状 の 装甲 を 上 
造 が 特徴 。 上 部 が 
イル 含 に な っ て い 


















カタ バル ト 、 下 
は 共通 し て ! 









































信 悟 倫 フリ テート 艦 

バロー タ 軍 の 多用 途 軽 駆 逐 艦 。 同 軍 で 最も 多く 
生産 され て いる 艦艇 で 、294 隻 が 運用 され て いた と さ 
れる 。 この サイ ズ の 艦艇 と し て は 武装 と 装甲 、 機 動 
性 の バラ ンス に 優れ る 。 さ ら に 、2 機 (最大 3 機 ) の 
可変 戦闘 機 を 搭載 、 運 用 で きる こと か ら 万 能 性 も 高 
く 、 様 々 な 任務 を 遂行 する 能力 を 有 し て いる 。 艦隊 
規模 の 運用 か ら 小 規模 の 偵察 、 索 敵 、 、 謀 
報 活動 まで 、 あ ら ゆ る 用 途 に 投入 され 高い 運用 性 を 
示し た 。 


























> 。 散 体 中 央 
下部 に は 対 艦 イル の 射出 


機構 を 備え る 。 









































@ デ ー タ 





艦 体 中 央 側面 に ビ 








あり な / 装 が 豊富 で y 
[ 」 の 戦闘 な どの 大 規模 艦隊 戦 
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chani_ Sheet 
メカ ニッ クシ ー ト 
VF-228S シュ トゥ ルム フォ ー ゲ ル I 





YF-21 の 
あ / エ し 半 有 機 







@ 機体 解説 


ルフ 期 全 領域 可変 戦闘 機 (AVF) 開 発 計画 「 ス ー パ ーー* ノ ヴァ 計画 ] 
ノヽ で 開発 され た YF ら 1 を 原型 と する 機体 で 、 コンペ ティ ショ ン で 
YF-19 に 敗れ な が ら も 高 性 能 を 示 じ だ YF-2』 の 基本 設計 を 忠実 に 受 
け 継 いで いる 。 一 方 で 、 原 型 幾 の 特徴 の ふと つ で も あっ た BDI(Brain 
Direct Image) シ ステ ム | ま 大 幅 に 簡略 化 べ れ て お り 、 有 視界 の 手動 
縦 に 対応 し た シズ 其 ム 変更 が ざれ て いる 。 ま た 、 ほ ば 同時 期 に 制 
式 採用 され た VEST9 エク スカ リバ ー に 比べ て 大 型 な こと か ら 武 装 搭 
載 量 に 優れ VF-19 を 凌ぐ ポテ ン シ ャ ル を 持つ と も 言わ れる 。 バ ロー 
タ 軍 と の 戦い で 運用 ざれ た マク ロス 7 船団 の マク シミ リア ン ・ ジ ー ナ ス 
(マッ クス ) と ミロ ファ リー ナジ 蘭子 ス 専用 の VF:=22S は 、 パ イロ 
ッ ト の ネ ろ パリ ュー と その カラ ー リ ング か ら 請 特に 有 名 で ある 。 














※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 電 サイ ズ 比 較 








@ 主 要 バ パイ ロッ ト 





空虚 重 置 9340kg 





30000m 以 上 時 ) 。 


























lllustration by Hidetaka Tenjin 





メカ 





@ 運用 記録 


F-28228 は VF-17 ナイ トメ ア に 代わ る 特務 作 
V 戦 用 の 機体 と し て 少数 の 生産 が 承認 され 、 
042 年 に 制式 採用 され た 。 マ クロ ス 7 船 団 で も 
試験 的 に ライ セン ス 生 産 が 行わ れ 、 マ ックス 専用 機 
と し て 2 機 (1 機 は 予備 機 ) が 工場 艦 で 生産 され た 。 
同機 は 「 オ ペレ ーション ・ ス ター ゲイ ザー」 に お ける 
敵 拠 点 最深 部 へ の 単独 突入 な ど ( 作 戦時 の コー ル 
サイ ン は 「 ブ ルー ゲイ ザー」) 、 作 戦 の 切り 札 的 な 運 
用 が な され た 。 ま た 、 予備 機 に は 最終 決戦 で ミリ ア 
・ フ ァ リ ー ナ ・ ジ ー ナ ス が 搭乗 し て いる 。 











echani_ heet 


VF-228S シュ トゥ ルム フォ ー ゲ ル I 



















島 本 を 京 装 

VF-22S の 武装 は YF-21 と 同様 で 、 固 定 武装 
と し て 対空 レー ザー 砲塔 1 基 と 半 固定 式 の ビー ム 
砲 2 基 を 装備 し て いる 。 ま た 、 機 体 下面 の 収納 式 
ウェ ポン ベイ に は 、 高 機動 マイ クロ ミサ イル クラ ス 
ター を 始め 、 各 種 兵 器 パ レッ ト を 収納 で きた 。 


























「 オ ペレ ーション ・: ス ター 
ゲイ ザー」 で は 、 敵 中 枢 に 
対し て 攻撃 を 行う た め に 
反応 弾 を 使用 し て いる , 


, 多目的 ガン ポッ ド 
ハワード BP-14D 









の // 
と 


a 
る YF-21 と 同様 の カー 


サイ ル が 効果 的 に 
」 用 いら れ た 。 





島 ニン ビルト 

操縦 系 の BDI シ ステ ム が 簡略 化 さ れ た こと に 伴 
い 、 コ ク ピ ッ ト 構 造 も 一 般 的 な VF に 近い シス テム 
に 変更 され た 。 な お 、 本 機 の BDI シ ステ ム は サブ 


コン トロ ー ル シス テム と し て 機能 し 、 高 い G の か か 4 


る 空戦 機動 時 に 火器 制御 や チャ フ 、 ス モー ク の 
使用 な ど を 補助 し た 。 














が 要求 され た 





れ て いる 






























信 ガウ ォ ー ク モー ド 

VF-22 は エン ジン ブロ ッ ク と 脚 部 が 独立 し た YF-21 
の 機体 設計 が 踏襲 され 、 ガ ウォ ー ク 形態 も エン ジン ブ 
ロッ ク が 本 体側 に 残る 独特 の 構造 を 受け 継い で いる 。 
この 構造 は メイ ン エ ンジ ン の 推力 の 効率 的 な 使用 を 可 
能 に し て お り 、 従来 の VF の 同形 態 に 比べ て 機動 性 に 
優れ る 。 た だ し 、 マ ックス 機 が 運用 され た ケー ス で は 高 
速 戦闘 を 行う こと が 多かっ た た め 、 ガ ウォ ー ク 形態 を 
いる 場面 は ほとん ど な か っ た 。 これ は 通常 で あれ ば ガウ と マ ックス 機 
ォ ー ク 形態 を 用 いる よう な 地形 に お いて も 、 ファ イタ ー エン ジン ブロ ッ ク が 機体 後部 に 残る ガウ ォ ー ク の 構 
- ら 1 と 変わ ら な い 。 ち な み に 、 機 体 色 の ブ 


の マッ クス 専用 機 よ り も 水色 に 近い 色 
合い と な っ て いる 。 




























































形態 の まま で の 高速 移動 を 可能 と し た ほど の マッ クス 
の 高い 技量 に よる と ころ が 大 きい 。 





トミ リア 機 
有 視 界 戦闘 に 対応 する た め 、 キ ャ ノビ ピー 部 分 が 拡大 され 
て いる (マッ クス 機 も 同様 )。 ミ リア 機 も 同じ VF-22S な 
リン グ が 異な る 以外 の 仕様 は 同じ で ある 









マッ クス 機 は バロー タ 
の 戦闘 で も ガ 
ウォ ー ク 形態 を 用 い ず 、 
バト ロイ ド へ の 
ど で 見 せ 
よう だ 


















マヤ 機体 下面 の カバ ー (ガン ポッ ド を 収納 
し た 部 分 ) が 左右 に 展開 し 、 ホ バー 移動 


トル 7 か ら サ 


す 力 


講 





ズル に ホバリング 用 の 
推力 が 送ら れる 。 


を 











島 デ 


YF-21 と 同型 の エン ジン を 搭載 し た VF-22S 
は 、 原 型 機 と 同等 の 出力 を 有 し て いる 。 さら に 本 
機 の 場合 、BDI シ ステ ム の 簡略 化 と 関連 セン サー 
類 の 排除 に よる 軽量 化 が な され て お り 、 そ れ に よ 
っ て ファ イタ ー 形 態 の 水平 飛行 速度 と 機動 性 能 
が 向上 し て いる 。 無論 、 そ の 性 能 を 十 全 に 発揮 
する た め に は 、 パイ ロッ ト の 強 萌 な 体力 と 高度 な 
操縦 技術 が 必要 と な る 。 











可変 ペク ター ド ノ ズ ル 


で 構成 され た / | 















マッ クス 機 
ング は マッ クス の バー ソナ ルカ ラー 
青 を ペー ス に 、 白 い ラ イン が 施さ れ て 
いる 。 フ ォ ル ム は YF- ら 1 と ほぼ 同じ で ある 









高速 飛行 時 
尾 可 を 機体 
性 は 低下 す 






















バト ロイ ドモ ー ド 





BDI シ ステ ム を 介し て 自分 の 身体 を 動か す よ うに バト 
ロイ ド 形 態 を 操る こと が 可能 で あっ た YF-21 と は 異な 
り 、BDI シ ステ ム を 簡略 化し た VF-22 は 従来 の VF と 同 
じ く 基 本 的 に は マニ ュ ア ル で 操縦 し た 。BDI シ ステ ム 
の 簡略 化 に は 、 コ スト 削減 や メン テ ナ ン ス 性 の 向上 と 
いっ た メリ ッ ト も ある が 、 そ の 背景 に は 無人 兵器 の 制 
式 採用 を 狙う AI 兵器 推進 派 の 圧 カ ーー ゴー スト X-9 
を 撃墜 し た YF-21 の 採用 が 、 無 人 機 不 要 論 を 引き 起 
こす 可能 性 を 危 企 し て いた 一 一 が あっ た と され る 。 結 
果 、BDI シ ステ ム を 制限 され た 本 機 だ だ が 、 ゼ ント ラー デ 
ィ 系 技術 の 導入 に よっ て 、 高 い 格闘 戦 能 力 を 発揮 し 
た YF-21 の バト ロイ ド の 特性 は 受け 継が れ て いる 。 


敵 拠点 中 枢 で 反応 弾 の 





マッ クス 機 
ヘッ ド ユ ニッ ト の フェ イス 





る 。 そ れ 以 外 に YF-21 か 


ら の 大 き な 変 更 は な い 










ミリ ア 機 
ア 機 の フェ イス 部 も マ 
ックス 機 と 同じ 。 な お 、 バ 
トロ イド 時 に は キャ ノ ピ ビー 
の 透明 部 分 に の み 防 護 シ 
ャ ッ タ ー が 下り る 構造 と な 
っ て いる 。 








突破 し よう と し た 













ロイ ド 時 で も 推力 
の 偏向 が 可能 で 、 
優れ た 機動 性 を 生 


で J 


の 出し た 。 


人 足 裏 に は ガウ ォ ー ク 形態 
で も 用 いら れる 補助 VTOL 
ノズル が 内 蔵 さ れ て いる 。 








と は や や 異な っ て いる 。 
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@ 機体 解説 


F-1 バル キリ ー に 続く 名 機 
11 サン ダー ボル ト は 、 改 修 を 施さ れ て 
合 軍 の 主力 可変 戦闘 機 (VF) の 座 信 あ り 続 
た 。 そ の バリ エー ショ ン の @⑧ 記 ゆ に あたる VF-11C(C 
型 ) は 、VF-11B (B 型 )》 を 政 良 し た タイ プ で 、 ら 040 
年 代 か ら 本 格 的 な 運 山 が スタ ー ト し た .。 
性 、 整 備 性 の 良 寺 と いっ な だ VF- 1 1 の 特徴 は その ま 
に 、 航 行 用 電 記 装備 つ ァ アビオニクス ) の 更新 に よっ て 運 
用 性 の 向上 が 図れ て いる 。B 型 か ら の 機種 転換 が 
順次 進め られ た 本 機 は 、 長 距離 移民 船団 な どの 主力 
機 と し て 、* 第 一 線 で 運用 され て いる 





と し て 挙げ られ る VF- 



























※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 







全 展 ト 15.51m_ 
全幅 ゅ 11.2m 
IOO0kg に で 導 1 

P 新星 PSW プ ロイ ス FF-2055GX 8_ 
推力 8.500kg (宇宙 空間 骨 間 最大 推力 )X ら 
ニア . ス ラス ター PS&W_HMM-5B 
宮 度 10.000m 時 ) / M8.2+ 





(高度 30.000m 以 上 時 ) 3 3 
戦 聞 上 算 限 度 > 48.000m ( 条 量 和 導 へ の 入出 本 は 大 嘆 ブ ー ス タ 











地 後方 対ソ ルス レー 
フ & フ レア ディ スペ ン サ ーx 2 ルド X 1 (バト ロイ ド 時 
標準 装備 ) 大気 彫 外 用 スー パー バー ツ 取 り 付け 可能 (マイ クロ ミ 
ラン チャ ーX 4 装備 }) < 他 オ プシ ョ ン 兵 装 多数 


@ 開発 系 譜 | 


ン ポ ボッ ド / チ ャ 























# サ イズ 比較 

















E 要 パイ ロッ ト 
Mr 


= 一 
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Iays Leyoaa 








ッ ク シ 


p 録 


型 は B 型 の 実戦 配備 と 並行 し て 開発 が 進め ら 
Ln 2040 年 に な つて よう や く 第 一 線 の 部 隊 
へ の 配備 が 開始 され た 。 本 機 の 代表 的 な 配備 先 
と し て 、 第 37 次 超 長 距 離 移民 船団 (マク ロス 7 船 
団 ) が 挙げ られ る 。 な お 、 同 船団 が 地球 を 出航 し た 
2038 年 の 時 点 で は B 型 が 主力 機 だ っ た こと か ら 、 
航海 の 途中 で C 型 の 量産 と 配備 が 始ま っ た と 考え ら 


@ 運用 












れる 。 ま た 、 ら 045 年 に 発生 し た バロー タ 軍 と の 
戦闘 で は 、C 型 が マク ロス 7 船団 の 戦力 の 中 核 を 担 





っ て いた 。 し か し 、 バ ロー タ 軍 VF の 性 能 と 物量 に 
は 敵 わ ず 、 大 き な 被 害 を 出し て いる 。 


echanic_ heet 


p VF-11C サン ダー ボル ト 

































( 法 ER 

C 型 は 固定 武装 の 後方 対空 パル スレ ー ザ ー 砲 
1 基 と 、B 型 と は 異な る ガン ポッ ド を 標準 装備 し て 
いる 。 ま た 、 脚 部 ウェ ポン ベイ に は 大 型 ミ サイ ル 
を 搭載 可能 で 、「 オ ペレ ーション ・ ス ター ゲイ ザー] 
で は 敵 拠 点 の 中 枢 を 攻撃 する た め の 反応 弾 が 装 
備 さ れ た 。 

















コク ピッ ト の 構造 は B 型 と 同じ で 、 シ ー ト 正面 に 
メイ ン デ ィ ス プレ イ と 左右 に 各種 補助 機器 が 配 さ 
れ て いる 。 また 、VF-1 1 は コク ピッ トブ ロッ ク が 脱 
H ポ ッ ド と し て 機能 する 。 











5 の アク チュ 


で 開閉 す 








ーー マ 多 目的 ガン ポッ ド 


























バト ロイ ド 時 ま 、 
に 複数 の 
開 さ れ 、 視 界 る 


被弾 し た 際 に は コク ピッ トブ ロ 
ッ ク が キャ ノ ピ ー ご と 本 体 か ら 
分 離し 脱出 ポッ ド と な る 















VF-11C の ファ イタ ー 形 態 の 特徴 と し て 、 他 の 
VF-11 シ リー ズ 同 様 、 カ ナー ド 前 翼 と 可変 式 主 
械 に よる 高い 機動 性 が 挙げ られ る 。 ま た 、 大 気 
圏外 で 運用 され る 場合 は 、 基 本 的 に 専用 の スー 
パー パー ツ を 装備 する 。 大 気 圏外 用 と は 別に 、 


た 









































大 気 園内 用 スー パー パー ツ も 開発 され 、 特 殊 作 
戦 な ど に 用 いら れ た 。 な お 、 バ ロー タ 軍 と の 戦闘 
に お いて は 、 本 来 の 機動 性 を 発揮 する こと な く 撃 
墜 さ れる こと も 多かっ た 。 これ は 、 マ クロ ス 7 船 団 
の VF 部 隊 の 練 度 が 低かっ た た め と も 考え られ る 。 
























メー パー パー 
備 し た 状態 で 出撃 


て いる , 







































頒 ロイド モード 


バト ロイ ド 形 態 の 構造 に B 型 か ら の 変更 は 見 られ な 
い 。 キャ ノビ ピー カ バ ー が 変更 され た 程度 で 、 機 体 その 
も の の 性 能 に 限れ ば (アビ オニ クス の 更新 に よっ て 総 
合 的 な 性 能 は 向上 し て いる が )、B 型 と ほぼ 同じ で あ 
る 。 た だ し C 型 で は 、 標 準 装備 の ガン ポッ ド か ら 銃 剣 
が 取り 除 か れ て お り 、 こ の 仕様 変更 は B 型 の ガン ポッ ド 
(GU-15) が 高 コ スト だ っ た こと に 起因 し て いる と も 考 
えら れる 。 こ れ に よっ て C 型 の 近接 戦闘 能力 は B 型 に 
比べ る と 低下 し て いる 点 は 否め ず 、 実 際 に マク ロス 7 
船団 に お ける 運用 で も バト ロイ ド で 近接 格闘 戦 を 行っ 
た ケー ス は ほとん ど 確 認 さ れ て いな い 。 バト ロイ ド は 主 
に 、 乱 戦時 に ガン ポッ ド な どの 射 界 を 広く 確保 する た 
め に 用 いら れる こと が 多かっ た よう だ 。 

C 型 で の 再 量産 に あたっ て 改修 が 施さ れ た スー パー 
パー ツ は 、 コ スト ダウ ン の た めか マイ クロ ミサ イル ラン チ 
ャ ー (HMMM-Mk6) の 射出 口 が 左右 それ ぞ れ B 型 
用 の 4 基 か ら 2 基 に 減ら きれ て いる 。 こ れ に より B 型 の 
スー パー サン ダー ボル ト に 比べ て 連射 速度 が 劣る も の 
の 、 基 本 性 能 に 大 き な 違 い は な か っ た と 考え られ る 。 







































































ム 上 は スー パー バー ツ を 装着 し た 
ー サ ンダ ー ボ ルト の バト ロイ 
キャ ノビ ー カ バー の 変更 











バト ロイ ド の マニ ピュ 
部 分 は 手 の ! 











偽 ドー ム 半 備 型 

VF-11 は 搭載 重量 の 大 き さ が 特徴 の ひひ と つ で 、 任 
務 に 応じ た 様々 な オプ ショ ン パ ッ ク を 装備 で きた 。 レ ド 
ー ム 装備 型 は その 一 例 で 、 本 機 が 電子 戦 や 偵察 用 
の 機体 と し て 運用 で きる だ け の 汎用 性 を 有 し て いた こと 
を 示し て いる 。 また 、 レ ドー ム 装 備 機 に は 、 ス ー パ ー 
パー ツ や ガン ポッ ド も 装着 され て お り 、 標 準 装備 機 ほど 
で は な い が 実 戦 に も 耐え うる 仕様 だ っ た と 思わ れる 。 






































シテ ィ 7 が 
させ られ た | 
ドー ム 装 備 





こ は 多 く の レ ドー ム 装 備 機 
集 を 行っ た 
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204O 年 代 の 統合 軍 を 代表 する 
主力 名 変電 闘 半 の 改 節 型 
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chani_ heet 


メカ 
VF-11C サン ダー ボル ト 



































頒 大 毛 画 内 スー バー バ パーツ 
VF-11 サン ダー ボル ト 用 に 開発 され た 大 気 圏内 
スー パー パー ツ と 、 そ れ を 装備 し た VF-11C (C 型 )。 
VF-11 は カナ ー ド 前 翼 を 装備 する こと で 高い 大 気 國 
内 機動 性 を 実現 し て いる 。 本 オプ ショ ン は 火力 の 大 
幅 な 増強 と 同時 に 、 出 力 強 化 に よっ て 優れ た 運用 
性 を 発揮 する こと が 可能 と な っ て いる 。 
バロー タ 星 系 第 4 惑星 へ の 強 租 
作戦 「 オ ペレ ョ ン ・ ス ター ゲ 
イザ ー」 で 運用 され た 、 大 気 圏 
内 用 スー パー パー ツ 装 備 の VF- 


偽 フレア ー マ ー ド サン ダー ポル ト 
戦闘 機 的 な 機体 特性 に 起因 する VF の 陸戦 能力 
の 不足 を 補う こと を 目的 と し た 、 専 用 の プロ テク ト ・ ア 
ー マ ー 装 備 の VF-11 を 「 フ ルアー マー ド ・ サ ンダ ー ボ ル 
ト ] (型式 番号 :APS-1 1) と 呼ぶ 。 バ トロ イド 形態 の ほ 
全身 を 覆う 装 軸 ユニ ッ ト に は 、 マイ クロ ミサ イル や 
グレ ネー ド 、 連装 ビー ム 砲 を 備え 、 圧 倒 的 な 火力 と 
防御 力 を 発揮 する 。 マク ロス 7 船団 に お いて は 惑星 
ラク ス 軌 道上 の 戦闘 な ど で 運 用 され 、 ダ イヤ モン ド フ 
ォ ー ス 金龍 大 尉 の 最期 の 乗 機 に も な っ た 。 
マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー を 
一 斉 発 射す る 金龍 の フル アー マ 
ー ド : サ ンダ ー ボ ルト 。 彼 は 出撃 
準備 中 の 05 号 機 に 強引 に 乗り 
込み 戦場 に 出 た 。 




















る VF1 1 本来 の ス 
マー トド な フォ ルム か 
ら 一 転 し て 、 重 厚 
な 外観 と な る 。 そ 
の 耐 弾性 は 非 
高く 、 ガ ン ポ ッ ド ク 
ラス の 火器 の 直撃 
に も 耐え うる 。 




















































































人 へ 大気 園 内 用 スー パー バー ッ 

た VF-1 1C の ファ 態 。 各 ユニ ッ 
ト の 装備 部 位 は 、 大 気 圏 外用 スー パー 
パー ツ と 同じ で ある 。 















マ 大 気 賠 内 で は 機体 下部 の エア イン テー ク 
の シャ ッ タ ー を 開い た 状態 で 運用 され る 。 EE 
ッ ト ブ ー ス ター の ノズル は 上 下方 向 に 挫 












し た 182 の VF 隊 の ほ 
と 用 スー パー バ 
で 編成 され て 





突入 。 自 機 も ろ と も に 英 艦 を 撃 





「 オ ペレ ーション スタ 












る スー パー パー ツ 装 備 
時 の 機体 下面 。 ス ー パ 
ー パ ー ツ 装備 時 に は 、 
尾 買 は 収納 され る 。 


作 型 長 砲身 型 高 買 通 ガン ポッ ド 。 砲身 


専用 の 大 型 ブ ー ス ター ユニ ッ ト を 装備 する 。 ブ ー 
前 部 に マル チ セ ン サ ー を 備え る 。 





ミサ イル ラン チャ ー 内 蔵 の ジ 
ター。 上 部 に エア イン テー ク を 、 先 端 の 
上 下 に ミサ イル の 発射 口 を 備え る 。 


スタ ー は 装甲 ユニ ッ ト 分 離 後に も 残す こと が 可能 。 


際 に 射出 
いて いる 。 





側面 / 後 方 -、 レ 一 
SR 和 















マク ロス 7 船団 の 危 
機 を 救う た め 、 病 


のみ 武装 コン テ ナ 


大気 圏内 用 スー パー バー ツ 装 






ン ャ ーー、 0 備 の バト ロイ ド ) プー ヌ タ ー 
ER 0 ED ユニ ッ ト が 大 気 圏外 用 の も の より 
砲身 の 上 部 が 大 型 弾倉 で 、 予 備 は 携 な が ら 制 止 を 振り 切 RN 


行 し な い 。 グ リッ プ 上 の ユニ ッ ト は 駆動 に に ) っ て 出撃 し た 金龍 の 
パワ ー バ ッ ク 。 あ まり に 大 型 で ある た K N べべ S、 フル アー マー ドサ 
め 、 新 兵 に は 扱い され な い 。 SQ ンダ ー ボ ルト 。 


/ 
























ク 直 3 ミサ ブース ター ユニ ッ 
ミサ イル / い 

の 武装 の ルル ハッ ト の ベク ター ドブ ー ス 

[2 ーッ ト に も マ 」 ラ トス ラス ター ノズル 

| a a | ユニ ッ ト に も マイ クロ ミサ イル ラン ・ ズル 

回 肩 部 ミサ イル ラン チャ ー チャ ー を 有する 。 に よっ て 、 高 い 運 動 


肩 部 ミサ イル ラン チャ ー に は 片側 5 発 X3 列 、 計 15 発 の ヒュ ー 性 を 発揮 する 。 


ズ HMMM-Mk6 マイ クロ ミサ イル が 装填 され て いる 。 


装着 され る 武装 コン テ ナ は 、 ユ ニッ ト 中 央 部 
分 の 装甲 バネ ル が 開閉 式 の ウェ ポン / ハ ッ チ と な っ て いる 。 ま た 、 尾 部 
に は 後方 用 マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー を 配 し て いる 。 














2 = = 
国 胸部 ミサ イル ラン チャ ー 

サイ ル ラ ンチ ャ ー は 9 発 XP2 の HMMM-MkB を 装填 し て い 

サイ ルッチ は それ ぞ れ 機体 内 側 に 向け て 開く 構造 。 

















アー、 

固 連装 ビー ム 砲 

上 の 連装 ビー ム 砲 は エネ ルギー パッ クー 体型 で 、 
続発 射 が 可能 。 回 転 軸 を 有 し 、 離し も で きる 。 























人 マイ クロ ミサ イル 
バー バー ツ の マイ クロ ミ 
! い られ る ミサ イル 弾 。 先 端 に 小型 
動 バ ー ニ ア を 備え る 。 


| ~ KN 
回 シー ルド 

| フル アー マー ド 機 に は 
ブ ア ー マ ー 装 備 の 大 型 










常 の 防弾 シー ルド で は な く 、 リ アク ティ 
ー ル ド が 装備 され る 。 














DaoOa 


『 自 手持 ち グ レネ ー ド 


| 腰部 装甲 ユニ ッ ト 側面 に は 手 投げ 式 グレ ネー ド を 片側 3 発 ずつ 備 
える 。 な お 、 金龍 機 で は 用 いら れ て いな い 。 


Pp , a 

回 ブー スタ ー ユ ニッ ト 

ブー スタ ー ユ ニッ ト は 大 重量 に 最適 化 さ れ て いる た め 、 装 甲 
排除 時 に は スー パー パー ツ 装 備 機 を 潜 ぐ 機動 性 を 発揮 する 。 








[4 9 =~ 

| 回 脚 部 ミサ イル ラン チャ ー 

| 脚 部 装甲 ユニ ッ ト の ミサ イル ラン チャ ー は 前 後に 分 割 され て 
| お り 、HMMM-Mk6 を 6 発 ずつ 装填 し て いる 





| ト 防弾 シー ルド | 








ト 先 端 部 の 中 央 に は 、 
セン サー を 上 下 1 基 
ずつ 備え て いる 。 








ー ル ド は VF-1 1 の 固定 装備 で 、 大 気 圏 


内 用 スー パー. 特有 の 装備 で は な い 。 ス 
\ー バ ー ツ に ほぼ 干渉 な く 扱え る 
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@1994 ビッ クウ エス トノ マク ロス 7 製作 委員 会 


で Yo (WS て 洋 鞍 


@ 機体 解説 


プロ ト デ ビ ルン 用 の 戦力 と し て 結成 され 
財 の 専用 機 。 複 座 型 VF-11D を 改 き 
機 が 生産 され た グ バ 上 
め 、 軍 パ イロ ッ ト と 共に エン ジン を ライ トラ 
バー ニア シス テム も VF-19 量 産 機 用 の も の に 3 で 推力 が 
向上 し て いる 。 さ ら に カナ ー ド も 大 型 の も の に 計 し て いる が 、 大 
気 内 に お ける 巡航 速度 、 機 動 性 は VF- 11C に 比べ や や 劣 


















ジャ セミ 隊員 












乗 する 











@ データ 
全長 16.08m 
全幅 と 11.om 3 3 
空虚 重 二 > 11.200kg (専用 スー パー バー ツ 含 お ) 3 
エン ジン 新星 / PSW / ロ イス FF-2025Sx2 (2025G の 
チュ ー ン 型 ) 

エン ジン 推力 k 31.700kg (宇宙 


急 開 発 系 譜 B 


空間 明 間 最大 推力 ) x2 

















※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 
スラ スタ ー P&W HMM-7 
グ バ ー ズ 専用 機 専用 スー パー パー 


補助 エン ジン » 高 機動 バ 
武装 大気 圏内 2 両用 












射出 可能 ) X 1 / ズ 防弾 シー ルド x1 プチ 
ャ フ 8 フ レア ディ スペ ン サ ーX ら 


急 サ イズ 比較 
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chani_ heet 
メカ ニッ クシ ー ト 
p VF- 1 1 改 サン ダー ボル ト ジャ ミン グ バ ー ズ 専用 機 





















作 トロ イド モー ド 
サウ ンド ブー スタ ー を 開放 する 必要 性 か ら 、 ジ ャ ミン 
グ バ ー ズ に よる この 機体 の 運用 は 「 フ ァ イ タ ー モ ー ド で 
前 線 ま で 移動 、 そ の 後 バト ロイ ドモ ー ド に 変形 し 、 フ ォ 
ー メ ーション を 組む ] と いう 流れ が 基本 と な っ て いる 。 そ 
の た め 本 機 が ガウ ォ ー ク モー ド で 運用 され る こと は 非常 
に 稀 で あっ た 。 ファイ ター モー ド か ら バ トロ イド へ の 変形 
は 、 原 型 機 の VF-1 1 同様 スー パー パー ツ を 装備 し た ま 
まで も 可能 で 、 か つ 短 時 間 で 変形 を 終え る こと が で きた 
アァ イ ター モー ド 。 コ ク (変形 時 間 の 短縮 は 、 ガ ウォ ー ク 形態 を 経由 し な いた 


_ 信 ライ ター モー ド 

@ 運用 記録 時 空 共振 型 ス ピー カー シス テム 
を 搭載 し た 大 気 内 外 両 用 スー パ 

ee 1D 改 を 運用 し た ジャ ミン グ バ ー ズ は 、 民 。。 バー ッ を 搭載 し た ファ イタ ー 形 
間 人 と いう こと も あり 、 激 戦 区 か ら や や 引い 態 。 こ の パー ツ は 標準 固定 装備 

た 位置 で の 援護 に 終始 し て いた 。 こ の た め 同 隊 で あり 、 サ ウン ド フォ ー ス 機 用 の サ 
は 、 被 撃隊 数 0 な が ら 目 立っ た 戦果 は な し と いう 、 ウン ドブ ー ス ター の よう に パー ツ の 
いさ さか 期待 外れ の 結果 に 終わ っ た 。 た だ し 、 ジ ャ み で の 飛行 は で き な い 。 パー ツ | 
ミン グ バ ー ズ の 周囲 に 配 さ れ た 部 隊 の 士気 高揚 に 。 の 強制 排除 は 可能 。 
は 繋が っ た と 言わ れる 。 余 談 な が ら ジ ャ ミン グ バ ー 
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の 6 ラッ め 、 腕 部 ・ 脚 部 が 同時 に バト ロイ ド に 変形 で きた こと も 
ズ の 一 般 公 開 時 に は 、 メ ン バ ー の 千歳 : リ ッ プ ル が < 一 因 で あっ た ) 。 スーパ ー パ ー ツ の エン ジン は 、 搭 乗 者 
レオ ター ド 姿 で 愛 機 の 前 で ポー ジン グ し た こと で 、 ee / の 生命 維持 を 優先 し た 結果 、 緊 急 時 に 安定 し た 加速 


彼女 の 前 に 殺到 し た カメ ラ 小 僧 が 将棋 倒し に な り 、 
100 名 ほど が 負傷 する 事故 が 発生 し た 。 こ の 一 件 
は 、 長 らく "ジャ ミン グ バ ー ズ の 最大 戦果 "と 控 搬 さ 
れ た と いう 。 


で 最大 推力 で 離脱 で きる チュ ー ン ド と な っ て いる 。 スー 
パー パー ツ 装 備 時 の 本 機 の 燃料 搭載 量 は 、 最 大 で 5 
分 間 の 最大 推力 で の 機動 を 行え た が 、 こ れ は 戦場 か 
ら マ クロ ス 7 へ と 帰還 する の に 十分 で あっ た 。 








みみ サウ ンド ブー スタ ー OPEN 時 
歌 エ ネル ギー の 出力 増大 に より 、 時 空 共 スピ 
コ ニ ッ ト 上 部 が 








AVF-11D 改 は 、 通 
VF-1 1 より も カナ ー ド 相 
が 大 型 に な っ て いる 


























キャノ ピー OPEN 時 
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chani_ heet 


p VF-17 ナイ トメ ア 















@ 主要 パイ ロッ ト 





ガム リン ・ 木 崎 


ステ ルス 性 能 を 道 求 し た 衝 丈 作 引 放 事 VF ヾ 





lllustration by Hid 





る @ デ ー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 者 サ イズ 比較 
全長 15.63m ew 略 ーー 
全幅 と 14.18m 














WRXPRS TDKE、 ーー 
ょ 』 59.500kg( 宇 軸 空 間 瞬 間 最 大 推力 )X ら 5 。 | ツ 
ア ・ ス ラスター P&W HMM-6B_ 
M21+ 





な ら 衛 星 軌道 まで の 進出 が 可能 

レー ザー 砲塔 X 1 中 口径 ビ | vr」 
一 製 MC-17A 40mm7 鉄 身 
ル ラ ンチ ャ ー メ 4/ 他 オプ 


武装 ゅ レー ザー 砲 メ X ら ン 
ー ム 砲 X ど ゼネ ラル ギャ ラ 
グ ガ ン x 1 ンマ イク | 
ショ ン 兵 装 多数 


@ 開 発 系 


| vi 記 











_@ 機体 解説 


幸太 ルル ・ キ ギャ ラク シー 社 が 開発 し た 特殊 作戦 用 の 
敵 基 持 闘 橋 で 、| ナイ トメ ア 」 の ペッ ト ネ ー ム を 持つ 。 敵 拠 
点 へ の ピン ボイン な ど 、 当 時 の 主力 機 で ある VF-1 1 サン 
補語 形 好 は 困難 な 任務 を 想定 し て 開発 され た 機体 で 、 
由 の まま @ 計 スー パー パー ツ と 如 種 兵 装 を 表 






















画 人 戦闘 力 を 有する 。 ま た 、 その 運用 目的 か 
量 ぐ れい る が 、 機 体 
(Y 回 I9W YF-2 1 に 










形 は 多 


ば れる 。 シ リー ズ 











を 求 多 6 
クロ ス 7 船 団 で は 、 VF-17 


て 運用 され て いる 





は ダイ ヤ モ ン ド フ ォ ー ス 専用 機 


ec_chani_ sheet 


4 
ル VF- 17 ナイ トメ ア 




















信 カジ ォ ー ク モー ド 

VF-17 は ファ イタ ー 形 態 で の 空力 特性 が 低く 、 特 に 
超 低 空 で の 格闘 空戦 能力 に 劣っ て いた 。 その た め 、 
大 気 圏内 で は 主 に ガウ ォ ー ク 形態 で 運用 され 、 高速 戦 
用 と 格闘 戦 用 の 2 種類 の ガウ ォ ー ク 形態 で 対処 する よ 
うに 設計 され て いる 。 こ うし た 仕様 は VF-17 の み に 見 
られ る も の で 、 本 機 の 特殊 性 を 表し て いた と 言え る 。 





信 林寺 備 
任務 の 性 質 上 高い 攻撃 力 が 要求 され た VF-17 


@ 運用 記録 
II は 、 豊 富 な 武装 を 有 し て いる 。 それ ら は ステ ルス 
Vi 7 の 開発 は ゼネ ラル ・ ギ ャ ラク : 性 を 維持 する た め に 全て が 内 装 式 と され 、 ガ ン ポ ッ 
間 狼 で 行っ た 。 最 初期 の A 漠 は 予定 し て い ド も ファ イタ ー 形 態 で は 機内 に 収納 され る 。 
た エン ジン の 開発 が 間 
2008E を 搭載 し た た め 少 










ー 社 が 














































の は 、C 型 


する チュ ー ン 機 の 8S 型 が 開発 され た 
総 生産 機 数 は 718 機 )。 





島 コピ 
垢 _ 
VF-17 は ステ ルス 機 と し て の 機体 形状 の 制限 7 \ 
か ら キ ャ ノ ピ ー が 小さ く 、 そ れ を 補う た め に コク ピッ fh 
ト 内 部 の 足元 に スク リー ン を 配置 し て いた 。 ま た 、 と た 
スロ ッ ト ル レバ パー を コク ピッ ト 外 枠 に 配 す る な ど 、 内 | 、 i 
部 の レイ アウ ト も 通常 の VF と は 異な っ て いた 1 A 











偽作 ロイ ドモ ー ド 

VF-17 は ペイ ロー ド 確 保 の た め に 機体 の 大 型 化 を 
図り 、 同 時 に バト ロイ ド 形 態 の エネ ルギー 転換 装甲 も 
強化 し て いた 。 こう し た 設計 に よっ て アー マー ド ・ バ ル 
キリ ー に 匹敵 する 耐 弾性 を 獲得 し て お り 、 バ トロ イド 形 
態 で は 高い 格闘 戦 能 力 を 発揮 し た (設計 に は VF-14 
バン パイ ア で 得 た 大 型 機 の 開発 ノウ ハウ が 活か され た 
と 言わ れる ) 。 ま た 、 マ クロ ス 7 船 団 の ダイ ヤ モ ン ド フ ォ 
ー ス に 配置 され た 機体 に は 出力 を 20% 向 上 させ る 改 
修 が 施さ れ て お り 、 船 団 で 運用 され た 他 の VF と の 差 
別 化 が 図ら 5 れ て いた 



































































信 ファ イタ ー モ ー ド 

ファ イタ ー 形 態 は ステ ルス 性 を 重視 し た 機体 形 
状 の た め に 空力 特性 に 劣り 、 大 気 圏内 で の 運動 
性 は 高く な か っ た 。 し か し 、 新型 の 熱 核 タ ー ビ ン エ 
ンジ ン (FF-2100X) を 有 し て お り 、 宇 宙 で は 高い 
性 能 を 発揮 し た 。 ま た 、 S 型 は エン ジン が 改良 され 
て お り 、 D 型 より 10% ほ ど 推 力 が 向上 し て いる 
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MACROSS CHRONICLE 
rchanir_ heet 


メカ ニッ クシ ー ト 
VF-17 ナイ トメ ア 

















VF-17D( 一 般 機 ) 


@ 機体 解説 


可変 戦闘 機 VF-17 シ リー ズ の 中 で 最も 生産 数 

が 多く 、 同 型 と も 言え る の が 
VF-17D(D 型 ) で ある 。A 型 お よび C 型 は 開発 の 補 
れ に より 暫定 的 な エン ジン が 指 載 され て いた が 、 こ 
の D 型 で よう や く 新型 の 熱 核 ター ビン エン ジン FF- 上 面 に 8 
2100X を 2 基 搭 載 。 ア ビオ ニク ス に も 改良 が 加え ら a 
れ 、 単 機 あ る い は 極少 数 に よる 特殊 任務 に 対応 可能 
な 本 来 の 性 能 を 獲得 し た 



















、 機 体 が 極 ブ 
な 形状 制御 が 施さ れ て いる 

















戦 用 の 
待つ 中 口径 


! 力 を 発 抽 










バト ロイ ドモ ー ド 







F-1 7 は 、 シ リー ズ 低 体 の 総 生 産 機 数 が 718 機 
と 少な く 、 各 移民 星 、 移 民 衣 で 運用 する 
VF と し て は 配備 数 が さく 僅か だ っ た 。 同 シリ ー ズ の 標 
まで ある D 型 や 、 少 数 の エリ ー ト 部 隊 に 
まっ で ぬる 。。 人 の うち 、D 型 を 2 機 搾 し た マク ロ 
団 所 属 の ダイ ヤ モ ン ド フ ォ ー ス は 船団 の エー ス 












笛 さ れる 


















部 隊 と し て 活躍 。 バ ロー タ 軍 と の 戦闘 に お いて D 型 の 
真価 を いか ん な く 発 揮 し た 








ガン ポッ ド 


ママ kVF-17 ナイ トメ ア 用 に 製 介 








MHEROSs CHRONIFLE 






echani_ Sheet 
メカ ニッ クシ ー ト 
VF-17 ナイ トメ ア 
















VF-17S( ミ リア 機 ) 


@ 機体 解説 


イヤ モン ド フ ォ ー ス 隊長 の 金龍 が スピ リチア を 
; 吸収 され 戦線 を 離脱 し た 際 、 そ の 乗 機 を シテ ィ 
7 の 市 長 で ある ミリ ア ・ フ ァ リ ー ナ ・ ジ ー ナ ス が 者 
り 直 す よ う 指 示し 、 自 身 の 乗 機 と し た も の (の ち に 再 
度 塗り 直さ れ 、 ガ ムリ ン の 乗 機 と な る )。 コ ー ル サイ 
ン も 金龍 の 「[D1」 を 継承 し て いる 。 か つて エー ス の 名 を 
欲し いま ま に し た 彼女 は 、 高 い 技量 が 要求 され る VF- 
17S を 難なく 乗り こなし バロー タ 軍 と 渡り 合っ た 。 














レレ ドー ム 装 着 タ イプ 
機体 上 部 に 大 型 の レ ド ー ム を 装備 し た 、VF-17 
の 早期 警戒 ・ 管 制 ・ 索 敵 タ イプ 。 シ ティ 7 が バロー タ 
軍 に よっ て 強制 的 に フォ ー ル ド さ せら れ た 際 、 そ の 行 
『 か り と な る 痕跡 を 探索 する た め 、 ダ イヤ モン 
ド フ ォ ー ス の 各 機 が 使用 し た 。 


TNS, = 
VF-17 は 、AVF 開 発 計画 時 に 設計 され た VF 用 フ 
ォ オー ルド ・ ブ ー ス ター を 用 い 、 単 独 で フォ ー ル ド 航 行 を 
行う 能力 を 有 し て いた 。 当時 の 同 装備 は 未成 熟 で 長 
距離 で の 使用 は 危険 と 判断 され て いた が 、 ダ イヤ モン 
ド フ ォ ー ス が これ を 使用 し 、 航 行 を 成功 させ て いる 。 




























































の み フォー ルド ・ ブ ー ス ター 





人 る アーム ナセル 間 に 装 着 


ー ル ト 


され た 
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MHLUROSS に HIETITNMIFE 所 
er_chani_ heet 
- VF- 17 ナイ トメ ア ロ 


記 二 KK ミツ 
ファイター モー ド 
ウェ ポン コン テ ナ と し て 設置 され た 2 基 の ミサ イル ラ 


Gee -” ンチ ャ ー は 主要 下部 に 、 ビ ー ム 砲 は 機体 上 部 に レイ 
ー |! 7 ナイ トメ ア は 、 装備 を 追加 すこ も 大 気 園 "アウト され た 。 ま た 、 ブ ー ス ター の 増強 に よっ て 、 機 


外 で の 運用 が 可能 で ある 。 だ が 、 プ ロト デビ ルン な ど 体 全 体 の ボリ ュー ム が 通常 時 に 比べ 増し て いる 。 
の 強敵 に 対応 する 目的 で 、 さ ら な る 武装 強化 と 航続 距 
離 の 延伸 を 可能 と する スー パー パー ツ が オプ ショ ン と 
し て 用 意 さ れ て いた 。 こ の 装備 は 、 マ イク ロミ サイ ル 
ラン チャ ー を 設置 し た ウエ ポン コン テ ナ と 、 大 口径 ビ 
ー ム 砲 を 備え た エア イン テー ク 付 き ブ ー ス ター で 構成 
され て いる 。 こ れ ら を 装備 し た 状態 で も ファ イタ ー、 
ガウ ォ ー ク 、 バト ロイ ド 3 形 態 へ の 変形 は 可能 で 、 VF と 
し て の 優れ た 汎用 性 は 保 た れ た まま と な っ た 。 









@ 機体 解説 


』 れ た ステ ルス 性 能 と 高い 攻撃 力 が 共存 し た VF- 





































スー パー パー 
下 へ と 移動 










スー バー パー ツ 
の バト ロイ ド 


の 





ウ バト ロイ ドモ ー ド 

バト ロイ ドモ ー ド で は 、 大 口径 ビー ム 砲 が 肩 部 上 
に 、 マ イク ロミ サイ ル ラ ンチ ャ ー は 脚 部 に レイ アウ ト さ 
れる 。 これ に より 、 単 機 で も 複数 の 敵 に 対応 する こ 
と が 可能 と な っ た 。 

















@ 運用 記録 


ーー 一 パ ー パ ー ツ は 、 ガム リン 木崎 率い る ダイ ヤ モ 
ペン ド フ ォ ー ス 隊 所 属 の VF-] 7 に 装備 され た 。「 オ 
ペレ ーション ・ ス ター ゲイ ザー」 で は 、 プ ロト デビ ルン 
の 有 眠る 洞窟 に 急襲 を 仕掛 け 、 マ イク ロミ サイ ル ラ ンチ 
ャ ー の 一 斉 射 な ど で ガ ビル に 迫っ た 。 ま た 、 ゲ ペル ニ 
ッ チ と の 最終 決戦 で も 使用 され 、 その 高い 攻撃 力 で 
クロ ス 7 船 団 の 防衛 に 尽力 し て いる 。 パ ー ツ を 装備 ・ 
運用 し た 回 数 は 少な いも の の 、 重 要 な 局面 で は 欠か 
せな い VF-17 の 「 切 り 札 ] で あっ た と 言え る だ ろう 。 
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島 均 形 機構 

ステ ルス 性 能 を 得る た め に 特殊 な フォ ルム と な っ て いる VF-17 は 、 そ の 変形 機 腕 部 が 機体 上 部 に レイ アウ ト さ れ て いる 。 また 、 脚 部 が 機体 に 対し て 90 度 回 転 
構 に も 独自 の 発想 が 加え られ て いた 。 特に ファ イタ ー 形 態 に お いて その 独自 性 が する 機構 を 有 し 、 で きる だ け 機 体 が フラ ッ ト に な る よう な 工夫 が な され て いた 。 これ 
顕著 に 現れ て お り 、 ま ず 通 常 の VF で は 機体 下部 中 央 に 設置 され る こと が 多い 両 に より 、 機体 の 特性 で ある ステ ルス 性 能 を 遺 尼 な く 発揮 し た の で ある 。 

















ー es 


1 ファ イタ ー か ら 脚 部 の 変形 + ガウ ォ ー ク の 完成 





回 腕 部 を 左右 に 展開 。 レ ー ザ ー ビ ー ム 砲 が せり 出す 
| 回 脚 部 下ろ す 

















回 腕 部 回 転 し て 定位 置 へ 
き 上 が り 、 胸部 内 に 隠れ る 国 可変 主 糞 時 お 
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NuNNNS 藻 器 避 


AVF) 開 発 計画 「 ス ー パ ー ・ ノ ヴァ 計画 4 の 庁 ン ペデ シシ ョ ン に 勝利 し た YF-19 を 制式 採用 

する VF-19S (8S 型 ) は 、 次 期 主 央 機 に 制式 採用 され た VF-19 の 一 般 機 で ある F 型 に 
指揮 官 機 と し て の 改修 を 加え た バリ エー ショ ン 機 で 、 素 敵 通 信 能 力 や や 武装 の 強化 、 エ ンジ ン の 改良 な ど が 施さ れ て い 
る 。 ま た 、F 型 と 共通 する 特徴 と し て 、 機 体 構造 を 大 幅 人 簡略 化 ず る と 同時 に エン ジン を 出力 の 安定 し た タイ プ に 換 
こう し た 仕様 変更 に より 、 本 機 は 一 般 の パイ ロッ ト 
性 能 を 持つ VF と し て 完成 し た 。 
























ーN7「i と と エ 61-d ハ 旬 
Inays ueyoaa 





※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 伊 サ イズ 比較 



































Illustration by Hidetaka Tenjin 
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ガウ ォ ー ク モー ド 

VF-19 シ リー ズ の 変形 機構 は YF-19 の それ を ほぼ 

同じ 形 で 受け 継い で お り 、 本 機 の ガウ ォ ー ク 形態 の 構 

造 も 原型 機 と ほとん ど 違 わな い 。 重力 下 に お ける ホ バ 

ー 移 動 に 代表 され る ガウ ォ ー ク の 運用 法 も 同様 で 、 マ 

クロ ス 7 船 団 が 惑星 ラク ス に 不時着 し た 際 に は 、 エ メ 

0 ラル ド フ ォ ー ス 所 属 の VF-19 も 本 形態 を 度々 用 いて い 

3 る 。 た だ し 、 他 の 形態 に 比べ る と 使用 頻度 は 低かっ た 
よう で ある 。 











武装 の 基本 的 な 配置 は YF-19 と 同じ で 、 ピ ン ポ イ 
ント ・ バ リア ・ シ ステ ム も 搭載 され て いる 。 な お 、S 型 は 
、/ ヘッ ド ユ ニッ ト に 連装 式 の 対空 レー ザー 機銃 2 基 ( 計 4 
ー パ バー ノヴァ 計画 」 は 一 時 的 に 凍結 され た 。 門 ) が 増設 され て お り 、F 型 より も 高い 火力 を 持つ 。 
し か し の ち に 再開 され 、YF-19 が コン ペ に 勝利 
「VF-19 エク スカ リバ ー」 と し て 制式 採用 され る こ 
と に な っ た 。 本 機 は 複数 の パリ エー ショ ン が 生産 さ 
れ た こと で も 知ら れる が 、 本 格 的 な 量産 体制 に 移行 
し た の は F 型 の 開発 以降 と も 言わ れる 。 マ クロ ス 7 
船団 で は 2045 年 か ら 巡 次 生産 が 進め られ 、 当 初 
は エメ ラル ド フ ォ ー ス の 専用 機 と し て 配備 され る こ 
と と な っ た 。 な お 、 隊 長 機 の S 型 は ドッ カー 大 尉 が 。 = 
運用 し 、「E1」 の コー ル サ イ ン で 呼ば れ た 。 コク ピッ ト 


@ 軍用 記録 人 株 半 備 ーー デュ 


, ヤ ロン ・ ア ッ プ ル 事 件 」 の 影響 な ど で 「 ス ー 



























































ぁ 後方 対空 ビーム 砲 
後方 対空 レー ザー 機銃 


口径 ビー ム 砲 を 、 














コク ピッ ト 構 造 は YF-19 の も の を ほぼ ば 踏 組 し て お り 、 
足元 の 内 壁 が スク リー ン と し て 機能 する 点 も 同じ で あ 
る 。 ま た 、 高 性 能 Al の 支援 に よっ て 操縦 性 の 向上 が 
図ら れ て いる 。 














バト ロイ ド 時 の コク ピッ 
ト 内 韻 
心 と 





右 は メイ ンコ ン > 
















ター の ロッ クオ 
ー ン 


























バト 

VF-19 は ピン ポイ ント ・ バ リア ・ シ ステ ム の 採用 に よ 
っ て 装甲 の 簡略 化 が 可能 と な っ た こと か ら 、 大 型 の 機 
体 で あり な が ら 軽 量 で 、 機 動 性 と 防御 力 の 両立 に 成功 
し て いる 。 バト ロイ ド 形 態 は その 特性 が も っ と も 顕著 に 
表れ て お り 、 エ メラ ルド フォ ー ス で も 本 形態 が 多用 され 
た よう だ 。 特に 、 混 戦 が 多かっ た バロー タ 軍 と の 戦い 
で は 、 状 況 に 応じ て 柔軟 な 対応 が 可能 と な る 本 形態 
用 いる こと が ほとん ど だ っ た 。 


ファ イタ ー モ ー ド 
ファ イタ ー 形 態 の 最大 推力 は YF-19 よ り も 高く 、 








原型 機 を 上 回 る 最高 水平 飛行 速度 を 発揮 し た 。 
その 一 方 で スロ ッ ト ル の レス ポン ス が 抑え られ て お 
り 、 高 機動 性 能 を あえ て 低下 させ る こと で 一 般 パ 
イロ ッ ト で も 扱え る よう に バラ ンス が 調整 され て い 
た 。 S 型 で は エン ジン が 新星 ^ P&W プロ イス 製 
FF-2550X に 換装 され て お り 、 新 星 - P&W / ロ 
イス 製 FF-2550J を 搭載 し た F 型 に 比べ て 大 気 囲 
内 飛行 速度 が 向上 し て いる 点 も 特徴 で ある 。 
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ラル フィ ン は 廃 






1994 ビッ クウ エス トマ クロ ス 7 製 作 委員 会 Dg ァ - ロ 4 






Dag-O5 


chani_ heet 


VF-19 エク スカ リバ ー 




















頒 大 寺 圏 内 外 両 用 ブー スタ ー 


VF-19 エ クス カリ バー に は 、 オ プシ ョ ン と し て 大 気 みあ ファイター モー ド 
圏内 外 両 用 ブー スタ ー が 用 意 さ れ た 。 こ れ は 、 機 体 
































ブー スタ ー ユ ニッ ト の 構造 





上 面 の ブー スタ ー ユ ニッ ト と ナセル 側面 の 武装 コン テ EN の 内 
ナ で 構成 され る 装備 で ある 。 原型 機 の YF-19 で も 同 スタ ー と 同じ だ が 、 エア イン テ 


様 の 部 位 に 追加 装備 が 開発 さも て いた が 、 そ れ と は ー ク の 形状 な ど が 異な る 。 
形状 や サイ ズ が 異な っ て いる 。 ア クティ ブス テル ス 技 
術 の 進歩 で 外装 ユニ ッ ト の 形状 制限 が 緩和 され た こ 
と や 、 ブー スタ ー ユ ニッ ト の 基本 性 能 の 向上 が 求め ら 
れ た こと な ど が 再 設計 の 理由 と され る 。 

マク ロス 7 船団 に お いて は 
通常 の 戦闘 で 使用 され る こ 滴 状 で 、 機 体 上 面 
と は 少な く 、 オ ペレ ーション トロ イド 時 の 肩 部 
スタ ー ゲ イザ ー な ど で 運 る よう に し て 装着 され る 。 
用 が 確認 され た 。 































る VF-1 1 の 大 気 圏内 
用 ブー スタ ー と は 異 
な り 、 本 機 の ブー スタ 
ー ノ ズル は 推力 偏向 
機能 を 持た な い 。 
















みみ ブー スタ ー ユ ニッ ト 
4 | | 





武装 コン テ ナ は 主翼 下 の 
エン ジン ナセル 側面 に 装着 
され る 。 こ れ は 一 般 的 な ユ 
ニッ ト 配 置 と 同様 だ 。 








みみ バ トロ イド モー ド 





マヤ 大 気 圏内 外 両用 ブー スタ ー 
を し た 8S 型 の バト ロイ ド 形 
態 。 肩 部 に ブー スタ ー が 位置 
し た 特異 な フォ ルム だ 


















て 搭載 武装 を 発射 
する 構造 と な っ て 
いる 。 








ブース ター は バト 
ロイ ド 時 に も 推力 機 
関 と し て 機能 し 、 重 
力 下 に お いて 優れ た 
機動 性 を 発揮 し た 。 





















一 装備 バト ロイ ド の 側面 図 
で は ブー スタ ー が 直 っ 









可変 シス テム の 構 
造 に より 、 バ トロ イ 
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先 VES RR R= 


VF-19F(F 型 ) は 、VF-19 エク スカ リバ ー の 量産 旬 フ ァ イ タ ー モ ー ド ーー _- 
型 で ある 。 S 型 と の 違い は 、 ヘ ッ ドブ ロッ ク の 武装 が I I 
変更 され た 点 に ある 。 スペ ッ ク 面 に お いて は 、S 型 よ 急 主 要 バ パイ ロッ ト 上 の 違い は 見 られ な い 。 

り エ ンジ ン 推 力 に 優れ る 反面 、 巡航 速度 と 海面 上 昇 て 

率 で S 型 に 劣っ て いる 。 総合 的 に 見 る と S 型 より 性 
能 は や や 低い も の の 、 従 来 の 主力 機 で ある VF-11 と 
の 差 は 歴然 で 、 新 世代 の VF と 呼ぶ に 相応 し い 性 能 
を 有 し て いる 。 



















ム 砲 / 内蔵 式 レー ザー 砲 








小口 径 ビー 
@ テ F ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 









(高度 30.000m 以 上 時 ) 

















1 門 と な り 、 火 

は 低下 。 ノ ズル は 
ら 次 元 ベ クタ ー ド ノ ズ 
ル で ある 。 


ガン ボッ ド 接 続 図 


固定 武装 は 後方 対空 小口 径 ビー ム 砲 1 門 と 、 ス トレ ー キ に 配 さ れ た 内 
蔵 式 レ ー ザ ー 砲 ら 門 で ある 。 








ぁ 機体 底面 は 5 型 と の 差 
異 は な い 。 ノ ズル 根元 の 
ライ ン は バー ニア スリ ッ ト 
(8 型 も 同じ ) 。 






















\ 性 能 か ら 次 期 主力 
1、 マ クロ ス 7 船 
団 で は 制式 採用 に 先がけ て 
エメ ラル ド フ ォ ー ス 隊 に よっ 
て 運用 され た 。 























構造 上 、 5 型 と 同じ く 
機体 後部 が 斜め に 持 
ち 上 が る 。 

人 背部 ユニ ッ ト と 
肩 部 内 側 に 複数 の 高 
機動 バー ニア を 備え 
て お り 、 和 柔軟 か つ 優 
れ た 運動 性 能 を 実現 。 














面 。 腕 部 に は 
ド を 備え る ね S 型 と 共 
通 の 構造 と な っ て いる 。 





頭頂 部 の 小口 径 対空 
ビー ム 砲 は 、 数 自体 
は 2 門 か ら 1 門 に 減 
っ た が 、S 型 に 装備 
され て | の と 同 
種 の 武装 と 見 られ る 。 
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マク ロス フタ 各 三 / | 
7 00 カ 人 規模 の 移民 を 支 そる 
総合 的 機能 を 肥 し た ご 
型 峰 本 ーー 








国 8/ と ロン ム 4 
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@ サ イズ 比較 
2 
| 








海洋 ・ リ ゾー ト 艦 リビエラ 





@ 艦 体 解説 


038 年 に 地球 を 出航 し た マク ロス 7 船団 は 、 長 

期 の 宇宙 航行 を 想定 し た 生活 環境 の 総合 的 な 向 
上 改善 が な され た 移民 船団 で ある 。 同 船団 に お いて 
は 100 万 人 規模 と も 言わ れる 移民 の 生活 を 支 ネ る べ 
く 、 生 産 、 研 究 、 娯 楽 な ど に 特 公 b た 機能 だ 持つ 6 つ 
の 大 型 艦 が 随行 し 、 そ の 中 核 を な し て る 。 海洋 . リ 
ゾー ト 艦 、 工 場 艦 、 農 場 脆 、 アミ ポー ズ メ ント 艦 、 研 
究 実 験 艦 、 統 合 軍 訓 練 艦 は < を 枯 ぞ れ 全 長 約 6.300 
ー 3.500m と い 選 大 大 な 持 の で 、 船 団 の 中 心 的 な 居 
住地 と な っ て いる シテ 忌 7 に も 匹敵 する 大 き さ で ある 。 
な お 、6 つ の 上 艦 は ぞ れ ぞ れ 固有 の 機能 を 有 し て いる も 
の の 、 前 線 に 立つ こと は 想定 し て お ら ず 、 戦 闘 能 力 は 
な い に 等 し い 。 そ の た め 船 団 の 最 奥 部 に 位置 し て い 
る だ け で な く 、 各 艦 の 艦 首 や 船体 前 部 に は ステ ルス 
護衛 戦闘 空母 、 あ る い は 護衛 用 フリ ゲー ト 艦 が ドッ キ 
ング し て 艦 の 護衛 に あたっ て いる 。 





信 海 洋 リ ゾー ト 艦 リビエラ 

































































研究 実験 和義 アイ ン シ ュ タイ ン 三 











統合 軍 訓練 艇 ビギン ヒル 












の 中 で も 安 人 
間 の 交通 綱 で 結ば れ 、 容 易 
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像 汽 洋 リソー ト 艦 リ 

巻き 貝 の よう な 特異 な 外観 を 有 し 、 中 央 部 に は 直径 
3.600m に お よぶ 人 工 海洋 を 洪 え る 大 型 艦 。 人 工 海 
洋 で 養殖 、 飼 育 さ れ た 新鮮 な 海洋 生物 を 移民 艦隊 に 
供給 し て いる ほか 、 海 洋 設備 の 一 部 を 高級 レジ ャ ー 施 
設 と し て 開放 し て いる た め 「 リ ゾー ト 艦 」 と も 呼ば れ て い 
る 。10km 以 上 続く 海岸 の 一 部 に は 高級 リゾ ー ト 「 リ ビ 
エラ 」 が 広がり 、 ホ テル や カジ ノ 、 別 荘 な ど が 立ち 並び 
海水 浴 客 で に ぎわ っ て いる 。 ちな み に 、「 リ ゾー ト 」 と いう 
性 格 上 か ら か 、 配 属さ れ て いる 軍 の 女性 オペ レー ター 
は 美人 ぞろい で ある と も 言わ れ て いる 。 











































頒 工場 能 ス リー スタ ー 

大 型 反応 炉 を 中 心 に 各種 コン ビ ナ ー ト 、 工 場 群 、 
工場 職員 の た め の 団 地 ブ ロッ ク な ど が 組み 合わ され て 
いる 大 型 工場 艦 。 実用 一 点 張り の 設計 が な され た た 
め 、 も と も と 反応 炉 や 加工 ブロ ッ ク 、 タ ンク 、 推進 シス 
テム な ど が むき 出し で 配置 され て いた が 、 頻 繁 な 設備 
の 改造 増築 に と も な い 、 ま すま す 雑 然 と し た 外観 と な り 
つつ ある 。 移民 艦隊 が 必要 と する 様々 な 製品 を 産み 
出す 本 艦 は 、 宇 宙 鹿 や 小惑星 、 航 路 近 く の 恒星 系 よ 
り 回 収 し た 資源 を 精製 加工 し 、 小 さい 物 は 日 用 雑貨 か 























向 か 

て 右側 の 型 資材 
搬入 口 、 左 側 は 大 型 製 品 
搬出 口 と た 














回 











ら 、 大 きい 物 は 可変 宇宙 戦闘 機 、 宇 宙 戦 艦 まで 作り 
出す 能力 を 持っ て いる 。 





る @ デ ー タ 
全長 ト 約 5.500m (放熱 フィ ルム 含ま ず ) 
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echanic_ heet 





マク ロス 7 船団 













Pp アミ ュー ズ メ ント 艦 ハ リウ ッ ド 
マク ロス 7 船団 に お いて 、 情報 ・ 通 信 シ ステ ム の 
集合 体 と し て 機能 する 球状 の 艦 。 艦 体 表 面 は フェ 
イズ ドア レイ アン テ ナ パ ネル で 覆 わ れ て いる 。 一 方 、 
空洞 の 多い 内 部 に は 直径 数 百 m か ら 最大 1.000m 
に も 及ぶ テー マ パ ー ク が 点 在 し て お り 、 一 般 市 民 の 
憩い の 場 と し て も 機能 し て いた 。 
武装 を 備え て いな い 艦 を 警 
護 す る た め 、 艦 首 衛 
戦闘 空母 CV406 が ドッ キ 
ング され て いる 。 












































コー スタ ー を 備え た 
ほか 、 人 ハリウッド の 
















人 艦 の 上 部 、 底 部 に 通信 


2 の の め め 3 っ 。 
















0 
ーー NG 1 IO 探知 シス テム を 集中 的 に DD 
- 後方 設置 。 ま た 、 民 間 、 軍 の ーー ンー ニテ 
SE Se 情報 処理 施設 を 備え る 。 
@ デー タ ンー 
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me 
~~ 








人 娯楽 艦 と し て の 機 
能 も ある た めか 、 艦 
体 は 多数 備え た サー 
チラ イト で きら び や 
か に 演出 され て いる 。 
































人 強力 な 多重 回 線 フ ォ ー ル ド 通 信 シ ステ ム を 有 し て お 
り 、 銀河 ネッ トワ ー ク の 中 継 も 行っ て いる 。 

















統合 軍 訓 練 艦 ビギン ヒル 


ウエ スト ポイ ント 級 移動 支援 母艦 の 7 番 艦 に あたる 
艦 で 、 マ クロ ス 7 船 団 の 中 核 大 型 の 中 で は 、 唯一 の 
軍用 。 訓練 施設 や 前 線 司 令 部 や 各 軍 艦 へ の 補給 
機構 、 小 型 艦 の 修理 施設 、 兵 器 の 開発 工 威 な ど 、 
軍事 関連 関係 の 施設 が 揃っ て いる 。 また 、 艦 自体 
に 自衛 用 の 武装 を 備え る の も 特徴 の ひと つ だ 。 
ステ ルス 護衛 戦 


V-412「 ア バディ 
ー ン 」 が ドッ キン グ し て いる 。 



















































上 部 に 位置 する 
最大 の 区 画 は 第 1 
演習 キュ ー ブ と 呼 
ば れ 、VF の 市 街 地 1 
戦 演習 場 を 備え る 。 






ロッ ト た ちの 5 訓練 場所 と し 
て 機能 し て いた 











る @ デ ー タ 

全長 約 3.500m( 欄 衛 空 母 念 まず) 
軍用 錦 量 > 約 331.500 万 t 

エン ジン » オー テッ クノ + 
クラ スタ ー Be 
フォ ー ル ド ・ エ ンジ ン » オー テッ クノ / 新 中 州 / ゼ ネ ラ ル ・ ギ 
ャ ラク シー 超大 質量 用 フォ ー ル ドド シス テム ミク ラス ター 





人 4「 ア バディ ー ン 」 と 
の ドッ キン グ 部 の 下 
に 、 小 型 艦 の 補給 用 
ドッ キン グ ポ ー ト を 
備え る 。 








































| ビル eggggg- Sheet 
| メカ ニッ クシ ー ト 














| 











供 研 穴 実験 能 ア イン シュ タイ ン 





統合 科学 財団 所 属 の 、 科学 研究 を 目的 と し た 艦 。 
天体 物理 学 や 宇宙 工学 な ど 、 あ ら ゆ る 事柄 の 基礎 
研究 か ら 製 品 の 開発 まで を 行え る 設備 を 揃え て いる 。 

















ー 超大 質 二 用 フォ ー ル 


セ ド ル ・ フ ォ ル モ が 、 ブ ロト デビ ル 
け 析 を 行う た め に 使用 し た 。 




















時 農場 肛 け ニー フラ ワ 

艦 体 上 部 が 牧畜 目的 の 人 工 草原 、 下 部 が 農産 
物 の 栽培 プラ ント 兼備 蓄 倉 庫 と な っ て いる 艦 。 ソー ラ 
ー パ ネル を 装備 し て お り 、 大 陽光 発電 が 可能 で ある 。 















、 護衛 空母 含ま ず ) 


植物 栽培 プラ ント 〆 同 プラ 
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* マー クト ウェ イン 号 

マク ロス 7 船団 に 所 属す る 娯楽 船 の 一 種 で 、 全長 
は 約 300m。 バ ナナ ワニ 園 や 流れ る プー ル な ど が 内 
設置 され て いる 。 





























マー ク ・ ト ウェ イン 号 
を 開い た 。 
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ZOSEQ 





HHー 知 の 世界 で ある 銀河 に 滴 ぎ 出す 超 長 距離 移民 
ノ へ 船団 に は 、 不 測 の 事態 に 対応 で きる だ け の 戦 
力 が 要求 され た 。 し か も 、 複 数 の 非 戦闘 盤 を 擁する 
大 規模 移民 船団 の 場合 、 必 要 ど され る 護衛 戦力 も 必 
然 的 に 大 きく な り 、 さ ま ざ ま な 能 経 が 船団 に 組み 込ま 
れ た 。2040 年 代 に は 護衛 戦闘 空母 や ステ ルス 空母 、 
ステ ルス フリ ゲート な ど 主 に 護衛 を 任務 と する 艦艇 が 、 

クロ ス 7 船 団 を は じ め と する 移民 船団 に 編成 され て 
いる 。 各 朋 艇 は いずれ も 第 一 次 星 問 大 戦時 の 統合 軍 
艦艇 か ら 発情 た も の で 、 単 独 で の フォ ー ル ド 航 行 が 
可能 と な り 、 ス テル ス 性 能 や 艦載 機運 用 能力 も 強化 さ 
れ て いる 。 こ れ ら の 衣 艇 で 編成 され た 護衛 艦隊 に よっ 
て 、 移 民有 船団 は 守ら れ て いた の で ある 。 





















































2045 年 に バ ロ 


通し た マ 」 


激しい 戦闘 


広げ られ 、 
の 防戦 を \ 





形 民 角 団 の 航海 を 守る 
族 往 艦 万 の 戦艦 矢 


| 護衛 戦闘 空 


CV404 清 質 科 


ルス 空 呈 ARHMD 362 無策 和議 





4 護衛 戦闘 空母 CV404 浦賀 
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填 謀 


凌 
で ue | 





2050 年 代 未 に 航海 を 行っ て いた フロ ン 
ティ ア 船 団 に も 、 マ クロ ス 7 船 団 で の 戦闘 
を 生き 抜い た 浦賀 、 舞 鶴 と いっ た 艦艇 が 配 
備 さ れ て いた 。 居住 艦 を 中 心 に 防衛 ライ ン 
を 形成 する 運用 法 も 大 きく 変わ っ て いな い 。 

















ムウ ラガ 級 一 段 式 水 宙 両 








chani_ sheet 


メカ ト 
p マク ロス 7 船団 護衛 艦 











信 っ ラガ 弧 護 衛 戦 闘 空母 

2 段 式 甲板 が 特徴 の ステ ルス 戦闘 空母 で 、65~75 
機 の 艦載 機 を 運用 する 性 能 を 有する 。 また 、 巡 洋 艦 ク 
ラス の 戦闘 能力 を 誇り 、 小 規模 艦隊 の 旗艦 を 務め る 
機能 も 備え て いる 。 新鋭 艦 の 部 類 に 入り 量産 コス ト も 
いた め 、 マ クロ ス 7 船 団 へ の 配備 は 他 に 比べ て 少 
数 に と ど ま る 。 船団 中 核 艦 に 連結 し た 防衛 ステ ーション 
と し て 運用 され る 艦 も あり 、 リ ゾー ト 艦 リピ エラ の CV404 
「URAGA (浦賀 ) アミ ュー ズ メン ト 艦 ハリ ウッ ド の CV 
406「BRANPTON」 な ど が 同型 艦 と し て 挙げ られ る 。 
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ペラ A 

















高い 艦載 機運 用 能力 と バラ 
ンス の 取れ た を 有 
し て お り 、 哨 戒 任務 も こ な 

衛 艦隊 の 要 と 


人 ^ 能 体形 状 は 新 マク ロス 級 バ トル 7 に や や 似 
て いる 。 艦 尾 に は メイ ン ノ ズル や 格納 式 ゲー 
ト 、 ドッ キン グ シ ステ ム な ど が 配 さ れ て いる 。 








信 2 ラン タナ モ 級 ステ ルス 空母 


アー ム ド 級 宇宙 空母 の 設計 を 発展 させ た ステ ルス 
艦 で 、 ア ド バ ン ス ・ ア ー ム ド 級 と も 呼称 され る 。 ア ー ム 
ド 級 と 同じ く 、 戦 闘 機 ドッ ク に 推進 機関 と 戦闘 用 装 
備 を 追加 し た シン プル な 構造 が 特徴 で 、 生 産 性 に 優 
れ て いる 。 さ ら に 、 40 一 45 機 の 艦載 機 を 搭載 する こと 
が 可能 で 、 マ クロ ス 7 船 団 で は 主力 空母 と し て 運用 さ 
れ て いた 。 ま た 、 ウ ラガ 級 と 同様 、 中 核 艦 の 防衛 ス 
テー ショ ン を 務め る 場合 も あり 、 農 場 艦 サ ニー フラ ワ 
ー に は CV299 「 グ ァ ン タナ モ 」 が ドッ キン グ し て いる 。 





















信 鞭 形 の 艦 体 構造 が 
特徴 で 、4 面 の 甲板 を 
備え また . 首 














る る ARMD362 舞鶴 

























船団 か ら は ぐれ た シテ 
位置 が 判明 し た 際 











作 ノー ザン プ ト ン 級 ス テル ス フ リ ゲー ト 


移民 船団 護衛 艦隊 の 主力 を 担う フリ ゲー ト 艦 で 、 
機動 力 と ステ ルス 性 能 に 優れ て いる 。 配 備 数 は 非常 
に 多く 、 戦 闘 力 強 化 型 や 偵察 型 、 早 期 警 式 型 な ど 
の 改装 艦 も 存在 する 。 移民 船団 に お いて は 外縁 の 
第 1 次 防衛 ライ ン の 戦力 と し て 運用 され 、 そ の 内 側 の マル 前 入隊 の ポロ 

第 2 次 防衛 ライ ン を 上 記 2 種 の 空母 群 が 担 う ケ ー ス が パロ 

多い 。 さ ら に 、 移 民 船 団 の 航路 上 を 先行 し て 監視 を を 単 艦 で 遂行 し た を 「 ス 。 
行う 小 艦 隊 「 パ イロ ッ ト フ ィ ッ シュ 」 や 、 物 資 確保 用 の 。 ター ゲイ ザー] が 同軸 K 
惑星 を 探索 する 別 働 艦隊 と し て 運用 され る こと も ある 。 こし て 知ら れ て いる 。 











































































@ デ ー タ 
全長 約 252.5m 
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展 周旋 、 軍事 用 を 周 わ ず 
多数 生 産 され た 重 送 群 


マ 小 型 輸送 航空 機 


ーー クロ ス 7 を は じ め 、 数 々 の 大 型 宇 宙 抵 肛 で 構成 され る 
、 ぺ 第 37 次 超 長 距離 移民 船団 (マク ロス 7 船団 ) に は 、 そ 
の 広大 な 諾 艇 内 や 、 能 上 艇 と 艦艇 の 問 を 行き 来 する 移 和 
が 不可 欠 で あっ た 。 諾 朋 問 の 行き 来 は 、 画 期 的 な 交通 シス 
テム 「 ミ ルキ ー ロ ー ド | の 構築 に より 、 宇 宙 で も 車輌 で の 移動 
が 可能 と な っ た が 、 豚 空 機 や 輸送 機 と いっ た 移動 ・ 軍 手段 
も 重用 され て いた の で ある 。 確認 され て いる も の で は 、 物 
資 コ ン テ ナ を 搭載 で きる 大 型 の 宇宙 用 輸送 機 、 バ リア 発生 
装置 を 運 必 小 型 輸送 航空 機 、 可変 戦 闘 機 ( 以 下 VF) を 懸 梨 し 
て 運 投 す る 輸送 機 な ど が 民間 ・ 軍 事 の 場 で 利用 され て いた 。 
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chani_ heet 
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p マク ロス 7 船団 輸送 機 











/ トル 7 内 に 格納 され て いた 大 型 輸送 機 は 、 バ パロ フン ィング に 動橋 
ー タ 軍 の 行っ た 民間 人 誘拐 未遂 事件 の 際 、 ミー つ 搭 載 し て いる の が わか 
> ss a 推進 機関 部 と 推測 され る 

レー ヌ や 民間 人 を 閉じ 込め た 物資 コン テ ナ を 輸送 する 
た め に 使用 され た 。 だ が 、 バト ル 7 か ら 出 航 す る 寸前 、 
熱気 バサラ の 搭乗 する VF-19 改 が 駆け つけ 、 ピ ン ボ ポ 
イン ト ・ バ リア を 駆使 し て 輸送 機 の 外壁 を 破壊 、 人 質 を 
救出 し て いる 。 一 方 、 統 合 軍 所 属 と 見 られ る 小型 の 
輸送 航空 機 は 、 ヘ へ リポート を 甲板 に 備え た 航空 機 タイ 
ブ で 、 バ リア 発生 装置 を 搭載 で きた 。 シ ビル の 身柄 
を 捕獲 する た め に バリ ア 発 生 装置 を 搭載 し て 出撃 し 、 
発生 装置 に よる シビ ル 確 保 を サポ ー ト し て いる 。 マ 内 部 構造 


リノ 


コン テ ナ を 運び | 


と し た 










































/ テ ナ を 積み 込む 際 に は 、 
っ て いた 。 内 部 は VF も 十 2 









マ バ リア 発生 装置 





へ リ や 車輌 を 搭載 し て 運用 する こと が 想 
定性 が 保 た れ 








マク ロス 7 内 を 移動 する た め に 生産 され た と 見 られ 


る 航空 機 の 一 種 。2 基 の ロー ター を 備え た VTOL 
式 の 小型 機 で 、 垂 直 離陸 ・ 着 陸 が 容易 で あっ た と 
見 られ る 。 底部 の フッ ク で VF を 掴み 、 運 搬 する 方 隊 
人 る 輸送 機 と し て は 小型 で あ 
式 で あっ た 。 る が 、 最 大 13t ま で の バル 
ー キリ ー を 有 刷り 下 | 3 
きる 大 出力 を 有 じ 


VF-18 改 、VF-11MAXL 改 、 | | 
VF-17D の 3 機 を 輸送 する 際 | 輸送 機 の 内 コク ピッ ト の 後方 が 
に 利用 され て いる 。 輸送 中 、 が \ VF バ イロ ッ 

バイ ロッ ト た ち は 機 体 を 降り 、 人 ほど 

輸送 機内 部 で 待機 し た 。 
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但 能 体 解説 


35 次 超 長 距 離 移民 船団 と し て 出航 し た マク 

ロス 5 船団 は 、 マイ タロ ー ン 化 じ た ゼン トラ 
ー デ ィ 人 で 構成 され る 移 展 船 団 窟 ある 。 旗艦 の マ 
クロ ス 5( 都 市 船 部 叉 ティ 5 ど 戦 闘 艦 部 バト ル 5) の 
のみ なら ず 、 船団 内 の 艦艇 に も 「 ネ オ ノブ ティ バ ガ ニ 
ス bis」 和信 テル スタ リ ゲ ー ト ゼン トラ ン 仕 様 」 な 
ど 、 ゼ ウド ラー デ * 系 艦船 特有 の 外観 を 有する も の 
が 多かっ た な お 、 同 船団 は 居住 可能 ね 
ス へ の 移民 を 開始 し た 
受け て 壊滅 し た 。 









































」 居 住 可能 な 感性 ラク ス を 発見 し た 
ゼン トム ラー ティ 人 の 殺 展 訪 局 


判明 し て いる 艦 名 


回 9G と ロン 〆 ム > * 
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メカ 
p マク ロス 5 船団 











作 マク ロス 5 = 


新 マク ロス 級 5 番 艦 で あり 船団 の 中 枢 を 担う マク ロ 
ス 5 は 、 ゼネラル ・ ギ ャ ラク シー 社 と 系 列 傘下 の 企業 グ 
ルー プ が 主体 と な っ て 建造 され た 。 移民 居住 船 で ある 
シテ ィ 5 と 超大 型 可変 万 能 ス テル ス 宇 宙 攻 撃 空 母 バ 
トル 5 は 、 基 本 設計 ・ ス ペッ ク は マク ロス 7 と ほ ば 同様 
で あり 細部 に お いて も 同等 の 構造 を 持ち な が ら 、 ゼ ン 
トラ ー デ ィ の 技術 に 通じ た ゼネ ラル ・ ギ ャ ラク シー 社 製 
の パー ツ を 多用 し て いる た め 、 ゼ ント ラー ディ 系 艦船 
特有 の 外観 を 持つ 部 分 が 方 々 に 見 られ る 。 ちな み に 、 




















マク ロス 5 船団 の 総司 令 官 も ゼン トラ ー デ ィ 人 が 務め 
て いた 。 











居住 可能 な 惑星 ラク ス を 発見 
し 、 移 民 を 開始 し た マク ロス 
5 と 船団 の 艦船 。 船団 に は マ 
クロ ス 5 の 同型 艦 が 複数 随伴 
し て いた 。 





@ デ ー タ 
全長 と 約 7.770m 

















b 青空 ホロ グラ ム 他 、 街 並み 
の 基本 構成 は シテ ィ 7 と ほぼ 
同様 =、 都 市 群 の ビル は 
超大 型 の 団地 と いっ た 雰囲気 
の シン プル な も の が 多い 。 























供 / 誠 5 


超大 型 可 変 万 能 ス テル ス 宇 宙 攻 撃 空母 で ある バト 
ル 5 は 、 バ トル 7 と 同様 に 強 攻 型 に 変形 (トラ ンス フォ ー 
メー ショ ン ) 可能 。 変形 後 の 両 腕 部 に 相当 する ステ ル 
ス 宇 宙 空 母 部 分 は 、 非 常時 に は 切り 離し 各個 独自 に 
運用 で き 、 フ ォ ー ル ド 航 行 も 可能 で ある 。 ま た 、 船 体 
下部 に 備え られ た 全長 695m、 全 備 250 万 t の ガ 
ンシップ は 、 バ トル 5 変形 後 は ガト リン グ バ スタ ー キ ャ ノ 
ン と し て 手持 ち 射撃 が 可能 。 さ ら に 単 艦 で の 独自 運 
用 、 バ スタ ー キ ャ ノン の 発射 が 可能 と な っ て いる 。 な 
お 、 バ トル 5 も シテ ィ 5 と 同様 に 、 細 部 の ディ テー ル は 
ゼン トラ ー デ ィ 系 艦船 特有 の 外観 を 持っ て いる 。 





る 初代 マク ロス 艦 よ り ひ と まわ り 大 
型 の バト ル 5。 内 部 に 居住 区 は 持た 
な い が 、 ステ ルス 宇宙 艦 
体 肖 700 機 も の 各種 艦載 
機 を 搭載 可能 で ある 。 














バト ル 7 と ほぼ 同等 
きる バト ル 5。 し か し 、 船 
人 シッ プ を 備え る 船体 
下部 な ど 、 デ ザイ ン 的 に は バト ル 7 
と の 違い が 見 られ る 













常 は シテ ィ 5 艦 首部 に ドッ 
ング し て いる バト ル 5。 非 
分 離し 、 超 大 型 可変 
テル ス 宇 宙 攻 撃 空母 と 
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マク ロス 5 船団 








偽 ス テル ス フ リ ゲー ト ( ゼ ント ラン 仕様 ) 

ゼン トラ ー デ ィ 人 の み で 構成 され た マク ロス 5 船団 レー ザー セン サー の み ブ リッ ジ 
で 用 いら れ た 、 ゼ ント ラン 仕様 の ステ ルス フリ ゲー ト 。 に ニンジン = 5 i 
マク ロス 7 船団 で 用 いら れ た タイ プ と 構造 ・ 性 能面 で 
の 違い は ほとん ど な か っ た が 、 ゼ ント ラー ディ 用 の 装 
備 を 追加 し て いる た め 、 ブ リッ ジ な どの 形状 が 異な る 
ほか 、 マ クロ ス 7 船 団 で 運用 され た タイ プ よ り も 重量 
が 約 110t 増 加 し て いた 。 艦 は 通常 タイ プ の ほか 、 
ステ ルス 構造 を 活か し た 早期 警戒 タイ プ や 偵察 型 な 
どの バリ エー ショ ン が 存在 する 。 























































































見 た ステ ルス フリ ゲー ト 。 ゼ 
た 艦 は 、 マ クロ ス 7 
全体 的 に 丸 


つて いる 





船団 の タイ ブ と 比 
の み を 帯び た フォ ルム と 








AN 


マク ロス フ 7 船団 の ステ ルス フリ ゲー ト 
x ム ス テ ル ス フ リ ゲー ト 


マク ロス 7 船団 に お いて 用 いら れ た ステ ルス (マク ロス 7 船団 仕様 ) 
フリ ゲー ト は 、 ノ ー ザ ンプ トン 級 に 分 類 さ れ て い 直線 的 な フォ ルム は ゼン トラ ン 仕様 と は 
る 。 こ ちら も 船団 の 防衛 ライ ン に は 欠か せな い a その 簡 過 人 八 は ば は 同 
戦力 と し て 、 大 量 に 配備 され て いる 。 2 





ス デ ルス フリ ゲー ト の ブリ 


バロー タ 第 4 惑星 に 突入 し ッ ジ 部 。 連絡 路 を 通じ て 他 
た 「 ス ター ゲイ ザー」 な ど が = の 稲 へ と 移動 で きる 。 
代表 的 な 艦 で お る 。 





ブリ ッ ジ の 内 部 構造 を 示 
し た 図 。 ブ リッ ジ 内 は 3 大 
に 分 か れ て お り 、 最上 部 が 
^ 艦長 席 と な る 。 左 図 の よう 
マク ロス 5 船団 の ステ ルス フ ? / の る Ua に 、 前 方 に 複数 の ディ スプ 
リ ゲ ー ト と 同様 、 母 能 の 護 ここ | \ 2 レイ を 表示 で き 、 戦 況 が 確 
衛 用 に 大 量 配 備 さ れ て いる 。 上 1 = 認 で きる 仕組 み で あっ た 。 
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メカ ニッ ク ト 
了 マク ロス 5 船団 














作 ラフ ラガ ニス bis 

中 型 艦隊 の 指揮 用 と し て 建造 され た ネオ ノ プ ティ ・ 
バ ガ ニ ス bis は 、 第 一 次 星 間 大 戦 で は ブリ タイ ・ ク リ 
ダニ ク の 乗艦 と し て も 用 いら れ た ノ プ ティ ・ バ ガニ ス 
級 の 改修 タイ プ で ある 。 地球 側 の 技術 を 様々 な 箇 
所 に フィ ー ド バッ ク し 、 新 た に 組み 立て 直さ れ た 本 艦 
は 、 エ ンジ ン 部 分 の 改造 を は じ め 、 ブ リッ ジ の 増設 
や アン テ ナ 類 の 追加 な ど が 行わ れ て いる 。 こ れ に よ 
り 、 ノ プティ ・ バ ガニ ス 級 が 元 来 持つ 優れ た 耐久 性 
を 維持 し つつ 、 よ り 運 用 性 が 良好 な 艦 と し て 生ま れ 
変わ っ て いる 。 















































マク ロス 5 船団 の 
戦力 と し て 、 バ トル 
5 な どの サポ ー ト | 
就 い て いる 。 だ が 、 





















の 艦 同様 、 大 
な 姿 で 発見 され た 





@ デ ー タ 
全長 約 4.000m 


され た 結果 、 従 来 の 
べ 、 艦 全体 が 一 回 り 
特徴 で お る 。 艦 首 底 部 
れ た 。 









ノ プ ティ ・ バ ガ 








ュ 
マク ロス 5 市 民 が 収容 され た ドー ム 
[J | 


バロー タ 第 4 惑星 内 
に 建造 され て いた ドー ム 。 人 間 を 生体 の まま 保 
存 で きる カプ セル が 山 型 に 設置 され て お り 、 バ 
ロー タ 軍 に 捕らわれ た マク ロス 5 船団 の 市 民 た 
ち が 収 容 さ れ て いた 。 











カブ セル が 設置 され た ドー ム の 全景 。 上 
部 に ある の は スピ リチア 吸収 装置 で ある 。 


Ge 


“カプ セル 
ユニット 
“マク ロス 5 の 市 民 た ち 2 カブ セル 部 分 の 
ーー カプ セル に 入れ られ て いた マク ロス 5 の EL 拡大 図 。 カ ブ セ 
バロー タ 第 4 惑星 に 辿り 着 市 民 た ち 。 パ サラ の 歌声 で 正気 を 取り ル は 成人 1 人 が 


いた マク ロス 7 船団 の 一 行 りこ コ \ 戻す も 、 ゲ ベル ニッ チ に よっ て 再び スピ 収容 で きる 大 き 
が 装置 を 発見 し て いる 。 = て ンコ [ 》 に リチア を 吸い 取ら れ て し まっ た 。 さと な っ て いた 。 
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クア ラン キル カ 


コー と バー 


@ 機体 解説 























Sa ゼン トラ ー ズ ディ 婦人 士官 用 人 開発 系 譜 図 

機動 戦闘 倍 力 服 で ある ク ァ ド ラン ・ ロ ー の 改造 

機 で 、 出 力 と 武装 を 強 徐 し だ タダ イプ と され る 。 機体 » 
構造 を 大 きく 見 直 じ て 武装 や 高 機動 ノズル を 増設 し 、 

原型 機 譲り の が 高 機動 戦闘 能力 と 火力 の 増強 を 両立 さ の の 

せ て いる また 原型 機 と 比較 し て 2096 ほ どの 性 ヽ の (A な 

能 向 を 実現 し て お り 、 一 説 に は ク ァ ドラ ン - シ リー VE KS 

ズ 最強 の 機体 と も 言わ れる 。 エ ミリ ア ・ ジ ー ナ ス の ラ ァ ドラ ン キ ルカ 苗 A 

乗 機 が 知ら れ 、 彼 女 の 機体 に は スモ ー ク の 噴射 肌 | YEE 人 











が 装備 され て いた 。 | 2 


略 高 の 肘 姫 が 駆っ た 間際 
ア だ ラン ロー の 改 送 棄 


iustration by Hidetaka Tenjin NN 


で 


O30 


D75.03 
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メカ 


> ク ァ ド ラン ・ キ ルカ 


@ 機体 解説 


MN 高級 機種 と し て 知ら れる 
ク ァ ド ラン シリ ー ズ の 中 で も 、 特 に 確認 され 
て いる 数 が 少な い 機 体 で ある (近代 の 運用 の 実績 
に 関し て は 、 サ ウン ド フ ォ ー ス と 接触 し た エミ リア ・ 
ジー ナス 搭乗 機 程度 し か 残さ れ て いな い )。 第 一 
次 星 間 大 戦 の 時 点 で 、 ヴ ィ ン テ ー ジ 級 の 機体 で あ 
る 本 機 は 、 そ も そ も 大 量 生産 され て お ら ず 、 実 戦 
に は 数 機 が 投入 され た の み で ある と も 言わ れ て い 
る 。 

エエ ミリア: ジー ナス は 、 彼 女 が 辺境 惑星 で 歌 の 修 
行 を し て いた 際 に 、 ブ ルー と グレ ー の カラ ー リ ング 
の 本 機 を 移動 用 に 使用 し て いた 。 プ ロト デビ ルン の 
四 撃 を 受け た 際 に は 、 熱 気 バ サラ の VF-19 改 ファ 
イヤ ー バ ルキ リー と 共闘 し 、 歌 の 力 で ガ ビ グ ラ ゴ を 
撃退 する も の の 、 機 体 は 大 破 し て いる 。 


| 異常 スピ リチア を 感知 し た 























島牧 体 策 和 


腰部 を 省略 し た 胴体 に 四肢 と 巨大 な 
バッ ク パ ッ ク を 加え た 基本 的 な 機体 構 
成 は ロー 型 と 同じ だ が 、 本 機 は 各部 ユ 
ニッ ト を 大 型 化 する こと で 機内 容積 を 確 
保 し 、 性 能 強 化 に 必要 な 様々 な 装備 を 
追加 し て いる 。 それ に 伴い 各部 の 形状 
も 変更 され て お り 、 原 型 機 と は 大 きく 異 
な る フォ ルム と な っ て いる 。 





















-19 改 に 迫る エミ リア の ク 
カ 。 当 時 の 可変 戦闘 機 の 中 
誇る VF-19 改 に も 引け を 取 






、 で 小回り も 
空戦 向け の 機体 で お る 。 娠 サラ 











島 去 甘 





原型 機 と 同様 に 、 高 い 機動 性 で 格闘 戦 を 展 
開 す る と いう 戦闘 スタ イル を 継承 し て いた と 考え ら 
れる 。 本 機 の 各所 に 搭載 され た 固定 武装 は 、 
基本 的 に は 原型 機 で ある ク ァ ド ラン ・ ロ ー を 踏襲 し 
て お り 、 胸 部 に 大 型 の 火器 、 腕 部 に ガト リン グ 
砲 、 背 部 、 脚 部 に ミサ イル ポッ ド と いう 配置 と な 
っ て いる 。 胸部 の 大 型 砲 は 、 メ イン ・ ブ ラス ター、 
大 口径 モー ター・ キ ャ ノン 、 そ れ に サブ ・ ガ ン と いう 





























複数 の 火器 に よる 構成 と な っ て お り 、 格 闘 戦 で 
肉薄 し た 英機 を 確実 に 仕留め られ る 火力 を 与え て 
いる 。 








煙幕 を 噴出 する 機構 を 備 





「 還 メ イン . ブ ラス ター 
胸部 左側 に は 短 砲 身 の メ イン ・ ブ ラス ター を 装備 す 
る 。 本 機 の 武装 の 中 で は 最も 大 型 の 火器 で 、 射 界 
も さほど 広く な いこ と か ら 、 中 距離 帯 の 射撃 戦 に 用 
いら れ た と 考え られ る 。 





当 は 











CC 


/ 
| 回 大 口径 モー ター・ キ ャ ノン 
胸部 右側 は ロー 型 の 中 口径 速射 イン パク ト ・ キ ャ ノン 
か ら 、 大 口径 モー ター キャ ノン に 換装 され て いる 。 
| 機 外 に 突き 出し た 2 本 の 砲身 の うち 、 長 いも の が 本 


武装 で ある 








「 回 ガト リン グ 皿 


トリ ング 碗 





| a 
固 サ ブ : ガ ン 
大 口径 モー ター - キ ャ ノン 上 部 に は サブ ガン が 配 さ [B| 
れ て いる 。3 種 類 の 火 
一 型 と の 大 き な 相 違 















を 搭載 。 











7 ク や 肩 部 裏 、 腰 関節 側 | 
所 に 高 機動 ノズル が 追加 され て いる 。 


セン サー フェ イス は 可動 本 
する 。 頭 部 上 の 
で 、 肩 の 積層 部 | 


バック バッ ク は 左右 の ミ 
大 きく 張り 出し 
た 形状 と な っ て いる 。 ま 
こ 、 育 面 中 央 に は 後方 セ 
ン サ ー が 配 さ れ て いる 。 


改造 に よっ て 原 
化し て いる が 、 高 機動 ノズル を 各部 
する こと で 優れ た 機動 性 を 維持 し て いる 。 


人 機体 上 部 の 2 連 ア ン テ 
スコ ー プ セン サー に 変更 








- 
み ハッ チ 展 開 シ ー ク エン ス 
胴体 部 に パイ ロッ ト が 搭乗 し 、 前 面 装甲 が / い ッ チ を 兼ね 
る コク ピッ ト 周 り の 構造 は 、 ロ ー 型 か ら 変 更 さ れ て いな 
い 。 バ ハッ チ の 展開 構造 も 原型 機 と 同じ で 、 頭 部 と 肩 部 
の 装甲 と 胸部 内 側 の コネ クタ ー パ ネル が 開閉 する 。 










壊さ れ た が 、 
| は 有 視 界 で 機体 を 操り 
唄い 続け た 。 


部 に 浮き 上 が 

胸部 の コネ クタ ー バ ネル が 前 に 
倒れ る 
回 肩 部 の 
目 胴 体 


チ が 後方 へ 
ハッ チ は さら に 上 部 へ 
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ロフ 5- ロ qa 













@ 機体 解説 


T-1C は 、VF-1 シ リー ズ か ら 派 生 し た 民間 用 VF で 
Ne 
し 払い 下げ た も の で 、2030 年 前 後に は 相当 数 の VF-】 
が VT- 1C に 改装 され て 出回っ て いた と いう 。 機体 の 一 式 
改装 点 は 武装 解除 と 動力 系 の デ チ ュー ン 、 保 禅 織 護 幼 引 
実 で ある 。 惑星 ヅラ で 用 いら れ て いた 機 価 較 証 旨 地 9 所 
況 に 合わ せ 、 標 準 ガン ポッ ド を 改造 し ん 滑 還 油 上 及 避 机 鈴 
用 モリ ] 発射 機 (リーブ プー ン ガ ン ) を 義 請 國 喘 軸 








Imays ueyoaa 





\ た 機体 を バ 
相対 し た 
よっ て 機 讐 





旬 サイ ズ 比 較 


※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 陸 の も の 
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合 主 要 バ パイロット 
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メ クシ ー ト ド 
VT-1C 





@ 運用 記録 


古 U 星 ゾ ソラ で も 、 民 生 用 と し て 複数 機 の VT-1C 
7 で が 導入 され て いた よう で 、 熱 気 バ サラ が 辻 
り 着い た ゾラ の 港町 の 倉庫 内 に も 、 過 去 に 捕鯨 用 
と し て 運用 され て いた と お ぼ し き VT-1C が 保管 さ 
れ て いた 。 こ れ ら の 機体 に 目 を 付け た 銀河 クジ ラ 
の 密漁 団 は 、 ゾ ラ 市 街 地 を 内 偵 し 、 民 間 企 業 や 個 
人 所 有 の 機体 を 強奪 する こと で 戦力 の 増強 を 図っ 
て いた 。 

ゾラ の 漁師 グラ ハム : ホ イリ ー が 保有 する 機体 は 、 
彼 が 妻 マ リア . ホ イリ ー と 共に 搭乗 し て いた 機体 を 
形見 と し て 保管 し て いた も の で ある が 、 カ スタ ム 
化 に より スー パー パー ツ 装 備 状態 な ら ば 単機 で の 
大 気 圏 離 脱 も 可能 と な っ て いる (オリ ジ ナ ル の 
VF-1 は スー パー パー ツ 装 備 状態 で も 大 気 圏 離 脱 
は 不可 能 だ っ た ) 。 熱 気 バ サラ は 銀河 クジ ラ に 会 う 
た め に この 機体 を 持ち 出し て いる が 、 特 に 不具 合 
も な く 運 用 で き て いた の を 見 る と 、 事 前 に グラ 八 
ム が メン テ ナ ン ス し 燃料 も 入れ て いた も の と 推測 
され る (銀河 クジ ラ に 立ち 向かう 際 、 予 備 機 と し て 
用 いる つも り だ っ た と 思わ れる )。 





















































導 銀河 クジ ラ と の 接触 で 
命 を 失っ た 妻 マ リア の 
形見 と し て 、 ム が 
機体 を 大 切 に 保管 し 
いた 。 








AN 


密漁 団 に 奪取 され た 


ピ ロロ 

ゾラ の 港町 に 保管 され て いた VT-1C は 、 
バサラ が 同 惑 星 を 訪れ た 際 、 銀河 クジ ラ の 
密漁 団 に よっ て 奪取 され て いる 。 その後 、 同 
機体 が 密漁 団 に 運用 され た と ころ は 確認 さ 
れ て いな い が 、 彼ら は 奪取 し た VF を 独自 に 


改良 し て 使用 し て いた こと か ら 、VT-1C も 同 
様 の 扱い を 受け た も の と 思わ れる 。 


密漁 団 が 銀河 ク 
ジラ 捕獲 の た め 
に 運用 し て いた 
VA-3C 改 。 主 要 


由 織 説 寺 の バイ ロン に 八 

ー ブ ー ン ガン 型 

| の ガン ポッ ド を 備 
アデ | えて いる 。 
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ァ イ タ ー モ ー ド ノ 武 装 





民生 化 に あたり 大 型 の キャ ノ ピ ー に 換装 され て お り 、 フ ァ イ タ ー 形 態 で の 良好 な 視界 
を 確保 し て いる 。 宇宙 空間 で の 運用 を 想定 し 、 機 体 上 部 、 エ ンジ ン 側 面 に 燃料 タン ク 
を 兼ね お た スー パー パー ツ を 装備 し て いる ほか 、 主 要 端 に 各 2 基 の 推進 機 を 備え る 。 





















る る グラハム: ホイ リー が 
保管 し て いた 機体 








マガ ン ポ ッ ド 








代 カラ ォ ー ク モー ド _ 
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| 
4 ソラ の 港 に | 
保管 され て いた 機体 | 

| 











偽 バト ロイ ドモ ー ド 


民生 用 に 改修 され た 本 機 だ が 、 バ トロ イド へ 
の 変形 機構 は その まま 残さ れ て いる 。 民生 用 の 
機体 で ある た め 、 バト ロイ ド の 頭 部 に セッ ト さ れ て 
いた レー ザー 機銃 は 外さ れ て お り 、 背 部 ・ 脚 部 に 
装備 され て いる スー パー パー ツ も 、 ミ サイ ル な ど 
の 武装 類 は セッ ト さ れ て お ら ず 、 純 粋 に 大 気 圏 
離脱 用 の ブー スタ ー お よび 増 槽 と し て 使用 され 
る 。 ま た 本 機 は 通常 の VF-1 に 比べ 、 機 首 (バト 
ロイ ド の 股間 部 ) が 短く な っ て いる が 、 こ れ は 機 
首 に 内 蔵 さ れ て いた 戦闘 機 用 の レー ダー、 セ ン 
サー 類 を 外し 、 民 生 向け の 整備 が 容易 な 機器 類 
と 外装 に 換装 され て いる た めで ある 。 

主 武装 で ある ハー プー ン ガ ン は 、 ガ ン ポ ッ ド の 
省 薬 を 利用 し 、 ワ イヤ ー 付 き ハ ー プ ー ン を 射出 す 
る 。 ゾラ で の 捕鯨 は 、 大 型 の 母船 ある い は 複数 
の 艦船 、VF が こう し た ハー プー ン を 銀河 クジ ラ に 
打ち 込み 、 ワ イヤ ー で 牽引 し て クジ ラ の 推進 を 停 
止 させ る 方 法 が 主流 で ある よう だ (クジ ラ を 停止 さ 
せる 推力 の な い 小 型 機 の 場合 、 ワ イヤ ー で の 系 
引 で クジ ラ の 推進 ベク トル を 変え 、 ゾ ラ へ 落下 さ 
せる も の と 推察 され る ) 。 





















良 河 クジ ラ の 中 
漁 を 生業 と する 
団 に 、 民 間 
用 の 機体 が 奪取 


され て いる 。 









込む よう に し 
バーツ が レイ ア 





ウト され て いる 





伸び て いる の が わか 


MNT 


ュ 
ら 040 年 代 の VF-1 
ピ 


最初 期 の VF で ある VF-1 シ リー ズ は 、 メ ン テ ナ ンス 
に 手 が か か る こと な どか ら 、2040 年 代 に 入る 頃 に は 
完 動 品 の 数 は 激減 し て いた と 言わ れ て いる 。 と は い 
え 、 熟 気 バ サラ が 放浪 し て いた 2040 年 代 中 頃 で も 、 
VF-1 は 民生 用 や 作業 用 、 あ る い は 辺境 惑星 の 守備 
隊 の 配備 機 な ど 、 ま だ そこ か し こ で 運用 され 続け て い 
た よう で ある 。 な お 、 グ ラ ハ ム と 妻 、 マ リア ・ ホ イリ ー が 
搭乗 し て いた 機体 は 、 元 々 は 軍 か ら 払い 下げ られ た 


上 は バサラ が 訪れ た 回 
辺境 の 惑星 で 運用 さ 

れ て いた VF-1。 一 

部 の 機体 は スー パー 

パー ツ を 装備 し て い 

る 。 右 は 作業 用 に 改 

修 さ れ た VE.1 で 、 マ 

クロ ス 7 舶 団 に て 運 

用 され て いた 。 


ゾラ の 捕鯨 用 VF は 、 フ ァ イ タ ー モ ー ド で 大 気 圏 離 脱 / 突 入 を 行 
い 、 バ トロ イド モー ド で 捕鯨 を 行う の が 基本 的 な 運用 方 法 で あり 、 
中 間 形 態 で ある ガウ ォ ー ク は さほど 活用 され て いな い 。 ゾラ の 未開 
地 な ど を 移動 する 際 に 使用 され る 程度 で ある と いう 。 

























EXTRAR REPUORT 


ci 
機体 で あり 、 頭 部 の レー ザー 機銃 が 残さ れ て いた ほ 
か 、 ス ー パ ー パ ー ツ も 軍用 の も の に 近い 形状 と な っ て 
いた (お そら く は 銀河 クジ ラ を 狩る の に 必要 な 火力 を 求 
め 、 原 型 機 に 近い 仕様 の 機体 を 入手 し て いた の だ ろ 
う )。 の ち に バサラ が 搭乗 し た 際 に は VT-1C の 外観 と 
な っ て いた が 、 こ れ は な ん ら か の 事情 で 大 破 し た この 
機体 を 、VT-1C の パー ツ を 用 いて グラ ハム が レス ト ア 
し た も の と 思わ れる 。 
マリ ア : ホ イリ ー の 搭乗 
し て いた VT-1C。 ガン 
ポッ ド こ そ ハ ー ブ ー ン ガ 
ン に 改修 され て いる も 
の の 、 本 体 : ス ー パ ー 
バー ツ 共 に VF-1 に 近 
い 仕 様 で 、 腕 部 スー パ 
ー バ ー ツ に は ミサ イル 
も 確認 で きる 。 





@1997 ビッ クウ エス ト / OVA マ クロ ス 製 作 委員 会 
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メカ ニッ クシ ー ト 
VF-5000 スタ ー 





@ 機体 解説 


ター ミラ ー ジ ュ の ペッ ト ネ ー ム で 呼ば れる VP-500@ は 、VF- 1 バルキリー を 基本 
ORO a SR NOR 
闘 機 で お る 。 傑 作 機 VF-1 の 設計 に 改 長 を 加え る こと で 低い 生産 コス ト に 比 し て 良好 な 
性 能 を 獲得 し た 本 機 は 、VF-4 ラ 3 トニ ング 下 に 代わ る 統合 軍 の 主力 機 と し て 2080 年 
代 後半 か ら 運 用 が 行わ れ た 。。 だ が 、 既 存 の 設計 概念 か ら の 脱却 を 果たし て いな か っ た 
が 故に 、2030 年 の VF- 1 1 サン ダー ボル ト の 登場 を 契機 に 第 一 線 か ら 退 く こ と と な る 。 
し か し 、 コ スト パフ ォ ー マ ンス の 高 さ か ら 惑 星 び ヅラ な どの 辺境 で は 2047 年 頃 で も 運用 
が 続け られ て いる 。 














急 サ イズ 比較 





VF-5000 





※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 熊 時 の も の 








急 開 発 系 庶 図 
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lllustration by Hidetaka Tenjin 












惑星 * ソラ の 空 を ずる 
新星 アン ダス トリ ー 


初 の 可変 果 奇 炎 


@ 主要 パイ ロッ ト 
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メカ 


p VF-5000 スタ ー ミ ラー ジュ 








島 近代 像 ジ ォ ー ク モー ド 
対空 バル スレ ー ザ ー 砲 みみ ショ ッ ク ガ ン ポ ッ ド 偶然 の 産物 と し て 生ま れ 、VF-1 の 変形 パタ ー ン 
s NE a 頭頂 部 に 対空 ・ 自 衛 用 の パル スレ ー ザ ー 砲 を 1 惑星 ゾラ の パト ロー ル 隊 の 機体 は ショ ッ ク ガ ン ポ に 取り 入れ られ た ガウ ォ ー ク 形態 は 、 当 然 な が ら VF- 
の hm 門 備え る 。 複 座 機 の TG 型 ( 右 図 ) は 頭 部 ユニ ッッ ド と 時 ば れる 特 下 を 装備 。 ご これ は 竹芝 で 5000 の 変形 機構 に も 張れ て いる 。 た だ し 、 前 
ト の 構造 が 大 きく 異な り 、 レ ー ザ ー 砲 も 2 門 と な っ 目標 の 自由 を 奪う 武器 で 、 弾 着 の 衝撃 に よる ダメ し た よう に 本 機 は 飛行 性 能 に 重き を 置い た 機体 だ っ た 
に 始め られ た 。 し か し 、 翌 201 年 に は 両社 の 航 て いる 。 ー ジ 効果 も ある 程度 は 期待 で きる 。 形状 は VF-1 "ご と も あり 、 ガ ウォ ー ク 形態 の 重要 性 が 高かっ た と は 言 
空 機 開発 部 門 が 合併 し て 新星 イン ダス トリ ー と な の ガン ポッ ド に 酷似 し て お り 、 銃 身 先端 上 部 に 照 。 えな い だ ろ う 。 ゾ ラ の パト ロー ル 隊 の 場合 は 、 密 漁 
っ た た め 、 本 機 は 同社 が 手がけ た 初め て の 可変 戦 準 セ ン サ ー を 備え 、 尾 部 の フィ ン は ファ イタ ー 形 の 取り 締まり が 、 主 に 銀河 クジ ラ が 回 遊 す る 衛星 
闘 機 と し て 完成 する こと に な っ た 。 そ の 基本 コン セ 態 時 の 整流 板 と な る 。 道 付近 で 行わ れる た め 、 ガ ウォ ー ク 形態 で の 運 
ブ ト は 大 気 圏内 で の 高 機動 性 と ステ ルス 性 に あり 、 会 は それ ほど な か っ た よう で ある 。 
可変 攻撃 機 (VA) の 支援 と 制 空 戦闘 に 主眼 を 置い 
て 設計 され て いた と 言わ れる 。 な お 、 こ こ で 解説 す 
る の は 8040 年 代 後半 に 惑星 ゾラ の 自治 政府 で 運 
用 され た G 型 の パト ロー ル 隊 仕様 機 で ある 。 武装 
は 致死 性 の 低い も の に 変更 され て いる が 、 機 体 の に コク ピッ ト 
基本 性 能 に 軍用 と の 大 き な 差 異 は な い 。 


@ 運用 記録 


































































で ある 。 な 
ユニ ッ ト 























蘭 回 

































ビュ ー で は 、 バ トロ 
ゾラ 星 は 本 来 の どか な 移 の ノズル ブロ ッ ク が 確認 で 
則 民 惑 星 で 、 パ トロール 隊 る 。 こ こ か ら も 、VF- 1 か ら 改 良さ れ だ 

も VF を 用 いる 機構 の 一 部 を る . 
規模 な も の は 少な 
か っ た 。 そ の た め 、 ガ ウォ 
ー ク 形態 も 着陸 時 な ど に 
限ら れ た 






























コク ピッ ト 構 造 は VF-1 か ら 大 きく 変わ っ て いな い 
が 、 窓 枠 の な い キ ャ ノ ピ ー と 着座 位置 の 高い シー 
ト に よっ て パイ ロッ ト の 視界 を 広げ る 設計 が な され 
て いる 。 また 、 キャ ノ ピ ー 投 影 型 HUD (ヘッ ドア 
ッ プ ・ デ ィ ス プレ イ ) や 後方 に 30 度 傾け られ た シー ト 《 
な ど 、 操 作 性 へ の 配慮 が 見 られ る 。 























ド と いう a 


確 に な さ 
















( 洛 N 


VF-5000 が VF-1 の 設計 を 踏襲 し て いる こと は 、 外 
観 に ペー ス 機 の 印象 を 残す バト ロイ ド 形態 か の ら も うか が 
い 知る こと が で きる 。 た だ し 、 垂直 尾 械 を 挟ん だ 前 腕 
部 の 2 層 構 造 や 内 蔵 式 の マイ クロ ミサ イル ポッ ド と いっ 
た 独自 の 構造 が 盛り 込ま れ て お り 、 運 用 性 の 向上 に 
繋が っ て いる 。 ま た 、 軍 と は 違っ て 犯罪 者 の 拘束 を 
主 な 任務 と し て いた 惑星 ゾラ の 銀河 パト ロー ル 隊 に と 
っ て は 、 目 標 の 無力 化 や 捕縛 に 適し た バト ロイ ド は き 
わ め て 有用 な 形態 だ っ た と 言え る だ ろう 。 


ロール 隊 は 、 

% 星 の 軍備 と 
運用 に は 十分 
備 を 保有 し て お 














人 ム エ ジ ェクション - シ ー ト ( 後 ) 
& サ イド スティック 














































信 ライ ター モー ド 

VF-5000 の ファ イタ ー 形 態 は 、 ブ レン デッド ・ ウ 
ィング ・ ボ ディ 構造 に よっ て 大 気 圏内 の 空力 特性 
を 向上 させ る と 同時 に 、 直 線 的 な 平面 構成 を 多 
用 し て ステ ルス 性 を 高め て いる 点 が 特徴 で ある ( レ 
ー ダ ー 反 射 を 抑制 する ステ ルス 塗装 も 併用 され て 
いた と 言わ れる ) 。 また 、 可 変 要 機構 が 採用 され 












































て お り 、VF-1 の 設計 が 生か され て いる こと が うか 
が える 。 










軸 大 腸 部 の バル ー ン 弾 
は 特殊 樹脂 の レス キ 
ュー キャッチャー で , 
対象 を 包ん で 保護 す 
還る 協 能 を 持つ 。 な お 、 

拘束 用 と し て も 使用 


Y 機 首 に は 流体 制御 式 回 頭 ノ ズ 
ル と セン サー テム が 装備 され 
て いる 。 ま た 、 機 体 下 面 の イン 
テー ク は 、 還 空 間 で は 内 部 に 
推進 剤 を 収納 し 、 カ バー が 閉じ る 
構造 と な っ て いる , 


























J は 各 18.500kKg 
スタ ー は P&W 













4G 型 の 指揮 官 仕様 機 は フェ イス パー ツ の ゴー グル 
部 が 小さ い の が 特徴 。 前 腕 部 の 下 に 見 
イタ ー 形 態 時 の 垂直 尾 紅 で 、 変 形 時 
翼 を 前 腕 の 分 割 バ ー ツ で 挟む 構造 と な っ て いる 











能 は 高い が 威力 は 低い , 
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貧 大 寺 圏 内 外 両 用 ブー スタ ー パ ッ ク 




























惑星 ソラ の パト ロー ル 隊 が 運用 し て いた VF-5000 
スタ ー ミ ラー ジュ に は 、 オ プシ ョ シ パ ー ツ を し て 大 気 圏 
内 外 両用 ブー スタ ー パ ッ ク が 用 意 き れ て いた 。 こ の 
ブー スタ ー パ ッ ク は 、 . マ イク ロミ サイ ル ラ ンチ ャ ー を 先 
端 に 備え た 単発 式 の ブー スタ ー と 脚 部 プロ ペラ ント タ 
ンク 兼 マ イク ロミ ザイ ルポ ッ ド で 構成 され て お り 、 非 装 
着 時 に 比べ < 宇宙 、- 地 上 双方 で の 機動 性 ・ 機 体制 
御 能 力 が 大 幅 に 向上 する 。 銀河 クジ ラ 対策 を 主 と 
する パト ロー ル 隊 に と っ て は 欠か せな い パ ー ツ で 、 隊 
長 機 、 一 般 機 に 関わ ら ず 本 ブー スタ ー パ ッ ク を 装着 
し 、 出撃 し て いた 。 


















宙 空 間 を 飛行 する ブー ス 
一 付 の スタ ー ミ ラー ジュ 。 
バト ロー ル 隊 は 本 ブー スタ 
罰 一 バッ ク を 出撃 時 の 標準 装 
備 と し て いた よう だ 。 






ブー スタ ー バ ッ ク を 装備 し 
た まま 、 大 気 圏内 に 突入 す 









の 衝撃 に 耐え うる 構造 と な 
っ て いた 。 














ラム ジェ ッ ト イ ン テ ー ク を 設置 する 。 


の プロ ペラ ント タン ク 兼 マイ クロ ミサ イル ポッ ド 











プロ ベラ ント タン ク 兼 マイ クロ ミサ イル ポッ ド と し て 機能 する 脚 部 バ 
ー ツ 。 両 脚 の 外側 に 1 基 ず つ 設 置 さ れ て いる 。 


イル を 装備 する 。 後 方 に は 大 型 の スラ スタ ー ノ ズル と 、 そ の 周囲 に 4 
( 


の み ファイ ター モー ド 


ブー スタ ー バ パッ ク 装 着 時 の スタ ー ミ ラ 
ー ジ ュ 。 機 体 中 央 に ブー スタ ー 本 体 が 
設置 され て いる の が わか る 。 


トラ ムジ ェ ッ ト エ ンジ ン の 採用 
に よっ て 、 ブ ー ス ター 本 体 は 用 
シン ブル な 形状 と な っ た 。 
マ 機 体 上 部 に 備え た 2 基 の 支 

持 プ レー ト に より ブー スタ ー バ 

ッ ク が 設置 され て いる 。 















へ 機体 の た め 、 宇 宙 で の 運用 時 は ブー ス 
ター バッ ク の 装備 が 必須 で あっ た 。 肢 
部 に も プロ ベラ ント タン ク 兼 マイ クロ ミ 
論 サイ ルポ ッ ド を 装備 する 。 










の バト ロイ ドモ ー ド 


ッ ク 装着 時 の バト ロイ ド 形 態 で は 、 ブ ー ス ター の 先 
端 が 突き 出 た 形状 と な る 。 ま た 、 バト ロイ ド は 、 支持 プレ ー ト が 
引き 込ま れる た め 、 ブー スタ ー パ ッ ク は 機体 | 

















貸 VEF.5000G 二股 


@ 機体 解説 


7 ター ミラ ー ジ ュ に は 、 単 座 型 の G 型 と 複 座 型 の 
ン ヽ T-G 型 の ら 種 が ある が 、 G 型 の 中 に も 隊長 機 、 一 
般 機 の ら タ イブ が 存在 する 。 ラ イザ ・ ホ イリ ー ら 、 パ ト 
ロー ル 隊 の 一 般 隊員 が 運用 し た 一 般 機 は 、 隊長 機 と フ 
ェ イ スゴ ー グ ル の 形状 が 異な っ て いる 。 性 能面 に お け 
る 違い は ほとん ど な か っ た と 見 られ 、 大 気 圏内 外 両 用 

















ブー スタ ー パ ッ ク や 時 空 共振 スピ ー カ ー シ ス テム を 設 
置 す る こと が 可能 と な っ て いた 。 





が 一 部 異な る 機体 も 確認 され て いる 。 







る マフ ェ イ スゴ ー グ ル が 大 型 と な っ 


| 
貞 、 て いる の が 一 般 機 の 特徴 。3 基 の レ 


ンズ を 内 蔵 する 

























作 vF-5000T-G 


VF-5000T-G は 、 VF-5000 の 複 座 タイ プ で 、 パ ト 。 ああ ファ イタ ー モ ー ド 


ロー ル 隊 が 運用 し て いた 。 複 座 型 へ の 改修 で コク 
ピッ ト 部 が 広く な っ て いる ほか 、 単 座 型 で は 1 基 で あ 
っ た 頭 部 の レー ザー・ パ ルス ガン が 2 基 と な っ て お り 、 
戦闘 能力 が 強化 され て いる 。 銀河 クジ ラ 対 策 や 対 
密漁 団 戦 で も 少数 な が ら その 姿 が 確認 され て いる 。 
銀河 クジ ラ の 人 
対策 の た め 、T- 
園内 外 両 用 ブー 
装着 し て 出撃 し て いる 
ガン ポッ ド は G 
型 と 共通 で ある 。 



































ン の 基部 が 見 え 
な る が 、 変 


























\ て 他 の タイ プ と の 違 
\。 図 の よう に 、 肩 部 の 上 に 
時 空 共振 スピ ー カ ー を 装備 する こと が で 
く ピ ビー カー ユニ ッ ト は G 型 に も 装備 
























echani Sheet 
メカ ニッ クシ ー ト 
VF-5000 スタ ー ミ ラー ジュ 






MAOCROSSs CHRONIF に 


E01 











変形 シー クコ 

VF-1 の 強化 発展 型 と し て 開発 され 、 惑 星 ゾ ラ の 銀河 パト ロー ル 隊 に も 配備 さ 
れ た VF-5000 スタ ー ミ ラー ジュ は 、 変 形 シー クエ ンス に お いて も VF-1 の 流れ を 没 
む も の と な っ て いる 。 だ が 、 パー ツレ イア ウト な ど 機 体 細部 は VF-1 と 大 きく 異な っ て 





|) ガウ ォ ー ク 形態 へ 


F ン ス ( フ ァ イ タ ー 形 態 - ガ ウォ ー ク 形態) 


いる た め 、 新 た な 要素 が 加え られ て いる 。 中 で も 、 フ ァ イ タ ー 形 態 か ら ガ ウォ ー ク 


有 熊 に 変形 する 際 に 、 
は の も の と 言え る 。 


両脚 曲げ て 下ろ す 
] 2 次 元 ノ ズル 開い て 足 を 形成 





8 部 パー ツ に よっ て 尾翼 を 挟み 込む 機構 な ど は 本 機 な ら で 








chani_ Sheet 


メカ ニッ クシ 


p VF-5000 スタ ー ミ ラー ジュ 











頒 秋 形 シー クエ ンス (ガウ ォ ー ク 


VF-5000G の バト ロイ ド 形 態 は 、 背 部 ブロ ッ ク が 両翼 部 と 推進 ノベル の 3 つの 
パー ツ に 分 割 さ れ た 、 特 殊 な 構造 と な っ て いる 。 これ ら の パー ツ 群 は バッ ク パ ッ ク 
転 ヒ ンジ に よっ て 接続 、 可 動 す る 方 式 で あり 、 ガ ウォ ー ク 形態 か 





に 備え た 2 基 の 回 











1 台 部 の 変形 


有 能 


レポ 





ー バ トロ イド 形態 ) 

ら の 変形 時 に 使用 され た 。 また 股関節 部 に も 、 脚 部 の 屈伸 や ひね り と いっ た 細 
か な 挙動 を 実現 する ヒン ジ が 2 基 設 置 され て お り 、 バ トロ イド 形態 時 の 運動 性 を 確 
保 し て いた 。 














納 部 ご と 下 に 曲がる 
ty る 
トカ バー せ P 出 す 


バッ ク パ バッ ク 部 
回 転 ヒ ンジ 





機体 下面 か ら 外 れ て 
腰 パ ー ツ と 一 体 で 回 転 4 








ロ 
こら と 


惑星 ソラ の パ | 


t 振 スピ ー カ ー ユ ニッ ト 








カー ユニ ッ ト が 装備 され た 。 


ファ イダ ター モー ド 
(VF-5000G) 


90 度 回 転 する 。 


ロー ル 隊 と 密漁 団 と の 最終 決戦 時 
に は 、 パ トロ ー ル 隊 の VF-5000 全 機 に 時 空 共振 スピ ー で 








ーー 時 空 共振 スピ ー カ ー ユ ニッ ト 
河 ク ジラ と の ー 





に 取り 付け られ た 。 


| 
“4 マ バ トロ イド モー ド 
(VF-5000G) 
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Da308 






ee 治安 竣 任 務 を 支 枯 す る 
バト ロー ル 層 厚底 (トロール 譜 の 多目的 艇 















納 母 北 4 イ 一 ロ 7 4 
Fa IILUueyoaa 





六合 軍 に 協力 する 形 で 惑星 ゾラ の 治安 維持 に 従 
/ リル 事 し た 銀河 バト ロー ル 隊 は 、 VF-5000 スタ ー 
ミラ ー ジ ュ を 主力 機 と し て 運用 する と 同時 に 、 そ れ を 
サポ ー ト する 租 艇 を 併用 し て 密 源 団 の 取締 りな どの 任 
務 に あたっ た 。 こ の パト ロー ル 隊 母艦 は 水上 航行 が 
可能 で 海洋 面積 が 広い 惑星 ゾラ で の 運用 に 適し て い 
た だ け で な く 、 大 気 圏 内 外 の 航行 能力 も 有 し て いた 。 
た だ し 、 戦 闘 艦 と し て は 小型 で 非力 で めった た め 、 
VF の 運用 を 支援 する 補助 艦艇 と いう 役割 が 本 艦 の 意 
義 だ っ た と 言え る 。 














パト ロー ル 隊 母 能 m 
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シタ リー ルン ん ト 


パト ロー ル 隊 母艦 





働 楓 休 橋 造 
本 艦 は 地球 製 と 言わ れ て いる が 、 構 造 は 統合 軍 


@ 運用 記録 
艦艇 な ど と 大 きく 異な り 、 平 面 と 曲面 を 組み 合わ せ 


i た 独特 の フォ ルム を 有 し て いる 。 これ は 、 水 上 艦 と 
PP は 、 銀河 ク ジラ と 呼ば れる エネ ルギー 体 が 衛 。 し て の 設計 が 取り 入れ られ て いる た め と 見 られ る 。 
星 軌 道 に 1 年 周期 で 回 遊 し て くる 。 そ の 時 期 に は 銀河 
クジ ラ の 捕獲 を 図る 密漁 団 が 横行 し 、 ソラ 自治 政府 
の 銀河 パト ロー ル 隊 は その 取り 締まり に 追わ れる こと 
に な る 。 バ トロ ー ル 隊 母 艦 が 運用 され る ケー スズ は 、 主 
に 衛星 軌道 上 で の 宮 源 船団 の 未 捕 時 で 、VF 名 機 に 随 
伴 し て 後方 か ら 支援 を 行っ た 。 戦 闘 に 加わ る こと は 少 
な か っ た が 、 水 捕 し た 容疑 者 の 収容 や 負傷 者 が 出 た 
場合 の 応 電 処 置 と 搬送 な ど 、VF だ け で は 対応 し まれ 
な い 作 業 に 携わっ て いる 。 ら 047 年 に 熱気 バサラ が 
ソラ を 訪れ た 際 に も 、 衛 星 軌道 上 で の 密 光 団 取 り 締 
まり に 出動 し 、 束 捕 し た 密漁 者 を 護送 し た 。 ま た 、 宇 
軸 に 放り 出さ れ 、 隊 員 の ライ ザ - ホ イリ ー に 救助 され 
た バサラ を 収容 し 、 隊 本 部 まで 搬送 し て いる 。 






































人 艦 首 上 部 に ブリ ッ ジ 、 艦 
尾 に 上 部 4 基 下 部 2 基 の 
推進 機関 を 備え る 。 ま た 、 
両 般 の 翼状 ユニ ッ ト は 着 
水 時 に は 折り 畳 ま れる 








バト ロー ル 隊 に 出動 が か か 
り 、 そ れ が 大 規模 な 検挙 
、VF に 随 





する 。 8) 
まで VF で あり 、 母 
存在 で あっ 





艦 








する 港湾 部 に 接岸 され て いた 。 








逢 艦内 治療 室 み バ パト ロール 艇 | 
任務 中 に 負傷 者 が 出 た 場合 に 備 広大 な 海 を 有する ゾラ で は 公民 問わ ず 船舶 が 盛ん に 用 | 
| 















え 、 艦 内 に は 治療 室 が 設け られ 、 | いら れ ( ボ ー ト 兼用 の オー ト 3 輪 な ども 普及 し て いた ) 、 パ トロ 
医師 も 乗艦 し て いた 。 本 格 的 な 医療 ー ル 隊 も 通常 の 警 ら に は 高 機動 小型 艇 を 運用 し た 。 し か 
ぁ は 難し いも の の 、 患 者 の 状態 を 
診断 する 機器 が 備え られ 、 治 療 カプ 
セル に よる 延命 処置 が 可能 と な っ て 
いる 。 ちな み に 、 バ サラ も 一 時 は こ 

治療 室 に 収容 され た 。 


で 























し 、 凶 悪化 する 密漁 団 に 対し て は 力 不足 と な る ケー ス も あ 
っ た よう だ 。 / 
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ンー ンク ンー E02 
Py VA-3C 改 イン ベー ダー 改 





























ation by Hidetaka Ter 


@ 機体 解説 


= 変 戦闘 機 (MMF) と デス トロ イド 双方 の 特性 を 持つ 、 統 合 軍 の 
ゴゴ 可変 攻撃 機 (VA) 一 その 代表 的 な 機体 で ある VA-3 イン 
ベー ダー は 、 運 用 性 の 高 べ か ら 複数 の 派生 機 を キ 生 ん だ 。 中 で も 、 
この VA-3C 改 は 惑星 ゾラ の 銀河 クジ ラ の 密漁 団 に よっ て 運用 さ 
机 着 異色 の 機体 と し て 知ら れる 。 そ の 体内 か ら 宇 宙 船 を 動か す た 
め の 下 ネル ギー が 採取 で きる 銀河 クジ ラ の 捕獲 と いう 特殊 な 用 
途 の た め 。 本 機 a は モ り の 射出 機構 を 追加 し た ガン ボッ ド が 装備 さ 
れる な ご 目的 に 合わ せ た 改 修 が 施さ れ て いる 。 ま た 、 原 型 機 の 
特徴 @ あ る 耐 弾性 を 落 が イ バ ビ リティ の 高 さも 受け 継い で お り 、 
VF と の 戦闘 も 可能 で あっ た 。 

















※ デ ー タ は アタ ッ カ ー 時 の も の 但 サ イズ 比較 





























たく 


富 河 クジ ラ の 密漁 盛 が 運 色 し た VA- ヴ シリ ー ズ の 改造 駿 
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信連 用 記録 ( 法 EERE 供 ニン ピ ルト 


MM NN VA-3 
ン リ ー ズ も 移民 船団 な ど に 広く 普及 し て い 前 者 は 銀河 クジ ラ を 捕獲 する た め の ワ イヤ ー 付 き 
た 。 中 で も この VA-3C 改 は 、 惑 星 ゾ ラ の 密漁 団 が 。 の モリ で 、 ガ ン ポ ッ ド が 射出 装置 兼ね て いる 。 ま 
ブラ ッ ク マ ー ケ ッ ト に 流れ た 機体 を 入手 、 改 造 を 施 た 、 後 者 に は 両 腕 部 に 内 蔵 さ れ た パル スレ ー ザ ー 
し た 機体 と 計 
近 を 回 遊 する 銀河 クジ ラ を 獲物 と し 、 大 型 母胎 を 中 お 、 原 型 機 VA-3 は 武装 搭載 量 の 多 さ が 特徴 の 
心 に 本 機 を 運用 し て 密 当 
と 練 度 は 軍隊 に 匹敵 し た と も 言わ れ 、 密 漁 を 阻止 し 
よう と し た 惑星 ゾラ の パト ロー ル 隊 を 翻弄 し た 。 
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VA-3C 改 イン ベー ダー 改 














AN 9 


全 領 域 で 運用 され た 、VA-3M 


ゴ 

VA-3 シ リー ズ に は 、 水 上 航行 や 水中 潜行 が 可能 な VA-3M も 存在 

する 。 全 領 域 攻撃 機 で ある この 機体 は 、 一 部 の 特務 部 隊 に 配備 され 

た ほか 、2050 年 代 未 に 航海 中 で あっ た マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 船団 な 
ど で も 運用 され た と 言わ れ て いる 。 S と 





密漁 団 は 銀河 クジ ラ の 捕獲 だ け で な く 、 治 安 閣 
隊 な ど と の 戦闘 も 想定 し て いた 。 その た め 、 本 機 
は 捕鯨 用 装備 と 通常 武装 の 両方 を 備え て いる 。 





VA-3 シ リー ズ に は 、 電 子 戦機 の EVA-3A の よう に 
前 還 で は ポポ 複 座 型 の 機体 も 存在 する が 、VA-3C 改 は 一 般 的 な 
を 使用 する 場面 も 多 パリ エー ショ ン と 同じ く 単座 型 と な っ て いる 。 コク ピッ 
く 見 られ た 。 機体 数 トト は 機 首 部 に 位置 し 、 前 方 の 視認 性 に 優れ る 。 な 
Le お 、 軍 用 の VA-3 シ リー ズ は 地上 攻撃 用 の FCS (Fire 
を 圧倒 する こと も Control System 射撃 管制 装置 ) を 搭載 し て いる 
か っ た が 、 本 機 も 同様 の も の を 装備 し て いた か どう か は 不明 



















































































われ る 。 密 洲 団 は 惑星 ゾラ の 軌道 付 砲 と マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー が 挙げ られ る 。 な 


























を 行っ て いた 。 そ の 規模 ひと つ だ っ た が 、VA-3C 改 が 外装 式 の ミサ イル な 
ど を 用 いた ケー ス は 確認 され て いな い 。 



































アタ ッ カ ー 形 態 ( 左 ) で は 、 飛 行 艇 の 特性 を 有 し て お り 、 主 糞 下 ポッ ド は 方 向 能 付 き の フ ロー 
ト を 兼ね る 。 ガ ウォ ー ク 形態 (中 央 ) で は 、 機 体 後部 を 脚 と し て 展開 し て 腕 部 を 変形 させ て 
いる 。 バ トロ イド 形態 ( 右 ) は 腕 部 の 構造 が 他 の 人 バリ エー ショ ン と 異な っ て いる 。 






の ガン ポッ ド は 、 銃 身 の 大 半 が モリ の 
$ り 、 ガ トリ ング ガン の 銃口 は グリ ッ プ 






の 外側 に マイ クロ ミ 
サイ ル 発 射 口 を 備え 


て いる 。 














作 トロ イド モー ド 














機 (A-6 イン トル ー ダ ー) に 近い 機体 形状 を 有 し て の 特徴 で ちる 。 エ ン 造 が 採用 され て お り 、 バ トロ イド 形態 は ダ ゼントラーディ の 
いる 。 本 機 も 基本 的 な フォ ルム に 変更 は な く 、 他 は 双発 で 主 工 根元 に 位置 し 戦闘 ポッ ド に 近い フォ ルム を 持つ 。 VA-3C 改 の バト ロ 


の バリ エー ショ ン と 比べ る と 主要 下 ポッ ド の 形状 や 
接続 方 式 が 異な る 程度 で ある 。 ま た 、VA-3 シ リー 


2 人 ーー ドド 
VF の ファ イタ ー 形 態 に 相当 する VA-3 シ リー ズ 
の アタ ッ カー 形態 は 、 統 合戦 争 以前 の 艦上 攻撃 





VA-3 シ リー ズ は 航空 機 と し て の 性 能 は も ちろ ん の こ 
と 、 地 上 戦 を 想定 し て いた こと か ら バ トロ イド 形態 の 防 
御 力も 重視 され て いる 。 VF シ リー ズ と は 異な る 変形 構 












“丸み を 帯び た フォ ルム が アタ 




















a イド も 同様 で 、 ヘ ッ ド ユニ ッ ト の 複合 セン サー の 形状 な 


ど を 除い て 構造 は 他 の VA-3 シ リー ズ と 共通 し て いる 。 




















ズ は 大 気 圏内 、 特 に 低 高度 で の 安定 性 と 機動 性 


を 重視 し た 


は 宇宙 空間 で : 
本 形態 の 性 能 が 発揮 され る こと は 少な か っ た 。 





の み フォー ルド ・ ブ ー ス ター 装備 











密漁 








に 侵入 し 、 
ルド ・ ブ ー ス ター を 装備 し 、 母 船 に 随伴 する こと が 


多かっ た 。 
























密漁 団 は 主 に 本 形態 で 運用 し て お り 、 パ トロ ー ル 隊 VF 
と の 交戦 で も 安定 し た 性 能 を 示し て いる 。 


ゃ 







































特徴 的 な 外観 の バト ロイ 
ド 形 ー ル ド と な る 主 
翼 漁 団 の マー ク 
が 描か れ て いる 。 




















ン ポ ッ ド だ 
部 の バル スレ 
も 広く 取 
柔軟 な 戦闘 が 可 


マ 主 机 中 央 に バト ロイ ド の 腕 部 
ユニ ッ ト を 配 し た 独特 の 構造 を 
有する 。 主 机 下 ポッ ド 側 面 の 
ッ チ が マイ クロ ミサ イル の 発射 前 
cet っ Ua ンプ iD 










脚 部 後面 は 
剖 が その まま 稲 出 


















人 機体 左右 の エア イン テー 
ク 下 部 に プロ ベラ ント タン 


宇宙 空間 で の 運用 時 
、 大 気 圏 に 突入 する 
隙 に 投棄 され る 





連携 行動 に よる 戦法 

密漁 団 は VA-3C 改 を 大 量 に 投入 し て パト ロー 
ル 隊 を 圧倒 し 、 銀 河 ク ジラ を 捕獲 する 際 に は 複 
数 機 か ら 連 続 し て 針 を 発射 、 動 き を 止め る 戦法 を 
用 いた 。 各 機 の 連携 行動 に つい て は 高い レベ 
ル に あっ た と 言え る 。 














は フォ ー ル ド 航 行 で 惑星 ゾラ の 衛星 軌道 マフ ォ ー ル ドブ ー ス 
密漁 を 行っ て いた 。 VA-3C 改 も フォ ー フン て に 


着 さ れる 












4 エン ジン ブロ 
が 胸部 を 構成 し 、 
買付け 根 の サ 
テー ク か ら ノ ズル に 
け て の 両 ブ ロッ ク 
) 動 し て パ 
ク パ バッ ク と な る , 
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メカ ニッ クシ ー ト 
VF-228S シュ トゥ ルム フォ ー ゲ ル I 











lllustration by Hidetaka Tenjin 


@ 機体 解説 


VF(Advanced Variable Fighter) 開発 を 巡る 「 ス ー パ ー・ ノ ヴァ 
『。 で の 競合 試作 に お いて 、Yi- 19| に 敗 折 た YF-2 1 で あっ た が 、 
アク ティ ブス テル ス 能 力 、 ベ イロ ェ ド 能力 が 評価 され 、 特 殊 作戦 機 VF- 
58 と し て 少数 が 制式 採用 され た 。Y 据 6 1 か ら の 主 な 改修 点 と し て 、 
その 最大 の 特徴 で ある 脳波 
の 大 幅 な 簡略 化 と 、。 そ れ に 件 

















雪 主 要 バ イロ ッ ト 





タネ ヌ テ ム BDI (Brain Direct Image) 
手動 操縦 シス テム 対応 コク ピッ ト へ の 換 
装 が 挙げ られ る 。 ご れ ら の 変更 に より 、 慕 大 な コス ト の 削減 と 、 機 器 の 
簡略 に よる に 成功 し た 。 な お 、 ペ ッ ト ネ ー ム の 「 シ ュ ト ゥ ルム フォ ー 
ゲル 」 は 、 ド イツ 語 で ウミ ツバ メ な どの トト す る 。 








急 サ イズ 比較 ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 























和 革 作戦 局 と し て 菜 っ た 
ラー ティ 某 革 訪 村 


メカ ニッ ク 


介 運用 記録 














し 
結 し た 翌年 の 2047 年 、 行 方 不明 と な っ て い 
熱気 バサラ 捜索 の た め 、 マ クロ ス 7 有 船団 の ガム 
リン 木崎 大 尉 が VF-22S で 惑星 ゾラ に 向かっ て い 
る 。 同機 の カラ ー リ ング は 、 バ ロー タ 戦 役 時 の 乗 
機 VF-17S に 近い 、 濃 い グ レー の 地 に 黄色 の ライ 
ン で あっ た 。 ガ ムリ ン 大 尉 は ゾラ を 訪れ た 直後 、 惑 
星 軌道 上 に お ける ゾラ 駐留 部 隊 と 宇宙 クジ ラ 密 漁 団 
と の 戦闘 の VA-G3 部 隊 を 、 ガ 
ン ポ ボッ レー ザー ビー ム ガ ン で 瞬時 に 無力 化 
し て いく 。 大 尉 の 乱入 は 、 低 致死 性 兵器 し か 装備 
し て いな い ソ ゾラ 星 パ トロ ー ル 隊 の VF-5000 部 隊 に 
と っ て 、 ま た と な い 応援 で あっ た 。 こ の 事件 に お い 
て VF-22 は ガム リン 大 尉 機 し か 確認 され て いな い 
が 、 同 時 期 に ダイ ヤ モ ン ド フ ォ ー ス の 僚機 も VF-2 ら 
に 機種 転換 し て いた と 推察 され る 。 
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VF-22S シュ トゥ ルム フォ ー ゲ ル IH 













島 控 夫 武装 

マク ロス 7 船団 で は 、 バ ロー タ 戦 役 の 際 、 船 
団 内 の 工場 艦 で ライ セン ス 生 産 さ れ た VF-22S が 
ご く 少 数 導入 され て いた 。 ダイ ヤ モ ン ド フ ォ ー ス の 
VF-22 も 、 引 き 続き 工場 艦 で 生産 され た も の が 配 
備 さ れ て いた よう で 、 機 体 の 仕様 お よび 基本 的 
な 武装 は 先行 導入 型 か ら 変更 され て いな い ( ダ イヤ 
モン ド フ ォ ー ス の 僚機 に 関し て は 、S 型 で は な い 仕 


























みみ エリ コー ン AAB-7 対空 ビー ム 砲 

他 機 種 の 頭 部 レー 
ザー 機銃 と 同系 列 の 
装備 。 ブ レー ド 型 で あ 
る た め 固 定式 の アン テ 
ナ に 見 える が 、 基 部 に 
は 可動 域 が あり 射 角 
も 広い 。 主 に ファ イタ 
ー ン ガウ ォ ー ク 形態 で 
の 対空 牽制 に 用 いら ! 

















































様 の 機体 が 配備 され た 可能 性 は ある ) 。 武装 は 、 
YF-21 か ら 受 け 継が れ た GV-17L カ ー ト レス ・ ガ トリ 
ング ・: ガ ン ポ ッ ド と 、 機体 上 面 (バト ロイ ド 形 態 時 は 
両 前 腕 に 配置 ) の レー ザー ビー ム ガ ン 2 門 、 そ れ に 
頭 部 の 対空 ビー ム 砲 1 門 、 加 えて 機体 内 の ウェ ポ 
ン ベ イ に マイ クロ ミサ イル を 装備 する の が 標準 的 な 
仕様 と な る 。 


の み ヒュ ー ズ /GE GV-17L ガン ポッ ド 

YF-21 と 同系 の カー トレ ス 式 ガン ポッ ド で 、2 門 
が 標準 装備 され て いる 。 手持 ち で 使用 し な い 時 
は 、 大 乳 部 パネ ル ( フ ァ イ タ ー 形 態 で は 下部 パネ 
ル ) に 固定 され た 状態 で 運用 され た 。 


















































貸 フラ ィ イター モー ド 


高 機動 形態 で 、 ガ ムリ ン 大 尉 は 通常 の 宙 間 移動 や 
惑星 ソラ か ら の 離脱 な ど に 使用 し た 。 フォ ー ル ド ・ ブ ー ス 
ター も この 形態 で 使用 する 。 原型 機 で ある YF-21 に 匹 
敵 する 高い 機動 性 を 秘め て いる が 、 脳 波 操縦 シス テム 





























(BDI) は 簡略 化 さ れ て お り 、 あ くま で パイ ロッ ト の 補助 


と し て 機能 する 程度 と な っ た 。 こ の こと か ら 、YF-21 ほ 





どの 能力 を 引き 出す の は 極め て 難し いと され る 。 












































供 ラビ ホ ー 








先行 導入 され て いた マッ クス 機 と 同様 、 『 


コク ピッ ト は マニ ュ ア ル 操 縦 を 主 と し 、 補 助 
と し て 脳波 操縦 シス テム を 備え た 仕様 と 
な っ て いる 。 脳波 操縦 用 に 、 シ ー ト に は 脳 
波 操縦 用 無 接点 コネ クタ を 備え る 。 バト 
ロイ ドモ ー ド で は 、 キャ ノビ ピー が カバ ー で 和 覆 
われ る 一 方 、 操 縦 席 が 後方 に 90 度 回 転 


















































し 、 操 縦 席 周り の レイ アウ ト も 変更 され る 。 





PK 
NO | 
の a | 
< て | サブ モニ ター 
| 
dR 
へ 





ーーー 





































作 カラ ォ ー ク モー ド 

低空 飛行 ホバー 走行 用 の ガウ ォ ー ク 、 格 
闘 戦闘 形態 の バト ロイ ド 共 に 、YF-21 と 同じ 
変形 シス テム を 受け 継い だ 。 ク ァ ド ラン ・ ロ ー な ど 
の ゼン トラ ー デ ィ 系 パト ルス ー ツ と 似 た スタ イル 
や 、 脚 部 に 主機 関 を 搭載 し な い 点 も YF-21 
と 同様 と な っ て いる 。 相違 点 と 言え ば 、 操 縦 
シス テム の 変更 に 伴う メイ ンカ メラ や キャ ノ ピ ー 
の 形状 程度 で あり 、 そ れ 以 外 の シス テム や 機 
体 特性 は ほぼ ば そ の まま 継承 され た 。 な お ガム 
リン 大 尉 は バロー タ 戦 役 当 時 は 、 フ ァ イ タ ー モ 
ー ド で 戦闘 の 中 心 まで 突貫 し 、 そ の 後 バ トロ イ 
ド に て 周囲 の 敵 機 を 撃墜 する と いう 戦法 を 得 
意 と し て いた が 、 ゾ ラ で の 対 密漁 団 戦 で も 同 
様 の 戦法 を 採り 、 周 囲 を 制圧 。 本 機 の バト ロ 
イド の 格闘 戦 性 能 の 高 さ を 証明 し た 。 






























































ン バ ト ロイ ドモ ー ド 


4VF- 1 の よう に 胴体 


が 見 て 取れ る 


状 は 、 ゼ ント 
トル スー 
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Z ロ -Bg ロ 





グラ ハム ホイ リー が 、 
銀河 を 捕獲 す 
る た め に 所 有 し て い 
宙 船 で 、 単 独 で 

圏 突入 ・ 離 脱 








但 能 体 解説 


河 ク ジラ の 捕獲 を 目指 す グ ラ ハ ム ・ ホ イリ ー が 、 宇 宙 へ 
ヽ の 航行 手段 と し て 用 いた の が キャ ッ チ ャ ー ボ ー ト で あ 
る 。 巨 人 化し た グラ ハム に 合わ せ た 大 き さ の 漁船 と 、 ブ ー ス 
ター を 設置 し た 大 型 の 宇宙 船 が ドッ キン グ し た よう な 構造 で 、 
大 気 圏 の 離脱 ・ 突 入 が 行え た 。 銀河 ク ジラ の 捕獲 用 と し て 、 
光 朋 船 首 に 捕鯨 砲 「 ハ ー ブ ー ン ] を 備え て いる ほか 、 宇宙 腔 癌 
分 に は フォ ー ル ド ・ シ ステ ム を 搭載 し て お り 、 フ ォ ー ル ド も 可能 
な 多 機 能 船 と な っ て いる 。 





| 
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パイ ロッ ト は 宇宙 服 を 
着用 し て 出撃 する 必 
要 が ある 。 非 航行 時 
は 、 グ ラ ハ ム 邸 に 隣 
接する 波止場 に 停泊 
し て いる 。 


度 に わた 
り キ ャ ッ チ ャ ー ボ ー ト 
で 出撃 。 銀 河 ク ジラ 
の 捕獲 を 目指 し た 。 


グラ ノバ ムカ が 運 記 し た 


宇 店 病 箕 
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@ 運用 記録 


RR \ ム の 所 有 船 と し て 、 
キャッチ ャ ー ボ ー ト は 何 度 も 宇宙 と 惑星 ゾラ を 
往復 し て いた 。 グ ラ ハ ム は 本 船 の 大 気 較 離 脱 機能 、 フ 
ォ ー ル ド 機 能 を 駆使 し て 銀河 クジ ラ の 出現 場所 に 移 
動 。 そ の 後 、 船 後方 の ブー スタ ー を 切り 離し た 高 機動 
形態 へ と 移行 し 、 捕 鯨 活動 の 前 線 基地 と し て 用 いて い 























た 。 だ が その 途中 で 、 銀 河 パ トロ ー ル 隊 や 密 源 民 
妨害 を 受け る こと も あっ た 。 





回 
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が 、 船 首 の ハー プー ン を 使う こ 
と も あっ た 。 








ゅ 大気圏 離脱 時 に は 、 漁 船 部 分 に 備え 
た キャ ビン の ハッ チ を 閉じ 、 捕 鯨 砲 を 格 
納 す る 。 こ れ に より 本 船 は 加速 に 特 化 
この 際 、 バ イロ ッ ト は キャ ピン 内 
つた 状態 と な る 。 











大 幅 に 向上 する 。 








信 牧 体格 

グラ ハム が 所 有する キャ ッ チ ャ ー ボ ー ト は 、 宇 宙 船 
の 上 方 に 小型 の 漁船 が ドッ キン グ し た よう な 特殊 な 
構造 と な っ て いる 。 漁船 部 分 が 船 の コン トロ ー ル を 、 


























バイ ロッ ト は 、 漁船 後 
方 に 設置 され た 能 を コ 
ント ロー ル す る 。 


マヤ 側面 か ら 見 た キャ ッ チ ャ 
ー ボ ー ト 。 海 で の 停泊 時 に 
は 、 漁 船 部 分 の み が 海 上 に 
浮か ん で いる 。 


ユー を 備え る 。 


ぁ 高 機動 形態 と な っ た 
キャ ッ チ ャ ー ボ ー ト の 後 
方 。 魚群 探 知 器 な ど 、 
重要 な 機関 が 集中 的 に 
設置 され て いる 。 





了 し た 後 、 ブ ー ス 4 
部 分 を 切り 離し て 高 機 
動 形態 と な っ た キャ ッ チ 
ャ ー ボ ー ト 。 





大 型 の ブー スタ ー を 、 宇宙 船 部 分 後方 に 2 
基 備 えて いる 。 船尾 中 央 に は 発進 用 の スク リ 


宇宙 船 部 分 が 船 の 出力 や フォ ー ル ド ・ シ ステ ム の 起 
動 を 担う な ど 、 銀 河 ク ジラ 捕獲 に 特 化し た 性 能 、 形 
状 で ある 。 

宇宙 船 部 分 の 大 型 ブー 
スタ ー を 用 いる こと で 、 
水上 か ら 宇宙 へ と 超 高 
速 で 飛び 立つ こと が 可 
能 で あっ た 。 










グラ ハム が 船 を コン トロ ー ル する キャ ビン は 可動 式 で 、 ハ ッ チ が 
中 央 か ら 前 後に 展開 する 構造 と な っ て いる 。 








信 生得 半 代 y 


キャ ッ チ ャ ー ボ ー ト に は 、 銀 河 ク ジラ 捕獲 を 目的 と し 
て 、 多 彩 な 装備 が 設置 され て いる 。 武装 と し て は 、 
漁船 船首 に は 捕鯨 砲 「 ハ ー プ ー ン 」 を 備え 、 船 か ら も 
クジ ラ に ダメ ー ジ を 与え る こと が で きた 。 その 他 、 航 
行 用 に フォ ー ル ド 装 置 を 備え る ほか 、 クジ ラ の 探索 用 
に 魚群 探知 器 や 無線 用 アン テ ナ も 設置 され る な ど 、 
シン プル な 外観 に 似合わ ず 多 機能 と な っ て いる 。 





























"回 ハー ブー ン 

銀河 クジ ラ 用 の 巨大 な モリ 
を 発射 で きる 捕鯨 砲 「 ハ ー ブ 
ー ン 」。 砲 軸 が 回 転 式 の た 
め 射 程 範 囲 も 広く 、 船 に 乗 
つた まま 銀河 クジ ラ に 接近 し 
た 際 な ど に 使用 され た 。 グ 
ラ 八 ム が 携帯 し て いる モリ 

| を 流用 する こと が で きる 。 


| マハー ブー ン 引 き 込 み シ ー ク エン ス 













[ イ 
回 漁業 無線 
魚群 探知 器 | 
宇宙 船 の 船首 に は 、 複 数 の 魚群 探 
知 器 が 集中 的 に 設置 され て いる ほ 
か 、 底部 の ス 
また 、 宇 宙 船 後方 に ある 
| は 、 濃 業 無線 を 受信 で きる 。 















"回 スキ ッ ド 

宇宙 船 の 底部 に 3 基 備 えら れ て いる 
a 氏 重力 衛星 着陸 用 と 推測 
| され る が 、 そ の 用 途 は 定か で な い 。 








回 フォ ー ル ド ・ シ ステ ム 
宇宙 で 運用 で きる フォ ー ル ド 航 行 用 
の 装置 。 銀 河 ク ジラ へ の 切 速 接近 
を 可能 と し た 。 
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VF-19P エク スカ リバ ー 








lllustration by Hidetak 
















へ ん 期 全 領域 可変 戦闘 機 (AVF) と し て 傑出 し た 性 能 を 見 ぜ た YF-19 は 、 ピ ー キ ー な 
へ 性 を 緩和 し て 安 


定性 を 向上 させ る こと で * リ 一般 が イオ ロット 向け の 
ー ズ へ と 発展 し た 。 その バリ エー ショ ン の びと つが VF- 19P で 8 本 
主眼 を 置い た 改良 が な され 、 機 体 は 寺 般 量産 機 の VF-19F エク スカ リバ ー よ り も 、 【 験 
改造 機 の VF-19 改 (通称 ファ イ 4? 人 バル ギリー) に 近い 構造 を 肥 し て いる 。 ま た 、 ピ ン ポ イン ト 
バリ ア - シ ステ ム や アク ティ ブス テル ス な ど 、YF- 19 に 導入 され た 各種 の 新 技術 は 本 機 に も 紅 
され 、VF-18 系 列 機 の 名 に 恥じ ぬ 高 性 能 を 備え て いた 











急 主 要 バ パイ ロッ ト 





急 サ イズ 比較 





全長 ょ 18.47m_ 

全高 と 3.94m 

全幅 と 14.87m 

空虚 重 圭 ゆ 調査 中 

エン ジン トレ 調査 中 

最大 速度 調査 中 

推力 調音 中 ; 
標準 装備 マウ ラー REB-30G 対 空 レー ザー 機銃 ノ マ ウ ラー REB-23 半 
固定 レー ザー 機銃 メ ヌ ノ マ イ クロ ミサ イル 他 多数 


VF の 
締 を 受 砂 月 い だ 


 VF-/@ ぢ 系列 半 














メカ ニッ クタ 


⑧@ 運用 記録 


eR 
成 の 難し さか ら 少 数 に 留まり 、VF-19P も 運用 
され た ケー ス を ほとん ど 確 認 で き な い 。 足 重 な 一 例 
が 、 惑 星 ゾ ラ の 銀河 パト ロー ル 隊 用 に 、 ス ピー カー ユ 
ニッ ト 装 備 の 改修 が 施さ れ た 1 機 で ある 。 同 機 は 、 そ 
の 折 に ゾラ を 訪れ て いた 熱気 バサラ が 乗り 込み 、 パ ト 
ロー ル 隊 と 密漁 団 の 交戦 の 中 で 銀河 クジ ラ と の セッ シ 
ョ ン ( コ ミュ ニケ ーション ) を 試み た 。# が 反応 弾 
を 使う と いう 想像 以上 の 激戦 だ っ た が 、 機 体 は 無事 に 
帰 選 し た 。 事 件 後 は 、 マ クロ ス 7 の レイ : ラ ブロ ッ ク に レ 
ンタ ル 料 を 請求 する よう に 告げ 、 そ の まま バサラ が 操 
縦 し て ゾラ を 去っ て いっ た 。 
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VF-19P エク スカ リバ ー 















作 ライ ター モー ド ノ 吉 装 


時 空 共 振 ス ピー カー ユニ ッ ト 

パト ロー ル 隊 に 協力 する 科学 者 ロー レン ス が 銀河 クジ ラ と の コミ ュ 
ニケ ーション を 実現 する た め 、 パト ロー ル 隊 の VF-19P の 両 肩 部 に 
合計 8 基 の スピ ー カ ー を 装備 し た 。 マク ロス 7 船団 の Dr. 千 葉 が 提唱 
し た 歌 エ ネル ギー 理論 が 採り 入れ られ て いる 。 




















で は な く 、 純 粋 に 音 を 発 
する シス テム の よう だ 。 








頒 操 補 方 法 


操縦 シス テム は 通常 の VF-19 を 踏襲 する も の だ が 、 搭 乗 
し た バサラ は ギタ ー を 抱え た まま これ を 操縦 し た 。 バ サラ の 愛 
機 VF-19 改 が ギタ ー 型 コン トロ ー ル ステ ィ ッ ク を 搭載 し た 特殊 
な 機体 で あっ た こと が 、 そ の 理由 で あろ う 。 と は いえ 、 バ サラ 
の ギタ ー は VF-19P と 接続 され て いる わけ で は な い 。 あく まで 
ギタ ー 本 体 で 物理 的 に ステ ィ ッ ク を 操作 する こと に より 、 ナ ー 
バス な VF-19P の コン トロ ー ル を 実現 し て いる 。 








偽 ファ イタ ー モ ー ド ノ 武 装 


ファ イタ ー 形 態 は VF-19 系 の 前 進 械 の シル エッ ト 
を 継承 する が 、VF-19S や VF-19F で は 廃 さ れ た カ 
ナー ド 要 を 備え 、 ま た 機体 下部 に は ベン トラ ルフ ィ ン 
が 設け られ て いる 。 本 機 の 特徴 は この ベン トラ ルフ 
ィ ン と 、 時 空 共 振 ス ピー カー ユニ ッ ト で あろ う 。 また 
ホワ イト を 基調 と し た カラ ー リ ング で ある も の の 、 そ の 
シル エッ ト は バサラ が か つて 駆っ て いた VF-19 改 を 
想起 させ る 。 VF-19 系 の 特徴 で ある 運動 性 の 高 さ 
誇る が 、 そ れ ゆ え に 扱 い が 難 し い 側面 も ちあ る 。 惑 
星 ゾ ラ の 銀河 パト ロー ル 隊 で は 、 導入 を 検 』 
く 段 階 に あっ た が 、 バ サラ が 持ち 出し た こと で 計画 
は 中 断 し た 可能 性 も ある 。 


















VF-195S や VF-19F の 
、 前 進 
隊 で 

定 












マフ ァ イ タ ー 形 昌 
の 時 空 共振 スピ 
る 。 周囲 の 肩 部 形状 
て いる 。 


徴 と し て 、 機 体 上 部 






















島 ュー クモ ー ド 

ガウ ォ ー ク 形態 の 構造 も VF-19 改 と ほぼ 同じ で 、 機 
首 か ら 主 翼 の 部 分 は ファ イタ ー の 構造 を 残し た まま 脚 
部 を 変形 させ 、 腕 部 を 主翼 部 前 方 に 展開 させ る 。 な 
お 、 バ サラ が 搭乗 し た 機体 は ファ イタ ー で 大 気 圏 離 脱 
を 行っ た の ち 、 す ぐに バト ロイ ド へ と 変形 し た た め 、 ガ 
ウォ ー ク は ほとん ど 用 いて いな か っ た 。 









4 腸 体 上 
胴体 後部 [ する ヘッ ド ユ ニッ ト な ど 、VF-19 系 列 機 に 共 
通す る ガウ ォ ー ク の 特徴 が 見 られ る 。 左 図 で は VF-19 改 の ラ 
ンチ ャ ー ポ の ガン ポッ ド を 携行 し て いる が 、 バ 
サラ は 使用 し な か っ た よう だ 。 





































VF-19P は その 用 途上 、 特 に セン サー 機能 の 強化 が 区 
られ た 。 その 結果 で ある 前 面 の 大 半 を 透過 バイ ザー と し た 
モニ ター ヘッ ド ユ ニッ ト が 、 ほ か の VF-19 系 の 機体 と は 一 線 
を 画す バト ロイ ド 形 態 の 特徴 と な っ て いる 。 ま た 、 後 頭 部 と 
側面 に 3 門 の レー ザー 砲 を 装備 する 点 は 、 バ サラ の 愛 機 ・ 
VF-19 改 を 連想 させ る 。 白い 銀河 クジ ラ と の コミ ュ ニ ケー シ 
ョ ン を 図る 際 に は 、 バ トロ イド 形態 で 群れ の 前 に 立ち は だ か 
っ た 。 る その後 、 密 漁 団 の 反応 弾 に 対し て 白 ク ジラ が 散布 
し た 花粉 を 浴び 、 機 体 が 真っ 赤 に 染まる 。 その 姿 は 、 か 
つて バサラ が 運用 し て いた VF-19 改 を ほう ふつ と させ る も の 
で あっ た 。 



































バト ロイ ド の 基本 構 
1gF や VF-18 
で 、 脚 部 補助 
翼 や 肩 部 スピ ー カ ー ユ 
ニッ ト に 違い が 見 られ 
る 程度 で ある 







まっ た . 


























日 クジ ラ が 放出 し だ * 得 われ た フ 
ェ イ スプ レー ト は 、 マ ニ ピ ュ レ ー タ ー 
] の よう に 見 えた と いう 。 








体内 に 収納 する 構造 は 系 
列 機 と 共通 で 、 大 型 の 背 
部 に 特徴 が 表れ て いる 。 







腕 部 は U 
る 。 脚 部 の 方 形 スリ ッ 
ト は ミサ イル 発射 口 。 
































Dog-Oa 






















性 の 構造 を 持つ 星 間 物 質 で 構成 され た エ 
ルギー 体 「 銀 河 ク ジラ 」。 そ の 巨大 生命 体 
が 惑星 ゾラ 周辺 宙 域 を 回 遊 する 時 期 に は 、 同 時 に 
大 規模 な 密漁 団 が 出没 する 。 高 額 で 闇 取引 され 
る 銀河 クジ ラ の 捕獲 を 目論む 密 湾 団 は 、 密 源 を 取 
り 締まる パト ロー ル 隊 と の 交戦 も 想定 し 、 武 力 を 
所 持 。 銀河 クジ ラ 捕獲 用 の 巨大 モリ だ け で な く 、 
対空 パル スレ ー ザ ー 砲 、 対 空 ミ サイ ル ラ ンチ ャ ー 
を 備え 、 さ ら に は 反応 弾 ま で も 入手 し た 母艦 (カリ 
ババ 船 ) を 中 心 に 、 充 実 し た 武装 を 持つ 艦艇 を 多数 擁 
し た 。 そ の 全 戦 力 は 、 VF 部 隊 を 持つ パト ロー ル 隊 
を 凌 態 す る も の だ っ た と も 言わ れ て いる 。 


















































Inays Lyoa 






多数 の 艦艇 の ほか 、 統 
体 を 改造 し た VA-3C 改 イ 
旧 ダー 改 も 運用 し : 
の よう に 組織 1 


競 河 クジ ラ の 靖 閣 を 朋 議 む 
大 規模 密漁 大 の 凡 秦 妊 
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密漁 団 艦 艇 





@ 運用 記録 


047 年 、 惑 星 ソ ラ 周 辺 宙 域 に 現れ た 密 洲 団 は 、 

数 度 に 渡り パト ロー ル 隊 と 交戦 し つつ 、 銀河 クジ 
ラ の 捕獲 を 試み た 。 し か し 、 白 い 銀河 クジ ラ に よる 妨 
害 や 偶然 惑星 ゾラ に 居合 わせ た 熱気 バサラ ら の 横槍 
を 受け 、 その 目標 を 達成 する こと は で き な か っ た 。 

















密漁 団 頭目 の カリ バ は 、 意 
思 を 持っ て 密 沙 の 邪魔 を す 
| る 白い 銀河 クジ ラ を 敵視 。 
白い 銀河 クジ ラ を 排除 し て 
密漁 を 円 滑 に する た め に 、 








a の 格納 庫 。 筒 状 


の 船体 中 央 部 が 8 分 
割 さ れ て いる 。 通 常 
時 、 格 納 庫 入口 は 左 
右 に スラ イド する 扉 
で 閉じ られ て いる 。 











右 航 に 巨大 モリ が 装填 され た ブリ ッ ジ 。 カ リバ は 様々 な 計器 が 
並ぶ この ブリ ッ ジ 内 か ら 、 密 洲 団 を 指揮 する 。 な お 、 同船 の 巨大 
モリ 発射 装置 に は 、 ほぼ 同型 の 反応 弾 も 装填 可能 と な っ て いる 。 














島 宇 水 団 母 葉 (カリ バ 船 ) 


大 型 の 密漁 団 母 船 は 、 銀 河 ク ジラ の 捕獲 を 前 提 
と し つつ 、 対 艦 戦 も 想定 し た と 思わ れる 独特 の 武装 
を 持つ 。 構造 的 に は 銀河 クジ ラ も 収容 可能 な 簡 状 
の 大 型 格納 庫 と 、 中 央 に 張り 出し た ブリ ッ ジ 部 が 核 





対空 バル スレ ー ザ ー 砲 
⑬ 対空 ミサ イル ラン チャ ー 


と な り 、 巨 大 モリ 、 対 空 パ ルス レー ザー 砲 、 対空 ミサ 
イル ラン チャ ー と いっ た 武装 の ほとん ど は 、 格 納 庫 外 
周 に 設置 され て いる 。 その 特異 な 外観 は 、 同 時 期 
の 統合 軍艦 艇 に は 見 られ な いも の だ っ た 。 


⑮ 巨大 モリ 自動 発射 装置 


の 旨 河 クジ ラ 捕獲 時 に 使用 する 




















の 員 河 クジ ラ へ の 攻撃 と 、 対 艦 戦 も 想定 し た 
と 考え られ る 大 型 の 対空 バル スレ ー ザ ー 砲 、 
対空 ミサ イル ラン チャ ー も 2 基 設 置 。 


巨大 モリ 。 船 体 の 翼 部 が 巨大 
モリ の 弾倉 と な っ て お り 、 モ リ 
は 4 基 の 発射 装置 へ と 自動 的 に 
装填 され る 。 さ ら に ブリ ッ ジ 右 






























艇 の 自動 発射 装置 に も 同型 の 
も の が 装填 され て いる 。 











バト ロイ ド 用 フォ ー ル ド グ リ ッ プ 


の 吉 価 の 外周 部 に は 、 フォ ー ル ド 航 行 時 に VF の バト ロイ 


ド が つか まる グリ ッ プ が 設置 され て いる 。 














威 距 用 砲塔 。 砲 撃 手 が 透 明 の キャ ノ ピ ー に 狼 わ れ た 
銃座 に 配置 され る 。 小 型 の 密 源 団 所 有 有 船 の 砲塔 と ほ 
ば ぼ 同 型 の も の だ 。 














信夫 団 小 艦艇 


密漁 団 が 擁する 艦艇 の 多く は 、 密 漁 団 所 有 船 、 密 
漁 団 偽装 船 の よう に 小回り の 利く 小型 艦艇 で あっ 
た 。 し か し 、 銀 河 ク ジラ の 捕獲 補助 、 あ る い は パト ロ 
ー ル 隊 と の 交戦 を 想定 し て いた た めか 、 そ れ ら は お し 
な べ て レー ザー 砲 や ミサ イル で 武装 され て いた 。 














一 部 の 密漁 団 小型 艦艇 は 、 
密漁 団 母 船 に 先駆 け 惑 星 ソ 
ラ や 周辺 宙 域 に 満 伏 。 母 船 
と の 合流 を 待た ず に 、 銀 河 
クジ ラ の 捕獲 を 試み 、 バ ト 
ロー ル 隊 と 交戦 し た 。 











密漁 団 偽装 船 

通常 時 は ゾラ の 海上 を 漂泊 し 、 浅 船 の 体 を 成 し て いる 路 漁 
団 倫 装 船 。 惑星 ソラ に は 、 同 様 の 偽装 船 が 多数 入り 込ん で 
いた よう だ 。 










マル 密 漁 団 偽装 船 の 
水面 下 の 一 部 は 、 本 
来 の 船体 が むき 出し 
に な っ て いる 。 正体 
を 現す と 、 下 部 に レ 
ー ザ ー 砲 や ミサ イル 
ラン チャ ー を 備え た 
小型 艇 と な り 、 密 当 団 
と し て 幅広 く 活動 す 



































ん 私 体 両 能 に モリ を 装備 し 、 上 面 中 央 部 に は キャ ノ ピ ー に に 3 


覆 わ れ た 銃座 を 備え た 密漁 団 所 有 船 。 銀 河 ク ジラ の 捕獲 補 
助 を メイ ン と する 船 と 考え られ る 。 


4 マ 般 価 両 般 に 可動 式 の モ 
_ リ 発射 装置 を 備え た 密 源 団 
。 所 有 船 。 艦 首部 に 備え られ 
た レー ザー 砲 5 門 は 、 パトロ 
ー ル 隊 と の 交戦 も 想定 し た 
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自然 と 調和 し た 感性 で 使用 され た 
摩 ・ 海 の 移動 手 度 


“水陸 両用 オー ト 三輪 


— ン 

@⑯ フ 1 人 の め も 

| | | エル マ ・ ホ イリ ー が 使用 し 

Ny 4 # て いた 水陸 両用 車 で 、 座席 

— は 3 つ 。 バ サラ は 後部 の 荷 

ン と 台 に 乗る こと が 多かっ た 

KR DK 5 

A NW) へ N 
















クン ーーーーーー7 


@ 機体 解説 


舗装 され て いな い 道 を 走行 する 水 
人 日 河 の 辺境 に ある 惑星 び ラ は 、 地 球 人 と は 異な る 種族 で あ 章 0 
山代 る [ゾラ 人 」 が 住ん で いた 。、 彼 ら は 接触 を 図っ て きた 地球 上 ES ES 

人 を 受け 入れ 、 友好 な 関係 を 築 G) だ が 、 の 技術 力 に 関し て は 
積極 的 に 採 入 れる こと を いな か っ た 。 自然 と の 共生 を 好む ゾ 
ラ 人 は 、 環 境 破 壊 の 危険 性 を 充 お 高度 な 文明 化 を 選ば ず 、 住 
環境 の 工業 化 ・ 機 械 化 を 必要 最低 限 に 留め て いた の で ある 。 ゾ 
ラ の 人 々 が 日 電 邊 活 で 使う て いた 漁船 や 乗用 車 な ど は 、 地球 側 。 源 船 や ボン ポン 船 は 小 
か ら 見 れ ば 「 レ トロ 」 な 産物 に 過ぎ な か っ た 。 だ が 、 彼ら の スロ ー この 操業 用 と な っ て 


行 スピ ー ド も 
ライ フ な 支え ず 移動 手段 と し て は 十分 だ っ た 。 も の と な っ て いた 。 














破 0 半 の と / 筆 深く 


BPI | 











chani_ Sheet 
メカ ニッ クシ ー ト 
惑星 ゾラ の 乗り 物 

















a 頒 未 攻 両用 オー ト 三輪 
@ 運用 記録 3 輪 タ イプ の アン フィ ビア ン ( 水 陸 両 用 車 )。 荷台 。 ノ 


\ アラ の 乗り 物 は ゾラ 人 の 足 と な っ て いた だ け で な 走行 時 の 時 速 は 最大 30km 程 度 で あっ た と され る 。 

く 、 ゾ ラ を 訪れ た 旅行 者 の 移動 手段 と も な っ て 
いた 。 一 人 旅 を 続け て いた Fire Bomber の メン バ 
ーー、 熱 気 バ サラ も 、 ポ ン ポ ボ ポン 船 を 使っ て ゾラ の 街 を 訪 
れ て いる 。 ま た 彼 は 、 密 漁 団 と パト ロー ル 隊 の 衝突 に に 。 だ が その 速 
巻き 込ま れ 、 負 傷 し た と ころ を エル マ に 助け られ た 緑 








水上 走行 に 移行 す 
る と 、 後 部 か ら ス ク 

















で 、 彼 女 の 運転 す る オー ト 三 輸 を 利用 する こと が 多 か 


つた 。 








| 水陸 両用 オー ト 三 輪 の 荷台 や 
| ルー フト ッ プ で 、 バ サラ が その 
= 歌声 と ギタ ー を 熱く 披 吉 す る こ 
間 こも あっ た 。 






(シー ト 側 ) 
中 央 の シー ト に また が っ 
(フロ ント 側 ) = て 車体 を 操縦 する 。 シー 

ト に は シフ トレ バー や エ 


Py ハン ドル は V 字 に カ て に 、 2 バー 

一 プレ た タイ プ で 」 ニニン の スタ ー タ ー が 作 /7 
基部 に メー ター が て つれ て いた 

い る 、 SS へ \ 











に も 前 


過度 な 開発 が 行わ れ て いな い 
ゾラ の 穏やか な 街 の 風景 に 、 レ 
トロ な デザ イン 機構 の 漁船 は 
フィ ッ ト し て いた 。 














設置 され て いる 。 フ 
ロン ト の 窓 は 2 枚 に 
分 か れ た 構造 だ 。 


ゝ 6 
の ミン) の と 
] 


上面 後方 
EN クラ ッ チ ベ ダ ル を 持つ 車体 り ア に は 、 ナ ン バ 
マニ ュ ア ル 車 で ちる 。 一 プレ ー ト が 設置 され 
車体 の 両 サイ ド に 設置 て いる 。 底 部 に 見 える 
され た 方 向 指 』 の は 水上 走行 用 の 和 能 と 
製 で あっ た 。 スク リュ ー で ある 。 





























島 香 高知 
ゾラ の 人 々 が 所 有 し て いた 陸上 
の 乗用 車 で 、 操 縦 機構 な ど は 水陸 


信 ライ ザ の イク 

N ふ 、、 銀河 パト ロー ル 隊 に 所 属す る 、 ラ イザ ・ ホ イ 人 
/ し し て いた の Cf2 で チェ ー 9 

ン を 持た な い 機構 で ある 。 通信 機 を 備え て お 

り 、 関係 各所 へ の 連絡 が スム ー ズ に 行え た 。 






























両用 オー ト 三 輪 と 共通 し て いる 。2 種 
と も いわ ゆる 「 街 乗り ] に 適し た 小型 
サイ ズ で 、 3 一 4 人 乗り だ っ た 。 























ゾラ の 街 で 見 られ た 
乗用 車 。 買い 物 な 
ど 、 日 常 生 活 の 足 と 
し て 使わ れ て いた 。 











VT-1C を 審 取 し よう と し た 密漁 団 を 発見 、 負 
傷 者 が 出 た こと を パト ロー ル 本 部 に 伝え た 。 











島 泊 品 


漁業 や 移動 手段 と し て 用 いら れ た 、 ゾ ラ で は スタ ンダ 
ー ド な タイ プ の 漁船 。 操縦 席 が 車両 群 と 同じ バー タ 
イプ の も の と 、 円 状 ハ ンド ル タ イ プ の 双方 が あっ た よ 
うだ 。 

















ン ポ ン 船 を 使っ て ゾラ の 街 に 足 
を 踏み 入れ て いる 。 
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echanic heet 
メカ ニッ クシ ー ト 


ゆ マク ロス 7 











信 3 


パト ル 7 の 強 攻 型 ( 通 称 「BIG-M」) は 、 主 砲 を 









大 口径 エネ ルギー ビー ム 砲 や 小口 径 
ム " フ ァ ラ ンク ス 、 大 中 型 対 能 反 応 弾頭 
サイ ル 、 近 接 防 衛 用 ミサ イル と いっ た 武装 を 
無数 に 備え る 。 それ ら は ステ ルス 化 の た め 
内 蔵 式 と な っ て いる 。 









32 


戦 同 向上 の た め に ト 
ョ ン を 取り 入れ た パト ル 










memmose 





TT 
TERNOMMEREX る TCA THOR 








可変 ステル ス 空 局 
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マク ロス 7 











【 7 トル 7 ブリッジ 











作 トル 7 格納 庫 ノ カタ ルリ ルト 


バト ル 7 の プリ ッ ジ 前 部 は 、 精 鋭 部 隊 専 用 の カタ バ 
ルト と な っ て いる 。 カ タバ ルト 下 は その まま 格納 庫 と な 
て お り 、 中 に は 管制 室 や 消火 シス テム な ど が 備 わ 
て いる 。 パ ロー タ 戦役 当初 、 こ の カタ バル ト か ら は 例 
前 率い る ダイ ヤ モ ン | て いた が 。 の ち 
に ドッ カー 率い る エメ ラル ド フ ォ ー ス が 使用 する よう に 


み ダ イヤ モン ド フ ォ ー ス 格納 庫 
を < 

































格納 庫 発 進 シ ー ク エン ス 
pF 
i の ed ee 
© it 
; 
< 
伊 末 旋 VF 格 向 庫 
パト ル 7 は 、VF-11 サン ダー ボル ト 、VF-17 ナイ ト 4 4 
メア 、VF-1 クス カリ バー な ど を 能 載 機 と | 1 
載 。 秀 載 機 用 の 格納 庫 、 カタ バル ト を 備え る 。 ee に 
AN = ここ: 
レデ [ 本 






マク ロス フ 
バロー タ 況 役 を 混 い 放 い た 
新 マク ロス 級 7 秋 稲 


N 





1aays ueyoaa 











NN 


未知 の 基 状 が 志 入 され た 
ロー タ 


FREE2 
@ 時 当 

@ 本 バイ ロッ ト 
ET ・ | “ 
スッ 5 
リャ ゃ こ 1 
BS クシ | 

2 と 





リ 4 い 事 
ーー 宇和 思 変 款 悦 相 





< ムーF( エ 60L-Z ゴ る 
ーー と バー 


コー と と バー 
ビビ イー 全 7 イコ イニ だ 














echanic Sheet 
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Fz-109 エル ガー ゾル ン 


















信 ラテ イタ ー モ ー ド 旬 

Fz-109 の F 型 は 一 般 仕 様 の A 型 
ン 推 が 向上 し て お り 、 大 気 園内 館 】 
の M4.2+ か ら M4.5+ ま で 上 昇 | 







べ て エン ジ 


速度 も A 型 










あっ た VF-14 を ペー ス 機 と し 
所 に 豊富 な 臣 装 を 内 蔵 し て 
各 2 基 の レー ザー ガン を 終 備 


















機動 性 と 生 
る 調 間 を 可能 な 限り 減 





武装 は 。 そ うし た 無 防 | 


責 献 し 








作 コラ ピル ト 
コク ピッ ト の 基本 レイ アウ ト は 地球 側 の VF と 大 きく 変わ ら な 『T 


い が 、 細 部 の 形状 は 異な る 。 ま た 、F 型 は 操 怒 欄 の 配置 や 
構造 な ど が A 型 と は 異な っ て いる 








EXTRG REPORT 


PA | 


EC 。 | ソル ン の 原型 機 


プロ ト デ ビ ルン が エル ガー ゾル ン の ペー スズ 機 と し 
て 用 いた と され る 、 パ ロー タ 3198XE 第 4 政 星 特 
移調 査 部 隊 の VF-14 に つい て は 、 詳 細 な 資料 が 
発見 され て いな い 。VFr14 は ダン シン グ . ス カル 隊 
で 運用 され て いた 細身 の 機体 が 有名 で ある が 、 問 
係 者 の 証言 に よれ ば 、 特務 調査 部 隊 の VF-14 は 、 
エル ガー ゾル ン と 似 た 重厚 な ジル エッ ト の 機体 で 、 
披 自 に 改良 され た 仕様 で あっ た こと が 推測 され る 。 





で マ 件 
CVE-A4 (Ba) 
dP, Moar 
レー ザー 税 を 生え る 


ンプ ャ 

















局部 の マイ ク | 
イル ラン チ 





イル ラン チャ ー と 脚 
じ め 、 胸 部 に レー ザー 機 
胸部 の 装甲 内 に は 2 基 の ガ 
た 、 多 彩 な 起 装 が 備え られ た 
た 武装 を 巧み に 使い 分 ける こと で 統合 軍 の VF を 翻 
弄 し 、 ス ピリ チア 破 収 装置 の 有効 範囲 まで 速やか に 
接近 し た の で ある 。 ま た 、 ス クリ ー ン を 正面 、 上 方 
側面 に 計 5 面 備え た コク ビッ ト に は 、 ス ピリ チア 吸収 
装置 専用 の コン ソー ル が 備え られ る な ど 、 プ ロト デビ 
ルン 独自 の 改良 が 加え られ て いる 











配合 昌 





we 
hr 
























み バ トロ イド モー ド 
四 破 が 大 きく 、 威 圧 的 な シル エッ ト が 特 
竹 。 マ ニ ビ ュ レー ター も . 内 側 に 満 曲 し た 
獣 の よう な フォ ルム と な っ て いる 。 ま た 、 機 
体 サ イズ も 続 合 軍 製 VF に 比べ 大 きく 、 格 
関 戦 で も 力 を 発揮 し た 





te 
軸 上 ろ に あ 
人 中 で ある 








た 人 人 と 本 し (バー が ひと つ に まとめ 5 シン プル 人 作 と な っ て 











みみ ファイ ター モー ド 






細長 い 機 痢 と 。、 パ トロ イド モー ド で の 重厚 な 外観 と 
は 異な る フラ ッ ト な 形状 を 持つ ファ イタ ー 形 態 。 機 体 
後部 の 3 次 元 ペク ター ド ノ ズ ル を 駆使 する 

回 能力 を 獲得 し て いる 。 埋 場 で 

の 一 斉 射 に より 、 姜 VF の 接近 を 阻ん だ 












みみ ガウ ォ ー ク モー ド 
機体 の 最後 方 に 局部 が レイ アウ ト さ れ 
め 、 腕 部 が 主 四 よ り も 後ろ 側 か ら 
展開 され る の が 特徴 で ある 。 こ の 形態 で 
は 、 ガン ポッ ド を 主 武装 と し て 戦闘 を 行う こ 
と が 多い 。 だ が 、 パト ロイ ド 、 ファ イタ ー| 
比べ て 使用 度 は 低く な 
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Fz-108 の ペー ス 機 と な っ た 款 合 軍 製 VF が 、VF.14 パ バンパイア で あ 
る 。 メガ ロー ド 01 に 搭載 され た VF-4 ライ トニ ング の 後 誰 機 と 言わ れ て お 
り 、 そ の 外観 や 基本 構造 な ど を 受け 継い で いる 。 計 合 軍 の パロ ー タ 星 
調査 部 隊 が 運用 し た と の 記録 が あり 、 パロ ー タ 星 に 潜入 し た 際 に 機体 が 
プロ ト デ ビ ピル ン に 窒 取 され 。 Fz-109 へ と 履修 され た と 見 られ る 。 
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ク ガ ン ポッ ド 
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3 > 
形状 が 異な る 2 丁 の 火器 を ド @ ーー り ンク 
キン グ す る こと で 成 力 を 強化 で きる 重 ブ ラス ター も 7) 内 * f Ca 
て くい る 。 これ は 試作 で あっ た た め 、 使 用 され 8 ) 
か っ た 
ホル スタ ー 








上 ニニ ーー と っ 
re 
| 
* " 2 ーー※ 
サイ きき の 
ーー * 
に ゅ いう 
ー ク エン ス ( フ ァ イ タ ー 形 





頒 記 H ポ 直 @ Ff 
Fz-109 は 機体 が 制御 不能 と な 1 109 は 。 他 の VF と 同様 、 フ 
合 に 備え 、 コ ク ピ ッ ト が 脱出 ポッ ド ク 、 パ トロ イド と いう 3 つ 
構 を 持っ て いた つ 。 ファイター 形 態 か ら ガ ウォ ー ク 形 

可変 機構 は シン プル な も の で 、 脚 部 、 腕 部 
1 の 変形 が 主 で ある 。 
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訪 展 の 治安 を 守る 


部 刻 字 岳 船 の 姜 論 避 
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急 シテ ィ ポ リス マシ ン 

2 基 の ダク ト フ ァ ン を 有する ティ ルト ロー ター 機 
回 転 算 を 傾け る こと で 垂直 離 江陵 を 行う 機体 
VTOL モ ー ド 、 高 速 飛行 モー ド の 飛行 形態 と 機体 後 
部 を 展開 し た 3 輪 バ トロ イド モー ド に 変形 が 可能 で あ 
る 。 ま た 、 飛 行 モ ー ド で 腕 部 の み を 変形 させ て 展開 
携行 火器 を 運用 
















ー。 パ ン バ イア 事件 
ク な ど 、 さま ざま 








痕 河 に 
歌 を 猪 か せ た 
真紅 の バルキリー 
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VF-19 改 エク スカ リバ ー "熱気 バサラ スペ シャ ル " 

















人 働 サウ ンド ブースター セット 時 


VF-19 改 が サウ ン 


作 VF-19 改 エク スカ リバ ー 用 サウ ンド ブー スタ ー 


マク ロス 7 特殊 技術 班 (通称 プロ ジェ クト M) に 
開発 され た サウ ンド ブー スタ ー 1 号機 。 左右 
オー ラ 増 幅 発振 シス テム 、 先 
は 時 空 共振 型 サウ ンド エナ ジー 発 所 シ ステ 
が 搭載 され て いる 。 主 動力 は 2 基 の 巡航 用 欠 検 
ジェ ッ ント エ ンジ ン (VF-11 用 の エン ジン を 改装 し た も 




















常に 高い レベ ル で 行え る 。 し か し な が ら 
動 に は 最低 で も 10 万 チバ パソ ング と いう 高 出力 の 
ンド エナ ジー が 必要 で あり 、Fire Bomber の ポ 

"アニ マス ピリ チア "一 熱 気 バサラ だ か 




















ジェ ッ ト と ロケ ッ ト が 同時 衝動 時 の 最大 

内 で マッ ハ 7 を 趣 える (幸い 本 
る た め 、 こ の よう な 無茶 な 加速 
ロケ ッ ト の 稀 料 は 約 3 分 で 全般 
実際 の 運用 時 は 、 燃料 が 尽き る ほど の 
下 離 を 飛行 する こと は な か っ た よう だ 
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作 全部 机 半 

熱気 バサラ が 運用 し て いた VF-19 改 は 原型 機 
で ある YF-19 の 基本 構造 を 受け 継い だ 機体 で ある 。 
し か し な が ら 、 本 機 は 搭乗 者 で ある 熱気 パ バサラ の 歌 
エネ ルギー の 実証 機 と も な っ て お り 、 特 徴 的 な 形状 
の フェ イス プレ ー ト な ど 、 他 の 可変 戦闘 機 (VF) に は 
見 られ な い 機 構 が 多数 見 られ る 。 


















を 着陸 脚 S く ウェポン ベイ 











頒 衣 形 シー クエ ンス (ファ イタ ー 形 態 % き ガウ ォ ー ク 形態 ) 


VF-19 改 の 変形 シー クエ ンス は 、 ほ ぼ YF-19 の も の 

の を その まま 3 さ 継い で いる 。 だ が 、 ガ ウォ ー ク 時 に | 9 各部 の 変形 人 9 ガウ ォ ー ク 形 台 
カバ パー が 下 に 折れ 、 セ ン サ ー フ ィ ン が 起き 上 が る 頭 tt ーー セー 回 emer 
痢 や 、 形 杖 と 位置 が 異 る 垂直 尾 諾 の 識 形 な ど は 回 mn 加 





VF-19 改 オリ ジ ナ ル の シス テム と な っ て いる 。 


ワ 
人 ひ フ ァ イ ター 形態 
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pp VF-19 改 エク スカ リバ ー 








信 オフ ショ ン 半 備 








た 本 機 だ け に 、 通 
スピ ー カ ー ユ ニッ ト を 

オプ ショ ン 兵 装 に も 、 サ ウン ド 
ウン ドブ ー ス ター 

ド 発 遇 装置 「 ガ 

パサ ラ の 歌 を 聴か せる 
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発出 展開 シー クエ ンス 
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③ ア タッ カー モー ド を 側面 - 上 面 \ み バ トロ イド モー ド 

高 束 移動 が 可能 な 戦闘 機 形態 。 大型 の 機 首 に は 、 長 拭 離 uu アタ ッ カ ー モ ー ド 時 の 特徴 的 な 機 首 が 背部 
対 騙 ミサ イル と 大 出力 レー ダー、 下 面 に は 対地 攻撃 用 の セン サー bh 回 り 、 頭 部 を 形成 する 人 型 形態 。 胸 部 に ! 
が 搭載 され て いる , ム 克 を 、 肩 部 と 脚 部 に ミサ イル を 備え で いる 。 




















島 コラ ピル ト 
原型 機 VF-14 の コク ピッ ト は 、 ゼ ント ラー ディ ー 宣 の 戦闘 ボッ ド を 参考 に 設 主 武装 で ある ガン ポッ ド は 、 ス ピリ チア 吸収 シス テム を 搭載 し た バロー タ 軍 
仕様 の も の と な っ て いる 。 ガ ン ボ ポッド は 両脚 部 内 ホル スタ ー に 計 2 丁 収納 され 
て お り 、 パ トロ イド モー ド へ の 変形 後に 脚 部 装甲 が 展開 し 。 ガ ン ポ ッ ド が 射出 
され る 仕組 み で ある 。 




















クロ 7 秋生 


記さ れ た 


多彩 な 艇 空 機知 





マク ロス フ 移 励 大 空 友 マク ロス フ 衣 軌 で 


aays ueyoaa 








鈴 天 更 回 李 / と ロン 4 
と < 














ゅ マク ロス 7 船団 航空 機 














借 半 き リー 


気 国内 で の 物資 輸送 用 に 用 いら れ た ヘリ コ プ 
大 型 の チル ト 式 ダク テッ ド フ ァ ン を 4 基 設置 し 
て いる の が 特徴 で ある 。 こ の ダク テッ ド フ ァ ン は 可動 
式 で 、 進行 方 向 に ダク テッ ド ファ ン 部 を 傾け る こと で 
高速 飛行 が 可能 本 体 は コク ピッ ト と フレ ー ム 
の み の シ ンプ ル な 構造 で 、 物 資 の 輸送 時 に は コン テ 
ナ ご と 機体 底部 に 設置 する 。 エ キ セ ド ル の 輸送 時 に 
は 、 頭 部 と 肌 体 を 吊り 下げ る コー ド と モニ ター を 備え 
た 専用 ユニ ッ ト を 底部 に 設置 し た 











































TV 局所 有 の へ リコ プター で 、2 基 の チル ト 式 ダク 
テッ ド フ ァ ン に よっ て 推力 を 生み 出し て いる 。 報道 ・ 
取材 用 の 機器 を 多数 設置 し て いる の が 特徴 で 、 コク 
ピッ ト 下 と 機体 底部 に それ ぞ れ 可動 式 の カメ ラ と マイ 
ク を 、 機 体 上 部 に 電波 送信 ・ 有 信用 アン テ ナ を 備え 
て いた 。 こ うし た 機構 に より 、 迅 速 な 情報 収集 CTV 
局 へ の 素早 い 情報 発信 が 可能 と な っ て お り 、 醒 大 
事件 発生 の 際 に 多用 され た . 
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人 AN 連 事項 : 


TV 局 が 用 いた 航空 機 航 画 機 
¥ 


マク ロス 7 船団 に 情報 や 娯楽 を 提供 し て いる TV 局 で 
は 、 報道 ヘリ 以外 に も 、 その 用 天 に 応じ た 多彩 な 舟 空 機 、 
航 軍 機 を 保有 し て いた 。TV 飛 行 船 は 、 大 型 の ディ スプ レ 
2 基 設 置 し た タイ プ で 、 陳 要 な 情報 を 広く 伝え た り 、 広 、 
等 用 途 に も 使わ れ た よう だ 。 ま た 、 宇 宙 で の 撮影 用 に 、 


小型 の 宇宙 態 の 中 に 編集 スタ ジオ を 備え た スタ ジオ 舶 な ど 
も 保有 し 、 幅広 い 環境 で の 取材 ・ 撮 影 に 対応 し た 。 
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pp VF-11MAXL 改 








人 中 用 記録 ト 用 EESTI 
| レーザー 通信 シス テム 
= 大 き な 改 修 が 加え られ て お り 、 特 殊 く 、 ス ピー カー ポッ ド を 
利用 を i 1 

歌 9 8 i ND き 9 な フェ イフ ラン チャ ー ポ ボッ ド を 装備 し 

rays わせ て VF-19 改 の も の より も 小 

み 直 馬 と す 撤 口 な ど 各 部 の 形状 も 異な っ て 





【 ニン ピル ト 

コク ピッ ト は 他 の サウ ンド フォ ー ス 専用 機 と 同じ く 
サウ ンス ディッ クコ ント ロー ル ( ス 3 クベ ー 
スギ ター 型 ) が 採用 され て いる が 、 原型 機 が 違う 
: め コク ビッ ト 構 造 は や や 異な る 。 な お 、 シ ー ト は 
の ウン ド エ ナ ジー 変換 パッ ク パ ッ ク 組 み 込み 
タイ プ に 変更 され て いる 。 








VPL11MAXL 改 の ベース と な っ た VF-1 1MAX 
し で は 、 主 機 を VF-16 の 次 世代 型 着 遷 バー 
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a 1 1MAXL 必 ミレ ー ヌ 専用 機 























@ デ ー タ (サウ ンド ブースター) 
と 
Ry 10: 





EE ベ 
や か い N ム と HK 一 章 際 





旬 機 体 解説 


WANKIN ス 


echanic Sheet 


ト 


VF-1 1MAXL 改 ミレ ー ヌ 専用 機 














島 芋 ニ クビ ルト 
サウ ンド エナ ジー 変換 シス テム の : 
各 サ ウン ド フォ ー ス 専用 機 の コク ピッ トト 


偽 サウ ンド ブースター セッ ト 時 
サウ ンド ブー スタ ー は 、 歌 エネ ルギー を 3 次 元 
空間 で 効率 良く 引き 出す サウ ンド エネ ルギー シス 











成 に 合わ せ て 」 
シス テム 対 





みみ サウ ンド ブー スタ ー シ ス テム OPEN モー ド 


FE + 














テム (サウ ンド エナ ジー 変換 シス テム ) の 効果 を 増 2 の パテ ル が 7- BO RD 応 型 に 換装 され 、VF-11MAXL 改 の コク ビッ ト 構造 も 
幅 す る 禁 置 で ある 。 サウ ンド フォ ー ス 専有 機 の 追 大 きく 変化 し た 。 従来 の コク ピッ ト か ら の 大 き な 改 修 点 
加 装 備 と し て 、Dr. 千 葉 を 中 心 と する マク ロス 7 特 は サウ ンド エナ ジー 変換 パッ ク パ ッ ク が 組み 込ま れ た シ 

て 開発 が 進め られ 、 マ クロ ス 7 船 ー ト 周り で 、 前面 コン ソー ル な ど そ れ 以 外 の 構造 は ほ 
団 が 副 性 ラク ス に 潮 劉 し た 隊 に 実用 化 され た ば 変更 され て いな い 。 こ の 改修 を 機 に 。 サ ウン ド フォ 





ー ス 各 機 が 発揮 する 歌 エ ネル ギー は 飛 中 的 に 増大 す 


る こと と な っ た 


















働 ラー ドラ ブー スタ ー 

VF-1 1MAXL 改 を は じ め と する サウ ンド フォ ー ス 専用 
機 は 、2040 年 代 初頭 の スー, 
化 が 図ら れ た フォ ー ル ド ・ ブ ー ス ター 











の フォ ー ル ド : ブ ー ス ター が 
は 数 少な い 運用 例 と 
し て は 、 辺境 感 星 に 向かっ た バサラ を 提 索 し た 際 に 用 
u ス が 挙げ られ る 
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VF-11MAXL 改 の 変形 機構 
し 


ロ 

VF-11MAXL 改 の 変形 機構 は 、 原 型 
で ある VF-11 の それ を 負 凍 し て いる が 、 主 工 
が 幅広 の デル タ 買 と な っ た た め 、/ 人 トロ イド へ 
の 変形 時 に は 主 臣 部 が 大 きく 移動 し 、 音 部 
ユニ ッ ト を 構成 する 行程 が 加わ っ て いる 。 ま 
た VF-11 は パト ロイ ド へ の 変形 時 、 胃 出 し た 
頭 部 が 180 度 回 転 す る が 、VF-11MAXL 必 oy の 9 
で その 行 租 な く 代わ り に 部 が 四 出 上 の Joowsrasp。 
た 後 。 フ ェ イス ガー ド が 展開 する 。 es 
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ト 
ゆ FBz-99G ザウ バー ゲラ ン 





























信 ララ イタ ー モ ー ド 

「 戦 闘 旭 撃 機 モー ド 」 と も 呼ば れる 形態 。 元々 タス 
テル ス 爆 撃 機 と し て 設計 され た VAB-2D の 豊富 な 
ペイ ロー ド を 利用 し 、 無 数 の ビーム 砲 と ミサ イル ラン 


チャ ー を 装備 し て いる 。 複 数 の 高 出力 レー ザー を 同 
時 に 発射 で きる だ け の 出力 は 、 プ ロト デビ ルン の 未 
知 の 技術 に よる も の と 推測 され る へ 





⑧ 運用 記録 


コク ピッ ト 


グ 
































頒 7 で ロイ ドモ ー ド 

「 恒 パト ロイ ドモ ー ド 」 と も ! れる 形態 。 パ イロ . 

ト の ガ ビ ル は 、 戦 増 で は 主 ! 

イト を 
ロイ ド 形 能 の 約 1.5 倍 の 頭頂 高 を 誇る 。 両 腕 部 
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マク ロス 7 船団 で 利用 され た 
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§ トレ ー ラ ー 型 シャ トル 












窓 が な い 密 開 式 の 率 引 車 と トレ ー ラ ー を 組み 合わ ーー ペー 
せ た 暫 内 外 業 用 車両 。Fire Bomber は この シャ トル 7 
で バサラ の VF-19 改 を 運ん 


スタ の - A 
プ で は Fz-109 エル ガー ゾル ン が レン タル 車 に 突っ > = 


込み 、 大 破 し て いる Fn | の ーー 





みみ キャ ピン 








作 トレ ー ラ ー ト ラッ ク 信 持寺 所 ば ク 
大 型 ト レー ラー は スリ ー ス シテ ィ 7 間 

な ど で 利 用 され て いた も の で 、 ト ラッ ク は Fire 

Bomber の ライ ブ 機 材 を 運ぶ た め に スタ ッ フ が 用 

いた 。 貨物 車 ひ と つ を 取っ て も 多種 多様 な 車両 
て いた の が わか る 





Team レ ックス の バイ ク は 操縦 性 を 重視 し 
た ヨー ロビ ピア ンタ イプ (前 個 凄 勢 で 乗る 形式 
で 、 ト レー ラー 型 シ ャ トル に 車載 され て いた 一 
般 用 は 、 スク ー タ ー タ イプ で ある 、 

















字 店 空 千 を 走行 で きる 





ミル キー ロー ド 装 応 型 車 遍 | 





思 車 出 各 / ア エモ < る 用 4 悦 
EE 届 / 


rgr ココ crerr』nca EE 1 
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シテ ィ 7 民 間 車 両 







































ミレ ー ヌ の オー プン カー 
但 運 用 記録 2 


クロ ス 7 角 団 内 で は . 商業 用 、 民間 用 、 軍事 用 と 
(mmyesoms HG ス ポー 
カー タイ ブ 、 ワゴン タイ ブ な ど 、 そ の デザ イン や 人 
で 、 単 な る 移動 手段 で は な く 、 ひ と っ ( 








いた よう で ある 、 





恒 必 が ドラ イブ で あっ た ミレ ー: 
の 本 と し て 、 シテ ィ 7 を 抽 


tm で ある ENANT 














人 独 テキ コ の スポ ーッ カー 

北条 アキ コ が 所 有する スポ ー ツ カー で 、 
仕事 と プラ イベ ー ト 到 方 で 利用 し た 。 小 
型 で 小回り の 利く タイ プ と な っ て いる 。 


作 カム リン の スポ ーッ カー 

ガム リン ・ 木 崎 が 愛用 する スポ ー ツ カ 
ー で 、 ガ ルウ イン グ 方 式 を 採用 し て いる 。 
車内 に は 後方 確認 用 の モニ 





信 ポー ジー 


4 一 5 人 乗り の スポ ー ツ カー 





人 
MD EN 
MENT 
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6ー7 人 が 搭乗 で きる タイ ブ で 、 荷物 の / 
運搬 に も 適し て いる 。 こ ちら も 様々 な タイ 9 | スピ リチア 吸収 装置 付き ワゴン 
プ が 運用 され て いた . W に ューー 
8 プロ ト デ ビ ルン が 人 類 の スピ リチア を 替 う た め 
に 使用 し た 改造 車両 に に も 
装置 を 装備 し て いる 。 = 
トワ ゴン Bn 部 > 2 


ワゴン CR 部 mg 


WHFS FP 
千軒 が 押出 する 仕組み 





1994 ピッ クウ エス トン マク ロス 7 制作 









バサラ と ミレ ー ヌ を 支 寺 た 還 = 
サウ ンド フォ スズ の 愛 = == 





lilh. 
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装備 

サウ ンド フォ ー ズ 専用 機 へ の 改造 に あたり 、 多 
目的 ガン ポッ ド が ス ガン ポッ ド (ラン チャ 
ポッ ド ) に 換装 され 



















径 レー ザー ビー ム 砲 と 内 蔵 式 マ イク ロミ 
ンチ ャ ー は 装備 され た まま と な 














コク ピッ ト 


コク ピッ ト は 宰 座 式 で 、 前 席 が レ 『 
イ 用 の キー ボー ド 型 の サウ ンド ・ ス テ 

ィ イッ クコ ント ロー ル 、 後 席 が ビ ヒ ー タ 

用 の ドラ ム 型 の サウ ンド : プ レー トコ 

ント ロー ル と いう 2 種類 の 操 継 系 を 

_ NW 放 の 
レイ が 操 を 担当 し た が 。 後 席 か ら ( 
の 機体 制御 も 可能 で ある (サウ ンド 

プレ ー ト の 設計 は 難航 し た 
変換 バッ ク バ 
ト へ と 改装 され 

















VF-17 シ リ 











奏 を 備え る 
fF 時 ん だ 状態 
ケー ス が 多い 
使用 し た ケー ス は な 
ク 形 態 で は 勝部 を 
た 。 ス ピー カー 
開 す る 必要 が ある が 。 本 機 が 








イス 部 と 、VF-1 
特徴 で ある 


また 、 パ トロ イド に 変形 
シス テム が 機能 す 

















xs/ みあ > SS AN、、 
/ 
こも いい) ヘー 選 ANS 人 ま 


か いと いい ドー ベ KS $ 
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p VF-17T ナイ トメ ア 改 





















島 条 コ クビ ルト 
ポ ボ エ ナ ジー 変換 シス テム が 完成 、 搭 載 さ れ た こ 
と ピ ヒ ー ダ の 乗る VF-17T 改 の 複 座 式 コ 


偽 サウ ンド ブースター セッ ト 時 
VF17T 改 は 号機 と ドゥ キ 
ング で きる 。 そ 


ジー 発振 シス テ 」 


サウ ンド ブー ズ 





みみ サ ウン ドブ ー ス ター シス テム OPEN モー ド 












「 み コク ビッ ト 全 景 












)、 取 り 外し も 可能 と な っ て いる 。 ま た 
自体 は VF-19 改 、VF-11MAXL 改 の も 
共通 の 規格 を 採用 し て いた 


4) 
{GS NV 
の 前 席 ( レ イ - ラ ブロ ッ ク 専 用 席 ) 


ョ (サウ ンド プー スタ ー シ ス テム 
4 NZ / CLOSE モ ー ド 





(計上 は 和 放 か ら で 林 
MU » 





1994 ピッ クウ ェ 127 和 人 





統合 軍 租 歴 を ベー スズ と し た 0 能 体 解説 "Ca 


大 規模 基 


1aays ueyoaa 
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ゆ ゅ バロー タ 艦 隊 











































働 六 拓 能 宇 軸 空 母 





た % シテ ィ 7 の 半分 ほど も ある 趣 
大 翌 能 隊 指 揮 戦 闘 空 同 。 単 艇 で 大 規模 な 能 隊 に 了 匹 
黄 す る 攻撃 力 、 戦 衝 並 み の 機動 力 と 加速 能力 を 備え 
ト 規 模 の (と 言っ て も 1.000 集 以上 と な る ) ゼン 
ラー ディ 析 隊 を 工 減 する 能力 が ある 。 

10 ギ 丸 ン クラス の 反応 弾頭 24 個 を 搭載 し た 対 穫 隊 
用 超大 弄 反 応 弾 頭 ミサ イル 8 基 を 主力 兵 装 と し 、 マ ク 
キャ ノン 8 門 を 主砲 と し て 装備 。 他 に も 多数 の ビ 
接 ミ サイ ル ・ フ ァ ラン クス を 各所 に 備え て 
また 、 可変 戦闘 機 を 500 機 以上 連用 可能 で あり 
は 通常 規模 の 正規 宇宙 空母 2 一 3 隻 に 相当 する , 


































信条 下 天 


バロー タ 軍 が 電 争 最終 局面 で 投入 し た 新型 の 宇宙 
空 呈 。 バロー タ 軍 は 各 戦 闘 族 に 可変 戦闘 機 を 搭載 し 
た が 、 最 終 的 に は 専用 空母 の 必要 性 を 認め 、 急 
連 計 造れ た の が 同 郊 で ある , 
1,000m を 超え る 大 型 穫 で あり 、 反 応 ミ サイ ル ラ ンチ 
ャ ー や 大 口 竹 ピ ー ム 砲 、 近 接 ミ サイ ル ・ フ ァ ラ ンク ス な 
ど を 多数 装備 し た 空母 な が ら 重 公洋 艦 
火力 を 有 し て いる 。 な お 、200 機 程度 の 可変 戦 関 
機 を 拉 載 運用 する が 、 両 長 に 4 基 ず つの 開閉 式 ス クラ 
ン ブ ル ・ カ タバ ルト デッキ を 備え 最大 24 機 の 可変 戦闘 
機 を 同時 に 射出 する こと が 可能 で あり 、 搭 載 数 全 機 
開 す る まで 20 分 程度 し か か か ら な 
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列 戦 稀 の 設計 を 基 に 総合 性 能 の 強化 を 図っ た 艇 で 
ある 。 エ ネル ギー 転換 装甲 を 2 重 と し 、 大 型 ビー ム 砲 
を 装備 する が 、 運 用 重量 が 原型 北 の 倍 以 上 に な り . 
当初 予定 し て いた 原型 艦 用 エン ジン の 強化 | 
足 な 達 力 を 確保 で き な く な っ た 。 ま た 、 要 求 され る り 
力も 増大 し た た め 、 新 規 設計 の エン ジン を 採用 し た 
結果 、 原 型 工 の 3 倍 を 超え る 運用 重量 の 大 型 能 と な 
て いる 。 優れ た 性 能 を 有 し て いる が 、 標 準 戦列 戦 
底 の 10 倍 以上 と いう 高 コス ト 故 に 生産 数 は 少く 
パロ ー タ 軍 の 保有 数 は 12 隻 だ っ た と され る 























プリ: 
















特徴 と し で いる 
れ で お り 、 運動 性 能 な 
平均 的 な 水準 
パロ ー タ 宮 が 専用 空 還 を 保有 (し 
て 、 ボ 米 能 に せな 最大 40 機 お 
合 を 運用 で きる 性 能 
作戦 を 行う 
能力 を 発揮 し 
低 を 保 







の 可変 戦闘 の 3 
2 3 信 が < 


当 す る 族 載 機 


















@ テ デー タ 
人 60On 
ET TE 






「 回 カタ バル ト 





メ ト 


pp バロー タ 艦 隊 
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【 た DR 

航行 性 能 を 重視 し た 設計 の 軽 宇宙 巡洋艦 で 、 パ 
軍 艇 能 の 中 で も 最高 の 速度 を 謗 る 
ド * シ ステ ム も 強化 きれ て お り 、 1 回 の フォ ー ル ド 航 行 
の 到 較 距離 が 長く 、 再 フォ ー ル ド を 短 時 間 で 行え る 
だ け の 余裕 も ある 。 ま た 、 武 装 と 装甲 は サイ 
ズ に 比 し て 優れ て お り 、 強 行 債 察 や 護 報 任 季 、 特 
隊 の 潜入 工作 と いっ た 幅広 い 用 途 に 対応 可能 
' あ る 。 な お 、 同 艦 は 計 92 備 が 連用 され て いた と 言 
Ee 








ロー 





















TH 
Pr 








伊 7 ロイ ド 大 吉 答 和民 
輸送 艦 43 隻 が 運用 され て 
最大 100 機 程度 の 可変 









する 性 能 を 有 
ス の 戦闘 力 と . 館 洋 和 | 
ォ ー ル ド 級 行 能 力 を 閑 ね 備え を か 
用 に も 十分 に 耐え うる 反面 、 艇 
多く を 貨物 区 画 に 割 いて いる た めか . 
力 は 他 の バロー タ 軍艦 艇 に 劣っ て お 
9 な 則 闘 能力 も や や 低い 

























働 語 夫 フ リ ケ ゲート 首 

パロ ー タ 軍 の 多用 洋 軽 駆 返 艦 。 同 軍 で 最も 多く 
生産 され て いる 能 艇 で 、294 備 が 運用 され て いた と さ 
れる 。 こ の サイ ズ の 艦艇 と し て は 武装 と 装甲 、 機 動 
性 の パラ ンス に 優れ る 。 さ ら に 、2 機 (最大 3 機 ) の 
可変 戦闘 機 を 搭載 、 運 用 で きる 、 万 能 性 も 高 
く 、 様 々 な 任務 を 送 行 する 能力 を 有 し ] 
規模 の 運用 か ら 小 規模 の 債 察 、 案 英 、 護衛 、 課 
報 活動 まで 、 あ ら ゆ る 用 達 に 投入 され 高い 運用 性 を 
示し た 












































A 一 スー パー ン ウ ヴァ 計画 か ら 生ま れ た 
A 一 性 Y チ - ど 7 の 








記し 半 盛 焼 


A 














echanic heet 
ト 


jp VF-22S シュ トゥ ルム フォ ー ゲ ル I 



































武装 













VF-228 の 武装 は YF-21 と 同様 で 、 固 定 武 装 。 か 多 中 的 ガン ポッ 
。 と し て 対空 レー ザー 砲 堪 1 共 と 半 固 定式 の ビー ム BP.14 と の // 
砲 2 基 を 鉄 備 し で いる 。 ま た 、 機体 下面 の 収納 式 シゴ 
の ウェ ポン 機動 マイ クロ ミサ イル クラ ス 
採用 さ 旬 団 で も ター を 始め 、 各 種 兵 問 パ レッ ト を 収納 で きた ここ < 人 























操 竣 系 の BDI シ ステ ム が 簡 路 
い 、 コクピット 柚 造 も 一 般 的 な VF に 近 
に 変更 され た 。 な お 、 本 機 の BDI シ ステ ム は サブ 
ー ル シス テム と し て 機能 'G の か か 
る 空戦 機動 時 に 火器 制御 や チャ フ 、 ス モー ク の 
使用 な ど を 本 




















作 あー 


VF.22 は エン ジン ブロ ッ ク と 肢 部 





の 機体 設 


EL 
人 





ーー 





され 、 ガ ウォ ー グ i 
る 独特 の 構造 を 愛 け 継 








比べ て 機動 性 に 
機 が 運用 され た ケー ズ 








信 ライ ター モー ド 
YF-21 と 同型 の エン ジン 

原型 機 と 同 
機 の 場合 、BDI シ ステ ム の 簡 踏 化 と 関連 










が 向上 し て いる 。 無 を 十 全 に 発 控 
な 体力 と 高度 な 






信 7 で ロイ 


BD シス テム 
を 





り 、 BDI シ 
し じ く 基本 的 














ム を 前略 1 





の 前 路 化 に は 、 コ スト 削減 や 
いっ た メリ ッ ト も ある が 、 そ の 彰二 


ドモ ー ド 
て 自分 の 身体 を 動か みす よ うに バト 
が 可能 た YF-21 と は 異な 
:VF-22 は 従来 の VF 
操縦 し た 。BDI シ ステ ム 
ナン ス 性 の 向上 と 
無人 兵器 の 制 








ュ ア ル 








式 採 用 を 狙う AI 兵器 推進 派 の 圧 カ ーー ゴー スト X-9 


を 胃 如 し た YF.2 
こす 可能 性 を 危 尼 








用 が 、 無 人 機 不要 講 を 引き 起 
た ーー 一 が あっ た と され る 。 結 
制限 され た 本 機 だ が 、 セ ント ラー デ 
て 格 合戦 能力 を 発揮 
性 は 受け 継が れ て いる 。 
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⑧ 松 体 解説 


PVF-11C サン ダー ボル ト 











島 ロイ ドモ ー ド 













⑧ 運用 記録 ® ete 





標準 装備 の ガン ボッ ド か ら 銃 


7 次 電 長 区 和信 きれ た 仕様 変 更 は B 型 の が 





パト ロイ ド で 近接 格闘 戦 を 行 
確認 され て いな い 。 パ トロ イド [ 
ポッ ド な どの 射 界 を 広く 確保 























各種 補助 機器 が 配 さ 
VF-11 は コッ ピッ トブ ロッ ク が 脱 
出 ポッ ド と し て 機能 する . 














内 用 スー パー パー ツ も 開発 され 、 特 殊 作 
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VF-11C サン ダー ボル ト 

















作 ラル アーマード. サン ダー ボル ト 

戦闘 機 的 な 機体 特性 に 起因 する VF の 陸戦 能力 
の 不足 を 補う こと を 目的 | 専用 の プロ テク ト ・ ア 
装備 の VF-1 1 を 「 フ ルアー マー ド ・ サ ンダ 


信 大 毛 画 内 ス ー バ パー/ 








ファ イタ ー モ ー ド 
















ぼ 全 身 を 陳 う 庄 甲 ユニ ッ ト に は 、 マ 
グレ ネー ド 、 連 装 ビ ピー ム 砲 を 備え 
防御 力 を 発揮 する 。 マ クロ ス 7 船団 に お い 
ラク ス 軌 道上 の 戦闘 な ど で 運 用 され 、 ダ イヤ モン ド フ 
ォ ー ス 人 金 獣 大 尉 の 最期 の 乗 機 に も な っ た 


a の バト ロイ ドモ ー ド 
の 武装 コン テ ナ | 


の 武装 


回 局部 ミサ イル ラン チャ ー 
me 


re 








回 手持 ち グ レネ ー ド 
上 な me 
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作 ファ ィ タ ー モ ー ド 作 バト ロイ ドモ ー ド 


時 空 カー シス テム サウ 
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全開 先 素 主 図 
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ステ ルス 性 能 を 道 求 し た 竹 殊 作 洩 応 政 VF 
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信 / 中 ロイ ドモ ー ド 


VF-17 は ペイ ロー ド 確 保 


トロ イド 
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VF-17 ナイ トメ ア 















ファ イタ ー モ ー ド 





テー タ 
軸 メ ー カ ー* で 3 ラル し - ギ で 
15 853m 
細い 141Bm 
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全体 の ポリ ュー ム が 通常 時 に 比べ 増し て いる 。 
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 VF-19 エク スカ リバ ー 


















ント ・ パ リア ・ シ ステ ム も 搭載 され て いる 
ト に 連 線 式 の 対空 レー ザー 機 多 
増設 され て お り 、F 型 より も : 











イス 製 FF.2550J を 
内 飛行 達 度 が 向上 





F-19 エク スカ リバ ー 








頒 大 二 画 内 当 両 用 ブー スタ ー 


- は 、 オ プシ ョ ン と し て 大 気 ファ イタ ー モ ー ド 
用 重 され た 。 こ れ は 、 機 体 


ト の 基本 性 能 の 向上 が 求め ら 
な ど が 再 設計 の 理由 と され る 
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ゆ VF-19 エク スカ リバ ー 











信 VFSF ェ ラリ リー 


VF-19F(F 型 ) は 、VF-19 エク スカ リバ パー の 量産 
S 型 と の 直 い は 、 ヘ ッ ド ブロ ッ ク の 武装 
変更 され た 点 は 、 S 型 よ 
リエ ンジ ン 推 力 に 優れ る 反面 、 信 航 速度 と 海面 上 昇 
率 で S 型 に 劣っ て いる 。 総合 的 に 見 る と S 型 より 性 
いも の の 、 従来 の 主力 機 で ある VF-11 と 
許 で 、 新 世代 の VF と 呼ぶ に 相応 し い 性 能 
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700 万 人 規 規 の 移 展 を 支 そる 
総合 的 雄 能 を 育 し た 
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侵攻 洋 リ ソー ト 艇 リビエラ 
巻き 貝 の よう な 特異 な 外観 を 有 し . 直径 
人 工 海洋 を 浴 え る 大 型 能 。 人 工 海 















3.600m に お 
洋 で 差 殖 、 飼育 さ 
供給 し て いる 一 部 を 高 組 レ ジャ ー 施 





め 「 リ ゾー ト 秀 」 と も 





@ テ ー タ 

人 5830OTm( 両 人 ま す ) 
FTTH 

RM 3100000A 
MRK 0 450 








作 工場 葉 ス リー スタ ー 
各種 コン ピナ ー ト 、 工 場 群 . 


ブロ ッ ク 


大 型 反応 炉 を 中 





造 増築 に と も な い 、 ま すま す 雑 然 
つつ ある 。 移民 艦隊 が 必要 と する 様々 な 製品 を 産み 
本 臣 は 、 宇 宙 療 や 小惑星 、 人 星 系 よ 
た 資源 を 精製 加工 し 、 小 さい 物 は 日 用 雑貨 か 
ら 、 大 きい 物 は 可変 宇宙 戦闘 機 、 宇宙 戦 態 まで 作り 
出す 能 























る データ 
全 條 bf06 500m (名 フ ィ ルム 含ま す ) 
EME» S95 O00 

時 9150000 ん 
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Ve 導 マク ロス 7 船団 


























ズ メ ント 艦 人 ハリ ウッ ド 

マク ロス 7 船団 に お いて 、 情 報 ・ 通 信 シ ステ ム の 
集合 体 と し て 機能 する 球状 の 箕 。 散 体 表面 は フェ 
イズ ドア レイ アン テ ナ パネ ル で 種 われ て いる 。 一 方 
空洞 の 多い 内 部 に は 直径 数 百 m か ら 最大 1.000m 
に も 及ぶ テー マ パ ー ク が 点 在 し て お り 、 一 般 市 民 の 
悪い の 場 と し て も 機能 し て いた 








電流 合 軍記 練 能 ビギン ヒル 

ウエ スト ポイ ント 級 移 動 支援 細 第 の 7 番 能 に あたる 
態 で 、 マクロス 7 般 団 の 中 検 大型 の 中 で は 、 唯一 の 
軍用 。 訓 十 施 設 や 前 線 司 令 部 や 各 軍 能 へ の 補給 





ララ スタ 
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物 の 哉 塔 プラ ント 兼備 藩 間 庫 と な 
ー パ ネル を 装備 し て お り 、 大 陽光 発電 が 可 








移民 船団 の 航海 を 守る 1] 
護 竹 艦 記 の 戦艦 矢 
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@ 間 朋 し て いる 主 な 北 名 
と 草加 季 所 < SHANPTON 


ーー Grrareponr 
き へ 関連 事項 


トス テル ス フ リ ゲー ト ボロ ネー ゼ / ス ター ゲイ ザー 第 5 世代 巨大 移民 船団 で の 運用 
@ ワ イズ 緒 較 


2050 年 代 未 に 航海 を 行っ て いた フロ ン 
ティ ア 般 団 に も 、 マ クロ ス 7 船団 で の 戦闘 
を 生き 抜い た 消 賀 間 内 般 が 配 










さま 第 紙 友 団 に 組み 込ま 
導電 且 や 





備 さ れ て いた 。 居 住 態 を 中 心 に 防 新 ラ イン 
を 形成 する 連用 法 も 大 きく 変わ っ て いな い 。 








穫 検 軍 用 能力 も 強化 さ 
秦 朋 で 誠 成 され た 護 箱 能 隊 に よ 





^ ウ ラガ 志 二 彼 式 水 軸 両 用 空母 
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jp マク ロス 7 船団 護衛 艦 





















頒 フラ ガ 弧 護 術 戦 半 補 上 

2 段 式 甲板 が 特徴 の ステ ルス 戦闘 空母 で 、65 一 75 
機 の 艦載 機 を 運用 する 人 性 能 を 有する 。 また. 巡洋艦 ク 
の 戦闘 能力 を 詩 り 、 小 規模 第 隊 の 旗 第 を 務め る 
\ る 。 新鋭 艦 の 部 類 に 入り 量産 コス ト も 
: め 、 マ クロ ス 7 船 団 へ の 配備 は 他 に 比べ 
まる 。 船団 中 核 能 に 連 防衛 ステ 
て 運用 され る 艦 も あり 、 ト 族 リビエラ の CV404 
URAGA (浦賀 アミ ズ メ ント 艦 ハ リ ' 

艦 と し て 挙げ られ 


















































働 ファ ンタ ナ モ 弧 ス テル ス 空 母 


アー ム ド 級 宇宙 空母 の 設計 を 発 
能 で 、 アドバンス: アー ム ド 級 と も 
ド 組 と 同じ く 、 戦闘 機 ドッ ク に 推進 機関 と 戦闘 用 装 
備 を 追加 し た シン プル な 構造 が 特徴 で 、 生 産 性 に 優 
れ で いる 。 さら に 、 40~45 機 の 衝 載 機 を 搭載 する 
が 可能 で 、 マ クロ ス 7 船 団 で は 主力 空 呈 と し て 運用 さ 
れ て いた 。 ま た 、 ヴ ウラ ガ 級 と 同様 、 中 柱 艇 の 防衛 ス 
テー ショ ン を 務め る 場合 も あり 、 農 場 条 サ ニー フラ ワ 
CV299「 グ ァ ンタ ナ モ 」 が ドッ キン グ し て いる , 





























代り 6352m 
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移民 船団 計 礎 態 隊 の 主力 を 担う フリ ゲー ト 族 で. 
機動 力 と ステ ルス 性 能 に 優れ て いる 。 配 備 数 は 非常 
に 多く 、 戦 開 力 独 化 型 や 債 察 型 、 早 期 式 
する 。 移民 船団 に お いて は 外線 の 















種 の 空 揚 群 が 担う ケー ス が 
団 の 航路 上 を 先行 し て 監視 を 
う 小 艇 隊 [ パ イロ ッ ト フ ィ ッシュ 」 や 、 物 資 確保 用 の 
癌 星 を 探索 する 別 働 航 隊 と し て 運用 され る 
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民間 用 、 画 事 用 を 千 わ ず 
多数 生産 され た 動 送 半 知 
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マク ロス 7 船団 輸送 機 














@ 運用 記録 
パン on 
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VF 運搬 用 輸送 機 


マク ロス 7 内 を 移動 する た め に 生産 され た と 見 られ 
る 級 空 機 の 一 種 。2 基 の ロー ター を 備え た VTOL 
式 の 小型 機 で 、 垂 直 難 陸 ・ 着 陸 が 容易 で あっ た と 
見 られ る 。 底 部 の フッ ク で VF を 掴み 、 運 搬 す る 方 
式 で あっ た 。 





VF gs. VFI IMAXL 
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居 価 可能 な 惑星 ラク ス を 発見 し た 
ゼン トラ ー テ ィ 人 の 欧 展 娘 局 
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マク ロス 5 船団 











供 マジ ロス 5 
新 マ クロ ス 級 5 番 艦 で 





り 船 団 の 中 枢 を 担う マク ロ 
ス 5 は ー 社 と 系 列 傘下 の 企業 グ 
ルー プ が 主体 と な っ て 建造 され た 。 移 民 居 住 船 で ある 
シテ ィ 5 と 超大 型 可変 万 能 ス テル ス 宇 宙 攻 撃 空母 バ 
トル 5 は 、 基 本 設計 ・ ス ペッ ク は マク ロス 7 と は ば 同様 
で あり 細分 に お いで も 同等 の 構造 を 持ち な が ら 、 ゼ ン 
ディ の 技術 に 通じ た ゼネ ラル ・ 
の パー ツ を 多用 し て いる た め 、 ゼ ント 
特有 の 外観 を 持 






















て いた 





と ニン 2 





供 /①D5 


細 大 型 可変 万 能 ステ ルス 宇宙 攻撃 空 財 で 
5 は 、 パ トル 7 と 同様 に 強 到 型 に 変形 (トラ ンス フォ ー 
メー ショ ン ) 可 能 。 変形 後 の 両 有 部 に 相当 する ステ ル 
ス 宇 宙 空 還 部 分 は 、 非 常時 に は 切り 難し 各個 独自 に 
運用 で き 、 フォー ルド 航 行 も 可能 で ある 。 ま た 、 船体 
下部 に 備え られ た 全長 695m、 全 備 重 量 250 万 1 の ガ 
ンシップ は 、 パ トル 5 変形 後 は が トリ ング バス ター キャ ノ 
ン と し て 手持 ち 射撃 が 可能 

用 、 バ パス ター キャ ノン の 発射 が 可能 と な 
お 、 パ トル 5 も シテ ィ 5 と 同様 に 、 細 部 の ディ テ 





























ディ 系 双 船 特有 の 外観 を 持っ て いる , 
記 只 に は 分 僚 し 、 拓 大 本 








Ts ヒート バイ ルク ラスター シ ステ ム 
フォ ー ル ド ・ エ ンジ ン ょ OTM マ クロ ス フ ォ ー ル ド エ ンジ ンク ラ 


















の レー ザー セン サー の ブリッジ 


ニン ンジ 










クロ ス 7 鯛 団 で 用 いら れ た タイ プ と 構造 
違い 
備 を 追加 
ほか 、 マ クロ ス 7 船 団 で 運用 され た タイ プ よ り も 重量 
が 約 110t 増 加 し 話 は 通常 タイ プ の ほか 
ステ ルス 構造 を 早期 警 葉 タイ プ や 債 察 型 な 

が 存在 する 













活か し 









MA 


a 
マク ロス 7 船団 の ステ ルス フリ ゲー ト 
I コム ステ ルス フリ ゲー ト 


マク ロス 7 船団 に お いて 用 いら れ た ステ ルス (マク ロス 7 秀 団 仕様) 
フリ ゲー ト は 、 ノ ー ザ ンプ トン 級 に 分 類 さ れ て い my トラ 
る 。 こ ちら も 船団 の 防衛 ライ ン に は 欠か せな い 
戦力 と し て 、 大 量 に 配備 され で い る, 

(ロー タ 入 に 天 入 し 
た 「 ス ター ダイ ザーj な ど が ーー 
RE TH, 




















ステ ルス フリ ー ト の 
DR 
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マク ロス 5 船団 











信 ネオ ノ フ ティ . バ ガニ ス bis 






ダニ ク の 乗 北 と し て も 用 
諾 の 改修 タイ プ で ある 。 地 球 側 の お 
ド パ ッ ク し 、 新 た に 組み 立 












ィ ・ パ ガニ ス 級 が 元 持 つ 優れ た 
より 運用 性 が 良好 な 能 と し て 


マク ロス 5 市 民 が 収容 され た ドー ム 
し 


プロ ト デ ビ ルン の 拠点 、 バ ロー タ 第 4 惑星 内 
に 建造 され て いた ドー ム 。 人 間 を 生体 の まま 保 
存 で きる カプ セル が 山 型 に 設置 され て お り 、 パ 
ロー タ 軍 に 捕らわれ た マク ロス 5 船団 の 市 民 た 


ち が 収 容 さ れ て し 
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各部 の 形状 
原型 機 と は 大 きく 異 








高い 機動 性 で 格闘 戦 を 展 
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ゾラ の 港町 に 保管 され て いた VT-1C は 、 
バサラ が 同感 星 を 訪れ た 際 、 銀河 クジ ラ の 
界 光 団 に よっ て 夏 取 され で いる 。 そ の 後 、 同 
機体 が 宙 光 団 に 運用 され た と ころ は 確 対 さ 
れ て いな い が 、 彼 ら は 容 取 し た VF を 独自 に 
改良 し て 使用 し て いた こと か ら 、VT-1C も 同 
様 の 扱い を 受け た も の と 思わ れる 。 
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働 ファ イタ ー モ ー ド 武装 












型 の キャ ノ ピ ー に 換装 され て お り 
間 で の 運用 を 想定 し 、 機 体 上 部 
ーー パー パー ツ を 殺 備 し て いる ほか 、 主 買 端 に 各 2 基 の 推進 機 を 備え る 、 


ファ イタ ー 形 態 で の 良好 な 視界 








民生 用 に 改修 され 
の 変形 機構 は その まま 残さ れ て いる 。 民生 用 の 
機体 で ある た め 、 パ トロ イド の 頭 部 に セッ ト さ れ て で 
ー ザ ー 機 銃 は 外さ れ て お り 、 背 部 - 脚 部 に 
装備 され て いる スー パー パー ツ も 、 ミ サイ ル な ど 
の 武装 類 は セッ ト さ れ て お ら ず 、 純 粋 に 大 気 園 
部 脱 用 の ブー スタ ー お よび 増 槽 と し て 使用 され 
る 。 ま た 本 機 は 通常 の VF-1 に 比べ 、 機 首 ( バ パト 
ロイ ド の 股間 部 ) が 短く な っ て いる が 、 こ れ は 機 
首 に 内 蔵 さ れ て いた 戦闘 機 用 の レー ダー、 セ ン 
外し 、 民 生 向け の 整備 が 容易 な 機器 類 
と 外装 に 換装 され て いる た めで ある 

主 武装 ガン は 、 ガ ン ポ ッ ド の 
業 を 利用 し 、 ワ イヤ ー 付 き ハ ー プ ー ン を 射出 す 
る 。 ソ ゾラ で の 捕鯨 は 、 大 型 の 末 租 ある い 




















る 推力 の な い 小 筐 機 の 場合 、 ワ イヤ ー で の 
引 で クジ ラ の 推進 ペッ トル を 変え 、 ゾ 
せる も の と 推察 され 




















但 5 ュー ラモー ド 


ソラ の 捕鯨 用 VF は 、 フ ァ イ ター モ 





PA 


2040 年 代 の VF- 


最初 期 の VF で ある VF-1 シ リー ズ は 、 メ ン テ ナ ンス 
に 手 が か か る こと な どか ら 、2040 年 代 に 入る 頃 に は 
完 動 品 の 数 は 激減 し て いた と 言わ れ で いる 。 と は い 
え 、 鷹 気 パ サラ が 放浪 し て いた 2040 年 代 中 頃 で も 、 
VF-1 は 民生 用 や 作業 用 、 あ る い は 辺境 惑星 の 守備 
隊 の 配備 機 を ど 、 ま だ そこ か し こ で 運用 され 続け て い 
た よう で ある 。 な お 、 グラ ハム と 妻 、 マ リア < ホイ リー が 
搭乗 て いた 機体 は 、 元 々 は 宣 か ら 払い 下げ られ た 


る は 作 重用 に 
SEVE1 で . マ 


で 大 気 較 苑 脱 突入 を 行 

バト ロイ ドモ ー ド で 捕 魚 を 行う の が 基 
中 間 形態 で ある ガウ ォ ー ク は さほど 活用 され て 
地 な ど を 移動 する 際 に 使用 され る 程度 で ある と 




















運用 方 
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機体 で あり 、 頭 部 の レー ザー 杜 銃 が 残さ れ て い 
スー パー バ パーツ も 軍用 の も の に 近い 形状 と な っ て 
いた (お そら < は 銀河 クジ ラ を 狩る の に 必要 な 火力 を 求 
いい 仕 様 の 機体 を 入手 し て いた の / 
サラ が 失 乗 し た 際 に は V-1C の 外観 と 
が 、 こ れ は な ん ら か の 事情 で 大 破 し た この 
機体 を 、VT-TC の パー ツ を 用 いて グラ ハム が レス ト ア 
し た も の と 思わ れる 。 






















ーー = 惑星 ゾラ の 空 を 守る 
ーー 新星 イン ダス トリ ー 
ン % 初 の 可変 戦 厨 雄 


a i ( ( 


マ 。 
ハン 
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VF-5000 スタ ー ミ ラー ジュ 

















作 カラ ォ ー ク モー ド 
て まま VPL1 の 変 バ ター シ 
当然 な が ら VF. 
た だ し 、 前 


ト EET 
の 対空 バル スレ ー ザ ー 砲 ショ ッ ク ガ ン ボ ポッド 

頭頂 部 に 対空 ・ 自 衛 用 の パル スレ ー ザ ー 砲 を 1 惑星 プラ の パト ロー ル 隊 の 機体 は ショ ッ ク ガ 
門 備え る 。 補 座 機 の T-G 型 ( 右 図 ) は 豆 部 ユ ド と 呼ば れる 特殊 武 を 本 備 。 こ れ は 相 基 
ト の 構造 が 大 きく 異な り 、 レ ー ザ ー 砲 も 2 門 と な 目標 の 自由 を 礁 う 武器 で 、 弾 着 の 衝撃 に よる ダメ 























































て いる . ー ジ 効果 も ある 程度 は 期待 で きる 。 形状 は VF-1 
7 reg の が に 酷 個 し て お り 、 銃 身 先端 上 部 に 時 
アー 準 セン サー を 備え 、 尾 部 の フィ ン は ファ イタ ー 民 が 、 主 に 銀河 クジ ラ が 回 遊 す る 術 星 暫 





混 時 の 整流 板 と な る 行わ れる た め 、 ガ ウォ ー ク 形態 で の 運用 機 














作 ニラ ピル ト 
コク ピッ ト 構 造 は VF-1 から 大 きく 変わ っ て いな い 
窓 枠 の な い キャ ノビ ー と 落 座 位置 の 






て いる 。 ま た 
ma プ ナディ スプ レイ ) や 後方 に 30 度 傾け られ た シー ト 
し. VF を など 、 近作 性 へ の 配慮 が 見 られ る 








信 7 で ロイ ドモ ー ド 

VF-5000 が VF-1 の 設計 を 踏 凍 | は 、 外 
埋 に ペー ス 機 の 印象 を 残す バト ロイ ド 了 ら も うか が 
t た だ し 、 垂 直 尾 引 を 挟ん だ 前 腕 

















部 の 2 選 構 造 や 内 蔵 式 の マイ クロ ミサ イル ボ ポ 
た 独自 の 構造 が 盛り 込ま れ て お り 、 運 用 性 の 向 
て 多 罪 者 の 拘束 を 
銀河 パト ロー ル 隊 に と 
ロイ ド は き 











駐 ライター モ ー ド 
VF-5000 の ファ イタ ー 形 態 は 、 ブ レン デッド ・: ウ 
ィング ・ ポ ディ 構造 に よっ て 大 気 園内 の 空力 特性 
を 向上 させ る と 同時 に 、 直 線 的 な 平面 構成 を 多 
ルス 性 を 高め て いる 点 が 特徴 で ある ( レ 
る ステ ルス 生 装 も 併用 
ま 可変 想 機 構 が 採 
が 生か され て いる . 
























供 VF50006G 一 此 


⑧ 機体 解説 


yr 
re 














一 
血 vF-5000T-G 

VF-5000T.G は 、 VF-5000 の 複 座 タイ プ で . パト あみ ファ イタ ー モ ー ド 
複 座 












の ガウ ォ ー ク モー ド 
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態 バ トロ イド 形態) 
5 ブロ ッ ク が 本 四部 と 内 ノズル の 3 つの ら の 請 時 に 合用 きれ た だ 。 ま た 投 和 普 に も 、 計 
格 は バック バ パッ ク 見 する ヒン ジ が 2 基 設置 され て お り 、/ 
ガウ ォ ー ク 形態 か 保 





伸 や ひね り と いっ た 組 
時 の 運動 性 を 確 















頒 主夫 振 ス ピー カー ユニ ッ ト 


トロ ー ル 隊 と 密漁 団 と の 最終 決戦 時 ” 紹 仙一 時 


5000 全 機 に 時 空 共振 スピー ジッ シン * 








i バト ロー \ 治安 縦 詩 大 務 を 支援 する 
時 万 負 尋 (トロール 譜 の 多目的 角 
用 BA a 
0 / < _ 


x 





杏 告 敵 1( 一 ロコ (4 





=ays ueyoaa 
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バト ロー ル 隊 母艦 



















【 YRTTS 


本 艇 は 地球 製 と 言わ れ 


⑧ 運用 記録 











【 遍 泊 喜 補 


任務 中 に 信 傷 者 が 出 た 場合 に 備 アー 
え 、 艦 内 に は 治療 室 が 設け られ 
医師 も 乗 能 し て い 」 

行為 は 部 


セル に よる | 
いる 。 ちなみ 





いる が 、 構 造 は 続 合 軍 
と 大 きく 異な り 、 平 面 と 曲面 を 組み 合わ せ 
た 独特 の フォ ルム を 有 し て いる 。 こ れ は 、 水 上 艦 と 
し て の 設計 が 取り 入れ られ て いる た め と 見 られ る , 
















み バ トロ ー ル 解 

広大 な 海 を 有する ゾラ で は 公民 間 わ ず 船舶 盛ん に 用 
いら れ (ボー ト 兼 用 の オー ト 3 輪 な ども 普及 し て いた )、 パ トロ 
ル 隊 も 通常 の 警 ら に は 高 機動 小型 艇 を 運用 し た 。 し か 
し 、 凶 悪化 する 密 人 団 に 対し て は 力 不足 と な る ケー ス も あ 
た よう だ 














1997 ビッ クウ エス トン 0VA マ クロ ス 7 才 大 上 
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⑧ 機体 解説 


7 
| 可 攻 撃 株 VA) 一 その 代表 
ーー ター は 軍用 性 の 放さ 











れる な ど 、 目 的 に 合わ せ た さ s * 
特 邊 で ある 圭 列 性 と サバ イ 記さ も 受け 幼い で お 
VF と の 由貴 も 可能 で あっ た 





= テー タ は アタ ッ カ ー 林 の の @ サ イズ 比較 


銀河 クジ ラ の 刻 演 急 が 運 朋 し た VA- ヴ シリ ー ズ の 改造 駿 


echanic Sheet 


ト 
VA-3C 改 イン ベー ダー 改 














信 塚 計 半 伊 ニラ ピル 
密漁 団 は 銀 の 捕獲 だ け で な く 、 治 安部 VA-3 シ リー ズ に は 、 電 子 戦 棲 の EVA-3A7 
隊 な ど と の 戦闘 も 想 ) て いた 。 そ の た め 、 本 機 複 座 型 の 機体 も 存在 する が 、VA-3C 改 は 一 





は 捕 鯉 用 装備 と 通常 武装 の 両方 を 備え て いる 
前 者 は 銀河 クジ ラ を 捕 紙 する た め の ワ イヤ ー 付 き 
の モリ で 、 ガ ン ボ ポッ ド が 射出 装置 を 打 ね て いる 。 ま 
た 、 後 者 に は 両用 部 に 内 蔵 され た パル スレ ー ザ ー 
砲 と マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー が 挙げ られ る 。 な 
お 、 原型 機 VA3 は 武装 括 載 量 の 多き が 特徴 の 
ひと つ だ っ た が 、VA-3C 改 が 外装 式 の ミサ イル な 
ど を 用 いた ケー ス は 確認 され で いな い 、 





座 型 と な っ て いる 。 コ ク ピ 
前 方 の 視認 性 に 優れ る 






位置 し 





3 Control System 季 管 制 装 置 ) を 搭載 | 
が 、 本 機 も 同様 の も の を 装備 し て い 














DVA-3 シ リー ズ は 地上 攻撃 用 の FCS (Fire 





どう か は 不明 
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ュ 
人 領域 で 運用 され た 、VA-3M 


VA-3 シ リー ズ に は 、 水 上 航行 や 水中 潜行 が 可能 な VA-3M も 存在 
する 。 全 答 域 攻撃 機 で ある この 機体 は 、 一 部 の 特 季 部 藤 に 配 代 さ れ 
た ほか 、2050 年 代 未 に 航海 中 で あっ た マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 船団 な 










アタ ッ カー 到 ) で は 、 習作 し て お り 、 社 政則 の フロ ー 
ト 補 業 わる 。 ガ ウォー ク 誤 (中央) で は 。 隊 を 且 と し て 上 し て 環形 させ で 
い 6。 / ト ロイ トド 生 ( お は 拓本 の 本 が 析 の /0 リ エー ショ と 鞭 な っ て いる 。 








偽 / い ロイ ドモ ー ド 


VA3 シ ! 





信 アタッカー モー ド 

VF の ファ イタ ー 形 態 に 相当 する VA-3 シ リー ズ 
続 合戦 争 以前 の 艦上 攻撃 
に 近い 機体 形状 を 有 し て 
更 は な く 、 他 
比べ る と 主要 下 ポ ボッ ド の 
接続 方 式 が 異な る 程度 で ある 。 ま た 、VA-3 シ リー 
ズ は 大 気 園内 、 特 に 低 高度 で の 安定 性 と 機動 性 
を 重視 し \ る 。 た だ し 、 己 漁 団 






力も 重視 さ 


の アタ ッ カー 形態 は 












ト の 複合 セン サー 








吾 財 形 
交戦 で も 安定 し 





運用 








て いる , 





連携 行動 に よる 戦法 
宙 漁 団 は VA-3C 改 を 大 量 に 投入 し て パト ロ 
銀河 クジ ラ を 捕獲 する 際 


の フォ ー ル ドブ ー ス ター 装備 
密 汐 団 は フォ ー ル ド 航 行 で 惑星 ゾラ の 和 審 性 軌道 


すす | 
きき 





補 
に 健 入 し 、 密漁 を 行っ て いた 。VA-3C 改 も フォ ー て 絡 を 発射 、 動 き を 止め る 戦法 を 
ルド ブー スタ ー を 装備 し 、 母船 に 遼 伴 する こと が 

$? 
















は 航空 機 と し て の 性 能 は も ちろ ん の こ 
か ら パ トロ イド 形態 の 防 


し ム を 持つ 。VA-3C 改 の パト ロ 
形状 な 
ど を 除い て 構造 は 他 の VA-3 シ リー ズ と 共通 し て いる 
お り 、/ ト ロー ル 隊 VF 





つい て は 高い レベ ルル 
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の 





TEN 
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メカ ニッ クシ ー ト 
pp VF-22S シュ トゥ ルム フォ ー ゲ ル I 









ーー 


侍 拓 作 戦 有 と し て 机 っ た 
ゼン トラ ー テ ディ 水 基 往 迷 膨 磯 も ん 











| ET 

ス 7 船団 で は 、 バ パロ ー タ 戦役 の 際 、 船 
人 で ラセン ス 生き た VF228 
数 導入 : で いた 。 ダイ ヤ モ ン ド フ ォ ー ス の 
2 も . き 続き 工場 艦 で 生産 され た も の が 配 
た よう で 、 機 体 の 仕様 お よび 基本 的 













と い 
= モンド フォ ー ス の 依 機 に 関し て は 、S 列 








クエ リコ ー ン AAB-7 対空 ビー ム 砲 
他 機 種 の 頭 部 レー 『 5 


ザー 機 多 と 同系 列 の / 

















栓 転 換 し て いた と 推 村 さ 











作 コラ ピッ ルト 


様 の 機体 が 配備 され た 可能 性 は ある ) 武装 


ス 機 と 同様 
し 操 継 を 主 と し 、 補 助 
テム を 備え た 仕様 と 
| 













ザー ビー ム ガ ン 2 門 
て 機体 内 の ' 科 用 無 接点 コネ クタ を 備え る 。 バト 
ミサ イル を 装備 する の が 標準 的 な ロイ ドモ ー ド で は 、 キ ャ ノビ ー が カバ ー で 間 

われ る 一 方 、 操 綴 席 が 後方 に 90 度 回 転 
周り の レイ アウ ト も 変 















み ヒ ュー ズ /GE GV-17L ガン ボッ ド 
YF-21 と 同系 の カ 
が 標準 装備 され 
は 、 大 
ル ) に 園 











な 
A 
S 




















低空 飛行 ホバー 走行 用 の ガウ 
同形 勝 の パト ロイ ド 共に 、YF-21 と | 





人 ライ ター モー ド 













で 使 用 する 
機動 性 を 税 


の 炎 機 を 撃隊 する 
た が 、 ゾ ソラ で の 対 密 漁 団 昔 で 
麻 り 、 周 囲 を 制 庄 。 本 機 の 





ク 、 格 





働 カラ ォ ー ク モー ド / バ トロ イド モー ド 













ー ト グラ バム か 運用 し た 
宇 店 " 靖 般 " 船 





コー ポー まく 4 キキ 4 


FFP デ アビ だ 7 アビ だす 











echanic sheet 


メ ト 
キャ ッ チャー ボー ト 











⑧ 運用 記録 © rs 


グラ ハム が 所 有する キャ ッ チャ ー ボ ー ト は 、 宇 宙 船 。 宇宙 船 部 分 が 船 の 出力 や フォ ー ル ド ・ シ ステ ム の 起 


の 上 方 に 小型 の 漁船 が ドッ キン グ し た よう を 特殊 な 動 を 担う な ど 、 銀 河 ク ジラ 捕獲 に 特 化し た 性 能 」 
構造 と な っ て いる 。 混 船 部 分 が 舶 の コン トロ ー ル を 、 状 で ある , 





か ら 和 民生 する 本 寺 と な っ て いる 


形 








島 生生 希 














装備 が 設置 され て いる 。 武装 と し て は 、 
本 鈴 克 「 ハ ー プ ー ン 」 を 備え 、 舶 か ら も 
クジ ラ に ダメ ー ジ を 与え る こと が で きた 。 そ の 他 、 航 
行 用 に フォ ー ル ド 装 置 を 備え る ほか 、 クジ ラ の 探索 用 
に 魚群 探知 器 や 無線 用 アン テ ナ も 設置 され る な ど 
シン プル な 外観 に 似合わ ず 多 機 能 と な 





て いる 





"回 ハ ー フ ー ン 





『 回 フォ ー ル ド - シ ステ ム 








OVAT AT NS 











AVF の 
旋 統 を 受 砂 錠 し ) だ 


VF-19 系 列 機 


pp VF-19P エク スカ リバ 














信 ファ イター モー ド / 武 装 
時空 共振 スピ ー カ ー ユ ニッ ト 
パト ロー ル 隊 に 協力 する 科学 者 ロー レン ス が 銀河 クジ ラ と の コ 
を 実現 する た め 、 パ トロ ー ル 隊 の VF-19P の 両 肩 部 に 
合計 8 基 の スピ ー カ ー を 装備 マク ロス 7 船団 の Dr. 千 葉 が 提唱 
し た 歌 エ ネル ギー 


⑧ 運用 記録 
























形 加 レプ 
【 抹 方法 
操縦 シス テム は 通常 の VF-19 を 踏 柚 する も の だ が 、 搭 乗 
し た パサ ラ は ギタ ー を 抱え た まま これ を 操 継 し た 。 バサラ の 多 





機 "VF-19 必 が ギタ ー 型 コン トロ ー ル ステ ィ 
な 機体 で あっ た こと 
の ギタ ー は VF-19P と 接続 され て いる わけ 
物理 的 に ク を 操作 する 
バス な VF-19P の コン トロ ー ル を 実現 し て いる , 
























VF-19S や VF-19F 
夏 を 備え 、 ま た 機体 下部 に は ベン トラ ルフ ィ ン 

いる 。 本 機 の 特徴 は この ペン トラ ルフ 
スピ ビーカー ユ ニッ ト で あろ う 。 ま た 

ング で ある も の の 、 そ の 
騙っ て いた VF-19 改 を 
特徴 で ある 運動 性 の 高 


















頒 ジュ ー ク モー ド 
ォ ー ク 形 構造 も VF-19 改 と ほぼ 同じ で 、 機 
首 か ら 主 細 の 部 分 は ファ イタ ー の 構造 を 残し た まま 設 
部 を 主 押 部 前 方 に 展開 させ る 。 な 
お が 搭乗 し た 機体 は ファ イタ 気 園 難 脱 
を 行っ た の ち 、 す ぐに パト ロイ ド へ と 変形 し た た め 、 ガ 
ウォ ー ク は ほとん ど 用 いて いな か っ た 




















人 バト ロイ ドモ ー ド 


VF-19P は その 用 途上 、 特 に セン サー 機能 の 強化 が 図 
られ た 。 そ の 結果 で ある 前 面 の 大 半 を 透過 バイ ザー と し た 
モニ ター ヘッ ド ユニ ッ ト が 、 ほ か の VF-193 
を 画す バト ロイ ド 形 態 の 特徴 と な っ て いる 。 ま た 、 後頭部 と 
側面 に 3 門 の レー ザー 砲 を 装備 する 点 は 、 バ サラ の 愛 機 
VF-19 改 を 連想 させ る 。 白い 銀河 クジ ラ と の コ 
ョ ン を 図る 際 に は 、 パ トロ イド 形態 で 群れ 
た 。 その後 、 密 漁 団 の 反応 弾 に 対し て 白 ク ジラ が 散布 
し た 花粉 を 港 び 、 機 体 が 真っ 赤 に 染まる 。 そ の 次 は 、 か 
サラ が 運用 し て いた VF-19 改 を ほう ふつ と させ る も の 




























銀 ク ジラ の 桶 獲 を 月 論 お 
大 規模 密漁 励 の 艦 衣 群 
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ぁ 密漁 団 艦 艇 




















休 吉 用 記録 | た ET の が 
し 大 型 の 密 光 団 母 船 は 、 銀 河 ク ジラ の 捕 殖 を 前 提 ” と な り 、 巨 大 モリ 、 対空 パルス レー ザー 砲 、 対空 
上 と し つつ 、 対 交戦 も 想定 し た と 思わ れる 独特 の 武装 イル ラン チャ ー と いっ た 武装 の ほとん ど は 、 格 納 庫 外 
47 年 三里 ソラ 周辺 軸 坦 に 現れ た 屯 光 団 は 、 を 持つ 。 構 造 的 に は 銀河 クジ ラ も 収容 可能 な 簡 状 周 に 設置 され て いる 。 その 特異 な 外観 は 、 同 時 期 
数 度 に 湖 り バ パトロール 科 と 交戦 じ つ つ 、 銀河 クジ の 大 型 格納 庫 と 、 中 央 に 張り 出し た ブリ ッ ジ 部 が 検 の 統合 軍艦 能 に は 見 られ な いも の だ っ た 。 
ee @ 対 空 バ ルス レー ザー 碗 ⑩ 巨 大 モリ 自動 発 身 装 軒 
対空 ミサ イル ラン チャ ー の ーー 



















ー 二 に 使用 する 








用 フォ ー ル ド グ リ ッ プ 


@ バ トロ イド 
ge 


M 間 に VFO/ サ ロイ 











た DEVT 
軍 漁 団 が 締 す る 態 艇 の 多く は 、 密漁 団 所 有 和 銘 . 密 あ 皿 漁 団 信 装 船 

江 団 作 装 船 の よう に 小回り の 利く 小型 能 能 で あっ で 半 が 叶 は ソラ の 胞 よ を 邊 し 、 光 稚 の 

し か し 、 銀河 クジ ラ の 捕 拉 助 、 ある い は トロ 四球 ツ ラ に は . 同人 馬入 

ー ル 隊 と の 交戦 を 想定 し て いた た めか 、 そ れ ら は お し 」 

な べ て レー ザー 砲 や ミサ イル で 武装 され て いた 
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箇 惑星 ゾラ の 乗り 物 
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され 





星 で 使用 3 
司 の 移動 手 度 | 邊 


ソン 
ゃ 
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調和 し た 
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| 招 然 と 
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頒 示 訂 両用 オー トド 
3 輸 タ イプ の アン フィ ビア ン ( 水 陸 両 用 車 )。 荷台 
に は 、 人 間 な ら 58 一 9 人 程度 が 乗る こと が 可能 。 路 上 
走行 時 の 時 速 は 最大 30km 程 度 で あ - 


























信 ライ ィ ザ の バイ ク 
銀河 パト ロー ル 隊 に 所 属す る 、 ラ イザ ・ ホ イ 人 いい 
/ リー が 運用 し て いた 単座 式 の バイ ク で 、 チ ェ ー 府 
NN ン を 持た な い 機 構 で ある 。 通信 機 を 備え て お 

り 、 関係 各所 へ の 連絡 が スム ー ズ に 行え た 


ブラ の 人 々 が 所 有 し て いた 陸上 用 
の 乗用 車 で 。 探 縮 機 構 な ど は 水陸 
















人 mg = 


漁業 や 移動 手段 と し て 用 いら れ た 、 ソラ で は スタ ンダ 
ー ド な タイ プ の 漁船 。 操 縮 席 が 車両 群 と 同じ バー タ 
イプ の も の と 、 円 杖 ハン ドル タイ プ の 双方 が あっ た よ 


うだ 





echani_ heet 
メカ ニッ クシ ー ト 
p マク ロス ・ フ ロン ティ ア 





ババ トル 約 を 発展 させ た 
フワ ロン ティア 陣 
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@ 機体 解説 


ES フロ ンティア 船団 の 中 枢 を 担う バト ル 級 ステ ルス 可変 戦闘 

改装 型 で 、 略 称 お よび 船体 閉 号 は 【BATTLE25/MF25- 
01]。 平 時 は 都市 船 の アイ ラン ド 1 cy み キ ンダ て お り 、 新 マク ロス 級 
25 番 艦 ( ア イラ ンド ・ ク ラス ター 級 寺 も 分 類 さ れる) 「 マ クロ ス ・ フ ロン ティ 
戦闘 区 画 と し て 運用 され る 。 移民 船団 の 規模 拡大 に 
提 能 力 の 向上 が 求め られ ね た こと か ら 、 本 艦 に は 初期 の バト ル 級 を 超 




















思え る 
重 改 装 が 施さ れ て お 愉 ” 指 揮 能 力 や 火力 、 艦 載 機運 用 能力 な どす べ て の 
面 に お いて 性 能 が 強化 さ 栓 そい る 。 強 攻 型 と 要塞 艦 の 変形 構造 も 有 し 、 
2050 年 代 の 新 統合 宇宙 軍 が 保有 する 戦闘 艦 の 中 で も 屈指 の 戦闘 力 を 

っ た 


誇っ た 





豊 サ イズ 比較 





@ デ ー タ 
所 属 新 統合 軍 
要 宮 艦 時 / 全 長 と 1681m (アン テ ナ 等 含ま ず ) 全幅 P521m _ 
強 攻 型 時 / 全 高 P 1 186m 全幅 と 747m 
人 半量 と 1655OO001 

















バトル : フ ロン ティ ア ( 強 攻 型 


クロ ス ・ フ ロ > ディ ア 
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y Hidetaka Tenjir 


Norks by Masato 
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メカ ニッ クシ ー ト 
マク ロス ・ フ ロン ティ ア 








強 攻 型 


機動 戦闘 を 要する 緊急 の 場面 で 運用 され る 強 
攻 型 は 、 ス テル ス 性 維持 の た め に 内 蔵 さ れ て い 
た 全 兵 装 と 、 腕 部 に よる ガン シッ プ の 使用 が 可能 
と な る 。 ま た 、 強 攻 型 へ の 変形 所 要 時 間 は 初期 
の バト ル 級 より 短縮 され て いる 。 


@ 運用 記録 


長 距離 移民 船団 の 護衛 
と バト ル ・ フ ロン ティ ア は 

角 海 の 只 中 に あっ た 2059 年 に 
と 遭遇 。 本 艦 は その 状況 に お いて 、 頻 発 
こ 対応 する た め に 護衛 艦隊 の 指 押 を 執っ 



































作戦 で は 、 船 団 を 襲撃 する バシ 
討 し 、 フ ォ ー ル ド の 糸口 を 作っ た 。: 
母 星 の 戦闘 で も 護衛 艦隊 を 率い て バ : 
ラク シー 船団 に 相対 し 、 バ トル ・ ギ ャ 
沈 す る な どの 戦果 を 挙げ て いる 





A 
うと ギャ 
ラク シー を 撃 











AN 


政府 機能 も 司 っ た 移民 船団 の 頭脳 


平時 に お ける バト ル ・ フ ロン ティ ア は 、 武 
官 の 最高 位 に ある 新 統合 宇宙 軍 派 遣 艦 隊 
司令 が 管轄 し 、 艦 長 が 艦 の 運行 を 担っ た 。 
し か し 、 船団 の 最高 権力 者 は あく まで 大 統 
領 で あり 、 緊 急 時 に は 政府 機能 が 移設 され 
た 。 大 統領 が 本 艦 か ら 船団 全体 の 指揮 を 
執る こと も あっ た 。 どの よう な 事態 で あっ て 
も 、 本 艦 の 最終 的 な 権限 は 大 統領 が 握っ 
て いた の で ある 。 ハワード ・ グ ラス の 跡 を 継 
い だ レ オン も 、 バ ジュ ラ 母 星 に お ける 
戦闘 な どの 局面 で は ブリ ッ ジ に 籍 を 移 
し 、 戦 況 を 見 守っ て いた 。 














要 寒 艦 は トラ ンス フォ ー メ ーション に も 転用 され 
る ブロ ッ ク 構 造 の 艦 体 を 特徴 と する ステ ルス 空母 
で ある 。 艦 体 は 戦闘 指揮 空母 ( 強 攻 型 胴体 )、 
ステ ルス 中 型 空母 2 ( 同 腕 部 )、 中 型 突撃 戦 
艦 X2 ( 同 脚 部 エン ジン ブロ ッ ク )、 重 砲撃 艦 ( ガ 
ンシップ ) の 計 6 隻 で 構成 され る 。 



























































バト ル ・ フ ロン テ 
ィ ア か ら 指 揮 を 
執る ハワード グ 
ラス 大 統領 ( 左 ) 
と 艦長 ( 右 )。 


』 
レオ ン 三島 は バジ ュ ラ 母 星 の 戦闘 を 指 押し て いる 最 中 
に 、S.M.S の 組 弾 を 受け て 失脚 し た 。 
















武装 


バトル ・ フ ロン ティ ア は 、 ガ ンシップ ・ ア ド バ ン ス タイ プ 
の 超大 口径 ビー ム 砲 「 マ クロ ス ・ キ ャ ノン 」 を 主 武 装 と 
する 。 ガ ンシップ は 艦内 に 超大 容量 エネ ルギー キャ パ 
シタ ー と 急速 エネ ルギー チャ ー ジ 用 の 大 出力 反応 炉 、 
補助 エネ ルギー チャ ー ジ 用 熱 核 タ ー ビ ン エン ジン を 備 
え 、 単 体 で の 連続 射撃 が 可能 で ある 。 さ ら に 、 バ ト 
ル ・ フ ロン ティ ア の 主 動 力 炉 か の ら エ ネル ギー を 供給 すれ 
ば 連射 速度 を 向上 させ られ る が 、 砲 身 や 粒子 加速 器 
シス テム を 冷却 する 必要 か ら 回 数 に は 制限 が 課せ られ 
る 。 そ の ほか 、 副 砲 に 複数 の 重 ビ ー ム 砲 を 備え 、 多 
数 の 近接 ビー ム フ ァ ラン クス や 反応 弾頭 ミサ イル ラン 
チャ ー、 近接 防御 用 マイ クロ ミサ イル ファ ラン クス を 有 
する 。 その た め 、 同 時 期 の 艦艇 の 中 で も 突出 し た 火 
力 を 有 し て いた 



































































































みみ ガ ンシップ: アド バン スタ イプ 





) 艦橋 
初期 の バト ル 級 以上 の 指揮 管制 能力 を 要求 され た 
バト ル ・ フ ロン ティ ア は 、 改 装 時 に 艦橋 部 に 巨大 な C4 
コン トロ ー ル ホー ル を 増設 し て いる 。 こ れ に より 、 本 艦 
は フロ ンティア 船団 の 航行 管制 や 護衛 艦隊 の 指揮 を 
ー 括 で 管理 で きる 能力 を 獲得 し て いる 。 ま た 、 ラ ンカ 

















clc 





・ リ ー の 歌 が バジ ュ ラ に 対し て 効果 が ある と 判明 し た の 
ち は 、 ブ リッ ジ 下 部 に 彼女 が 唄う た め の ス テー ジ が 設 
営 さ れ た 。 バジ ュ ラ 母 星 で の 戦闘 に お いて は 、 こ の ス 
テー ジ を シェ リル ・ ノ ー ム が 使用 し て いる 。 




















クラ ンカ リー 


2007 ビッ クウ エス トマ クロ ス F 製 作 委員 会 ・MBS っ OB-O 昌 
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クロ スズ ・ フ 


大 規模 移民 船団 を 
構成 する 重要 才 点 


a 







lllustration by Hidetaka Tenjin 


= 


バトル ・ フ ロン ティ ア ( 要 塞 艦 ) 


= の 昌 珠 衣 厚 55 番 月 に 出航 し た 超 長 距離 移民 船団 で ある 。* 新 マク ロス 級 の そ 
{ 棚 納 門 案 型 代 馬 た 部 市 往 ア イラ ツ ド 昌 に 多数 の 環境 艦 が 連結 され だ ss アイ ラジ ド - ク ラス ター 級 に 属す 

る 艇 船 群 で あり 休 障 新 マ クロ ス 級 と 比較 し て 人 員 の 輸送 数 や 各 艦 の 運用 性 は 大 幅 | に 只 回 っ て いた 。 船団 の 中 心 と 

な っ て いる の は 、 全 長 約 15km に 及ぶ アイ ラン ド 1 で 、 主 居住 区 と じ を 機能 C て る いた 。 こ の ほか 、 護 衛 用 と し て 

艦 首 部 に 設置 され て いる バト ル - フ ロン ティ ア を は じ め 、 農 業 . ツ テト 艦 ご 工業 艦 、 居 住 艦 な ど 多 数 の 環境 艦 


パ 
か ら 構 成 さ 


























衣食 住 を 保 
バイ オブ ラン | 


能 は 、 ア イラ 


居住 民 




















て お り 、 居 住民 が 問題 な く 宇宙 を 航行 し な が ら 生活 で きる シス テム と な っ て いた 。 





ト 専用 の 艦 も ある , 
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| 』W 賠 バカ ニッ クシ ー 
「 還 | » マク ロス - フ ロン ティ ア 

















アイ ラン ド 1 艦 体 構造 


アイ ラン ド 1 は 、 全 長 15km、 地 表 部 か ら ド ー ム 
頂点 まで の 距離 は 2km 強 に も 及ぶ 巨大 な 人 工 島 
船団 総 人 口 の 約 半数 が ここ に 暮らす 。 居住 区 の 
地下 に 位置 する エリ ア に は 、 各 種 ライ フラ イン や プ 
ラン ト 群 な ど が 敷設 され て いた 。 









































球 を 出発 し た マク ロス ・ 





























アイ ラン ド 1 設備 培 プイ ラン ド 3 

アイ ラン ド 1 の 外縁 部 は 、 バ トル ・ フ ロン ティ ア や - a 団 の 閉鎖 系 循環 シス テム を 支え る 環境 艦 と 呼ば れる 艦艇 の 一 種 で 、 ゼ ント ラー デ 
マク ロス ・ ク ォ ー タ ー と いっ た 戦艦 類 が 設置 で きる 構 ィ 用 の 農業 ・ リ ゾー ト 艦 で ある 。 全長 Bkm。 ゼ ント ラー ディ サイ ズ で 街 が 形成 され て いる ほ 
造 で あっ た 。 後方 に は 環境 艦 と の 接続 部 が あり 、 枚 場 な ど を 備え る 。 アイ ラン ド 1 か ら は フロ ンティア メト ロロ を 使っ て 移動 する 。 
アイ ラン ド 2 以 降 の 艦 が 連結 で きる シス テム と な っ て 
いる 。 天蓋 の 透明 ドー ム に は 血管 の よう に チュ ー 
ブ 式 の リニア モー ター 鉄道 網 が 巡ら され て いる 。 敵 
性 勢力 に よる 襲撃 な どの 緊急 時 に は 、 ア イラ ンド 
1 の 前 部 に 接続 され て いる 「 ド ー ム シェ ル 」 部 が 降下 
し 、 透 明 ド ー ム 部 を 強固 な 装甲 で 覆う 仕組 み と な っ 
て いる 。 アイ ラン ド 1 の フロ ンティア 大 統領 府 ビル 
有朋 の 地下 通路 に よっ て 、 ア イラ ンド 1 艦 
首部 に 設置 され る バト ル ・ フ ロン ティ ア と 接続 され て 
お り 、 緊 急 時 に は 政府 の 機能 は バト ル ・ フ ロン ティ 
ア の 艦橋 に 移動 する 。 な お バジ ュ ラ 母 星 で の 決 
戦時 、 マ クロ ス ・ ク ォ ー タ ー に 搭乗 し て いた S.M.S 
クル ー ら に よっ て 、 大 統領 代行 レオ ン ・ 三 島 の 背 
任 が 暴 か れる と いう 一 幕 が あっ た が 、 こ の と き 三 島 
は バト ル ・ フ ロン ティ ア の 艦橋 で 船団 の 指揮 を 取っ 
て いた た め 、 抵 抗 ・ 逃 亡 の 余地 な く 逮 捕 され 、 船 
団 へ の 混乱 は 最小 限 に 留まっ た 
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クロ ス ・ ク ォ ー タ ー 級 多目的 ステ ルス 宇宙 戦闘 機動 空母 は 、 マ クロ ス ・ フ ロン ティ ア 

に 駐留 する 民間 軍事 プロ バイ ダー S、MS が 装備 ずる 可変 攻撃 宇宙 空母 で ある 。「 比 
較 的 小型 で 、 か つづ 機動 性 に 優れ る (可変 政 撃 宇宙 空母 )」 を コン セプト に 、 フ ロン ティ ア 船 
団 の 八 州 重工 と L.A.| 社 が 設計 を 担当 ss 建造 島 ウ ロン ティ ア 内 の ドッ ク で 行わ れ た 。 最 大 
80 機 の VF や デス トロ イド を 搭載 可能 な 空母 強襲 揚陸 艦 と し て の 能力 、 重 量子 反応 砲 
と し て 使用 可能 な ガト リン グ 式 バス ター キャ ノン が も た ら す 大 火力 、 大 出力 反応 エン ジジ 
クラ スタ ー に よる 高 機動 性 まき そい ぐ 強 攻 型 へ の 変形 で 達成 され た 近接 格闘 戦 能 力 な 
400m 級 で あり な が ら 「 マ クロ ロス 」 の 名 を 持つ に 相応 し い 総合 性 能 を 獲得 し て いる 。 
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※ デ ー タ は 要塞 艦 時 の も の 


る デー タ 
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武装 

本 艇 の 兵 装 の 最大 の 特徴 は 、 重 量子 反応 砲 と し て 
使用 で きる ガト リン グ 式 バス ター キャ ノン を 標準 装備 し 
て いる こと で ある 。 装備 形態 は バト ル 7 な どの バト ル 級 

可変 ステ ルス 攻撃 宇宙 空母 と 同じ く ガ ンシップ 式 で 、 に < oh 
マク ロス ・ ク ォ ー タ ー 自 体 の 小型 化 と 火力 の 両立 に 貢 
献 し て いる 。 ガ ンシップ の 艦 首 に は エネ ルギー 転 の ARMD-R( ガ ンシップ 
装甲 を 採用 し て お り 、 ピ ン ポ イン ト ・ バ リア と の 併用 で 、 ガト リン グ 式 バス タ 
強 攻 型 時 に は 剣 状 の 白兵戦 用 兵 装 と し て も 使用 で き ー キ ャ ノン ) い 
た 。 こ れ と 空母 ARMD-L 飛 行 甲板 転用 の シー ルド を ee 
併用 する こと で 、 高い 近接 格闘 能力 を 発揮 し た 


但 運用 記録 電光 強 攻 天 


マク ロス 艦 の 象徴 で も る 、 人 型 近接 格闘 形 
態 の 強 攻 型 。 全 高 316m と 比較 的 小型 だ が 、 
W 「 マ クロ ス ・ ア タッ ク 」 な どの 対 艦 白 兵 攻 撃 が 可 

プロス" クォーター は 、 宛 成 後 、S.M.SI に 3 さ 。 能 で 、 艦艇 な どの 大 型 目標 に 対し て 絶大 な 威力 
渡さ れ た 。 こ の 際 、「 特 務 作業 艦 」 と し て 登録 され て を 発揮 する 。 飛 行 甲板 を 転用 し た シー ルド や ピ 
いる ( 新 統合 宇宙 軍 に 編入 され る 場合 は 「 小 型 機動 ン ポ イン ト ・ バ リア に より 、 高い 防御 力 を 有する 。 
戦闘 空母 」 扱 いと な る )。 通常 は アイ ラン ド 1 左 艇 の 
係留 され て お り 、S.M.S の 中 央 司令 所 
設 と し て 機能 し た 。 ま た 、S.M.S の 立場 
の 依頼 や 新 統合 軍司 令 部 の 
許可 が 必要 で ある 。 代表 的 な 出撃 例 が 、 レ ー ダ ー 
シス テム 全面 改装 後 の 2059 年 5 月 1 日 に 実施 さ 
れ た マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 救出 作戦 で 、 以 降 も そ 
能力 を 期待 され 、 対 バジ ュ ラ 戦 に 出撃 。 フ 
ロン ティ ア 船 団 を 離れ た 時 期 も ちっ た が 、 バ ジュ ラ 
母 星 の 攻防 単 、 バト ル ・ ギ ャ ラク シー と バジ ュ ラ 
群 を 相手 に 爆烈 な 戦闘 を 繰り 広げ た 。 












ァ ク ロス ・ フ ロン ティ ア の ドッ ク で 建造 され た マ 




























































































































































機動 性 や 攻撃 力 、 防 御 力 、 さら に は 強 攻 型 で 
の 近接 格闘 能力 な ど 、 あ ら ゆ る 面 で 新 統合 軍 の 
一 般 的 な 戦闘 艦 を 超え る 戦闘 能力 を 持つ 














を ARMD-L( 空 母 ) 


VFT 
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/ 較 事 融 f 
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マク ロス ・ ク ォ ー タ ー は 、 ら 隻 の 艦艇 で 構成 
され た 複合 艦 で ある 。 こ れ は 変形 の 簡易 化 
を 目的 と し た 機構 で 、 そ れ ぞ れ に 反応 エン ジン 


NY ンス | の 空母 と し て の 機能 の 近接 格闘 攻撃 「 マ クロ ス ・ ア タッ ク 」 


空母 機能 は ARMD-L が 司 つ て いる 。 VF な ど を 強 攻 型 の マク ロス ・ ク ォ ー タ ー は 近接 格闘 攻撃 と し 
最大 80 機 まで 搭載 で き 、 内 部 に ハン ガー デッキ も て 「 マ クロ ス ・ ア タッ ク 」 を 行う こと も あっ た 。 こ の 攻撃 















































GR RE 持ち 、 正規 空母 に 砲 敵 す る 運用 能力 を 持つ 。 な は 、SDF-1 マク ロス の 「 ダ イダ ロス ・ ア タッ ク 」 と 同じ 
艦 単独 や 艦隊 と し て の 運用 も 可能 で あっ た 。 お 、 飛行 甲板 に は 0.5G の 重力 場 が 形成 され る く 、 ピン ポイ ント ・ パ リア と デス トロ イド を 使用 する 











変形 時 や 合体 時 は 
ブリ ッ ジ で 全 構 成 
艦 が モニ タリ ング 
され る 。 













戦闘 艦 と 空母 の 機能 を 併せ 持つ 空母 型 で 、 
係留 時 や フォ ー ル ド を 含め た 航行 時 な ど 、 通 常 
は この 形態 で 運用 され る 。 舞鶴 な ど 同 サ イズ の 
グ ァ ン タ ナ モ 級 ス テル ス 空 母 と 比較 し て 、 戦 闘 
能力 や 機動 性 は 当然 の こと 艦載 機 数 で も 勝る な 
ど 、 艦 の サイ ズ 以 上 の 能力 を 持つ 。 
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稲本 

第 一 世代 マク ロス 艦 や バト ル 級 S.M.S の 母艦 だ け あ っ て 、 制 式 
と 同様 、 艦 橋 構造 物 が 強 攻 型 の 化 前 の 最新 VF を 運用 試験 の 名 目 
頭 部 と な る 。S.M.S の 中 枢 で で 艦載 機 と し て 配備 し て いる 。 危 
央 司令 室 も 兼ね お る ほか 、 バ ジュ ラ 険 な 小惑星 の 排除 と いっ た 「 作 業 
母 星 戦 で は ラン カ ・ リ ー 用 の ステ ー 」 と し て VB も 装備 し て お り 、 艦 
設け られ た 
















































































載 兵 器 の バリ エー ショ ン も 多い 
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狂 ブリ ッ ジ 

マク ロス ・ ク ォ ー タ ー の メイ ン ブ リ ッ ジ は 艦橋 構造 物 
( 強 攻 型 時 の 頭 部 ) の ガラ ス 部 に 面 し た 位置 に 配 さ 
れ 、 従来 の マク ロス 艦 の それ を 踏襲 し た 構造 と な っ 
て いる 。 規模 も 旧来 の マク ロス 艦 と 同等 だ が 、 艦 
の サイ ズ に 見 合っ た も の だ っ た と 言え る 。 ここ で は 、 
艦長 以下 最大 6 名 の クル ー が 艦 の 運行 と 艦載 機 部 
隊 の 管制 に 携わっ た 。 


の メイ ン ブ リ ッ ジ 





ブリ ッ ジ 内 は SDF-1 
より も 広く 、 初 期 の 
バト ル 級 より は 狭い 。 
正面 に は ホロ グラ ム 
モニ ター を 展開 する 
こと も 可能 。 

































上 図 友 か ら キ ャ プ テ ン シー ト (A)、 管 制 用 コン ソー ル (B)、 操 双 用 
コン ソー ル (C)、 索 敵 ・ レ ー ダ ー 手 用 シー ト (D)、 艦 内 ステ ー タ ス 管 
理 お よび 通信 ・ 火 器 管制 用 コン ソー ル (E) で ある 。 















ジ が 設け られ 、 
で ラン カリー が 










ブリ ッ ジ と 艦内 を 





出入 り 口 。 キ ャ ブ テ ト の 後方 、 艦 内 ステ 





キャ プ テ ン シー ト に は 艦長 の ジェ フリ ー 
ワイ ル ダ ー 大 佐 が 座る 。 艦 と S.M.S 部 隊 





ムキ ャ ブテン シー ト に 大 型 の コン ソー ル は な く 、 シ ー ト の 
アー ムレ スト 左 に バネ ル を 備え る の み で ある 。 艦長 の 役割 
が 重要 な 意思 決定 に 特 化し て いる こと を 物語 る 構成 だ 。 














全体 の 統括 を 担っ た 。 
ー タ ス 管 理 用 コン ソー ル の 左側 に 位置 し て い 
アァ ーーーーーーー . - 
団 管制 用 コン ソー ル | 固 操 能 用 
コン ソー ル 





コン ソー ル の 構造 は 操 能 用 と 同じ だ が 、 こ ちら は 航 
空戦 隊 の 管制 な ど を 担当 する 。 新 統合 軍 か ら 出 向 し 
た キャ サリ ン - グ ラス 中 尉 が 受け 持っ た . 








正面 上 部 に メイ ン モ ニ 


ター (上 端 左右 が 警告 
専用 エリ ア )、 中 央 に サ 
ブ モ ニタ ー 付 操 能 輪 を 
備え る 。 ボ ビー マル 
ゴ 大 尉 が 担当 する 。 















国 回 変形 時 操 能 士 サ ポー トバ パー ツ _ 











に 

に 4 床 か ら 展 開 さ 

土 と 管制 士 の 身体 を 固定 れ 、 ガ ー ド バー が 
する サポ ー ト ユニ ッ ト 。 後ろ か ら 回 り 込む 。 








「 向 素敵 用 ブリ ッ ジ シー ト 






(の ホロ グラ ム デ ィ ス プ 





4 モニ ター バネ ル 






























艦内 ステ ー タ ス 管 理 ( 向 
か っ て 右 ) と 通信 ・ 次 器 管 
制 ( 左 ) を 担当 する オペ レ 
ー タ ー 席 は 、 ホ ログ ラム 
ディ スプ レイ を 備え る 。 
バネ ル が 下 に 倒れ 、 ホ ロ 
グラ ム が 展開 され る 。 


4 ホロ グラ ム デ ィ ス プレ イ 








マコ ン ソ ー ル グラ フィ ッ ク 


コン ンー ル の 構造 艦内 ステ ー タ ス 管理 を ミー ナロー 
シャ ン 休 長 通信. 火器 管制 を ラム ホ ア 還 講 が 担当 。 
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電 秀 内 設備 

S.M.S 所 属 の 特務 作業 艦 と いう 特殊 な 位置 づけ 格納庫 全体 図 ーー エレ ペー ター 
に あり 、 純 戦闘 艦 と 空母 特性 を 兼ね 備え る マク ロ = 
ス ・ ク ォ ー タ ー は 、 艦 内 設備 も 多彩 で 充実 し て いた 。 
複数 の 艦載 機 を 運用 する た め の 2 層 式 の 格納 庫 や 、 
乗員 用 の 各区 画 な ど が それ に あたる 。 また 、 女 性 隊 
員 が 多い S.M.S の 事情 を 反映 し 、 艦 内 に は 洒落 た 
カフ ェ も あっ た と いう 













































g 層 式 エ レベ ー タ ー 





スー パー パー ツ 換 装 ス ペー ス 











{の ブリ ー フ ィング の ほか 、 乗 員 の 待機 や 休 
ブ ) ウン ター テー ブル に 





⑤2007 ビッ クウ エス トマ クロ ス F 製 作 委員 会 MBS 








| 。 4 アイ ラン ド 1 の 天 閣 に 
er 陣取り 、 砲 撃 を 行う バ 
ーー ジ 



















突破 し 、 船団 に 被害 を 
も た らし て いっ た 。 






バジュラ (大 ) 
初め て マク ロス ・ フ ロン ティ ア 船 団 
を 届 柚 し た バ 6 本 足 と 背 






部 に 備え の ビー ム 発 射 器 官 






= ニナ = m 凍 9】=7J 記 了 / 






人 類 を 襲っ た 
趣 詩 空 生 語 伏 


@ 機体 解説 


一 暦 2059 年 、 マク ロス ・ フ ロミ ティア 船団 を 襲撃 し 、 未 綿 
ーー! 有 の 危機 に 陥れ た 生命 体 女 パ ジ ュ で ある 。 バジ ュ ラ は 、 
腸 内 細菌 か ら 発せ られ る フ ホ マー ルド 波 に よっ て 別個 体 と 繋が れ 
た ネッ トワ ー ク 生物 で 、。 最上 位 個体 の 「 ク イー ン 」 が ネッ トワ ー 
ク 内 の バジ ュ ラ を 統括 し て いる と され て いる 。 そ の た め 、 各 個 
体 の 身体 に 個別 の 脳 が な い の が 特徴 で めった 。 ま た 、 ピー ム 砲 


の 中 で は 小型 で 、 可 変 戦闘 
機 と 比べ て ひと まわ り 小 さい 。 頭 部 
に ミサ イル 、 ビー ム 砲 を 持ち 、 バ ジュ 
ラ ( 大 ) 1 体 に 随伴 する 形 で 行動 する 。 


Ny 
1 




















や ミサ イル 状 の 兵 装 : エネ ルギー 転換 装甲 な ど を 持ち 、 最新 鋭 
の 可変 戦闘 機 すら 破壊 し て し まう 戦闘 力 を 有 し た 。 














VF-25F と 格闘 する バ 
ラ あ 





バジ ュ ラ 本 星 で の 最 こ 
終 決 戦 で は 、 第 117 2 ・ 3 バジ ュ ラ を 攻撃 し た も 








NOAH SS 






































上 狂 バジ シュラ 

⑧@ 運用 記録 大 気 圏内 外 の 双方 で 活動 で き 、 加え て 自力 で の フ 

ォ ー ル ド 航 行 能力 も 持つ タイ プ 。 大 気 囲 内 で は 硝 部 

) ("ジュ ラ は 、 西暦 040 年 に 人 類 と 初 遺 遇 し 、GO から 4 枚 の 羽 を 伸ばし て 飛行 する 。 背中 か ら 伸び る 

/ \48 年 に は 第 117 大 規模 調査 船団 を 壊滅 させ 長大 な 突起 物 か ら 放つ 重量 子 反応 ビー ム が 主 兵 装 

る な ど 、 移 民 船 団 に 猛威 を 振る っ て いた 。2059 年 で 、 加 えて 生体 組織 を 機関 砲 や ミサ イル の よう に 放 

に は 、 バ ジュ ラ の 力 を 利用 し よう と し た グレ イス ・ オ コ つ 。 ま た 体内 か ら 強 力 な 妨害 電波 を 発し 、 誘導 兵器 

ナー の 暗躍 で マク ロス ・ フ ロン ティ ア 船 団 を 襲撃 する 。 など を 無効 化す る 能力 も 確認 され て いる 。 

その 後 グレ イス に より 最上 位 個体 が 掌握 され る が 、 ラ 

ンカ ・ リ ー の フォ ー ル ド 波 を 伴う 歌声 で 正気 に 戻っ た バ 
ジュ ラ は 人 類 に 加勢 し 、 グレ イス の 野望 は 潰え た 。 










































と の 初 週 遇 時 、 防 
剛 衛 線 を 突破 し た 1 
匹 の バジ ュ ラ ( 大 ) 
が アイ ラン ド 1 内 
に 突入 し 、 市 街 に 
甚大 な 被害 を も た 





を 圧倒 し た 。 











WW バジュラ) Rs R 

バジ ュ ラ (大 ) と 共に 行動 する 小型 タイ プ 。 
長い 尾 の 先端 は 鋭利 な 刃 を 持つ ブレ ー ド と 
な っ て お り 、 格闘 戦 で 威力 を 発揮 し た 。 


バジ ュ ラ ( 小 ) は 機 
に は 尾 が 青く 








4 3 

あい 君 
ラン カ ・ リ ー が グリ フィ スパ ー ク の 丘 で 

拾い 、 自 室 で 飼っ て いた ペッ ト 。 その実 

態 は バジ ュ ラ の 幼生 体 で あっ た 。 


バジ ュ ラ (第 二 形 態 ) 

バジ ュ ラ の 幼生 (第 一 形態 ) が 、 羽 
化 も し く は 脱皮 する こと に より 変異 し 
た 存在 。 最 大 で 3m 程 度 の 大 き さ に ま 
で 成長 する 。 ま だ 成体 に な る 前 の 形 
態 だ が 、 触 覚 か ら 放 つ エ ネル ギー 弾 
と 強 勤 な 尾 で 、 武 装 し た 歩兵 部 隊 と 
十分 に 渡り 合え る 戦闘 力 を 誇る 。 










2059 年 8 月 55 
日 、 アイ ラン ド 1 に 





幼生 形態 


4 中 間 形 態 
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MACROSS CHRONICLE 
chani_ heet 

Es Ec 1 
バジ ュ ラ | B 


ウジ 2 
バジ ュ ラ の 中 で も 最上 位 に 位置 する "女王 "で 、 全 
て の バジ ュ ラ を 統括 する 存在 と 推察 され る 固体 。 卵 
生生 物 で ある バジ ュ ラ を 産み 落と す 母 体 の ひと つ で 
あり 、 バ ジュ ラ ( 大 ) や バジ ュ ラ ( 小 ) な どの 大 本 と な る 、 マネ ットワーク 生物 で わる バジ ュ 
バジ ュ ラ の 幼生 を 無数 に 産ん で いる 。2059 年 、 マ 本 星 に 存 
クロ ス ・ フ ロン ティ ア 船 団 と バジ ュ ラ と の 間 に 勃 発し ら 全て の バジ ュ ラ に 指示 
た 一 連 の 武力 衝突 、 い わ ゆ る バジ ュ ラ 事 件 で は 、 バ れる と 言わ れる 
ジュ ラク イー ン は ギャ ラク シー 船団 の グレ イス ・ オ コナ 
ー の 支配 下 に 置か れ 、 ク イー ン が 持つ 他 の バジ ュ ラ 
と の ネッ トワ ー ク を 掌握 され る 。 バジ ュ ラ 母 星 で の マク 
ロス ・ フ ロン ティ ア 船 団 と ギャ ラク シー 船団 と の 最終 決 
戦 で グレ イス と 融合 し た バジ ュ ラ クイ ー ン は 、 体内 の フ 
ォ オー ルド ・ ク ォ ー ツ を 用 いて 次 元 断層 を 生み 出し 戦局 
を 優位 に 運ぶ 。 し か し S.M.S の 早乙女 アル ト ら に よ 
り 、 グレ イス ら の 企み は 阻止 され た 。 











































































































































バジ ュ ラ 本 星 内 に 存在 し 
て いた バシ 
は 、 グ L 























生 ナイ ト 級 バジ ュ ラ 空 








宇宙 戦艦 クラ ス の 大 型 バ ジュ ラ で 、 全 身 に 無数 
の 砲門 を 備え る 。 体内 に は フォ ー ル ド ・ リ アク ター を 
備え て お り 、 胴体 部 が 展開 し て 露出 する 口腔 部 か ら 、 
要 寒 砲 ク ラス の 出力 の ビー ム を 放つ 。 ま た 体内 に は 
無数 の バジ ュ ラ (大 ) 、( 小 ) が 棲ん で お り 、 艦 載 機 の 
よう に 運用 され る 。 ナ イト 級 は マク ロス ・ フ ロン ティ ア 
船団 と 幾度 か 単独 で 戦闘 を 行っ て いる が 、 ガ リア 4 
に 眠っ て いた バジ ュ ラ 艦隊 は 、 よ り 巨 大 な が ビショップ 
級 バ ジュ ラ 空 母 を 中 核 に 、 複 数 の ナイ ト 級 空母 が 周 
囲 に 展開 する と いう 陣容 で 、 フロ ンティア 船団 と 交戦 
し た 。 










































































メカ ニッ クシ 
KN ジ ュ ラ 


echani_ sheet 
























『 バラ 失 女 二 
バジュラ クイ ー ン に 進化 する 前 の 状態 と され る 固 














体 で 、 体 色 は 異な る も の の 、 長く 伸び た 尾 な ど に クイ 
ー ン と 共通 する フォ ルム が 見 られ る 。 バジ ュ ラ クイ ー 
ン と 同様 に バジ ュ ラ の 卵 を 産む こと が で きる 上 位 個 
体 で あり 、 フォ ー ル ド ・ ク ォ ー ツ の 生成 も 可能 と され る 。 
2059 年 8 月 頃 、 ガ リア 4 の SDFN-4 グ ロー バル の 残 
骸 内 に 巣 く っ て いた 準 女 王 の 率い る 大 規模 な バジ ュ 
ラ 艦隊 が 、 マ クロ ス ・ フ ロン ティ ア 船 団 と 交戦 し て い 
る 。 




















準 女王 の 棲む ガリ ア 4 が 破壊 








『 ビシ ョ ッ プ 級 バ ジュ ラ 空 母 
ビシ ョ ッ プ 級 は 、 ナイ ト 級 の 更に 数 十 倍 の 大 き さ を 誇 
る 、 要 寒 ク ラス の 固体 で ある 。 ナ イト 級 と 同様 、 体 内 
外 に 多数 の 標準 型 戦闘 パ バジュラ を 住ま わせ て いる 。 ま 
た 、2059 年 8 月 に マク ロス ・ フ ロン ティ ア 艦 隊 が 章 遇 




















し た ビシ ョ ッ プ 級 は 、 体 内 に 準 女王 が 棲ん で いた 。 準 
女王 は 、 宇宙 空間 を 旅 し て 次 の 移住 先 の 惑星 を 探す 
個体 で ある と され る が 、 こ の " 旅 "の 際 に 、 準 女王 を 護 
衛 す る た め の 個体 が この ビシ ョ ッ プ 級 だ と 推察 され る 。 








ィ ア 船団 と の 
巨体 故に 艦 
抜 





プロ トカ ルチャ ー と / 


一 説 に よれ ば 、 プ ロト カル チャ ー は バジ ュ ラ ク 
イー ン の 姿 を モデ ル に 「 鳥 の 人 」 を 創造 し 、 また ナ 
イト 級 や ビシ ョ ッ プ 級 な どの 大 型 バ ジュ ラ を 元 に 、 
ゼン トラ ー デ ィ の 宇宙 戦艦 や 宇宙 要 寒 を 設計 し た 


と され る 。 ゼン トラ ー デ ィ 大 型 砲艦 の 主砲 な ども 、 
大 型 バ ジュラ の ビー ム 砲 を 模 條 し た も の と 考え ら 
れ て いる 。 や が て プロ トカ ルチャ ー の 技術 は 監察 
軍 の 墜落 宇宙 船 を 通じ て 人 類 に も 伝わり 、 マ ク 
ロス や グラ ンド ・ キ ャ ノン な どの 兵器 に 転用 され た 
が 、 ル ー ツ を 同じ くす る 技術 が 二 つ の 陣営 に 伝播 
し て いっ た 事実 は 、 一 種 の 皮肉 を 感じ させ る 。 


プロ トカ ルチャ ー 
の 遺物 「 伺 の 人 ]。 
その 局 遇 か ら 半 
世紀 後 、 人類 は 原 
型 で お る バジ ュ ラ 

| クイ ー ン と 対面 
する 。 
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<ZOgE ロ 












こ ワ 
クス カー で 、 ノビ 
る か た ち で 使わ れ た 。 










1ays uesyoaa 


@ 機体 解説 


フク ロス ・ フ ロン ティ ア 船 団 の 環境 を 構築 する 上 で テー 
N マ と な っ た の が 、「 文 化 の 多様 性 の 維持 と 「 意 図 的 な 
利便 性 の 制限 」 で ある 。 そ れ 故 、 都 市 宇宙 船 アイ ラン ド 1 
の 街並み は 、 ら 1 世紀 初頭 の 地球 を 模 し て デザ イン され た 。 
自然 と 、 その 都市 部 で 用 いら れる 民間 車両 も 先進 的 な デザ 
イン が 避け られ 、 懐 古 的 な 景観 に 合わ せ た も の が 多く な っ 
て いた 。 こ こ で 解説 する の は 、2059 年 の 当時 に フロ ン テ 
ィ ア 船団 で 利用 され て いた 民間 車両 の 一 部 で ある 。 そ れ 
ら は 都市 宇宙 船 の 交通 シス テム を 形 作 り 、 人 々 の 足 と し て 
その 生活 を 支え そ て いた の で ある 。 














フロ ンティア 懇 尻 で 
利用 され た 


i 
民 半 の 交通 手段 | 















シェ リル ・ ノ ー ム に アイ 
ラン ド 1 の 案内 を 
アル ト [ 5 動 











chani sheet 
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マク ロス ・ フ ロン ティ ア 民 間 車 両 





偽 オズ マ カー 
@ 運 用 記録 ハッ チバ ッ ク タ イプ の スポ ー ツ カー で 、20 世 紀 末 の 
地球 で 人 気 を 博 し た イタ リア 車 「 ラ ンチ ア ・ デ ル タ 」 が 
ロン ティ ア 船 団 の 民間 車両 は 、 ア イラ ンド 1 を 綱 モチ ー フ 。 フロ ンティア 船団 の 乗用 車 の 中 で も 特に 
比 す る 鉄道 の 路線 と 併用 され る か た ち で 使わ れ 懐古 趣味 的 だ っ た と 言え る 。 
た 。 特 に 勾配 が 強い サン フラ ン シ ス コ ・ エ リア な ど で モニ ーー ーーーーーー= 
は 、 こ れ ら の 車両 が 重宝 され た よう だ 。 だ が 、 バ ジュ : 内 
ラ の 豚 来 で アイ ラン ド 1 に 被害 が 出る と 交通 が 麻痺 し 、 
その 利用 は 次 第 に 困難 と な っ た 。 



















































路面 電車 や 自家 用 車 で 賑わい | | 
を 見 
左 ハ ンド ル の マニ ュ ア ル 車 。 線画 右 は 後部 座 
席 、 線画 左下 は メー ター バネ ル で ある 。 











頒 千 計 信 テー ブル カー 

フロ ンティア 行政 府 の 街 宮 車 は 、 バ ジュ ラ の 抽 撃 1 両 編成 で 運行 され る 低速 の 公共 交通 機関 。19 
に 伴う 統制 モー ド の 告知 な ど に 利用 され た 。 主 に 緊 世紀 末 か ら ア メリ カ ・ サ ン フ ラン シス コ で 運行 し て いた 
急 時 で の 出動 が 多かっ た と 見 られ る 。 ケー ブル カー が モチ ー フ と な っ て いる 。 


2 ェ と 








人 車体 の 上 面 に 7 基 の スピ ー カ ー、 側 
E 型 の スク リー ン を 備え る 。 運 転 席 
側 と 車体 後部 の サイ り 、 特 殊 な 
車両 で ある こと が うか が える 














古めかしい デザ イ 細部 に 至る まで 旧 時 
匠 が 再現 され て いる 。 内 部 に は ら 列 の ロン グ シ 


代 の ケー ブル カー の 意 
ー ト を 備え た 。 











急 RS 


政府 要 人 や VIP が 利用 し た リム ジン 。 イギリス の 























高級 車 メ ー カ ー「 ベ ント レー」 の 車種 を モチ ー フ と す 
る 。 また 、 特殊 セラ ミッ ク な ど で 構 成 さ れ た 装甲 リム 
ジン も 存在 し た と 言わ れる 。 





ツア ー で フロ ンティア 船団 を 訪 < 
れ た シェ リル の た め に リム ジン 
が 用 意 さ れ て いた 。 



















ラス 製 の 間 
車 ラ イフ ル の 直撃 に た 、 間仕切 


も 耐え た と され る 。 











中 


島 系 用 信 ンカ の 乗っ た 車 

アル ト の 兄弟 子 、 早 乙女 矢 三郎 が アイ ラン ド 1 内 の 4 映画 出演 で 一 躍 有 名 と な っ た ラン カ が 仕事 場 の 移 
移動 に 使っ た 乗用 車 。4 ド アタ イプ の 高級 セダン で 、 動 に 使っ た 乗用 車 ( ベ クタ ー プ ロモ ーション の 所 有 車 で 
20 世 紀 末 の セダン タイ プ に 多く 見 られ た ベー シッ ク な デ ある か は 不明 )。 1950 年 代 を 策 御 と させ る クラ シッ ク 
ザイ ン が 踏襲 され て いる 。 な デザ イン で あっ た 。 

















窓 枠 や ホイ ー ル 外周 に メッ 
R 感 ザイ ン 










3 つの ヘッ ドラ ン ブ 
ー が 特徴 。 ほ と ん 
どの 場合 、 エル モ ・ ク リ ダ ニ ク も 同乗 し て 移動 し た 。 
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/ ES EE 

の 可変 戦闘 機 一 一 そ れ が 民間 軍事 ジロ バイ ダーS.M:S が 運用 すず る VF-25 メサ イ 
アデ で ある 。 本 機 は 新式 の 操縦 装置 エク ステ ンダ ー ギ アシ ステ ム に より 操 " 
身 直 き 革 記 IS6(lnemtigiStere 6onverte 通 稀 還 人 留 還 9 了 バッ ファ ー」 に よっ て コ 
ク ピ ッ ト を 中 心 に か か る G を 軽減 する こと で 、 バ パイ ロッ ト の 肉体 的 
ポテ ン シ ャ ル を 発揮 させ る こと が 困難 、 と いう 2040 年 の A 











て お り 、82050 年 代 末期 の 主力 機 VF-171 を 示 
な お 、 本 機 の S 型 は VF の 伝統 に 則っ た 指 近 官 
Al へ の 作戦 指揮 補佐 用 ブログ ラム 必 入 な ど 訪 





@ デー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 但 主 要 バ パイ ロッ ト 
所 属 ゅ S.M.S 
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llustration by Hidetaka Tenjin 





critx SGE--A ハ A 


h 
n 
J 
0 
「 
J 
J 
h 
fh 
re 














a es hd Ei 






















echani_ Sheet 
メカ ニッ クシ ー ト 
VF-25S メサ イア 
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倫 標 準 装備 





@ 運 用 記録 


の マウ ラー ROV-127C の AK/VF-M9 搭載 され た 統合 フラ イト コン ピュ ー タ は エク ステ ンダ 
a a 18.7mm ビ ー ム 機銃 アサ ルト ナイ フ ー ギ ア と 連動 し て 機体 を 制御 する 機能 を 持つ 。 パ イロ 
F25 は 、 新 星 イ ンダ スト リー と ゼネ ラル ・ < トロ イド 形態 時 の モニ ター ヘッ ドブ ロッ ク に は 、 パト ロイ ド 時 の 接近 混用 武装 と し て 、 ガ ー バ ー ッ ト の 筋 電流 か ら その 無意識 運動 を 測定 し 、 思 考 の 

















ギャ ラク シー が 共同 開発 し た YF-24 エボ リュ 連装 ビー ム 機銃 を 備え る 。 射 角 を 制限 され る が フ  ・ オ ー テ ッ ク 社 の アサ ルト ナイ フ を 装備 する (全長 延長 線上 で 操縦 で きる (コン セプト は YF-21 の BDI シ ス 
ーション を ベー ス と し て 、 マ クロ ス ・ フ ロン ティ ア 有 船 ァ イ タ ー 形 態 で も 発射 可能 で 、 後 方 警戒 な ど に 1.65m、 通 常 は シー ルド ブロ ッ ク に 収納 )。 超 硬 テム に 近い ) た め 、 機 体 の 一 部 だ け を 変形 させ て 空力 
団 内 の 新星 イン ダス トリ ー 工 上 淫 と L .A 」| 社 が 独自 こ 開 用 いら れる 他 、 長 距離 所 還 : 合金 製 で 、 ピ ン ポ イン トバ リア の 併用 も 可能 。 制御 を 行う と いっ た 複雑 な 操縦 も 可能 で 、 ガ ウォ ー ク 
発し た 機体 で ある 。YF- ら 4 の 発展 機 は 他 の 移民 船 "レー ザー 通信 の デバ イ 『 形態 も それ 自体 の 利点 を 求め て 運用 され る だ け で な く 、 
団 に も 存在 し 、 本 機 は 正しく は VF.25/MF25 の 型 ス と し て も 機能 する 。 mx 機動 の 一 環 で 利 用 され る ケー ス が 見 られ た 。 

+ り ゝ 赴 沙 さ 
式 番 号 で 呼ば れる 。 ら 057 年 、 M55NGC6909 イー ウー > 
球状 星団 内 の 恒星 系 第 3 惑 ア 025 に お = 8 
星団 内 の 恒星 系 第 3 惑星 メサ イア 025 に お いし て いる 
て 浦賀 級 宇宙 空母 「 上 海 四 ] を 軌道 上 バー ス と し て 
原型 機 の 初 飛行 を 実施 。 ら 059 年 の 時 点 で フロ ン ハワード GU-17A 
ティ ア 船 団 に 駐留 する S.M.S に よっ て 試験 運用 が 新型 ガン ポッ ド 58mm 
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進め られ て いた 。 同 年 、 フ ロン ティ ア 船 団 が バジ ュ 主 武装 に は 新型 の ハワード 社 製 ガト リン グ ・ ガ ン 
ラ と 遭遇 する と 、 本 機 は スカ ル 小 隊 等 を 編成 し て ポッド を 採用 。 従来 機 の ガン ポッ ド に 比べ や や 大 











実戦 に 投入 され た 。 型 で 、 射 撃 時 に は 前 部 銃身 の 装甲 板 が 展開 す 

ー る 構造 と な っ て いる 。 また 、 ファイ ター 形態 で は 、 
機体 下部 の エン ジン ナセル 間 に 位 置 す る 両 腕 部 
の 取り 付け 支持 架 に 装着 され る 。 な お 、 バ ジュ ラ 
と の 交戦 に よっ て 対 バ ジュ ラ 用 装備 の 開発 が 進 
み 、 の ち に MDE 弾 頭 に 対応 し た 改良 型 の GU- 
17V に 換装 され て いる 。 


























血 人 トロ イド モー ド 

機体 に は リニア ・ ア クチ ュ エ ー タ ー と 呼ば れる 新開 
発 の 変形 機構 が 採用 され て いる 。 こ れ は 変形 駆動 系 
の 大 半 を 非 接触 構造 の 電磁 式 に 置き 換え た 改良 シス 
テム で 、 変 形 に 要する 時 間 が 在 来 機 の 2/3 に 短縮 さ 
れ た 。 ま た 、 脆 弱 な 機構 を 廃し た こと で 故障 率 と メン 
テ ナ ン ス 性 が 改善 され 、 バ トロ イド 形態 の 耐久 性 向上 
に も 繋が っ て いる 。 結果 、 本 機 の バト ロイ ド 形 態 は 高 
い 白 兵 戦 性 能 を 獲得 し て お り 、 前 述 の アサ ルト ナイ フ 
の 装備 と 合わ せ て 積極 的 な 近接 戦闘 を 視野 に 入れ て 
いた こと が うか が える 。 事実 、 バ ジュ ラ と の 交戦 で は 
白兵戦 が 頻繁 に 発生 し 、 互 角 に 渡り 合っ て いる 。 





























ビー ド 


ファ イタ ー 形 態 は VF-1 バル キリ ー の 流れ を 流 む 

フォ ルム で 、 ブ レン デッド ウィ ング ・ ボ ディ 構造 と 可 Ed 
変 後退 械 を 採用 し て いる 。 また 、 主 翼 を 完全 に 央 アビ オニ クス ・ ベ イ に ISC ユ ニッ ト 
損失 し て も 、 亜 音速 を 維持 する 限り 飛行 が 可能 を 内 間 ISC ユ ニッ ト は 
と いう 優れ た 空力 性 能 を 持つ 。 な お 、 高 機動 戦 時 財 
闘 を 旨 と する 同形 態 は SC ユニ ッ ト (TO21) の 恩 
恵 を 最も 強く 受け る 形態 で あり 、 最 大 で 27.5G 
の 加速 度 軽減 を 120 秒 間 維持 で きる 。 そ の 間 の 
機動 力 は 無人 機 に 匹敵 する 。 









































み バ トロ イド 時 学部 
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@ 機体 解説 


F-25 は 設計 段階 か ら 性 能 拡張 モジ ュー ル に よる 多用 途 
化 が 想定 され 、 専 用 の 追加 装備 が 同時 開発 され た 。 そ 
の ひと つが 、 重 戦闘 攻撃 機 と し て の 性 能 を 付与 する APS-25A/ 
MF25 アー マー ド バ ッ ク 促 如 る 。 機体 の 大 半 を 保護 する この 
装備 は 、 第 2 世代 型 の 強 他 型 エネ ルギー 転換 装甲 ASWAG で 






@ デ ー タ (アー マー ド パ バック) 
型式 番号 y APS-25A/MF25 








構成 され て お り 、 素 装備 時 の 数 倍 に 相当 する 総合 強度 を 実現 
し て いる 。 最 大 勤 率 作動 時 に は 宇宙 重 タ 巡洋艦 の 装甲 に 匹敵 す 
る と も 言 ね れき 装甲 古内 蔵 さ れ た 大 容量 キャ パシ ター に よっ 
て 、 短 時 間 で あ 村 ば 全て の エネ ルギー 転換 装甲 が 使用 
能 と な っ ぷる 。 一 方 、 搭 載 さ れ た 多数 の 武装 は 、 単 機 で 
E クラ ス の 火力 と な る 。 こ れ ら の 武装 を 効率 的 に 運用 
する た め 、 識 別 し た 敵 を 全 自 動 で 攻撃 する 「 ハ ル マ ゲ ドン モー 
ド 」 や 、 一 部 の 武装 を 敵 の 自動 排除 に 割り 振る 攻撃 支援 モー ド 
な どの シス テム が 設定 され て いる 。 





















婦 定 








※ 必 要 に 応じ て 更に 4 一 基 の 通常 弾 頭 あ る い は 反応 弾 豆 の 大 型 対 入 ミ サイ ル の 


追加 装備 が 可能 。 


※ マ イク ロミ サイ ル の 弾頭 は 対 バ ジュ ラ 用 MDE 弾 頭 に 、 速 射 ビ ピー ム 砲 は MDE 粒 


子 ビ ー ム 砲 に 換装 可能 。 





llustration by Hidetaka Tenjin 
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当主 要 パ イロ ッ ト 














者 運用 記録 


PS-25A/MF25 は 本 体 の VF-25 と 同じ く 、 

\ マ クロ ス ・ フ ロン ティ ア 船 団 に 駐留 する 民間 

事 プ ロバ イダ ー S.M.S に よっ て 試験 運用 が 進め 
られ た 。 た だ し 、 高 性 能 な 反面 、VF-25 の 専用 追 
加 装 備 の 中 で は 最も 高 コ スト で あっ た こと か ら 、 運 
用 は 小隊 長 ク ラス の 機体 に 限ら れ た 。 代表 的 な 運 
用 例 と し て は スカ ルリ ー ダ ー の VF-25S (オズ マ 
機 ) が 挙げ ほら れ 、 オ ズ マ の 卓越 し た 操縦 技術 も あっ 
て 対 バ ジュ ラ 戦 で 高い 戦果 を 残し た 。 ま た 、 任 務 
内 容 に よっ て は 小隊 員 レ ベル の 機体 に 使用 許可 が 
下り る 場合 も あり 、 一 部 の 戦闘 で アル ト 機 が 運用 
し て いる 。 な お 、「 な る べく 使い 捨て は する な 、 持 
ち 帰 れ 。 た だ し 迷う な ら た め ら わ ず 捨 て ろ 」] と は ア 
ー マ ー ド パッ ク の 運用 に 際 し た オズ マ の 訓示 だ が 、 
語っ た 彼 自 身 が も っ と も 本 装備 の 強制 排除 廃 





























みみ ファ イタ ー モ ー ド 

アー マー ド パ ッ ク は チュ ー ン され た 化学 燃料 ロケ ッ 
ト エ ンジ ン 4 基 を 備え る が 、 全 備 重量 が ノー マル 機 
の 数 倍 に も な る た め 、 フ ァ イ タ ー 形 態 の 総合 的 な 
加速 - 運 動 性 能 は ノー マル 機 と 同 程度 に と ど ま っ て 
いる 。 た だ し 、 パ イロ ッ ト の 技量 に よっ て は ノー マ 
ル 機 以上 の 機動 性 を 発揮 する こと も 可能 だ っ た 。 





機 弟 ブロ ッ ク 用 の バー ツ (APS-25A 
P-01 1) も 存 柔軟 性 が 失わ れる 
う オ ズ マ の 意見 で 導入 は 見 送ら れ た 。 
代わ り 、 本 体 の 大 半 が アー マ っ 
て プロ テク ト さ オ め 、 ピ ン ポ イン トバ 
リア を 機 首部 に 集中 し て 対応 し た 

















ガウ ォ ー ク モー ド 

APS-25A/MF25 の 特筆 すべ き 点 は 、 ア ー マ ー 
ド パ ッ ク を 装備 し た まま 全 形 態 へ の 変形 が 可能 な こ 
と に ある 。 ガウ ォ ー ク へ の 変形 も 同様 で 、 機 能 が 
阻害 され る こと は な い 。 た だ し 、 ガ ウォ ー ク 形態 は 
トッ プ ヘ ビー と な り 、 し か も 機体 の 中 心 軸 か ら 離 れ た 
部 位 に 重量 の ある ブー スタ ー ユ ニッ ト が 配 さ れる た 
め 、 初 期 に は 重力 下 で の ガウ ォ ー ク 形態 で の 高速 
機動 で バラ ンス を 崩す パイ ロッ ト も 少な く な か っ た と 
いう 。 な お 、 空 間 機動 に お いて は 、 巡 航 時 に プロ 
ペラ ント を 節約 し て 推進 する こと が パイ ロッ ト の 腕 の 
見 せ 所 と な る た め 、 本 形態 の モー メン ト 制 御 を 機動 
変更 に 利用 する パイ ロッ ト も いた と いう 。 


















に 反 
と が 多かっ た 





バト ロイ 


み バト ロイ ドモ ー ド 





形態 で は ヘッ ド ユ ニッ ト 以 外 が アー マー ド パ ッ ク に 保護 され 、 
高い 防御 効果 を 得 て い る 。 ま た 、 主 要 武 装 が 機体 前 面 に 向く こと か ら 、 
効率 的 な 火力 の 展開 が 可能 と な る 。 その た め 、 対 多数 の 戦闘 や 敵 d 


サ 








枢 へ の 集 』 







攻撃 な ど 、 多 く の 戦闘 局面 で バト ロイ ド が 運用 され た 。 









れ た アー マー ド バ ッ ク を 装備 し た 
を こなせ る だ け の 機動 性 は 6 


も 格闘 戦 


ノー マル の VF-25S の 
a か ニ 
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回 砲塔 (背面 ユニ ッ ト 先 端 ) 





《⑯ 可動 式 ラ ミン トン マイ クロ ミサ イル CIWS ラ ン 
チャ ー ポ ボッ ド HMM-5AX ら ( 肩 部 胸部 ) 


/ 
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テ ナ (ASSA-081A) 







セン チ ネ ル 57mm 対 艦 対 空 両用 速射 








に は = 
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rchani_ sheet 
















@ 機体 解説 


オズ スマ リー が 運用 し た VF-85S メサ イア に 、 ス 
プイ コ ー パ ー パ ー ツ (SPS-25S/MF25) を 追加 し た 
仕様 。 装 備 さ れ て いる スー パー パー ツ は 、 VF-25F を 
は じ め 、VF-25 シ リー ズ に 用 意 さ れ た 共通 の も の で 、 
性 能 に 違い は な い 。 化学 反応 ロケ ッ ト エ ンジ ン と 燃料 
タン ク 、 武装 と 追加 装甲 ユニ ッ ト で 構成 され て お り 、 機 
体 各部 を 覆う よう に し て 設置 され た 。 そ の 加速 性 能 は 
驚異 的 で 、 最 大 で 30G 程 度 ま で の 急 加速 が 可能 と な 
っ て いる 。 


スー バー パー ツ 上 自体 
は 使い 捨て を 想 





マイ ン テ ー ク や エン ジン ナセル に 装甲 パ 
ネル が 追加 され 
は な い が 生 存 性 


















ガウ ォ ー ク 形態 で も スー 
バー/ の 特性 は 活か 
され る 。 だ が 、 そ の 制御 
は 困難 と な る た め 、 パ イ 












介 運用 記録 


7F-25F は スー パー パー ツ を 装着 し て 出撃 する の 

が 標準 で めった が 、 オ ズ マ ・ リ ー が 搭乗 する S 型 
は 、 ス ー パ ー パ ー ツ より 防御 力 に 優れ る アー マー ド パ 
ッ ク を 装備 する 機会 が 多かっ た 。 そ の た め 、 ス ー パ ー 
パー ツ を 装着 し て の 出撃 は 少な く 、 フ ロン ティ ア の 外 
殻 に 潜 お バジ ュ ラ を 撃墜 する 際 に その 姿 を 確認 され て 
いる の み で ある 。 






スカ ル 小 隊 で バジ ュ 





ン ・ ペ ベイ と 、 可動 式 の コ 
ン テ デ ナ : ト に 武装 
が 設置 され た 。 





胸部 、 股 関節 部 、 
、 オ ズ マ は 脚 部 な ど を 追加 
負傷 し た 。 バネ ル で 覆う こと で 、 
で の 防御 性 能 
が 向上 し て いる 











ラミ ント ン 近接 マイ クロ ミサ イル CIWS 
ラン チャ ー ポ ッ ド HMM-5A 

















使用 され た 


ビフォー ズ マイ クロ ミサ イル 
連装 ラン チャ ー CIMM-3A 
メイ ン ブ ー ス ター ユニ ッ ト の 前 方 に 
バトロイド 形態 は 、 交 換 式 ウ ェ ポ ン ・ ペ ベイ が 設 
で は 、 主 細 の 移動 いる 。 通常 は ミサ イル d 連 
と 共に メイ ン ブ ー チャ ー を 装備 する が 、 戦況 に 応 
スタ ー ユ ニッ ト が じ て ビ ー ム 砲 や MDE 弾 頭 に 
背部 に レイ アウ ト る こと も で きた 。 

され る 。 


















































MACROSS CHRONIECLE 
han Sheet 
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EY VF-25S メサ イア 








狂 ) 形 シー クエ ンス 


VF-25 も 他 の VF と 同様 、 フ ァ イ タ ー、 ガ ウォ ー ク 、 バ トロ イド の 3 段 変形 が 可能 。 一 と は 異な り 、 変 形 駆動 の 大 半 を 電磁 式 と し て いる 。 これ に より 、 変 形 に 要する 
と な っ て いる が 、 そ の 可変 シス テム は 抜本 的 に 見 直さ れ て いる 。 その 最たる も の 時 間 を 従来 の VF の 2/3 以 下 に 短縮 する こと が で きた 。 ま た 、 変 形 機構 の 大 幅 
が リニア ・ ア クチ ュ エ ー タ ー シ ス テム の 採用 で 、 これ まで の 機械 的 な アク チュ エー タ な 省略 に 繋が り 、 故障 率 も 大 幅 に 低下 する 結果 と な っ て いる 。 


の み フ ァ イ タ ー 形 態 取 ガウ ォ ー ク 形態 

VF-25S の ファ イタ ー か ら ガ ウォ ー ク 
へ の 変形 (写真 は アー マー ド パ ッ ク 装 着 
時 )。 電 磁 駆 動 の 採用 に よっ て 変形 が ス 















































ムー ズ と な っ て いる 。 
みみ ファイ ター 形態 只 バ トロ イド 形態 
sat ns 
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メカ ニッ クシ ー ト 
p VF-171 ナイ トメ アプ ラス 





Illustration by Hidetaka Tenjin 





殊 任務 用 の 重 可変 戦闘 機 VF-17 ナ イト メア の @ 
ke 力 VF と な っ た の が 、 
VF-171 ナイ トメ アプ ラス で ある 。 コ スト な どの 問題 か ら 配備 
が まま な ら な い VF- 19 や VF-28 に 代わ 5 り 、 VF-11 の 後継 機 と 
し て 配備 が 進ん で いる 。 VM/Z] が 目指 し た の は 単なる 高 性 
能 化 で は な く 、 生 の 高い 低 出 カエ ンジ ン の 採用 に よっ て 
原型 機 の 欠点 だ っ た 操縦 性 の 政 善 が な され て いた ほか 、 操 縦 
系 アビ オニ クス の 更新 に よ まつ て パイ ロッ ト の 負担 が 大 幅 に 軽減 
は れる な ど ぷ > 般 K イ ロッ ト で も 扱い や すい 機体 と な っ た 。 こ 
れ ら の 改修 は デ 取 コー ン と も 捉え られ る が 、 原 型 機 譲り の 耐久 
性 や ペイ ロ テ ギ ド を 持つ うえ 、2050 年 代 未 時 の 最終 生産 型 で 
は 第 三世 代 型 アク ティ ブス テル スシ ステ ム を 装備 し て お り 、 そ 
の * 











往 能 は 元 に な っ た VF- 17 を 凌 熊 し て いる 。 
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@ 主要 パイ ロッ ト 





VF- 1 Z か ら 発 羽 し た 


_- 多 朋 的 事変 時期 放 
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EV gg VF-171 ナイ トメ アプ ラス 























ガウ ォ ー ク モー ド 

本 機 の 変形 機構 は 、 原 型 機 で ある VF-17 の も の を 
ほ ば ぼ 踏 襲 し て お り 、 機 体 上 面 に レイ アウ ト され た 腕 部 ・ 
脚 部 ブロ ッ ク が 、 そ れ ぞ れ 機 体側 面 と 機体 下面 へ 移動 
する こと で 、 ガ ウォ ー ク 形態 と な る 。 な お VF-17 の ガウ 
ォ ー ク 形態 に は 、 通 常 の も の に 加え 、 腕 部 ブロ ッ ク を 
機体 上 面 に 配 し た まま 、 肘 部 に 収納 され た 2 門 の 中 
径 ビー ム 砲 を 露出 させ る 「 高 速 戦 用 モー ド 」 が 備わっ て 
いた が 、VF-171 は この モー ド は 有 し て お ら ず 、 肘 部 ビ 
ー ム 砲 自 体 も 削除 され て いる 。 








AN 
RVF 


4 準 3 寺 ご コ 
⑧ 運用 記録 主力 武器 で ある ガン ポッ ド は 、 ハ ワー ド 社 の GU-14B 


も し く は ゼネ ラル ・ ギ ャ ラク シー MC-17C を 装備 。 原型 
/ 合 軍 の 有人 主力 機 と し て 採用 され 、 吉 移民 機 と な る VF-17 は 、 ス テル ス 性 向上 の た め 、 フ ァ イ タ 
星 に も 配備 され た VF-17 1 で あっ た が 、 採 一 形態 で は ガン ポッ ド を 脚 内 に 収納 し て いた が 、VF 
用 直後 の 状況 下 に お いて は 、 無 人 機 AIF-7S で 十 。 -171 で は 、 状 況 に 応じ て 、 機 体 下部 中 央 に 懸 下す 
分 に 対処 で きる ケー ス が 増加 し て いた た め 、 戦 闘 。 る こと も 可能 で あっ た 。 ま た 多目的 重 可変 戦闘 機 と し 
な か っ た よう だ 。 だ が て 開発 され た VF-171 は 、 哨 戒 任務 や 狙撃 任務 な ど 、 
様々 な 状況 に 対応 し た 追加 装備 も 開発 され て いっ た 。 
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に 」 
VF-171 の 機体 上 部 に レ ド ー ム 、 下 部 に 大 
型 セ ン サ ー を 搭載 し た 派生 型 で ある RVF-171 
は 、 偵 察 や 哨戒 、 前 線 で の 航空 管制 な ど を 担 
う 機体 で 、 平 時 で も 船団 の 周囲 を 哨戒 飛行 し 






























































6048 年 、 第 1 1 7 次 大 規模 船団 を バジ ュ ラ が 
朋 撃 し た 事件 で は 、VF-171 に よっ て 編成 され る 
護 隊 は 、 驚 異 的 な 能力 を 有する バジ ュ ラ に 対 
し 、 な すす べ な く 壊 滅 し て いる 。 こ の 事件 の 実態 
は 政府 に よっ て 伏せ られ た (公式 に は 「 フ ォ ー ル ド 断 
層 に 巻き 込ま れ た 遭難 事故 ] て され た ) こ と も あっ て 
か 、VF-1 71 の 主力 機 と し て の 能力 へ の 問題 
指摘 され る こと は な か っ た よう だ ら 059 年 、 
バジ ュ ラ が フロ ンティア 船団 を 胃 撃 する 事件 が 勃発 
し 、 船 団 を 守る た め に 投入 され た VF-17 1 は 、 や は 
り バ ジュ ラ に 対し て 有効 な 戦力 と な りえ ず ( こ れ は 機 
体 の 性 能 の みな ら ず 、 戦 闘 を 無人 機 に 頼っ て いた 
こと に よる パイ ロッ ト の 練 度 不足 も 一 因 だ っ た が ) 、 
対 バ ジュ ラ を し て 改修 され た VF-171EX ナ イ 
トメ アプ ラス EX の 投入 を 待つ こと と な る 。 





空戦 中 に 変形 を 行う VF-171 
装 は 、 ガ ウォ ー ク 、 バ トロ イド 両 






































点 が 

































長 距離 偵察 時 に は 、 フ ォ ー ル ドブ ー ス ター を ら 基 装備 する 。 














バト ロイ ドド 

ガウ ォ ー ク 形態 同様 、VF-171 の バト ロイ ド 形 態 へ 
の 変形 機構 も 、 原 型 機 で ある VF-17 に 準じ て いる 
た だ し 、VF-17 よ り も 機 首 が 延長 され て いる 関係 で 、 
バト ロイ ド へ の 変形 時 に は 、 機 首 の 先端 部 (バト ロイ ド 
の 股間 部 に 位置 する ) が 機体 内 部 に 折り 畳 ま れる 機 
構 が 追加 され た 。 な お VF-171 で は ファ イタ ー 形 態 で 
の 空力 特性 を 向上 させ る た め に 、 前 述 の 機 首 の 延長 
に 加え 、 脚 部 エン ジン ブロ ッ ク の 厚み を 減ら す な ど の 
設計 変更 が 行わ れ て お り 、 バ は VF-17 
より も 全体 的 に 細身 の プロ ポー ショ ン と な っ 
後に 開発 され た VF-171EX 用 の アー マー ド 
VF-17 用 の スー パー パー ツ と は 全く 異な る 設計 だ っ た 
の は 、 こ うし た プロ ポー ショ ン の 変更 も 影響 し て いた と 
思わ れる 。 一 方 で 本 機 に は VF-17 で は 未 搭載 だ っ た 
ピン ポイ ント ・ バ リア も 導入 され て お り 、 面 弾性 お よび 
白兵戦 能力 は 、VF-17 よ り も 大 きく 向上 し て いる 。 





























基本 的 構造 は 、 原 型 機 VF-17 の それ を ほぼ その 
まま 継承 し た 。 機 首 の 延長 、 主 翼 下 兵 装 ステ ー シ ョ 
ン の 活用 な ど に より ステ ルス 性 が 低下 し た よう に 見 え 
る が 、2059 年 時 の 最終 生産 型 で は VF-19 と 同級 
の 第 三世 代 型 ア クティ ブス テル ス ・ シ ステ ム ASS 
PS155 を 装備 し 、 ス テル ス 性 は 向上 し て いる 
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バト ル ・ ギ ャ ラク シー 
(要塞 艦 ) 
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必 千 主導 で 床 款 され た 
左 創 的 基 往 力 を 議 る 


宇 店 移民 記 恩 


マ 艦 底部 










@ 第 体 解説 


> クロ ス ・ ギ ャ ラク シー は 、 ゼネ ラル ・ ギ ャ ラク シー 社 が 建 

造 費 の 大 半 を 提供 し て 完成 し た 、 新 マウ ロス 級 と し て 

は 第 21 番 目 の 移民 船団 で ある 。* 歌 姫 シ エリ ル ・ ノ ー ム の 出 
身 地 と し て も 知ら れる 本 船団 は 、 マグ ロス ・ フ ロン ティ ア 船 団 
の 数 年 前 に 出航 し 、 本 艦 メ イン ランド 以下 、 ス テル ス 攻 撃 空 
母 の バト ル ・ ギ ャ ラク ジー、 戦闘 盤 カ イト ス や 空母 ダル フィ ム 
な ど で 編 成 さ れ で いる 。 ぷ サイ バネ ティ クス や イン プラ ント 技 
術 な ど 、 銀河 系 で や 屈指 の 最 先端 技術 が 導入 され 、 乗員 も 大 
半 が サイ ボー グ 作 (イン プラ ント 化 ) し て いる 。 そ の た め 、 船 型 の 艦 が 複数 見 ら 
団 自体 も サイ ボー グ に 最適 化 さ れ た 電脳 世界 て な っ て いた 。 れ た 







朋 出 








SDF-1 ーーー デー 



































プ : ア ド バ ン ス タイ ブ / 連 装 誘 
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マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 








運用 錠 バト ル - ギ ャ ラク シー 
®@ 用 記録 要塞 艦 と 強 攻 型 の 2 形態 に 変形 可能 な 、 大 型 ス 
テル ス 万 能 可 変 宇宙 空母 。 6 隻 の 艦 で 構成 され る 
大 2058 年 、51 番 目 の 超 距離 移民 船団 で あ な と ババ トル. フロ ンティア と 共通 の 構造 を 持つ が 、 
| る マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 船団 は 、 船 団 出身 の 内装 や 電子 機器 類 は 異な っ て いる よう だ 。 
歌姫 シェ リル を 派遣 する な ど し て 、 後 発 の マク ロス ・ フ 
ロン ティ ア 船 団 と の 交流 を 深め て いた 。 だ が 、 バ ジュ 
に より 船団 の 大 半 が 別 の 宙 域 に フォ ー ル ド 
し 、 行 方 不明 と な っ て いる 。 バ トル ・ ギ ャ ラク シー は 、 
る グレ イス ・ オ コナ ー に よっ て 接収 され 、 
フロ ンティア 船団 と の 決戦 で 運用 され た 。 










































2 強 攻 型 

バト ル ・ ギ ャ ラク シー は 、 要塞 艦 か ら 人 型 で ある 強 
攻 型 へ の 変形 が 可能 で ある 。 こ の 形態 で は 、 ス テ 
ルス 性 能 が 優先 され る 要 寒 艦 時 に ウエ ポン ベイ に 収 











納 され て いる 全て の 兵 装 が 使用 可能 な 状態 と な っ た 。 
可変 戦闘 機 ( 以 下 、 VF) 部 隊 や 戦艦 を 容易 に 撃破 
で きる ほど の 戦闘 力 を 保有 し て いる 











導入 技術 
ギャ ラク シー 船団 の 乗員 の 大 半 は 、 情 報 や 感覚 カイ トス 
イン プラ ント に よっ て 管理 し て いる た め 、 船 団 の 本 艦 
メイ ン ラ ンド に は 通信 施設 や 娯楽 施設 は な く 、 牧 場 
施設 や 海洋 養殖 艦 は 合成 食料 生産 プラ ント に 改装 
され て いる 。 そ の 結果 、 船 団 全体 の 生産 力 が 増し 、 p = 5 
0 マク ロス ・ フ ロ > ア 船 団 * 出 
VF-27 な どの 生産 開発 が 可能 と な っ た の で ある 。 pt (or 
無人 機 で ある こと を 活か し た 驚異 的 な 高 機動 
性 に よっ て 、 新 統合 軍機 VF-171EX を 圧倒 
し 、 S.M.S の VF-25 小 隊 な ど を 苦し め て いる 。 


















































































ゴー スト 
圧倒 的 な 機動 
性 能 を 発 押す 
る AlF-9V。「 ブ 
イナ イン 」 の 通 
称 を 持つ 。 
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@ 機体 解説 


F-25 メ サイ ア は 、YF-24 エ ボリ ュー ショ ン を 元 に マク ロス ・ フ ロジ ディ ア 船 団 が 独自 に 開発 し た 可変 戦闘 機 (以下 
ph その カス タム バー ジョ ン の ひと つが 、 こ の VF-25R(F 型 )G あ る 。VF-55 の うち 民間 軍事 プロ バイ ダー 
S.M.S が 試験 運用 を 行っ た 先行 試作 機 は 、 様 々 な 要求 を 満た す だ め F 型 に 限ら ず 細 部 に 改良 が 施さ れ て お り 、 カ スタ ム 機 
と し て の 側面 も 有 し て いた 。 な お 、 こ の カラ ー リ ング は S.M.S の 早 如 女 アル ト 准 尉 が 運用 し た 機体 で 、VF 小 隊 に お いて ア 
タッ カー の 役割 を 果たし た 機体 と し て 知ら れ て いる 。 




































@ デ ー タ 2 ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 
ぐ 
ド GU-17A) x 1 ノエ ネル ギー 変換 装甲 SWAG 
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メカ ニッ クシ ー ト 


介 運用 記録 


F-25 は 2059 年 の 時 点 で S.MI'S に よる 試験 
し 量産 段階 に 移行 し つつ あっ 
た 。 た だ し 、 新 統合 軍 に は 配備 され て お ら ず 、 S.M.S 
が 残る 性 能 評価 試験 と 並行 し て 運用 を 継続 し て いた 。 
当初 は この カラ ー リ ング の 機体 は スカ ル 小 隊 の ヘン 
リー・ ギ リア ム 大 尉 に よっ て 運用 され て いた が 、 フロ 
ンティア 船団 へ の 初め て の バ が 戦死 
し た 後 、 残さ れ た 機体 を 早乙女 アル ト 准 厨 が 受け 継 
ぎ 、 スカ ル 小 隊 24 番 機 ( コ ー ル サイ ン 「 ス カル 24」) を 
担っ た 。 同機 は ギャ ラク シー 船団 救援 作戦 で 失わ れ 
る が 、 同じ 仕様 の 機体 再び アル ト に 与え られ 、 スカ 
ル 小 隊 の 一 角 を 支え た 。 


























VF-25F メサ イア 
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頒 標準 甘 備 
標準 武装 と し て 、 胴 体 部 に 固定 銃座 2 基 ( ラ ミ 
ント ン ES-25A 25mm 機 銃 と マウ ラーROV-25 
25mm ビ ー ム 砲 を 選択 装備 、 混 成 も 可 ) と 、 頭 部 
の マウ ラーROV-127C 12.7mm ビ ー ム 機銃 2 基 
の 固定 武装 2 種 を 装備 。 携 行 武 装 に は 、 ハ ワー 
ド GU-17A 新型 ガン ポッ ド 58mm を 装備 し て いる 。 
/ | < マウ ラーROV-127C 
/ 12.7mm ビ ー ム 機銃 
ヘッ ドモ ニタ ー プ | 


の 12.7mm ビ 













































門 ず こ 
は 長 















時 多加 みみ に 

VF-25 は 操縦 系 に エク ステ ンダ ー・ ギ アシ ステ ム 
(以下 EX- ギ ア ) を 制式 採用 し た 初 の 可変 戦闘 機 
で 、 加 速度 を 軽減 する ISC の 効果 と 合わ せ て 操縦 
性 の 向上 を 実現 し て いる 。 コ ク ピ ビッ 小 は EX- ギ ア を イン 
ター フェ イス と する 構造 で 、EX- ギ ア 装 着 者 が 搭乗 す 
る と パイ ロッ ト の 自 識 と シー ト の 調整 が 行わ れる 。 
また 、 機 体 の 操縦 支援 コン ビュ ー タ と メモ リ ・ チ ッ プ に 
は 、EX- ギ ア が 学習 し た パイ ロッ ト の 操縦 デー タ が 共 
有 さ れる 。 な お 、 通 常 は 単座 だ が 、 後 部 パネ ル 下 に 
予備 シー ト を 備え 、EX- ギ ア 未 装着 の パイ ロッ で も 
予備 シー ト か ら の 操縦 が 可能 と な っ て いる 。 















































信 カラ ォ ー ク モー ド 
VF-25 が 運用 され た フロ ンティア 船団 は 航行 中 で 
あっ た た め 、 本 機 が 惑星 上 に 展開 する 局面 は ほとん 
ど な か っ た 。 だ が 、 アイ ラン ド 1 内 で の バジ ュ ラ と の 戦 
闘 の 際 に は 、 ガ ウォ ー ク 形態 が 頻繁 に 用 いら れ て い 
る 。 本 機 の エン ジン (FF-3001A) は 従来 の VF 用 エン 
ジン に 比べ て も 突出 し た 出力 を 誇り 、 空 力 特性 に 劣る 
ガウ ォ ー ク で も 高度 を 維持 する こと が 容易 で あっ た 。 そ 

























人 る 人 ハワード GU-17A 
新型 ガン ポッ ド 58mm 
ガン ポッ ド は 射撃 時 に 


ガウ ォ ー ク 


























YAK/VF-M9 アサ ルト ナイ フ の た め 、 重 力 下 で の 飛行 時 に ガウ ォ ー ク に 変形 する こ 
と も 多く 、 ド ッ グ ファ イト の 最 中 に ファ イタ ー か ら ガ ウォ ー 
























ク に 切り 替え る と いっ た 運 








法 が 見 られ た 。 





マヤ 足 首 に 内 蔵 さ れ た ノズル の 付け 根 に 
は 、 ノ ズル 角度 用 / サ スペ ンション 
アク チュ エー ター が 装備 され 


























バイ ロッ ト が EX- キ 
着 し て いれ 


ア を 装 




















ビー ド 
VF-1 直 系 の シン プル な デザ イン が 特徴 の ファ 
イタ ー 形 態 で は 、 主 要 や 尾翼 に よる 空力 制御 に 
加え 、 様 々 な 機構 を 用 いて 機体 制御 が 行わ れる 。 
機 首 上 部 の ボー テッ クス ・ コ ント ロー ラー に よる 方 向 
制御 や 、BLC 境 界 コ ント ロー ル 、 可 変 ノ ブ ズル に よ 
る 推力 軸 変 更 、 さ ら に は 高 機動 スラ スタ ー や エア ブ 
レー キ を 使っ た 制御 を 併用 する (一 部 は 大 気 圏内 
飛行 時 の み の 機 能 だ が 、VF-25 は 大 気 圏内 飛行 
特性 も 重視 され て いた )。 こ の 複雑 な 挙動 で 生じ る 
G を ISC で 軽減 する こと で 、VF-25 は 無人 機 に 迫 
る 高 機動 を 可能 と し て いた 。 な お 、F 型 は バリ エー 
ショ ン の 中 で も ピー キー な 仕様 で 、 そ れ だ け に パイ 
ロッ ト の 操縦 技術 が 色濃く 反映 され た と 言わ れる 。 




























































































内 側 | 
MDP/S 

















ロイ ドモ ー ド 


バト ロイ ド 形 態 は リニア アク チュ エー ター の 採用 に よる 
非 接触 構造 化 に より 、 耐 久 性 が 向上 し て いる 。 さ ら に 、 
機体 外装 に 複合 素材 を 用 いて 応力 外 殻 構造 と し た こと 
で 、 内 部 フレ ー ム 構造 が 簡略 化 さ れ 、 軽 量化 に も 成功 
し て いた 。 こ れ ら は 、 複 雑 な 動作 を 必要 と する パトロ イド 
の 性 能 の 向上 に も 寄与 し て お り 、F 型 を 含め た VF-25 は 
従来 の VF に 比べ て 格闘 戦 性 能 が 上 が っ て いる 。 ま た 、 
VF-25 は エネ ルギー 転換 装甲 (SWAG) と 対 光学 兵器 用 
気化 装甲 を 併用 し て 防御 力 を 強化 し て いる 。 後者 は 機 
体 に 高 エ ネル ギー が 照射 され た 場合 、 装 甲 表面 の パッ 
シブ ステ ルス コー ティ ング 剤 が 瞬時 に 気化 し て それ を 拡散 
させ る と いう も の で 、 ビ ー ム 機銃 程度 の 攻撃 な ら 効果 を 
30% ほ ど 減 衰 させ る と 言わ れる 。 本 機 が ビー ム 機 銃 と 実 
体 弾 機関 砲 を 換装 可能 な 点 も 、 実 用 化 さ れつ つ あ る 同 
装甲 へ の 対策 と いう 意味 を 持っ て いた の で ある 。 
















































































トロ イド の 挙動 
と ん ど 影 響 は な | 
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『 攻 好 主 / の まとう 2 顔 の 鑑 
局 動 ・ 事 







lllustration by Hidetaka Tenjin 


旬 機体 解説 


F_25 は 、 従 来 の 主力 VF と 同様 、 任 務 に 応じ て 機能 拡張 モジ ュー 
036 ME 代表 的 な モジ ュー ル 、SPS- 
25S/MF25( い わ ゆ る スー パー パー ツ ) は 、 化 学 反 応 ロ ケッ ト エ ンジ ン 
と 燃料 タン ク 、 各 種 武装 、 追 加 装 甲 パ ネル な どの ユニ ッ ト か ら な る 。 燃 
料 武装 を 満載 し た 状態 で も 通常 の VF*o5 ぞ 土 回 る 加速 性 能 を 有 し 、 ま 
た ある 程度 機体 が 軽く な っ た 状態 な ら ば 瞬間 的 に 30G( 機 体 設計 限界 
強度 の 倍 ) 近 い 加 速度 を 発揮 で きる に だ し 、 最 大 加速 時 は 約 120 秒 で 
燃料 を 使い 切る た め 、^ 勤 果 的 な 運 用 に は 相応 の 技量 が 要求 され る 。 な 
お 、 各 ユニ ッ ト は デ w ド ウェ イト と な っ た 時 点 で 廃棄 する こと を 想定 し て い 
る た め 、 製 造 コ スト ド は 掴 宛 られ て いる 。 

アー マー ド パ ッ ク APS-25A/MF25 は 、 重 装甲 と 火力 の 増強 を 
モジ ュー ル で 、 社 形態 で の エネ ルギー 転換 装甲 の 使用 が 可能 と な り 、 重 
人 巡 洋 宇宙 戦艦 に 匹敵 する 火力 も 兼ね 備え る 。 た だ し 、 性 能 に 応じ た コス 
ト の 高 さ を 誇る た め 、S.M.S で の 運用 に 当たっ て は 艦長 な どの 現場 指揮 
官 の 許可 が 必要 と な っ た 。 
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婦 の 機能 妨 張 ジュ ー ル 
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マー ドド KK ツ 導 


@ 運用 記録 


PS-25A/MF25 は 本 来 、 小 隊長 クラ ス に し か 使 
\ 用 許可 が 下り な い 装 備 で ある 。 だ が 、 ア ルト 機 は 
乱 直後 に 発生 し た フロ ンティア 有 船団 へ の ババ 

同 パ ッ ク の 






















イル 3 連装 ラン チャ ー 


@ 運用 記録 


PS-258/MF25 は 、 多 用 途 化 を 目的 と し た 

VF-25 専 用 性 能 拡張 モジ ュー ル の ひと つと し 
て 開発 が 進め られ 、 フ ロン ティ ア 船 団 に お いて は 同 
船団 の 独自 仕様 に 基づい て 生産 と 配備 が 行わ れ た 。 
S.M.S で は 一 般 機 の 標準 装備 と し て 運用 され 、 ス カ 
ル 小 隊 に お いて アタ ッ カー の 役割 を 担っ た アル ト 機 。 p ファイ ター モー ド 
も 、 基 本 的 に スー パー パー ツ を 装備 し て 運用 され た 。 





























介 武装 


7 一 パー パー ツ の 武装 は メイ ン ブ ー ス ター ユニ 
ペット の 交換 式 ウ ェ ポ ン ・ ベ イ と 可動 式 コ ン テ ナ 


ユニ ッ ト に 配 さ れる 。 





みみ ガウ ォ ー ク モー ド 








八 関連 事項 


フォ ー ル スタ み バト ロイ ドモ ー ド 


ゴー 











VF_25 は AVF 以 降 の 機体 に 準じ た 単独 フォ ー の ミサ イル 発射 時 
ラミ ント ン 近接 マイ クロ ミサ イル た ( ルド 性 能 を 有 し 、 ス ー パ ー パ ー ツ と フォ ー ル ド ・ ブ ー 
CIWS ラ ンチ ャ ー ポ ッ ド HMM-5A も Sel 1 スタ ー の 併用 が 可能 で ある 。 ア ルト 機 は シェ リル ・ 








ノー ム の ガリ ア 4 慰 問 に 同行 する 際 に これ を 用 いた 。 


フォ ー ル ドブ ー ス 
ター を 装備 する ア 
ルト 機 。 形状 は 従 
来 の フォ ー ル ドブ 
ー ス ター と ほぼ 同 
じ で ある 。 





ビフォー ズ マイ クロ ミサ イル 
3 連装 ラン チャ ー CIMM-3A 


メイ 


ジャ トル に 随伴 す 
る アル ト 機 。 フォ ー 
ルド 後 ブ ー ス ター は 
切り 離さ れる が 、 
再度 使用 され る こ 
と も ある 。 
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Illustration by Hidetaka Tenjin 


@ 機体 解説 


イ バ ネ ティ クス の 分 野 で 他 を 凌 熊 し 

/ た マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 船団 は 、 サ 
イボ ー グ に よる 運用 を 前 提 と し た 可変 戦闘 機 
(VF) の 開発 を 進め た 。VF-57 は その 設計 
コン セプト を 体現 する 機体 で あり YF-24 
エボ リュ ーション の 設 評 を ベ デ に 独自 の 発 
展 を 遂げ て いる 慣性 制御 シス テム ISC (In 
artia Stoarei⑥onverter) や 新 世 代 型 ステ ー 
ジ T 熱 核 戻 応 タ ベビ ン エ ンジ ン 、 さ ら に サイ 
ボー グ バ パイロット を 前 提 に 最適 化 さ れ た 操縦 
シス テム な ど 、 従 来 の VF と は 一 線 を 画す 機 
構 が 多く 盛り 込ま れ て いる 。 な お 、 こ こ で 紹 
介する VF-27y は 、 本 機 を 限界 まで チュ ー ン 
し た カス タム 機 で ある 。 
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但 運用 記録 


F-27 は マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 可変 戦闘 機 開 

発 工 感 (通称 「 ガ ルド ワー クス 」) が 設 ョ 
を 担当 。2057 年 12 月 11 日 に 機動 空母 「 カ ト 
マン ズ 由 を 母艦 と し て 原型 機 の 初 飛 行 が 実施 され 
た 。 た だ し 、 ギ ャ ラク シー 船団 が 関連 情報 の 開示 
を 拒ん で いた た め 、 新 統合 軍 は 2059 年 の 時 点 で 
本 機 を 制式 機 と は 認め ず 、 試 作 機 「YF-27」 と し て 
扱っ て いる 。 ま た 、 フ ロン ティ ア 有 船団 を 中 心 と する 
対 バ ジュ ラ 戦 に お いて 、 ブ レラ スタ ー ン 少佐 率い 
る アン タレ ス 小 隊 ( 一 説 に は ギャ ラク シー 船団 第 52 
戦闘 航空 団 ) が 新 統合 軍 ギ ャ ラク シー 特別 派遣 部 隊 
と し て 戦線 に 加わ り 、 突 出し た 性 能 を 見 せ 付 けた 。 
な か で も 、 ブ レラ 機 ( コ ー ル サイ ン 「 ア ンタ レス 1]) 
は S.M.S の VF-25 メサ イア を 凌ぐ 高 性 能 を 誇示 し 


て そい る 。 
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ファ イタ ニー モニ ド 


主 机 に エン ジン ボッ ド を 備え る ファ イタ ー 形 態 の 
特徴 的 な 外観 は 、 本 機 の 高い 機動 性 能 を 表し て い 
る 。 メイ ン エ ンジ ン の FF-3011/C は 、 単 体 の 最大 
推力 で は VF-25 の FF-3001A に や や 劣る が 、 そ れ 
を 4 基 搭載 する こと で VF-25 を 上 回 る 性 能 を 得 て い 
る 。 また 、4 基 を フル 稼働 させ た 余剰 出力 で 、 本 形 
態 で も ピン ポイ ント ・ バ リア や エネ ルギー 転換 装甲 が 
使用 可能 と な っ て いる 。 さ ら に 、 そ れ ら を 利用 すれ 
ば 機体 の 耐熱 限界 を カバ ー で き 、 短 時 間 な ら ば マッ 
ハ 9 以 上 の 大 気 圏内 最高 速度 を 発揮 で きる 。 ブレ 
ラ 機 の 場合 は さら に 、 エ ンジ ン レ スポ ンス や 最大 推 
力 の 向上 な ど 、 限界 まで チュ ー ン され て お り 、 
扱い や すさ を 犠牲 に し た 高 性 能 機 と な っ て いる 















































電電 標準 装備 
% み マウ ゥ ラー ROV-20 

ら 0mm ビ ー ム 機銃 

ファ イタ ー 形 態 時 の 後方 警戒 用 と バト ロイ ド 形 
態 時 の 補助 武装 と し て 、 モ ニタ ー ヘ ッ ド ブロ ッ ク に 
20mm ビ ー ム 機銃 1 基 を 備え る 。 さ ら に 、 主 要 付 
け 根 に 25mm ビ ー ム 機銃 (25mm 高 速 機関 砲 と の 
選択 式 ) や 、 主 要 エ ン 陣 Z”"』 - 
ジン ボッ ド に 35mm 
ビー ム 機 関 砲 (ミニ ガン 
ポッ ド と の 選択 式 ) な ど 
の 多彩 な 内 蔵 武装 を 有 
し 、 基 本 武装 だ け で も 
高い 火力 を 誇っ て いる 。 


上 








の BGP-01 
ビー ム ガ ン ポッ ド / ビ ー ム グレ ネー ド 
ビー ム ガ ン ポッ ド は 大 出力 の ビー ム グ レ ネー ド と し 

て の 機能 も 有する 新型 の 武装 で ある 。 ま た 、 の 

ち に 対 パ ジ ュ ラ 用 に 強化 され 、 重 量子 反応 ビー ム 

(MDE 粒 子 ビー ム ) 仕様 に 改装 され て いる 。 














クビ 葉 ツ ド 
サイ ボー グ パ イロ ッ ト の 脳神経 と 機体 の セン トラ 
ルコ ンピュータ を 光学 回 路 で 直結 する 操縦 シス テム 
を 採用 し 、 機 体制 御 時 の タイ ムロ ス を 軽減 し て い 
る 。 な お 、 コ ク ピ ッ ト 内 に は 手動 操縦 用 の 機器 も 
備え られ て いる が 、 非 常時 に し か 用 いら れ な い 。 
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『 ファイ ター 時 
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pVF-27 ルシファー 








ガウ ォ ニ ニタ 下 三 ド 
ガウ ォ ー ク 形態 の 特徴 は 、 展 開 し た 脚 部 エン ジン の 3 
枚 翼 可変 ノズル が 生み 出す 柔軟 な 機動 性 に ある 。 この ノ 
ズル の 基部 に は スラ スト リバ ー サ ー が 組み 込ま れ て お り 、 
急減 速 も 容易 で ある 。 さ ら に 、 水 平方 向 へ の 推力 を 有 す 
る 主要 部 の エン ジン に よっ て 、 双発 式 の VF で は 難し い 複 
雑 な 機動 も 可能 と な っ て いる 。 無論 、 そ の 性 能 は ISC の 
耐 G 機 能 や 、 サ イボ ー グ パイ ロッ ト と 機体 の リン ク で 得 られ 
る 高い 処理 能力 に 支え られ て いる こと は 言う まで も な い 。 








































バト 

VF-27 は 、 同じく YF-24 を 基 に する VF-25 と 姉妹 機 
の 関係 に あり 、 そ れ は VF-25 に 共通 する リニア ・ ア クチ ュ 
エー ター の 変形 機構 に も 表れ て いる 。 非 接触 構造 の 
電磁 式 変形 シス テム を 採用 し た こと で 変形 時 間 の 短縮 
と 脆弱 性 の 克服 を 実現 し た 本 機 は 、 バ トロ イド 形態 に お 
いて も VF-25 と 同等 か それ 以上 の 格闘 戦 性 能 を 発揮 し 
た (YF-21 で 採用 され た BDI シ ステ ム か ら 発展 し た 脳波 
操縦 シス テム を 備え る こと で 、 反 応 速 度 に お いて は VF- 
25 を 凌 態 し て いた と 見 られ る )。 ま た 、 大 型 化 に よる 機内 
容積 の 増大 は 搭載 武装 に も 影響 し て お り 、 ス ー パ ー パ ー 
ツ 装 備 の VF-25 に 匹敵 する 火力 を 有 し て いた 。 特に ブレ 
ラ 機 は 、 前 述 の 改修 に 加え て 搭載 Al の 処理 能力 向上 や 
メモ リー バン ク の 容量 拡大 な どの 性 能 強 化 も 図ら れ て お 
り 、 他 の 追随 を 許さ な い 性 能 を 示し た 。 ま た 、 の ち に バジ ュ 
ラ の 進化 に 合わ せ 武 装 強化 が 施さ れ た (マイ クロ ミサ イル 
と 25mm 機 関 砲 が マイ クロ ディ メン ショ ン ・ イ ー タ ー 技 術 を 
応用 し た MDE 弾 頭 に 換装 され た )。 
































































































Dag-O5 








rchani_ heet 
用 メカ ニッ クシ ー ト 
) VF-27 ルシファー 











P VF-278( 指 揮 官 機 ) 
の み ファ イタ ー モ ー ド 
@ 機体 解説 肉眼 に よる 有 視 界 戦闘 は 想定 し て 
いな いた め 、 キャノ ピー は 装甲 に 覆 


われ て いる 。 但し 、 透 過 キ ャ ノビ ピー 
/F24 エ ボリ ュー ショ ン を ペー ス と し た VF-g7 ル に 交換 し 、 非 サイ ボー グ が 搭乗 する 


シフ ァ ー は 、 マ クロ ス ・ ギ ャ ラク シー 有 船団 が 主力 こと も 可能 だ っ た 。 < 
機 と し て 開発 運用 し て いた 可変 戦闘 機 (VF) で 、 限界 
まで 性 能 を チュ ー ン し た ブレ ラ ・ ス ター ン の VF-27y 
の ほか 、 標 準 仕様 の VF-278 が 確認 され て いる 。 サ 
イボ ー グ パイ ロッ ト を 前 提 と し た 操縦 シス テム や 、 機 
体 を 保護 する 管制 制御 シス テム ISC(Inartia Store 
Converter) な ど を 搭載 し て お り 、S.M.S が 運用 し た 














ゾー 









人 ムカ ラー リン グ が ブレ ラ ・ ス タ 
モデ ル と は 異な る 。 


ン 


| っ 0 ファ イタ ー 形 態 で も ピン ポ 
最新 鋭 機 、 VF-25 メサ イア と 双璧 を な す 機 動 戦闘 性 イン ト - バ リア や エネ ルギー 販 
能 を 獲得 し こい た 。 ま た 、 サ イボ ー グ パイ ロッ ト が 搭 換装 甲 の 使用 が 可能 。 


乗 し て 操縦 する だ け で な く 、 電 子 的 に 機体 と リン ク さ 
れ て いる パイ ロッ ト が 外部 か ら 遠 隔 操作 する こと も 可 
能 と な っ て いる 。 の ち に バジ ュ ラ の 死骸 か ら 採 取 さ れ 
た フォ ー ル ド : ク ォ ー ツ を 用 い 、 武装 強化 を 図っ て いる 。 














ブレ ラ の VF-27y 同 
様 、 機 体 底部 に ガン 
4 発 の エン ジン や 機 ポッ ド を 設置 する こと 
首 に 備え た 4 基 の 高 が 可能 で ある 。 
機動 カナ ー ド な ど に 
より 、VF_25 よ り も 2 
一 回 り 大 きい 機体 な 。 % ガウ ォ ー ク モー ド 
oo 細長 く 延 び た 脚 部 が 特 
- 徴 の ガウ ォ ー ク 形態 。 脚 
部 に 備え た 2 基 の エン ジ 
ン に 全 周 可動 式 の ノ ズ 
ル を 3 基 持 ち 、 本 形態 で 
の 優れ た 制御 性 能 を 確 
保 し て いる 。 


















ISC の 搭 


@ 運用 記録 


人 へ 脚 部 エン ジン の 全 周 可動 式 
ノズル に は スラ スト リバ ー サ 
ー が 装備 され て お り 、 加速 ・ 減 
速 を 容易 と し て いる 。 


F-27 は 、 西 暦 o057 年 に 原型 機 が 初 飛行 を 行 

い 、 そ の 後 2059 年 に 繰り 広げ られ た 対 バ ジュ 
ラ 戦 に お いて 運用 が 確認 され て いる 。 対 バジ ュ ラ 戦 で 
は 、 フ ロン ティ ア 船 団 の 新 統合 軍 ギ ャ ラク シー 特別 派 
遺 部 隊 に ブレ ラ の VF-27y を 中 心 と し た VF-27 の 部 隊 
(アン タレ ス 小 隊 ノ ギャ ラク シー 船団 第 52 戦 闘 航空 
団 ) が 加入 し た 。 そ の ほか 、 グ レイ ス ・ オ コナ ー が 自ら 


マ 優 れ た 機体 制御 能力 を 持つ 
た め 、 その 活動 範囲 は 広い 。 




















拾 乗 し た 記録 も ある 。 


ブレ ラ 機 (写真 中 央 ) 
と 共に 行動 する アン 
タレ ス 小 隊 所 属 の 
VF-27B。 バ ジュ ラ 
に 対し て も 果敢 に 戦 
闘 を 行っ た 。 


スー パー バ パーツ 装着 
時 の VF-25 ア ルト 機 
を 追撃 する ギャ ラク 
シー 船団 所 属 の VF- 
278 






人 変形 に は 電磁 式 変形 シス テ 
ム を 採用 。 ス ムー ズ な 変形 が 
可能 と な っ た 。 

































| chani_ Sheet 
レタ リー レル ト 
) PVF-27 ルシファー 





みみ バト ロイ ドモ ー ド 

VF-27/ 指 揮 官 機 に は 、 スー パー パー ツ 装 着 時 の 
VF-25 と 同 程度 の 火力 が 搭載 : れ て いる 。 ブ レラ の 
VF-27y と 同様 、BGP-018 ビ ー ム ガン ポッ ドビー 
ム グ レ ネー ド を 装備 し て お り 、 高 い 戦闘 力 を 誇っ て い 
た 。 ま た 、 バ ジュ ラ 対 策 の た め に マイ クロ ・ デ ィ メ ン シ 
ョ ン ・ イ ー タ ー (MDE) テク ノロ ジー を 使っ た 兵 装 強 化 
が 図ら れ 、 マ イク ロミ サイ ル や 25mm 機 関 砲 の 弾 種 
を MDE 弾 頭 に 変更 、 ビ ー ム ガン ポッ ド も 重量 子 反応 
砲 に 強化 ・ 改 装 さ れ て いる 。 

















み コ ク ピ ッ ト 

コク ピッ ト は サイ ボー グ パ イロ ッ ト 用 に 設計 ・ 開 発 さ 
れ て お り 、YF-21 に 搭載 され た BDI シ ステ ム を ベー ス 
と し た も の で ある (本 機 の 開発 元 は 通称 「 ガ ルド ・ ワ ー 
クス 」 と 言わ れ て いる 。 その 名 の 通り 、BDI シ ステ ム 
の 構築 に 関わ っ た 惑星 エデン の YF-21 開 発 主任 兼 
パイ ロッ ト だ っ た ガル ド ・ ゴ ア ・ ボ ー マ ン の 関係 者 が 本 
機体 の 開発 に 多数 参加 し て いる ) 




















に 4 か つて | 中 止 と な っ た ゴー スト X-8 た フォ ルム 、 

「 ロ J マヤ 小型 か つ シ ン ブ フル 
マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 船団 が 運用 し た ゴー スト (無人 な 形状 の 無人 和 

機 ) が 、AIF-9V で ある 。 新 統合 軍 が 投入 し た AlF-7S の 本 

次 世代 機 で あり 、 無 人 機 の 特徴 で ある 圧倒 的 な 機動 性 を 失 る 。 

能 は 本 機 に も 受け 継が れ て いる 。 バト ル ・ ギ ャ ラク シー に こ 

搭載 され て お り 、 グレ イス ・ オ コナ ー に 操 ら れ 、 フ ロン ティ 

ア 船 団 と の 最終 決戦 に 投入 され て いる 。 





ぁ 機 苗 な ど に セン サー を 

備え て お り 、 リ アル タイ ム 

で 移り 変わ る 戦場 を 逐一 
「 ゴ ー ス ド V8( ブ イナ イン )」 と の 通称 を 持つ 。 確認 する こと が で きた 。 
AlF-7S と 同様 の サイ ズ で あっ た 。 
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メカ ニッ クシ ー ト Sheet 
VF-171EX ナイ トメ アプ ラス EX 
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主要 パイ ロッ ト 
WWS や 内 


ふい 















バジ コ ュ ラ 況 に 対 店 し た 
VF-7Z7 の 履 幾 


ブ / 


i 


12,950kg 


@ 機体 解説 


ラン ス の 取れ た 性 能 と 優れ た 操縦 性 を 兼ね 備え た 
VF-171 ナイ トメ アプ ラス で も 、 驚 異 的 な 能力 を 有 
する バジ ュ ラ に は 対抗 で き な か っ た 4 その 状況 を 打破 すべ 
く VF-171 を 改修 し た 機 仁 が 、 こ の VF-171EX で ある 。 本 
機 は EX- ギ ア ( エ クス デン ダー ギア) - シ ステ ム の 導入 と 対 バ 
ジュ ラ 兵 器 の 装備 、 アビ オー クス 類 や エン ジン の 換装 な ど 
に よっ て 、 パパ ジュ ラ と 互 朋 に 戦え る だ け の 性 能 を 獲得 し て い 
る 。 た だ ゆ 、 機 体 設計 強度 限界 まで チュ ー ン が 施さ れ て い 
る た め 、EX< 壮 ア - シ ステ ム を 採用 し て も 扱い 難い 機体 と な 
っ て いる ぷ 本 機 は バジ ュ ラ と の 交戦 1 引 つ た マク ロス ・ ! 
フロ ンティア 船団 で 生産 され 、 最 終局 面 と な っ た バジ ュ ラ 母 
星 の 戦 いで 戦果 を 挙げ た 








開発 系 譜 図 サイ ズ 比 較 





VF171 | 


1 
| 
| 
| 
| | 
| | VF-171EX | 
| 
| 
| 
| 
| 
] 














| 





@ 運用 記録 


F-171EX は 、 フ ロン ティ ア 淫 










を 行い 、 同 船団 内 で 生産 が 進め られ た 。 実 単 
の 時 期 は 、 マ クロ ス ・ ク ォ ー タ ー の 脱走 事件 の W 
だ と 見 られ る 。 生 産 数 が 
-171 の パイ ロッ ト か ら 選 抜 
1 て いっ た 。 対 バジ ュ ラ 戦 の 終盤 | 


れ た 本 機 は 、 バ ジュ ラ 母 星 の 戦 に で 























| メカ ニッ クシ ー ト 
PP VF-171EX ナイ トメ アプ ラス EX 











ご ど で 活 躍 し た 
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A 

ベー ス と な っ た VF-171 は 、 原 型 機 の VF-17 
より も 低 出 力 だ が 信頼 性 の 高い エン ジン (FF- 
2110A) を 搭載 し 、 一 般 的 な パイ ロッ ト で も 
扱え る 仕様 に な っ て いた 。 これ に 対し て VF- 
171EX は エン ジン を VF-19 用 の FF-2550F 
に 換装 し 、 機 動 性 能 を 向上 させ て いる 。 その 
結果 、 本 機 は VF-17 や VF-171 を 超え る 性 能 
を 獲得 し て お り 、 フ ァ イ タ ー 形 態 の 機動 性 に も 
優れ て いる 。 し か し 、VF-171 の 基本 設計 が 
対応 し て いな いた め に ISC (Inertia Store 
Converter) は 導入 され て お ら ず 、 高 機動 時 
の 性 能 で は ISC 搭 載 機 に 及ば な か っ た 。 それ 
故 、VF-25 メサ イア を 知る 者 か ら は 間に合わ 
せ の 機体 と 評 され た 。 

















原型 機 の VF-17 は 、 高 速 戦 用 と 格闘 戦 用 の 2 種類 の ガウ ォ ー ク 形態 











を 持つ 特異 な 機体 で あっ た 。 し か し VF-171 お よび VF-171EX は 、 高 
部 の レー ザー 砲塔 が 廃 さ きれ た こと も あり 、 
通常 の ガウ ォ ー ク モー ド を 備え る の み で ある 。 本 機 の 基本 的 な 仕様 は 
VF-171 に 準じ る が 、 出 力 強 化 や アビ オニ クス 類 の 更新 (ECM 性 能 缶 
上 、VF-25 と 同型 の 索敵 レー ダー AA/AS/SF-06 統 合 セ ン サ ー・ マ トリ 
クス へ の 変更 ) な ど に より 、 総 合 的 な 性 能 向上 を 実現 し て いる 。 ま た 、 
脚 部 周り に 推進 器 が 複数 追加 され る アー マー ド 装 備 は 、 ガ ウォ ー ク 形態 
で の 推力 偏向 を 得意 と する パイ ロッ ト か ら 好 評 を 博 し た と いう 





速 戦 モ ー ド の 主 武器 で あっ 

















バト ロイ ドモ ー ド 

VF-171EX は エネ ルギー 転換 装甲 を SWAG/ 
RA155EX に 変更 、VF-171 と 比較 し て 約 2096 
の 装甲 強度 の 向上 を 実現 し て いる 。 さ ら に VF-19 
クラ ス の 熱 核 ター ビン エン ジン を 装備 し た こと で 出 
力 が 大 幅 に 増加 し 、 パ トロ イド 形態 で の 格闘 戦 
性 能 は 非常 に 優れ た も の と な っ た 。 重 VF で ある 
VF-17 を 原型 と する VF-171 は 、 面 弾性 や 機体 























強度 の 面 で 評価 が 高く 、 主 力 機 と し て の 総合 性 
能 は VF-17 よ り 上 と も 言わ れ た 。 本 機 は VF-171 
で 抑え られ た 性 能 を VF-17 以 上 に 高め る こと で 、 
バジ ュ ラ と も 互角 に 戦え る だ け の 近接 戦 能 力 を 
獲得 し て いた の で ある 
耐 G 性 能 の 強化 と 操縦 性 の 向上 も 、 高 性 能 化 










































、EX- ギ ア に よる 











の 要 











で ある こと は 言う まで も な い 
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NM 骨 メ カ ニッ クシ ー ト 
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VF-171EX ナイ トメ アプ ラス EX 










VF-171EX( 一 般 機 ) 


@ 機体 解説 


F-171EX( 一 般 機 ) は 、「 一 般 機 」 の 名 称 こ そ 付 

いて いる が 、 性 能 的 に は 早乙女 アル ト の 乗っ た 
小隊 長 機 と 差異 は な い 。VF は 伝統 的 に 、 頭 部 の レー 
ザー 機銃 の 数 が 多い な ど 、 見 た 目 に わか り 易い "小隊 
長 用 機 " が 生産 され て いた が 、 本 機 で は 一 般 機 と 小隊 
長 機 に 形状 的 な 違い は な い (早乙女 アル ト の 場合 は 、 
機体 を パー ソナ ルカ ラー で 塗装 し て 差異 出し て いた 
よう だ が )。 こ れ は 本 機 が 、 機 数 を 揃え る こと を 急務 
と し て いた た め 、 細 か な バリ エー ショ ン 機 を 用 意 する 
奈 裕 が な か っ た た め だ と 思わ れる 。 実 戦 に お いて VF- 
171EX は 、 フロ ンティア 船団 配属 の 新 統合 軍 バ イロ ッ 
ト の 中 で も VF-171 の 扱い に 習熟 し た 者 に 優先 し て 配 
備 さ れ た こと も あり 、 それ な り に 高い 戦果 を 残し た 。 
用 バジ ュ ラ 峡 星 の 戦 
| 固 で は 攻撃 部 隊 の 
主力 VF と し て 運用 


され 、 対 バジ ュ ラ 戦 
闘 能力 を 発揮 し た 。 































る : 
攻撃 力 を 発揮 し た ( 通 
常 の ガン ポッ ド も 脚 部 
に 装備 し て いる )。 








コク 世 ウ ツウ ド 
「 と に か く バ ジュ ラ と 互角 に 戦え る 性 能 の 機体 を ] と 
いう こと を 主眼 に 置き 、 性 能 の 向上 が 第 一 と され て 
きた 本 機 は 、 改 修 プ ラン が 提示 され た 段階 で 、 ベ テ 
ラン で すら 扱い の 難し い 機 体 と な る こと は 明白 で あっ 
た 。 そこ で 本 機 に は 、 新 統合 軍 の 制式 採用 機 で は 














初め て 、EX- ギ アシ ステ ム が 標準 装備 され る こと と な 
っ た 。 機体 の 改修 に よっ て 生じ た 扱い づら さ を 、 肉 
体 へ の 負担 を 軽減 し 感覚 的 な 操作 も 可能 な EX- ギ ア 
シス テム の 導入 で 、 な ん と か 押さ えつ け よ うと し た 苦 肉 
の 策 で あっ た 。 一 方 で 本 シス テム の 採用 は 、 新兵 の 
訓練 期間 を 従来 の 30% に まで 短縮 で きた と いう デー 
タ も ある 。 


VF-171EX の コク ピッ 
ト 内 部 。 構造 は シン 
ブル で 、 シー ト に 変形 
し た EX- ギ ア の 一 部 
が 確認 で きる 


















優れ た 脱出 機構 で も 
ある EX- ギ 7 テム 
の 搭載 は 、 バ パイロット 
の 生存 性 の 向上 に も 
繋が っ た と いう 。 


み ファ イタ ー モ ー ド 

本 機 の 外観 は 、 カ ラー リン グ を 除け ば 改修 元 で ある 
VF-171 ナ イト メア プラ ス か ら 変 化 は な い が 、 標 準 装備 
で ある 対 バ ジュ ラ 戦 用 標準 兵 装 パッ ク が 機体 の 左右 に 
セッ ト さ れる た め 、 シル エッ ト 的 に は 大 きく 変化 し て いる 。 
























》 対 バ ジュ ラ 戦 用 標準 兵 装 バ パッ ク 
を 装備 し た 一 般 機 の ファ イタ ー 形 
態 。 機 体 に 入る ライ ン は グレ ー と 
な っ て いる 。 

























#% ガウ ォ ー ク モー ド 

一 般 機 の ガウ ォ ー ク 形態 。 ガウ ォ ー ク モー 
ド も 原型 機 か ら の 外観 上 の 変化 は な い 。 ガ 
ウォ ー ク へ の 変形 は MDE 重 量子 反応 砲 と 
装甲 ミサ イル ・ キ ャ ニス ター が 腕 部 に 付い た 
まま 行わ れる 。 


b 実戦 で は 、 地 上 戦 や 空戦 
時 の 機動 変更 な ど に ガウ ォ ー 
ク 形 態 が 活用 され た 。 





バト ロイ ドモ ー ド 
バト ロイ ド 形 態 で は 、 左 腕 部 の 装甲 ミサ イ 
ル ・ キ ャ ニス ター は 、 ピ ン ポ イン ト ・ バ リア を 併 
用 する こと で 、 強固 な シー ルド と し て 機能 
る 。 感覚 的 な 操縦 が 行え る EX- ギ アシ ステ 
ム の 搭載 は 、 バ トロ イド 形態 で の 格闘 戦 の レ 
スポ ンス の 向上 に 繋が っ た と され る 。 

















= 
ビン ポイ ント ・ バ リア - シ ステ ム を 装備 し て お り 、 
バジ ュ ラ と の 戦闘 で は ピン ポイ ント ・ バ リア を 
腕 部 に 展開 し て 格闘 戦 を 行っ た 機体 も 確認 さ 
れ て いる 。 





ec_chani_ heet 


VF-171EX ナイ トメ アプ ラス EX 











信 折半 備 

VF-171EX は 、MDE 弾 に 対応 し た 兵器 を 装備 す 
る こと で 、 バジ ュ ラ に 対抗 で きる 戦闘 力 を 獲得 し て い 
る 。 固定 兵 装 に 加え 、 機 体 各 所 の 兵 装 ス テー ショ 
ン に 装備 され る 対 バ ジュ ラ 戦 用 標準 兵 装 パッ ク 、 さ ら 
に 腕 部 の 追加 兵 装 ステ ーション に も MDE 弾 を 使用 す 
る 兵器 が 搭載 され る 。 




















マ 対 バジ ュ ラ 用 MDE 重 量子 反応 砲 
30mmMDE 機 関 克 マト リッ クス 
AVPAGC/MEDC30-EX-A 





バジ ュ ラ 母 星 の 戦 
闘 で は 、 攻 撃 部 隊 
の 機体 に ディ メン 
ショ ン ・ カ ッ タ ー と 
ば れる 大 型 MD 
E 弾 が 装備 され た 。 















追加 武装 搭載 位置 新星 イン ダス トリ ー ン LA」 社 マ 
14 っ EE クロ ス ・ フ ロン ティ ア 工 其 製 。 バ ト 
| @ 対 バ ジュ ラ 用 MDE 重 量子 反応 砲 ロイ ド 時 に は 受 部 で 保持 が 可能 。 
30mmMDE 機 関 砲 マト リッ クス 
AVPAGC/MEDC30-EX-A 
⑤ 対空 母 用 大 型 対 艦 ミ サイ ル 
セン チ ネ ル AVM-11R 4 連装 | マハ ワー ド GU-14B 改 


ニー ニー 


ララ 


7 
| 











⑲ 中 射程 対空 ミサ イル ビフォー ズ AAMM-O5D | 
セン チ ネ ル FXA-60A 
高速 徹 申 ロケ ッ ト 6 連装 ポッ ド 
3 短 射程 高 機動 対空 ミサ イル | 
LA./AAMS-02A 3 連装 














島 RVF-171EX 


介 機体 解説 
観 上 は VF-171 か ら 変 化 の な い VF-171EX は 、 


タ 無 改 造 で VF-17 1 用 の 電子 戦 用 イー ジス パッ ク 
(AP-SF-01+) を 装備 する こと が 可能 で あっ た 。 神 
出 鬼 没 の バジ ュ ラ に 対し て は 、 周 辺 宙 域 の 哨戒 任務 
は 欠か せな いも の で あり 、 推 力 向上 型 の VF-171EX 
の 配備 は 、 お むしろ 哨 戒 部 隊 で 歓迎 され て いた と いう 。 
イー ジス パッ ク の 装備 時 は 、 対 バジ ュ ラ 戦 用 標準 兵 装 
パッ ク は 主 柚 下 の 各 種 ミ サイ ル に 限ら れる が 、 本 機 の 
配備 時 、 多 く の 哨 戒 部 隊 で は バジ ュ ラ と の 戦闘 を 避け 
る よう 通達 が 徹底 され て いた た め 、 特 に 問題 は な か っ 
た よう で ある 。 

右 の HVF-171EX( ル カ ・ ア ンジ ェ ロ ー 二 機 ) は 、 RVF- 










の み フ ァ イ タ ー モ ー ド 

RVF-171EX (ルカ ・ ア ンジ ェ ロ ー ニ 機 ) 
の ファ イタ ー 形 態 。 イ ー ジ スパ ッ ク は 大 
型 の レ ド ー ム と 機体 下面 に 装備 され た 大 
型 レ ー ダ ー パ ネル で 構成 され る 。 


盆 主 要 バ パイロット 


みみ ガウ ォ ー ク モー ド 

RVF-171EX の ガウ ォ ー ク 形態 。 機体 下面 
の 大 型 レー ダー パネ ル は 機体 後方 へ 移動 し て い 
る 。 小回り の 良さ を 活か し 、 強 行 偵察 任務 に 活 





みみ バト ロイ ドモ ー ド 


イー ジス パッ ク 装 備 時 で も 、 バ トロ イド へ の 変形 が 可能 
と な っ て いる 。 主 兵 装 は 通常 弾頭 の ハワード GU-14B 
改 で ある た め 、 バジ ュ ラ と 交戦 で きる 火力 は な か っ た 。 
































171EX に 、 さ ら に ゴー スト 誘導 シス テム を 装備 させ 
に 、 特 別 仕様 の 機体 と な る 。 こ の ゴー スト は 、S.M.S で 
ルカ : ア ンジ ェ ロ ー 二 が 運用 し て いた QF-4000 を 引き 続 
き 使用 し て いた 模様 。 ゴー スト は バジ ュ ラ 母 星 へ の 強行 
偵察 な ど に 使用 され た 。 な お RVF-171EX ル カ 機 は 、 
ルカ ・ ア ンジ ェ ロ ー ニ の パー ソナ ルカ ラー で ある グリ ー ン 
の ライ ン が 機体 の 各所 に 施さ れ て いる 。 








最終 決戦 に 備え 、 MD 
E 弾 を 装備 する HVF- 
171EX。 機体 下面 の 


星 の 偵察 に も 活用 さ 
れ た 。 


ヤマ 機体 下面 の 大 型 レ ー ダ ー バ ネル は 、 こ 


| 
| 
| 
され た 。 | 
| 
| 
の 形 | 





態 で も 前 方 に 展開 する こと が 可能 。 
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※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 者 サイ ズ 比 較 








@ 機体 解説 


ー オ - プシ ョ ン 装 備 に よっ て 多様 な 性 能 を 発揮 する VF-25 メサ イア の 中 で 狙撃 戦 に 特 化 し た バリ エー ショ ン が こ 
グ 】 の VF-25G (G 型 ) で ある 。G 型 は スナ イ パ ー パ ッ ク ( 別 称 ロン グレ ツジ / ゅ み ) と 呼ば れる 長 距 離 支援 バッ ク を 装 
備 し た 機体 で 、 実 体 弾 ライ フル に よる 密 射 撃 を 基本 的 な 運用 コタ セプト と し て いる 。 そ の た め 、 本 機 に は 
狙撃 を サポ ー ト する 様々 な 装備 が 導入 され て お り 、 こ れ ま で 難 ty い と さ 机 て いた 可変 戦闘 機 (VF) の 性 能 と 長 距 離 射 
撃 能力 と の 両立 を 実現 し た 。VF-25 の 試験 運用 を 行っ て いな S.M.S で は 、 ス カル 小隊 に 所 属す る ミハエル ブラ ン 少 
尉 (コー ル サ イ ン 「 ス カル 2」) が ブル ー の G 型 を 乗 機 と し 、 彼 自身 の 狙撃 の 才能 も あり 、 高 い 戦果 を 残し て いる 。 














Illustration by Hidetaka Tenjin 


Soreg 
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NUH = ココ すま すす ます あす 


















@ 運用 記録 


ェ ゴ ーー 体 弾 に よる 狙撃 は 、 対 光学 















た 。 し が し 、 長 射程 の 大 型 





装甲 や 電子 戦 装 
備 の 進歩 する 中 に あっ て 、 有 効 性 を 増し て い 


器 を 用 いる 狙撃 は ペ 


イロ ー ド が 限ら れる VF に は 適さ ず 、 成 功 例 は 少な 
か っ た 。 ま た 、 狙撃 適性 を 有する バイ ロッ ト が 少な 


か っ た こと も 、 そ の 原因 と 考え られ る 。 
VF-25G は 基礎 性 能 の 高 さ に よっ て 狙撃 





能力 を 


獲得 し た 数 少な い 機体 だ っ た が 、VF-25 の 試験 運 
用 を 行っ て いた S.M.S で も 、 ミ ハエ ル ・ ブ ラン 少尉 





シェ ル ) が 使用 し て いた 
が 行方 不明 に な っ た 後 、 バ 






み と さ れる 。 ま た 、 彼 


ュ ラ クィ ー ン と の 最終 


決戦 に お いて 、 同 機 に は クラ ン ・ ク ラン 大 尉 が 搭乗 


し た 。 








上 を 図 











hanie heet 


VF-25G メサ イア 





標 





装備 
スナ イ パ ー パ ッ ク を 構成 する 武装 と し て G 型 は 、 
SSL-9B ドラ グ ノ フ ・ ア ンチ ・ マ テリ アル ・ ス ナイ パ 
ー ラ イフ ル を 標準 装備 し て いる 。 ま た 、VF-25 の 
基本 装備 で ある アサ ルト ナイ フ と 、 固 定 武 装 の 胴 
体 部 25mm 機 銃 / ビ ー ム 砲 、 頭 部 の 12.7mm ビ ー 
ム 機 銃 1 基 を 備え る 。 

















供 カジ ォ ー ク モー ド 


G 型 の 主 兵 装 で ある SSL-9B は グリ ッ プ に ダイ レク ト 








コン トロ ー ル 用 トリ ガ 








を 備え 、 マ ニ ビ ュ レ ー タ ー を 介し 














て グリ ッ プ 内 の 制御 














で バト ロイ ド に 劣っ て 


4SSL-8B ドラ グ ノ フ ・ ア ンチ - マ テリ アル ・ 
スナ イ バ パー ライ フル 


ルオ ー ト マ 








回 路 と FCS 精 密 射 撃 管制 ブー ス 








ター (FCF-21b) を 直結 する こと で 射撃 精度 を 向上 さ 
せ て いる 。 その た め 、 
態 で も 狙撃 は 可能 で あっ た 。 し か し 、 機体 安定 性 の 面 


腕 部 を 展開 で きる ガウ ォ ー ク 形 














お り 、 本 機 の 運用 スタ イル に お い 





て は 必要 性 が 低かっ た と も 言え る 。 そ れ で も 、 実 戦 に 
お いて は 様々 な ケー ス で ガウ ォ ー ク が 用 いら れ て いた 。 






































っ て いる 。 






ヨク ピッ トド 

G 型 の スナ イ パ ー パ ッ ク で は 、EX- ギ ア に ガン ナ 
ー ユ ニッ ト と 呼ば れる 機構 を 増設 し 、 パ イロ ッ ト の 
射撃 タイ ミン グ を 学習 させ る こと で 射撃 精度 の 向 










ISC (Inertia Store Converter、 通 称 「 イ ナー 
シャ ル ・ バ ッ フ ァ ー」) の 加速 度 軽減 に よっ て 発揮 


され る 高い 機動 性 が VF-25 の 特徴 で あり 、G 型 
その 性 能 を 確保 し て いる 。 た だ し 、G 型 は 狙撃 


も 
を 


主 と す る 運用 コン セプト 上 、 フ ァ イ タ ー 形 態 の 機 
動 性 より も 射撃 精度 が 重視 され て いた 。 その た 
め 、 戦 闘 で ファ イタ ー 形 態 が 用 いら れ た こと は 少な 

















く 、 同 形態 は 主 に 長 距離 移動 や 偵察 任務 で 運 


され た 。 それ で も 、 本 機 が 狙撃 戦 仕様 VF の 成功 


例 と し て 挙げ けら れる の は 、VF と し て の 機動 性 を 


な うこ と な く 長 距離 射撃 能力 を 獲得 し て いた た めで 


ある 。 ISC の 効果 は 外装 オプ ショ ン を 含め た 機 
全体 に 及ぶ た め 、 大型 の 携行 武装 を 装備 し た 


態 で も 高い 機動 性 を 発揮 で きた 。 そ の 点 に お いて 








具 


大 





も 、 本 機 は 狙撃 戦 仕様 の VF と いう 要求 を 満た 
て いた と 言え る 。 







































@ バト ロ ィ 


G 型 の 本 領 は バ 
た 。 ヘッ ドブ ロッ ク ( 























定 し た 射撃 姿勢 を 


戦場 の 後方 に 位置 





の 仕様 は EX 


ドモ ー ド 
ロイ ド 形 態 で の 精密 射撃 に あっ 
長 距離 狙撃 に 適し た 高 精 度 型 単 


眼 式 カメ ラ を 搭載 し た も の に 換装 され て お り 、 さ ら に 安 


収 れ る バト ロイ ド は 狙撃 を 行う 上 で 


不可 欠 な 形態 で あっ た 。 その た め 、 同 形態 は も っ と も 
運用 され る ケー ス が 多く 、VF 部 隊 の 連携 に お いて は 


し 、RVF-25 か ら 外 部 射撃 管制 デ 


ー タ を 受け 取っ た 上 で 、 狙 撃 で 僚機 を 支援 する 戦法 が 
採ら れ た 。 また 、 SSL-9B に 月 














いら れる SP-55X は 、 リ 

















ニア ドラ イ バ ー を 併 





する こと で 初速 が 7.490m/s ( 通 





に 集約 され て いる 





常 発射 で は 6.200m/s) に 達し 、 デ スト ロイ ド な ど に 用 





ーーーーー- ーー ーー 一 いら れる 厚 さ 300mm の GFS-a2 複 合 装 甲 を 貫通 する 


ほど の 威力 を 発揮 し 


部 アビ オニ 
FCS 精 密 射 撃 
(FCF-21b) を 


た 。 そ の 火力 に よる 敵 戦力 の 切り 


崩し が 、 ア タッ カー の 活躍 を 支え て いた の で ある 。 


が 施さ れ て いる 











前 述 の 通り 、G 型 は 狙撃 の 際 に バト ロイ ド で 射撃 姿勢 を 取る 
こと で 精度 を 高め て いる 。 それ を 補助 する た め 、 ス ナイ パー パ 














て いる 


ッ ク に は 機体 を 固定 する た め の ア ンカ ー シ ス テム が 組み 込ま れ 



















る た め 
な ど に 向け 


ーー が 発射 さ 
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SOLZO 


有人 可変 戦闘 機 の 支援 
を 目的 に 配備 が 進め ら 
れ た が 、 一 方 で 無人 機 
の 台頭 に よる バイ ロッ 
ト の 能力 低下 と いう 問 
題 を 招い た 。 


本 較 機 首 に 備え た カメ ラ ア 
イ 兼 セン サー。 戦況 
を 判断 する 重要 機器 だ 
が 、 ジ ャ ミン グ 波 に よっ 
て その 機能 を 阻害 され 
る 危険 も ある 。 





@⑧@ 機体 解説 


ざー スト 」 の 名 を 宛 し た 無人 戦闘 機 は 、 有 人 戦闘 機 の 
| 一 支援 と いう 運用 目的 か ら 始 まり 、 や が て は 有人 戦 
闘 機 を 凌ぐ 性 能 を 獲得 し た 。AIF-7S も 、205O 年 代 当時 の 
新 統合 軍 主 力 可変 戦闘 機 (以下 VF) で ある VF-171 ナイ ト 
メア プラス を 凌 騙 する 機動 性 を 有 し て いた 。 本 機 は ゴー スト 
X-9 の 機体 設計 を ペー ス と し て 、 セ ント ラル ・ コ ンピュータ に 
QF-3000 シ リー ズ の 半 自 律 型 人 工 知能 の 性 能 向上 型 が 組 
み 込 まれ て お り 、 高 性 能 と 安定 し た 運用 性 を 実現 し て いる 。 










































人 的 損害 を 考慮 する 必 
要 が な く 運 用 が 容易 だ 
市 っ た こと か ら 、 移 民 船 

団 で も 積極 的 に 運用 さ 
| れ た 。 










母艦 や 管制 機 か ら 遠 隔 
操縦 され 、 母 機 か ら の 
攻撃 指示 を 元 に 機体 
側 の コン ピュ ー タ が 処 RS 
理 を 行う 。 





2050 年 化 の 主力 を 垢 っ た 


新 締 台 画 閑 人 戦記 焼 
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echani_ heet 
半 メカ ニッ クシ ー ト 
pp AIF-7S ゴー スト 












人 柳 体 構造 
⑧ 運用 記録 X-9 の 設計 を 流用 し た 極 超 音 速 リ フ テ ィ 
ング ボディ 構造 が 特徴 で 、 機 首 に マイ クロ ・ 
\ IF-7S の 開発 は ゼネ ラル ・ ギ ャ ラク シー 社 に よっ ミサ イル ラン チャ ー2 基 と 25mm ビ ー ム 砲 1 
て て 2040 年 代 初頭 か ら 始め られ た 。 ら 044 年 に 基 を 、 後 部 に 多目的 ミサ イル - ラ ンチ ャ ー ク 2 
惑星 エデン の ニュ ー エ ド ワ ー ズ 基地 実験 セン ター で 原 基 を 装備 し て いる 。 
型 機 の 初 飛行 が 実施 され 、2045 年 に は 量産 と 配備 
が 開始 され た 。 本 機 は パイ ロッ ト 保 護 機構 を 必要 と せ 
ず 、 そ れ 故 に 生産 と 維持 に 要する コス ト が VF-171 の 
3 分 の 1 程度 だ っ た こと か ら 、 多 く の 移民 船団 や 最前 
線 で 主力 航空 兵力 と し て 運用 され た 。 














る 機体 上 部 に 2 基 の エン ジン 
カナ ー ド 、 
排 熱 に 用 いら れる 
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運用 法 
汎用 支援 戦闘 機 と し て 量産 され た AIF-7S は 、 配 、= の の 身 隔 揚 の 1 
用 支 電機 し て 量産 さ れ た AIF-7S は 、 配 。 み 王 骨 か ら の 加 隅 操作 ク 特 定 機 か ら の 遠隔 操作 


























機 に 取っ て 代わ る 実績 を 積ん で いっ た 。 ま た 、 フロ ン 遠隔 操縦 に よる 運用 と 管制 は 母艦 の オペ レー タ 前 線 管制 機能 を 有する VF か ら の 制御 も 可能 で 、 
ティ ア 船 団 で は L.A」 社 な どの 研究 に よっ て 対 ジャ ミン が 担当 し 、 最終 的 な 攻撃 許可 も 母艦 側 か ら 与え ら 。S.M.S で は ルカ ・ ア ンジ ェ ロ ー ニ の RVF-25 が AIF-7S 
グ 性 能 の 向上 が 図ら れ 、 バ ジュ ラ と の 戦闘 で 運用 さ れる 。 一 方 、 細か な 機体 制御 や 攻撃 シー クエ ンス は シリ ー ズ で ある QF-4000 を 運用 し た 。 ま た 、 本 機 は 
れ た 。 機体 側 コ ンピュータ が 独自 に 行う 。 X-9 と 同じ 自律 空戦 プロ グラ ム を 搭載 し て いた 。 

































































QF-4000 


連 事 I 
IN 連 事 具 。 男 西暦 2008 年 (統合 戦争 ) » QF-2200D-B 
マヤ ン 島 事変 に お いて 、 重 武装 化し 
| ゴー スト の | ー フ E た VF-0 フェ ニッ クス の 追加 ブー ス 。 


ター と し て 装着 され た 現地 改修 失 
無人 戦闘 機 ・ 偵 寮 機 で ある ゴー スト は 、 a 
2000 年 代 初頭 か ら 統合 軍 航 空戦 力 の 一 角 を - 
担い 続け て いた 。 時 代 を 経る に つれ て 徐々 に に 請 
発展 し 有 大 栓 と 同じ < く コテ スト は 統合 軍 や a 
新 統合 軍 の 主力 機 と し て 認識 され て いる 。 球 の 技術 に 基づく 機体 で 、』 


型 軽量 で ステ ルス 性 も 有する 


西暦 2009 年 (第 一 次 星 間 大 戦 ) 
pxX-9 
有人 機 に 代わ る 主力 機 を 目指 
し て AVF に 並行 し て 開発 され 
た 完全 自律 型 A 搭載 機 





と 低 コ スト 機 を 組 
VF-1 バル キリ ー と 
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メカ ニッ クシ ー ト 
RVF-25 メサ イア 








SWLS の 時 所 と な つた 、 
VF-oS の 電王 戦 装 訪 


タダ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 


サイ ズ 比 較 





2 PSW ン HHR 社 製 
FF-300 1A ス テー ジ 1H 熱 核 ター ビン エン ジン x2 

宇 軸 空 間 最大 推力 > 1650kN+X ら 

最高 速度 M5.0+ (高度 10000m) ES 
標準 武装 y 25mm 機 銃 (ラミ ント ン ES-85A) / 85mm ビ 
ー ム 砲 (マウ ラー ROV-25) 換装 式 X 8 / 新 型 ガン ボッ ド 


58mm (ハワード GU-17A) x 1 ノエ ネル ギー 変換 装甲 SW 但 機体 解説 


\ /「25 メサ イア は 多用 途 化 を 前 提 と し た 設計 が な され て お り 、 各種 オブ ション を 
V 義 備 す る こと に より 、 様 々 な 戦術 的 役割 に 対応 可能 と な っ て いる 。 そ の 中 で も 
RVF-25 は 、「 イ ー ジ スパ ッ ク 」 と 呼ば れる 電子 貸 察 バック を 装備 し た 電子 戦 用 の バリ エ 
丘 主要 バイ ロッ ト ーション と し て 知ら れ て いる 。 マ グロ ス ・ フ ロジ シティ ア 船 団 に 駐留 する S.M.S で 運用 さ 
れ た 本 機 は 、 対 バジ ュ ラ 用 (ck.A1 社 が 改良 を 加え た イー ジス パッ ク 改 を 装備 し 、 あ ら 
ゆる 電磁 妨害 を 無効 に ずる と 共に 広範 囲 に 豆 る 素敵 活動 を 可能 と する ほど の 性 能 を 有 
し て いた 。 グ リー ン 浴 られ た どの 機体 は 、 電 子 戦 の 天才 と 称 さ れ た ルカ アン ジェ ロ 
ーー 浴 財 の 乗 機 と し て 、SiM.S の 戦力 展開 の 要 と な り 、 バ ジュ ラ と の 戦い で 大 さき な 役 で 
割 を 果たし た 。 に あたら せ た 。 


Illustration by Hidetaka Tenjin 
D12.05 













高度 な 電子 戦 装備 を 搭載 し て お り 、 早 期 警 戒 や 管制 
な どの 任務 に 就 い た 。 ま た 、 イ ー ジ スバ ッ ク 改 は 随 
時 改良 が 施さ れ 、 フォ ー ル ド 通 信 シ ステ ム な ども 搭載 
され た 。 
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@ 運用 記録 


ー ジ スパ ッ ク 改 (AP-SF-01 十 ) は 、 ヒュ ー ズ 社 

が VF-25 用 の 電子 戦 装備 と し て 開発 し た イー 
ジス パッ ク に 、L.A. 社 が 対 バ ジュ ラ 用 の 改良 を 施し 
た も の で ある 。S.M.S に 提供 され た イー ジス パッ ク 
改 は 、 ス カル 小隊 3 番 機 の ルカ 機 ( コ ー ル サイ ン 「 ス 
カル 3]) に 装備 され た 。 た だ し 、 こ の イー ジス パッ 
ク 改 は 新 統合 軍 公 式 の シス テム で は な く 、 バ ジュ ラ 
と の 戦い に 対応 する た め に 逐次 改修 が 加え られ て い 
っ た 。 ル カ 機 は この 装備 を 駆使 し て 前 線 で の 管制 
を 担当 し 、S.M.S の 戦果 を 支え た 。 
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RVF-25 メサ イア 











RVF-25 は ヘッ ドブ ロッ ク が 換装 され て いる た 
め 、VF-25 頭 部 の 12.7mm ビ ー ム 機銃 は 装備 し 
な い 。 一 方 、58mm ガ ン ポ ッ ド と アサ ルト ナイ フ 、 
胴体 部 の 25mm 機 銃 / ビ ー ム 砲 は 、 他 の バリ エー 
ショ ン と 同じ く 標準 装備 と な っ て いる 。 


携 を 駆使 し 
と が 多かっ た 














作 ニラ ピ ルト 








電子 戦 に 特 化 し た RVF-25 だ が 、 コ ク ピ ッ ト の 
構造 自体 は 他 の VF-25 系 列 機 と 同じ で 、 エ クス テ 
ンダ ー ギ ア に よる 高い 操縦 性 と 生存 性 を 特徴 と し 
て いる 。 な お 、 コ クビ ピット 内 部 は 全 天 周囲 モニ ター 
と な っ て いる 。 




















ル に 集中 し て いる , 


信 ジュ ォ ー ク 








大 気団 内 で バジ ュ ラ と の 戦闘 が 発生 する こと が 少な 
か っ た た め 、 本 形態 は 主 に 宇宙 空間 に お ける 機動 時 
の 制動 な ど に 用 いら れ た 。 た だ し 、 バ ッ ク ア ッ プ を 主任 
務 と する RVF-25 が 直接 戦闘 に 参加 する ケー ス は 少な 
く 、 ガ ウォ ー ク に 変形 する こと 自体 が 稀 で あっ た 。 















































イド モー ド 
バト ロイ ド 形 態 に お ける 最も 特徴 的 な 部 位 が 、 他 の 
VF-25 系 列 機 と は まっ た く 異 な る 外観 を 持つ ヘッ ドブ ロ 
ッ ク で ある 。 これ は カバ ー の 内 側 に 各種 高 性 能 セ ン サ 
ー を 納め た ユニ ッ ト で 、 対空 レー ザー 機銃 の 代わ り に 
高 精度 セン サー アン テ ナ を 装備 し て いる 。 こ の 仕様 が 




















信 ライ ター モー ド 


早期 警戒 機 や 索敵 機 と し て の 運用 を 主眼 に 置 
く HVF-25 は 、 実 戦 で は 後方 か ら の 支援 が ほとん 
ど で 、 フ ァ イ タ ー 形 態 で 運用 され る こと が 多かっ 
た 。 勿論 、 本 機 も 高 機動 時 の 加速 度 を 軽減 す 
る ISC (Inertia Store Converter、 通称 「 イ ナー シ 
ャ ル ・ バ ッ フ ァ ー] ) を 装備 し て お り 、VF-25 の 特徴 
で ある 優れ た 機動 性 を 確保 し て いた 。 ま た 、 機 体 
各部 に は イー ジス パッ ク 改 を 構成 する 各種 電子 戦 
装備 が 設置 され 、 本 機 の ファ イタ ー 形 態 に お ける 
特徴 的 な 外観 と な っ て いる 。 特に 、 上 部 の 円 盤 型 
全 周 警戒 電磁 波 / フ ォ ー ル ド 波 セ ン サ ー (DSAF- 
03) と 、 下 部 の フォ ー ル ド 波 フェ イズ ドア レイ レー 
ダー パネ ル (ESF-1000) は 、 シ ステ ム の 根幹 を 担 
う 装備 で ある 。 本 機 は これ ら の 装備 に よっ て 広範 
囲 に 理 る 索敵 活動 を 可能 と し て お り 、 数 光 時 離 
れ た 対象 で さえ ほぼ リア ル タ イ ム で 検知 で きた 。 そ 
の 性 能 と ファ イタ ー 形 態 の 機動 力 を 駆使 する こと 
で 、 本 機 は 戦場 の 動静 を 把握 し た の で ある 。 






























































ー (VGA-14A) 


示す よう に 、 RVF-25 は 非常 に 優れ た 情報 処理 能力 を 
有 し て いる 。 その 性 能 は フリ ゲー ト 艦 に 匹 英 する と も 言 
われ 、2.048 の 目標 を 同時 識別 し 、 そ の うち 128 の 目 
標 に 対し て 同時 に 長 / 中 距離 ミサ イル の 誘導 補助 を 行 
える ほど だ っ た 。 こう し た 機能 が 示す よう に RVF-25 の 
真価 は 前 線 で の 管制 や 電子 戦 で 発揮 され た 。 

















供 GEF4000 コ 








攻撃 兵器 誘導 用 の 管制 制御 プロ グラ ム が 改編 され 
た ルカ 機 は 、AIF-7S に 連なる 無人 戦闘 機 ゴ ー ス ト QF- 











4000 を 最大 6 機 まで 同時 に 遠隔 操作 で きた 。 さら に 、 


S.M.S 管 理 下 に あっ た 「 シ モン ] 「 ヨ ハネ ] 「 ペ テロ 」 の 
3 機 の QF-4000 に は 、 ゴ ー ス ト X-9 と 同種 の 自律 空戦 


プロ グラ ム ( 通 称 「 ユ ダ ・ シ ステ ム 」 ) が 搭載 され て いた 。 
た だ し 、 そ の 機能 は あく まで 非 公式 な も の で あっ た 










































で 2007 ビッ クウ エス トマ クロ ス F 製 作 委員 会 .MBS 















デー タ 
所 属 ぁ 新 統合 軍 















@ 機体 解説 


合戦 争 時 に 実用 化 さ れ た ADR-03-MkIT シャ イア ン の 
L 再 設計 機 が 、 シ ャ イア ン I で ある 。 シ ャ イア ン の 外見 を 
ほぼ その まま 引き 継い だ > こ が 、 変 更 点 も 多い 。 具 
機 は ガス ター ビン エン ジ 
H 空 間 戦 用 ロケ ッ ト モ ー タ ー の 
よび バー ニア エン ジン の 増設 な ど で あ る また 、 一 部 パ 
流用 され て いる も の の 内 部 構造 は 一 新 さ れ て お 

に 向上 し た 。 配 備 先 と し て マク ロス ・ フ ロン ティ ア 船 
/ 新 統合 軍 と S.M.S が 知ら れ 、 ア イラ ンド 内 戦闘 
や 艦上 の 装甲 シェ ル タ Pe 攻撃 、 マ クロ ス ・ 
アタ ッ ク 時 の ミサ イル 攻撃 な ど に 用 いら れ た 


一 Mk.16x2 他 
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EE サイ ズ 比 較 








フロ ンティア 船 国 が 陵 用 し た 
シャ イア ン の 朋 設 計 機 
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メカ ニッ クシ ー ト 
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信 シャ イィ アン n 


ADR( ア ンチ エア ディ フェ ンス ロボ ッ ト テ 対空 迎撃 
型 ) に 区 分 され る 原型 機 の シャ イア ン 同 様 、 シ ャ イア 
ン II も 対空 攻撃 を 主任 務 と し た デス トロ イド で ある 。 し 
か し シャ イア ン II は 、 単 な る シャ イア ン の 強化 型 に 留 ま 
ら な い 性 能 を 有 す 。 宇宙 空間 戦 対応 能力 を 付与 す 
る 推進 器 や 補助 バー ニア 、 宇 宙 艦 艇 の 甲板 上 で の 








の 武装 

部 主軸 火器 の 異 機種 並 装 化 や 連装 ミサ イル ラ 
ンチ ャ ー、 対 人 用 の 股間 部 機銃 な ど 、 シ ャ イア ン II の 
武装 は MBR 型 並み に 充実 し て いる 。 こ れ ら の 火器 は 
それ ぞ れ 弾道 特性 や 弾 速 、 誘 導 能 力 の 有無 な ど が 
大 幅 に 異な っ て いる た め 、 複 数 の 異な る 兵 装 を 同時 
































高速 移動 を も 容易 と する 磁気 吸着 シス テム 付き ロ 
ラー な ど に より 運用 領域 を 拡大 し て いる ほか 、 荷 電 
粒子 砲 の 搭載 に よっ て 対 ハ ー ド ター ゲッ ト 火 力 が 増強 
され る な ど 、 多 用途 性 に も 秀 で て いる 。 こ の よう な 多 
用 途 性 は 、 あ る 程度 だ が SDR( ス ペー ス デ ィ フ ェ ン ス 
ロボ ッ ト デ 宙 間 迎撃 / 近 距離 防御 型 ) や MBR( メ イン 
パト ル ロ ボ ッ ト 戦 闘 型 ) な ど 他 機種 の 代用 と な る こと 
を 示し 、 フ ロン ティ ア 船団 に シャ イア ン I 以 外 の デス ト 
ロイ ド が ほとん ど 見 られ な か っ た の も 領 け よう 。 また 、 
足 部 ロー ラー に より 、 整 地区 域 が 多い アイ ラン ド 内 
部 で の 運用 に 適し て いた こと も 、 フ ロン ティ ア 船 団 の 
新 統合 軍 に 採用 され た で ある と 考え られ る 。 













































































に 運用 可能 な 火器 管制 装置 が 搭載 され て いる と 思わ 
れる 。 ま た 、 シ ャ イア ン 単 独 で の 敵 機 捕捉 や 火器 照 
準 ・ 誘 導 な どの た め 大 型 の レー ダー ポッ ド を 装備 する 。 








l フォー スズ /ASSAM22 対 





『 電 粒子 ビー ム 砲 。 








トリ ング 砲 と 並列 
備 さ れ た 前 腕 部 
| の マウ ラーPBG-17 














イド - ワ ー ク ス 

シャ イア ン II を ベー ス と し た 作業 用 デス トロ イド が 、 ワ 
ー ク ス で ある 。 火器 や レー ダー ポッ ド な ど 戦 闘 用 装備 
の 排除 、 精 密 作 業 も 可能 な 五 本 指 マニ ビュ レー ター 
へ の 換装 が 、 主 な 改修 点 と な っ て いる 。 ま た 戦闘 用 
で は な いた め 、 目 立ち 易い 椅 系 と 警告 色 で 塗装 され 
た ほか 、 肩 に 警告 灯 が 設置 され た 。 軍用 機 ベ ー ス 
の 大 パワ ー と 高 精度 マニ ピュ レー ター が も た ら す 作 業 
性 ゆえ に 重宝 され 、 様々 な 重 作業 に 投入 され た 。 
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艦上 に 配備 され る 場 




















シャ イア ン TI の 原型 機 と な っ た デス トロ イド 
ADR-03-Mk ル シャ イア ン は 、 統合 戦争 で も 運 
用 され た 最初 期 の デス トロ イド で ある 。 ガ スタ ー 
ビン エン ジン に 代表 され る 既存 技術 の 採用 や 、 
ビー ム 兵 器 の 非 搭載 な ど に より 、 高 信頼 性 か 
つ 安 価 と いう 特徴 を 持っ た シャ イア ン は 、 試 作 
デス トロ イド の 03 シ リー ズ で 唯一 量産 され 、04 
シリ ー ズ へ の 過渡 期 的 存在 と な っ て いっ た 。 
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@ 機体 解説 


力 で 飛行 、 高 速 展開 可能 な デス トロ イド ・ モ ンス ター」 と いう 上 
仕様 要求 に 沿っ て 開発 され た 可変 爆撃 機 (VB)、 そ の 代表 が 全高 と 677m 
この VB-6 ケー ニッ ヒモ ンス タタ で ある 本 機 は 、HWH-00-MkI モ 全幅 


2 ※ デ ー タ は シャ トル 形態 時 の も の 















力 を 有 し て いる 。 
る S.M.S で は 、 独 自 の 仕様 


Ilustration by Hidetaka Tenjin 
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@ 運用 記録 


) 030 年 に 始ま っ た VB-6 の 開発 は 、 当 初 ノー 
スロ ム と グラ マン の 合同 
進め られ た 。 そ の 後 、 HWR-00-MkII 








に 伴う 機体 強度 の 低下 と いっ た 諸 問 題 の 解決 に 成 
功 。2032 年 に は 量産 試作 機 が 処女 飛行 を 迎え 、 
生産 が スタ ー ト し た 。 完 成 し た 機体 の 多く は 特務 部 











隊 な ど に 配備 され 、 ら 040 年 に は フロ ンティア 船団 
の S.M.S に 93 機 ( う ち 1 機 は パー ツ 状 態 の 予備 機 ) が 
納入 され た 。2059 年 の 時 点 に お いて も S.M.S 所 
属 機 は 様々 な バー ジョ ン ア ッ プ に より 第 一 線 で 活躍 
塵 な どの 爆破 除 
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p VB-6 ケー ニッ ヒモ ンス ター 














標準 兵 装 








VB-6 の 武装 は 、4 連 装 320mm レ ー ル ガン と 両 
腕 部 の 3 連装 重 ミ サイ ル ラ ンチ ャ ー 2 基 、 対 空 対 
地 機 銃 タ ー レ ッ ト 1 基 、 対 空 対地 近接 小型 高 機動 
ミサ イル 速射 ラン チャ ー 2 基 と な っ て いる 。 原型 








機 の HWR-00-MkI に 比べ 武装 が 増設 され た 。 


4 320mm4 連 装 
レー ル ガ ン 


も 使用 で きた 








あ コクピット 


HWR-00-MkI が 3 名 の 乗員 を 必要 と し た よう 
に 、VB-6 も パイ ロッ ト と 爆撃 兼 砲 撃 手 2 名 の 計 3 
名 で 操縦 され る 。 し か し 、S.M.S の カナ リア ・ ベ ル 
シュ タイ ン 少 佐 の よう に 高い 操縦 技術 を 有する パ 
イロ ッ ト で あれ ば 、EX- ギ ア を 用 いて 1 人 で も 全て の 
操作 が 可能 で あっ た 。 























シャ トル モー ド 
VF や VA の ファ イタ ー 形 態 に 相当 する シャ トル 
形態 は 、 リ フ テ ィ ング ボディ 構造 に より 高い 飛行 
性 能 を 有する 。 小型 化 さ れる 以前 は 、 そ の 巨体 を 
飛ば すこ と 自体 が 難航 し た が 、 レ ー ル ガン の 超 電 
磁 カ タ パ ル ト を プラ ズ マ ロケ ッ ト に 転用 する と いう ケ 
ー ニ ッ ヒ 博士 の アイディ ア に よっ て この 問題 を 解 
決し た 。 こ の プラ ズ マ ロケ ッ ト は 離陸 時 や 高 加速 
時 に 用 いら れる の み で 、 通 常 は 4 基 の 熱 核 ター ビ 
ン エ ンジ ン で 推力 を 得る 

また 、S.M.S 仕 様 機 は 装甲 材質 の 変更 に よる 
経 量化 に よっ て 機動 性 が 改善 され て お り 、 大 気 
圏内 最高 速度 も 若 十 な が ら 向 上 し て いる 。 








































党 ウ ウォー クモ = 

HWR-00-MkIT の フォ ルム を 受け 継い 『 ウ ォ ー 
ク 形 態 は 、 全 て の 武装 が 使用 可能 と な る 点 と 、 脚 部 
で 機体 を 固定 する こと に より 射撃 時 の 反動 を 抑え られ 
る と いう 点 か ら 、 そ の 攻撃 力 を 最大 限 に 発揮 で きる 。 
た だ し 、 本 機 は 武装 の 全て が 実体 弾 で ある た め 装 弾 
数 に 限り が あり 、 継 戦 能 力 に 不安 を 抱え て いる 。 

また 、 他 機種 と 比較 し て 、 圧 倒 的 に 高い 搭載 能 
を 持ち 、S.M.S の カナ リア 機 で は 爆弾 倉 に フォ ー ル ド ・ 
ウェ ー ブ 増 幅 装置 や フォ ー ル ド ・ ウ ェ ー ブ 解析 装置 が 搭 
載 さ れ た こと も あっ た 。 


































































デス トロ イド 形態 と は 、 VF の バト ロイ ド 形 態 に 相当 す 
る モー ド で 、 人 型 に 変形 し た こと に より 近接 戦闘 能力 
が 大 幅 に 向上 し て いる 。 さ ら に 、 同 形態 で は 腕 部 に 
新設 され た パワ ー ア ー ム を 用 いた 格闘 戦 が 可能 な 点 も 
特徴 で ある 。 

S.M.S 配 備 機 は アビ オニ クス と セン サー 類 が 最新 の 
も の に 更新 され て お り 、 通 常 の 量産 機 よ り も 操作 性 に 
優れ て いた 。 加え て 、 装 甲 が VF-25 の アー マー ド パ ッ 
ク と 同じ エネ ルギー 転換 装甲 と 軽 複 合 装 甲 に 変更 さ 
れ 、 ピ ン ボ イン ト ・ バ リア ・ シ ステ ム も 搭載 され て いる こと 
か ら 、 量 産 機 を 上 回 る 耐 弾性 を 獲得 し て いる 。 
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1,000 万 人 規模 の 移民 を 守る 
新 統 合 亡 の 内 訪 群 


@ 艦 体 解 説 


ィ フ イラ ンド - ク ラス ター 級 移民 船 を 中 心 と し て 、 














1.000 万 


人 を 超え る 人 口 を 抱え て 銀河 を 旅 し た 第 55 次 超 長 距 
離 移民 船団 マク ロス ・ フ ロン ティ ア ( 通 称 フロ ンティア 船団 ) に 





















火力 の 新型 宇宙 巡洋艦 を 擁し つつ 、 一 方 で 舞鶴 、 
の 艦船 も 多く 運用 し て いた 艦隊 は 、2050 年 代 と 


大 規模 な 護衛 艦隊 が 随伴 し た 。 主 力 と し て 高 


浦賀 ら | 旧来 
し て は 標準 


的 な 武装 を 有 し て いた 。 だ が 、 対 バジ ュ ラ 戦 に お いて は 苦戦 


を 強い られ 、 有 船団 防衛 に は 最新 鋭 の 装備 を 有する 





民間 軍事 プ 


ロバ イダ ーS.M.S と の 共同 戦線 を 張る こと と な っ た 。 








舞鶴 


基本 構造 は マク ロス 


較 が 、 メ ー カ ー や 建造 
時 期 に より 武 





洋 艦 を 中 心 と する 護衛 艦隊 。 複 数 の 非 
戦闘 艦 を 擁する 移民 船 | 、 必然 的 
に 護衛 艦隊 の 編成 も 大 規模 な も の と な っ た 


名 艦船 の 能力 は 決し て 低く は な か っ た も の の 、 
謎 の 宇宙 生物 バジ ュ ラ の 圧倒 的 な 戦闘 力 の 前 
に 辛酸 を 舐め る ケー ス も 多かっ た よう だ 














4 面 の 飛行 甲板 
越 機 の 運用 + 
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@ 運 用 記録 


ィ ー 暦 6059 年 、 バ トル ・ フ ロン ティ ア を 旗艦 と し 、 
多数 の 宇宙 艇 朋 を 有 し た 新 統合 軍 の 艦隊 が フ 
ロン ティ ア 有 船団 の 護衛 に あたっ た 。 対 バ ジュ ラ 戦 に お 
いて 戦力 不足 の 感 が 否め な か っ た も の の 、 S.M.S と 共 
に 准 闘 し て バジ ュ ラ と の 最終 戦 を 戦い 抜き 、 フ ロン テ 
ィ ア 船団 の バジ ュ ラ 母 星 へ の 移民 を 成 し 就 げた 。 




















マク ロス ・ フ ロン ティ ア 艦 艇 
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グ ァ ン タ ナ モ 級 護 衛 宇宙 空母 舞鶴 

グ ァ ン タ ナ モ 級 護衛 宇宙 空母 。 シ ンプ ル な 船体 

構造 を 持つ 量産 に 適し た 標準 型 ス テル ス 宇 宙 空 母 

で 、 多 数 建造 され た 同型 艦 が 新 統合 軍 の 主力 空母 

と し て 活躍 。VF-1 1 クラ ス の 機体 な ら ば 最大 で 70 
機 程 度 を 搭載 可能 で ある 。 




















信 艦 体 の 後部 に は 鞭 


形状 の 艦載 機 用 推進 
剤 タン ク が 設置 され 


人 中 央 部 に 措 
載 - 整 備 ス 






ッ ク を 備 
え 、VF の 母艦 と し 
て 運用 され る 。 















































動 。 ウラ ガ 級 二 段 式 水 直 両用 空母 


























グ ァ ン タ ナ モ 級 の 上 位 艦 と し て 建造 され た 、 ウ ラガ 
級 二 段 式 水 宙 両 用 空母 。 舞鶴 を 遥か に 超え る 艦 
載 機 の 運用 能力 を 有する 。 大 気 中 、 宇 宙 空 間 の ほ 
か 、 水上 で の 行動 も 可能 な 多目的 空母 で ある 。 



































4 新 マ クロ ス 級 バ トル 7 に 似 た 形 


持つ 500m 




















馬 ノー ザン ブ ト ン 級 宇宙 駆逐 艇 ステ ルス フリ ゲー ト 貧 持寺 ( 洋 艦 ステ ルス クル ー ザ ー 

















高速 性 と ステ ルス 能力 に 長け た ノー ザン プ ト ン 級 
宇宙 駆逐 艦 。2045 年 の 時 点 で 9.000 隻 以上 が 建 
造 さ れ て いた 新 統合 軍 で 最も 量産 され て いる 宇宙 艦 
で あり 、 2059 年 に お いて も 継続 し て 量産 され て いる 。 


と し て は 小型 で 軽 起 
ステ ルス フリ ゲー ト 
動 性 、 ス テル ス 
多数 が 艦隊 に 



















データ 新 統合 軍 に 多数 配備 され 、 主力 艦 
ES 艇 と し て 運用 され て いる 宇宙 巡洋艦 。 
5 ステ ルス 性 と 共に 、 ノ ー ザ ンプ トン 級 
より 大 きく 向上 し た 火力 を 併せ 持つ 。 













艦艇 中 、 唯 
。 高い 速力 と 火力 











人 艦 体 は 速力 の 保持 
に 、 ス テル ス 性 を 考慮 し 
状 と な っ て いる 。 











体 構造 と 独特 の 直線 
的 な フォ ルム に よっ て 、 高 い パ ッ 
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@ 機体 解説 


次 星 間 大 戦 で 使用 べ され た ゼン トラ ー デ 
ゴツ で ある ク ァ ド ラン ロー は 、 優 れ た 性 能 と 信頼 性 か ら 高 い 評価 
を 受け た 。 そ の 往年 の 名 機 に 改修 を 施し た 再生 産 タ イプ が 、 こ の ク ァ ド 
ラン ・ レ ア で ある 。 本 機 は 最新 技術 の 投入 に よっ て 、 エ ンジ ン 出 力 の 向 
上 や 武装 の 追加 、 セ ン サ ー 類 や アピ オニ クス な ど が 大 幅 に 強化 され て 
いる 。 ま た 、 パ イロ ッ ド の 生命 保護 を 重視 し た 改修 が 加え られ て いる 点 
も 、 原 型 機 か ら の 大 寺 な 変更 箇所 と し て 挙げ られ る 。 複数 あお る バー ジョ 
ン の うち 、 こ の [ 悦 ア /5 軒 と 呼ば れる 最新 タイ プ は 移民 船団 や 移住 惑 
星 な ど に 配備 され 、* 中 で も S.M.S の ピク シー 小隊 の クラ ン ・ ク ラン 大 周 
の 乗 機 が 特に 知 豆 れ て いる 。 
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間 大 戦 以 降 、 ク ァ ド ラン : ロ ー は # 
| の 戦力 と し て 運用 され た が 、 生 産 用 工場 衛 
星 の 機能 停 凸 な どか ら 徐 々 に 稼動 機 が 減少 し て い 
っ た 。2030 年 代 に な る と 、 保 全部 品 を 用 いて 稼 
働 率 を 維持 し な けれ ば な ら な い 状 態 と な っ て いた 。 
し か し 、 ゼ ント ラー ディ 女 性 兵士 を 中 心 に 生産 の 継 
続 を 望む 声 が 強く 、 そ れ を 受け た 統合 軍 は 2035 
年 に ゼネ ラル ・ ギ ャ ラク シー 社 に 再生 産 プラ ン を 委 
託 。 翌 年 か ら 設計 と 改良 が 始め られ 、 同 時 に か つ 
て ロー 型 を 生産 し た キメ リコ ラ 了 工場 衛星 の レス ト ア 
も 進め られ た (これ は 特殊 な 製造 工程 を 要する 同機 
の 生産 ライ ン を 新規 構築 する より も 、 コ スト が 抑え 
られ た た めで ある )。 修復 され た 工場 衛星 は 「 キ メ 
リコ ラテ レア 工大 」 と 命名 され 、 惑 星 エ デン の ラグ 
ラン ジュ MV で 2040 年 か ら 生産 を 再開 。 以 降 、 同 
工 版 で 生産 され た 機体 は 「 ク ァ ド ラン ・- レ ア 」 と 呼ば 
れ た 。 そ の 後 も 細部 に 改良 が 施さ れ な が ら 生 産 は 
続け られ 、2059 年 の 時 点 で は レア /56 タ イプ が 
運用 され て いた 。 同時 期 に フロ ンティア 有 船団 に 駐 
留 し た S.M.S で は 、 ゼ ント ラー ディ 系 の ピク シー 小 
隊 な ど が 本 機 を 運用 、 特 に 同 小 隊長 の クラ ン 大 尉 
が 搭乗 し た 真紅 の 機体 は 多大 な 戦果 を 残し た 。 
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基本 的 な 機体 構造 は 原型 機 か ら 受 
け 継 いで いる が 、 アク チュ エー ター が 
高 効率 化 さ れ た こと な どか ら 腕 部 と 脚 
部 が 細身 に な っ て いる 点 な ど 、 機 体 
の 随所 に 形状 の 変化 が 見 られ る 。 ま 
た 、 武 装 や 機材 の 追加 な ど で 重 量 が 
増加 し て いる が 、 エ ンジ ン H 
に よっ て 原型 機 と 同等 以上 の 機動 性 
を 維持 し て いた 。 さ ら に 、 ア クティ ブ ・ 
ステ ルス 機能 が 追加 され る な ど 、 人 類 
の 最新 技術 を 導入 する こと で 原型 機 
に は な か っ た 性 能 も 獲得 し て いる 。 




































の ジロウ ジル シ 

ク ァ ド ラン ・ レ ア に 搭載 され た キメ リコ ラ / ゼ ネ ラ 
ル ・ ギ ャ ラク シー 熱 核 コン バー タ FC-2055u は 、 機 
体 サ イズ と 比較 し て も 高い 出力 を 誇る 。 こ の 主機 
に よっ て 、 ク ァ ド ラン ・ レ ア は 通常 時 で 22.5G、 最 
大 で 25G 超 の 加速 力 を 発揮 する が 、 キ メリ コラ 慣 
性 制御 シス テム の 慣性 中 和 機 能 に よっ て パイ ロッ 
ト へ の 負荷 を 18G 程 度 に まで 軽減 する こと が 可能 
と な っ て いた 。 し か し 、 そ れ で も 高 負 荷 の た め 、 パ 
イロ ッ ト は 特殊 耐 G ス ー ツ を 着用 し た 。 























標準 武装 

ク ァ ド ラン ・ ロ ー は 複数 の 内 蔵 武 装 に よる 高い 火力 
を 有 し て いた が 、 ク ァ ド ラン ・ レ ア で は 背部 に 対 艦 用 イ 
ン パ クト ・ カ ノン が 追加 され 、 攻 撃 力 の 強化 が 図ら れ て 
いる 。 ま た 、 ミ サイ ル ラ ンチ ャ ー ポ ッ ド な どの 固定 武装 
も 、VF や デス トロ イド 用 装備 の 開発 ノウ ハウ を 持つ ビ フ 
ォ ー ズ 社 と マウ ラー 社 の 製品 に 変更 され て いる 。 な お 、 
アビ オニ クス 系 の 更新 に よっ て フォ ー ル ド 航 行 の ナビ 
ゲー ショ ン 機 能 を 追加 、 フ ォ ー ル ド ・ ブ ー ス ター ( 新 中 





図 





















































州 重工 /L.A.I FAB-1000) を 用 いた 単独 フォ ー ル ド が 
可能 で あっ た 。 

















みみ ビフォー ズ AA-76/QD 





ミサ イル ラン チャ ー ボ ポッ ド 













ヽ マウ ラー LPG-30/3R 


み ビフォー ズ AA-55/QD 
55mm 中 口径 速射 
イン パク ト ・ カ ノン 


高 回 転 三 砲 身 ガ トリ ング 
レー ザー バル ス ・ ガ 









国 久 国 層 

コク ピッ ト に は エネ ルギー 転換 装甲 が 採 
易 コ ー ル ドス リー プ 機 能 も 追加 され て いる 。 
縦 系 統 の 重要 回 線 は 2 系 統 化 され も の を 
線 で 確保 し 、 サ バイ バビ リティ の 向上 が 図ら れ て いる 。 
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それ に 加え 、 操 縦 系 に は 部 分 的 に BDI シ ステ ム が 導入 
され て いる 





L" mm 


ク ァ ド ラン ・ レ ア を 使用 し た 部 隊 
1 コ Cl 


レア 型 の 生産 に よっ て ク ァ ド ラン シリ ー ズ を 存続 させ 
た 新 統合 軍 だ っ た が 、 そ も そ も が 複雑 な 構造 で 量産 
に 向 か な か っ た こと も あり 、 本 機 の 生産 数 は VF 系 列 
機 ほど 多く な か っ た と 見 られ る 。 ま た 、 機 動 性 と 火力 を 
両立 し 、 強 行 偵察 な どの 特殊 任務 に 適し た 性 能 か ら 、 
配備 先 は ゼン トラ ー デ ィ 兵 で 構成 され た 海兵 隊 が 主 で 
あっ た 。 本 機 も 
原型 機 と 同じ く 、 
軍 全 体 か ら 見 れ 
ば 非常 に 珍し い 
機体 だ っ た の で 
ある 。 







































マヤ 新 統合 軍 第 33 海 兵部 隊 
ら 059 年 の 時 点 で 惑星 ガリ ア 4 に 駐屯 し て いた 部 隊 。 
星 間 大 戦時 の 経緯 か ら 隊 内 で の 対立 が 絶え ず 、 新 統合 
の 鼻 つ まみ 者 と 評 され た 。 


マヤ ピク シー 小隊 

S.M.S で ク ァ ド ラン - レ ア を 運用 する 小隊 。 ク ラン - ク 
ラン 大 尉 が 隊長 を 務め る 。VF 部 隊 と 連携 し た 作戦 行動 
の ほか 、 偵 察 な ども 担当 し た と 言わ れる 。 




















グレ ー の カラ ー リ ング が 施さ 
れ た 一 般 機 に は 、 ネ ネ 。 ノ ソー ラ 
と ララ ミア ・ レ レニ ア が 搭乗 し 
た 。 仕様 は 隊長 (クラ シ ) 機 と 






右 は テム ジン 機 で 、 一 般 兵 用 の グ 
レー の 機体 と は 異な り 緑 を 碁 調 と 
し た カラ ー リ ング が 施さ れ て いる 。 
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BOOg ロ 


旬 車両 解説 


。 ク ロス ・ フ ロン ティ ア 船 団 の アイ 
ペ ラン ド 1 は 、 天 攻 部 の チュ ー ブ ラ 
イナ ー や 地表 の 路面 電車 、 そ し て 地下 
鉄 な ど 、 鉄 道 綱 が 非常 に 発達 し て お り 、 
一 般 的 移動 手段 と なっ て いる 。 ま た 、 
鉄道 は 大 量 輸送 に も 適し て いる の だ が 、 
目的 地 に 直接 アク セス し に くい ほか 、 ゲ 
リラ 的 攻撃 や テロ に 対し て 脆弱 と いう 安 
全 保 陣 上 の 問題 も 抱え て いる 。 こ の た 
め 相 対 的 重要 性 を 減じ て いる と は いえ 、 
道 と 自動 車 も 欠く べから ざる 存在 で あ 
、 軍 も アイ ラン ド 内 に お ける 高速 展開 
や 輸送 の た め に 装 輪 車両 を 保有 し て い 
る 。 そ の 代表 が 、 装 輸 装甲 車 ベ アト リ 
ー チ ェ や トレ ー ラ ー な ど で あ る 。 









雪 サ イズ 比較 


VF-1J 








トレ ー ラ ー ペア トリ ー チ ェ 




















jm 
同 

















回 車 ア と エロ ンー・ と ロン みた 
1AaysG Le 









全幅 が 大 きく 複線 車道 を 塞い で し まう デス トロ イド 
と 異な り 、 車 幅 が 狭い ベア トリ ー チ ェ は 高 火 力 を 
速やか に 展開 で きる メリ ッ ト が ある 。 


r ベ アト リー チェ 








軽量 か つ 高 速 で 火力 に 秀 で る ベア トリ ー チ ェ は 緊 
急 展開 戦力 と し て 期待 され た . = が 、 バ ジュ ラ 
相手 に は まっ た く 無力 だ つた 。 





ゴゴ INET ssSIH コ Hn 








MACROSS CHRONICIE 
er_hani_ heet i 


/ 誕 メカ ニッ クシ ー ト 


p> マク ロス ・ フ ロン ティ ア 車 両 





































ペド 
ベア トリ ー チ ェ は マク ロス ・ フ ロン ティ ア 船 団 で 採 
用 され て いる 8 輸 式 装 輪 装甲 車 (戦闘 偵察 車 ) で 、 
105mm 速 射 砲 搭載 の 砲塔 が 特徴 で ある 。 耐 弾性 
は 低い が 、17 一 18t と 軽量 な うえ 、 出 力 350 馬 力 の 
水素 ガス ター ビン エン ジン に より 80 一 100km/h の 路 
上 速度 を 発揮 する 。 こ の よう に 機動 性 と 火力 を 併せ メニ 
持つ ベア トリ ー チ ェ は 、 デ スト ロイ ド な どの 重 兵 器 が 出 
動 す る ほど で は な い レ ベル の 事態 収拾 な ど に 運用 され 
て いる と 考え られ る 。 


| 
















































































4 

マク ロス ・ フ ロン ティ ア 船 団 護衛 の 新 統 合 軍 が 装 
備 す る 大 型 ト レー ラー。 デス トロ イド 運搬 用 と 思わ れ 、 
10m 級 の デス トロ イド に も 対応 し た 非常 に 大 き な 荷 台 
を 持っ て いる 。 これ は 、 デ スト ロイ ド の 足 回 り が 構造 
上 、 直 接 歩 行 で の 高速 長 距離 移動 に 不向き な た め 
と 考え られ る 。 フロ ンティア 船団 へ の 最初 の バジ ュ ラ 
襲撃 の 直後 、 バ ジュ ラ 残 航 の 回 収 と 移動 に 使用 され 
た 車両 も 、 こ の トレ ー ラ ー で あっ た 。 


























































大 重量 物 を 運搬 する 都合 
減 な どの た め 24 個 も の タ 
て いる 。 右 図 は 荷台 に デス ト 

型 物 を 搭載 し た も の で 、 機 
密 保 持 や 運搬 物 保 護 な どの た め 、 荷 台 
は シー ト で 和 覆 わ れる の が 普通 で ある , 
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chani_ heet 
メカ ニッ クシ ー ト 
> EX- ギ ア ( エ クス テン ダー ギア ) 


EX- キ ア 
VF と パイ ロッ ト を 繋ぐ 


多 磁 騙 強 化 族 


@ 機 体 解 説 民間 用 EX- ギ ア 


層 2050 年 代 に 実用 化 さ れ た EX- ギ ア (EG-01M/MP) 
西 』 VF の 操縦 席 機 能 と 多 機能 強化 服 ( パ ワー ドス ー ツ ) 
と し て の 機能 を 併せ 持つ 装備 で ある 。VF の イン ター フェ イス 
の 改良 お よび 標準 装備 化 に よる 脱出 時 の サバ イ バ ビ リティ の 向 
上 を 主 な 目的 と し て 開発 され た EX- ギ ア は 、 基 本 的 に VF-55 メ 
サイ ア 、VF-171 ナ イト メア プラ ス な ど に 採用 され た 軍用 の 装 
備 で ある が 、 イ ンプ ラン ト な ど に よる 身体 能力 強化 を 行う 「 機 装 
強化 兵 ] の 研究 開発 が 禁止 され て いた フロ ンティア 船団 に お い 
て は 、 民 間 軍 事 プ ロバ イダ ー が 所 持 す る も の や 、 パ イロ ッ ト 訓 
練 用 と し て 使用 され た 民間 規格 の も の も 確認 され て いる 。 な 
お 、EX- ギ ア の 基本 的 構造 は 軍用 規格 、 民 間 用 規格 共に 専用 
イン ナー の 上 に 装着 する 外 骨 格 ユ ニッ ト と いう 型式 で あり 、 出 
力 や 武装 以外 の 基本 的 な 機能 面 で は 大 き な 差異 は な い 。 









急 装 着 経験 者 


急 サ イズ 比較 





人 @ 開発 系 譜 























民間 用 EX- ギ ア 


















echani_ heet 


EX- ギ ア ( エ クス テン ダー ギア ) 





NU 
0 
パワ ー ハ ンド 


4 
1 掌 部 


/ 


7 ホバー\ て / 
ユニ ッ ト 


4 ブロ テク ター や 脚 部 ユ 
ニッ ト の 占有 面積 が 広く 、 
専用 ヘッ ド ギ ア を 通常 の 飛 
行 用 ヘル メッ ト の 上 に 装着 
する た め 、 民 間 用 より も ひ 紀 
と 回 り 大 きい サイ ズ と な る 。 














EX- ギ ア 


こ お い て 「 作 業 用 軽 パ ワー ドス ー ツ 」 と し て 既 
ュ ラ ー で あっ た メカ ニズム を 、 多 機能 強化 服 と 
し て 進化 させ た も の が 軍用 EX- ギ ア ( 軍 規格 EGP- 
03/05) で ある 。 脚 部 ホバー ユニ ッ ト 、 専 用 ヘッ ド ギ 
ア な ど 各 種 デ バイ ス が 充実 し て いる ほか 、 民 間 用 よ 
り 200% ほ ど 出 力 が 高く 、 作 動 時 間 も 延 長 さ れ て い 
る 。 ま た 、 可 変 戦闘 機 の イン ター フェ イス と し て 高度 、) 
な 自己 学習 機能 を 持ち 、 パ イロ ッ ト の 操縦 の 癖 な ど を 由 
覚え 、 そ の デー タ を 操縦 プロ グラ ム に 反映 させ る こと 
に よっ て 可変 戦闘 機 を 「 着 て いる ] 感 覚 で 、 高 速 か つ 
精密 に 制御 可能 と する 。 な お 、 軍 用 EX- ギ ア の 開発 
は 、 新 星 イ ンダ スト リー/L.A.| 社 に よる も の で ある 。 












































































“る 背部 に 接続 され た モー ター グラ 
イダ ー 式 飛行 ユニ ッ ト 。 折 り 署 み 式 
の 買 と し L.A.| 社 製 の EX- ギ ア 用 化学 ロロ 
ケッ ト エ ンジ ン (VSR-02A)2 基 に よ 
り 、 高 度 な 飛行 性 能 を 発揮 する 。 

















フロ ンティア 船団 に 
お いて は 、VF-25 
を 主力 機 と する 民間 
軍事 プロ バイ ダー の 
S.M.S が 軍用 EX- ギ 
ア を 採用 し た 。 








@ デ ー タ 
所 属 み 新 統合 軍 /S.M.S_ 他 






























サバ イ バ ル ナイ フ 








i の ほか 、 武 装 と し て 
^ ム グラ イデ ィング ・ 掌 部 に 対応 し た マ 
ホイ ー ル シン ガン を 備え る 。 





収納 式 の グラ イデ ィング ・ ホ イー ル 。4 つ の 車輪 は イン ホイ ー ル モ 銃身 の 下 に は グレ 
ー タ ー を 内 蔵 し て お り 、 整 地上 な ら 最 大 55km/ 時 で の 走行 が 可 ネー ド : ラ ンチ ャ ー 
能 で ある 。 な お 意匠 は 異な る が 、 民 間 用 の 構造 も 同様 の も の だ 。 も 備え られ て いる 。 








供 民間 用 EX- ギ ア 


民間 用 PS/ML-21 規 格 の EX- ギ ア は 、 万 能 型 の 
実用 タイ プ で 、 軍 用 規格 と の 互換 性 を 持っ て いる 。 
その た め 、 民 間 用 で あり な が ら VF と の 接続 が 可能 で 
あり 、 訓 練 学校 な ど で 使わ れ て いる こと が 多い 。 た だ | 
し 、 高 品質 の 部 品 を 使用 し て いる た め 、 非 常に 高価 届 
な も の と な っ て いる よう だ 。 民 間 用 PS/ML-21 規 格 の 
EX- ギ ア は 、 複 数 の 宇宙 作業 機 ・ 航 軍機 メー カー に 
より 製造 され て いる が 、 カ ラー リン グ や オプ ショ ン な ど に 
差異 は ある も の の 、 基 本 構造 に 大 き な 違 い は な い 。 

ちな み に 民 間 用 EX- ギ ア に は 、 安 価 か つ 軽 量 で 
機動 力 の ある 地上 専用 スポ ー ツ モデ ル や 、 飛 行 に 





パワ ー ハ ンド 
掌 部 























パワ ー ハ ンド 
腕 部 





パワ ー バ ンド や 脚 部 な どの 形状 が 軍用 と 異 EX- ギ ア 収 納 運 搬 用 の エク ステ ンダ ー ケ ー ス 。 
な り 、 イ ン ナ ー ス ー ツ の 霊 出 部 も 比較 的 多い 民 犯罪 に 転用 され か ね な いと いう 危険 性 を 持つ こ 
間 用 EX- ギ ア 。 飛 行 パッ ク や サバ イ バ ル キッ ト と も あっ て か 、 ケ ー ス 側面 に は セキ ュ リ ティ に 
な ど を フル 装備 し た 際 の 重量 は 少な いも の の 、 配慮 し た コマ ンド バネ ル が 取り 付け られ て いる 。 
基本 的 な 機能 も 軍用 の も の と 同様 で ある 。 














美星 学園 高校 航 軸 科 

バイ ロッ ト 養 成 コー 

ス で は 、 訓練 用 と し ン 5 

て PS/ML- ら 1 規格 の | 意匠 は 異な る が 軍用 と 同様 
EX- ギ ア が 使用 され ドレ \、 の 構造 を 持ち 、 高 度 な 飛行 性 


て いた 。 





| 7 !) 能 を 発揮 する モー ター グラ イ 

に ダー 式 飛行 ユニ ッ ト 。 な お 、 
\ 折り 畳み 式 の 相 は 、3 つ の 自 

ド 2 \。 階 を 経て 大 きく 展開 され る 。 








細か い 作業 は 習熟 7 
難し く 、 着 用 し た 
リル ノー ム も その 制 層 
御 に 四苦八苦 し た 











@ デ ー タ 





EIS 
Saiis / き N 
/ / > の 
4EX- ギ ア 用 化学 ロケ ッ ト 
エン ジン を 搭載 し た エン ジ 
ン ユ ニッ ト 。 軍 用 と 比べ る 
と 、 最 大 推力 は や や 劣る 。 


星 学園 高校 航 還 科 っ = 
の 訓練 で は 、 離陸 。 / Pg 【 7/ 
時 に カタ バル ト も 使 。/ ジー ママ ) 
っ て 加速 する こと が i 

多かっ た よう だ 。 ム エ ン ジン ユニ ッ ト 
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バト ル ・ フ ロン ティ ア ( 要 塞 艦 ) 





新 天 好 を 下 指 し た 
北大 型 空 


サイ ズ 比 較 


全幅 と 58lm 


SDF-1 バト ル ・ フ ロン テ 


@⑧ 機体 解説 


』 い トル ・ フ ロン ティ ア は 、 マク ロス ・ フ ロン ティ ア 級 超 長 距離 

宇宙 移民 船団 の 中 枢 で ある 超大 型 都市 宇宙 船 ア イラ ン 
され る 、 大 型 万 能 ス デル ス 多 目的 可変 空母 で ある 。 
普段 は アイ ラン ド ] の 航法 ズ % 々 と し で 機能 し て いる が 、 必要 
時 に は 分 離し て 戦闘 を 行 S。% バ トル *% フ ロン ティ ア は 、 一 般 的 な 
バト ル 級 攻撃 宇宙 空母 ば ほぼ 同型 で ある が 、 全 長 は 約 200m 
誰 大 され 、 運 用 覧 量 も 倍 他 じ て いる 。 こ れ は 付随 する 新 統合 軍 
宇 氷 の みな らぶ 、. 船 団 全 体 の 規模 が 格段 に スケ ー ル アッ プ 
し た こと に 対応 し < 制 能 力 向 上 の た め の C4 コ ント ロー ル 
され た こと と 、 ア イラ ンド 1 の 反応 炉 や 生命 維 
際 の バッ クア ッ プ の た め に 、 主 反応 
影響 し て いる 。 





サイ ル ラ ンチ ャ ー 多 数 近接 防御 用 マイ ク 
変 戦闘 機 、 可変 爆 刺 機 、 偵察 機 、 輸 











1 と 





























き シ ステ ム に 異常 が 生じ た 
炉 を さら に 大 出力 の タイ プ に 換装 され た こと 





移民 船団 の 規模 拡大 に 伴 し 
a ら 


3 の 性 能 向 上 が ー 
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運用 記録 


西暦 2041 年 、 第 55 次 長 距 離 移民 船団 の 護衛 
艦 と し て 地球 を 出発 し た バト ル ・ フ ロン ティ ア は 、 銀 
河中 心 宙 域 に お いて バジ ュ ラ と 遭遇 し た こと に より 、 
船団 の 中 核 と し て 護衛 任務 を 担っ た 。 バ トル ・ ギ ャ ラ 
クシ ー 救 出 作戦 に 端 を 発し た 第 二 次 バ ジュ ラ 遭 遇 戦 
で は 、 マ クロ ス ・ キ ャ ノン を 用 い 、 優 れ た 戦闘 能力 を 
示し て いる 。 一 方 、 マ クロ ス ・ ギ ャ ラク シー 船団 は 密 
か に バジ ュ ラ を 制御 下 に 置く 計画 を 侵攻 し て いた が 、 
これ を 察知 し た レオ ン ・ 三 島 が 同 計画 を 乗っ 取り 、 バ 
ジュ ラ 本 星 へ と 侵攻 し て いく 。 だ が 、 バ ジュ ラ ・ ク イ 
ー ン の ネス ト ま で 迫っ た と ころ で 、 ギ ャ ラク シー 船団 幹 
部 が バト ル ・ フ ロン ティ ア を 乗っ 取り 、 三島 と グラ ス 大 
統領 ら を 殺害 。 イ ンプ ラン ト 技 術 を 用 いて バトル ・ フ 
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ロン ティ ア と バジ ュ ラ クイ ー ン と 融合 させ 、 バ ジュ ラ の 
支配 を 行 お うと し た 。 





終着 地 で あっ た 


ec_hani_ sheet 


マク ロス ・ フ ロン ティ ア 









) 要 率 能 


要 寒 艦 は 、 双 胴 型 の 空母 の 艦 底 に ガン シッ プ が ド 
ッ キ ング し た よう な 構造 で あり 、 戦 闘 指 揮 空 母 ( 強 攻 
型 胴体 )、 ス テル ス 中 型 空母 X2( 腕 部 )、 中 型 突撃 
戦艦 X2( 脚 部 )、 重 砲撃 艦 ( ガ ンシップ ) の 合計 6 隻 
に よっ て 構成 され る 。 そ の 特異 な 艦 形 と アク ティ ブス 
テル ス を 組み 合わ せ て ステ ルス 化 を 行っ て いる た め 、 
ステ ルス 性 能 を 低下 させ る 船体 各部 に 備え られ た 対 
艦 ビ ー ム 砲 な どの 兵 装 は 、 収納 式 と な っ て いる 。 




















み ガ ンシップ 
















強 攻 型 


バト ル ・ フ ロン ティ ア は 、 マ クロ スタ イプ の 変形 シス 
テム を 持ち 、 ト ラン ス フ ォ ー メ ーション に よっ て 、 全 高 
1000m 以 上 の 巨大 な 人 型 形 態 ( 強 攻 型 ) へ と 変形 
する 。 変形 後 は 、 ス テル ス 性 の 維持 の た め に 内 蔵 
され て いた 全 兵 装 が 展開 され 、 要 塞 艦 型 の 下部 に 
接続 され て いる ガン シッ プ は 手持 ちの 銃 と し て 使用 














する 。 また 、 近 接戦 闘 に も 対応 する な ど 、 同 時 代 を 
代表 する 戦闘 艦 と し て の 能力 すべ て が 使用 可能 に な 
る 。 強 攻 型 へ の トラ ンス フォ ー メ ーション に 要する 時 
間 は 、 初期 の バト ル 級 よ り も 短縮 され て お り 、 速 や か 
に 強 攻 型 で の 戦闘 に 移行 する こと が で きる 。 
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W アイ ラン ド 1 

マク ロス ・ フ ロン ティ ア 船 団 の 中 核 を 担う マク ロス ・ フ 
ロン ティ ア は 、 通 常 、 戦 闘 艦 バト ル ・ フ ロン ティ ア と 、 
涙 滴 型 の 都市 船 ア イラ ンド 1 が 合体 し た 状態 を 指す 。 
実際 の 運用 で は 、 更 に これ に 多数 の 環境 艦 が 連結 
され 、 多数 の 乗員 が 不 自由 の な い 日 常 生 活 を 送り つ 
つ 、 航海 を 続け て いく こと が 可能 と な っ て いる 。 アイ ラ 
ンド 1 の 大 き さ は 全長 約 15km に も 及び 、 そ の 潤沢 な 
敷地 内 に は 、 渋 谷 や サン フラ ン シ ス コ な ど 、 か つて の 
地球 上 の 主要 都市 を 再現 し た エリ ア が 複数 存在 し て 
いる 。 ま た 、 船 団 の 大 統領 府 も 置か れ 、 船団 の 主 居 
住 区 と し て 機能 し て いた 。 

バジ ュ ラ 事件 に お いて は 、 ア イラ ンド 1 は 北 度 か バ 
ジュ ラ の 侵入 を 許し 、 都 市 部 に 被害 を 出す こと と な っ 
た 。 ま た 、 事 件 の 後期 に は 、 フ ロン ティ ア 船 団 の 支 
配 を 目 論 お ギャ ラク シー 船団 の 残党 が アイ ラン ド 1 内 
に 潜伏 し 、 一 斉 蜂起 に よる 船団 掌握 を 試み る と いう 







































































一 幕 も あっ た 。 こ うし た 内 外 の 脅威 に ほら され つつ も 、 
アイ ラン ド 1 は バジ ュ ラ 本 星 へ と 辿り 着き 、 和 解 し た バ 
ジュ ラ よ り 譲ら れ た バジ ュ ラ 本 星 へ 入植 を 開始 する こ 
と と な る 。 


バジ ュ ラ 本 星 の 海 
上 に 着 水 し た アイ 
上 | ラン ド 1。 手前 の 
地上 で は 、 入植 者 
に より 新た な 都 
市 が 築 か れつ つ 
ある 











アイ ラン ド 1 の 地表 部 に 築 か れ た 都市 区 画 は 、 第 一 
次 星 間 大 戦 で 地上 が 壊滅 する 前 の 、1980~2000 年 
代 初 頭 に か け て の 地球 の 主要 都市 を 再現 し た 町 並み 
と な っ て いる 。 これ ら の 町 並み に は 、 船 団 の 住民 た ち 
の 心理 的 圧迫 を 和らげ 、 景観 の 新鮮 さ を 保 つた め に 、 
定期 的 に 各 ブ ロッ ク の 建物 の 入れ 替え が 行わ れる 。 
サン フラ ン シ ス コ 地 区 で は 市 内 の 交通 手段 と し て 路面 
電車 が 採用 され る な ど 、 公共 機関 も 元 に な っ た 都市 を 
再現 し て いる 。 な お 、 ア イラ ンド 1 の 都市 区 画 は 階層 式 
と な っ て お り 、 最 上 層 の 地表 部 に 居住 で きる の は 、 船 
団 の 行政 部 や 、 軍部 、 宇宙 航行 、 生態 系 管理 な どの 
要職 に 就 い て いる 者 と その 家族 に 限ら れ て お り 、 大 多 
数 の 一 般 市 民 は それ より 下 の 階 層 に 居住 し て いる 。 ち 
な み に 、 右 で 紹介 し て いる 深 ・ 秋 葉 原 地区 (ディ ー プ ・ 
アキ バ と も 呼ば れる ) は 、 一 般 居 住 区 より も 更に 深い 階 
層 に 生か れ て いる こと か ら そ の 名 が 付い た と いう 。 



































































的 な 超 高 
層 デビ ル と 20 世 紀 の 
都市 群 の 景色 が 入 
り 混じっ た 町 並み と 
な っ て いる 。 


車 な どの ほか 、 小 
回 り の 効く ジャ イロ 
バイ ク も 多用 され て 
いる 。 












バト ル ・ フ ロン ティ ア が 
ドッ キン グ し た 状態 の ア 
イラ ンド 1。 他 の 新 マ ク 
ロス 級 の 都市 型 移民 居 
住 艦 と 同様 、 艦 隊 上 部 に 
は 非常 時 に 備え て の 防護 
シェ ル を 持つ 。 





アイ ラン ド 1 と フロ ンティア メト ロ で 
接続 され る 環境 艦 ( 図 は アイ ラン ド 
3) 。 内 部 に は 、 様 々 な 環境 が 再現 
され て お り 、 用 途 に 応じ て 湖 や 山脈 
な どの 地形 も 形作ら れ て いる 。 





y 深 ・ 秋 葉 原 ( デ ィ ー プ ・ ア キバ ) 


秋葉 原 の 町 並み を 再現 し た 商業 区 画 。 名 種 電化 製品 の ほか 、 玩具 、 
フィ ギュ ア な どの サブ カル チャ ー に も 強い 地区 と し て 知ら れる 。 大 手 
玩具 メー カー、 ダ イナ ム 超 合金 の ショ ー ル ー ム で は 、 時 折 ア イド ル 
を 招い た イベ ント な ども 行わ れ て いる 


都市 区 画 
の 他 に 、、 電動 立ち 乗り 二輪 車 (ジャ イロ バイ ク ) も 
よく 利用 され で いる 。 下図 は 宅配 な ど に 利用 され 
る 商用 タイ プ で 、 車 体 前 面 に " 岡 持 ち "を 固定 する 
こと が 可能 。 ま た 、 郊外 の 自然 公園 な ど で も 観光 
客 向 け に ジャ イロ バイ ク を 貸し 出し て いる 。 
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を マク ロス ・ フ ロン ティ ア 


星 道 館 
アイ ラン ド 1 の 高台 に 築 か れ た 、 艦 内 最大 の 多 目 





































的 ホー ル 。 そ の ネー ミン グ や 外観 か ら 察 する に 、 か つ 
て 日 本 の 東京 に あっ た 日 本 武道 館 を イメ ー ジ し た 施 





設 で ある と 思わ れる 。 フロ ンティア 船団 を 訪れ た 銀 
河 の 妖精 、 シ ェ リ ル ・ ノ ー ム に よる 「 シ ェ リ ル ・ ノ ー ム 
ザ ・ フ ロン ティ アコ ン サ ー ト ]」 の 会 場 と な っ た 。 場内 は 
天井 が 高く 、EX- ギ ア を 装着 し た スタ ッ フ に よる 演舞 
が 行え る ほど の 空間 を 持っ て いる 。 ま た 大 規模 な ホ 
ログ ラム 投影 装置 も 備え て お り 、 前 述 の EX- ギ ア に 
よる 演舞 と 共に ライ ブ を 盛り 上 げ て いっ た 。 シェ リル 
の コン サー ト の 際 に は 、 フ ロン ティ ア 船 団 が バジ ュ ラ 
に 襲撃 され た こと で 、 公 演 は 途中 で 中 断 。 会 場 が 
高台 に あっ た た め 、 観 客 の 避難 は 困難 を 極め た 。 こ ご 
れ に より 同 会 場 は 、 災 害 時 の 退避 マニ ュ ア ル の 役 
底 的 な 見 直し を する こと に な っ た と いう 。 















































湾岸 ライ ブ 会 場 

アイ ラン ド 1 地 表 部 、 横 浜 地区 の 湾岸 エリ ア に 繁 
か れ た コン サー ト 会 場 で 、 シ ェ リ ル ・ ノ ー ム に よる リ ベ 
ンジ ライ ブ の 舞台 と な っ た 。 シェ リル は 会 場 中 央 の 
海上 に し つら えら れ た コン ビ ナ ー ト 風 の ス テー ジ に て 
パフ ォ ー マ ンス を 行い つつ 、 そ の 様子 を 海上 各所 の 
スク リー ン に 投影 、 観 客 は それ ら を 岸辺 に 設け られ た 
席 か ら 観賞 する と いう スタ イル と な っ て いた 。 

な お 、 この リベンジ コン サー ト の 最 中 、 フロ ンティア 
船団 は 大 規模 な バジ ュ ラ の 攻撃 を 受け 、 ア イラ ンド 1 
内 部 に 兵隊 バジ ュ ラ が 侵入 し た こと で 、 コ ン サ ー ト は 
再び 中 断 さ れる 。 し か し 、 シェ リル ・ ノ ー ム は 海上 に と 
どまり 続け 、 偶 然 観客 と し て 会 場 に いた 、 の ちの 超 
時 空 シン デレ ラ 、 ラ ンカ ・ リ ー と 共に 歌 を 唄い 続け る 。 
その 様子 は フロ ンティア 市 街 に 中 継 さ れ 、 不 安 に 駆 
られ る 市 民 た ち を 勇気 付け る こと と な っ た 。 























ン サ ー ト 
開演 と な っ た 
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a 3 ※ デ ー タ は 要 攻 族 時 の も の ちる S.M.S が 保有 を 許さ れ た 戦闘 艦 と UKC 最 大 、 最 強 の 1 
全長 と 476m は 2 政 は 名 自治 移民 船団 は 独自 の 新型 兵器 の 開発 . 装 1 
全幅 b 178m eS 2 当然 の こと な が ら 、 新 % 
ER = と な が ら 、 新 % 


運用 慣性 重量 16.5 万 t 。 

全備 重量 * 26.5 万 t (本 体 15.8 万 1) 

動力 系 反応 エン ジン クラ スタ ー SN 
標準 装備 を ッ プ ( ガ トリ ング 式 バ スタ ー キ ャ ノン )、 
ビー ム 砲 塔 、 火 器 多 数 

キャ リア ー (ARMD-L) » 全長 


合 政 府 ば 、 特 定 の 民 
を 委託 し て 対応 し た 
の 規模 を 誇る 大 手 で 








務 を 主体 と し だ 軍事 
れ た が 、8S.M.S は る の 申 で も 










1254m / 全 備 重 還 5.6 万 t 





ガン シッ プ (ARMD-R) » 全長 約 227m 全備 重量 4.8 万 t 合 軍 が 様々 な 援助 を 行っ て いて 
移動 砲台 能 (BASTER-L、H) 全長 約 19m/ 全 備 重 時 8.M.S と 新 統合 軍 の 結び つき は 竣 く 、VF-25 な ど ( 





約 B.B55t 
急 サ イズ 比較 


また 強力 





子 砲 を 偽 窟 マク ロス - ク ォ ー タ ー 級 
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> マク ロス ・ ク ォ オー ター 















































介 運用 記録 wa 9 3 
に マク ロス ・ ク ォ ー タ ー の 設計 基本 コン セプト は 「 比 全長 約 402m、 全 備 重 量 約 16.5 万 トン (ガン シ マク ロス ・ ク ォ ー タ ー は トラ ンス フォ ー メ ーション を 行い 、 巨 大 する こと と 、 冷却 の た め に 射撃 回 数 は 制限 され る 。 左腕 に は 
較 的 小型 で 機動 性 に 優れ た 万 能 宇宙 戦闘 空 評 ッ プ 、 キ ャ リア ーー 含む) 。 フォ ー ル ド 航 行 が 可能 な の 人 型 兵 器 と し て 運用 され る 。 そ の 際 に は 右腕 部 分 に は ガン シ キャ リア ー を ドッ キン グ 装 着 し 「 盾 ] と し て 使用 する (飛行 甲板 





























M.S 発 注 の マク ロス - ク ォ ー タ ー の 設計 





6 で ある 。 た と えば マク ロス 7 艦隊 が 遭遇 し た プロ ト デ "は も ちろ ん 、 単 独 で 惑星 上 へ の 降下 、 大 気 内 航 ッ プ を ドッ キン グ 装 着 し 、3 連 装 ガ トリ ング 式 バ スタ ー キ ャ ノン を 部 分 が 新式 の エネ ルギー 転換 重 装甲 に な っ て いる ) 。 こ の 両 
時 エデン の 八 州 重 二 磨 有 技 術 研究 所 と 新 里 ビル ン な どの 敵 に 対応 する に は 、 ア イラ ンド 1 先端 。 行 、 水 上 水中 航行 まで 可能 。 高 出力 の 反応 エン 連射 可能 と な る (ガン シッ プ の 反応 炉 に 加え て マク ロス ・ ク ォ ー 腕 は マク ロス ・ ク ォ ー タ ー の 大 出力 腕 部 アク チュ エー ター に より 
イン ダス トリ ー 艦 船 設計 本 部 で 行わ れ た 。 実 際 の 部 に ドッ キン グ し て いる バト ル ・ フ ロン ティ ア で は 小 回 "ジン クラ スタ ー を 船体 後部 左右 に 備え 標準 型 宇宙 ター か ら の エネ ルギー 供給 も 可能 と な る た め 。 ま た バス ター キ 駆動 され る が 、 機 動 戦闘 時 に は ガン シッ プ 、 キ ャ リア ー の 各 
建造 は 、 地 球 より 比較 的 近い 配備 場所 が 予定 され り が 効か な い 。 か と 言っ て 移民 船団 に 随伴 する 新 巡洋艦 を 逢 か に 湊 ぐ 加速 性 能 が ある 。 艦 の 右 般 ャ ノン の 強制 冷却 も セン ター・ ハ ル の シス テム に 連結 され 強化 所 に 設置 され た 高 機動 用 核 パ ルス ロケ ッ ト モ ー タ ー に よっ て 
て いる 艦 は 惑星 エデン 衛星 工場 群 で 行わ れ た 。 地 統合 軍 の 標準 型 宇宙 巡洋艦 や 汎用 宇宙 空母 で 前 方 に は ガン シッ プ (ARMD-R)、 左 艇 前 方 に は キャ され る ) 。 3 砲身 を 展開 し て 、1 砲 身 の 大 出力 バス ター キャ ノン 大 加速 で 振り 回 すこ と が 出来 る 。 腕 部 の 両 肘 関節 部 に は エ 
球 より 迄 か に 遠方 の 移民 惑星 ある い は 移民 般 団 は 歯 が 立 た な い 。 本 艦 は そう いっ た 事態 を 想定 し 、 リア ー(ARMD-L) が 、 セ ンタ ー ハ ル ( 中 央 船体 ) の と し て 射撃 する こと も 可能 で ある が 、 膨 大 な エネ ルギー を 消費 "ネル ギー 転換 装甲 の 小型 の 「 橘 」 が 組み 込ま れ て いる 。 
設計 が 進め られ た 。 小型 大 出力 で 連射 可能 な バ 上 方 左右 に は バス ター キャ ノン 砲台 部 (BASTER-R 
スタ ー キ ャ ノン や 大 加速 を 可能 と する 艦船 用 反応 エ L) の 各 ブ ロッ ク が ドッ キン グ し て マク ロス ・ ク ォ ー 一 一 ーー ーーーー ーーーーーーーーー 






































































































































































































た 。 マ クロ スク ォ ー タ ー シ リ ー ズ は 基本 | = 信 誠 = 
ーー ンジ > 手 用 エネ ルギー 変装 四 シ ステ ム な ター を 形成 し て いる 。BASTERR、L の 両 富 開 武装 

で ある が る 場所 、 用 つて 武装 や 技術 2 夫人 eo a 、 pe 

ee ど 軍 事 機密 に 属す る 機構 が 多数 、 新 統合 軍 技 術 は セン ター・ ハ ル と ド ツキ ング 時 は パスタ キャ ノン 砲 標準 武装 と し て クォータ ー カノン (4 宙 弄 生 量 了 奏 ) 
入 、 指 載 科 失 な どの 4 本 部 か ら 試験 運用 と いう 名 目 で 供与 され た 。 塔 な ら びに 補助 推進 エン ジン と し て 機能 する 。 XB、 対 角 ミ サイ ル 。 対空 


ホワ イト を 基調 と し た 大 気 圏内 外 両用 
で ある が 、 移 民 星 の 地上 配備 を 主任 務 と 
馬 は デザ ー ト イエ ロー 迷彩 に 塗装 され る な ど 、 
バリ エー ショ ン が ある 。 フ ロン ティ ア 有 船団 配備 の マ 
クロ ロス. クォータ ー は 、 フ ロン ティ ア 有 船団 内 で 建造 さ 
れ た 。 起 工 は 2005 年 12 月 で 2006 年 6 月 に セン 
ター 人 ハル 部 分 が 進軍 。 そ の 後 、 租 装 工事 を 行い 、 
ARMD-L、ARMD-R な ら び に BASTER_H、BASTER 
-L と の ドッ キン グ 作 業 が 行わ れ 、2007 年 3 月 か ら 
軍 が 開始 され た 。 ア イラ ンド 1 の 左 艇 









ー み ガ ンシップ (AHRMD-R) スト ロイ ド ・ ポッ ド ( デ スト ロイ ド を 個別 こ 艦 外 に 射出 ある 

束 射 バス ター キャ ノン 装備 。 コ 3 い は 、 半 砲台 と し て 使う 専用 ハン ガー) 多数 。 武装 
ーー を 内 詳し て おり 5ー6 回 は 、 艦 に よっ て 差異 が あり 、 多数 の ビー ム 砲 塔 を 増設 
し た 重 攻撃 型 や 水中 ミサ イル 、 ロ ケッ ト 爆 雷 ラン チャ ー 
な ど を 装備 し た 水上 ・ 水 中 戦 強化 型 な ど が 存在 する 。 
































イル ラン チャ ー 多 数 。 デ 
| 
| 


















ャ ー が 組み 込ま れ て お り 、 対 
到 を 保有 し て いる . 


み 移動 砲台 艦 
| (BASTER-L) 















み 移動 砲 台 艦 
| (BASTER-R) 









利用 し た サー 
入 し た 









/IN 前 連 事項 


ロ ュ 
マク ロス ・ ク ォ ー タ ー の バリ エー ショ ン 
ピ J 


マク ロス ・ ク ォ ー タ ー は 、 他 の 船団 の S.M.S に 
も 導入 され て いる 。 各 船 団 に よっ て 武装 や 装備 
は 異な る も の の 、 基 本 的 な 構成 に 違い は な い 。 
バジ ュ ラ 本 星 の 戦 闘 に 到着 し た S.M.S 増 援 部 
隊 に も 、 数 多く の 同型 艦 が 確認 され て いる 。 
バジ ュ ラ 本 星 に 出現 
し た S.M.S. 新 統合 軍 
の 連合 艦隊 。 浴 装 
違い が 目 を 引く 。 


み 速射 バス ター キャ ノン 








トト 関連 事項 





ジー 
[=| 


体 


wr J 
マク ロス ・ ク ォ ー タ ー は 、 中 央 ブロ ッ ク 、 両 腕 
部 ブロ ッ ク 、 両 脚 部 ブロ ッ ク の 5 ブロ ッ ク か ら 構 
成 され て お り 、 各 ブロ ッ ク 毎 に 非常 用 の エネ ル 
ギー 系 統 、 生 命 維持 シス テム な ど が 独立 。 ひ 
と つの ブロ ッ ク の ダメ ー ジ が 、 他 に 影響 を 及ぼ 
さ な い よう に 考慮 され て いる 。 ま た 各 ブ ロッ ク を 
交換 する こと に より 迅速 に 修理 ・ 再 出撃 が 可能 
で ある 。 












ー み キャ リア ー (ARMD-L) 
、 攻 撃 機 、 偵 察 機 、 デ スト ロイ ド な ど 合 計 60 
環 に より 艦載 機 数 が 変わ る )。 艇 首部 
格納 庫 が ある 


















両 腕 部 と 背面 の ユニ 
ッ ト 、 本 体 の 5 ブロ ッ 
ク は それ ぞ れ 単独 で 
行動 可能 で ある 。 


マタ ロス 17、 マ クロ 


9 he | 238R 属 の SM 


S を は じ め 、 多 く の 
能 が 増援 に 現れ た 。 
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ギャ ラク シー が 発情 させ た 





ギャ ラク シー 幹部 に 制圧 され た フロ ンティア 船団 と 、 
S.M.S と の バジ ュ ラ 本 星 に お ける 決戦 に 投入 され 、 
S.M.S の 早乙女 アル ト 搭乗 の YF-29 と 交戦 し た 。 








ト X-9 の 未 調 








@ デ ー タ 

所 属 ょ マク ロス ギャ ラク シー 船団 自立 型 ) タ イブ 、 階層 ブロ グラ ミン グ ノ 

全長 11.35m ‘ 固定 武装 "6mmー ム 間 ( マ ウラ ーROV2589)X6 ン 
空 重 量 » 5.840kg 3 80Omm ビ ー ム 奏 ( マ ウラ ーROV-20) x8 ノ マイ クロ ・ ミ 








» 24.5G 


MR 





エン ジン » 新 中 州 /PSW プ ロイ スン GG FF.2038C 


合 兵 装 搭載 ポッ ド x ら /BP-01 55m 





的 に は VF-27 用 ピー ム ガ ン ポッ 1 





十 款 核 タ ー ビ ピン エン ジン X8( 推 力 57, OOkg+X) 





に 反応 炉 の 出力 が 小さ いた め ビ ピー ム グ レ ネー ド ! 
され て いる ) 機体 下面 に ハー ド ボ ポイ ント Xx4 ズ 大 型 反応 












弾 頭 対 笑 ミサ イル 、 債 隷 パ ッ ク 、 フ ォ ー ル ド ・ ブ ー ス ター 























の 汎用 無人 戦闘 機 AIF-7S を マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 船団 が 独自 に 改良 し た 機体 で 、 同 船団 
E 力 無人 汎用 戦闘 機 と し て 多数 が 配備 され て いた 。 基 





AlF-9V 









































計 は AIF-7S か ら 大 き な 変 更 は な 





い が 、 エン ジン 出力 の 向上 、 武装 の 強化 な ど 全般 的 な 性 能 が アッ プ し て いる 。 本 機 の AI シス テム に は 、 
新 統合 軍規 約 に より 制限 され て いる は ず の 高度 な 自律 判断 機能 が 搭載 され て お り ( か つて の ゴー スト 
X-9 に 搭載 され て いた Al と 同 タ イプ と され る )、 母 艦 か ら の 指示 が 受け られ な い ジ ャ ミン グ 下 に お いて 





も 、 自律 判断 に よる 戦闘 続行 が 可能 と な っ て いる 。 本 機 は 新 統合 軍 











識別 コー ド で は 、 AIF-9V の 型式 





名 で 登録 され て いる が 、 ギャ ラク シー 船団 内 で は 「 ゴ ー ス ト V-9/MG」 の 名 称 で 呼ば れ て いた と され る 。 
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chani_ heet 
メカ ニッ クシ ー ト 
AIF-9V ゴー スト 






IF-9V は 小型 軽量 の 機体 で お る が 、 有 人 用 の 装 

\ 備 を 積ん で いな いた め 、 機 体内 の ペイ ロー ド が 
大 きく 、 機 内 に は 大 量 の 推進 剤 と マイ クロ ミサ イル 
が 納め られ て いる 。 ま た 機 首 上 部 中 央 に は 大 型 で 大 
出力 の BP-01o ビ ピー ム 砲 が 増設 、 そ の 左右 に は 内 蔵 
式 の マイ クロ ・ ミ サイ ル ラ ンチ ャ ー 各 ら 基 ( 計 4 基 ) と 、 
25mm ピ ビーム 砲 各 3 基 ( 計 6 基 )、 加え て 機体 下部 左右 
に も 20mm ビ ピー ム 砲 が 追加 され て お り 、 重 VF に も 相 
当 する 武装 を 誇る 。 ま た 、 機 体 後部 に 増設 され た エン 
ジン ポッ ド 前 部 は 、 多目的 複合 兵 装 ポ ッ ド と な っ て いる 。 
クリ ッ プ ド ・ デ ル 夕 翼 の 主翼 は 自在 に 可動 し 、 宇 宙 空 間 
で の 機体 の 動 、 大 気 内 で の 高速 機動 の 際 に は 、 
主 軸 が 最適 の 位置 に 移動 する 。 ま た 上 下 に 折り 畳ん だ 
り 、 迎え 角 を 最大 90 度 まで 変え る こと も 可能 で ある 。 

AlF-9V は 数 千 機 が 生産 され た と され 、 そ の うち 
256 機 が バト ル ・ ギ ャ ラク シー に 配備 され た 。 バ トル ・ 
ギャ ラク シー 配備 機 は 、 バ ジュ ラ 本 星 で の 最終 決戦 に 
投入 され た が 、 兵 装 、 プ ロペ ラン ト 全 て が 消耗 し た 時 
点 で 特攻 ・ 自 爆 を 行う よう プロ グラ ム が 組ま れ て いた た 
め 、 全 機 が 失わ れ て いる 。 























新鋭 機 YF-29I 
が 、 無 類 の 機動 性 を 誇る AIF_9V こ 連携 す 
る VF_27ySP に は 苦戦 する こと と : 
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cl 
2059 年 に バジ ュ ラ と 遭遇 し た フロ ンティア 船団 
の 新 統合 軍 に は 、AlF-9V の 元 と な っ た AIF-7S が 
配備 され て いた 。 し か し 初 遭遇 戦 に お いて 、 バ ジュ 
ラ の 発生 させ る 電磁 バー スト が AIF-7S の 電子 機器 
を 容易 に 無力 化 で きる こと が 判明 し た た め 、 以 降 、 
AIF-7S は 対 バジュラ 作戦 に 投入 され な く な る 。 その 
後 、LA 社 に よっ て 、 対 ECM 人 性能 を 強化 し た 改良 
機 QF-4000 が 作ら れ た 。 同機 は 民間 軍事 プロ バイ 
ダーS.M.S に 試験 的 に 配備 され 、RVF-25 の 随伴 
機 と し て 運用 され た 。 






























ニク ズ : 




























人 2059 年 当時 、 第 一 線 で 活 


心 関連 事項 








了 足す る 高 性 能 機 で あっ た が 、 

y AE73 は 、 元 々 は 相性 の 悪い ババ ジュ ラ 相 手 に は 、 

民生 用 VF-1 VEIZ1 チ イト メ その 真価 を 発揮 で き な か っ た 。 
』 E アプ ラス の 支援 用 
ゴー スト と 並び 、 第 一 次 星 間 大 戦 に お いて 統合 EE 
軍機 動 部 隊 の 主力 と な っ て いた VF-1 だ が 、 大 戦後 産 ・ 配 備 を 行う て い 


に 主力 機 が VF-4 に 交代 する と 、 多 く の VF-1 は 一 線 だ 機体 で ある 。 
を 退き 、 民 間 へ の 払い 下げ 品 と し て 、“ 第 2 の 人 生 " 
を 送っ て いた 。 2059 年 頃 に は 、VF-1 用 の 交換 パ 
ー ツ も 入手 困難 と な っ て お り 、 中 に は オブ ジェ や コン 
サー ト の 大 道具 と いっ た 具合 に 、VF-1 の 外観 の み 
が 活用 され た ケー ス も あっ た と いう 。 
ラン カリ ー の コン 
サー ト に て 使用 さ 
れ た VF-1。 ホ ログ 
ラム で は な く 、 一 
応 、 本 物 の VF-1 が 
運び 込ま れ て いた 





中 型 ボ ドル ザー 級 
要 寒 を 果 と する バ 
/ ュ ラ の 掃討 戦 に 
お いて 、 RVF-25 の 
随伴 機 と し て 投入 
され た QF-4000。 





{QF-4000 





フロ ンティア 船団 
の 美星 学園 で は 、 
校舎 の 屋上 に VF=1 
が 飾ら れ て いた 。 





加 時 の RVF-25 の 機体 下面 に 
、 ミン グ 装 置 が 装備 され 、 バ ジュ 
ラ に よる 電子 機器 や ゴー スト へ の 干渉 が 
防い で いた 。 
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メカ ニッ クシ ー ト 
VF-25F/TW 1 トル ネー ド バ ル キリ ー 





@ 機体 解説 


F-24 の 基本 設計 を 基 に 開発 され た VF-25 メ サイ ア は 、 最 新鋭 の マル チロ ー ル 可変 戦 
kmail 未知 の 敵 で ある バジ ュ ラ 相手 に は 劣勢 を 強い られ て いた 。 そ こ で 新 
星 イ ンダ スト リー マク ロス 工 誠 は 、 マ クロ スギ ャ ラク シー か ら も た ら さ れ た 重量 子 ビ ー ム 砲 の 
小型 化 技術 に より 、VF-25 に 搭載 可能 な ビー ム 砲 を 開発 し た 。 し か し 小型 化 さ れ た と は いえ 、 
仰角 谷 角 の 確保 時 、 巨 大 な 連装 ビー ム 砲 は 操縦 性 に 悪影響 を 及ぼ し て し まう 。 こ の 操縦 性 の 
低下 を 強大 な 推力 で 制御 し 、 同 時 に 高 機動 性 を 与え る こと を 目標 に 開発 され た 追加 装備 が 、 
トル ネー ド バ ッ ク で ある 。 こ の バッ ク を 装備 し た VF-25 は 、 対 バジ ュ ラ 用 試作 重量 子 ビ ー ム 砲 
稼動 実証 機 VF-25F/TW 1、 通 称 " ト ルネ ー ド バル キリ ー" と し て 実戦 に 投入 され て いっ た 。 
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Po ァ ロ 1 






Ilustration by Hidetaka Tenjin 


急 主 要 パ イロ ッ ト 





念 デー タ  ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 島 サイ ズ 比 較 
所 属 ゅ SMS 









VF_25F/TW1 
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@ 運用 記録 


に ルネ ー ド バル キリ ー は 、 マ クロ ス - ギ ャ ラク シー 
| 船団 救援 の 任務 に 際 し 投入 され た 。 し か し その 
際 、 予 期 せ ぬ バジ ュ ラ の フォ ー ル ド に よら 、 宇宙 空 
間 か ら ア イラ ンド 1 で の 大 気 固 内 戦闘 に 移行 する こ 
と と な っ た 。 され た 大 気 内 戦闘 で あっ た が 、 自 
己 学習 型 空戦 コン プ ピ ュー タ は メイ ン エ ンジ ン の 可変 
ノズル 駆動 、 翼 端 エ ンジ ン ポ ボッ ド の 旋回 、 そ し て 機 
体 各所 の 高 機動 スラ スタ ー の 推力 を 用 い 、 補 助 的 
に 可動 械 を 併用 し て 瞬時 に 空力 変化 を 補正 。 こ れ に 
より 巨大 な 砲 載 に よる 空力 損失 を 補っ て 余り ある 機 














動 性 を 獲得 し 、 ス ー バ パー パー ツ 装 備 に よる 大 気 圏内 
運用 時 の VF-25 を 凌ぐ 空戦 機動 性 を 発揮 し た 。 








Echanic sheet 


) パ 人 』 = 
VN EE 


EV VF25F/TW1 ト ルネ ー ド バル キリ ー 












標準 装備 
み TW1-HPC / Ma5 重 量子 ビー ム 砲 





ビフォー ズ ・ マ クロ ス ・ フ ロン ティ ア 工 譜 製 試作 連 
装 重量 子 ビ ー ム 砲 と 、 駆 動 用 反応 炉 ・ パ ワー コン 
デン サー・ 冷 却 ユ ニッ ト を 組み 合わ せ て いる 。 最 
大 出力 で の ビー ム 連 続 照射 時 間 は 5 秒 以下 、 ビ 
ー ム 発生 ユニ ッ ト の 寿命 は 300 秒 で ある 。 











巨大 な 連装 ビー ム 砲 は 、 宇 宙 空 間 で は 周囲 を カ 
バー する 旋回 式 砲 塔 と し て 十分 な 性 能 を 発揮 し 
た 。 し か し 、 大 気 圏内 で は 空気 抵抗 が 増し 操縦 
の 妨げ と な る た め 、 主翼 の エン ジン ポッ ド な ど で 機 
動 性 を 確保 し な いと 運用 し に くい 。 















































み マ イク ロミ サイ ル ラ ンチ ャ ー BLM-02S 











EE 
TW1-WCA 主 栓 補強 固定 ユニ ッ ト に 、 左 右 そ れ 
ぞ れ 3 基 内 蔵 し て いる 。 ま た 大 気 圏外 仕様 で は 、 
相 下 に 宇宙 空間 用 大 型 マ イク ロミ サイ ルポ ッ ド 
LLM-03A を 装備 で きる 。 





























み 58mm ガ トリ ング ガン ボッ ド ハワード GU-17A 





重量 子 ビ ー ム ガン ポッ ド が 開発 中 で あっ た が 、 実 
戦 に 間に合わ な か っ た た め 在 来 型 の ガト リン グ ガ 
ン ポ ッ ド を 装備 する 。 弾丸 は 対 バ ジュ ラ 用 高速 徹 
甲 弾 を 使用 し て いる 。 












































RAE 





長大 な 砲身 を も つ 連 装 ビ ー ム 砲 は 、 大 気 圏内 で は 砲 
させ る と 空力 的 な バラ ンス が 崩れ 、 乱 流 が 発 4 
し 操縦 が 非常 に 困難 に な る 。 そこで ファ イタ ー モ ー ド の | 
ルネ ー ド バッ ク は 、 主 要 部 と 要 端 に 回 転 式 支持 架 を 設け 
た 連装 の エン ジン ポッ ド を 装備 し 、 両 端 の 大 推力 エン 
誌 可 動 さ せる こと で 、 和 砲身 を 旋回 ・ 上 下さ せる こ 
と な く 機体 全体 の 向き を 変え 、 ビ ー ム 砲 を 敵 に 向け る こと 
また 、 こ の エン ジン は 宇宙 空間 だ け 
内 で の 姿勢 制御 に も 活用 され 、 従来 
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身 を 旋 


















































ジン を 回 











を 可能 と し て いる 。 
で は な く 、 大 気 
の 航空 機 の 概念 を 覆す 機動 を 実現 し た 。 


























ポテンシャル 








































時 





4 上面 に 連装 ビー ム 砲 ユニ ッ ト を 





ポッ ド で 、D-30R 1 ジェ ッ ト デ ロケ 


を 各 ポ ッ ド に ら 基 





























』 ガウ ォ ー ク モー ド 

トル ネー ド パ ッ ク と の マッ チン グ に 優れ て いる の が 、 ガ ウォ ー 
クモ ー ド で ある 。 ト ルネ ー ド パッ ク の 回 転 式 エン ジン ポッ ド は 、 
フレ キシ ブル な 機動 を 可能 と する ガウ ォ ー ク モー ド の 特性 を 底 大 
上 げ し 、 特 に 大 気 圏内 で 優れ た 特性 を 発揮 し た 。 ま た 連装 
ビー ム 砲 の 旋回 射撃 は 、 大 気 圏内 で は 音速 以下 に 限定 さ 
れ て お り 、 極 超 音 速 で は 砲身 は 機 首 前 方 方 向 で ロッ ク さ れ 
定 砲 と な っ て し まう 。 その た め 、 大気圏 内 で 連装 ビー ム 砲 
を 活用 する 際 に は 、 特 に ガウ ォ ー ク モー ド で 戦闘 を 行う こと が 
適し て いた と 考え られ る 。 
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4 大 気 圏外 仕様 










ム フ ェ アリ ング お よび 翼 下 の マイ クロ ミサ イル ポ 
ッ し て いる 。 ビ ー ム ユニ ッ ト 後 部 の 「 尾 ] 
の 冷却 用 ユニ ッ ト で ある , 































バトロイド モー ド で は 、 ト ルネ ー ド パッ ク の 主要 パ 
ー ツ で ある 主 机 ユ ニッ ト と 上 面部 の 連装 ビー ム 砲 
ユニ ッ ト が 背面 に 配置 され 、 正 面 か ら の シル エッ ト 
は ノー マル 機 に 近い 。 一 方 、 明 ら か に ノー マル 機 
と 異な る の が 、 肩 部 の 連装 ビー ム 砲 で ある 。 バト 
ロイ ドモ ー ド で も その 威力 を 発揮 する こと が 可能 だ 
が 、 ほ か の モー ド に 比べ る と 射撃 範囲 は 限定 され 
て し まう 。 また 、 胸 部 や 腰部 に は 増加 装甲 を 装備 
し て お ら ず 、 こ の 点 に は 連装 ビー ム 砲 の 運用 を 主 
眼 に お いた トル ネー ド パ ッ ク と 、 全 形態 で の 強化 を 
狙っ た スー パー パー ツ お よび アー マー ド パ ッ ク と の 
方 向 性 の 違い が 垣間見 える 。 


人 バト 
“大気 園内 で は 、 一 部 バーツ を に 
買 ユ ニッ ト と 連装 ビー ム 砲 が 背面 側 に 装備 さ 
れ 、 正 面 は ノー マル な VF-25 と いう 印象 と な 
る 。 ス リム な VF-25 の シル エッ ト と 、 背 面 の 
ボリューム が 対照 的 で ある 。 













大気圏 内 仕様 












































気 圏外 仕様 





出す る 
イド モー ド で アサ ルト ナイ 













VF-2! 括 闘 
われ て いな い 









ン ポ ッ ド で ある 。 本来 は 
1 て いた 点 は 、 





ゝ ユニ ッ ト 後 


パト ロイ ドモ ー ド で 






展開 す 
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クシ 


マク ロス . フロ ンティア を 支え る 


新 統 台 螺 香り 兵 状 


ト を 











ま S.M.S の マク ロス クォータ ー 
され 、 対 空砲 座 代 わり に 対空 迎撃 


介 機体 解説 


) 059 年 の フロ ンティア 船団 が 経験 し た 「 バ ジュ ラ # 





」 に お いて 、 同 船 に 
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VF-171 ナイ トメ アプ ラス ン デ スト ロイ ド ( シ ャ イア ン II ノ ワー クス 





固 





の 主 





_ 有人 機動 兵器 は 、VF-171 ナ イト メア ブラ ス と デス トロ イド - シ ャ イア ン I で 
あっ た 。 こ れ ら は いずれ も 、 過 去 に 一 定 の 評価 を 得 た 機体 を ベー ス に 再 設計 を 行っ 
に 、 堅実 な 性 能 の 機体 で の る 。 た だ し 、 フロ ンティア 船団 が 遭遇 し た バジ ュ ラ は 、 機 
動 兵 器 と し て は 規格 外 の 性 能 を 誇る も の で あり 、 堅実 な だ け の 機体 で は 十分 な 対応 





が 行え る も の で は な か っ た 。 結 果 、 戦役 初期 の 新 統合 軍 は 、 民間 














プロ バイ ダー 


で ある S.M.S の 支援 に 頼る こと で 、 斬 定 的 に 戦況 を 維持 し つつ 、 対 バジ ュ ラ 兵器 で 


ある 「 イ ンプ ラン ト 弾 」 の 開発 を 急ぐ こと と な る 。 


う VF-171。 初 期間 明 戦 以降 、 火 力 を 
ト 、 近接 戦 で は 機動 力 に 勝る 兵隊 バジ ュ ラ 


MACROSs ELHHIIINIEI に 


m02。 













み バト ロイ ドモ ー ド 


AVF-171 ナ イト メア プラ ス 
特殊 作戦 機 VF-1 7 を べ 





ス に 、 








デス トロ イド ・ ワ ー ク ス 


@⑧@ サ イズ 比較 





VF-171 
VF-1J Eh 








4 メカ ニッ クシ ー ト 


@ 運用 記録 


ュー メー 述 の よう に 、 バ ジュ ラ に 対し て 苦戦 を 強い られ た 
ゴゴ 新 統合 軍機 動 兵 器 群 で あっ た が 、 幸 い 、 バ ジュ 
ラ の 装甲 は 人 類 側 の 通常 兵器 で も 対応 し うり る も の で あ 





り (ジュラ は 一 定 の 戦闘 経験 を 経る こと で 、 群 れ 全体 
の 防御 力 が 強化 され て いく 、 と の 仮説 も わっ た が 、 少な 
く と も 本 戦役 で は そう し た 兆 侯 は 見 られ な か っ た )、 戦 
役 の 中 盤 で は VF-171 に 大 型 ミ サイ ル や 反応 弾 を 装備 
させ 、 質 ・ 量 で 優れ る バジ ュ ラ を 、 火 砲 の 厚み で 押す こ 
と で 、 か ろう じ て パ ワー バラ ンス は 保 た れ て いっ た 。 



















スト ロイ ド 部 隊 











対空 攻撃 を 主任 務 と し た デス トロ イド で 、 アイ ラン ド 1 
な どの 一 般 区 画 に 侵入 し た バジ ュ ラ の 迎撃 な ど に 当 
た っ た 。 火力 自体 は バジ ュ ラ を 撃墜 し うる 威力 を 誇る 
も の の 、 高 機動 で 飛び 回 る バジ ュ ラ に 対し て 命中 させ 























る こと が で きず 、 弾 幕 を 張っ て 率 制 する 程度 の 働き し 
が でき な か っ た と され る 。 
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p VF-171 ナイ トメ アプ ラス デス トロ イド (シャ イア ンプ ワー クス ) 
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 VF-171 ナイ トメ アプ ラス 


スー パー・ ノ ヴァ 計画 で 選ば れ た 新 統合 軍 の 主力 
戦闘 機 VF-19 が 諸事 情 に より 量産 、 配 備 が 進ま な 
か っ た (政府 が 移民 惑星 や 移民 船団 へ の 配備 を 調整 
し た 、 機体 価格 が 高額 だ っ た 、 乗り こなせ る パイ ロッ ト 
が 不足 し て いた 等 の 理由 が 路 か れ て いる が 真相 は 不 
明 ) こ と か ら 、 老 朽 化し た VF-11 の 代替 機 と し て 考案 
され た の が VF-171 で ある 。 

VF-171 は 、VF-17 を ベー ス と し て 開発 され た 多 目 
的 重 可 変 戦闘 機 で 、VF-17 の 弱点 で あっ た 高い 製 
造 コス ト を 引き 下げ る と と も に 、 十分 な 機内 容積 を 生か 
し て アビ オニ クス な ど を 最新 の も の に 更新 し 、 性 能 の 
向上 を 図っ た 。 

初 飛 行 は 2046 年 に 行わ れ 、 優 れ た 汎用 性 と 扱 
いや すさ か ら 急 速 に 量産 配備 が 進み 、 事 実 上 の 主 
力 機 と し て 移民 星 、 移 民 船 団 で 活躍 し て いっ た 。 フ 
ロン ティ ア 船 団 で 運用 され て いる の は 、 新 統合 軍 標 
準 仕 様 ブ ロッ ク I(2055 年 度 ア ッ プ デー ト 版 ) で ある 
が 、 一 部 の 機体 は 2059 年 に フロ ンティア 船団 が 独 
自 に アッ プ デ ー ト し た ブロ ッ ク IF に 改修 作業 が 完了 し 
て いる 。 こ の ブロ ッ ク IF は セン サー、 ア ビオ ニク ス 類 
を VF-25 用 に 開発 され た AA/AS/SF-06 統 合 マ トリ 
ックス に 更新 し 、 エ ンジ ン を FF-2550F 熱 核 ター ビン 
エン ジン に 換装 し た も の で 、 さら に 強力 な 機体 に 仕上 
が っ て いる (お そら く は コス ト と の 兼ね 合い で EX シス 
テム の 搭載 は 見 送ら れ た )。 




















































































































テル ス 性 を 保つ 








#』 デス トロ イド ・ ワ ー ク ス 

デス トロ イド ・ シ ャ イア ン II を ベー ス と し た 作業 用 デス 
トロ イド 。 火器 や レー ダー ポッ ド な どの 戦闘 用 の 装備 
は 排除 され 、 腕 部 に は 精密 作業 用 の マニ ピュ レー タ 
ー が 左右 1 対 装備 され て いる 。 バジ ュ ラ 戦役 に お い 
て は 、 破 壊さ れ た 瓦 確 の 撤去 や 、 撃 墜 され た バジ ュ 
ラ の 残骸 の 回 収 な どの 作業 で 活躍 を し た 。 船団 政 
府 か ら は 、 バ ジュ ラ に 対し 有効 打 を 与え られ な い VF- 
171 や シャ イア ン TIL よ り も 、 よ っ ぽ ど コス ト に 見 合っ た 
働き を し て くれ る 、 な ど と も 言わ れ て いた と いう 。 また 
戦役 後に は 、 移 住 の 始ま っ た バジ ュ ラ 本 星 に て 、 住 
居 ブ ロッ ク の 施設 な ど に 活躍 し た 。 
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み ガ ウォ ー ク モー ド 


/ 和 \ 関 連 事 項 
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ワー クス は 、 船団 内 で 民間 の 土木 用 重機 と し て 
も 運用 され て いた 。 土木 機器 メー カー も 、 掘 削 
機 や 削 岩 機 な ど 、 ワー クス の マニ ピュ レー ター に 対 
応 し た 作業 用 オプ ショ ン を 開発 し て いた と いう 。 











た ワー クス が 見 える 。 


@2009. 201 1 ビ ピック ウエスト 劇場 版 マ クロ ス F 製 作 委員 会 
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@ 艦 体 解説 
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1 次 新 マ クロ ス 級 超 長 距離 移民 船団 「 マ クロ ス ・ ギ ャ ラク 








ウン 











1「 コ シー 船 団 ] は 、 民 間 企業 ゼネ ラル ・ ギ ャ ラク シー 社 が スポ 
ン サ ー と な り 、 サ イ バ ネ ティ クス や イン プラ ント と いっ た 最新 技 
術 を 導入 、 乗員 の 多く が イン ブラ ント 化 さ れる な ど 、 数 ある 移民 














船団 の 中 で も 屈指 の ハイ テク ノロ ジー 船団 で ある 。 船団 旗艦 は 





























バト ル ・ ギ ャ ラク シー で ある は ず だ が 、 有 E 





が バジ ュ ラ と 交戦 し た 


後 、 マ クロ ス ・ フ ロン ティ ア 有 船団 と 合流 を 果たし た 際 に は 行方 不 











明 と な っ て いた 。 





^ 双 胴 宇宙 空母 ダル フィ ム 


バジ ュ ラ の 襲撃 を 生き 延び た 
大 型 空 怒 







«ギャ ラク シー 難民 船 








^ ム デネブ 級 巡 洋 艦 


団 は 壊滅 。 生 き 残っ た わずか な 艦 が 、 
ア 船 団 と 合流 し た 。 行 方 不明 と な っ た 旗艦 、 バ 


は この 戦闘 で 2 





回 較 一 に と と 4 オキ ・ と ロン グ ム < 
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| 用 メ x カニ ッ ク シ ー ト 


マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 船団 





軍用 葉 艇 構成 
⑧@ 運用 記録 メイ ン ラ ンド と 旗艦 パト ル ・ ギ ャ ラク シー を 中 心 と し て 、 
護衛 用 の 中 宙 空 母 ダ ルフ ィ ム や デネブ 級 巡 洋 艦 な ど 
プロ 遇 未 プリ ピコ の 総 必 計 に より 、 マク ロス ゴヤ で 編成 。 難民 船 と し て 使用 され た 艦 も 、 本 来 は 護衛 艦 
ヘラ クシ ー 有 船団 は 壊滅 的 な 状況 に 陥っ た 。 製 撃 か が” と し て 使用 され て いた も の だ ろう 。 バ ジュラ の 襲撃 に よ 
ら わ ず か な 時 間 で 護衛 艦 の 1/3 を 失い 、 メ イン ラン ド り メ イン ラン ド や 旗艦 は 失わ れ 、 生 き 残 っ た 艦艇 は マク 
も 崩壊 し つつ ある 中 、 マ クロ ス ・ ギ ャ ラク シー は マク ロ ロス ・ フ ロン ティ ア 船 団 に 編入 され た 。 
ス ・ フ ロン ティ ア 船 団 に SOS を 発信 。 だ が 、 フ ロン ティ 
ア 政 府 は 、 これ を 悪質 な サボ ター ジュ と し 、 黙殺 を 決定 
する 。 フロ ンティア 船団 を 来訪 し て いた シェ リル ・ ノ ー 
ム に 雇 わ れ た S.M.S の 活躍 に より 、 わずか に 生き 残っ た 
難民 船 が 救出 され る と 、 ギャ ラク シー を 襲っ て いた バジ 
ュ ラ た ち は 突 如 と し て フォ ー ル ド を 開始 し 、 フ ロン ティ 
ア 船 団 へ の 骨 撃 を 開始 し た 。 

























































































ギャ ラク シー 有 船団 の 供与 技術 

マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 船団 で は 、 乗 員 た ちの イン プ 
ラン ト 化 が 活発 に 行わ れ て お り 、 これ は 船団 上 層 部 に 
よる 意識 支配 の 手段 に ちな っ て いた 。 イン プラ ント 弾 
は この 技術 を 転用 し た も の で 、 フォ ー ル ド ・ ジ ャ ミン グ に 
より バジ ュ ラ 間 の 集合 意識 的 な つなが り を 寸断 し た 上 
で イン プラ ント 弾 を 打ち 込む こと で 、 バ ジュ ラ の 制御 を 行 
う 計 画 で あっ た 。 ギ ャ ラク シー 船団 の 技術 を 奪取 し た フ 
ロン ティ ア 政 府 が 反攻 作戦 [ヒプノ シス 」 に て 初め て 実 
戦 に 投入 し 、 結果 と し て 大 半 の バジ ュ ラ を 支配 下 に 置 
く な ど 、 想定 され て いた 成果 を 実現 する に 到 っ た 。 












































AN 1 


上 層 部 に 意思 を 奪わ れ た 兵士 た ち 


1 コ cl 

グレ イス や ブレ ラ た ち マ クロ ス ・ ギ ャ ラク シー 船 
団 の 工作 員 た ち は 、 イ ンプ ラン ト 技 術 に よっ て 体 
の 大 半 を 機械 化 され て いる 。 一 般 人 と 違い 、 彼 sei 
ら は 船団 上 層 部 の 命令 を 実行 する た め の 存 在 で UN 員 た ち 。 そ の 多く 
あり 、 そ の 行動 は 全て 上 層 部 に 制御 され て いる 。 は 2 フロ 半生 
個人 の 意思 は 奪わ れ て いる が 、 イ ンプ ラン ト 端 子 の 
が 破壊 され る こと で 自我 を 取り 戻す 場合 も ある 。 上 sr 
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VF-27ySP ルシファー 









イン 


ラン ト 葉 往 を 活用 じ だ 


VF の i 


@ 機体 解説 


、 通 称 「 ス ー パ ー ル シフ ァ ご Jl は ほ 、 . ブ ウラ . ス ター ン の 乗 


機 





VF-27y ル シフ 





NV 人 27ySP 
マク ロス ギャ ラク シー 船団 の ガル ドウ ワー クス 工匠 に よっ て 開発 され た 追加 パ 





ー ツ を 装着 し た 上 














体 で ある 。 機体 背部 に マウ ツ ト さ れる 汎用 無人 偵察 戦闘 機 「 ゴ ブリ ン I 
QF-5100D] と 、 
され て いる 。 ゴ ブリ ン IH の 出力 に より $ * ス ー パ ー パ ー ツ 追加 





機体 各所 必 追 加 さ れ た 装甲 、 追 加 兵 装 、 予 備 推進 剤 タン ク か ら 構 成 


量 分 の 損失 を 補っ て 奈 り あ 





る 運動 性 能 を も た らし て いる 





人 @ 開発 系 譜 区 











ゅ ゴブ リン I/QF-5100D ブ ー- 








































@ デ ー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 時 の も の 
所 属 ト 調査 中 _ 

全長 を 18.8m 

空虚 重量 > | 5.08Okg 3 

エン ジン ト 新 中 州 / P&W / RR / MG FF-301 1/C ステ ー ジ ロ 熱 
核 反 応 タ ー ビ ン エン ジン (宇宙 空間 最大 推力 1377kN) x4 

高 機動 スラ スタ ー» P&SW_HMM-9 

大 気 内 最大 速度 > M5.2+ (高度 1 0.000m) 

標準 武装 マウ ラー ROV-20 20mm ピ ビー ム 機 銃 メ 1 プラ ミン トン 
ES-25A_25mm 高 速 機関 砲 (マウ ラー ROV-25 _25mm ビ ー ム 機関 
砲 と どちら か 選択 装備 ) x2 グセ ンチ ネル HBC/HS-35B _35mm 重 
ビー ム 機 関 砲 X2 / BGP-01 9 ビー ム ガ ン ポッ ド / ビ ピー ム グ レ ネー ド ※ 
1 / ビ フォ ー ズ BML-04B 内 蔵 式 マイ クロ ミサ イル ラン チャ ー メ 4 





@ デ ー タ 
全長 ょ B.05m 
全幅 と 5.83m_ 
空 重信 か 4.120kg 
機体 設計 最大 荷重 ヶ 5.5G(VF-27 用 ス 
主機 * 新 中 州 /PRW/ ロ イス FF-508C 熱 核 タ ー ビ ン エ 
(推力 宇宙 空間 最大 5 5kN 





















| | メカ ニッ クシ ー ト 
| 吉 』 


| 届 4 








@ 運用 記録 


へ , エ リル ノー ム の 護衛 任務 に 就く ブレ ラス ター 

イン の 乗 機 と し て 、 マ クロ ス ・ フ ロン ティ ア 船 団 
へ 搬送 され た 。 ラ ンカ を 保護 する 場合 な ど 、 状 況 
に よっ て は S.M.S と 共闘 を 行う こと も あっ た が 、 パ 
イロ ッ ト で ある ブレ ラ の 意思 は マク ロス ギャラ クシ 
一 船団 の 幹部 に よっ て イン プラ ント 制御 が 行わ れ て 
お り 、 バ ジュ ラ 本 星 で の 戦闘 で は YF-29 追 撃 の た 
め に 用 いら れ て いる 。 バ ジュ ラ 本 星 で の 戦闘 に お 
いて は 、 開 発 中 の スー パー パー ツ を 装着 。VF-27 
y 単 体 で も 優れ た 性 能 を 有する 機体 で めった が 、 
同 装備 に より 同時 代 の 最新 鋭 機 で ある YF-29 に 迫 
る ポテ ン シ ャ ル を 発揮 し て いる 。 
























時 ラク 天主 ド 

ファ イタ ー 時 の 上 面 に 装備 され る ゴブ リン TI/ 
QF-5100D は 、 ゴ ー ス ト QF-4000 シ リー ズ の 最 
新 バ ー ジ ョ ン 、AIF-7S と ほ ば 同時 期 に 開発 され 
た 機体 で ある 。 AIF-7S が 主 に 宇宙 空間 用 で あ 
る の に 対し 、 ゴ ブリ ン I は 大 気 内 で の 使用 を 重視 
し た 機体 で 、 上 半角 の 付い た 主要 に は 動 翼 を 備 
える 。 双 胴 型 で あり 、 大 気 内 飛行 用 の イン テー 
ク を 持つ 。 大 気 内 で は 大 気 を 推進 剤 、 冷 却 材 
と し て 使え る の で 航続 性 能 に 優れ 、 母 機 で ある 
VF-27y か ら 分 離し 、 長 時 間 の 偵察 飛行 を 可能 
と し て いる 。 一 方 、 本 体 の ステ ルス 性 維持 の た 
め 、 兵 装 は 原則 と し て 内 蔵 し た 6 基 の マイ クロ ミ 
サイ ル ラ ンチ ャ ー の み と な っ て いる 。 特殊 任務 
と し て 設け られ た 2 基 の 機 外 装備 搭載 用 の 取り 付 
け パ イロ ン は 、 機 体内 構造 材 の 強化 を 行う こと 
で 、VF-27 接 続 用 支持 架 を 兼ね る 。 


VF-27y は 、 サ 
ピ ボー グ バ イロ 
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kVF-27ySP ルシファー 





者 式 芸 

VF-27y の スー パー パー ツ の 装備 に よる 武装 
面 の 強化 は 、 ゴ ブリ ン T 搭 載 の 内 蔵 ミ サイ ル 程 度 
で あり 、 目 立っ た 武装 強化 が 行わ れ た わけ で は な 
い 。 これ は VF-27y が 装備 する BG-018 ビ ー ム ガ 
ン ポ ッ ド ビー ム グ レ ネー ド を は じ め 、 武 装 面 で す 
で に 優れ た 性 能 を 発揮 し て いる た め と 考え られ 、 
スー パー パー ツ は 主 に 機動 性 と 装甲 強化 を 主眼 
に 開発 が 行わ れ て いる 。 YF-29 と の 交戦 に お い 
て は 、 随伴 す る ゴー スト V9 の サポ ー ト 、 サ イボ ー 
グ パ イロ ッ ト 制 御 に よる 複雑 な 機動 な ど に より 、 
最新 鋭 装備 を 誇る YF-29 に 匹敵 する 能力 を 発揮 
し て いる 。 











BG-01g ビ ー 








コクピット 

サイ ボー グ パ イロ ッ ト に よる 操縦 を 前 提 と し て 開 
発 され て いる た め 、 パイ ロッ ト の 脳 細胞 と 機体 の 
セン トラ ルコ ンピュータ を 光学 回 路 で 直結 する 操 
縦 シ ステ ム を 搭載 。 それ に より 、 パ イロ ッ ト が まる 
で 手足 の よう に 機体 の 制御 を 行う こと が 可能 で 
ある 。 その た め 有 視界 に よる コン トロ ー ル は 不要 
で あり 、 キャ ノビ ピー は エネ ルギー 転換 装甲 で 覆 わ 
E 動 操縦 を 行う シス テム も 搭載 され て 
で は 本 機 の ポテ ン シ ャ ル を 発揮 す 
る こと は で きず 、 あく まで シス テム に トラ ブル が あ 
っ た 際 の 緊急 用 と し て 搭載 され て いる 。 

















































装備 され て いる , 








エン ジン ナセル 追加 ポッ ド ( 左 右 セ ッ ト ) 


VF-27y 


ーー ゴブ リン HD/ QF-5100D 
ブー スタ ー ウ ェ ポ ン ユ ニッ ト 









(ノー マル 装備 ) 





腕 部 ポッ ド (左右 セッ ト ) 
肩 部 追加 装甲 (ピン ポイ ント 
バリ ア : ブ ー ス ター 内 蔵 ) 





















偽 カジ ォ ー ク モー ド 

VF-27y の ガウ ォ ー ク 形態 は 、 脚 部 エン ジン の 
3 枚 式 可変 ノズル 、 主 要 部 エン ジン 、 サ イボ ー グ 
パイ ロッ ト を 前 提 と し た 思考 制御 に より 、VF-25 
で は 不可 能 で あっ た 複雑 な 機動 を 実現 し た 。 また 、 
状況 に よっ て は ゴブ リン II を 射出 する と いう 臨機 応 
変 な 対応 も 可能 で あっ た 。 ゴ ブリ ン TH は 母 機 と 分 
離す る こと で 脳波 操 綻 に よる 遠隔 操縦 が 可能 で 
あり 、 パ イロ ッ ト は ゴブ リン を 自分 の 「 眼 」、「 耳 」 と 
し て 使用 で きる 。 



























p VF- ら 7y 
(ノー マル 装備 ) 








寺 人 ハト ロイ ドモ ー ド 

VF-27y の スー パー パー ツ は 、 バト ロイ ド 時 に 
お いて 、 そ の 構成 パー ツ で ある ゴブ リン II( と その 
支持 架 ) に 加え て 、 肩 部 保護 パー ツ 、 上 腕 部 保 
護 ・ 追 加 武 装 パ ー ツ 、 推 進 剤 タン ク ・ 追 加 武 装 パ 
ー ツ の すべ て を 確認 で きる 。 肩 腕 に 装備 され た 保 
護 パー ツ は 、 エ ネル ギー 転換 装甲 製 で 、 特 に フ 
ァ イ タ ー 時 、 バ トロ イド 時 に お ける 機体 の 脆弱 な 
部 分 を 保護 する こと を 目的 と し て いる 。 一 方 、 エ 
ンジ ン ナ セル 部 の 追加 ユニ ッ ト も エネ ルギー 転換 
装甲 和製 で 、 マ イク ロミ サイ ル ラ ンチ ャ ー な ど 武 装 
も 備え て いる が 、 主 に 宇宙 空間 用 の 推進 剤 タン 
ク と し て の 役割 を 持ち 、VF-27y の 宇宙 空間 で の 
推進 時 間 を 大 幅 に 延長 し て いる 。 こ れ ら エネ ル ギ 
ー 転 換装 甲 和 製 増 加 パ ー ツ の 稼働 エネ ルギー は 、 
すべ て 機体 側 か ら 供給 され る 。 

































スト V! 


マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 船団 に て 使用 され る 無 


人 機 で あり 、 正 式 名 称 は AIF-9V。 新 統合 軍 が 
用 いる AlF-7S の 次 世代 機 で あり 、 一 般 的 な 有 
人 機 で は 到達 で き な い 圧倒 的 な 機動 性 を 有 し て 
いる 。 バジ ュ ラ 本 星 の 戦闘 で は 、VF-27y ス ー 
パー ルシファー と と も に 3 機 が 随伴 機 と し て 出撃 
し 、YF-29 に 襲い か か っ た 。 








ー 肩 部 追加 装甲 (ピン ポイ ント バリ ヤー ブー スタ ー 内 蔵 ) 


エン ジン ナセル 追加 ポッ ド 
(左右 セッ ト ) 


ルギー は 機体 本 体 か ら 
パー ツ も 同様) 









時 に お いて も 複雑 な 機動 制御 を 実現 する 


YF-29 に 堅い か か る 3 機 の V9。 通 常 
の 機体 な ら 瞬 時 に 撃破 で きる V9 だ が 、 
YF-289 の ポテ ン シ ャ ル の 前 に 、 逆 に 撃 
墜 さ れ て いく 。 


ら 機 を 撃墜 され た VB は 、 な お も 残っ た 
1 機 が YF-29 を 追う が 、 バ パー ジ し た YF- 
ら 9 の スー パー バーツ か ら ミ サイ ル を 発 
射す る と いう 奇策 で 撃墜 され た 。 
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lllustration by Hidetaka Tenjin 


※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 島 サ イズ 比較 








@ 機体 解説 


、 マ クロ スク 

る まで 、 幅 広く 
。 ら 059 年 頃 の S.M.S は 、 最 る VF-25 の 
\、 一 部 の 部 隊 で は VF- 19 の モン キー モデ ル で 
一 世代 前 の 機種 が 依然 使用 され て いた 。 ま た 


















急 主 要 バ イロ ッ ト 














4VF-19EF/A “イサム. スペシャル" 


ーー 
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/ 
4 EE VF-19EF/A “イサ ム ・ ス ペ シ ャ ル " ノ VF-25A メサ イア 


J 

















VF-25A メサ イア 


S.M.S 内 に お いて 配備 の 進む の [3DCG モ デル 出典 : マ クロ ス 30 銀河 を 繋 












外観 自体 は YF-19 と ほぼ 同一 で あり 、 原 





者 運用 記録 理 訂 の 特 護 で ある 削 送 軸 も る の まま に な づ で 最新 鋭 VF。S.M.S フ ロン ティ ア 
gk いる 。 後に 非 公開 で 行わ れ た 比較 試験 上面 船団 支部 所 属 の スカ ル 小隊 の よ 











は 、 エ ンジ ン 最 大 推力 に 大 き な 差 が あり 、 
F-19EF/A、 通称 イサ ム ス ペ シャ ドル は 、2059 ISC を 装備 し た VF-25 に は 及ば な いも の の 、 
年 当時 、8.M.S に 所 属し くい た イサ ムダ イソ 大 気 内 で は VF-25 を 凌ぐ 空戦 機動 を 発 押 還 
ン の 専用 機 で ある 。2040 年 に 実施 され た スー バ し 、 関 係 者 を 驚か せ た と いう 。 
に お いて 、YF-19 の テス ト パ イ ロ ッ ト 
を 務め る と いう 輝かしい 経歴 を 持つ イサ ム は 、 こ 
の 当時 、 新 統合 軍 を 離れ 、S.M.S に 入隊 し て いた 
(統合 軍 内 で の 昇進 に よる デス クワ ー ク の 増加 を 嫌 
い 、1 バ パイ ロット と し て 生き る 道 を 求め た 、 と 言わ 
れ て いる )。 

S.M.S に 移っ た イサ ム は 、 乗 機 と し て VF-19A 
を 望ん だ が 、 そ の 当時 の VF-19 シ リー ズ は 配備 に 
制限 が か けら れ て いた た め 、8.M.S 内 に も デ チ ュ 
ー ン 版 の VF-19EF が 少量 配備 され て いる だ け で 、 
VF-19A を 配備 する の は 不可 能 に 近かっ た 。 i 

これ を 不満 と し た イサ ム は 、 新 星 イ ンダ スト リー OGA 和 全 を i 
の VF 開発 顧問 と な っ て いた 旧知 の ヤン ノイ マン 博 ロット に 目撃 
土 と 接触 を 図る 。 当 初 イ サム は 、VF-19A の 部 品 
の 横流し を 依頼 し た よう だ が 、 ヤ ン 博 士 は 応じ ず 、 
その 代案 と し て 彼 は 「 開 発 か ら 20 年 近く 経つ VF-19 
の 改良 と 延命 の た め の 試作 機 の 開発 」 を 目的 と し 
た 、「VF-19ADVANCE」 計 画 を 新星 イン ダス トリ 
一 社 に 提出 する 。 こ の 計画 書 に は 、「 完 成 し た 機体 
は 、S.M.S の イサ ム : ダ イソ ン に "委託 "し て テス ト を 
行う 」 と いう 一 文 が 、 さ り げ な く 盛 り 込ま れ て いた 。 


うに 、 各 隊員 が 思い 思い の パー 
ソナ ルカ ラー で VF-25 を 塗装 し て 
いる 部 隊 も ある が 、 多く は 右 図 の 
よう な グリ ー ン の カラ ー リ ング で あ 
る 。 マク ロス ・ ク ォ ー タ ー に も 多数 
が 配備 され 、 ク ォ ー タ ー が フロ ン 
ティ ア 船 団 を 離脱 し た 後 、 機 動 



































部 隊 の 中 核 と し て 活躍 。 最 終 決 
戦 ま で 最前 線 で 戦い 続け た 。 




















































イド シャ イア ンコ 


ジ し ょ ど で も 運用 され て い 
: る 砲撃 戦 用 デス トロ イド 。S.M.S で ュー 

運用 され て いる も の も 性 能 的 に は と ) 

統合 軍 仕 様 と 変わ り は な い 。 マク 
ロス ・ ク ォ ー タ ー で は 、 甲 板 各 所 の 
砲 座 に 配備 され 、 対 空 防衛 を 担っ 
た 。 マ クロ ス ・ ク ォ ー タ ー の 必殺 技 と 
も 言え る 「 マ クロ ス ・ ア タッ ク ] に お い 
て は 、 敵 心臓 部 に 突入 後 、 ク ォ ー 
ター の 各所 か ら シ ャ イア ン TI の 砲 座 
を 展開 し 、 一 斉 射 撃 を 行う 。 





MNT 
V に )::| 





















ri 
VF-19 に は 追加 装備 と し て 、 大 気 國 内 外用 ブ ニ ス タ 
ー が 用 意 さ れ て いた 。 こ の 装備 は 、 機 体 上 面 の 大 型 ブ 
ー ス ター 2 基 と 、 機 体 底 面 に 装着 する 武装 コン テ ナ か ら 
な り 、 マ クロ ス 7 船 団 に お いて プロ ト デ ビ ルン と の 交戦 時 
に 投入 され 、 十 分 な 戦果 を 残し た こと が 確認 され て いる 。 
記 、 と は いえ 、2059 年 当時 に ほ 既 に エン ジン 推力 の 面 で 
旧態 化し て お り 、VF-19EF/A で の 使用 は 見 送ら れ た 
も の と 思わ れる 。 







































@ 機体 解説 





時 の 新星 イン ダス トリ ー 社 は 、 慣 性 制御 機 - っ i 推力 と 武装 の 大 
a し た 世代 、 ( / \ 1 幅 な 強化 を 主眼 と 
構 ISC を 搭載 し た 次 世代 VF、YF-24 の 開発 NN 2 に 関連 事項 1 3 し た 大 気 較 内 外 両 
を 進め て いた が 、「VF-19ADVANCE] 計 画 を ヤン YF-19 a 用 ブー スタ ー を 装 
1 ニー イベ ニュ KE ' a 1 備 し た VF-19。 
博士 の ブ プライベー トブ ラン と し て 黙認 し た 。 そ の た u ド 
め 開 発 費 は 潤沢 で は な か っ た が 、 イ サム が S.M.S 2040 年 代 の スー パー ノヴァ 計画 に 下 - 
で 稼い だ 給料 の 大 半 を つぎ 込み 補填 し た と され る 。 お いて 新生 イン ダス トリ ー が 開発 し た 機 
計画 の 概要 は VF-19EF を YF-19 に 改造 し 、 さ 体 で 、 有人 戦闘 機 と し て の 限界 を 超え 


を 目指 す と いう も の で あっ た 。 な お 同 A 
され た 統合 空戦 プロ グラ ム は 、 イ サム の SN EE 
グラ ム に パイ ロッ ト 保護 の た め の リ ミッ タ 
の 希望 に より 、YF-19 (3 号機 ) に 搭載 され ‘a - ー 機 能 が 加え られ た 。 スー パー パー ツ 
* 合 空戦 プロ グラ ム 「ARIEL」 の オリ ジ ナ ル ア ” 未 装着 時 の VF-19EF/A は 、YF-19 
版 が 実装 され た クン スー パー バ は で の と 瓜 二 つの 外観 を 持つ 。 
VF-19EF/A の エン ジン 推力 は 、 一 部 パー ツ の っ 
交換 と 制御 プロ グラ ム の 改良 に より 戦闘 推力 で 10 \ : 6 Wk 
9% 近 く 向 上 し 、 レ スポ ンス も 良く な っ て いる と され a EP | 4 Ra 
る (搭載 アビ オニ クス も VF-19 シ リー ズ の 最新 版 に 
換装 され て いる と の こと で ある が 、 詳 細 は 未 公 開 )。 。 | 0 
完成 し た VF-19EF/A "イサム: スペシ ャ ル " は 、 / ペー ーー 主翼 の 大 型 ブ ー ス ター 2 基 が 、 


es 。 eee と = = YF-19 の 設計 主任 ヤン ノイ マン (2040 年 当時 )。 VF-18EF/A の 大 気 圏 外用 装備 と 
ニュ ー エ ド ワ ー ズ 基地 の 標準 塗装 が 施さ れ 、 か つ - / スー パー ノヴァ 計画 後 は 新星 の VF 開 発 顧 問 と し し て 流用 され た 。 


て の YF- 19 と ほぼ 同一 の 外観 と な っ て いる 。 a = ンー て 凍 腕 を ふる つた と され る 。 
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lllustration by Hidetaka Tenjin 


4 a 」 


ジー と 


/ / 


よ は 、 バ ジュ ラ と の 決戦 を 想定 し て 開発 され た 機体 で ぶる a 本 機 の 開 
模 調 査 船団 が バジ ュ ラ の 杉 繋 を 受け た 事件 を 契機 に 、 
ロン ティ ア 船 団 と L.A. 社 が 中 記 志 な 5 休 本 机 大 語 明 夫 の 特徴 は 語 八 2 コラ の 価 
純度 の フォ ー ル ド : ク ォ ー ツ を 用 いた デバ イス 、 フ ォ ー ル ドウ ェ ー ブ シス テ 
I に より 亜 空間 か ら の エネ ルギー 供給 が 可能 と な り 、4 基 の 高 出 訪 熱 入 反 応 エン < 
、 本 機 は 圧倒 的 な 機動 性 能 を 獲得 し た 。 同 時 に 付加 機能 と し て フォ ー ル ドウ ェ 

] 態 と な り 、 実戦 で は パ ジ ュ ラ 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン へ の 王 渉 に 成功 し た 。 












主要 パイ ロッ ト 


os SS » 
デー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の a 
所 属 > マク ロス ・ フ ロン ティ ア 船 団 i ーー 
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@ 運用 記録 標準 装備 応 選 誠二 多 吾 震 層 
gb i 6 9 i の 
の み ハワード /L.A.| HPB-01A 重量 子 ビー ム ガ ン ポッ ド あみ TW2-MDE/M25 隠 豆 式 連装 MDE ビ ー ム 砲 変形 機構 は VF-25 を 継承 し て お り 、 ガ ウォ ー ク 形態 の スタ 
P 和香 マク ロス キャ ノン と 同じ 作動 原理 で 、 重 量子 を ビ  VF-25F/TW1 の MDE ビ ー ム 砲 の 改良 小型 版 。 イリ ング も 大 きく 変わ る こと は な い 。 だ が フォ ー ル ド ・ ウ ェ ー ブ シ 
F_29 は 、2057: 時 点 設計 が 完 の この は ミッ 
a 本 6 1 2 ー MM ー ム 化し 照射 する ビー ム 兵 器 。MDE ほ ど で は な 空間 を 切り 取る と いう 究極 の 破壊 力 を も つた め 、 ステ ム の 恩恵 を 受け た メイ ン エ ンジ ン と 外 翼 の 回 転 式 エ ンジ 
し て いた が 、 機 体 の 中 校 と な る フォ ー ル ドク オー いい が 、 パ ジュラ に は 有効 な 武装 で ある 。 空母 クラ ス に も 通用 する 。 ン ポ ッ ド が 、VF-25 以 上 の ポテ ン シ ャ ル と 、 常 識 を 覆す 機動 








ー ツ の 確保 が 困難 だ っ た こと か ら 開 発 は 難航 し 、 試 
作 は 一 時 中 断 さ れ た 。 し か し 、 ら 059 年 マク ロス : フ 
ロン ティ ア 船 団 が バジ ュ ラ と 遭遇 し た こと で 、 一 定 
量 の クォーツ の 確保 に 成功 する 。 さ ら に VF-25 の 機 
体 構造 を 流用 する な ど し て 建造 は 急 ピ ッ チ で 進め ら 
れ 、 バ ジュ ラ 本 星 で の 戦い に 投入 され た 。 こ の 時 は 
バジ ュ ラ と の 戦い を 根絶 する べく 、 フ ォ ー ル ドウ ェ 
ー ブ を 応用 し て バジ ュ ラ と の 交信 が 試み られ た 。 ま 
た 、 そ の 過程 で 発生 し た バジ ュ ラ と の 戦闘 で も 、 そ 
の 性 能 を 遺 懐 な く 発揮 し て いる 。 


性 を 実現 し た 。 ま た VF-25F/TW1 が 行っ た アイ ラン ド 1 内 で 
の 戦闘 の 実証 デー タ が 、 本 機 開発 の 指針 と な っ た 。 











みみ ガー バー・ オ ー テ ッ ク AK/VF-M9 アサ ルト ナイ フ 
シー ルド 内 に 格納 され た 格闘 武器 で 、VF-25 と 共通 の 装備 。 戦闘 機 で は で 
表面 に ビン ポイ ント ・ バ リア を 展開 する こと で 、 バ ジュ ラ の 装 6 し ガウ 
甲 を も 容易 に 切り 裂く 成 力 を 発揮 する 。 - の 特徴 を 活か し て いる 
コク ピッ ト 影 バト ロイ ドモ ー ド 

バト ロイ ド 形 態 で の 強度 も 向上 し た VF-25 の 構造 を 引き 
継ぎ つつ 、 高 出力 化し た エン ジン スペ ッ ク に 対応 させ る た 
め 、 基 本 構造 フレ ー ム か ら 大 幅 な 強化 が 行わ れ て いる 。 こ 
の 際 に エネ ルギー 転換 装甲 も 、 装 甲 の 厚 さ が 2 倍 ( 稼 働 時 
の 総合 強度 は 4 倍 程度 ) と され 、 ア ー マ ー ド パッ ク 装 備 時 の 
VF-25 以 上 の 装甲 強度 を 獲得 し た 。 ま た 背面 の MDE ビ ー 
ム 砲 は バト ロイ ド 時 で も 使用 可能 で 、 脚 部 に 片側 4 基 ず つ 
装備 され た MMP3M25 マ イク ロミ サイ ルポ ッ ド 、 メ イン 武 
装 の ガン ポッ ド と 、 兵 装 を 最大 に 駆使 で きる 形態 と いえ る 。 























VF-25 を は る か に し の ぐ 性 能 ゆ え に 、 在 来 型 の 
ISC (慣性 制御 シス テム )、T021 で は パイ ロッ ト 
に か か る G を 緩衝 し きれ な い 。 その た め 改 良 型 の 
TO022 が 搭載 され て いる 。T022 は 瞬間 最大 30G 
の 加速 度 を 相殺 可能 と な っ て いる 。 


キャ ノ ピ ー は フォ ー ル 




















VF-25F/TW1 の 「 空 力 に 頼ら な い 高 機動 戦闘 機 」 と い 
う 新 概念 を 継承 し た YF-29 は 、 メ イン エン ジン の 2/3 ほ ど 
の 出力 の 外相 エ ンジ ン ボ ポッ ド を 回 転 さ せる こと で 、 空力 を 
無視 し た か の よう な 高 機動 を 実現 し た 。 主要 は 強度 を 確 
保 す る た め に VF-25 の よう な 可変 械 で は な く YF-19 を 思わ 
せる 前 進 要 を 採用 。 機 首 に は カナ ー ド を 有 し て いる 。 さら 
に 熱 核 エン ジン 4 基 ( 外 翼 の エン ジン は 大 気 内 音速 以上 で 
ラム ジェ ッ ト モ ー ド に 切り 替え られ 、 推 力 が 増大 ) の 合計 出 
力 は スー パー パッ ク を 装備 せ ず と も 、 強力 な ビー ム 兵 器 の 
稼動 を 実現 し た 。 























テム x 羽 

も ピン ポイ ント ・ バ リア 
る 。 そ の 防御 力 は / 
の 乱戦 に て 遺 起 な く 発 # 


マ Y 機 首 ブ ロッ ク 横 に は 、 カ ナー ド が 
緩い 上 半角 で 取り 付け られ て いる 。 
これ は 機 首 の 向き を 空力 的 に 偏向 
する た め に 用 いら れる 。 





シェ リル と ラン カ ! kc 戦へ と 飛 
29。 人間 の 動き を トレ ー ズ 5 か な 可動 機構 と 、 高 
度 な モー ショ ンプ ログ ラム の 骨 
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マ 大 出力 フォ ー ル ド ・ ウ ェ ー ブ ・ プ ロジ ェ ク タ ー 


但 運用 記録 


/F-25 と 同様 に 、YF-29 に は 宇宙 空間 用 装備 と 

し て 、 試 作 型 な が ら ス ー パ ー パ ー ツ が 用 意 さ れ 
た 。 こ れ は 両 主軸 の フォ ー ル ド ・ ウ ェ ー ブ ・ プ ロジ ェ ク 
ター+ 武 装 ユ ニッ ト 、 内 こ 装備 され る 化学 
ケッ トブ ー ス ター、 外 翼 エ ンジ ン ポ ッ ド 前 部 に 取り 付け 
る 高 機 動 ノ 推進 剤 パッ ク ( 大 気 圏 外 時 )、 積層 エネ ル ギ 
一 転換 装 シー ルド に より 構成 され る 。 こ の スー パ 
ー パ ー ツ を 装備 し た YF-29 は 、 早乙女 アル ト 中 尉 の 手 
に より 、 バジ ュ ラ 本 星 に て 初陣 を 飾っ た 。 

















トル ネー ド バ ル キリ ー で トラ イア ル さ れ た 
納 時 に は 機体 と 一 体 化す る な ど 、 さら な る 

















YF-28 用 スー バー バ は 、 機 動 性 の 向上 と フォ 
の 増幅 と いう 点 に 力 が 注 が れ 、 増加 装甲 は シー ルド の み 





重量 子 ビ ー ム ガン ポッ ド 





マク ロス ・ ギ ャ ラク シー 由来 の } 
性 能 化 。 ト ルネ ー ド バル キリ ー 








) ファイ ター モー ド 

YF-29 用 スー パー パー ツ の 構造 面 の 特徴 と し て 、 
高速 モー ド 状 態 、 す な わ ち 格納 状態 の 主要 先端 肖 
へ の 武装 ユニ ッ ト の 装備 が 挙げ られ る 。 こ の ユニ ッ ト 
は 主要 の 一 部 を 形成 する な ど 、VF-25 用 オプ ショ ン 
と は コン セプト 自体 が 異な る 。 ユニ ッ ト に 内 蔵 され た 
フォ ー ル ド ・ ウ ェ ー ブ ・ プ ロジ ェ ク タ ー は 稼働 時 に 花弁 
の よう に 展開 し 、 フ ォ ー ル ド ・ ウ ェ ー ブ に よる バジ ュ ラ 
と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 を 増幅 する 装置 と し て 機 
能 す る 。 こ れ は ラン カ ・ リ ー の フォ ー ル ド ソ ング に より 、 
バジ ュ ラ と の 戦闘 を 停止 させ る 目的 の た め に 応用 され 
た 。 こ の よう に YF-29 用 スー パー パー ツ は 、 単 な る 
高 機動 パー ツ で は な いこ と が うか が える 。 






























































マ 大 気 圏外 仕様 化学 ロケ ッ ト ブ ー ス ター 


フォ ー ル ドウ ェ ー ブ - 
プロ ジェ クタ ー 


高 機動 "推進 剤 ポッ ド 





園内 仕様 








ー ブ ・ ブ ロジ ェ ク タ ー は 
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み ガ ウォ ー ク モー ド 

回 転 式 エン ジン ポッ ド な ど 、YF-29 は 機体 構造 自 
体 に に ルネ ー ド バル キリ ー の コン セプト が 継承 され て 
お り 、 ス ー パ ー パ ー ツ に よっ て その 特性 は 底上げ され 
る 。 複雑 な 機動 や 空中 停止 を 可能 と する ガウ ォ ー ク 
多 態 と の 相性 が よく 、 シ チュ エー ショ ン を 問わ な い 活 
曜 を 実現 し た 。 ま た 、 隠 頭 式 連装 MDE ビ ー ム 砲 の お 
か げ で 旋回 射撃 の 自由 度 が 高く 、 脚 部 マイ クロ ミサ イ 
ル や スー パー パー ツ の フォ ー ル ド ・ ウ ェ ー ブ ・ プ ロジ ェ ク 
ター も 展開 可能 と 、 装 備 を 最も 効率 的 に 使用 で きる 
用 態 で も ある 。 な お 連装 ビー ム 砲 は 、 そ の 構造 上 大 
気 較 内 で の 旋回 使用 が 音速 以下 に 限定 され る た め 、 










































































本 形態 で の 運用 が 最も 適し て いた と 考え られ る 。 


フォ ー ル ド ・ ウ ェ ー ブ ・ ブ プロ ジェ 
クタ ー が 展開 # な る 大 気 圏 
外 仕様 。 エ ン > ッ ド を カバ ー 
する よう な 、 宇 宙 空 間 用 推進 剤 
ポッ ド を 装備 し て いる 。 前 部 の 高 
機動 スラ スタ ー は 、 特 に ガウ ォ ー 
ク 形 態 で 活用 され た と 思わ れる 。 


























みみ バト ロイ ドモ ー ド 
VF-25 用 の 各種 オプ ショ ン が 、 増 加 装 甲 方 式 の 
傾向 が 強い こと に 対し 、YF-29 用 スー パー パー ツ は 
機動 性 と 機体 特性 の 底上げ を 重視 し て いる 。 こ の し 前 方 か ら の シル エッ 
た め 、 ブ ー ス ター や 武装 コン テ ナ が 後方 に 集中 する [と 比較 する と 、 委 方 
バト ロイ ド 形 態 は 、 ノ ー マ ル 装備 の シル エッ ト と 大 差 
な い 印 象 を 受け る 。 な お 装甲 の 強化 と いう 点 に お 
いて は 、 そ も る そ も 機 体 全体 の 加重 限界 が VF-25 の 
27.5G か ら 32.5G に 引き 上 げ ら れ て お り 、 基 本 構造 
フレ ー ム 自体 に 大 幅 な 強化 が 施さ れ て いる 。 ま た 、 
エネ ルギー 転換 装甲 の 装甲 厚 も VF-25 比 で 2 倍 ( 稼 
働 時 の 総合 強度 は 4 倍 程 度 ) と され る 。 こ れ に より 、 
ノー マル 装備 の YF-29 で すら 、 ス ー パ ー パ ー ツ 装備 
の VF-25 以 上 の 装甲 強度 を 獲得 し て いる の で ある 。 
唯一 増加 装甲 と 呼べ る も の が 、 積層 エネ ルギー 転換 
装甲 製 レー ルド で あり 、 通常 の シー ルド に 接続 する 形 
で 装備 され る 。 


















































ヤマ 大 気 圏 外 仕様 の ファ イタ ー、 ガ ウォ 
ー ク と 異な り 、 フ ォ ー ル ド ・ ウ ェ ー ブ 
プロ ジェ クタ ー は 格納 され る 
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@ 機体 解説 


ーー 暦 2040 年 に 人 類 と 初 遭 遇 し た バジ ュ ラ は 、 各 個体 の 体内 に 希少 な 鉱石 「 フ ォ ー 


人 
奉 空 を 就 案 する ルド. クォーツ 」 を 持ち 、 こ の 鉱石 の 発する フォ ー ル ド 波 に よっ て 、 個 体 問 の 通 
ーー デ ーー 信 や 、 生 体 フォ ー ル ド 航 行 を 行う 未知 の 生命 体 で ある %. フォール ドク ォ ー ツ 由来 の 高 


の SS 次 空間 能力 か ら 「 超 時 空 生命 体 ] こ も 呼ば れる 。 ゝ パ ジ ュ ラ の 群れ の 全体 は 、 フ ォ ー ル 

万 *- ネ ットワーク を 介し 、 最 上 位 の 個体 で ある パ ジ ュ ラク イー ン に よっ て 統括 され て い 
る 。 ま た 、 ク イー ン に 次 ぐ 個体 お る バジ 全 ラ 準 女王 は 、 女 王 か ら 巣 別れ し 、 数 十 万 
匹 

















単位 の 個体 か ら な る 「 宇 宙 戦 闘 集団 な 率い 、 宇 宙 を 放浪 し て いる 。 












重機 動 兵隊 バジ ュ 
ラ は フロ ンティア 船 
団 と バ と の 遺 
財 戦 に お いて 、 ラ 
ンカ リー を 拉致 す 
、S.M.S の 早 
の VF 


超重 兵隊 バジ ュ ラ 
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重機 動 兵隊 バジ ュ ラ 
重機 動 兵 隊 バ ジュ ラ @ ワイ ズ 比 較 
| a VF-1J 二 
| - 機動 兵隊 バジ ュ ラ "< 
= K、 重 兵隊 ババ ジュラ っ 本 
| 4 eo 
6 | 品 
超重 兵隊 バジ ュ ラ 重機 動 兵 也 バジ ュ ラ 上 
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介 運用 記録 


/ ) 059 年 、 フ ロン ティ ア 船 団 は 、 バ ジュ ラ と の 数 

ー_ 度 の 遭遇 戦 を 経験 する 。 や が て フロ ンティア 船 
団 に 潜伏 し て いた ギャ ラク シー 船団 幹部 は 、 イ ンプ ラ 
ント 技術 に よる バジ ュ ラ の 支配 を 試み る が 、S.M.S お 
よび ラン カ ・ リ ー、 シ ェ リ ル ・ ノ ー ム の ら 人 の 歌姫 の 尽 
力 に より 計画 は 頓挫 し 、 人 類 は バジ ュ ラ と 和解 する 。 




















重機 動 兵 隊 バ ジュ ラ 


5 デー タ 






比較 的 数 が 少な く 、 バ ジュ ラ 部 隊 の 指揮 官 的 な 働 
き を し た り ( バ ジュ ラ は 全 個 体 が 共通 意識 を 持つ た め 、 
段階 的 な 指揮 系 統 は 存在 し な い が )、 単 独 で 偵察 な 
どの 特務 を 行う こと も ある 。 ひと つの バジ ュ ラ クイ ー ン を 
中 心 と する 宇宙 戦闘 集団 あたり 数 百 匹 程度 が 存在 
する 。 か な り 大 型 の 個体 だ が 、 泌 に よる 大 気 内 で の 
機動 能力 は 非常 に 高い 。 追 尾 機能 を 持つ 生体 マイ 
クロ ミサ イル を 体内 で 生成 し 、 最 大 10 発 前 後 を 発射 
する 。 生体 フォ ー ル ド 航 行 で 長 距離 を 移動 可能 。 




















































# 重 兵隊 バジ ュ ラ 

バジ ュ ラ の ネス ト 周 辺 を 警護 
する た め の 重 戦闘 用 バジ ュ ラ で 、 
隊 パ ジュ ラ よ り 生 体 エ ネル 
ギー 装甲 強度 が は る か に 上 で 、 
また 背部 に 宇宙 巡洋艦 の 主砲 
クラ ス の エネ ルギー の 生体 重 ビ 
ー ム 砲 を 連装 で 備え る 。 宇宙 
戦闘 集団 あたり 数 百 程度 が 存 
在 す る 。 見 か け は 鈍重 だ が 6 本 
脚 で 倫 捧 に 歩行 し 、 大 気 内 で 
卓 は 羽 を 広げ て 飛翔 する 。 




















集団 あたり 数 千 か ら 数 万 匹 規 
模 で 存在 する 個体 で 、 体 能 に 見 合 
わ ぬ 高い 機動 性 を 持つ 。 身体 は 強 
堆 な 生体 エネ ルギー 転換 装甲 で 覆 
われ る 。 衝角 は 生体 重 ビー ム 砲 で 、 
宇宙 巡洋艦 の 主砲 並み の ビー ム を 
連射 する 。 自 動 追 尾 機 能 を 持つ 生 
体 マ イク ロミ サイ ル を 体内 で 生成 し 、 
最大 20 発 程度 発射 。 生体 フォ ー ル 
ド 航 行 は 近 距 離 に 限ら れる 。 



























































ー ル され て いる 時 に 






















も っ と も 個体 数 の 多い 戦闘 用 バジ ュ 
ラ で 、 重 兵隊 バジ ュ ラ へ 生長 変態 
し て く 途中 の 中 間 形 態 と 推定 。 
れ て いる 。 長い 尾部 が 高 効率 の 生 
体重 力 場 推進 器 に な っ て お り 、VF-25 

に 匹敵 する 機動 能力 を 持つ 。 羽根 を 持た な い 
が 大 気 内 で も 高い 飛行 能力 を 持ち 、 ま た 、 長 
い 脚 で 地上 を 高速 移動 する 。 胴体 上 部 の 結 
晶 構造 組織 か の ら パ ルス ビー ム を 連射 する 。 生 
体 フォ ー ル ド 航 行 は 近 距 離 に 限ら れる 。 
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重 戦艦 バジ ュ ラ 

宇宙 戦闘 集団 の 中 で 旗艦 クラ ス に 相当 する 個体 
で 、 集 団 あ た り 10 一 20 前 後 が 存在 する (バジ ュ ラ は 
基本 的 に は 全 個 体 が 共通 意識 を 持つ た め 段 階 的 な 
指揮 系 統 は 存在 し な い )。 無数 の 機動 兵隊 バジ ュ 
ラ 、 重 兵隊 バジ ュ ラ に よっ て 周辺 空域 や 体内 を 守ら 
れ て お り 、 背 の 3 連装 生体 重量 子 ビー ム 砲 は マク ロ 
ス ・ キ ャ ノン に 匹敵 する 攻撃 力 を 持つ 。 ま た 背面 以外 
に も 多数 の 3 連装 生体 重 ビ ー ム 砲塔 を 備え る 。 強 捉 
な 生体 エネ ルギー 転換 装甲 を 有する 上 に フォ ー ル ド ・ バ 
リア を 備え 、 外 部 か ら の 攻撃 エネ ルギー を フォ ー ル ド 
空間 に 逃がし て 遮蔽 する 。 生体 重量 子 ビー ム 砲 や 
フォ ー ル ド ・ バ リア な ど 膨 大 な エネ ルギー を 消費 する た 
め 、 体 内 に は 多数 の フォ ー ル ド ・ ク ォ ー ツ が 埋め 込ま 
れ た クォーツ タワ ー が いく つも 存在 する 。 生体 フォ ー 
ルド 航行 で 超 長 距離 を 移動 可能 。 



























































2059 年 に マク ロス - フ ロン 
ティ ア 船 団 を 緩 っ た 個体 は 、 
マク ロス クォータ ー に よる 
マク ロス アタ 
へ の エネ ル 
れ た 後 、 バ トル フロ 
ア の マク ロス キャ ノ 
破 さ れ て いる . 














駆逐 艦 バ ジュ ラ 


加速 性 、 機 動 性 に 優れ た 小型 の 戦闘 艦 形態 バ 
ジュ ラ 。 宇宙 戦闘 集団 あたり 数 百 匹 程度 存在 する 。 
部 前 方 に 強力 な 生体 ビー ム 砲 を 1 門 備え る ほか 、 
自衛 用 の 小口 径 ビー ム 砲 多数 、 生 体 マ イク ロミ サイ 
ル 数 十 発 を 持つ 。 生体 フォ ー ル ド 航 行 で 超 長 距 離 
の 移動 が 可能 。 



































サイ ズ は マク ロス . ク ォ ー タ ー に 近く 、 
高い 機動 性 が 特 
巨大 な 重 戦艦 バジ 
個体 数 が 異な - 













重 戦 和 鑑 バ ジュ ラ 埋 
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バジ コラ 準 女王 

全長 10 一 20km ク ラス の 移動 要 寒 型 の 巣 (ネス 
の 中 に 存在 する 。 こ の 巣 は 、 多 重 の 生体 エネ ルギー 
装甲 で 守ら れ て いる 上 に 生体 重量 子 ビ ー ム 砲 を 4 
6 門 備え て お り 、 重 戦艦 バジ ュ ラ 数 体 に 匹敵 する 戦 
闘 カ を 持 つ 。 準 女王 は 、 各 種 多 数 の バジ ュ ラ 集団 
を 率い て 宇宙 空間 を 放浪 し 、 適 当 な 惑星 を 見 つけ る 
と 着陸 、 パ ジュ ラ ・ ネ スト を 建造 する 。 バジ ュ ラ ・ ネ スト 
の 中 で 、 最 終 的 に は 全長 数 十 一 数 百 km を 超え る 女 
ュ ラ に 成長 する 。 ゼ ント ラー ディ 軍 の 基幹 艦 
隊 移 動 要 寒 は 、 バ ジュ ラ ・ ネ スト の 構造 を 模 し た も の 
と 言わ れ て いる が 、 そ の た めか バジ ュ ラ は 、 放 棄 さ れ た 
(ある い は バジ ュ ラ の 攻撃 で 破 
壊さ れ た ) 基 幹 艦隊 移動 要塞 
を 仮 の 巣 と し て 利用 し て いる こ 
と が ある 。 












































































自分 た ちの 母 で あり 、 未 来 を つなぐ 準 女 
E を 身 を 呈し て 守る 小型 パ ジ ュ ラ た ち 。 早 














ネス ト の 中 で パ ジ ュ ラ 準 女王 が 
籠る 中 枢 部 。 マ クロ ス : キ ャ ノ 
ン の 直撃 すら 防ぐ フォ ー ル ド * 
バリ ア を 展開 する 。 








ュ ラ の ネス ト 


1 コ 





2059 年 、 マ クロ ス ・ フ ロン ティ ア 船 団 と 交戦 し た 
パ ジ ュ ラ の ネス ト は 、 ゼ ント ラー ディ の 中 型 ボ ドル ザー 
級 要 寒 を 利用 し た も の だ っ た 。 若い バジ ュ ラ 準 女 王 
は 、 母 星 を 巣立つ と この よう な 残骸 を 利用 し 、 バ ジュ 
ラ の コロ ニー を 形成 。 や が て 新た な クイ ー ン へ と 成長 
を 遂げ る 。 












w 
二 
に 草間 から まれ た 


か つて ゼット イ が 使用 し て いた 要塞 で 、 第 一 次 星 間 大 位 の パ バジュラ が 生息 する ネス 
戦 に も 同 タイ ブ の 要塞 が 確認 され て いる 。 こ の 要塞 は 約 半 ト 。 ョ フォ ー ル ド 燃 料 を エサ に し 
世紀 前 に バジ ュ ラ に 滅ぼさ れ 、 そ の まま 上 巣 と な っ た 。 て 繁殖 し 、 成 長 を 続け る 。 


















貧 2 年 ア ィ 妖 ) 







卵 か ら 映 化し た 直後 の バジ ュ ラ 幼生 。 全身 を 緑 
色 の 羽毛 で 包ま れ て お り 、 地 球 産 の リス に 似 て い 
る 。 こ の 幼生 が 脱 上 度 し て 、 甲 殻 類 の よう な 装甲 を 持 


の 初期 形態 
ラン カ は パ バジュラ の 幼生 だ と 気づか ず 、「 ア イ 君 」 











つ 全 長 2 一 3m の 多目的 小型 バジ ュ ラ に 成長 する 。 
これ ら の 多目的 バジ ュ ラ が 、 何ら か の 刺激 (ホル モン 
ある い は 、 フ ォ ー ル ド ・ ウ ェ ー ブ に よる 刺激 な ど が 考え 
られ て いる ) に よっ て 、 重 兵隊 バジ ュ ラ や 、 重 戦艦 
バジ ュ ラ な ど に 分 化し て 成長 し て いく の か 、 あ る い は 
それ ら の バジ ュ ラ は 最初 か ら 特異 な 形態 で 生ま れ て 
成長 し て いく の か 、 ま だ 不明 な こと が 多い 。 


























と 名 付け て 育て て いた 。 アイ 君 は 人 間 の 中 で 暮 ら 
し て いた た めか 、 シェ リル を 救う た め に 命 を か ける 
な ど 、 人 へ の 愛情 を 抱い て いる 。 それ は バジ ュ ラ 
が 本 来 持 つ 、 仲 間 意 識 の 一 端 か の も し れ な い 。 


愛玩 動物 の よう に 飼 





な ど 、 日常 生活 の 中 で 


も ババ と し て の 本 
能 を 見 せ て いた 。 





だ が フォ ー ル ド バ 
リア を 展開 する 力 は す 
で に 備わっ て お り 、 宇 較 
H 空 間 へ 投げ 出さ れ 








特殊 な 任務 に 対応 し た 
軍用 EX- ギ ア の /( リ エー ショ ン 









作用 の パワ ー ド ッ < 
少数 が 生産 され た 





\ 徹 底 さ れ 、 サ イボ ー 






@ 機体 解説 


* 夫 圭 入 破壊 工作 な ど 、 特 務 に 対応 し た 軍用 EX- ギ ア の バリ 





















エー ショ ン 。 こ の タイ プ の EX- ギ ア は 存在 自体 が 一 般 に 
は 公開 され て いな い 。 潜入 任務 用 に 光学 、 音 響 セン サー 系 が 
強化 され て いる ほか 、 運 動 性 向上 の た め 複 合 素 材 を 多用 し 、 
軽量 化 が 行わ れ て いる 。 ま た 、 関 節 ジョ イン ト 、 駆 動 用 アク チュ 
エー ター の 改良 で 作動 音 は 極め て 静か な も の と な り 、 ホバー ユ 
ニッ ト 、 グ ライ ディ ング - ホ イー ル な どの オプ ショ ン も 静音 対策 が 
施さ れ た 特注 品 を 使用 し て いる 。 ボ ディ 表面 に は 迷彩 塗装 が 施 
され て いる が 、 こ れ は シー ル 状 の も の で 、 作 戦 に よっ て 短 時 間 









で 塗装 (貼り 替え ) が 可能 で ある 。 シ ステ ム の 軽量 化 に 
伴い 、 飛行 速度 は や や 向上 し て いる が 、 通常 の 軍用 EX- ギ ア と 


比較 し て 倍 以上 の 調達 コス ト を 要する 高価 な 装備 で ある 
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メカ ニッ クシ ー ト 


介 運用 記録 


* ジ ュ ラ の 胃 撃 に よっ て 壊滅 状態 に 陥っ た マク ロ 
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> 特殊 部 隊 用 EX- ギ ア 



























人 6 


本 来 EX- ギ ア ・ シ ステ ム は 、VF-25 な ど 次 世代 の 
可変 戦闘 機 に 対応 する パイ ロッ トス ー ツ シス テム と し て 
き 殊 部 隊 用 EX- ギ ア は 、EX- ギ 


開発 され た 。 だ が 、 





/ ハス - ギ ャ ラク シー 船団 は 、 一 部 の 避難 民 船 を 残 
し て 壊滅 し た 。 避 難民 船 は マク ロス ・ フ ロン ティ ア 船 団 
に 合流 ・ 吸 収 され た が 、 そ の 際 に 避難 民 に まぎれ 、 ギャ 
ラク シー 船団 の サイ ボー グ 兵 士 工 作 員 が 多数 潜入 し て 
いた 。 

彼ら の 目的 は フロ ンティア 船団 の 乗っ 取り で あっ た 
が 、 そ の 動き は か ね て か ら レ オン 三島 が キャ ッ チ し て 
いた 。 ギ ャ ラク シー 有 船団 上 層 部 が フロ ンティア 船団 へ 
の 制圧 作戦 を 開始 する と 、 三 島 は ギャ ラク シー 船団 工 
作 員 の 鎮圧 を 指示 。 優れ た 戦闘 能力 を 持つ サイ ボー 
グ 兵 士 へ の 対抗 作 と し て 三島 は 、 対 サ イボ ー グ 兵士 用 
に 組織 され た 特殊 EX- ギ ア 部 隊 を 配備 し て いた 。 特 殊 
部 隊 の 活躍 に より 、 グ レイ ス ・ ゴ ドゥ ヌ ワ 大 佐 を 含む 工 
作 員 た ち を 、 瞬く 問 に 鎮圧 し た 。 


































































ア の も う ひ と つの 特徴 で ある 「 戦 闘 用 パワ ー ド スー ツ ] 
と し て の 側面 を 強調 する 改良 が な され て いる 。 装備 に 
は 、L.A. 社 の 協力 の も と 、 イ ンプ ラン ト 技 術 を 応用 し 












































て 対 サ イボ ー グ 兵士 





な 特徴 で る る 。 フ ロン ティ ア 船 団 で は 、 か ね て か ら イ ン 
プラ ント 技術 の 威 を 想定 し て いた と 考え られ る 。 
み 対 サイ ボー グラ イフ ル 


用 ライ フル を マク ロス ・ ギ 





の 武装 が 施さ れ て いる の も 大 き 







































可能 と 
が ら ホ バリ ング 
あり 、 幅 広い 作 


する 。 








コー 


次 世代 可変 戦闘 機 の コク ピッ トシ ステ ム と し て 開発 され た EX- ギ ア は 、 コ 
クビ ピット ユニ ッ ド の 一 部 を 兼ね た 耐 G ス ー ツ で ある 。 従来 の 耐 @ ス ー ツ の 性 能 
を 上 回 る だ け で な く 、 生 存 率 も 向上 。 構造 的 に は パワ ー ド スー ツ と 呼べ る も の 
で 、 飛行 ユニ ッ ト に よる 移動 範囲 の 拡大 や 、 身体 能力 の 向上 を 実現 する 。 











民生 用 と 共通 の 規格 

軍事 用 と し て 開発 され た EX- ギ ア だ が 、 共 通 規格 
の 民生 用 簡易 版 EXK- ギ ア が 普及 。 シ ステ ム に 習 
熟 て いれ ば 、 短期 間 で 軍用 へ の 対応 も 可能 。 





早乙女 アル ト が 通う 美星 パイ ロッ トコ ー ス で 
も 、 民生 用 EX- ギ ア が 用 いら れ で いる 。 





a | 

の * 各 会 に 
ギリ アム の VF-25 を アル ト が 操縦 で きた の も 、 民 
生 用 EX- ギ ア の 普及 が 大 き な 理由 で ある 。 
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EXTRH REPODRT 
マ パ ワー ドス ー ツ と し て 戦闘 に も 対応 
EX- ギ ア の 腕 部 や 胸部 等 を 形成 する 各部 ユニ ッ ト 
は 、 対 弾性 を 備え た 装甲 と し て も 機能 。 飛行 能 
力 や 身体 能力 の 拡大 に より 、 戦闘 に も 対応 する 。 


軍用 の EX- ギ ア を 装着 し た オズ マ は 、 サ イ ポ ボーグ 
兵士 の ブレラ と 互角 の 戦闘 を 展開 し た 。 


プレ ラ の 銃弾 を 浴び る オズ マ 。 負 傷 し た が 致命 
傷 ば 負っ て お ら ず 、 優れ た 防御 力 を 証明 し た 。 
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VBLG ケ ー ニ ッ ビ モジ シス ズ スタ ー 












Illustration by Hidetaka Tenjin 


上 










逐 な お 屋 づ 


客 棄 た ちの 


今 主要 バ パイロット 
て 


旬 機体 解説 


ー ニ ッ ヒ モン スタ ー は 、 デ スト ロイ ド - モ ンス ター の 攻撃 力 を 活か 

すべ く 、 自 力 で 高速 展開 が 可能 と いう コン セプト の も と に 開発 さ 
れ た 可変 爆撃 機 (VB) で ある 。 モ ンス ター の 攻撃 力 を その まま 継承 し つ 
つ 、 シ ャ トル 、 重 ガウ ォ ー ク 、 デ スト ロイ ド へ の 変形 機構 を 採用 し 、VF 
の 火力 を 大 きく し の ぐ 可 変 爆撃 機 が 誕生 し た 。 


@ 機体 解説 


戦 で 使用 され た ク ァ ド ラン ロロ ぐ ざ は 、 空 圭 型 (ミリ ア 型 ) 
z 射 神経 と 面 G 能 力 を 特に 強化 さ 科 た 女性 ゼン トラ ー 
動 空 戦 ポ ッ ド プ 強 身 服 で ある た 。 こ れ に 最新 技術 で 
生産 タイ プ が ク ァ ド ラン レグ で ある 。 最新 タイ プ は 「 レ 
、S.M.S ピ クシ ー 小 隊 ほ か ぐ 幅 広く 配備 され て いる 。 









を テー 次 
と 呼ば 
ディ 兵士 向き の 


改修 を 施し 












@ サ イズ 比較 人 @ 開発 系 譜 図 
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VH メカ ニッ クシ ー ト 


「 園 クラ ァ ド ラン レア ノン VB-6 ケ ー ニ ッ ヒ モン スタ ー 








| 
| 
| 











A ーー ョ ョ ニー 者 ーー 独 VB-6 ケ ー ニ ッ ヒ モン スタ ー 
の 標準 兵 装 の 人 


但 運用 記録 ク ァ ド ラン ・ ロ ー は ミサ イル ラン チャ ー ポ ボッ ド や ガト リン グレ ー ザ ー パ ルス ・ ガ ン を は 但 運用 記録 VB-6 の 武装 は 、4 連 装 320mm 大 
i 記 : 


じ め 、 多彩 な 内 蔵 武 装 が 特徴 で あっ た が 、 ク ァ ド ラン ・ レ ア で も 基本 的 な コン セ プ 径 レー ル ガ ン と 、 腕 部 の 3 連装 重 




































































を 継承 され る 。 た だ し 、 武 装 の 製造 メー カー は 、VF や デス トロ イド 用 の 装備 で サイ ル ラ ンチ ャ ー 2 基 、 対 空 対 地 機 銃 タ 

ノコ アド ラン ロー の 生産 を 行っ て いた キメ リコ ラ 工 場 群 は 、 戦 争 に よる 破 。 実績 が あり 、 部 品 の 調達 も 容易 な ビフォー ズ 社 や マウ ラー 社 に 変更 され て いる 。 \ /B-6 可 変 重 爆撃 機 は 、 2030 年 に 初 飛行 し た 機体 で ちり 、 レト 1 基 、 対 空 対地 小型 ミサ イル 連射 

壊 や 老朽 化 が 進み 、2030 年 に は 保守 部 品 の 確保 も 難し い 状 況 で あ また 、 ク ァ ド ラン ・ ロ ー と の 最大 の 違い は 背部 に 対 艦 用 の イン パク ト ・ カ ノン が 追加 V 以降 30 年 近く 活躍 し て いる ベテラン の 機体 で ある 。 そ の ラン チャ ー 2 基 で あり 、 開 発 か ら 2050 年 
つた 。 こ の 状況 に ジェ ネ ラ ル ・ ギ ャ ラク シー 社 は 、 ら 036 年 か ら キ メリ コラ エ され て いる こと で 、 さ ら な る 攻撃 力 の 強化 が 図ら れ て いる 。 間 、 幾度 が VB-7 の 開発 計画 が 持ち 上 が っ た が 、 膨 大 な 開発 経 代 後半 まで 大 き な 変 更 は な い 。 だ が 使 

場 衛星 を 惑星 エデン の ラグ ラン ジュ ポイ ント まで 曳航 し て 修理 し た の ち 、 製 臣 こ = 一 ? 費 と 開発 の 難し さか ら 頓 控 し て いる 。 また 、 2050 年 代 に お いて する 砲弾 、 ミ サイ ル は 常に 改良 が 加え ら 





造 プロ グラ ム を アッ プ デ ー ト 。 こ の 工場 衛星 群 は キメ リコ ラー レア 工 淫 と 称 
され 、 以 後 ここ で 生産 され た 機体 は ク ァ アド ラン: レア タイ プ と 呼ば れ て いる 。 





半 の 融 要 は それ ほど 大 きく は な く 、 ま れ 、 多 様 な 戦闘 状況 に 対応 し た 、 豊 定 
上 在 で も 必要 充分 で ある こと か ら 、 後 経 機 は よさ パリ エー ショ ン を 誇っ て いる 。 対 地 、 玉 
艦 用 の 通常 弾 、 反 応 弾頭 弾 が 標準 だ 
が 、 対 空 用 マイ クロ ・ ミ サイ ルク ラス ター 
弾頭 、 対 潜 ロ ケッ ト 爆 雷 、 は て は 広域 消 
火 弾 な ど ま で も が 開発 され て いる 。 


は 、 そもそも 可変 
た VB-6 の 性 能 
まだ まだ 必要 と され て いな いと いう 結論 に 至っ た 。 









































バッ ク パ ッ ク 左 側 に 
ー ズ AA-76/QD 





コクピット 

S.M.S 仕 様 の VB-6 は 、 そ の 投入 され 
る 戦況 の 昔 烈 さゆ ゅ え に 、 細 か い 改修 を 受 
け て いる 。 特に コク ピッ ト 周 辺 と エン ジン 
ブロ ッ ク は 新 中 州 重工 で の 組み 立て 時 に 
エネ ルギー 転換 装甲 に 交換 され 、 大 幅 
に 強度 が 増し て お り 、 パ イロ ッ ト と 機体 の 
生存 性 は 非常 に 高い 


同様 の 芽 
コク ピッ ト 

機体 外観 は ロー と 似通っ て いる が 、 内 
は 一 新 さ れ て いる 。 レ ア で は ゼン トラ ー 
ディ 時 代 に は 軽視 され て いた パイ ロッ ト の 
生存 性 が 重視 され 、 コ クビ ピット 周 囲 は エネ 


Dt 





に | 





























ルギー 転換 装甲 化 さ れ 、 コ ー ル ドス リー プ 
機能 を 持つ 予備 生命 維持 装置 が 装備 さ 
れ た 。 








ーー シャ トル モー ド 2 デス トロ イド モー ド 
バリ エー ショ ン 本 機 の ファ イタ ー 形 態 と 言え る シャ トル AM ニー Mo 
< ME < = ーー 形態 で は 、 リ フ テ ィ ング ボディ 構造 の 併 の ライ セオ ン / 新 中 連装 対 け 艦 重 ミ ル ラ ンチ ャ ー を 始め 、 い くつ か 
ク ァ ド ラン ' レ ア の 継続 生産 に よっ て 、 同 系 統 は 存続 にょ り 大 気 園 で も 高い 飛行 能力 を 実現 。 の 武装 は 使用 不能 と な る が 、 腕 部 の パワ ー ア ー ム を 使用 可能 と な る 。 主 に 近 
する こと に な り 。、 お も に ゼン ドラ ー テ デイ 系 の 兵 を 中 心 に 構 レー ル ガ ン の 直下 滋 カ タバ パル ド を プラ ズ マ 革 戦 闘 を 意識 し た 形態 だ が 、VB-6 に 求め られ る 目的 が 砲撃 能力 で あっ た た め 、 
成 き れ た 統 含 事 海 兵隊 な ビ へ 配備 きれ た 。 S.M.S ビ クー yk ト 記 転 用 する こと 届 、 小型 人 に 成功 いら れる 機会 は 少な い 
シー 小隊 に も 、3 機 が 配備 され て いる 。 配備 数 は VF と : 


比較 する と 少数 で ある 。 2 






















機体 構造 

ク ァ ド ラン ・ ロ ー か ら の 追加 装備 で 、 機 
体重 量 、 推 進 剤 使用 量 、 エ ネル ギー 使 
用 量 も 増加 し た が 、 反 応 炉 の コン パク ト 
化 と 出力 向上 、 外 部 推進 剤 タン ク の 追 
加 な ど で 対 応 し て いる 。 S.M.S で は 、 単 
機 で の 超 長 距離 偵察 、 航 路 確認 業務 
を 行う た め に 、 和 往還 用 フォ ー ル ド ・ ブ ー ス 
ター 対応 型 の 最新 バッ チ を 導入 。 S.M.S 
で は 機体 納入 後に 、 フ ォ ー ル ド 通 信 救 
難 ビー コン 発信 器 の 取り 付け 、 予 備 生 
命 維持 装置 の 強化 を は じ め 、 通 信 、 索 
敵 装 置 な ども 独自 部 品 で 強化 し 、 一 部 
アビ オニ クス の プロ グラ ム を カス タマ イズ 
し て 総合 性 能 を 向上 させ て いる 。 














































































































み 重 ガウ ォ ー ク モー ド 
デス トロ イド ・ モ ンス ター を ほう ふつ と さ 
せる 形態 で 、 全 武装 の 使用 が 可能 と な レー ル ガ ン 
る 。 特に 主力 兵器 の レー ル ガ ン を 最大 a 
の 威力 で 使用 で きる た め 、 戦 場 で は 重 
ガウ ォ ー ク モー ド で 使用 され る ケー ス が 多 
く 確認 され て いる 。 


バリ エー ショ ン 

S.M.S 使 用 機 は 、 カ タロ グ 仕 様 は 同一 だ が 、 機 体 納 入 後 
独自 に チュ ー ン され 、 最 大 出力 が 5% 以 上 向上 し て いる 。 独 
特 の マー キン グ も 特徴 的 で ある 
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ロ 1B-Oa 








人 類 の 全 廊 に され た 


バシ ュ ラ の 女 堪 









クイ ー ン の 全身 と リン ク 
行 クイ ー ン の 巨体 を 自ら 


の 肉体 の ご と < 


@ 機体 解説 


レク ロス ギャ ラク シー 船団 の 幹部 で ある 三位一体 の 頭脳 
強化 型 サ イボ ー グ ユニ ッ ト 「 ブ レイ ン 」 に より 、 指揮. 操 
縦 系 中 枢 を 乗っ 取ら れ た マク ロス ・ フ ロン ティ ア が クイ ー ン バ 
ジュ ラ と 物理 的 に 融合 する こと に よっ て 誕生 し た 怪物 が 、 こ 
の クイ ー ン ・ フ ロン ティ ア で ある 。 元 来 、 活 発 に 活動 し な い 
クイ ー ン バジ ュ ラ だ が 、 マ クロ ス ・ フ ロン ティ ア 由 来 の 強力 な 
推力 と マク ロス ・ キ ャ ノン 他 の 武装 、 更 に 全 方 位 バ リア + ピ ン 
ポイ ント ・ パ リア に よる 防御 能力 を 与え られ 、 未 田 有 の 強大 な 


兵器 と な っ て いる 。 
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@ 運用 記録 


) 059 年 の バジ ュ ラ 戦役 の 未 期 、 マ クロ ス - ギ ャ 
ラク シー 船団 幹部 (通称 ブレ イン ) と その 特務 部 

隊 に よっ て 、 マ クロ ス ・ フ ロン ティ ア は 占拠 され た 。 ブ 
レイ ン は 、 イ ンプ ラン ト 技 術 の 応用 に より 、 マ クロ ス ・ 
フロ ンティア と バジ ュ ラ クイ ー ン を 融合 させ 、 超 時 空 
生物 バジ ュ ラ と バト ル 級 攻撃 宇宙 空母 の 双方 の 特徴 を 
# を 生み 出し た 。 無数 の バジ ュ ラ な 支配 し 、 
合 軍 の 連合 艦隊 を 真っ 向 か ら 相手 する ク 
イー ン フ ロン ティ ア だ っ た が 、 ギ ャ ラク シー 船団 を 離 
反し た ブレ ラ ・ ス ター ン の VF- ら 7 の 特攻 に より ブレ イ 
ン が 破壊 され 、 ク イー ン は 支配 か ら 解放 され る 。 更 に 
S.M.S の 早乙女 アル ト 少 尉 に よる クイ ー ン と の 接触 が 
成功 し 、 ク イー ン は い ず こ か へ と フォ ー ル ド し た 。 


ドク 


ギャ ラク シー 船団 の イン プラ ント 
技術 に よっ て 支配 され た クイ ー ン 。 
バト ル ・ フ ロン ティ ア ( 強 攻 型 ) を 包 
むように バジ ュ ラ の 生体 組織 が 融 
合 し て お り 、 頭 部 に は 巨大 な 角 、 
肩 部 に は 無数 の 巨大 な 釣 爪 付き 
の 触 腕 を 持つ 。 ま た 左手 の 空母 
部 分 は 分 厚い 生体 装甲 組織 が 積 
層 し て いる 。 




































































キャ ノン 


織 に よっ て 、 さ ら に 





ブレ ラ ・ ス ター ン の 特攻 に より 、 イ ンプ ラン ト 支 配 か ら 解放 さ 
れ た 状態 。 表面 を 覆う 生体 組織 も 本 来 の 色 味 に 戻っ て いる 。 


S.M.S の 早乙女 少尉 と の 接触 で 、 人 類 の 真意 を 理解 し 、 い 3 8 ーー 
ず こ か へ フォ ー ル ド し た と され る 。 本 来 の クイ ー ン は 、 全 長 数 十 一 数 百 km に も 


達する 巨大 な バジ ュ ラ で 、 バ ジュ ラ ネ ス ト 内 に 
棲息 する 。 胴体 の 大 半 は 地下 に 存在 し 、 惑 
星 の 地殻 エネ ルギー を 取り 込む 。 クイ ー ン が 自 
ら 移動 する こと は まれ で 、 巣 別れ の と き に 移動 
する の み だ と され る 。 ク イー ン は フォ ー ル ド 和 能力 、 
空間 歪曲 能力 に 優れ る が 、 直 接 的 な 戦闘 能 
力 は 少な い 。 

ネス ト は 複合 ハニ カム 構造 の 強 競 な エネ ルギー 
転換 装甲 で あり 、 そ の 上 フォ ー ル ド ・ バ リア も 展 
開 可 能 と いう 堅 呈 な 要 寒 と な っ て いる 。 また ネ 
スト の 構造 体 に は フォ ー ル ド ・ ク ォ ー ツ が 規則 的 
に 埋め 込ま れ も て お り 、 こ れ ら は フォ ー ル ド 波 の 増 
幅 、 フィ ルター と し て 機能 し 、 ク イー ン と 他 の バ 
ジュ ラ 間 の フォ ー ル ド ・ ネ ットワーク を 支援 する 。 
巨大 な バジ ュ ラ 
ネス ト 。 ゼ ント ラ 



































ー デ ィ の 大 型 要 

? ク 塞 は 、 ブ ロト カ 

。 そ ルチャ ー が ネス 

れ 自 ご ト を 参考 に し た 
母 に 匹敵 す の と の 説 も ある 。 





個体 で めった 。 
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還 フロ ンティア 上 秀 大 に よる 
ーー VF-25 の 購 発 試作 モデ ル | 





ー< エ と 口 と 68-4 人 4 
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統合 軍 本 部 が 開発 し た 最新 鋭 機 *-24 エ ボリ ュー ショ ン の 
ns マウロ ス 。 ジ ロン ティ ア 有 船団 に て 、LAI 
社 の 主導 で 開発 され だ 試作 機 。» 機 体 の 変形 機構 や 性 能 試験 、 EX- 
ギア に よる コン ト 加 ご ルル テ え ド な ど を 目的 と し て 、 数 機 が 製造 され 
た 。 本 機 の 試験 で 得 ら ね た デー タ を 元 に 、 諸 々 の 問題 点 を 修正 し 
た 制式 採用 機 VF-25 メ サイ ア の 生産 が 行わ れる こと と な っ た 。 
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p YF-25 プロ フェ シー 











駐 ライ ター モー ド 


コク ピッ ト は 各種 試験 に お ける デー タ 採 取 の 効率 を 考慮 し 、 
複 座 式 と な っ て いる 。 双方 の 座席 が EX- ギ アシ ステ ム に 対応 し 
て いた た め 、 訓練 時 に 後 席 に 着座 し た 教官 が 、 機 体 の バラ ンス 
を 適宜 補正 で きる 点 が 好評 で あっ た と いう 。 図 は メサ イア 025 
で の 試験 飛行 に 参加 し た 機体 の うち 、 001 号 機 。 


介 運用 記録 


米 7 機 が 生産 され た YF-25 は 、 惑星 メサ イア 025 に 
女人 て 試験 飛行 が 行わ れ た 。YF-25 の カラ ー ス キ 
ー ム の 中 で 最も 有名 な オレ ンジ と 白 の 塗装 の 機体 は 、 
この メサ イア 025 で の 試験 で 運用 され た 機体 で ある (な 
お 、 試験 に 使用 され た 3 機 の YF-25 に は 、 それ ぞ れ O001、 
002、003 の 機 番 が 付け られ た )。 試験 飛行 の 終了 後 、 
YF-25 は EX- ギ アシ ステ ム 搭 載 機 へ の 機種 転換 用 訓 
練 機 と し て 運用 され る こと と な り 、S.M.S フ ロン ティ ア 
支部 な ど 、 VF-25 の 実戦 耐用 試験 が 行わ れ て いる 現場 
に 送ら れ た 。 な お 、 S.M.8S フ ロン ティ ア 支 部 に て 運用 さ 
れ た 機体 は 、 メ サイ ア 025 の 試験 飛行 に 参加 し て いた 
003 号 機 で あっ た 模様 。 

YF-25 に も ガン ポッ ド な どの VF-25 の 標準 装備 は 装 
着 可能 で ある が 、 本 機 が 実戦 に 投入 され た と の 記録 は - = 
確認 され て いな い 。 信 カジ ウォー クモ ー ド 

バイ ロッ ト の 手足 の 動き を 機体 モー 
ショ ン に 反映 で きる EX- ギ アシ ステ ム の 
搭載 は 、 ガ ウォー ク 形 態 で の ホバー 機 
動 時 の スム ー ズ な 重心 移動 に 貢献 し た RS 
と され る 。 本 機 の 変形 機構 に は 特に の a" 
修正 すべ き 箇 所 が な く 、 そ の まま 制式 
採用 機 VF-25 に 継承 され た 。 






















































コ 
大 手 玩具 メー カー、 ダイ ナム 超 合 金 は 、S.M.S 
が 運用 する 様々 な 可変 戦闘 機 の 変形 玩具 を 送 


り 出 し 、 大 ビット を 飛ば し て いる 。 同 社 の 製品 は 、』 アパ パパ WO ウォー 






カラ ー リ ング や 細部 の ディ テー ル に 至る まで 、 実 に は 、 一 応 ア サル トナ イフ 
機 そっ くり に 再現 され て いる た め 、L.A.I の イメ ー ジ も 内 蔵 され て いる 


戦略 の 一 環 と し て 、 同 社 か ら 機体 の 設計 デー タ な 
ど を 供与 され て いる の で は な いか と 噂 され て いる 。 





作 ロイ ドモ ー ド 


YF-25 の 頭 部 は 多 方 向 か ら の 情報 を 記録 
する た め 、 各 種 セ ン サ ー 類 、 カ メラ が 大 型 の 
クリ アシ ー ル ド で 覆 わ れ た 、 独 特 の 形状 を し て 
| いる 。 頭 部 右側 に は 通信 アン テ ナ 、 左 側 に 
ダイ ナム の 新 製品 、YF-o5 人 4 は 小口 径 レー ザー 機銃 を 搭載 する 。 
プロ フェ シー。 まだ 十分 に 情 
報 が 回 出し て いな か っ た 当 
時 の 製品 化 で 話題 と な っ た 。 












バト ロイ ドモ ー ド 。 複 座 の 
ト は 胴体 内 に 収納 さ 





人 こち ら は 2059 年 に 銀河 100 万 店 舗 を 達成 し た フ 
ァ ミ リー マー ト と ダイ ナム 超 合 金 が コラ ボレー ショ ン 
し た 製品 、 VF-25Fm( フ ァ ミ リー マー ド Ver.)。 
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フロ ンティア 支部 の 応援 に 現れ た 
5.M.5 支 部 の 母衣 







香 索 克 一 ダー た と ・ と ロロ と ん 
ays Leo 







4 租 


3 半日 束 
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A マク ロス 23 所 属 マ クロ ス ・ ク ォ ー タ ー 


※ デ ー タ は 要塞 盤 時 の も の 






































ガン シッ プ 
動 和 (BABTERL、 
⑥ サ イズ 比較 


ァ ク ロス クォーター 級 多目的 ス デ ルス 宇宙 戦闘 機動 空母 は 、 民 間 軍 事 プ ロバ イダ ー 

S.M.S が 各 船 団 に 派遣 し を いる 護衛 艦隊 の 中 枢 を 担う 艦 で ある 。 重量 子 反応 砲 と 

し て も 運用 可能 な ガト リン グ 世 バス ター キャ ノン を 持ち 、 ま た 約 80 機 の VF ア デス トロ イド 

の 運用 が 可能 、 さ ら に は f 議 攻 型 4 へ の 変形 機能 も 有する な ど 、 同 時 代 の 同 クラ ス の 能 艇 
の 中 で は 、 あら ゆる 面 で 抜き が 出 た 戦闘 力 を 誇る 。 









































/0 cn の コ 


ゴゴ すす METI すす SSH ココ HN 








メカ ニッ クシ ー ト 


@ 運用 記録 


) 059 年 、 マ クロ ス ・ フ ロン ティ ア 船 団 は イン プラ 

ント 技術 を 用 い 、 未 知 の 生命 体 バ ジュ ラ の 群れ 
を 支配 下 に 置く こと に 成功 する 。 こ れ に 対し 、S.M.S 
フロ ンティア 支部 の ジェ フリ ー・ ワ イル ダー 艦長 は 、 知 
的 生命 体 で お る バジ ュ ラ の 支配 は 銀河 条約 違反 で あ 
る と 新 統合 軍 に 告発 し 、 フ ロン ティ ア 船 団 の 制止 を 試 
みた 。 こ の 告発 を 受け 新 統合 軍 と S.M.S 本 部 は 、 連 
合 艦隊 を フロ ンティア 支部 の 応援 と し て 送り 込む 。 艇 
隊 に は S.M.S 如 支部 か ら 多数 の マク ロス ・ ク ォ ー タ ー 
級 空母 が 合流 し 、 先陣 を 切っ て 突入 し た それ ら の 艦 は 、 
次 々 と 決戦 の 舞台 で ある バジ ュ ラ 母 星 に 上 陸 し て いっ 
た 。 そ の 後 、 連 合 艦隊 は 複数 の マク ロス ・ ク ォ ー タ ー 
級 に よる 、 ク イー ン ・ フ ロン ティ ア ( ク イー ン バ ジ ュ ラ と 
バト ル ・ フ ロン ティ ア の 融合 体 ) へ の 重量 子 反応 砲 の 一 
斉 砲 撃 を 行う 。 だ が 直後 に 、 ク イー ン バ ジ ュ ラ が イン 
プラ ント の 支配 を 脱し 、 長 距 離 フ ォ ー ル ド で 退避 し た め 、 
砲撃 は 命中 し な か っ た 。 











マク ロス ・ ク ォ ー タ ー 級 空母 
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MAURO ロ OGs CHRONICLE 

















マク ロス 1 7 所 属 マ クロ ス ・ ク ォ ー タ ー 


S.M.S 各 支部 に 配備 され た マク ロス ・ ク ォ ー タ ー 級 は 、 い ずれ も 基 
本 構造 は 共通 し て お り 、 本 体 で ある 高速 巡洋艦 セン ター ハル と 、 ガト リ 
ング 式 バ スタ ー キ ャ ノン を 装備 し た ARMD-R、 強襲 揚陸 艦 と 空母 を 兼 
ね た ARMD-L、 そ れ に 移動 砲台 艦 BASTER-L、BASTER-R の 隻 
の 艦艇 が 合体 し て 運用 され 、 ま た 人 型 に 似 た 強 攻 型 へ の 変形 機構 も 
備え る 。 マク ロス 17 船 団 の S.M.S 支 部 に 所 属す る マク ロス ・ ク ォ ー タ 
ー 級 は 、 全体 的 に 迷彩 塗 疲 が 施さ れ て いる の が 特徴 で ある 。 





























する ブロ 
が 追加 装 




















ス ら 9 所 層 


マク ロス 23 船 団 の S.M.S に 配備 され た マク ロス ・ ク ォ ー 
ター 級 。 ブ ルー と ホワ イト の 塗装 が 特徴 的 だ が 、 租 装 は 
フロ ンティア 支部 の マク ロス ・ ク ォ ー タ ー と ほぼ 共通 し て い 
る 。 バジ ュ ラ 母 星 で の 決戦 で は 、 マ クロ ス 17 所 属 マ クロ 
ス ・ ク ォ ー タ ー と 共に 、 惑 星 表 面 に 上 陸 を 果たし た 後 、 ク 
イー ン ・ フ ロン ティ ア へ の 砲撃 を 行っ た 。 





































































量子 反応 砲 を 構え る マク 
属 マク ロス ク ォ ー 
は 、 同 艦 所 属 
モン スタ ー も 
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メカ ニッ クシ ー ト 
VF-2SS バル キリ ーI 


lllustration by Hidetaka Tenjin 
\ 


@ 機体 解説 


F-2SS バル キリ ーI は 、VF-XX ゼ 以 トラ ー デ ルアン バルキリー を ベー ス と し て 開発 され 
V ] 変 戦闘 機 で ある 。 関節 駆動 部 な ど ご に 刻 ント ラー ディ 系 パワ ー ド スー ツ の 技術 を 取り 入 
れる こと で 構造 上 の 脆弱 性 を 克服 た 機体 で 、 同 時 期 に 運用 され て いた 大 気 圏内 専用 の 主力 
VF、VF-2JA イカ ロス に Hi べ で ひと 回 わり 小さ な サイ ズ と な っ て いる 。 ま た 、SAP (スー パー 
・ ア ー ム ド ・ パ ッ ク ) を 標準 装備 と する こと で 火力 と 機動 性 の 向上 が 図ら れ て お り 、 宇 宙 空 間 で の 
戦闘 に お いて 優れ だ 性 能 を 発光 し た 。 本 機 は VF-2JA と 並ぶ 主力 機 と し て 地球 統合 軍 の 宇宙 
戦力 を 支え 、 マ ルド ゥ ー ク 軍 と の 戦闘 で も 多数 が 投入 され て いる 。 




















@ デ ー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 人 考 サ イズ 比較 





に 。 こい いこ EE VF2SS 
到 P 対空 レー ザー 機銃 グ ガ ン ポ ボッ ド ノ ス クア イア ー ノ ウォ ー レ 
ン 製 RG-088 レ ー ル ガン x1 (SAP に 搭載 ) ミサ イル ラン チャ 




















@ 開発 系 譜 














ニーーー ニ ーー ニニ 


対 マ ルド ゥ ウー ク 肖 の 主 電力 と な っ た 


字 店 所 可変 則 奇 炎 
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の 
VF-2SS バル キリ ーI 


























島 標準 美 備 


固定 武装 と し て 頭 部 側面 に ター レッ ト 式 の 対空 
レー ザー 機銃 2 門 を 備え る 。 ま た 、 ス クア イア ー 
と 呼ば れる 支援 防御 兵器 を 運用 する こと も 多い 。 
これ は 、 母 機 に 随伴 し て 完全 自動 制御 で 攻撃 を 
行う シス テム で 、2 門 の ビー ム 砲 が 装備 され て い 
る 。 火力 の 大 半 を 標準 装備 の SAP に 依存 し て お 
り 、 本 体 の 武装 は いた っ て シン プル で ある 。 


@ 運用 記録 














み ガ ン ポ ッ ド 

レー ル ガ ン 方 式 の 折り 畳み ガン ポッ ド を 
SAP 左 腕 部 ユニ ッ ト に 収納 し て いる 。 ま た 、 
ネッ クス 機 は 大 型 の 専用 ガン ポッ ド を 装備 し 
て お り 、 右 脚 部 に 収納 され て いた 。 




















080 年 前 後 の 地球 統 合 軍 は 、VF-2SS と 
ee 宇宙 
と 地上 の 防衛 体制 を 整備 し て いた 。VF-2SS は 主 
に 大 気 圏外 に 配備 され 、 歌 に よる 防衛 網 「 ミ ン メ イ 
・ デ ィ フ ェ ン ス 」 の 中 核 を 成す 戦力 と し て 活躍 し た 。 
し か し 、 歌 が 通用 し な い マ ルド ゥ ー ク 軍 と の 戦い で 
は 苦戦 を 強い られ 、 防 衛 戦 に 投入 され た 本 機 も 多 
く が 失わ れ た 。 本 機 は 戦闘 時 に は SAP を 装着 し 、 
さら に ネッ クス 機 は 専用 ガン ポッ ド を 装備 し て いた 。 

マル ドゥ ー ク 軍 偵 察 部 隊 が ムー ン ・ フ ェ ス ティ バル 
を 襲撃 し た 際 に は 、 ネ ックス ・ ギ ル バ ー ト 大 尉 が フェ 
アリ ー リ ー ダ ー 隊 を 率い て 本 機 で 迎撃 に 当たっ て 






























いる (本 来 の 小隊 長 は シル ビー ・ ジ ー ナ 中 尉 )。 














コク ピッ ト を 覆う キャ ノビ ピー は フレ ー ム が な く 、 視 
認 性 が 高い 。 操縦 欄 は アー ムレ スト と 一 体 化し た 
左右 同型 の グリ ッ プ 状 の 構造 で 、 人 差し 指 と 親 
に 2 れん 指 の 位置 に 計 4 つ の トリ ガー を 備え る 。 ま た 、 シ ー 
が 、 邊 大 な 松 守 を 受 後部 が 非常 用 コン テ ナ に な っ て お り 、 人 1 人 が 
けた 。 乗れ る ほど の スペ ー ス が 確保 され て いる 。 





な っ た 月 付近 
で は 、 フ ァ イ ア ー ウ 
ルフ 隊 や ホワ イト オッ 
クス 隊 な どの VF-2S 





ファイター 時 














上 は ファ イタ ー 
の コク ピッ ト 。 
マル ドゥ ー ク 軍 に 囚 前 面 に 集中 し て いる 。 
ムー ン - フ ェ ステ ィ バ われ た 神崎 ヒビ キ を 
ル で は フェ アリ ー リ 敷 出す る た め に >) トバ トロ イド 時 
ー ダ ー 隊 に よる デモ ビー 機 が 敵艦 に 洪 入 バト ロイ ド 時 で も シー ト の /\2 
ョ ン 機 し た 際 に は 、 コ クビ 周り の 構造 は それ ほど 大 
の アク ロバ ッ ト 和 飛行 ッ ト の 後部 に 彼 を 乗 きく は 変化 し な い 








が 披露 され た 。 せ て 脱出 を 図っ た 。 












等 ラ 


VF-2SS は 宇宙 空間 で の 運用 を 主体 と し て 開 
発 され た 機体 で 、 機 体 構造 に も その 設計 思想 が 
表れ て いる 。 主要 は 面積 が 小さ く 、 エ ンジ ン ナ セ 
ル は 外側 に 張り 出し て お り 、 航 空 機 と し て の 空力 
を 犠牲 に し て も VF と し て の 構造 と 性 能 を 優先 し た 
こと が うか が える 。 本 機 の ベー ス と な っ た VF-XX 
も 特異 な 形状 を 持つ 宇宙 空間 用 の 機体 で 、 そ の 
発展 型 に あたる VF-2SS が 宇宙 空間 で の 戦闘 に 
重点 を 置い て いた の は 当然 の 流れ だ っ た と 言え る 。 


























基本 構成 は VF-1 シ リー ズ に 近 
い が 、 脚 部 エン ジン ナセル が 外側 
に 配置 され て いる た め 印 象 は 大 き < 
く 異な る 。 
























SAP に よる 推力 と 機 
動 性 の 増強 も あっ て 
宇宙 空間 に お ける 機 












一 機 は マル ドゥ ー ク 
艦内 で 軽快 な 機動 で 
敵 の 追撃 を 振り 切っ 
て いる 。 















エン ジン ナセル 内 側 に 見 える 
の は 腕 部 ユニ ッ ト で 、 左 右 に 分 
か れ て 収納 され て いる 。 







人 機 首 底 面 に 垂直 加 を 備え る 独特 の 構造 で 、 尾 賀 は 機体 の 上 
下 に 2 枚 ず つ 配 置 さ れ て いる 。 
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信 ガラ ォ ー ク モード 

宇宙 空間 で の 運用 を 想定 し た VF-2SS に お いて 、 
重力 下 で 真価 を 発揮 する ガウ ォ ー ク 形態 は 使用 する 局 
面 が 少な いと 考え られ る 。 し か し 実際 に は 、 艦 艇 な ど 
の 巨大 構造 物 を 足場 に し た 戦闘 や 構造 物 内 部 へ の 
侵入 な ど 、 ガ ウォ ー ク 形態 が 用 いら れる ケー ス も 多かっ 
た 。 関節 部 の 強度 向上 が 施さ れ た 本 機 は ガウ ォ ー ク 
形態 の 信頼 性 も 高く 、 実 戦 で は パイ ロッ ト の 機転 に よ 
され た 。 
























ド し た 腕 部 と 脚 部 が 展開 され 、 バ 
ッ ク バ ッ ク が 背面 に 回 る 変形 
を 有 し て いる こと が わか る 。 




















っ て 様々 な 局面 に 活 

















マル ドゥ ー ク 軍 前 衛 艦 隊 旗 
艦 サ ー ラ イド の 艦内 に 7 
し た シル ビー 機 は 、 ガ ウォ 
ー ク 形態 を 用 い 狭 い 艦 内 
を 移動 し た 。 





人 背部 サブ ユニ ッ ト は 変形 時 
に 180 度 回 転 し て 上 下 が 逆 と 
な り 、 バ ッ ク バ ッ ク に 接する 。 










宇宙 空間 で も 艦艇 内 部 の 
うに 擬似 重力 を 発生 さ 
る 場所 も ある た め 、 
ー ク の 機動 性 が 発揮 
され る ケー ス も 多かっ た . 





専用 の 着 艦 設備 が な い 場 
所 な ど で は 、 ガ ウォ ー ク 形 
態 で 着陸 する こと も あっ た 。 

















ゼン トラ ー デ ィ の 技術 ノウ ハウ が 取り 入れ られ た VF- っ に 
2SS だ が 、 バ トロ イド 形態 は 旧来 の VF と 同じ フォ ルム ) 
を 有 し て いる 。 頭 部 は 連装 ター レッ ト を 有する 形状 で 、 = 
その 他 の 部 位 に も か つて の VF シリ ー ズ か ら の 設計 思 
想 を うか が わせ る 点 が 多い 。 


















胸部 の ライ ン が グリ ー ン 
| に 塗ら れ て いる 機体 は 
| 男性 パイ ロッ ト 、 イ エロ 
ー は 女性 パイ ロッ ト 用 で 
あっ た 。 ま た 、 シ ルビ 
ー や ネッ クス の よう に エエ 
ー ス バイ ロッ ト は レッ ド 
や ブル ー と いっ た バ パーソ 
ナル カラ ー で 塗ら れる こ 
と も あっ た 。 こ れ 以 外 に 
も 、 ム ー ン : フ ェ ス ティ バ 
ル に 参加 し た 赤い ボディ 
や 茶色 い ボ ディ の 機体 
な ど 、 多様 な 機体 色 の バ 
リエ ーション が 存在 し た 
よう だ 。 


マ 男 性 バイ ロッ ト 用 
















本 機 は VF-XX を ベー ス と し た 高い 性 能 を 有する 人 
型 戦闘 兵器 で ある が 、 マル ドゥ ー ク 軍 と の 戦い に お い 
て は 、 近 接戦 闘 を 得意 と する 敵 バ トル スー ツ に 圧倒 さ 
れる 場面 も 少な か ら ず 確 認 さ れ た 。 







































マル ドゥ ー ク 軍機 動 兵 器 
の 格闘 戦 で は 劣勢 を 強い 
られ た が 、 ックス 機 の よ 
うに 目 ざ ま し い 戦 果 を 上 げ 
る 機体 も 少な か ら ず あっ た 。 


































4 サブ ユニ ッ ト と バ 
パッ ク は 背部 [ 
バト ロイ ド 
推進 器 と も な る 。 











まれ て バト ロイ ド の 上 
半身 を 構成 する 。 コ ク 
ピッ ト の キャ ノ ピ ー は 装 
甲 で 覆 わ れ 、 主 環 は 背 
部 に 収納 され る , 
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@ デー タ ※ デ ー タ は ファ イタ ー 形 態 時 の も の 
所 属 > 地球 統合 軍 


⑧@ 機体 解説 


ペン トラ ー デ ィ と 地球 の 技術 を 融合 し た 地球 統合 軍 の 主力 機 、VF-2SS 

バル キリ ーHl に は 、 総 合 的 な 性 能 の 向 各 を 目指 ほ ぽ SAP( ス ー パ ー: ア ー 
ム ド ・ パ ッ ク ) シ ステ ム と 呼ば れる 強化 装備 が 用 意 き きれ て いた 。 機 体制 御用 人 
ー ニ ア と 推力 強化 用 の 高 機動 ノズル ふさ さらに レー ル ガ ン と 複数 の ミサ イ 
* 構 成 さ れ て お り 、 通常 時 に 比 穴 て 空中 戦 能 力 と 機動 性 能 は 飛躍 
的 に 向上 し た 。 装 着 時 で も 苦 形 きる その 運用 性 の 高 さ か ら 、 西 
暦 2080 年 代 に は 機体 の 標準 装備 と な っ て いる 



















(に 変 


























rchani_ heet 
メカ < ト 


VF-2SS バル キリ ーI 




















VF-2SS バル キリ ーTII の ファ イタ ー、 ガ ウォ ー ク 、 バ トロ イド の 可変 シー クエ ンス を 示 朝 ファイター 中 ガウ ォ ー ク 
し た 図 。 腰 ブロ ッ ク が 各 形 態 で 異な る レイ アウ ト と な る ほか 、 機 体 上 部 の バッ ク パ ッ ク 時 
や ポッ ド が スラ イド 、 回 転 を 繰り 返す の が 特徴 で ある 。 


の ファイ ター ゅ バト ロイ ド 


















介 運用 記録 


/ \ ル キリ ーII は 、 マ ルド ゥ ー ク 軍 と の 一 連 の 戦 
役 に お いて 、 主 力 機 動 兵 器 と し て 活躍 し た 。 

















1 回 胸部 カバ ー が スラ イド 
戦い は 、 火 星 一 地球 囲ま で の 軸 域 を 舞台 と し て い yA 
た た め 、 バ ルキ リーI も 基本 的 に は SAP シ ステ ム 
装備 で 投入 され て いる 。 記録 に は 、 小 弄 騰 を 撃沈 
し て いる バル キリ ーI も 見 受け られ る が 、 戦 闘 の 放 
超 は 両 軍船 隊 の 砲撃 戦 に よっ て 決着 する こと と な 
り 、 バ ルキ リーH は 、 実際 の 戦況 に は さほど 影響 は 
与え られ な か っ た と いう 。 



































み バ トロ イド モー ド 


マル バト ロイ ドモ ー ド で レー ル ガ ン を 使 





体制 御用 
、 機 





SAP シ ステ ム を 
ド し た \ 
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混 場 を 能 け る 
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@ 機体 解説 





























@ デ ー タ @ サ イズ 比較 
所 属 を SNN エン ジン ぁ 調査 中 PWM 
8 推力 * 生 中 ビ が 所 有する 複 座 弄 社 用 機 SNN/ Q じ キリ ー は 、 
例 衣 調査 中 度 と 調査 中 こさ 0 NN 称 
全 相 と 中 標準 葉 閉 と な し 軍用 機 で ある バル キリ ー の 技術 を 転用 し た 民間 用 可 
id 変 機 で ある 。 武 装 を 持た ず バ トロ イド モー ド へ の 変形 
@ 開発 系 議 図 機構 も 有 し て いな いも の の 2 高速 移動 を 重視 し て 設 
計 され た 機体 は 軍用 機 まり も 軽量 で 、 後 退 角 を 持つ 
? と ENV Ce 
[anuovry= 固定 加 と 尾 民 部 か 伸び る 前 進 翼 を 立体 的 に 組み 合 

















SNN 本 社 ビ ル 内 に 配備 され て いる SNN SNN バ ルキ リー は ファ 


バル キリ ー。 マ ルド ゥ ー ク 軍 と 統合 軍 の 戦 用 され る こと が ほとん ど た マル わせ た 独自 の 形状 の 主 細 に より 、 安 定 し た 高速 移動 を 
闘 が 発生 し た 際 、 上 層 部 の 許可 を 得 た レ ドゥ ー ク 艦 へ の 肉薄 時 や 、 瑞 能 フー スクー な 3 a 
ポー ター が 同機 に 搭乗 し 、 戦 闘 空域 へ と 移動 する 際 に は ガウ ォ ー ク 形態 に 変形 し 可能 に し た の さら に 、 大 型 の ブー スタ ー を 装着 する こ 


急行 し た た 。 と で 単独 で の 大 気 圏外 へ の 進出 も 可能 と な っ て いる 。 








SNN バ ルキ リー 














chani_ heet 


メカ 
SNN バ ルキ リー 











_ 島 コク ピッ ルト 
@ 運用 記録 複 座 と な っ て いる コク ピッ ト 。 操縦 者 が 搭乗 する と 前 席 陣 | 
前 席 に は コン トロ ー ル ステ ィ ッ ク や マニ ピュ レー タ 

「 ステ ィ ッ ク 、 各 種 計器 な ど を 設置 。 カ メラ マン が 搭 
ルリ 派遣 され た SNN/ ル キリ ー は 、 軍 用 機 に 勝る 。 乗 する 後 席 に は 、 複 数 の モニ ター ディ スプ レイ と コン 
と も 劣ら な い 飛 行 性 能 の 高 さ を 見 せ 、 撃 隊 さ れる こと ト ロールス ティッ ク な ど が 設置 され て いる 。 
な く 戦 闘 の 模様 を 記録 し て いる 。 な お 、2 度 に 渡り 最 ーー = 

前 線 を 取材 し た SNN の 芸能 レポ ボー ター・ 神 崎 ヒ ビ キ は 、 ns 
最初 の 取材 で は SNN 本 社 ビル 所 属 の 機体 に 搭乗 し て 
敵艦 内 に 侵入 。 2 度目 の 取材 で も 月 支局 の 機体 に 搭乗 
し 、 敵艦 内 に 乗り 付け る と いう 大 胆 な 取材 を 敢行 し た 。 















































| 4 後 席 





人 キャノ ピー 開放 時 








信 ライ ター モー ド S ブ ー ス ター 

機体 形状 の 最適 化 や 軽量 化 な ど に より 、 空 中 お 
よび 宇宙 で 安定 し た 高速 移動 が 可能 と な っ て いる 飛 
行 形態 。SNN 本 社 ビ ルカ ら 宇宙 に 向かう 際 は 、 こ 
の ファ イタ ー モ ー ド の 尾部 に 大 型 ブ ー ス ター を 装備 し 
て 一 気 に 大気 較 を 離脱 する 。 な お 、 ヒ ビ キ は 交戦 
の 模様 を 取材 する 際 も 、 宇 宙 空 間 に お ける 長 時 間 
の 高速 航行 を 維持 する た め ブ ー ス ター を 装備 し た まま 
の 機体 を 運用 し て いた 。 














マ ^ り 主翼 の 形状 は 中 央 に 空間 が ある 結合 
。 買 と な っ て いる 。 固 定 買 の 軸 面 に は SNN 
の ロゴ マー ク が あり 、 両 械 に は 大 型 カ メラ 
が セッ ト さ れ て いる 。 


後部 に 装備 され た 白い ブー 
スタ ー は 3 基 の 大 型 ノ ズル を 搭載 。 
M SNN バ ルキ リー に 膨大 な 推力 を 与 
え 、SNN 本 社内 カタ バル ト か ら 大 気 
圏外 へ の 単機 で の 脱出 を 可能 と する 。 


信 ジラ ォ ー ク モー ド 

脚 部 推進 器 を 展開 し 、 ホ バリ ング や 低空 で の 低 
速 移動 を 行う モー ド 。VF-1 シ リー ズ の よう な 腕 部 マ 
ニ ビ ピュ レ ー タ ー は 用 意 さ れ て いな い 。 ヒビ キ は デニ ス 
を 乗せ て の 取材 時 と 、 マ ルド ゥ ー ク の 歌 巫女 イシ ュ 
タル を 送り 届け る 際 に マル ドゥ ー ク 艦 に 侵入 し て いる 
が 、 ど ちら の 場合 も 狭い 場所 へ の 侵入 や 着陸 に 向 
いて いる ガウ ォ ー ク モー ド を 活用 し た 。 






















宇宙 へ の 射出 を 控え 、 大 型 ブ ー ス タ 
ー を 設置 し て SNN 本 社 ビ ル の カタ バ 
ルト に 待機 する SNN バ ルキ リー。 











へ 脚 部 推進 器 を ホバリング 用 に 展開 し た ガウ ォ ー ク 形態 は 、 
着 艦 時 な ど 限 定 的 な 状況 で 使用 され た 。3 は 翼 端 が 折 
畳 ま れ 、 大 型 カ メラ は 細 端 部 に 横付け され る 形 と な る 。 


後 席 に イシ ュ タ ル を 乗せ て 敵艦 に 向 


か っ た SNN バ ルキ リー。 瑞 艦内 に 着 
艦 す る 際 は ガウ ォ ー ク と な っ た 。 
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ロフ アロ フ 





























重 装備 で 知ら れる 機体 
だ が 、 大 気 圏内 と 宇宙 
空間 の 双方 で 統合 軍 の 








近 粒 埋 闘 に 偽 れ た i 





マル ドゥ ー ク 上 各 の 
主力 機動 兵 順 


但 機体 解説 


で ドラ ー ク 昌 の 二 力 機動 兵 主 で ある ガリ シュ 

ヽ は 、 巨 人 族 を 洗脳 し 操る マル ドゥ ー ク が 操縦 す 
る バト ルス ー ツ で あり 、 前 線 に 立っ て 戦う 勇猛 な 指揮 
官 フ ェ フ 用 の 真紅 の 機体 と 、 一 般 兵 士 用 の 青い 機体 
が 確認 され て いる 。 同 機体 は 多数 の 小型 ミサ イル を 
内 蔵 し こい る ほか 、 肩 部 に ある 伸縮 自在 の ウイ ング カ 
ッ タ ー や 機体 各所 に 装備 され た 射出 可能 な クロ ー と い 
つた 特殊 兵 装 が 施さ れ て お り 、 特 に 敵 機動 兵器 と の 
近接 戦闘 で 高い 戦闘 力 を 誇っ た 。 








主要 パイロット 


ギガ メッ シュ (フェ フ 用 ) 





@ デ ー タ 
所 属 と マル ドゥ ー ク 
と 調査 中 








全備 と 調査 中 
エン ジン 調査 中 
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記録 @ ギガ メッ シュ (フェ フ 用 ) 
但 運 用 記 第 3 先 氏 艦 の 艦隊 指揮 官 で あり 勇猛 な 戦士 で も 
ある フェ フ の 専用 機 。 赤 い カ ラー リン グ の 機体 は 一 
(大 合 軍 と の 緒戦 に お いて マル ドウ ー ク 還 の 散 隊 指 。 般 兵 士 用 と 比べ 若干 大 きく 、 頭 部 を は じ め と する 機 
リト し 才 公務 め た フェ フ は 、 同 戦闘 中 に 連れ 去ら 体 各所 の 形状 の ほか 、 小 型 ミ サイ ル や ウイ ング カッ 
れ た 歌 直 女 イシ ュ タ ル を 取り 戻す た め 奇 製 攻 撃 を 敢 "ター と いっ た 専用 武装 に つい て も 一 般 兵士 用 の 機 
行 。 イ シュ タル の 奪還 に は 失敗 し た が 、 彼 が 搭乗 し た 体 と は 異な っ て いる 。 _- ^ 各 種 セ ン サ ー を 措 載 し た 頭 部 は 、 免 と 、 バ イザ ー の よう な 形 
ギガ メッ シュ は 統合 軍 の VF-5JA イ カロ ス を 軽く あし ら アズ TE ET NE 
っ て いる 。 ま た 、 ム ー ン フェ ステ ィ バ ル を 監視 し て い = 
た マル ドゥ ー ク 軍 は 、 ア イド ル 歌 手 の ウ ェ ン ディ ライ 
ダー を 地球 の 歌 小 女 で ある と 解釈 し 、 そ の 捕 捧 を 画 
策 。 シ ルビ ー: ジ ー ナ と 共に VA-1S8 メ タル サイ レー ン 
(レプ リカ ) に 搭乗 し た 彼女 を 捕獲 すべ く 、 ギ ガメ ッ シ 
ュ (一 般 兵士 用 ) を 出撃 させ た 。 
















































































人 へ 戦闘 時 に は フェ イス カバ ー を 降ろ し 、 頭 部 正面 の セ 
議 VF-2JA と 交戦 し た フェ ン サ ー 部 分 を 保護 する こと が で きる 。 
フ の ギガ メッ シュ 。 一度 
は 動き を 封じ ら が 、 
特殊 兵 装 の ウイ ング カッ 
ター を 用 いて VF-2JA 
の 腕 を 破壊 し た 。 










3 推進 器 側面 に 備え 付け られ た ウイ ング カッ ター の ほか 、 伸縮 目 在 
の クロ ー が 手 、 膝 、 中 に 備え られ て お り 、 ら 枚 の カッ ター と 計 12 本 


| の クロ ー を 縦横 無尽 に 張り 巡ら せる こと が 可能 で ある 。 













る マ 両 腕 部 に も 多数 の 武装 を 備え る ギガ メッ 
シュ 。 釣 爪 の よう な 5 本 の 指 の うち 、 中 3 本 は 
伸縮 自在 の クロ ー に な っ て お り 、 肘 部 に は 特 
殊 な 形状 の 小型 ミサ イル を 多数 搭載 し て いる 。 













gS 3 77 ニュ ーー 
て いる 、 非 常に コン パク ト な コク ピッ ト 。 機 体 の 操作 は 操縦 シー ト の 両 脇 に 設置 され た コン トロ ー ル アー 
を 開放 し た 際 は 、 操 縦 シ ー ト を せり 出さ せる こと も 可能 で ある 。 





胸部 の カバ ー に よっ て 二 重 に 
ム で 行う 。 な お 、 二 重 の カバ ー: 














信 ガッ シュ (一 般 兵士 用 ) 


「 近 接戦 闘 に 優れ た 機動 兵器 ] と いう 機体 の コン 
セプト は フェ ブフ 機 と 同様 だ が 、 外 装 や 武装 な ど が 全 
体 的 に 簡略 化 さ れ て いる 、 一 般 兵士 用 の ギガ メッ シ 
ュ 。 カラ ー リ ング も 真紅 の フェ フ 機 と は 異な り 、 基 本 
的 に 青 で 統一 され て いる よう だ 。 


統合 軍 の 最新 鋭 機 VA-1 
SS メタ ル サ イ レー ン ( レ 
プリ カ ) を 追跡 
捕獲 し た こと か ら 、 一 般 
兵士 用 の ギガ メッ シュ も 
非常 に 高い 性 能 の 機体 
だ っ た と 思わ れる 。 


i a 


マウイ ング カッ ター や 背部 の 推進 
器 な ど 、 フ ェ フ 機 と 比べ コン バク ト に 
まとめ られ た 機体 。 一 般 兵士 用 で あ 
/ ガ る た めか 、 両 膝 部 の クロ ー や 右 裸 の 
セン サー な ど が 省 か れ て いる 。 








や 小型 ミサ イル 発射 時 は 、 前 


と 6 げ 腕 部 を 前 方 に スラ イド させ る 。 な 
へ と お 、 ミ サイ ル は 両 腕 で 計 100 発 
レ ほど が 搭載 され て いる 。 

の 








人 特徴 的 な 形状 を し た 一 般 
兵士 用 の 機体 頭 部 。 そ の 形 
状 ゆ え に 、 フ ェ フ 機 の よう な 
フェ イス カバ ー は 持た な い 。 
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呈 呈 口 


大 空 を 乱 る 
ーー 大 押 彫 内 用 可変 機 









> 


と ロ ル vre-3 ハ 4 
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@ 機体 解説 


気 圏内 で の 運用 を 目的 と し て 開発 され た 可変 戦闘 機 。 ゼ ント 

ラー ディ 系 技術 を 取り 入れ た 宇宙 用 の VE_OSS と は 異な り 、 地 

球 の 技術 体系 の み で 開発 され た 機体 で お る 。 ま た 、 熱 核 エ ンジ ン も 

大 気 圏 内 用 が 使わ れ て お り 。,VF-2SS と 比べ サイ ズ が ひと まわ り 大 き 

い 。 基 本 装備 は ガン ポッ ド の み だ が 、 指揮 官 機 や 有事 の 際 は 主 机 下 に 
ミサ イル ポッ ド を 装備 まる こと で 火力 の 増強 が 可能 で ある 。 チュ ー ン ジラ ザマ ル 

歌 巫 女 イ シマ タル を 追う て 地球 に 潜入 し た マル ドゥ ー ク の 戦闘 ボツ ドゥ ー ク 軍 の ギガ メッ シュ 帆 
ックス ・ ギ ル 人 バー ト 大 尉 が 系 四 3 で な を 拘束 し た ネッ クス だ っ 

ド と 、 ネ ックス ・ ギ ル バ ー ト 大 尉 が 率い る VF-2JA 部 隊 が 海上 で 交戦 。 た が 、 格闘 性 能 で は 劣り 、 | 
その 後 、 カル チ ゼ ー パ ー ク に 現れ た 残存 部 隊 も 本 機 が 制 し て いる 。 腕 を 破壊 され て し まう 。 


地球 の 制空権 を 握る 機体 
と し て 、 マル ドゥ ー ク 軍 の 
侵攻 部 隊 と 交戦 。 し か し 
圧倒 的 戦力 差 に よっ て 次 
々 と 破壊 され て いっ た 。 
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メカ ニッ クシ 


VF-2JA イカ ロス 

















人 ライ ター モー ド 

戦闘 機 の フォ ルム は VF-2SS と 大 きく 異な り 、 
高い 機動 性 を 引き 出す た め に 大 気 園内 で の 空 カ 
特性 に 優れ た 設計 が 成 さ れ て いる 。 
マカ ナー ド 細 や ベン トラ ルフ 


イィ ン な ど 、 最 高速 度 を 犠牲 
に 機動 性 を 重視 し て いる 。 


\ ト ロイ ドモ ー ド 

バト ロイ ド 時 も 十分 に 空戦 可能 で あり 、 ファ イタ 
ー 時 か ら 変 形 に 要する 時 間 は 短い 。 そ の た め 可 
変 機構 を 十分 に 活か し た 空戦 を 展開 で き 、 可 変 
機 と し て の 優れ た 運用 性 を 誇っ て いる 。 











。 全 フ ァ イ タ ー 時 の コク ピッ 










る バトロイド 時 の コク ピ 






ト 。 0 両 サイ ド W ッ ト 。 キ ャ ノ ピ ー は 装 
に バッ クミ ラー を 持つ 。 い 甲 で 覆 わ れ デ 


ィ ス プレ イ が くる 









作 ュー2 モ モー ド 
移動 速度 と 機動 性 の バラ ンス に 優れ 、 建築 物 

な ど 障 害 物 の 多い 地上 で の 主役 と 言え る 形態 で 

ある 。 下図 は ミサ イル ポッ ド を 装備 し た 状態 






















足 底 の メイ ン ノ ズ 
ル の ほか 、 逆 関節 に 
な っ た 脚 部 裏側 か ら の 機 と も に 共通 で バリ 
サブ ノズル が 開く A/ (| い 。 ガン ポッ ド は 腕 に マウ ント 可能 


主要 は 前 進 異 と な る 。 
3、 腕 を 展開 させ な い 
まま で の 運用 も 可能 






頒 亡 形 シー クエ ンス (ファイター 形態 バト ロイ ドン ガウ ォ ー ク 形態 ) 
ファ イタ ー 只 バト ロイ ド ファ イタ ー 只 ガウ ォ ー ク 


本 カナ ー ド 、 ペン トラ ルフ ィ ン 、 エア イン テー ク が 閉じ る 。 機体 下 

















カナ ー ド が 閉じ バッ ク バ パッ ク が せり 上 が る 。 垂 直 尾 買 


部 を 夫 に 9O 度 下がり 、 左右 に 開く 。 人 
を 守 * が 大 開 。 














バッ ク バ ッ ク と 主 細 が 垂直 尾翼 の 上 に 180 度 回 転 し 
て 重なり 、 翼 は 前 進 細 の よう に 前 方 へ 可変 


垂直 尾 胡 と 主 机 が 畳 ま れ 、 下 方 に スラ イド し た バッ ク バ パッ ク が 細 - 、 の 











を 固定 する 。 








EE テレク ター が 後ろ に スラ イド し 、 腕 部 が 展開 





| a 
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歌 の 力 で 磁 焼 を 結 り 返し た 
マル ドゥ ー ク の 台 凡 群 





@ サイ ズ 比 較 





@ 艦 体 解説 


‘ へ 、 て の 星々 を 破壊 する こと こそ が 平和 へ の 唯一 の 道 で ある 一 一 この 理念 を 持つ 
- 独 裁 者 イン グ ス が 率い る 、 マ ルド ゥ ー ク 軍 。 彼 ら は イン グ ス の 理 意 を 実行 に 








移す た め 、 多数 の 兵器 を 開発 ・ 運 用 し て お り 、 バリ エー ショ ン 豊 か な 戦艦 群 を 生み 出し 修 鐘 中 弄 戦 艦 

た 。150km に も 及ぶ 全高 を 持つ 母艦 を は じ め 、4.000m 級 の 艦隊 旗艦 、 2.500m 3: 

級 の 大 型 戦艦 、 慰 候 艦 隊 が 運用 し た 眉 候 艦 な ど 、 用 途 に 応じ て 多種 多様 な 艦艇 を 開 8 as 
SDF-1 


発し て いる 。 そ の 大 半 が 戦闘 能力 や 戦闘 メカ ・ 戦 闘 ポ ッ ド の 運用 能力 、 さ ら に フォ ー 
ルド 機能 を 備え て お り 、 あら ゆる 破壊 活動 を 可能 と する 移動 拠点 と な っ た 。 
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マル ドゥ ー ク 軍艦 艇 








か 艦 体 構造 














@ 運用 記録 


ァ ル ドゥー ク 軍 艦隊 は まず 、 大 型 、 中 型 戦艦 な ど で 

編成 され た 30 隻 の 部 隊 で 地球 へ 侵攻 を 仕掛 け 

た 。 こ の 戦い で は 、 イ ミュ レー ター( 歌 巫女 ) で ある イ 

シュ タル の 歌 な ど で 、 統 合 軍 の 歌 に よる 攻撃 「 オ ペレ 

ョ ン ・ ミ ン メ イ 」 を 破っ つて いる 。 そ の 後 も 彼ら は 統 

合 軍 と 一 進一 退 の 艦隊 戦 を 続け る が 、 イ シュ タル 、 フ 
ェ フ の 離反 な ど に より 、 敗北 を 喫し て いる 。 





















4 消 衣 
艦隊 旗艦 の 後方 部 
1 用 し て し 





き 異 な 構造 























中 型 戦艦 狂 ) 庄 修 艦 









42.000m 級 の 戦艦 で 、 丸み を 帯 








マル ドゥ ー ク 軍 母 艦 

マル ドゥ ー ク 軍 を 率い る イン グ ス が 運用 し て いる 超 
大 型 艦 。 そ の サイ ズ は 全高 150km に も 及び 、 マ ル 
ドゥ ー ク 軍艦 の 中 で も 圧倒 的 な 巨大 さ を 誇 る 。 戦艦 
と いう より も 移動 要 寒 の よう な フォ ルム を 持ち 、 艦 フロ 
ント に 設置 され た 赤い 「 目 ] の よう な 主砲 の ら 、 強 大 な 
ビー ム を 放つ こと が で きる 。 










































球 側 か ら 身柄 を 礁 
取 し た ュ タ ル 
を 、 艦 隊 旗 艦 サ ー 
ライ ト 
た め に 運用 



















の 「 山 ] の よう な 、 特異 な フォ 
ト う に フォ ー ル ド 機 
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協 4 の 大 硬 を 半 つ 


次 期 放 力 可変 束 若 半 





Ilustration by Hidetaka Tenjin 


@ 機体 解説 


55 代 0 
変 戦闘 機 が 、 こ の VA-1SS メタ ル 装 ダレ ミン で ある 。 フ ァ イ タ ー と 
ガウ ォ ー ク 、 バ トロ イド の 3 形態 に 加え ご 第 4 の 形態 に ちあ た る ガン ドロ イド へ 
の 変形 機構 を 有する 点 が 最大 の 特徴 で ある 8 また 、 プ ラズ マ ・ ス ピア を は じ 
め と する 多彩 な 武装 に よる 高 by 火力 と き 従 来 の 主力 機 を 大 きく 上 回 る 推力 
を 誇り 、 次 期 主 力 機 に 京 記 わ し い 性 能 を 獲得 し て いる 。 マル ドゥ ー ク 軍 に よ 
る 地球 侵攻 の 最 中 に ロー ルアウ ゆ ウト し た 本 機 は 、 ネ ックス ・ ギ ル バ ー ト 大 尉 の 
乗 機 と し て 最終 防衛 ライ ン の 攻防 戦 に 投入 され 、 大 き な 戦 果 を 挙げ た 。 
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メカ ト 


@ 運用 記録 





ヽ ん っ 期 主力 機 と し て 開発 が 進め られ た VA-1SS 
は 、2091 年 の ムー ン フ ェ ス ティ バル で 試作 
型 の プロ ト タ イ プ ( レ プリ カ と も 言わ れる ) が 一 般 公 
開 さ れ た 。 ま た 、 マ ルド ゥ ー ク 軍 の 主力 が 地球 圏 に 
到達 し た 際 に は 、 月 付近 の 最終 防衛 ライ ン に お け 
る 戦闘 に 投入 され て いる 。 同 機 は この 丘 躍 
し た が 、 ネ ックス 大 尉 に は 別 の 任務 が 与え られ た た 
め 、 戦 線 か ら 後 退 し て いる 。 























マル ドゥ 
倒す る 性 
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p VA-1SS メタ ル サ イ レー ン 














EE 

バト ロイ ド 時 の 接近 戦 能 力 の 強化 の た め プラ ズ 
マス ピア が 装備 され た 。 ま た 、 ガ ン ポ ボッ ド や ビー ム NN 時 _- 
砲 、 内 蔵 式 ミサ イル な ど に よる 高い 火力 を 誇っ た 。 hai 


に 展開 し て グリ ッ プ が 引き 出さ れる 。 


作 2 ジ ォ ー ク モード 
VA-1SS の 基本 的 な ユニ ッ ト 配 置 や 変形 構造 は 、 主 
細 部 と バッ ク ブ ー ス ター、 ヘッ ドカ バー を 除け ば VF-2SS 
に 近い 。 その た め 本 機 の ガウ ォ ー ク 形態 は VF-2SS に 
近い 構造 と な っ て いる が 、 変 形 時 に プラ ズ マ ・ ス ピア が 
腕 部 に 装着 され る た め 格 闘 戦 に も 対応 可能 と な る 。 














プラ ズ マ スピ ア に よっ て 、 マ ルド ゥ 
ー ク 軍 の バト / こも 劣ら な い 
接近 戦 性 能 を 獲得 し て いる 。 





最終 防衛 ラ 
ー ク 形態 は 











バト ロイ ド 時 に 主 買 を 上 方 に 可動 さ プラズマ 

せ 、 主 買 に 装備 し た ガン ポッ ド で 前 か ら 右 腕 の 前 

方 の 敵 機 を 攻撃 する こと も 可能 。 着 さ れる 。 
半 さ 


























信 コンピ 
コク ピッ ト は VF-2SS バル キリ ー 了 [な どの も の を 

進化 させ た 構造 で 、 ア ー ム レス ト と 一 体 化 し た 操 

縦 神 や 箱 状 の ペダ ル と いっ た 共通 する 構造 に 加 

え 、 ド ー ム 状 多 目的 ディ 

スプ レイ な どの 新 シ ステ ンク グフ ^ ム ファ イタ ー プ ガウ ォ ー ク 時 


ム も 導入 され て いる 。 シー ト 前 方 に は 多目的 ディ スプ レイ 
助 デ ィ ス ブ 

















偽 (トロ イド モー ドン ガン ドロ イド モー 
バト ロイ ド 形 態 の 特徴 と し て は 、 プ ラズ マ ・ ス ピア の バト ロイ ドモ ー ド 1 
装備 に よる 接近 戦 能 力 の 向上 と 、 有 視界 戦闘 を 想定 | 
し た コク ピッ ト 配 置 が 挙げ られ る 。 さ ら に 、 本 機 は ガン ド 
ロイ ド と 呼ば れる 形 態 を 採る こと が 可能 で 、 宇 宙 空 間 で 
も 優れ た 格闘 戦 能 力 を 発 押し た 。 こ の 形態 は 「 純 導 撃 
型 | と も され 、 ミ サイ ル を は じ め と する 各種 武装 を 最大 限 
に 使用 する こと が 可能 で 、 突 出し た 攻撃 力 を 発揮 し た 。 






























レイ が 設け られ 
























バト ロイ ド 時 に は コク ピッ ト トバ トロ イド 時 
上 部 が キャ ノ ピ ー ご と 胸部 | シー ト が 直立 し 、 ヘ ッ ド レ 
スト 上 部 / 展開 し パイ ロッ ト | 





ピン ンー// の 身体 を 





信 ライ ター モー ド 

ファ イタ ー 形 態 は 主要 面積 が 大 きく プラ ズ マ ・ ス 
ピア が 機 首 の 一 部 と な る 構造 が 特徴 で ある 。 プ ラ 
ズ マ ・ ス ピア 部 に カナ ー ド を 配 する 一 方 で 、 主 細 後 
縁 に は 小型 バー ニア が 装備 され て いる 。 こ の こと 
か ら 、 大 気 圏内 外 で の 運動 性 向上 が 
ト の ひと つ に あっ た と も 考え られ る 。 











プロ ト タ イ プ は シル ビー ・ ジ ー ナ 中 尉 が パイ 


ロッ ト を 和 務め た 。 武装 は な く 、 i 
| < 単座 式 だ が 、 ム ー ン フェ 


デモ 飛 待 中 に マル ドゥ ー ク 
軍 偵 察 部 隊 の 舞 撃 を 受け 
て 捕獲 され か けた が 、 ネ ッ 
クス た ちの 救援 に よっ て 事 
な き を 得 た 。 




















^ ム ガン ドロ イド 形態 で 
は 、 バ トロ イド 時 に 開 
前 部 の 装 






イカ ロス に 比べ て 主要 
の 面積 が 広く 、 フ ォ ル 
ム も 大 きく 異な る 。 









ポッ ド は ほ 折 
主軸 下部 に 





主要 は 90 度 
移動 し て 下 
まれ る 。 ま た 、 
ー ム 砲 も 収納 され る nk 

















シー クエ ンス (ファ イタ ー 形 態 只 ガ ウォ ー ク 形態 只 バ トロ イド 形態 只 ガ ンド ロイ ド 形 態 ) 
LB 











人 主要 後 緑 に 各 2 基 ヾ 了 
の 小型 バー ニア を 
備え 、 噴 射 時 に は ユ 
ーッ ト が 開い て ノ ズ 
ル が 露出 する , の 













| | バト ロイ ド か ら ガ ンド ロイ ド | 
へ の 変形 。 頭 部 を 収納 し 、 へ 








EXTRRREPORT 
シル エッ ド は メタ ル サ イ レー 」 
ー ン と 同じ で ある 。 プ ラズ se こ 
マス ピア は 装備 せ ず 、 武 装 
も ダミ ー だ っ た と 思わ れる 。 








マガ ウォ ー ク か ら バ トロ イ (NN 
で 肌 体 が 前 \ 





ステ ィ バ ル で は 後部 座席 が 
増設 され た 。 





人 大 腰部 関節 が わ こ 収 納 さ れ 
て 足 が 閉 じ 、 ノ ズル カバ ー が 開く 


“基本 的 な 仕様 は 制式 採用 機 
に 準じ て いた と 考え られ 、 高 い 機 
動 性 を 発揮 し た 。 


4 主 細か ら ガ ン ポ ッ ド を 取り 外し 、 小 型 バー ニ 
開 後 、 主 柚 が 上 が り 、 ガ ンド ロイ ド へ 。 








@1992 ビッ クウ エス トマ クロ ス 製作 委員 会 








マル ドゥ ー ク に 従え られ た 
ゼン トム ラー ティ 系 兵 落 







する 異 民族 を 次 々 と 制圧 し て いた 戦闘 民族 マ 
2 ルド ゥ ー ク は 、 ゼ ント ラー ディ を その 失 兵 と し て 
利用 し た 。 同時 に 、 マ ルド ゥ ー ク は 歯 摘 し た ゼン トラ ー 
ディ 軍 の 兵器 を 改良 し 、 自 軍 の 戦力 と し て 構築 し た 。 
2091 年 の 地球 侵攻 時 に 投入 され た これ ら 巨 人 兵士 
用 の 機動 兵器 群 は 、 マル ドゥ ー ク 軍 が ゼン トラ ー デ ィ を 
戦力 の 基幹 に 据え て いた こと を 物語 っ て いる 。 











メルト ラン ディ 
パワ ー ド スズ 
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と ツリー レル 
ルル マル ドゥ ー ク 軍兵 器 























人 作 (ワー ドス ー ツ (ゼン トラ ー デ ィ 用 ) 
ヌー ジャ デル ・ ガ ー と よく 似 た 構造 の パワ ー ド スー ツ 。 武 


介 運用 記録 
装 は 背部 の プラ ズ マ キャ ノン と 胸部 の イン パク トキ ャ ノン 


RE 艦載 機動 兵器 で 、 プラ ズ マ キャ ノン は 上 下 に 可動 する 。 
k= 

















を 主力 と し て 統合 軍 と 交戦 し た 。 歌 巫女 (イミ ュ 

ー タ ー) の 歌 に よる 戦意 高揚 効果 と オペ レー ショ ン 

ミン メイ の 無力 化 も あっ て 、 統 合 軍 を 圧倒 し て いる 。 

イン グ ス 艦 隊 に よる 地球 攻撃 で も や 、 こ れ ら の 機動 兵器 
群 は 統合 軍 に 甚大 な 被害 を 与え た 。 


4 腕 部 の 先端 に 








き 
3 


八 ワー ドス ー ツ (ルト ラン ディ 用 
マル ドゥ ー ク 軍 に 捕獲 され た メル トラ ン デ ィ 軍 の パワ ー ド 
= 一 スーツ と 推察 され る 。 携 行 式 の ビー ムラ ン サ ー と ミサ イル 
可変 戦 較 

急 可変 戦闘 メカ ラン チャ ー、 イン パク トキ ャ ノン を 備え る 。 
イン グ ス 艦 隊 に 配備 され て いた 、 マ ルド ゥ ー ク 軍 の = 
機動 兵器 。 ビ ー ム キャ ノン や ミサ イル 、 ビ ー ム グレ ネ 
ー ド と いっ た 豊富 な 武装 を 有する 。 


と 背面 。 戦闘 機 形態 の 機 首 ユ 



























































1 


el 

手提 軍用 戦闘 ポッ ド 

ゼン トラ ー デ ィ 兵 士 用 戦闘 ポッ ド の 指揮 官 仕様 機 。 武装 と 。 ゅ ミサ イル 発射 
し て レー ザー 砲 や と ミサ イル を 装備 し 、 武 装 と セン サー は 通常 倍 休 後部 の 突 紀 に 放 式 
仕様 機 に 比べ て 高 性 能 な も の が 搭載 され て いる 。 





























展開 し て 


4 
= グレ ネー ド 
2 。 a ーー = 









、 ど 、 通常 の 戦闘 ポッ ド と 
は 構造 が 異な る 








信幸 罰 ド 

マル ドゥ ー ク 軍 の 主力 機動 兵器 と し て 運 ー 
ディ 兵士 用 の 戦闘 ポッ ド 。 空間 戦 闘 を 重視 
だ が 、 重力 下 飛 行 も 可能 で 大 気 園内 で も 運 
















































ge 


へ 連 事項 。、 


| きき まま 5 
5 N、 2 に 
小型 | プ / 5 ク 7 
ン 【* と ジン 0 
Fi 8 | 










に り 、 パイ ロッ ト は うつ 伏 t 
フェ フ の 手引 き で マル ド 


2 AP 6 CF A y - 
ウー ク を 離れ た イシ ュ タ / ノニ ーー ] ) )) ls NN ズ アン 
ル が 、 地 球 降下 の 際 に へ (6 ゲー “8 CN [ a へ ) メカ ング 
用 いた 小型 艇 。 ) N 4 QA AA NN ee / ン ム 、 
EC 給 ( Gate ドン 
K | " /、 EK 2 ( 議 
€@;; ミサ イル で <@ 


有する 。 右 は 機体 2 NN NN 発射 品 AN 
J 


る 1992 ビッ クウ エス トノ マク ロス 製作 委員 会 











人 ムル シン ブル な 形状 で 、 機 体側 部 の ユニ ッ ト は 回 転 
上 部 の コク ピッ ト ハ ッ チ を 開放 し た 状態 
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ディ フェ ンダ ー EX 
| 空 迎 撃 用 の デス トロ イド : 
の 代わ り に 設置 これ た ー ル カン 





球 統合 軍 は 、 可 変 戦闘 機 (VF) の ほか に も 、 オ ー バ ー テ クノ ロジ ー を 

J 利 用 し た 二 足 歩行 兵器 、 デ スト ロイ ド を 数 種類 開発 し て いた 。 機動 
性 に 優れ た オー ル マ イ ティ タイ プ の VF に 比べ 、 デ スト ロイ ド は それ ぞ れ 近 
接 防御 型 、 遠 距離 砲撃 型 な ど 特定 の 能力 が 付与 され て いる の が 特徴 で あ 
る 。 ま た 、 大 型 の 火器 を 装備 し た タイ プ が 多い た め 、 ロ ー ラ ー タ イヤ や り リ 
ニア レー ル を 設置 し て 機動 力 を 確保 し て いた 。 西暦 209 1 年 に 姿 を 現し た 
異 星人 「 マ ルド ゥ ー ク 」 の 侵攻 に 対し て も 、 デ スト ロイ ド が マク ロス - シ ティ に 
緊急 配備 され て いる 。 





改修 さ 


は じ め 、 ッ ツ 


た 機体 
トマ ホー 
動 性 能 が 


急 サ イズ 比較 





力 の 充実 し 


MHEROSSs CHRONICE 


a 4 


され た 地球 締 合 生 
二 足 歩 ? 兵器 








VF1J 





ィ フ ェ ンダ ーEX 
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@ 運 用 記録 


暦 G09 1 年 、 マ ルド ゥ ー ク 軍 の 侵攻 に 際 し て 、 

複数 の デス トロ イド が 出撃 し た 記録 が 残さ れ て 
いる 。 中 で も モン スタ ーI、 ト マ ホ ー ク II、 フ ァ ラ ン 
クス ( 改 )、 デ ィ フ ェ ン ダー EX と いっ た デス トロ イド が 
マク ロス - シ ティ の 統合 本 部 ビル 周辺 な ど に 配備 され 、 
マル ドゥ ー ク 軍 の 迎撃 と 拠点 防衛 を 担っ た 。 デ スト ロ 
イド 単体 で は 目立っ た 活躍 は な か っ た が 、 マ クロ ス - シ 
ティ に 大 き な 被 害 が 出る こと を 阻止 し て いる 。 
















統合 本 部 ビル 前 に 配備 され た 
デス トロ イド 部 隊 。 大 気 圏外 
が から 組 来 する マル ドゥ ー ク 軍 
を 迎撃 する 役割 を 担っ た 。 


迫り 来る 大 量 の マル ドゥ ー ク 
軍部 隊 に 対し 、 デ スト ロイ ド 
部 隊 は 迎撃 を 開始 。 だ が 、 
この 戦い で 多数 の デス トロ イ 
ド が 破壊 され た 。 








作 プテラン クス GO 
近接 防御 用 の 機体 で 、 そ の 特徴 は 、4 基 設置 さ 

























デス トロ イド の 中 で も 最も 大 型 の 機体 で ある モン 
スタ ーTII は 、 背部 か ら 背 負う 形 で 大 型 キ ャ ノン 砲 を 6 





門 、 腕 部 の 代わ り に 中 型 キャ ノン 砲 を 8 門 装備 。 さ > ご 


ら に 、 ミ サイ ルポ ッ ド を 2 基 設 置 し 、 高 いし 迎撃 能力 を 
得 て い た 。 


名 0 


大 型 キャ ノン の 砲塔 工 
部 正面 図 。 左 右 に 










人 地上 で は ホバー クラ フト 走行 、 宇 宙 
艦 の 甲板 上 に お いて は リ ニ テム 
に よっ て 機動 性 能 を 得 て い た . RN、 
その 運動 性 能 は 鈍重 で あり 、 単 独 で 
遠 距 離 を 移動 する こと は な か っ た 。 








7. 








足 裏 に は リニア 
レー ル を 備え る 。 





供 ララ ェ エン ター EX 
腕 部 に 大 型 の レー ル ガ ン を 4 門 備え た 対空 迎撃 








れ た 大 型 の ミサ イル ポッ ド で ある 。 それ ぞ れ 独立 し て 
可動 し 、 あ ら ゆ る 範囲 に 攻撃 が 可能 と な っ て いた 。 
走行 方 共に は ロー ラー タイ ヤ を 採用 する 。 


























| 2 

N 大 爵 部 の 側面 に は 、 グ レネ ー ド ラ 
ンチ ャ ー を 装備 。 計 4 基 の グレ ネ 

ー ド を 一斉 射す る こと が 可能 で 、 

ミサ イル の 迎撃 な ど に 効果 を 発揮 


腰部 先端 中 央 に は 小型 
の 砲塔 を 備え る 。 可動 
牽制 な ど に 用 い 
られ た と 見 られ る , 


















機 。 腰 部 に も 複数 の 火器 を 備え て いる 。 頭頂 部 
に 設置 され た セン サー と カメ ラ に より 、 優れ た 探知 能 
力 を 獲得 し た 。 








、 回 転機 構 を 
持つ 。 そ の 中 央 部 に ア 
ン テ ナ が 設置 され て い 
る ほか 、 カ メラ も 複数 

装備 され て いる 。 
武装 


RS) 
醒 部 に 装備 され た 2 種 の | 9 SS SN/ 
火器 。 左 居 が ミサ イル ボッ KSS27 ) ey 59 『 
ド で 、3 基 の ミサ イル を 装 | (OZ Ede 2 
填 で きる 。 右 腰 は 2 連装 ンー ミ 


タイ プ の 実弾 泡 で ある 。 2 eS 

















貸 トマ ホー 


肩 部 の ビー ムキ ャ ノン を 主 武装 と する 機体 で 、 腕 
部 に ビー ムキ ャ ノン と レー ル ガ ン を 2 門 ず つ 、 そ の 他 ガ 
トリ ング ガン や グレ ネー ド を 装備 する 。 足 裏 に は ロー 
ラー タイ ヤ を 配 し て いた 。 





4 脚 部 

膝 の 側面 に グレ ネー ド 
を 格納 し て お り 、 使 用 
時 に は カバ ー が せり 出 
す 構造 で あっ た 。 左 右 
計 4 基 の グレ ネー ド を 搭 
載 で きる 。 

















レー ル ガ ン 先端 
ビー ムキ ャ ノン の 下部 に 設置 さ 
れ た レー ル ガ ン の 砲 口 。 長 尺 の 
レー ル を 用 いる こと で 、 弾丸 を 
高速 で 射出 で きる シス テム と な ~~ 
っ て いた . he 





る ©1992 ビッ クウ エス トマ クロ ス 製 作 委員 会 
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ピー 可変 沖 層 雄 の 変化 と 発 良 の 
講 馬 軍 失 時 半 箇 で 生み 出さ れ た 兵 評 


5 る ガウ ォ ー ク 


戦 仕様 
力 を 持 













乙 坊 車 忌 族 4 


マガ ウォ ー ク ロイ ド 


1m uesyoaa 





VF と デス トロ イド 以 タ 
の 運搬 に 使わ れる も の が 多 


@ 機体 解説 


暦 2090 年 代 の 地球 統合 軍 は 、 巨 大 砲艦 マク ロス キャ ノン や 旗艦 へ ラク レス 
ER VF-2SS バル キリ ーI や VF- 
2JA イカ ロス と いっ た 可変 戦闘 機 (VF) を 前 線 に 配備 し 、 主 戦力 と し て いた 。 マ ル 
ドゥ ー ク 軍 と の 戦い で も 、 こ うし た 戦力 が 惜しげ も な く 投 入 さ れ た ほか 、VF の 派生 
機 ガ ウォ ー ク ロイ ド や VF-2SS の 原型 機 VF-XX( ダ ブル エッ クス ) と いっ た 機種 が サ ガウ ォ ー ク ロイ 
ポー ト 用 と し て 、 また 数 種 の へ リ が 後方 支援 用 と し て 運用 され て いる 。 合 軍 は その 戦 ナ 
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統合 軍兵 器 





⑧@ 運用 記録 
F の 派生 ・ 発 展 機 で ある ガウ ォ ー ク ロイ ド 、 VF-XX 


A VF-2SS バル キリ ーH の 原型 機 で あり 、 グロ 
リア の 艦長 バル ゼー 指揮 下 の 統合 軍 防 衛 艦 隊 で 運用 
が 確認 され て いる 。 モ ンス ターI な どの デス トロ イド と 
共に 、VF-2SS 部 隊 の サポ ー ト を 行っ た が 、VF- ら SS 
部 隊 す ら 甚 大 な ダメ ー ジ を 受け る 状況 下 で は 、 目 立っ 
た 戦果 を 残す こと は で き な か っ た 。 











グロ リア を 旗艦 と し た 統合 
軍 防 衛 艦隊 は 、 月 付近 で 
マル ドゥ ー ク 軍 
が 、 防衛 線 を 突破 され 、 地 
球 へ の 降下 を 許し て し まっ 
た 。 















島 ュー ラロ イド 


VF に お ける ガウ ォ ー ク 形態 と デス トロ イド の 要素 を ミ 
ックス し た 、 非 変形 タイ プ の 機体 。 遠 距離 移動 に は 
向 か な い が 、 多 彩 な 砲撃 兵器 を 備え 、 近接 戦闘 や 拠 
点 爆撃 に その 性 能 を 発揮 する 。 








人 機体 後方 を 谷 賊 し た 図 。 ス 
ラス ター が 機体 上 部 、 主 要 下 、 
脚 部 膝 裏 され 、 優れ た 機 
体制 御 能力 を 生み 出し た 。 





“底部 か ら 見 た 図 。 非 変 
イブ だ が 、 VF の ガウ ォ ー ク 形 
と ほぼ 同様 の フォ ルム だ 。 











「ー グレ ネー ド - デ ィ ス ペン サー 
グレ ネー ド 発 射 装置 で 、 腕 部 用 は 











小型 タイ プ 、 脚 部 用 は 弾頭 が 4 分 


り 








ビー ム 砲 


置 され た 6 連装 式 の 候 選 - 1 発射 時 割 する 多 弾頭 タイ プ を 発射 する 。 
ミサ イル ポッ ド 。 発射 時 に は カバ ー 区 ee 
が 展開 され る 構造 だ 。 1 は I WY マ 腕 部 グレ ネー ド 

WW リ 人 ム ミ サイ ル や) (9 

大 型 ミサ イル ポッ ド 
肩 ブロ ッ ク に 設置 され た ミサ イル ポ “発射 時 ー マ 脚 部 グレ ネー ド 
ッ ド で 、 本 機 中 、 最 も 大 型 の ミサ イ OS ャ ミリ イル 1 ラキ 
ル を 計 10 発 搭載 で きる 。 = 2 








機 首 先端 に 







































VF-XX 


VF-2SS バル キリ ーI の 前 身 と な っ た と され る ゼン トラ 
ー デ ィ 用 の 機体 。 関 節 の 駆動 部 に ゼン トラ ー デ ィ 系 
パワ ー ド スー ツ の 技術 を 転用 し 高い 運動 性 を 有する の 











信 徐 合 重 へ リ 


統合 軍 が 後方 支援 機 と し て 用 いた 2 種 の ヘリ コ プ 
ター。 救急 へ リ は 負傷 者 の 搬送 や 緊急 時 の 人 員 輸 
送 に 、 複 数 の サー チラ イト を 備え た ジェ ッ ト ・ ヘ リ は 、 デ 



























が 特徴 で ある 。 スト ロイ ド の 運搬 に も 使わ れ た 。 
マジ ェ ッ ト へ リー NN “底部 か ら 延 びる ムツ イン ロー ター 式 の 大 出 
A \ ヽ と ワイ ヤー に 、 モ ン お エン i 
/ \ カエ ンジ ン を 備え 、 高速 移動 
ん スタ ーI な どの デス が 可能 と な っ て いる 。 
だ ) グ トロ イド を 懸架 す 







テバ トロ イド 


VF-XX の バト ロイ ド 形 態 。VF- 
SS と 基本 構造 は 共通 だ が 、 
若干 丸み を 帯び た フォ ルム と な 
っ て いる 。 ガ ン ポ ッ ド も 曲線 を 
多用 し た 特異 な ライ ン で ある 。 














る こと が で きた 。 





1 切 へ リ は 、 マ ルド ゥ ー ク 軍 と 
題 の 交戦 で 負傷 し た 兵士 を 病院 
まで 搬送 し て いる 。 





Lr 中 
ャ トル ライ ナー 
1 コ ci 


地球 か ら 月 へ の 移動 に 用 いら れ た 、 民間 用 の シ 
ャ トル ライ ナー。 単独 で の 大 気 圏 離 脱 能力 を 有 し 
て いた と 見 られ る 。 


後方 部 に 設置 され た 
ブー スタ ー に よっ て 大 気 
園 離 脱 能力 を 実現 し た 
と 見 られ る 。 客 室 は 、 長 
く 伸 び た 機 首 部 分 に 設 














シャ トル ライ ナー の 客室 部 。 神 
崎 ピ ビビ キ と イシ ュ タ ル か が 月 へ 向 
A CR 
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ょ ME に 崩 生 未 和 初 の 異性 人 を 迎え 撃っ た 
続 合憲 カ が 給 る 大 太 譜 




















Ina egaoa 


人 る マ クロ スキ ャ ノン (主砲 発射 態勢 ) 





ノ メ イ ・ デ ィ フ ェ ン 
り 札 と し て 作戦 を 展 | 


定 打 と は な ら な か っ た 





但 能 体 解説 


し ペン トラ ー デ ィ と の 戦争 か ら 約 80 年 。 地 球 に て 栄 @ サ イズ 比較 
ー 華 を 誇っ て いた 人 類 は 、、 統 合 軍旗 勝 へ ラク レス 、 

戦艦 グロ リア 、6.000m 級 の 巨大 砲 史 マ クロ スキ ャ ノ 

ン と いっ た 巨 艦 を 艦隊 の 中 心 に 据え 、 歌 の 力 を 利用 し っ 

に ミン メイ ・ デ ィ フ エ ジ ス を 用 じ て 地 球 を 防衛 する 態勢 a 

を 整え た 。 し が いじ 、 統 合 軍 首 脳 部 は 異 星人 と の 戦闘 に 2 

お ける 歌 の 効果 を 過 人 し て お り 、 そ の 現状 に 問題 意識 5 

を 持つ 者 は 少数 派 で わっ た 。 様 々 な 逢 艇 を 有 し な が ら g 

も 結果 的 弱体 化し た 統合 軍 の 洞 落 振り は 、 マ ルド ゥ 

ー ク 軍 の 上 柚 撃 に より 浮き 彫り に され る こと と な っ た 。 
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上 統合 軍艦 艇 















2) 2 


肩 部 分 の 砲身 一 門 が ブリ タイ 艦 一 隻 分 と いう 超 
到 級 砲艦 。 主 克 発 射 時 は 変形 する 。 確認 され て い 
の 統合 軍 は 木星 付近 に デ る 6 隻 の うち バル セー 艦隊 に 配備 され た 4 隻 は 敵 に 
フォ ー ル ド し て きた 敵艦 に 対し 火星 軌道 上 に 前 大 打撃 を 与え た が 、 敵 の 第 2 波 の 前 に 轟沈 。 残り 
線 を 形成 。 第 17、18 巡 洋 駆逐 戦隊 を 迎撃 に 向かわ の 2 隻 は 奇襲 用 に リザ ー ブ さ れ て いた 。 
せ た 。 敵 を は ぐれ ゼン トラ ー デ イィ 艦隊 と 認識 し て いた 
統合 軍 は オペ レー ショ ン ・ ミ ン メ イ を 展開 し た が 、 敵 の 
歌 巫 女 の 歌 に よっ て 効果 は 無 に 等 し いも の と な り 、 作 
戦は 瓦解 。 旗艦 へ ラク レス を 失う 結果 と な っ た 。 
マル ドゥ ー ク 軍 の 侵攻 は 凄まじ く 、 第 2 戦は 地球 を 
痛 に し て の 戦い と な っ た 。 グ ロリ ア を 旗艦 と し た 防衛 
艦隊 に は マク ロス キャ ノン が 24 隻 配属 され て お り 、 戦 
闘 の 形勢 は 次 第 に マク ロス キャ ノン を 中 心 と し た 防空 
砲撃 戦へ と 移行 。 統 合 軍 は マク ロス キャ ノン の 砲撃 に 
より 敵艦 の 半数 以上 を 消滅 させ た も の の 、 新 た な 敵 
艦隊 が 周辺 宙 域 に 出現 し 防衛 線 は 崩れ た 。 結果 的 に 
統合 軍 は マル ドゥ ー ク 軍 の 圧倒 的 な 戦力 に 打ち の め さ 
れ 、 マ クロ ス ・ シ ティ の 上 空 に 到達 し た 敵 に 対し 、 地 球 
存亡 を が けた 最終 決戦 を 挑む こと と な っ た 。 












































































撃 で 敵 の 第 1 波 の 60%% を 消滅 さ 
へ の 攻撃 に 回 され た が 、 そ の うち の 1 
















「 地 球 統合 軍 の 誇り ] と 呼ば れ た 統合 軍旗 艦 。 は 
ぐれ セ ゼントラーディ 艦隊 と 認識 され て いた 小 規模 の マ 
ルド ゥ ー ク 艦隊 と の 緒戦 で 、 あ えな く 撃 沈 さ れ た 。 
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メカ ニッ クシ ー ト 
統合 軍艦 艇 


貸 2 ロリ ァ 定 


@ 機体 解説 

















\ ロ リア は 、 地 球 統 合 軍 第 18 艦隊 の 旗艦 で 、 対 
i EE OR 
乗艦 で あわ る 。 ゼ ント ラー ディ 系 の 外観 を 持つ 艦 が 多い 
が 、 そ れ ら と は 異な る フォ ルム の 数 少な い 統 合 軍艦 
艇 だ っ た 。 軍 上 層 部 が マル ドゥ ー ク の 情報 を 隠蔽 する (の 一 般 的 艦艇 と な か っ て いた ゼン トラ ー デ ィ 系 艦 と 
中 、 ム ー ン フェ ステ ィ バ ル で 模擬 砲撃 を 実施 し プロ パ は 違い 、 宇 宙 戦 闘 機 に も 似 た シャ ー プ な 意匠 が 特徴 的 。 


4 る _ 、 白系 の カラ ー リ ング も 同時 期 の 統合 艦艇 に は ほぼ 見 ら 
ガン ダ の 一 買 を 担っ た が 、 マ ルド ゥ ー ク 軍 と の 戦闘 で 。 れ な いも の で 、 艦艇 の 中 で も 異彩 を 放つ て いた 。 






























撃沈 され た 。 


N 





る マ 艦 尾 だ け で な く 側 面 や 艦 底 な ど に 推進 器 
配置 され て いる こと か ら 、 機 動力 を 重視 し た 艦 と 
思わ れる 。 稲 尾 の 推進 器 は 特に 大 型 だ っ た 。 








ョ ン を 行い 、 そ の 威容 を 見 せつ 
けた 










的 な 統合 軍 宇 宙 
多数 の コン 






対 マ ルド ゥ ー ク 戦 で は 、 劣 勢 を 
強い られ る 中 、 敵 の 地球 接近 を 
阻止 する た め 突 撃 を 敢行 。 だ 
が 、 マ ルド ゥ ー ク 軍 の 猛攻 に 耐 
えら れず 撃沈 され た 
















る 統合 \ ビ ピー ム 砲 
統合 軍艦 艇 の 共通 装備 と 思わ 
れる 、 連 装 ビ ー ム 6 








非 使 
使用 時 の 
に は 





の 展開 する な ど 、 
ゼン トラ ー デ ィ 系 に 近い 。 















統合 軍 標 準 戦艦 


マ ゼ ン ト ラー ディ 艦 に 酷似 し た ス 
機体 解説 タイ ル を 持つ 。 艦 首 上 の 突起 が 
艦橋 、 甲 板 中 央 の 6 つの 半球 構 


造物 は ビー ム 砲 と な っ て いる 。 













ペン トラ ー デ ィ 系 艦艇 と 共に 、 地 球 こ 広く 

配備 され た 宇宙 戦艦 。 有 機 的 な シル エッ ト か ら 
ゼン トラ ー デ ィ の 艦 の よう に 見 える が 、 地 球 と ゼン ト 
ラー ディ の 技術 を 投入 、 融 合 さ せ た 新 設計 艦 で ある 。 
第 12 艦 隊 な ど に 配備 され 、 対 マル ドゥ ー ク 戦 に 投入 
され た が 、 人 圧倒 的 な 敵 戦 力 の 前 に 多数 が 失わ れ た 。 


第 2 戦闘 グル ー プ の 第 17、18 
駆逐 戦隊 に は 未 配備 だ っ た よう 
で 、 第 12 艦 隊 の も の が 対 マ ル 
ドゥ ー ク 戦 に 投入 され た . 


ママ 船 腹 に は ビー ム 砲 と 思わ れる 
半球 状 構造 物 8 基 
構造 物 






















人 艦 尾 に は メイ ンス ラス ター の ノ 
ズル が 配置 され た 。 艦 尾 周囲 に 
配置 され た 構造 物 3 基 は 、 補 助 
推進 器 と 見 られ る 。 
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メカ ニッ ク 


統合 軍艦 艇 
























供 SDF-1 マク ロス 


@ 機体 解説 


(いい DF-1 マク ロス は 、 第 一 次 星 間 大 戦 で は ボド ル 

) 基幹 艦隊 を 撃破 し た 殊勲 艦 で ある 。 戦 後 は 地 
球 の 象徴 的 モニ ュ メ ント と な っ て いた が 、 常 に 稼働 体 
制 が 敷 か れ 、 戦 闘 艦 と し て の 機能 は 失わ れ て いな い 。 
マル ドゥ ー ク の 歌 巫 女 イ シュ タル は 、 マ クロ ス が マル ド 
ウゥ ー ク を 導く 伝説 の 「 ア ルス の 有 舟 」 だ と 考え て いた 。 マ 
ルド ゥ ー ク 戦 の 最終 局面 で 起動 する が 、 交 戦 の 未 、 艦 





























主砲 は 艦 首 





















体 の 大 部 分 を 失っ て いる 。 設 ユニ 
改修 され て い 
カル チュ ザ 合 軍 ビ 起動 、 チ ャ ー ジ の 開 エネ 
ル の 間 | 折 主砲 が エ ルギー 出力 の 上 昇 、E 
を 起こ し 、「 マ クロ 距離 修正 と 
ス 警 報 」 が 出さ れ た . 主砲 は 発射 さ 














ー ジ ー ナ 中 尉 の 独自 判断 で 
動 さ れ た 











橋 は 脱出 装 
する 。 艦橋 単 
園内 飛行 も 可 















小型 艦艇 


@ 機体 解説 


ロー 行 不能 と な っ た 小型 艦 を 回 収 す る た め の 艦 艇 
J で 、 タ グ ポ ボート 兼 救助 艇 の 一 種 と 考え られ る 。 
宇宙 で 自力 航行 不能 と な っ た 艦 は 、 慣 性 飛行 を 続け る 
か 、 重 力 に 引か れ て の 天体 落下 、 重 力 安定 宙 域 で の 
座礁 と いっ た 憂き目 を 見 る た め 、 回 収 艦 は 重要 な 意味 
が ある 。 宇宙 で の 行方 不明 者 捜索 に も 用 いら れ た 。 


回 収 作 業 や 








収 救助 艦 











ヤマ 箱 型 の 艦 体 が 特徴 的 
造物 が 回 収 作業 ブ ! 
ドメイン ブ 


艦 首 上 面 の 構 
、 艦 体 後方 の 右 
る 。 艦 
本 艦 の サイ ズ が 
































小型 艦 回 収 が 主任 務 の た め 比 較 的 
小型 だ が も 旧来 の 海上 空 
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